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町章

1920年（大正9年）に制定されたもので，円の中央は片仮名のイを

4っ祖合せ''イシとし，まわりの右側は，片仮名の'、力uの変型,

左側は片仮名の”からなっており，協力の葱昧を表現してい

ます。
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ば



発
刊

の

こ
と

ば

そ
の
源
を
本
道
の
中
央
部
大
雪
連
峰
の
高
峰
石
狩
岳
に
発
し
、
大
小
支
川
を
合
わ

せ
つX

悠
々
と
沃
野
を
下
る
石
狩
川
の
流
れ
を
歴
史
の
大
流
に
甓
え
る
と
き
、
湧
出

す
る
川
の
#
は
遠
く
石
狩
の
あ
け
ぼ
の
に
、
そ
し
て
溪
澗
を
走
り
深
淵
に
ょ
ど
み
、

郅
流
と
な

っ
て
広
漠
た
る
沃
野
に
注
ぎ
蛇
行
し
つX

海
に
入
る
そ
の
流
れ
は
、
先
人

の
労
苦
の
歩
み
に
も
似
た
も
の
を
覚
え
る
の
で
あ
り
ま
す
®

そ
の
豊
か
な
る
大
河
在
狩
川
の
煅
下
流
の
両
岸
に
発
達
し
、
遠
く
慶
長
の
古
き
に

は
じ
ま
り
三
百
有
余
年
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
石
狩
町
の
歴
史
は
、
ま
た
道

史
の

一
頁
と
も
言
い
得
る
程
の

要
さ
を
有
す
る
と
思
ぅ
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
故
に
、
石
狩
町
誌
の
発
刊
は
早
く
か
ら
待
望
さ
れ
て
お
っ
た
に
も
かi

わ
ら

ず
、
今
日
ま
で
遂
に
そ
の
機
会
を
得
な
い
ま

に
経
過
し
て
き
た
こ
と
は
、
先
覚
の

偉
業
を
讃
え
、
町
勢
発
展
の
推
移
を
明
ら
か
に
し
て
、
も
っ
て
こ
れ
を
後
人
に
伝
え

る

ぅ

え
か
ら
も
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

本
誌
は
こ
れ
に
応
え
開
基
三
百
年
、
昍
町
百
年
の
記
念
事
業
の
ー
環
と
し
て
そ
の

編
さ
ん
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
め
て
の
本
格
的
な
町
誌
編
さ
ん
だ
け
に
資

料
収
集
な
ど
に
期
日
を
重
ね
難
作
業
の
継
続
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
こ
こ
に
上
巻

発
刊
の
運
び
と
な

っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

本
詰
に
ょ
っ
て
町
民
各
位
が
郷
土
創
設
時
の
輝
か
し
い
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
、



さ
ら
に
進
ん
で
先
人
の

足
跡
に
想
い
を
致
し
、
新
生
石
狩
町
の
歴
史
の
創
造
に

参
画

す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。

時
あ
た
か
も
宿
願
の

石
狩
湾
新
港
の
建
設
、
大
規
模
住
宅
団
地
の
造
成
が
決
定
し

新
し
い
時
代
の

お
と
ず
れ
の

槌
音
が
全
町
に
響
き
渡

っ
て
お
り
、
こ
こ
に
先
人
の

足

跡
を
考
証
し
、
反
映
す

る
こ
と
こ
そ
本
史
発
行
の
意
義
が

あ
る
と
思
ぅ
の
で
あ
り
ま

す0

最
後
に
、
執
筆
い
た

だ
い
た
渡
辺
茂
氏
を
は
じ
め
各
位
の
ご
努
力
と
、
資
料
提
供

な
ど
ご
協
力
い
た

だ
い
た
方

々
の
ご
厚
情
に
対
し
深
甚
な
る

感
謝
の
意
を
表
し
て
発

刊
の
こ
と
ば

と

い
た
し
ま
す
。

昭
和

四
十

七
年

三
月



嚷
景 観

みね
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江戸時代末期の石狩 (西蝦夷樺太道中記 . 北海道大学蔵)





一
、-■本
誌
は
お
.お
也
ね
明
治
四
年
ま
.で
.の
記
事
を
収
め
た
。！
！
-

.

:......

I
、

本
誌
は
上
巻
，と
し
、
三
編
の
部
門
に
わ
け
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
章
、
節
な
ど
に
区
分
し
た
。

I
、

本
誌
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
の
資
料
を
と
り
入
れ
、
か
つ
原
典
を
明
か
に
し
て
他
日
の
増
補
改
訂
に
備

え
た
。

一
、
文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
始
め
て
の
町
誌
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
他
日
に
備
え
、
資
料
を
尊
重
し
、
で
き
る
だ
け
原
文

の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
-!0

!

、
巻
尾
に
年
表
を
附
し
た
。
本
文
'と
の
重
複
を
懸
念
し
た
が
、
社
会
科
教
育
の
一
端
を
担
う
よ
う
努
め
、
年
表
だ
け
で
も
町

誌
の
概
観
が
分
る
よ
う
配
慮
し
た
。
：
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一
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九
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三〇

七

三〇

七
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ニ

三
ニ
一

三
三
五
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狩
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

田

中

地
形

、
地
質

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

赤

松

守

植

物.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三

野

紀

動

物.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.門

崎

允

第
二

編

石

狩
の

先
史

時
代

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

河

野

本

藤
村
久

畑

宏

岩
岈

隆

第
三

編

石

狩
の

歴
史

時
代

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

渡

辺

附

年

表.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

田

中

贲 茂 人 明 和 道 昭 雄 雄 贲



石
狩
の
自
然
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と
人
口





第

一
編

石
狩
の
自
然
環
境

と
人
口

第

一
章

位
置

と

区
域

石
狩
町
は
石
狩
平
野
の

西
端
で
石
狩
川
最
下
流
の
両
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
町
に
接
す
る
市
町
村
に
は

東
に
当
別
町
、
南
に
札
幌

市
、
西
南
部
に
小
禅
市
、
北
に
厚
田
村
が
あ
り
西
は

一
帯
日
本
海

C

石
狩
湾
)

に
面
し
て
い
る
。
北
に
、
地
勢
根
尻

岳
、

暑

寒

別

岳
、
群
別
岳
な
ど
を
主
す
る
遠
山
と
、
雄
冬
岬
を
眺
め
、
西
は
手
稲
山
、
無
意
根
山
、
余
市
岳
、
春
香
山
な
ど
の
諸
山
を
望
み
、
高

島
岬
を
隔
て
て

は
る
か
に
積
丹
半
島
と
相
対

し
て
い
る
。

東
端

東
経

一
四I

度
三
◦
分
五
五
秒

西
端

東
経I

四

一
度

一
三
分
三〇
秒

南
端

北
緯

四
三
度

七
分
五〇
秒

北
端

北
綺

四
三
度

一
八
分

一
五
秒

石
狩
町
役
場
所
在
地
点

衆
経
！

四I

度
ニ
ニ

分

北
緯

四
三
度

一
六
分

東
西

七
.
六
五
ニ
101
1

南
北

ニ
八
.
八
ニ
四
101
1

面
積

ニ
ー
八
‘
七
£

第I

編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

一
七



石

第I

編

石
狩
の
自
然
環
境

と
人
口

一
八

第二

章

地

明

解

‘

狩............

本
道
の
代
表
的
地
名
で
も
あ
る
が
、
そ
の
意
味
はI

定
し
て
い
な
い
。
山
田
秀
三
氏
に
よ
る
と
知
里
博
士
も

「
判
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
従
来
あ
っ
た
意
見
を
列
記
し
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴

r

イ
」
と
は

「
イ
シ
ヤ
ム
」
の
こ
と
で
無
為
と
い
う
こ
と
。

「
シ
カ
り
」
は
ふ
さ
が
る
と
い
う
こ
と
で
此
の

川
筋
屈
曲
し
て
先
が
見
え
な
い
故
に
名
付
け
た
と
土
人
が
い
っ
て
い
る

(
松浦
武
四
郎
の
説
)

⑵

「
ェ
シ
カ
リ
」
つ
ま
る
の
語

c

知
里
博
士

「
人
体
篇
」
よ
り
)

⑶

「
イ
シ
カ
リ
」
閉
塞
、
便
秘
の
語

(
バ
チh

ラー

博
士
辞
典
よ
り
)

⑷

「
イ
シ
カ
ラ
ぺ
ツ」
回
流
川
の
意
。
石
狩
川
ロ
の
辺
、
川
脈
最
も
屈
曲
回
流
し
て
川
上
塞
る
が
如
し
、
故
に

名
付

く
。

こ
れ
は

「
パ
ニ
ウ
ン
グ
ル
」

(
中
川
の
人
〕

の
説
な
り
。

c

永
田
方
正
の
説
)

㈤

「
イ
シ
カ
ラ

べ
ツ
」

イ

シ
は

美
し
く
カ
ラ

は
作
る
。
美
し
く

作
り
た
る
川
の
意
。
太
古

コ
タ
ン

•
カ
ラ

.

カ
ム
イ

(
国
作
神
)
お
や
指
に
て
大
地
を
画
し
此
の
川
を
作
り
給
ひ
た
り
。
故
に
名
付
く
。
ベ
ニ
ウ
ン
グ
ル

(
上川
の
人
)
の
い
う
。

c

永
田
方
正
の
説
)

(6)

「
イ
シ
カ
リ
べ
ツ
」
曲
河
、

「
シ
カ
リ
」
は
廻
り
行
く
、
ま
た
は
河
を
鎏
ぐ
な
り
。

c

パ
チ
ェ
ラ
ー
博
士)

M

「
イ
シ
カ
リ
」
と
い
う
地
名
も
疑
問
の
地
名
の
一
つ
で
あ
る
が
現
在
は

「
非
常
に
屈
曲
し
た
川
」
と
い
う
意

味
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
更
科源
蔵
)

一
、
石
狩
川
左
岸
地
区

花

畔
…
…
⑴

「
パ
ナ
-
ウ
ン
グ
ル

•
ヤ
ソ
ッ
ケ
」
川
下
人
の
漁
場
。
夕
張
の
土
人
が
こ
の
よ
う
に
名
付
け
た
と
い
う
。
元

来
河
北
に
於
て
夕
張
土
人
の
漁
場
で
あ

っ
た
が
、
明
治
四
年
五
月
河
南
の
地
名
と
し
、
花
畔
村
と
称
す
。
今
、



r

ハ
ン
ナ
グ
ロ
」
と
い
の
は
誤
り
。

(
永
田
方
正
〕

⑵

バ
ン
ナ
グ
ロ
は
ア
イ
ヌ
語
の
パ
ナ
ウ
ン
ク
ル
で
、
川
下
の
人
の
意
で
、
昔
石
狩
川
の
川
下
の
部
落
と
、
現
在

の
神
居
古
潭
か
ら
上
流
の
部
落
と
が
あ
っ
て
、
川
下
の
人
々
は
«
や

鲛
を
部
落
の
守
神
に
す
る
海
の
族
で
あ

り
、
川
上
の
人
々
は
熊
を
守
神
に
す
る
山
の
族
で
あ
っ
て

、
こ
っ
ち
を

ペ
ナ
ウ
ン

ク

ル

(
川
上
人
)
と

呼

び
、
互
い
に
仲
良
く
く
ら
し
て
い
た
。
こ
の
川
下
人
の
集
落
が
現
在
の
花
畔
で
、
。ハ
ナ
ウ
ン
ク
ル
•
コ
タ
ン

(
川
下
人
の
村
落
)
と
呼
ん
で

い
た
が
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
更
科
源
蔵
)
明
治
三
十

一
年
頃
道
庁
拓

殖
課
発
行
の

「
第
五
北
海
道
移
住

案
内
」
に
は

「
。

ハ
ナ
ン
グ
ル
」
と
あ
る
。

⑶

ま
だ
請
負
場
所
の
あ
っ
た
徳
川
時
代
の
石
狩
川
漁
場
の
図
に
は
、
現
在
の
花
畔
の
あ
る
左
岸

(

⑴
の
い
う
河

南
の
地
)
に
は
そ
の
地
名
が
な
く
、
対
岸
に

「
下
ハ
ナ
ン
クCJ

半
兵
術
」
少
し
さ
の
ぽ

っ
て

「
上
ハ
ナ
ン
ク

0
伝
次
郞
.
久
右
エ
門
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
こ
の
地
名
が
ま
だ
対
岸
に
あ
っ
た
時
代
に

は
、
原
音
に
近
い

「
ば
な
ん
ぐ
ろ
」
位
の
音
で
呼
ば
れ
て

い
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
に
花
畔
と
当
字
さ
れ
た

と
し
て

も

無
理
で
は

な
い
。
明
治
四
年
、
岩
村
判
官
が
こ
の
字
で
村
名
を
定
め
た

の
だ
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

当
時
は
未
だ

r

ン」
の
音
が
は
っ
き
り
今
の

r

は
ん
な
ぐ
ろ
」

に
ま
で
固
定
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

(
山
田
秀
三
)

ャ
ウ

ス

バ............

矢
臼
場
、
ャ
は
網
、
ウ
シ
は
場
、
網
引
き
場
で
あ

っ
た
の
で
、
ア
イ
ヌ
語
の
ャ
ウ
シ
バ
に
あ
て
た
も
の

c

更

科
源
蔵
〕

テ

イ

ネ
…
…
⑴

_テ

イ
ネ
イ
、
濡
る
る
処

(
漁
夫
川
に
入
り
腰
ま
で
濡
れ
て
網
を
引
き
た
る

に

ょ
っ
て

名
付
く
、
但
し
近
来
の

名
に
し
て
古
名
に
あ
ら
ず
と
い
う
。
)

(
永
田
方
正
)

⑵

テ
イ
ネ
、
ア
イ
ヌ
語
で
、
ど
ろ
ど
ろ
し

た
湿
地
を

い
う
言
葉
。

c

更
科
源
蔵
)

堀

神
…
…
⑴

ホ
ル
力
モ
イ
、
却
流
湾

(
永
田
方
正
)
…
(注
)

石
狩
川
右
岸
の
側
に
記
載
し
て
い
る
。

第
一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

一
九



第
一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

ニo

⑵

ホ
ル
力
は
後
戻
り
す
る
意
、
こ
の
場
合
は
河
が
曲
っ
て
、
上
流
が
海
の
方
角
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
意

味

で
あ

っ
た
か
、
或
い
は
海
水
が
逆
流
し
て
く
る
と
い
う
意
味
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ

う
。

又
、

モ

イ

(
湾
〕
は
海
の
よ
う
に
広
く
て
緩
流
す
る
河
曲
の
茁
で
あ
る
。
モ
イ
は
海
辺
の
入
江
を
云
う
だ
け
で
無
く
、

大
川
の
こ
ん
な
地
形
に
も
使
わ
れ
る
。

(
山
田
秀
三
〕

注

現
在
は
大
字
浜
町
字
堀
神
で
石
狩
川
の
さ
け
捕
獲
場
の
附
近
を
い
う
が
、
古
い
地
図
に
よ
る
と
石
狩

市
街
か
ら
、
石
狩
川
の
第

一
河
曲
の
辺
ま
で
を
い
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

浜

中............
オ
タ
ノ
シ
キ
。
砂
浜
の
中
ほ
ど
の
意
味
。

マ
ク
ン
べ

ッ............
後
背
の
川

(
一
名
ウ
ェ
ン
べ
ッ
〕
即
ち
石
狩
川
の
旧
川
。

(
永
田
方
正
)

モ
シ
ン
レ
ッ
プ
…
⑴
沖

島

c
石
狩
河
口
に
在
る
島
な
り
。
)

(

永
田
方
正
〕

⑵

川
の
中
の
小
島
や
海
中
の
島
を
い
う
の
が
多
い
。

(
更
科
源
蔵
)

オ
タ

。ヒ
リ

............

沙
川
の
渦
流

c
永
田
方
正
)

志

美............

シ
ビ
シ
ビ
ウ
シ

(
ト
ク
サ
の
多
い
処
)

C

永
田
方
正
)

ウ
ッ

ナ

イ............

ウ
ド
ナ
イ
。
脇
川

C
ャ
チ
川
で
本
川
の
脇
に
在
る
か
ら
名
付
け
た
)

C

永
田
方
正
〕

茨

戸

太............パ
ラ
-
ト
「
広
い
沼
」
の
意
。
茨
戸
川
の
川
0
な
の
で
パ
ラ
ト
*
プ
ト
(
山
田
秀
三
)

分

部

越............

フ
ム
べ
オ
マ
イ
•
鯨
あ
る
姐

C
寄
鯨
の
あ

っ
た
処
〕

(
永
田
方
正
)

樽

川............

小
樽
内
川
の
略
さ
れ
た
地
名
で
、
現
在
の
小
樽
の
地
名
も
こ
こ
に
あ
っ
た
場
所
を
、
現
在
の
小
樽
市
内
に
移

し
た
た
め
に
、
場
所
の
名
と

一
諸
に
地
名
ま
で
が
移
住
し
て
し
ま
い
、
小
樽
内
が
樽
川
に
な
っ
た
。

c

更
科

源
蔵
)

親
船
町
、
船
場
町
、
弁
天
町
、
横
町
、
本
町
、
仲
町
、
新
町
、
浜
町

(
左
岸
〕
、
若
生
町
、
八
幡
町

(
右
岸
)

こ
の
十
町
は
明
治
四
年

C

一
八
七

一
年
)
戸
籍
改
め
の
た
め
町
名
を

つ
け
る
必
要
が
生
じ
、
田
中
拖
小
主
典



が
石
狩
町
と
唱
し
て
ょ
い
か
を
伺
い
出
、
九
月
十
八
日
開
拓
使
の
許
可
を
得
た
。
ま
た
同
日
付
で
石
狩
市
街

の
両
岸
を
十
町
に
区
分
す
る
許
可
も
得
た
。
命
名
者
は
、
名
主

■
岩
田
甚
兵
街
、
百
姓
代

•
土
田
宇
兵
術
で

あ
る
。

古
い
町
勢
要

等
に
は

ア
イ
ヌ
語
か
ら
と
っ
た
名
と
あ
る
が
、後
述
の
若
生
町
を
除
い
て
は
、
和
名
で
あ
り
、

八
幡
町
は
、
八
幡
神
社

の
所
在
地
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
、
左
岸
の
八
町
は
交
易
の
あ

っ
た
府
県

の
町
名
を
参
考
に

つ
け
ら
れ
た
も

の
と

思
わ
れ
る
。

(
田
中

実
)

ニ
、
石
狩
川
右
岸
地
区

美

登

位
…
…(1)
ピ
ト
イ
、
小
石
多
い
処c

石
狩
ア
イ
ヌ
は
泥
土
の
小
塊
石
をr

ヒ
ッj

と
い
う
。
)

(
永
田
方
正
)

⑵

。ヒ
ッ
は
小
石
、
ト
イ
は
土
で
、
粘
盤
岩
の
石
の
あ
る
川
を
い
う
の
か
と
思
う
。

(
更
科
源
蔵
)

生

振
…
…
⑴
他
の

丘c
ま
た
次
の
丘
と
も
訳
す
〕

(
永
田
方
正
〕

⑵

ア
イ
ヌ
語
の
オ
ヤ
フ
ル
に
漢
字
を
当
て
た
も
の
で
、
川
尻
の
丘
と
い
う
意
味
で
、
旧
石
狩
川

(茨
戸
;||-〕
が

大
き
く
曲
っ
て

い
る
内
に
、
盛
り
土
の
ょ
う
に
東
か
ら
西
南
に

の
び
て
い
る
丘
に
つ
け
ら
れ
た

地
名
で

あ

る
。

(

更
科
源
蔵
〕

若

生
…
…
⑴
水

多
い
処

(川
水
浅
い
が
水
の
増
減
が
な
い
、
こ
の
た
め
名
付
け
た

と
い
う
)

(
永
田
方
正
)

⑵

ア
イ
ヌ
語
の
ワ
ッ
カ

■
オ
イ
に
漢
字
を
あ
て
た
も
の
で
、
飲
み
水
の

あ
る
所
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
附

近
は
小
川
の
な
い
所
だ
が
、
苦
生
の
所
に
き
れ
い
な
水
の
小
川
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
名
付
け
た

も

の
で

あ

る
。

(
更
科
源
蔵
〕

来

札............

ラ
イ
は
死
ぬ
、
サ
ッ
は
乾
く
の
意
。
た
ぶ
ん

こ
の
下
に
何
か
言
葉
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
分
ら
な
い
。
死

ん
で
千
あ
が

っ
たC

川
)
と
考
え
ら
れ
る
。

(藤
村
久
和
)

こ
の
地
名
は
明
洽
初
期
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
三
年
頃
に
は
ま
だ
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
七

第
一
編
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然
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】
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笫
ー
編
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自

然
斑
境
と
人
ロ

ニ
ニ

年
高
畑
利
宜

a

の

「
銭
函
以
北
忠
別
太
間
地
図
」
及
び
明
治
八
年
開
拓
使
地
理
課
作
成
の

「
北
海
道
石
狩

川
図
」
に
の

っ
て
い
る
の
が
最
初
と
思
わ
れ
る
。

(
田
中

実
)

俊

別............

シ
ュ
ン
•
ベ
ッ
.
油

(
を
含
ん
で

い
る
)
川
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
川
上
に
有
名
な
石
狩
油
田
が
あ

っ
た
。

(
藤村
久
和
)

シ
ラ
ラ
ト
カ
リ.........

シ
ラ
ル
•
ト

•
カ
リ
の
略
で
、
岩
礁

の
手
前
の
と
こ
ろ
と
い
ぅ
意
味
。
こ
こ
を
流
れ
る
川
を
知
津
狩
川
と
書

く
。c

藤
村
久
和
)

高

岡............
こ
の
地
区
は
明
治
十
八
年
八
月cI

八
八
五
年
)
山
ロ
団
体
の
移
住
に
ょ
り
拓
か
れ
た
が
、
標
高
二
十
メ
ー

ト
ル
、
傾
斜
二
度
の
高
台
地
で
石
狩
平
野
最
西
端
の
東
北
部
に
続
い
て
い
る
の
で
、
名
付
け
ら

れ
た

と

思

ぅ
。

(
田
中

実
〕

五
ノ
沢

•
八
ノ
沢
…
…
何
れ
も
知
津
狩
川
の
支
流
で
あ

っ
た
小
沢
に
つ
け
ら
れ
た
名
で
、
明
治
中
期
の
地
図
に
は

上
流
に
む
か

っ
て

九
ノ
沢

一
ノ
橋
か
ら
九
/
橋
ま
で
九
つ
の
橋
が
知
津
狩
川
に
架
け
て
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ

同
名
の
沢

が
左
右
に
分
岐
し
て
い
た
。

(
田
中

実
)



第
三
章

地
形

•
地
質

.
土
性

•
河
川

第

一

節

地

西
は

一
帯S
本
海

(
石
狩
湾
)

に
面
し
、
北
は
樺
戸
山
地
の
南
端
部
を
占
め

る
山
地
、
お
よ
び
そ
れ
に

続
く
段
丘

地
、
南
は

石
狩

低
地
帯
の
末
端
を

占
め

る
低
地
帯
の
ニ
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

北
の
山
地
は
、
お
お
む
ね

一o
〇
s

内
外
で
あ
り
、
そ
れ
に

続
く
段
丘
地
は

七
段
に
区
分
さ
れ
る
。

第
一

表

ー
高
岡
瞍
丘
石
狩
高
岡
面

f

低
位
段
丘
群
一
も̶®

泊

面

一
知
津
狩

段
丘

蠢
高
岡

面

石
狩
段
丘

中
位

段
丘
群

高
位

段
丘
群

し
つ
ぶ

，

聚
富

段
丘

一
ほ
ぐ
.が
し6

堀

頭

面

聚

富
面

が
ん
び

雁

皮

沢

面

地
蔵
沢
段
丘

地
蔵

沢

面

C

先
地
蔵
沢
面
)

ー
八
~
ニ
五
1
1
1

ニ
五
〜
三
五m

ニ
五
〜
五O

ra

五
五m

六
0
~
七
五
01

七〇
~

八
四
〜
五〇

m

七〇
~
1
0
0
~
六
五
1
1
1

南
の

低
地
帯
は
大
部
分
が

沖
稹
世
に
は

い
っ
て
か
ら
の
石
狩
川
に

よ
っ

て
埋
立

て
ら
れ
た
平
地
で
あ
り
、
石
狩
町
は

日
本
海
と
石

狩
]][
と
に
は
さ
ま
れ
た
、
帯
状
の
砂
丘
地
上
に
っ
く
ら
れ
た
町
で
ぁ
る
。
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こ
の
低
地
帯
に
は
、
ニ
つ
の
砂
丘
が
あ
り
、
海
岸
側
を
石
狩
砂
丘
、
内
陸
側
を
紅
葉
山
砂
丘
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
紅
葉
山
砂
丘
を
境

に
し
て
、
低
地
帯
は
、
花
畔
低
地

(
海
岸
低
地
)
、
太
美
低
湿
地

(
内
陸
低
湿
地
〕
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

石
狩
砂
丘
は
、
高
さ
が

一〇
m

内
外
、
幅
は
一
一

o
〇
~

三〇
〇
s

で
あ
る
。
砂
丘
の
内
側
は
、
低
湿
の
*
木
林
地
帯
が
連
続
し
て

い
る
。

紅
葉
山
砂
丘
は
、
高
さ
が
最
高

一
八S

以
上
、

(
平
均
一
四
〜

一
五S

〕
、

幅
は
広
い
所
で

一
、〇

〇
〇
£

も
あ
る
。
こ
の
砂
丘

は
、
海
岸
か
ら
五
～
六
細
の
内

侧
を
、
約
一
五
1011
に
わ
た
っ
て
追
跡
さ
れ
、
茨
戸
附
近
で
茨
戸
川
に
切
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
ニ
列
に
分

か
れ
生
振
地
域
に
延
び
、
美
登
位
に
達
し
て
い
る
。

花
畔
低
地
と
太
美
低
湿
地
と
は
、
地
形
お
よ
び
表
層
地
質
の
稱
成
員
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

第
二

節

地

質

本
地
域
の
主
要
擗
成
員
は
、
新
第
三
系
お
よ
び
第
四
系
で
あ
る
。
新
第
三
系
は
比
較
的
上
部
のa

来
層
、
当
別
眉
、
材
木
沢
層
よ

り
成
る
。
こ
れ
は

一
連
の
整
合
関
係
で
あ
る
。

r

第
三

系

1

丨1

望

来

層

い
わ
ゆ
る
硬
質
頁
岩

9
a
rd
sh
a
le
)

層
で
、
泥
灰
質
の
薄
層
お
よ
び
団
塊
を
含
む
。
主
に
硬
質
の
頁
岩
よ
り
な
り
、
硬
軟
泥
岩

の
互
層
す
る
と
こ
ろ
は
硬
質
頁
岩
層
特
有
の
板
状
の
眉
理
を
示
す
。
泥
岩
は
灰
色
〜
暗
灰
色
で
あ
る
。
望

来
〜
知
津
狩
間
へ
の
海
岸

で
は
、
お
び
た
だ
し
い
量
の
化
石
が
産
出
す
る
。



S olemya (Acharax) loku ijagai y koyama
S . (A .) y e s s ocnsis Kameha r a
Nuctila sp.
Acih (A c i la) d ivaricafa (Hinds)
A . v ig ilia S c henck
? Pori landia (Megayo ld ia) th raciacfon nis (S t ore r)
P . (Po rtlande lla) c f , ( Smith)

Yold ia ( Yoid ta) sp.
Nuculana aff. robai Kur o da
S alepta ? sp,
Nci ionella sp,
Vcne r icardia (Cyclocard ta) n. sp. (Uozumu M. S .)*

paci/fca Daしl

Conchoceie bisecta (Cokrad)
L ucinoma c f . ocutilineatum ( Conrad)
Macoma praetex ta ( v. M a r t e n 's ) n. v a r . **
M . aff, tokyoens is M kiyama
Panope japon ica (A*Adams)
Natica cf . ja n thos toma Deshayes"
Fus inus ? sp.
Neptunea sp,
Denlaiium y ok oy amai M a kivama

D, spp.
. ゴ ! / prra Vif f l l :似る。 沿近北海边 の 2 ，3 の

本培屈堦から 5$兄きれてい る。

* * i Wacoma p r a e f e i fii O TUKAに似る0

第

二

表

望
来
層
、
産
出
化
石

特
に

C
o
n
c
h
o
ce
ie
,
C
alyp
t
o
g
e
n
a
,
D
en
ta
liu
m

は
4
瓜
的
に
多
い
。

こ
の
地
層
は
、
石
狩
油
田
に

お
け
る

「

帽
岩
」

o
a
p
ro
ck
)

と
し
て

重
要
な
役
割
を

も
っ
て
い

る
。

1
1
2

当

別

層

無
層
理
の
細
粒
〜
微
細
粒
〜
シ
ル
ト
岩
質
な
ど
の
砂
岩
か

ら
な
る
。
砂
岩
は

灰
色
〜
青
灰
色
で
あ
り
、
ま
れ
に
泥
灰
岩
団
球
を
含

第P
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Solemy a tokunaga i Yokovama
S o lemya c f , Yessoensis Ka ne haba
A ciia cf. V ig ilia Sche'x ck
A cila sp<
Yold ia sp»
S alepta sp,
Conchocele bisecia ( Conrad)
Nemocardium n. sp .
Clhiocardium sp.
S e r r ipes laperous i i (De shayes)
S erripes cf, noiabilis S owerbv
M acoma p raetex ta {v.M a r t e xs) n. *var .
M acoma sp .
Periploma bcsshoensis (Yokoyama)
Natica sp,
P licifusus sp.
i47jcfsij*o / e p i s s p .

Neplunea sp .
Dentalium y okoyamai M aKIYAMA
Denlalium sp .

第
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む
。
風
化
す
る
と
帯
黄
色
〜
帯
褐
灰
色
に
変
る
。
そ
の
中
に
数
敉
の
凝
灰
岩
〜
凝
灰
角
礫
岩
の
萍
層
が
あ
る
。
こ
の
地
層
か
ら
産
出

す
る
化
石
は
、
種
数
も
個
体
数
も
少
な
く
、
散
在
的
で
あ
る
。

第
三

表

当
別
雇
、
産
出
化
石

そ
の
他

M
ak
iy
a
m
a
ch
itan
ii

を
産
す
る
。

1
3̶

材木

沢

層

き
わ
め
て
変
化
に
と
む
岩
相
で
礫
岩
、
砂
岩
、
シ
ル
卜
岩
の
乱
雑
な
互
®
ょ
り
な
り
、
相
互
に
岩
相
が
変
化
し
、著
し
く

S

偽
層
彡

(

クP

ス
ラ

ミ
ナ
)
が
発
達
し
、
場
所
に
ょ
つ
て
は
乱
堆
積
を
示
す
と
こ
ろ
が

あ
る
。



A ciia sp.
Yoidia sp.
Neptunea cf. robai Kuroda
Chlamy s sp.
Clinocnrdium sp,
M acoma sp.
Nalica sp,

礫
岩
は
円
礫
で
、
偽
眉
に
富
む
。
礫
趣
は
砂
岩
粘
板
岩
、
チ

ヤ
ー
卜
、
流
紋
岩
な
ど
で
、
そ
の
量
比
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

シ
ル
ト
岩
は
、
灰
色
で
ま
れ
に
化
石
を
産
出
す
る
。
化
石
は
保
存
も
惡
く
、
殼
を
残
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。

第

四

表

材
木
沢
層
、
産
出
化
石

1
1
4

獅子

内

層

主
と
し
て
淘
汰
の
良
好
な
半
凝
固
な
い
し
未
凝
固
の
砂
か
ら
な
る
が
、
そ
の
分
布
は
明
ら
か
で
な
い
。
著
し
く

"
偽

層U

に
富

み
、
堆
積
異
状
や

S

面
な
し
断
層
'
も
観
察
さ
れ
る
。
本
層
は
貝
化
石
を
多
産
す
る
が
、
そ
の
産
地
は
限
ら
れ
て
い
る
。
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PELECYPODA

Z c iフa ( !Trw7icflCzYa) (Gould)
A r ea boucard i J o us s e a me=：j4* kobeliana P jl s b r y
P s eudogramatodon obli%ualus (Yokoyama)

Anadara bronghton i ( S c h r e nc k)= 1 4 inflata ( Reeve)
G /y c y mc r i‘s ( S oweiiby)

Crenella,yokoyam<t i Nomura
j r a n u s Dunkeh

M. edulis (L inne)
Ck lamy s (Chlauxys) sw if tii (Be rna rd ])

Ck , (Ch.) n ipponensis ak a2ara Kur o da
P atinopecten yessoensis (Jay)

L imatula subauricula ta (M ontagu)
A nomya sp.
Oslrea g igas T hunbe r g

0 , rosacea Deshayes
Venericard ia (M iodon tiscus) p r olongata nakamurai (Yokoyama)
V. (Cyc.locard ia) f errug inea Cl e s s l n
Corbicula sp. (immatu r e o f C. n ipponensis ? )
J oannis iella cum ingi (Hanley)
F elan ie lla usta ( Gould)

D ip lodottla gould i (Yokoyama)
L ucinoma Uannulalum (Reeve) J,

P illucina p isidium (DuNker)

Mysclla oblongata (Yokoyama)
M . japon ica (Y okoyama)
Fu lvia muiica (Reeve)

Clinocar d ium cal if o fn iens e (Deshayes)
Callista brevisiphonata (Conrad)
C. c h inens i s (Ho l t e n)

S ax idomus purpurlus ( S owerby)
Cyciina sinensis (Gme l ix}m

Mcrcenaria stimpsoni (Gould)

Pr olotk aca staminea ( Co x r ad)

Callilhaca adams i ( Reeve)
r apesffiurf i/apes tjaric afaf SowER in ? Vcner upis(A mygdala)

Japonica (Da s haves)
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表

獅
子
内
層
、
産
出
化
石

二
八



Maclra s p . ( immutur e of M . carneop icla V i l s b r y? }
S p isula (Mac tromcr i s) voyi (G abb)
S olete llina (Nutlall iaj o livacea (Jay)

P sammocoiti cal if or n ica P samobia kazus e n s is
(Y okovama)

S ch izotkaerus k ccnae K ur o da e t H a be .
Macoma incongrua (v. M a r t e n s )
M, n ippon ica T okuna g a
M. toky oensis M a k iya ma
Fabtilina n itidula (D unker)
Cadella lub r ica (Gould) = Cade Ua salmonca (C .\nrKNTE ! «)
Anisocor bula venus ta (G ould)
H iatella or icnial is (Y okoyama)

Iruncala L inne
M. arcnaria japonica J a y

Panope j apon ica A. A dams

Cryp tomya sp.

Enlodesma truncct tis s i via {P il s b r \ ) = E . navicula A , A dams &
R eeve

Myodora f luctuo s a G o u l d

GASTROPODA

P unclurella (Punctur ella} nobilis (A. A dams)
Noioacmea schrenckii (L is c uke)

Ar‘ pygmaea ( D unk e k)
itPate lh ida , sp ,
A cmaea pallida (G ould)
L irularia pygmaea (Y okoyama)
uMargar He s** sp.
S otariella s p ,
Ca'lliosloma multiliraium ( S owe r b v) = C. s h inatjaweyis e T okunaga

T r och idae gen. & s p . Ind e t .
*tGanesan sp.= L eptothyra sp , ?
L cptothyra atnussita ta (G ould)
L. purpuresccns (Dunkkh)
L acuna inornala (Y okoyama)
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ilCingulaT, sp. No, 1
uCingnlatf sp» No. 2
A lvan ia concinna A. A dams
A , maya (Y okoyama)
Caecum sp,
ftCer i lhiops is>T sp,
S e ila crassicincta (Y okoyama)
Triphora sp.
L euco tina d ianae (A. A dams)
wA/enesiAoM(Afenes iho) exara tis s ima (B a l l & B ARTSd i

M eneslho1' (odel la) sp.
Odostomya? sp,
Polin ices (L unatia) p allidus B r o d e r ip & S owe r b y
P . ? sp.
Natica (Tcc tonalica) clausa B r ode r ip & S owe bby)
N. ujan lh〇s ioma D e s uayes
? T rophonop s i s b e r ingi Dal l
T rophonop s is (Bo r eotrophon) sp.
Ceras iostoma. (Ocenebra) cd«rtc«m (S o w e r&y)
F ttsmus cf. nodosop l icalus D ukk e r
N eptunea arlk rit ica (B e r n a kdi)
M itrella burchar d i (D unxer)
S earlesia f uscolabiata (Smit h )
A s s a r f u s iap <? n ic « (A. A da ms) = ハ/ ■ d〇n i* nw/us

(T appar one & C a ne f r i)
Haedropleura fukuch iana (Y okoyama)
Cylhara (Mang e lia) deshay e s i i (D vHKER)
R ingicula sp .

n Re iwsa'* s p .

Gen. & sp. indct.
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OTHERS

Tcrebraialia co reanica (A dams & R eeve)

B alanus sp.
E c h inaTackn is? sp.
Br yozoa gen. & sp, indet.

E f； f；ercl la advejia '(C us u ,\K)
Quince ioculina coslala d f O rb igny

Quinq,cIoculina vulfjar is d RDiGNy
Cuttulina pac if ica ( C us iimax & O z a wa)
P seueudononion j apon icum Asa no
EIphid iuM advenum (C us h man)
E lplu d ium incertum clavatum C ust U N
E lphid ium jenseni (C ushman)

Elphid ium kush iroensc A s ano

Buliminel lu eleffant iss ima (d* O rdicny)

Entosotcnia laevigata (R euss)

Discopuh vtnulina brady i (C ush man)

Discopuh uinulina c f . n itida ( W il l iamson)

Discopulivinu lina orbicularis ( T e r guem)

Eponidcs f rigidus (C ushman)

R olat ia c f . becca r n \ L innaeus)

Cibicides lobahtlus (W a l k e r & J a cob)

第

六

表

獅
子

内
層
、
産
出
有
孔
虫

こ
れ
ら
の
化
石
か
ら
判
断
す
る
と

海
性
の
堆
稂
物
で
、
現
在
の
環
境
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

っ
た
ろ
ぅ
と
推
定
さ
れ
る

1
̶
5

伊

達

山

屆

主
と
し
て

灰
色
〜
青
灰
色
の
粘
土
お
ょ
び
シ
ル
ト
か
ら
な
り
、
砂
、
礫
を
挾
む
。
拈
土
層
ょ
り
植
物
化
石
の
破
片
を
産
出
す
る
。

本
層
は
湖

堆
植
物
で
あ
ろ
ぅ
と
思
わ
れ
る
。

5

段
丘

堆

J1

こ
の
地
域
は
、
古
く
か
ら

=

石
狩
砂
丘U

と
呼
ば
れ
典
型
的
な
海
岸
砂
丘
で
ろ
る
。
こ
の
段
丘
は
七
段
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

堆
積
物
を
残
し
て
い
る
。

第

i

編

石
狩
の
自
然
現
境
と
人
口

三

一



第

ー
編

石
狩
の
自

然

境
と
人
ロ

三
ニ

ニ
、
第

四

系

沖
積
世

大
部
分
が
低
地

の
堆
稂
物
で
あ
り
、
海
浜
堆
積
物
、
砂
丘
堆
積
物
、
泥
炭
地
堆
積
物
、
祀
濫
原
堆
菰
物
に
分
け
ら
れ
る
。

2
1

海
浜

堆
稂

物

紅
葉
山
砂
丘
と
石
狩
砂
丘
と
の
間
、
花
畔
低
地
に
広
く
分
布
す
る
砂
層
で
、
表
層
部
は
風
化
さ
れ
て
砂
質

D
̶
ム

か
ら
な

っ
て
い

る
。

笫
七
表

花
畔
樽
川
附
近
に
お
け
る
海
浜
堆
積
物
の
粒
度
粗
成

§ § 8
六
五
四
八 A

Loc

v>3*

〇

iK
六

1
〇

石
k

五

%
五

三

9 —
畔

〇

八
七

四

B

四
六

-b
八

m

6rr 6—

〇

六

ニ

川

線〇

i
八
1 4;

五
八

八
五
1
〇

八

—

六
%
八

〇

%
〇

五

-b
八

五

6 i
四

幌
1
銭
函
図
幅
地
域
内

三

ご

三

A
A
i t

五

四

〇

6
四

五

〇

免
四

八

五
四 A

石
A
五

〇

四

六
四

六

白
五

九

三

A

三

四

8
〇

6
五

七

1
八

会

七
八

七

八

%
九 四

〇

6
五

八

石

九

A
〇

七

A

四

八
五 ニ

〇

三
七

九

七

八
夫
五

四
-b

云

五

三
七

〇

-b
〇

〇

砂
曆
の
榴
成
物
質
は
、
主
に
岩
石
片
と
造
山
鉱
物
片
と
で
あ
る
。
岩
石
片
は
チ
ャ
ー
ト
、
頁
岩
、
安
山
岩
で
、
造
岩
鉱
物
は
斜
長

石
、
石
英
な
ど
で
あ
る
。



紅

葉

山

砂
丘

砂
丘
の
構
成
砂
は
、
細
粒
で
、
等
粒
で
あ
る
。
砂
粒
は
か
な
り
円
磨
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
生
成
年
代
に

つ
い
て
は
、
議
論
が
あ
り
、
近
年
、
こ
の
砂
丘
の
内
側
に
発
達
す
る
礫
層
層
準
、
堆
積
機
構
な

ど
か

ら
、
こ
の
砂
丘
は
洪if

統
か
ら
な
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

石

狩

砂
丘

砂

現
在
の
海
岸
に
発
達
す
る
砂
丘
砂
で
あ
る
。

第

八

表

石
狩
砂
丘
砂
と
現
海
浜
砂
の
粒
度
組
成

§ § 8 六五
四
八 A

Loc

S
S
s*

八

m
〇

五
石

九

〇

%
九

〇

A

砂:

八
m

1
丘点

〇

三

̶

〇

靣
6
五

〇

九

O

七

海

浜

〇

A 八

九

m
六

七
七

毛

〇

A
六

〇

汀

線

附

近

泥
炭
地

堆

稂
物

泥
炭
地
は

、
構
成
植
物
に
ょ
っ
て
、
低
位
泥
炭
、
中
間
泥
炭
高
位
泥
炭
の3

つ
に
区
分
さ
れ
る
が
、
本
地
域
で
は
、
低
位
泥
炭
、

高
位
泥
炭
の

ニ
つ
に
ょ
り
分
布
し
て
い
な
い
。

第
一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

三
三



T7777

第
一
編

石
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自
然
環
境
と
人a

低位

泥炭

構
成
植
物
は

、
主
に

ヨ
シ
、
そ
れ
に

付
随

し
て

ス
ゲ
、

第

九

表

低
位

泥
炭
柏
状
図

三
四

¥
ス
カ
シ
ヮ
か
ら
な
る
泥
炭
で
、
厚
さ
は
ニ
6
内
外
で
ぁ
る
。

灰
シJ

3
火

1
*

双

フ•シ効

fz一¥
1

刃

土粘

/
s?3

337
2

/2
3

30
35

ぶ

o
tm
/5-

75

/
2
/

高位

泥炭

構
成

植
物
は

、
主
に

ミ
ズ
ゴ
ケ
、
そ
れ
に

付
随

し
て
ホ

H
m

内
外
で

あ
る
。

第

十

表

高
位

泥
炭

柏
状
図

心

破
t>

A
焚

一、

別

ム
イ
ゴ
ケ
、
ツ
ル
ゴ
ケ
な
ど
か

ら
な
る
泥
炭
で

、
生
振
地
区
で
は

厚
さ

ズ

v
~:

木

妙

2

生
振

研如

妨だ

3
3

加
所

卿

笫

派
犮H

.1



祀
潭
原

堆
積

物

低
地
帯
に
お
け
る
石
狩
川
沿
岸
に
発
達
す
る
沖
稹
作
用
に
ょ
る
堆
積
物
で
あ
る
。

自

然

貝

殼

眉

化
石
産
地
は
、
石
狩
川
と
茨
戸
川
の
合
流
点
に
近
ぃ
所
で
海
抜
五
£
に
位
置
し
て
ぃ
る
。

成
貝
の
大
部
分
は
破
片
で
あ
り
、

N
u
cell
a
fsy

c
ieti
.
s
sp
llarca

b
ro
u
gh
-
to
n
ii
,
p
h
ac
os
o
.n
a
jap
o
n
is
,
s
p
is
la

s
ch
a
lia
en
s
is
,
c
o
tb
is
la
ja
p
o
n
o
a

な
ど
が
多
い
。

化
石
の
構
成
、
産
状
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

⑴

大
部
分
は
内
湾
性
の
環
境
下
の
も
の
で
あ
る
が
、
岩
礁
性
の
貝
類
も
少
な
か
ら
ず
産
出
す
る
。

⑵

一
'は
き
だ
め5

状
の
環
境
下
で
堆
賴
し
た
も
の
で
あ
り
、c

o
rb
ic
E
a
jap
o
n
ica

の
ょ
ぅ
な
中
滅
水
域
に
生
息
す
る
貝
類
が

豊
富
に
産
出
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
水
深
は
深
く
見
敏
つ
て
も
1-
以
内
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑶

現
在
、
当
地
域
に
生
息
し
て
い
な
ぃ
1
?
6
3
3
3
1
:

!1
0
1
1
1
32.5
,
1
16
运
2.3
£
=
3
0
1
:«-

な
ど
の
暖
流
性
の
貝
類
の
産
出
が
注
目

さ
れ
る
。

石
狩
低
地

带
に
ぉ
ぃ
て
、
貝
塚
を
伴
ぅ
逍
跡
は
、
_
々
貝
塚
の
み
で
ぁ
る
。
こ
の
貝
塚
は
〇
〇&
1-£
«
1
>
〇5
.0
;1
を
主
体
と
し

た
中

水
域
に
生
息
す
る
貝
類
が
占
め
て
ぃ
る
。

海
岸
平
野
に
発
逹
す
る
自
然
貝
殼
層
は
、
滞
文
早
期
末
か
ら
縄
文
前
期
中
に
か
け
て
の
縄
文
海
進
の
最
大
上
昇
期
の
産
物
で

あ

り
、
そ
の
高
さ
は
三S

で
あ
る
。
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A cmaea pallida (G ould)
Punctur ella sp .
Chlorostoma argyros loma lischke i (T appar one —— C a n e f r i)
Neveri ta d idyma (R oding)
Teclonatica janthostomoides (K ur oda e t Ha be)
Hinia f estiva (P owvs)
Ih pana ikomasiana (C rosse)
Nucella f reycincti CDeshay s)
P seudofjrajnatodon dalli ( Smith).
A r ea boucard H J ovsseaume)
Glycymer is ye s soensis ( S owe r dy)
Scapharca broughlonii ( S c h r e nck)
Chlamys / a r r e r i* (P r e s t o s)

Crassosired g ig as {T hunberg)
Cor bicula japon ica (P r ime)

Clinocardium sp.
Meret t ix lusoria {R odikg)
Phacosonta japonica (R eeve)

Mercenar ia slimpson i (G ould)

P ratothaca euglypta {S o we r by)

Macir a sinensis P hil ippi
S p isu ta sachalinensis ( S c h r ekc k)
P eron id ia venulosa (S c hr e nc k)
Macoma iohy oensis M a kiya ma
Caece tta ck inensis D e s hayes
Potamocorbula amurensis (Schrenck)
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人
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表

自

然

貝
殻

層
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じ

自 然 貝 殻 屈 （ 生振村 ）

_ 參鲁 春
w r

A B C D

A アカ ニ ’ン R apana t h omasiana ( CROSSE )

B 了 力 ガ イ S caph arca broughton ii ( S CH RE N C K )

C ハマ グ リ M eretd x iusoria ( RGDIN G )

D カガミガイ Ph acosoma j apon ica 〔R E E V E)
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石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

三
八

(注
)

第
三
紀
に
関
し
て
は
、
地
質
調
査
所
垣
見
俊
引
氏

第
四
紀
に
関
し
て
は
、
北
海
道
開
拓
記
念
北
川
芳
男
氏
の
デ
ー
タ
ー
に

ぅ
所
が
多
い
。

参
考
文
献

赤
松
守
雄

(
一
九
六
九
)
北
海
道
に

お
け
る
貝
塚

の
生
物
群
集

一
特
に
縄
文
海
進
に
関
連
し
て
ー
、
地
球
科
学
、V

o
l
.
2
3
,
N
o
.
3
,

垣
見
俊
弘

(
一
九
五
八
〕
五
万
分
の
一

地
質
図
幅

「
石
狩
」
、
地
質
調
査
所

0
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o
m
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d
o
,
T
‘
0
9
3
7
〕
M
o
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u
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p
F
o
s
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fro

日
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e
F
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isto
s
n
e
D
ep
o
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f
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a
l
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T
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m
u
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k
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l
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,
a
0
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5
‘
，
J
o
u
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p
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第
三
節

土

性

石
狩
町
の
土
性
に
つ
い
て
本
格
的
な
調
査
は
、
昭
和
三
十
年
度
に
お
い
て
、
本
町
の
農
業
上
、
土
壊
改
良
、
管
理
な
ら
び
に
農
業

経
営
上
の
基
礎
資
料
と
し
て
土
壤
分
類
の
必
要
性
か
ら
、
北
海
道
農
業
試
験
場
に
そ
の
調
査
を
依
頼
し
、
同
年M

か
ら
秋
に
か
け
て

町
、
石
狩
町
®
業
相
談
所
の
支
援
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
。
調
査
担
当
者
は
、
北
海
道
農
業
試
験
場
農
林
技
官
瀬
尾
春
雄
、
同
富
岡

悦
郎
、
同
片
山
雅
弘
の
各
氏
で
あ
り
、
調
査
結
果
は
、

「
石
狩
町
土
性
調
査
説
明
書
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
参
照
し
て
石
狩
町
の
土
性
概
要
を
述
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

調
奄
の
結
果
、
石
狩
町
の
農
牧
適
地
は
約

一
万
へ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ
れ
を
地
質
母
材
、
土
性
、
土
層
状
態
そ
の
他
利
用
改
良
上
に

影
響
す
る
諸
点
を
考
虛
し
て
十
土
壤
統
、
二
十
ニ
土
壤
区
、
三
亜
区
に
分
類
さ
れ
た
。

㈠
残

積
土
壤
は
第
三
紀
層
砂
岩
か
ら
な
る
が
、
こ
の
面
毅
は
農
牧
適
地
の
約
五
％
に
過
ぎ
な
い
。

㈡

洪
積
土
壤
は
約
六
％
で
砂
岩
、
頁
岩
等
を
母
材
と
し
、
海
成
段
丘
地
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

㈢
沖
積

土
壊

(
泥
炭
土
を
除
く
〕
は
約
六
十
九
％
に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
ぅ
ち
七
十
五
％
は
海
成
沖
積
土
で
粗
い
海
砂
か
ら

な
る
。
他
は
河
成
沖
積
土

(
一
部
爾
状
堆
土
)
で
あ
る
。

㈣
泥
炭

土
は
約
二
十
％
を
占
め
て
お
り
低
位
泥
炭
土
が
多
く
、
高
位
泥
炭
土
は
二
十
五
％
で
あ
る
。

以
下
、
各
土
壤
統
及
び
土
壤
区
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

第

一
統

砂
岩

(
三紀
層
)
残
積
土
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第

I

土
壤
区

五
ノ
沢
か
ら
九
ノ
沢
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
標
高
百
メ
ー
ト
ル
、
傾
斜
十
度
内
外
の
丘
陵
地
で
あ
る
。
土
壊
の
特
徴
は
、
砂
岩

残
積
土
で
土
壤
化
作
用
は
余
り
進
ん
で
い
な
い
為
、
表
土
は
浅
く
腐
植
の
集
積
も
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。
下
層
土
は
母
岩
の
崩
壊
し

た
まi

に
近
い
状
態
を
示
し
て
堅
い
豆
状
ま
た
は
ク
ル
ミ
状
の
權
造
を
作

っ
て
い
る
。

第
一
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四o

第
二
土
壤
区

五
ノ
沢
地
区
の
当
別
町
界
附
近
に
小
面
稂
に
分
布
し
て
お
り
、
前
区
に
比
し
、
や
乂
急
傾
斜
の
丘
陵
地
で
、
土
壤
の
特
徴
も
前
区

に
類
似
し
て
い
る
が
、
地
形
の
関
係
か
ら
、
侵
蝕
を
受
け
易
い
状
態
を
示
し
て
い
る
。

第
二
統

砂
岩
、
頁
岩
等
を
母
材
と
し
た
海
成
洪
積
土
の
乾
燥
地
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
土
壤
区

地
蔵
沢
附
近
に
分
布
し
て
い
る
標
高
百
メ
ー
ト
ル
、
傾
斜
七
度
内
外
の
波
状
性
台
地
で
あ
る
。
古
い
海
成
洪
積
土
で
表
土
は
浅
く

腐
植
に
乏
し
い
。
下
層
土
は
土
壤
風
化
作
用
が
甚
だ
不
充
分
で
、
粘
土
分
が
多
く
、
重
粘
で
凝
集
性
、附
着
性
が
強
い
た
め
湿

っ
た
時

は
泥
化
し
、
乾
燥
す
れ
ば
、
固
結
す
る
。
下
層
に
斑
鉄
を
生
じ
て
い
る
。
な
お
、
侵
蝕
を
受
け
た
傾
斜
面
で
は
地
表
か
ら
円
礫

C
I

〜
三

era)

の
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

第
三
統

頁
岩
を
母
材
と
し
た
海
成
沖
積
土
の
湿
潤
地
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
四a

土
壤
区

高
岡
に
分
布
し
て
い
る
標
高
二
十
メ
ー
ト
ル
、
傾
斜
ニ
度
内
外
の
低
い
平
坦
な
台
地
で
あ
る
。
表
土
は
腐
植
の
含
量
多
く
、
ま
た

腐
植
層
も

一
般
に
厚
い
が
そ
の
性
状
は
良
好
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

下
層
土
は
重
粘
堅
密
で
排
水
を

|

層
悪
く
し
て
土
地
の
湿
性
を
助
長
し
て
い
る
。

第
四b

土
壤
区

高
岡
台
地
の
西
端
部
に
小
面
®
に
分
布
し
て
お
り
、
前
区
同
様
の
成
因
で
あ
る
が
、
腐
植
の
集
穡
が
多
く
、
か
つ
そ
の
層
の
下
部

は
洗
脱
を
受
け
、
稍
褪
色
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
腐
植
の
性
状
は
良
好
な
も
の
と
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
下
層
土
は
灰
白
色
を
呈

し
前
区
よ
り
さ
ら
に
未
風
化
で
あ
る
。

第
四
統

第
四
紀
新
眉
に
厲
す
る
海
成
沖
積
土
で
海
砂
か
ら
な
る
乾
燥
地
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
五a

土
壤
区



大
曲
か
ら
生
振
、
花
畔
、
樽
川
に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
る
平
坦
地
で
あ
る
。
新
し
い
砂
丘
地
で
時
期
的
に
地
下
水
が
高
く
な

り
やX

®

性
を
星
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
表
土
は
腐
植
に
富
み
灰
黒
色
を
星
し
て
い
る
が
、
下
層
土
は
地
下
水
の
影
響
で
斑
鉄
が
集

積
し
褪
色
を
呈
し
て
い
る
。
な
お
部
分
的
に
表
土
部
十
§
内
外
が
漂
白
さ
れ
、
灰
色
を

带
び
た
と
こ
ろ
も
存
在
し
て
い
る
。
地
表
下

四
十
3
か
ら
は
全
く
未
風
化
な
単
粒
構
造
の
粗
砂
と
な
っ
て
い
る
。

第
五b
土
壤
区

海
岸
に
沿

っ
て
花
畔
、
樽
川
方
面
に
やX

広
く
分
布
し
て
い
る
、
前
区
同
様
の
成
因
で
あ
る
が
、
海
岸
に
近
い
た
め
砂
粒
は

粗

く
、
さ
ら
に
乾
燥
地
で
あ
る
。
表
土
は
腐
植
に
乏
し
く
、
以
下
褪
色
を

带
び
た
粗
砂
と
な
り
、
地
表
下
四
十
§
内
外
で
全
く
未
風
化

な
海
砂
と
な

つ
て
い
る
。

第

六

土
壤

区

海
岸
か
ら
四
〜
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
る
美
登
位
、
生
振
か
ら
樽
川
の
紅
葉
山
に
か
け
て
分
布
し
、
海
岸
線
に
平
行
し
て

走

っ
て
い
る
標
高
-

1

十
五
メー
ト
ル
、
傾
斜
五
〜
十
度
の
砂
丘

(
砂
山
)
で
あ
る
。
古
い
砂
丘
地
で
表
土
は
腐
植
に
富
み
、
■やi

風
化
し
た
褪
色
層
を
経
て
三
十
五

⑩
内
外
で
未
風
化
な
暗
灰
黄
色
の
砂
土
眉
と
な

っ
て
い
る
。

第
五
統

前
統
と
同
様
の
成
因
で
あ
る
が
地
下
水
位
が
高
く
湿
潤
と
な

っ
て
い
る
の
で
区
分
乙
た
。

第

七

土
壤
区

北
生
振

•
中
生
振
に
小
面
積
に
分
布
し
て
い
る
。
表
土
は
腐
植
に
す
こ
ぶ
る
富
み
、
以
下
は
地
下
水
の
作
用
に
ょ
り
多
量
の
鉄
が

集
積
し
赤
褐
色
か
ら
褐
色
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
局
部
的
に
は
ー
部
心
土
に
十
§
内
外
の
堅
い
鉄
磐
(岩
鉄
〕
層
の
存
在
す
る
と
こ

ろ
、
ま
た
は
地
下
漂
白
作
用
を
受
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
区
は
や
-
凹
地
と
な

っ
て
お
り
膠
質
物
が
集
積
し
、
土
性
は
砂
壤
土
で

細
か
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
な
お
七
十
§
内
外
か
ら
は
滞
水
曆
と
な
り
青
色
の
グ
ラ
ィ
層
と
な
っ
て
い
る
。

第

八
土
壤
区

樽
川
西
部

■
花
畔
及
び
生
振
の
茨
戸
川
の
崖
下
に
沿
い
わ
ず
か
に
分
布
し
て
い
る
。
甚
だ
低
湿
な
砂
土
で
、
上
部
に
は
泥
土
の
薄

第
ー

編
石

狩
の

目
然
環

境
と
人
0

四
！



第
一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

四
ニ

層
が
堆
積
し
て
い
る
が
、
以
下
褐
色
の
砂
土
か
ら
地
表
下
十
3
内
外
で
青
色
の
粗
粒
砂
土
の
グ
ラ
ィ
層
に
移
行
し
て
い
る
。

第
六
統

頁
岩
を
母
材
と
し
た
湖
成
沖
猜
土
の
湿
潤
地
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
十
四
土
壤
区

西
生
振
の
茨
戸
川
流
域
に
小
面
積
に
分
布
し
て
い
る
。
上
層
部
は
石
狩
川
の
祀
濫
土
で
あ
る
が
、
三
層
以
下
は
粘
性
の
強
い
湖
成

土
壤
で
地
下
水
も
高
い
の
で
土
壤
化
作
用
は
甚
だ
進
ま
ず
殆
ん
ど
単
一
構
造
の
グ
ラ
ィ
層
と

な
っ
て
い
る
。

第
十
七
土
壤
区

西
生
振
の
茨
戸
川
流
域
の
水
田
地
と

|

部
美
登
位
の
畑
地
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
古
い
沖
積
土
壊
で
湖
成
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

表
層
は
榑
前a

層
火
山
灰
を
混
合
し
た
分
解
の
進
ん
で
い
な
い
腐
植
土
と
な

っ
て
お
り
、
以
下
は
排
水
不
良
で
粘
性
甚
だ
強
く
堅
密

に
堆
積
し
、
灰
色
か
ら
青
色
を
帯
び
た
埴
土
層
と
な

っ
て
い
る
。
土
壤
化
作
用
は
進
ん
で
い
な
い
。

第
七
統

砂
岩
を
主
母
材
と
し
た
河
成
沖
積
土
の
乾
燥
地
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も
石
狩
川
の
河
岸
に
細
畏
く
分

布
し
て
い
る
平
坦
地
で
面
稅

は
狭
少
で
あ
る
。

第

九
土

壤

区

西
生
振
南
部
の
茨
戸
川
沿
に
狭
少
で
は
あ
る
が
、
細
長
く
分
布
し
て
い
る
。
表
土
は
粘
性
を
有
し
腐
植
に
乏
し
く
やX

固
結
し
易

い
。
以
下
さ
ら
に
粘
性
を
増
し
て
い
る
が
粗
豆
状
の
構
造
が
形
成
さ
れ
通
気
性
、
透
水
性
な
ら
び
に
保
水
性
は
良
好
で
る
が
、
地
下

水
位
の
関
係
で
五
十
(3!1以
下
か
ら
漸
次
排
水
不
良
と
な
っ
て
い
る
。

第

十

土
壤

区

西
生
振
南
部
の
茨
戸
川
に
沿
ぅ
て
分
布
し
て
い
る
。
表
土
は
腐
植
に
乏
し
い
が
、
土
性
は
壤
土
型
で
、
全
層
を
通
じ
て
構
造
は
良

く
発
達
し
且
つ
膨
軟
で
あ
る
。
下
層
は

ー
メ

ル
内
外
で
砂
層
と

な
り
気
水
の
透
通
も

良
好
で
土
層
状
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

第
十
一
土
壤
区

西
生
振
南
部
の
茨
戸
川
の
川
岸
に
沿
ぅ
て
分
布
し
て
い
る
が
、
面
稂
は
狭
少
で
あ
る
。
新
し
い
沖
積
土
壤
で
表
土
は
腐
植
に
乏
し



く
ま
た
全

廇
を
通
じ
て
砂
質
で
«
造
も
不
鮮
明
で
あ
る
。
土
層
は
膨
軟
で
排
水
は
ょ
い
。

第
八
統
砂
岩

を
主
母
材
と
し
た
河
成
沖
秕
土
の
湿
潤
地
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
=
石
狩
川
.
知
津
狩
川
及
び
|部
は
発

寒
川
流
域
に

稍
広
く
分
布

し
て

い
る
平
坦
地
で
あ
る
。
土
性
は
概
ね
地
土
型
で
、
表
土
は
腐
植
含S

乏
し
く
、
加
え
て

粘
性
を
有
し

て
い
る
が
、

一
部
に
は

既
に

砂
質
土
の
客
土
を

行
な
い

土
性
の
改
変
さ
れ
た
処
も
あ
る
。

第
十
二
土
壤
区

西
生
振
南
部
の

石
狩
川
流
域
に
存
在

し
て
お
り
、
粘
性
の

強
い
沖

土
で
あ
る
が
、
現
在
地

下
水
位
が
稍
低
い
た

め
に
湿
潤
の

度

合
は
弱
く
、
下
層
に
グ
ラ
ィ
層
を
有
し
な
い

処
で
あ
る
。
下
層
土
は
角
柱
状
構
造
で

あ
る
が
、
塊
状
構
造
で
集
合

さ
れ
て
い
る
点
か

ら
稍
風
化
も
進
ん
で

い
る
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

第
十
三a

土
壤
区

花
畔
の

発
寒
川
流
域
に
分
布

し
て
お
り
、
地
下
水

位
の
高
い
湿
潤
地
で
表
土
は

膨
軟
で
あ
る
が
、
鉄
の
被
膜
が

集
截

し
灰
褐
色
を

呈
し
て
い
る

。
以
下
は

堅
密
で
多S
の
斑
鉄
が
集
！
？し
橙
色
を

呈
し
て
お
り
、
可
塑
性

強
く
殆
ど
単

一
描
造
を
呈
し
て

い
る
が
、
部

分
的
に
柱
状
の
割
目
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
五
§
内
外
か
ら
は
砂
質
と
な
つ
て
い
る
が
滞
水
眉
の
た
め
灰
青
色
の
グ
ラ
ィ
曆
と
な
つ

て
い
る
。
下
層
は
砂
質
で
あ
る

か
ら
排
水
を

施
行
す
れ
.は
乾
燥
し
易
い

土
地
で

あ
る
。

第
十
三b

土
壤
区

生
振
及
び
マ
ク
ン
べ
ッ
の
奥
賊
別
川
岸
に
沿
つ
て
分
布
し
て
い
る
。
新
し
い
沖
租
地
で
石
狩
川
切
替
以
前
ま
で
は
滞
水
さ
れ
て
い

た
魁
で
あ
る
。
新
墾
地
の
た
め
表
土
の
腐
植
含
蛩
は
多
い
。
地
下
水
位
が
越
だ
高
く
湿
潤
な
土
地
で
地
表
部
の
五
§
内
外
は
酸
化
さ

れ
て
い
る
が
以
下
は
グ
ラ
ィ
層
で
六
十
3
内
外
か
ら
砂
質
の
土
屑
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た
土
曆
は
軟
か
く
排
水
さ
れ
易
い
状
態
に
あ

る
が
低
地
で

川
の
水
位
と
の
差
が
少
な
い
た

め
現
在
の

と
こ

ろ
排
水

岡
雛
で
あ
り
、
ま
た
堝
水
時
な

ど
は
冠
水
の
お
そ
れ
が

あ
る
。

第
十
五
土
壤
区

大
曲
、
北
生
振
の
西
部
に
小
面
秸
分
布
し
て
い
る
。
上
部
は
腐
植
に
乏
し
い
埔
土
層
で
あ
る
が
、
泥
炭
地
に
接
し
て
お
り
、
地
表

第

一
編

石
狩
の
自
然
斑
境
と
人
口

四
三



第I

編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

四
四

下
三
十
§
~
五
十
0»
で
3
シ
を
主
体
と
し
た
低
位
泥
炭
/1
と
な
っ
て
い
る
。
地
下
水
位
が
高
く
甚
だ
湿
潤
で
あ
る
た
め
下
眉
は
諧
る

し
く
還
元
さ
れ
、
土
壤
生
成
も
進
ん
で
い
な
い
。

第
十
六
土
壤
区

マ
ク
ン
べ
ッ
の
石
狩
川
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
。
河
岸
に
近
い
地
域
は
矮
性
の
ヤ
チ
ハ
ン
、
ヤ
ナ
ギ
等
が
散
在
し
て
い
る
ョ
シ
原

と
な
っ
て
い
る
。
土
壤
の
特
徴
と
し
て
は
、
前
十
三a

区
同
様
の
新
し
い
沖
稂
土
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
地
下
水
が
高
く
現
在
の
と
こ

ろ
、
排
水
も
困
難
な
の
で
滞
水
乙
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
地
表
部
七
0〇
!内
外
は
酸
化
さ
れ
て
い
る
が
以
下
は
グ
ラ
ィ
層
で
、
3
シ

を
混
在
す
る
亜
泥
炭
眉
を
経
て
砂
層
に
達
し
て
い
る
。

第
十
八
土
壤
区

知
津
狩
川
流
域
及
ぴ
髙
岡
の
小
沢
に
分
布
乙
て
い
る
。
砂
層
も
し
く
は
砂
岩
を
母
材
と
し
た
沖

溃
土
で
、
上
部
の
三
十
～
五
十
™

は
埴
壤
土
で
あ
る
が
下
層
は
粗
く
壤
土
ま
た
は
砂
壤
土
と
な

っ
て
い
る
。
本
区
は

一
般
に
湿
潤
の
度
合
は
弱
く
稍
風
化
し
、
構
造
も

形
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
下
層
の
土
性
の
関
係
か
ら
排
水
す
れ
ば
乾
燥
し
易
い
土
地
と
な
る
。

第
十
九
土
壤
区

前
十
八
区
の
支
流
小
沢
に
狭
少
に
存
在
乙
て
い
る
。
前
十
八
区
と
成
因
、
母
材
は
同
様
で
あ
る
が
、
土
性
は
粗
く
、
ま
た
ー
般
に

排
水
が
さ
ら
に
惡
い
の
で
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
部
三
十
6
内
外
は
壤
土
で
あ
る
が
、
以
下
は
粗
く
砂
壤
土
型
で
土
層
も
堅
く

は
な
い
が
、
地
下
水
位
が
高
い
た
め
排
水
不
良
で
、
耕
土
は
極
め
て
浅
く
、
そ
の
下
か
ら
直
ち
に
グ
ラ
ィ
層
に
な
っ
て
い
る
。
従

っ

て
下
層
土
は
風
化
進
ま
ず
榧
造
も
殆
ん
ど
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お

|

部
に
は
六H

八
十cm

で
円
礫
層
と
な
る
所
も
存
在
し
て

い
る
。

第
九
統

沖
稂
眉
の
爾
状
堆
土
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
本
町
内
に
は
砂
屌
を
母
材
と
し
た
も
の
が
小
面
稂
存
在
す
る
に
過
ぎ

な
い
。

第
二
十
土
壤
区



大
曲
り
の
北
柬
部
の
高
岡
台
地
の
崖
裾
に
狹
少
な
面
稂
を
占
め
て
い
る
。
傾
斜
三
~
四
度
の
爾
状
地
で
あ
る
。
土
壊
の
特
徴
と
し

て
は
、
砂
層
を
母
材
と
し
た
も
の
で
堆

铅
は
若
く
母
材
の
関
係
か
ら
土
性
が
粗
い
。
表
土
は
壤
土
で
あ
る
が
、
下
層
は
砂
壤
土
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
土
摺
も
膨
軟
で
あ
る
が
時
期
的
に
山
か
ら
の
滲
透
水
に
ょ
っ
て
下
眉
は
排
水
が
悪
く
な
る
時
が
あ
り
、
褐
色
の
斑

点
が
生
成
さ
れ
て
い
る
。

第
十
統

低
位
泥
炭
土
を

一
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
博
川
、
花
畔
、
北
生
振
、
中
生
振
等
に
、
広
く
分
布
し
て
い
る
低
湿
地
で

I

部
野
草
の
生
育
す
る
原
野
も
あ
る
。

第
二
十
一
土
壤
区

北
生
振
、
中
生
振
、
獒
登
位
、
花
畔
に
そ
れ
ぞ
れ
狭
少
に
散
在
し
て
い
る
。
|部
に
は
サ
サ
、
ヮ
ラ
ビ
、
ョ
シ
等
の
生
育
す
る
原

野
も
あ
る
。
土
壤
の
特
徴
と
し
て
は
、
表
土
は
粒
経

一
腿
内
外
の
樽
前a

屆
火
山
灰
を
混
合
し
た
腐
植
土
で
あ
る
が
、
客
土
を
行
な

っ
た
土
地
が
少
な
く
な
い
。
以
下
ョ
シ
を
主
体
と
し
た
泥
廣JS

で
、
上
部
は
泥
炭
と
し
て
は
ょ
く
分
解
し
て
お
り
、
土
層
中
に
鉱
質

土
壤
を
混
合
し
て
い
る
処
も
あ
る
。

第
二
十
二
土
壤
区

樽
川
を
主
と
し

一
部
は
花
畔
、
北
生
振
及
び
中
生
振
、
美
登
位
に
も
分
布
し
て
い
る
。
樽
川
の
札
幌
市
界
及
び
北
生
振
の
一
部
は

サ
サ
、
ヮ
ラ
ビ
、
ョ
シ
等
の
生
育
す
る
原
野
と
な

っ
て
い
る
。
土
壊
の
特
徴
と
し
て
は
、
上
部
に
火
山
灰
雜
層
を
被
覆
し
、
以
下
ョ

シ
を
主
と
し
、

ハ
ン
の
木
を
混
在
す
る
分
解
良
好
な
低
位
泥

で
あ
る
が
、
泥
炭
屈
は
浅
く
地
表
下
四H

-
〜
五
十

で
砂
層
に
達
し

て
い
る
。

第
二
十
三
土
壤
区

奭
登
位
の
南
部
に
狹
少
に
分
布
し
て
い
る
。
土
壤
の
特
徴
と
し
て
は
本
区
も
低
位
泥
炭
土
で
あ
る
が
、
泥
炭
層
は
浅
く
下
|1
は
四

-
〜五

十
§
で
粘
土
層
と
な
っ
て
い
る
。
|般
に
地
下
水
位
は
前
ニ
十
|区

ょ
り
低
く
ま
た
泥
炭
の
分
解
も
進
ん
で
い
る
。

第
十

一
統

高
位
泥
炭
土
を

一
括
し
た
も
の
で
美
登
位
に
広
く
分
布
し
て
い
る
低
湿
地

(
地
下
水
位
三H

六
十§

)

で
あ
る
。

第|編
石
狩
の
自
然
斑
境
と
人
ロ

四
五
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石
狩
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自
然
環
境
と
人a

四
六

三
十
0
内
外
の
矮
性
な
サ
サ
、
ヮ
ラ
ビ
、
ヵ
ヤ
、
ス
ゲ
類
、
ヮ
レ
モ
コ
ゥ
、
ョ
モ
ギ
、
ィ
ヮ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
等
の
生
育
す
る
原
野
で
以

前
は
草
炭
採
取

地
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た

処
が
多
い
。

本
統
も
表
土
は

火
山
灰
を

混
入

し
た
腐
植
土
で

、
以
下
は

高
位
泥
炭
土
と
な

っ
て
い
る
。

一
般
に
構
成
植
物
は

上
層
部
に
は

、
ミ

ブ
ゴ
ゲ
の

混
入
が

比
較
的

少
な
い

。
ま
た
混
入

し
て
も
分
解
が

進
ん
で

植
物
体
の
判
明
が

困
難
な
処
が
多
く
、

か
え

っ
て
分
解

の
進

ま
ぬ
ホ

ロ
ム
ィ

ス
ゲ
、

ヮ
タ
ス

ゲ
、

ヌ
マ
ガ
ヤ
等
の
多
い
点
か

ら
み
て
中
間
泥
炭
に

移
行

し
つi

あ
る
よ

う
に
み
ら
れ
る
。
な
お
泥

炭
層
の
分
解
は

前
統
に

比
し
遅
れ
鉱
質
土
壤
の
混
入
も
少
な
い

。

第
二
十
四
土
壤
区

美
登
位
の
泥
炭
地

中
央
部
に

分
布

し
て

お
る
。
土
壤
の
特
徴
は
、
高
位
泥
炭
の

う
ち
、
粗
剛
な
繊
維
質
の

分
解
の

進
ま
ぬ
ホ
ロ
ム

ィ
ス
ゲ
、
ヮ
タ
ス
ゲ
の
混
入
が
多
い
。

第
二
十
五
土
堋
区

前
二
十
四
区
の
周
辺
に

分
布

し
て

い
る
。
土
壤
の
特
徴
と
し
て
は

、
高
位
泥
炭
の
な
か
で

ヌ
マ
ガ
ヤ
の
混
入
が

多
く
、
前
区
の
よ

う
な
ス
ゲ
類
が
少
い
か
、
ま
た
は
混
入

し
な
い
処
を
区
分
し
た
も
も

で
分
解
は

や
-'
進
ん
で

い
る
も

の
が
多
い

。



石狩町土埏統及び土壤区一覧表

排 水 堅密度
土 使

母 射 地 質
面 穑 土壊区 土壤統

裘土 下曆土 加 ）番 号 番 号

良 甚 密 碟 埴壤土 砂 岿 三 紀 眉 566 1 1
〃 // 砂壊土 ft f/ // 23 2

稍不良 / / 墙土 埴土 砂岩頁岩質海成供掼曆 322 3 2

不 良 ti 〃 // 頁 岩 質 // 306 ヰa
〃 〃 // // // // 35 4 b

稍 良 粗 砂土 砂土 海 砂 海成沖稂層 3126 5 a

過 良 〃 f t i f // // 1410 5 b 4

i f t t rt // 〃 〃 424 6

崧不良 // 砂壊土砂壞土 // 〃 337 7

// // 砂土 〃 〃 i t 87 8

〃 稍 密 姐土 埴土 頁 岩 質 湖成沖秸摺 184 14

〃 f/ 〃 腐植土 // 〃 195 17
0

稍 良 // 〃 墙壊土 砂 岩 質 河成沖繼 60 9

良 粗 壞土 壤土 f t // 75 10 7

過 良 // 眇壞土 砂壞土 // // 12 11

不 良 梢 密 埴土 埴土 // // 126 12

甚不良 粗 砂壌土 〃 // f/ 1 83 13 a
f t 〃 f t // // // 201 13 b
rt 〃 低 位

泥炭土
// 〃 // 32 15

// // ft !/ 〃 〃 200 16

不 良 稍 密 壊土 姐壞土 砂岩砂曆質 /* 172 1 8 8

茌不良 粗 砂壤土 壌土 〃 // 97 19

不 良 // 〃 // 砂 層 質 沖 積 層
C扇状地土) 12 20 9

甚不良 〃 低 位
泥炭十

低 位
泥炭土

低位泥炭土 408 21
10// r/ 砂土 f t i f 1183 22

// V 埴土 tf 〃 68 23

〃 // 高 位
泥炭土

髙 位
泥炭土

高位泥炭土 195 24 11
〃 // 〃 // / / 300 25

1 10, 339 合 計
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第
一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人a

注
…
…
用

語

の

解

説

残
積
土
…
山
岳
地
帯

や
丘
陵
地
に
多
く
み
ら
れ
、
岩
石
が

そ
の
位
置
で

風
化

し
て
、

で
き
て

い
る
も
の
で

、
表
土
か
ら
母
岩
ま
で
次
第
に

変

っ
て
い
る
土
壤
で

あ
る
。
本

町
は

三
紀
層

C

六
十
万
年
か

ら
百
万
年
位
前
〕
©
砂
岩

(
砂
が
固
ま
っ

て
で
き
た
岩

石
)

の
残
®
土
が
存
在

し
て

い
る
。

運
稂
土
…
岩
石
の

破
片

や
風
化
物
が
、
海
、
湖
、
河
等
の
作
用
に

ょ
っ
て
移
動
堆
稂

さ
れ
た
も
の

C

海
成
'
湖
成
、
河
成
)
、
谷
か
ら
押
出
さ
れ
た
も
の

(
扇
状
堆
土
)

或
い
は

火
山
か

ら
噴
き
出
さ

れ
た
も
の

(
本
町
内
の

一
部
に
は

一
七
三
九
年
降
灰
し

た
樽
前
岳a

JH

火
山
灰
が

溥
く
被
®
し
て
い

る
。
)
等
で
、
さ
ら

に
堆
稂
さ
れ
た
時

代
に

ょ
っ

て
洪
積
層

C

一
万
年
か

ら
六
十
万
年
位
前
で
、
こ
の
時
代
の

土
塊
は

一
般

に
、
段
丘
、
高
台
を
呈
し
て
い

る
。
〕
沖
®
屈

(
現
代
か
ら

一
万
年
位
ま
で
の
新
し



い
時
代
で

、
こ
の
時
代

の
土
壤
は

一
般
に
海
岸
、
河
川
流
域

の
平
坦
地
を
な
し
て

い

る
。
〕
に
区
分
さ
れ
る
。

土

性
…
埴
土

(
粘
土
分
五
◦
彤
以

上
)
、
埴
壤
土

(
粘
土
分
三
七

.
五
浴
以
上
)

、

壤
土

C

粘
土

分
ニ
五
彩
以
上
)

、
砂

壤

土

(
粘
土
分

一
二
.
五
浴
以
上
)

、

砂
土

(

拈
土
分

一
二
.
五
彩
以
下
)

腐
植

…
土
壤
中
の
有
機
物
で

主
と
し
て

植
物
の

体
か
ら
な

つ
て
い
る
。
腐
植
は

無
機
粒
子
を
被
稷
し
、
結
合
さ
せ
、
土
壤
の
団
粒
構
造
生
成
に
重
要
な
役
目
を
し
て

い
る
。
ま
た
腐
植
の
養
分

吸
収
力
は

粘
土
に

比
べ

て
は
る
か
に
大
で

あ
る
。
従

っ
て

土
壤
中
の

含f
i
t

は
多
い
程
よ
い
が
、
余
り
過
多
と
な

っ
て
も

(
泥
炭
の
よ
う
に
〕
理

学
性
が
惡
く
な
る
。

笫
一
編

石
狩
の
自
然
斑
境
と
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口

四
九



第I

編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

五〇

第

四
節

河

川

町
の
ほ
ぽ
中
央
部
を
石
狩
川
が
貫
流
し
、
石
狩
河
ロ
橋
(河
ロ
よ
り
約
五
千
メ
ー
ト
ル
上
流
)下
流
で
大
き
く
北
に
屈
曲
し
て
日

本
海
に
注
い
で
い
る
。

ま
た
、
石
狩
川
治
水

事
業

に
よ
る
生
振
新
水
路
の

掘
削

(
一
九
三I

年
通
水
〕

で
旧
河
道
と
な
っ

た
約
十
八
軒
は
従
来
、
古
川

と

か
旧
石
狩
川
と
呼
ぱ
れ
て
い
た
が
ー
九
六
五
年
の
河
州
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
茨
戸
川
、
真
勲
別
川
と
改
名
さ
れ
た
。
こ
の
ニ
川
は

生
振
地
区
、
花
畔
地
区
を
分
け
、
堞
流
し
て
石
狩
河
0
橋
左
岸
上
流
部
で
運
河
に
よ
っ
て
石
狩
川
に
注
い
で
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
知
津
狩
川
は
源
を
阿
曽
岩
山
に

発
し
上
中
流
部
は

石
狩

•
厚
田
の
郡
界
を

な
し

つM

日
本
海
に

、
美
登
位
川
は
当
別

町
と
の
境
と
な
り
石
狩
川
に
、
発
寒
川
は
札
幌
市
と
の
境
を
流
れ
て

成
川
に
、
新
川
は
札
幌
市
、
小
樽
市
と
の
境
界

を
流
れ
て

日

本
海
に

そ
れ
ぞ
れ

注
い
で
い
る
。

な
お
、
主
な
河
川
に

つ
い
て
述
べ

る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

石
狩
川
は
、
わ
が
国

屈
指
の
大
河
で
、
そ
の
源
は
本
道
の

中
央
部
に

そ
び
え
る

大
雪
山
系
の

石
狩
岳

(
標
高
一
九
八〇

メ
ー

ト

ル
)
に
発
し
て
、
大
小
支
川
を
合
せ
石
狩
川
に
お
い
て
日
本
海
に
注
い
で
い
る
。
そ
の
水
系
全
体
の
流
域
面
截
は
約
一
万
四
千
三
百

平
方
軒
に

及
び
全
道

の
約
五
分
の

一
を
占
め
て

い
る
。
石
狩
川
の
流
域
を
大
別
す

る
と
石
狩
川
本
川

.
忠
別
川

•
雨
竜
川

•
笙
知
川

.
夕
張
川

•
千
歳
川

.
豊
平
川
の
七
流
域
で
あ
る
。

な
お
、
石
狩
川
本
流

全
体
の

流
域
面
賴
は
五
千
四
百
十
五
平
方

で
流
路

延
長
は

一
一百
六
十

ニ

.
ー

で
あ
る
。
ま
た
、
町
内
の

流
路
延
長
は

約
十
二
軒
余
で
あ
る
。

茨
戸
川
は
、
石
狩
川
の

I

次
支
流
で

流
域

面
嵇
は
百
七
十

ニ

.
七
平
方

、
流
路
延
長
は

十
九

.
七

で
、
創
成
川
、
伏
笳
川
、

な
ど
が

注
い
で
い
る
。

真
勲
別
川
は
、
石
狩
川
の

二
次
支
流
で

流
域
面
稹

一
平
方

、
流
路
延
長

ニ
籽
で
あ
る

。



発
寒
川
は
流
域
面
積
二
十
九

.
八
平
方

、
流
域
延
長
九

.
八

で
創
成
川
下
流
に
注
い
で
お
り
、
石
狩
川
の
三
次
支
流
と
な

つ

て
い
る
。

美
登
位
川
は
石
狩
川
の
三
次
支
流
で
、
流
域
面

六

*
七
平
方

、
流
路
延
長
三

.
七

。

新
川
は
、
小
樽
内
川
、
琴
似
川
間
大
排
水
と
し
て

一
八
八
四
年

C

明
治
十
七
年
〕
堀
削
が
始
ま
り
同
二
十
年
に
完
成
し
た
川
で
あ

る
。
流
域
面
稂
は
約
百
九
十
五
平
方

で
流
路
延
長
は
十
籽
で
あ
る
。

知
津
狩
川
は
、
流
路
面
稂
四
十
平
方
籽
、
流
路
延
長
十
八

轩
で
ぁ
っ
た
が
、
近
年
河
ロ
改
修
'か
行
な
ゎ
れ
流
路
は
短
か
く
な
っ
て

い
る
。

第
四
章

気

候

石
狩
低
地
帯
の
最
西
端
に
位
®
し
、
日
本
海
に
面
し
て
い
る
の
で
気
温
は
概
し
て
温
暖
で
、
海
洋
性
の
気
象
を
呈
し
、
気
温
較
差

が
少
な
い
。
風
は
、
春
季
か
ら
夏
季
は
南
の
季
節
風
が
卓
越
し
、
冬
季
は
北
西
風
が
か
な
り
強
く
沿
岸
波
浪
も
高
い
。

年
間
で
は
南
寄
り
の
内
陸
風
が
約
六
四
％
、
北
〜
北
西
風
が
約
三〇

％

で
、
®
大
風
速
は
南
と
北
、
北
西
の
風
向
が
殆
ど
で
ニH

■
五
メー

ト
ル
以
内
で
あ
る
。

降
水
置
は
年
間

一
、
〇
〇
〇

ミ
リ
メー

ト
ル
位
で
札
幌
市
な
ど
周
辺
市
町
村
よ
り
稍
少
な
く
、
秋
季
に
多
い
が
、
年
に
よ
っ
て
は

七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
句
に
か
け
て
集
中
的
に
多
い
こ
と
も
あ
る
。
降
雪

摄
は
、
石
狩
湾
に
発
生
す
る
小
低
気
圧
の
通
路
で
あ
る
関

係
上
稍
多
く
最
大
賴
雪
傲
は
約

一.

ニ
メー

ト
ル
位
で
あ
る
が
近
年
は
減
少
し
つX

あ
る
。

初
霜
は
周
辺
市
町
村
よD

稍
お
そ
く
、
濃
®
は
ま
れ
で
あ
る
。

次
に
、
札
幌
気
象
台
石
狩
町
気
象
観
測
所
の
概
況
を
掲
記
す
る
。

第
一
編
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自
然
環
境
と
人
1
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五

一
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五
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〜

一
九
五〇

年

(
昭
和
二
十

五
年
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所
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天
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風
向

別
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風
速

階
級

別

回
数
表

九
五
五
年

(昭
和
三
十
年
)

五
六

九
六
四
年

(
昭
和
三
十
九
年
)
平
均

(注
)

ニ
三

*
五
以
上
は
な
い
。



第
五
章

動
物

.
植
物

第

一
節

植

物

石
狩
町
域
は
、
地
質
学
的
に

ま
た
植
生

的
に
、
海
岸
砂
原

お
よ
び
砂
丘
列
、
紅
葉
山
砂
丘
列
、
こ
れ
ら
二
つ
の
砂
丘
列
に
は

さ
ま

れ
た
低
湿
地
地
帯
、
高
岡
、
五
沢
地

区
の
山
地
と
大
き
く
四
つ
に

分
け
ら
れ
る
。

I
、

海
岸
砂
原

お
よ
び

砂
丘
列
の
植
物

石
狩
町
域
に
つ
い
て
の
植
物
学
的
な
調
奄
研
究
あ
る
い
は
採
集
記
録
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
公
に
発
表
さ
れ
た
調
査
記
録
と
し
て

は
、
札
幌
市

公
園
課
に
よ
る

「
石
狩
海
浜
公
園
基
礎
調
査
報
告J

(
I

九
六
五
年
〕
が
そ
の

唯

一
の
も
の
で
あ
る

。
こ
れ
に
は

、
石

狩
海
浜
の

海
岸
砂
原

お
よ
び
砂
丘
列
の
植
生
調
査
と
群
落
解
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
の

植
生

的
な
特
徴
が

節
潔
に
記
職
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

一
部
を
以
下
に

弓
用
す

る
。

「
一
般
に
石
狩
海
岸

と
は
、
札

の
北
西

I

ニJ

に
あ
る

銭
'!
町
か
ら
ほ
ぼ
北
束
に
孤
を
画
い
て

石
狩
河
口
に
至
る
約
ニ〇

km

の

海
岸
を

さ
す
。
こ
の
海
岸
に
は
ほ
ぼ
そ
の
全
延
長
に

わ
た

っ
て
、
主
と
し
て

石
狩
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
砂
丘
が

よ
く
発
達

し
て

い
る
の

が
み
ら
れ
る
。
こ
の
砂
丘
は

、
銭>1

寄
り
の

I

点
で
、
小
樽
内
川
に

よ
っ
て

中
断
さ
れ
て
い
る
他
は
、
ほ
ぼ
速
続
し
て
連
な

っ
て
お
り
、
そ
の
最
高
点
は
約
ー
五
杭
、
平
均
1
0
6
内
外
の
高
さ
を
も
っ
て
い
る
。
全
般
的
に
は
南
に
向
ぅ
に
従
っ
て
低
平
な
傾

向
が
あ
る
よ

ぅ
に
み
と
め
ら
れ
る
が
、
石
狩
河
口
で
も
か
な
り
形
が
く
ず
れ

て
い
る
な
ど
、
必
ず
し
も
均
竒

で
な
い

。

砂
丘
列
は
、
通
常
汀
線

か
ら
算
え
て
三
つ
の

大
区
分
が

可
能
で

あ
る
。
第

I

列
は
汀
線
か

ら
五〇

~

七O
S

の
位it

に
あ
り

(
A

砂
丘
)

、
小
さ
な
前
砂
丘

(
A
1
)

と
多
数
の

舌
状
砂
丘
か

ら
な
る

(
A
2
〕

よ
り
成
る
。

第
二
列

C
B
〕

お
よ
び
第
三

列

(
C
)

は
、

い
ず
れ
も
巾
の
広
い
低
平
な
砂
丘
で

、
い
ず
れ
も
低
い
波
状
に
連
な

っ
て
お
り
、

お

の
お
の
は

砂
丘
間
湿
地

(
低
地
)
で
へ
だ
て
ら
れ
る
。
低
平
な
波
状
の

砂
丘
列
は
、
と
こ

ろ
に
よ
っ

て

一〇
列

か
ら

I

五
列
を
区
別

笫

一
編
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然
琢
境
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人
口

五
七
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五
八

し
得
た
。

六
2
砂
丘
の
椹
成
員
た
る
小
丘
は
、
主
と
乙
て
北
來
の
風
を
受
け
て
発
連
し
た
も

の
と
判
断
さ
れ
、
い
ず
れ

も
北
西
南
東
に
生
軸
を
も
っ

て
い
る
。

I

中
略
̶

石
狩
海
岸
の

植
物
に
は

特
有
の

も
の
は
な
い
。
種
類
と
し
て
は

シ
ロ
ョ
モ
ギ
の
所

生
が
な
い
こ
と
、
群
落
と
し
て
は
概
し
て
北
海
道
日
本

姬
沿
い
の
砂
質
海
岸
に
み
ら

れ
る
も
の
が
多
い
が
、
特
異
な
も
の
と
し
て
ト
ク
サ
を
相
当
蛩
混
生
す
る
も
の
が
あ

る
こ
と
な
ど
は
、
や
や
注
目
す
べ
き
点
と
思
わ
れ

る
。

こ
の
、
ト
ク
サ
を
共
®
占
種
に
も

つ
海
浜

群
落
は

北
海
道
の

日
本
海
岸
に

み
ら
れ

る
興
味
あ
る
群
落
型
の|

つ
で
あ

っ
て
、
渡
島
、
檜
山
海
岸
に
は

溜
棚
、
砂
坂
な
ど

に
み
ら
れ
る
が
、
石
狩
の

そ
れ
は

、

こ
と
に
代
表
的
な

も
の
と
み
と
め
ら
れ
た
。

調
迕
因
域
内
の
群
落
分
布
は
、
大
要
、
次
の
ょ
ぅ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

汀
線
か

ら
内
陸
に

か
け
て

み
て
行
く
と
、
汀
線
に

平
行
し
て
ま
ず
才
力

ヒ
ジ
キ
群
落
が
あ
ら

わ
れ
る
。
位
置
は
汀
線
か

ら

|〇
~

|
五
£
の
と
こ
ろ
で
、
標
高
は
ー
»1
以
下
の
部
分
に
限
ら
れ
る
。
次
い
で
、
汀
線
か
ら
平
均
三
〇
～
五
〇
6
の
位
磴
に
ハ
マ
ニ
ン
ニ

ク
を
主
要
素
と
す
る
群
落
が

あ
り
、
…
…。

|
中
略
|

標
高
は
1
~
三
£
で
、
ー
部
は
先
き
に
述
べ
た
<
2
砂
丘
の
小
丘
に
か

か
る
。

こ
の
小
丘
を
中
心

と
し
て

、

ハ
マ
ナ
ス

群
落
が

か
な
り
巾
広
い
帯
状
に

ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
こ
の
群
落
は

、
海

で
は
ハ
マ
ニ
ン

ニ
ク
群
落
と
重
な
っ
て
漸
次
に
置
き
か
わ
っ
て
い
る
が
、
山
側
で
は
ス
ス
キ
を
主
要
素
と
す
る
海
岸
草
原
と
必
ず
し
も
重
な
っ
て
は

い
な
い
。

1
中
略
|

位
6
は
汀
線
ょ
り
五
〇
»1
か
ら
ー
〇
〇
1
?
1位
ま
で
で
"
そ
の

设
前
線
す
な
わ
ち
ハ
マ
ニ
ン
ニ
ク
群
落
と
の

ぉ
き
か
わ
り
点
の
標
高
は
通
例
三
771
で
あ
る
。

八
2
と
8
砂
丘
と
の
間
の
や
や
低
い
平
ら
な
部
分
は
'
ほ
と
ん
ど
ス
ス
キ
を
主
要
素
と
す
る
群
落
に
占
め
ら
れ
る
。
部
分
的
に
は



砂
丘
間
湿
地
の
残

っ
て
い
る
と

こ
ろ
も

あ
り
、
前
述
の
ト
ク
サ
は
、
こ
の
低
平
な
部
分
を
中
心

と
し
て

海
側
に
は
ハ
マ
ナ
ス

群
落
、

山
側
に
は
力
シ
ワ
̶

ク
マ

イ
ザ
サ

群
落
ま
で

し
て
い

る
。

こ
の
海
岸
草
原
の
巾
は
、
も
っ
と
も

せ
ま
い
と
こ
ろ
で
三o

m
、

も
っ
と
も

広
い
と
こ
ろ

で
六〇

m

程
度
で
あ

っ
て
、
山

で

一

般
に
ヵ
シ
ワ
ー
ク
マ
イ
ザ
サ
群
落
に
接
す
る
。

海
岸
草
原
の
ょ
り
内
陸
に
向

っ
た
部
分
は
、
主
と
乙
て
力
シ
ワ
林
に
占
め
ら
れ
る
。

丨
中
略
̶

林

床
群
落
も

か
な
り
多
く
の
類
型
が
区
別
さ
れ
る
が
、
も
っ
と
も

優
勢
な
の
は
ク
マ

イ
ザ
サ
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
砂
丘

林
は
概
括
し
て
力
シ
ワ
̶
ク

マ
イ
ザ
サ
群
落
に
ょ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。

I

以
下
略
̶
」

C
P

ニ
四
〜
ニ
六
)

以
上
に
石
狩
海
岸
の
植
物
群
落
が
概
括
さ
れ
て
い
る
が
、
更
に
本
調
埜
書
に
は
、
こ
の
地
区
を
砂
原
、
砂
丘
、
草
原
、
林
地
、
湿

原
、
砂
丘
林
後
背
部
の
六
区
に
区
分
し
て
、
そ
の
群
落
描
造
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
省
略
す
る
が
、
記
載

さ
れ
て
い
る
主
な
植
物
の
種
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

砂

原

才
力

ヒ
ジ
キ
群
落

-•
才
力

ヒ
ジ
キ

ハ
マ

ニ
ン

ニ
ク

群
落

.

.ハ
マ

ニ
ン

ニ
ク

、

コ
ウ

ボ
ム
ギ
、

ハ
マ

-
ガ
ナ
、

ハ
マ

ボ
ウ

フ
ウ

、

ハ
マ

ヒ
ル
ガ
オ
、

ハ
マ

エ
ン

ド

ウ
、

ウ
ン

ラ
ン

、

ヤ

マ
ア

ワ

ャ
マ

ア
ワ

群
落

：
ヤ
マ

ア
ワ

、

ハ
マ

ニ
ン

ニ
ク

、

ハ
マ

ヒ
ル
ガ
オ

、

ハ
マ

エ
ン

ド
ウ

、

ハ
マ
ナ
ス

、

ス
ス
キ

砂

丘

ハ
マ
ナ
ス

群
落

：
ハ
マ
ナ
ス

、

コ
ウ

ポ
シ
バ

、

ス
ス
キ

、

ハ
マ

ヒ
ル
ガ
オ

、

ハ
マ

エ
ン

ド
ウ

、
ヒ
ロ

ハ
ク
サ

フ
ジ
、
ヤ
マ

ア
ワ

、

ア
レ

チ
ノ
ギ

ク
、
卜

ク
サ
、

ナ
ガ

ハ
ゲ
サ
、

力
モ
ガ

ヤ

ハ
マ
ナ
ス

̶

ト
ク
サ
群
落

：
ハ
マ
ナ
ス

、
ト
ク
サ
'
ナ
グ

ハ
グ

サ

第
ー

編
石

狩
の

自
然
環
境
と
人
0

五
九
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ス
ス
キ
群
落

：
ス
ス
キ
、
オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ

モ
ド
キ
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
ト
ク
サ
、
ナ
ガ

ハ
グ
サ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
力
モ
ガ

ヤ
、

マ
ユ
ミ

草

原

ス
ス
キ
、
ナ
ワ

シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
ナ
ガ

ハ
グ
サ
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
ト
ク
サ
、
キ
バ
ナ
カ

ワ
ラ

マ
ツ
バ
、

ア
カ
バ
ナ
ノn

ギ
リ
ソ

ウ
、
力
ワ
ラ
ナ
デ

シコ
、
オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ヒ
ロ
ハ
ク
サ
フ
ジ
、
マ
ュ
ミ
、
エ
ゾ
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
ボ
ク
、

エ
ソ
イ
ボ
タ

ヤ
マ
ブ

ド
ウ
丨
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
群
落

：
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
、
ナ
ワ

シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
ナ
ガ

ハ
グ
サ
、
ヤ
マ
ァ
ワ

林

地

力
シ
ワ
̶
ク
マ
イ
ザ
サ
群
落

：
力
シ
ワ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
、
セ
ン
ノ
キ
、
イ
ヌ

エ
ン
ジ
ュ
、
ヤ
チ
ダ
モ
'
ヤ
マ
モ
ミ

ジ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
ヤ
マ
ハ

ン
ノ
キ
'
ク
マ
イ
ザ
サ
、
エ
ゾ
ヨ
モ
ギ
、
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
、
ナ
ニ
ワ
ズ
、

コ
マ
ユ
ミ
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、

ワ
ラ
ビ
、
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ

砂
丘
間
湿
地
、
砂
丘
林
後
背
地
の
植
生
に
つ
い
て
は
、
本
調
書
に
詳
細
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

本
調
査
書
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
区
に
は
昔
時

-
ソ
ス
カ
シ
ュ
リ
、

ェ
ゾ
キ
ス
ゲ
、
ク
ロ
ユ
リ
な
ど
が
か
な
り
生
育

し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
古
く
江
戸
時
代
の
中
期
に
漁
村
と
し
て
開
け
た
石
狩
、
分
部
越
も
あ
り
、
漁
業
的
利
用
度
が

高
い

こ

と
、
ま
た
、
牛
を
主
と
す
る
家
畜
の
放
牧
利
用
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
地
区
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
植
生
が
人
為
的
に

か
な
り
乱
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
区
は
、
海
浜
砂
丘
植
生
とL

て
は
、
現
時
比
較
的
良
好
な
状
態
で
元
植
生
が
保
存
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。

ニ
、
低
湿
地
帯
の
植
物

樽
川
、
花
畔
、
生
振
、
北
生
振
、
真
勲
別
、
美
登
位
地
区
に
は
、
沖
稂
世
に
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
、
低
摺
お
ょ
び
高
層
湿
原



が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
明
治
初
期
以
降
農
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
。
現
在
、
水
稲
、
ス
ィ
力
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
そ
菜
、
え
ん
表
、
デ
ン
ト
コI

ン
、
小
豆
、
牧
草
な
ど
が
主
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
昔
時
は
大
麦
、
小
麦
な
ど
の

麦
類
、
ア
マ
、
除
虫
菊
な

ど
も
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

特
に
、
除
虫
菊
は
北
海
道
で
の

栽
培
の
発
祥
地
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
主
産
地
を

現
在
で
は
道
北
地
方
に
族
り
全
く

栽
培
さ
れ
て
い
な
い

。

ま
た
、

ア
マ
も
製
麻
工
業
の
衰
退
か
ら
全

く
栽
培
さ

れ

て
い
な
い

。

先
に
述
べ
た
ょ
ぅ
に
こ
れ
ら
の

地
区
に
は

低
層
お
ょ
び
高
層
湿
原

が
分
布
し
て
い
る
が
、
特
に
石
狩

川
左
岸
の
真
勲
別
地
区
の
低
層
湿

原
は
き
わ
め
て
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
榑
川
、
花
畔
、
生
振
地
区
に

耕
地
風
防
林
と
し
て
残
つ
て
い
る
ャ
チ
ダ
モ
林
と
と
も
に
、
こ
の
低
湿
地
地

の

昔
時
の
植
生
を
し
の
ば
せ

る
も
の
で
あ
る
。

真
勲
別
地E

の
低
層
湿
原
は
、
ミ
ズ
パ
シ
ョ
ウ
の
群
生
地
と
し
て
、
全
国
的
に

有
名
な
網
走
市
呼
人
の
湿
原
に
比
較
し
そ
の
規
模
、
保
存
状
態
と
も
に
ま
さ
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
構
成
植
物
は

ミ
ズ
パ
シ
ョ
ウ
、
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
ナ

ギ
類
、
ヨ
シ
、
ス
ゲ
類
が
主
で
あ
る
。

第
一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

六
一



六
ニ

石
狩
低
地

に
は
耕
地

風
防

林
、
鉄
道
防
雪
林

と
し
て
、
人
工
林
な
い

し
は
半
自

然
の
ャ
チ
ダ
モ
林
が
か
な
り
広
く
分
布
乙
て
い
る
。
こ
の
地
区
に
も
、
地
形
的
条

件
か

ら
西
北

の
風
に
対
す

る
ャ
チ
ダ
モ
林
の
耕
地
風
防

林
が

明
治
初
期
に

設
定

さ
れ

た
。
こ
の
半
自
然
性
の

ャ
チ
ダ
モ
林
は

、
巾
が

三〇
~

一〇
〇
m
、

間
隔
は

五〇
〇

〜
ニ〇
〇
〇
wl

で
、
樹
高

|
〇
~
1
五
£
、
胸
高
直
径
三
〇
~
六
〇
8
の
も
の
が
多

い

C

北
海
道

自
然
保

護
協
会

誌
、
第
七
号
、
「
札
幌
の
自
然
環
境
①
」
、
辻
井
逮

I
)
。

そ
の
構
成
植
物
は

ャ
チ
ダ

モ
の
ほ
か
に

、
キ
ハ
ダ
、S

ズ
ナ
ラ
、

シ
ナ

ノ
キ
、

ハ
ン

ノ
キ
、

ハ
リ
ギ
リ
、
オ
ニ

グ
ル

5
、

ヤ
マ
グ
ヮ
、
ミ

ズ
キ
、
タ
ラ

ノ

キ
、

ニ

ワ
ト

コ
、H

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ャ
マ

モ
ミ
ジ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ズ
ミ
な
ど
で
あ
り
、
林
庠

植
物

と
し
て
は

オ
オ

パ
ナ
ノH

ン
レ
イ
ソ
ウ
が
標
徴

的
な

構
成

要
素

で
あ
る
が
、
そ

の
ほ
か

ク
マ

イ
ザ
サ
、
オ
オ

ウ
バ
ユ
リ
、

H
'/

ヨ
モ
ギ
、

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
オ
オ
ハ

ン
ゴ
ン

ソ
ウ
、

ア
キ

ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ズ
パ
シ
ョ
ウ
、
バ

イ

ケ

イ

ソ
ウ
、
ヤ
マ

シ
ャ
ク
ヤ
ク

、

ユ
キ
ザ
サ
、

マ
イ
ズ

ル
ソ
ウ
、
ホ

ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、
ア
マ
ド
コ
ロ
、
ク
ル
バ
マ
ツ
ク
パ
ネ
ソ
ウ
、
ク
ル
マ
ユ
リ
な
ど
が
み
ら
れ
る
(小
林

势
治
氏
の
採
取
記
録
)
。

三
、
紅
葉

山
砂
丘
列
の

植
物

紅
葉

山
砂
丘

列
は
、
札
幌
市
手

稲
町
の
砂
山
か

ら
茨
戸
に

至
る
、
石
狩
町
南
部
、
南
線
地
区

お
ょ
び
耕
北
農
場

地
区
に

、
巾
約

|

〇
〇
〇
8
、

長
さ
約
八
、〇

〇
〇
s

に
わ
た

り
広
が

っ
て
い
る
、
ま
た
更
に
茨
戸

川
あ
る
い
は
石
狩
川
を
渡
り
三
線
南
、
生
振
、
美

登
位
地

区
に
も
そ
の

|部
が
及
ん
で
ぃ
る
。
こ
の
砂
丘
列
は
、
沖
積
世
の
海
退
期
に
入
江
だ
っ
た
石
狩
平
野
の
0
を
ふ
さ
ぐ
ょ
ぅ
な

形
で

発
達

し
形
成

さ
れ
た
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
。
そ
の
植
生
は

、
海
岸
砂
丘
の

力
シ
ワ
林
と
同
様

力
シ
ワ
が
主
で

あ
り
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、

シ
ラ

カ
ン

バ
、
イ
ヌ

エ
ン

ジ

ュ
、

ハ
リ
ギ
リ
、
タ
ラ

ノ
キ

、
ヤ
チ
ダ
乇
、

ハ
ル

ニ
レ
、
ク
マ
イ

ザ
サ
な

ど
に
よ
り

滞
成
さ
れ
て

い
る
。 第

一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口



四
、
山
地
の

植
物

石
狩
高
岡
お
よ
ぴ
五
ノ
沢
地
区
は
、
阿
3
1岩
山
が
北
西
に
の
び
る
尾
根
の
北
斜
而
に
あ
り
、
知
律
狩
川
と
そ
の
支
流
が
斜
面
を
下

っ
て
い
る
。
こ
の
標
高
四
ー
八
8
の
阿
曽
岩
山
は
、
本
町
域
に
は
含
ま
れ
ず
、標
高
ニ
〇
〇
6
以
下
の
ニ
.
三
の
山
峰
お
よ
び
山
稜
、

そ
し
て
比
較
的
平
坦
化
作
用
の

進
ん
だ

丘
陵
地
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
地
の
植
生
は

、

シ
ラ
カ
バ
な
ど
の

カ
バ
類
と
ク
マ
ィ
ザ
サ

を
主
に5
ズ
ナ
ラ
、

シ
ナ
ノ
キ
、H

'/

ィ
タ
ヤ

、

セ
ン

ノ
キ
、
カ
ツ
ラ
、
ホ
ウ

ノ
キ
な
ど
の

広
葉
樹
林
て
、

一
部
に

ト
ド

マ
ツ
な
ど

の
針
葉
樹
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ラ

マ
ツ
の
植
栽
林
が

か
な
り
広
い
範
囲
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
地
は
、
前
述
の

よ
ぅ

に
標
高

~
〇
〇
m

以
下

の
平
坦
な
丘
陵
地
が
多
い
た

め
に
耕
作
地

と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
現
在
水
稲

、
え
ん
麦
、
小
豆
、
ば
れ

い
し
ょ
、
各

種
そ
菜
、
食
用

ユ
リ
、

ナ
タ
ネ
、
ィ
チ
ゴ
な

ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

第
二

節

動

物

石
狩
低
地
帯
の
北
部
を
占
め
る
舀
地
域
の
動
物
相
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記

诹
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
皆
無
で
あ
る
が
、
当
地
域
に
お

け
る
そ
れ
は

古
来

よ
り
、
北
海
道

の
平
地
に

お
け
る
励
物
相
と
顕
著
な
差
逾

は
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
開
拓
の

進
行
と

と
も

に
、
あ
る
種
の
動
物
は
絶
滅
し
た
か
、
こ
の
地
域
を
去
り
、
い
づ
れ

に
し
て
も

往
時
に
比
べ
、
そ
の
®
類
も
、
そ
の
生
息
密
度

も
著
し
く
減
少
し
て

い
る
に
違
い
な
い
。
こ
こ
に
現
在

ま
で
、
そ
の
生
息
状
況
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
種
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史

的
過
程
を

も
加
味

し
つ
つ
記
聰
す
る
。

哺
乳
類

エ
ゾ
ヒ
グ
マ

1Jrsu
s
arc
lo
s
Y
eso
e
n
sis

ヒ
グ

マ
は
明
治
の
末
頃
ま
で
は
町
内
の

至
る
所
に
出
没
し
、
人
畜
に

危
害
を

与
え
る

唯I

の
猛
獣
の
た
め
、
人
か
ら
恐
れ

ら
れ
て

い
た
ぱ
か
り
で
な
く
、
秋
の
多
食
期
に
は

作
物
を
も
食
い
荒
し
相
当
あ
ぱ
れ
ま
わ
っ
て
い
た
。
古
老
に
よ
る
と
、

「
明
治
三
十
四

年
頃
、
家
の

ま
わ
り
に
ク
マ
が
出
た
た
め
、
ガ
ン
ガ
ン
を

た
た
き
な
が

ら
便
所
に

入

っ
た
」C

石
狩
高
岡
、
松
田

洁

氏
談
)
と
か
、

第

一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

六
三



笫I

編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

六
四

「
明
治
三
十
五
年
頃
、
ク
マ
が
作
物
を
荒
し
て
困
る
の
で
、
熊
の
神
社
を
造
り
祭

っ
た
」C

高
岡
五
ノ
沢
、
岩
本
宗
吉
氏
談
〕
と
か

「
明
治
三
十
八
年
頃
、
六
オ
の
時
、
家
で
餅
を
作

っ
て
い
る
時
、
ク
マ
が
家
の
中
に
入

っ
て
き
た
の
で
母
親
に
抱
か
れ
て
逃
げ
た
」

C
美
登
位
、
新
居
徳
市
氏
談
)
と
か
、
ク
マ
に
ま
つ
わ
る
話
は
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
暴
れ
ま
わ

っ
た
ク
マ
も
、
開
墾
が
進
む

に
つ
れ
て
山
地
へ
.退
去
し
、
そ
の
数
も
激
減
し
、
昭
和
の
初
め
に
高
岡
地
蔵
沢
に
出
た
の
を
最
後
に
、
戦
後
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

エ

ゾ

シ
カ

C
ervu

s
a
p
p
o
n
Y
eso
ss
is

明
治
の
初
期
ま
で
は
、
こ
の
地
域
に
も
多
数
生
息
し
て
い
た
が
、
入
植
時
に
は
既
に
そ
の
数
は
減

っ
て
お
り
、
樽
川
地
域
に
少
数

の
群
が
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
こ
れ
も
明
治
の
末
に
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
の
後
は
、
極
め
て
稀
に
迷
鹿
が
見
ら
れ

る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
入
殖
時
か
ら
町
内
の
至
る
所
か
ら
鹿
の
角
が
出
土
し
、
当
時
は
そ
れ
を
自
在
鍵
に
用
い
た
り
、
馬
具
か

け
に
し
た
り
、
ょ
く
利
用
し
た
ょ
ぅ
で
あ
る
。

エ
ゾ
オ

才
力

ミ

C
an
is
lu
p
u
s
liatta

i

明
治
十
九
年
ま
で
は
、
こ
の
地
域
に
も
多
数
群
を
な
し
て
生
息
し
て
い
た
が
、
開
拓
使
が
明
治
十
年
に
ォ
ォ
ヵ
ミ
に
ょ
る
人
畜
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
賞
金
を
与
ぇ
て
、
そ
の
捕
殺
を
奨
励
し
た
た
め
激
減
し
、
明
治
ニ
十
九
年
に
は
、
こ
の
地
域
ば
か
り
で
な
く

北
海
道
か
ら
、
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

キタ

キツ

ネ

V
u
lp
es
vu
lp
es
sc
h
re
n
e
k
i

往
時
は
多
数
生
息
し
て
い
て
、
当
時
捕
殺
し
た
毛
皮
を
今
で
も
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
今
日
で
は
少
数
生
息
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
キ
ツ
ネ
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
、

r

キ
ツ
ネ
に
馬
鹿
に
さ
れ
た
」
と
かr

キ
ツ
ネ
火
を
見
た
」
と
か
、
か
っ
て
は
、
ょ
く
聞

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

エ

ゾ

タヌキ

zy
ctere

u
tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s

俗
に

「
む
じ
な
」
と
云

っ
て
、
か

っ
て
は
多
数
生
息
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
少
数
生
息
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
近
年
捕
殺
し



た
例
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
花
畔
南
六
線
の
防
風
林
で
、
三
十
年
代
に
五
ノ
沢
で
獲

っ
て
い
る
。

エ
ゾ

ク
ロ

テ
ン

M
ar
tes
z
ib
ellin

a
ljirac
h
y
u
ra

野
生
の

テ
ン
と
人
と
は
、
な
じ
み
が
ぅ
す
く
、
テ
ン
に
ま
つ
わ
る
話
は
極
め
て
少
い
。
し
か
し
今
日
で
も
知
津
狩
川
上
流
地
域
に

は
少
数
な
が

ら
生
息
し
て
い
る
。

ノ

ウ

サギ
L
ep
s
tim
id
u
s
a
in
u

か
っ
て
は
至
る
所
で
、
そ
の
足
跡
や
姿
が
見
ら
れ
、
農
作
物
な

ど
を
食
い
荒
す

の
で
ハ
リ
ガ
ネ
ヮ
ナ
で
捕
殺
し
た
が
、
今
日
で
は

そ
の
数
も
減
少
し
た
。

エ

ソ

リ

ス

S
ciu
ru
s
vu
lg
a
n
s
o
rien
tis

数
は
め
っ
き
り
少
な
く
な

っ
た
が
、
今
日
で
も
林
内
に
生
息
し
枝
か
ら
枝
へ
と
身
軽
に
移
動
し
て
い
る
。

ホ
ン

ド

イ
タ

チ

M
u
ste
】a
sib
i
rioa

it
a
tsi

ィ
タ
チ
は
野
ネ
ズ
ミ
の
天
敵
で
あ
る
た
め
、
本
州
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
で
も
多
数
生
息
し
て
い
る
。

ニ
ホ
ン
イ
イ

ズ
ナ

M
u
st
-
a
iiilva

la
n
a
m
iy
e
i

エ
ゾ
才

コ
ジ

ョ

M
u
st
-
a
er
m
in
ea
o
rien
tal5-

い
づ
れ
も
数
は
少
な
い
が
、
知
津
狩
川
上
流
地
域
に
生
息
し
て
い
る
。

ァ

ザ

ラシ

類

か

っ
て
は
石
狩
川
河

口
か
ら
矢0

場
あ
た
り
に
か
け
、
氷
上
に
の
ん
び
り
横
た
わ

っ
て
い
る
姿
が
、
ょ
く
見
ら
れ
た
が
、
今
日
で

は
全
く
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

ニ
ホ
ン

力

ワ
ウ

ソ

L
u
tra
lu
tra
w
h
it
-
eyi

花
畔
の
福
田
藤
男
氏
に
ょ
る
と
明
治
三
十
年
頃
ま
で
、
手
稲
新
川
橋
の
上
流
と
発
寒
川
と
で
、
虎
バ
サ
ミ
で
多
数
捕
獲
し
た
と
い

ぅ

こ
と

で
あ
る
が
、
今
日
で
は
全
く

そ
の
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
。

才

ツト

セ

イ

0
-
一

sh
in
u
s
u
rsin
u
s

第

一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

六
五
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六
六

斃
死
し
漂
流
し
て
い
る
の
を
、
漁
師
が

拾
い
持
ち
埽

っ
た
記
録
が

あ
る
。

ネ

ズ

ミ

類

-
ホ
ン
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

K
attu
s
n
o
rve
giss

carac
o

エ
ゾ
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ

M
u
s
m
s
cu
lu
s
y
s
o
en
s
is

は
、
い
づ
れ
も
家
ね

ズ
ミ
と
し
て
、
数
々
の
惡
さ
を
す
る
の
で
、
ど
こ
の
家
で
も
な
じ
み
深
い
。
ま
た
、
ニ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
°
1£
11ニ
0
3
0
ョ
3
3
?
0
§
1
3
5

b
e
d
fo
rd
iae

エ
ゾ
ア
カ
ネ
ズ
ミ

A
p
o
d
em
u
s
sp
ec
io
su
s
ain
u

エ
ゾ
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ

A
p
o
d
e

日us
arg
e
n
te
u
s
h
o
kk
a
id
i

な
ど

は
野
ネ
ズ
ミ
と
し
て
草
地
や
林
地
に
多
数
生
息
し
て
い
る
。

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
類

エ
ゾ
卜
ガ
リ
ネ
ズ
ミ

S
o
rex

s
h
in
to
s
ev
u
s
、

オ
オ
ァ

シ
卜
ガ
リ
ネ
ズ
ミ

S
o
rex

u
n
g
?
cu
lat
s

は
、
北
海
道
で
は

に

モ
グ
ラ
と
云
っ
て
い
る
が
、
畑
を
耕
し
て
い
る
と
土
中
か

ら
、
ひ
よ
っ
こ
り
出
て
来
た
り
、
た
ん
ぼ
の

ァ
ゼ
に
孔
を
あ
け
た

り
す
る

の
で
、
な
じ
み
深
い
動
物
で
あ
る
。

コウ

乇

リ

類

夜
行
性
な

の
で
、
め
っ
た
に
人
と
出
合
ぅ
こ
と
は
な
い
が
生
息
し
て
い
る
。

爬
虫
類

ト

カ

ケ

類

卜
カ
ゲ

E
u
nieces

la
tissta

ts
、

カ
ナ
へ

ビ

T
a
k
y
d
ro
m
u
s
ta
ch
y
d
ro
m
o
id
s

と
も
、
そ
の
数
は
少
な
い

が
草
木

の
あ

る
荒
地
に
生
息
し
て
い
る
。

へ

ビ

類

ァ
オ
ダ
ィ
シ
ョ
ウ

E
i
ap
h
ec
liico

p
h
o
ra

が
多
く
、
こ
の
白
化
型
で
あ
る
体
色
の
白
い
ァ
オ
ダ
ィ
シ
ョ
ウ
も
極
め
て
稀
に

ら
れ
る
他
、
頭
か
ら
塔
に
か
け
て
黒
褐
色
の

ス
ジ
の
入

っ
て
い
る
シ
マ
へ
ビ

E
lap
h
eq
u
a
d
d
v
iv
g
a
s
、

面
淡
黄

色
でls

面

に
黑
斑
の
あ
る
ジ
ム
グ
リ

E
l
ap
h
e
sn
sp
iciu
ata

、
そ
れ
に
#
面
赤
揭
色
で
腹
面
無
斑
の
ァ
カ
ジ
ム
グ
リ
£
13"
&
"'
1?0
1
1"
3



の
他
"
毒

へ
ビ
で
あ

る
マ
ム
シ

A
g
k
istro

d
o
n
h
a
lys
M
o

日h
o
ffii

も
少
数
で

あ
る

が
五
ノ
沢
地
区
な

ど
に

生
息

し
て

い
る
。

両
棲
類カエ

ル

類

エ
ゾ
ア
力
ガ
エ
ル

R
an
a
tem
p
o
s
ria
te
s
p
o
raria

は
#
、
水
溫
で
グ
ア
、
ク
ア
、
鳴
き
な
が
ら

產
卵
し
て
い
る
体
色
が
茶

黑
色
の

カ
エ

ル
で
、
往
時
に

比
べ
、
そ
の
数
は
少
な

く
な
っ

た
が
、
そ
れ
で

も
ま
だ
多
数

生
息
し
て

い
る
。

ニ
ホ
ン

ア
マ
ガ
エ
ル

ffi
y
la
arb
o
re
a
»
1>0
1
1"-£1
は
、
体
色
が
緑
色
で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
草
地
や
林
地
で
よ
く
見
ら
れ
、
降

雨
の
前
後
に

ガ
ー
、
ガー

よ
く
鳴
く
カ
エ

ル
で
、
こ
れ
も
ま

だ
多
数
生
息

し
て

い
る
。

サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
類

"
ソ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ

H
y
n
o
b
iu
s
reta
rd
at
u
s

は
往
時
に
比
べ
数
は
少
な
く
な

っ
た
が
、

エ
ゾ
ア
力
ガ
エ
ル
が

産
卵
す

る
頃

エ
ゾ

サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
ォ
も

水
溜
に
紐
状
の
卵
を
産
卵
す

る
。

鳥

類

開
拓
が
進
む

に
つ
れ

て
'
平
地
は
も
と
よ

り
山
地
丘
陵
の

様
相
が

変
わ
る
に
つ
れ

て
、
鳥
類

の
®
類
も
そ
の
生
息
密
度
も
減
少
し

て
い
る

。
花
畔
の

高
木
憲
了
氏
に

よ
る
と

、
昭
和
の

初
め
に

南
六
線
か

ら
茨
戸

太
に
至
る
茨
戸

州
が
改
修

さ
れ
る
以
前
は

、
各
所
に

沼
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の
水
禽
類
が
飛
来
し
て

い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
日
町
内
で

見
る
こ
と
の
で
き
る

烏
*'
に
つ
い
て

留
鳥
、
夏
鳥
、
冬
烏
に
分
け
て

記
*
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

留

鳥

エ
ン

ジ

ャ
ク

目

ハ
シ
ブ
ド
ガ
ラ
ス
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
、
ミ
ヤ
マ
カ
ケ
ス
、
ム
ク
ド
リ
、
カ
ラ
フ
ト
ス
ズ
メ
、
ウ
ソ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
ィ
、
シ
ロ
ハ
ラ

ゴ
ジ

ユ
ウ
カ

ラ
、

シ
ジ

ユ
ウ
カ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、n

ガ
ラ
、
モ
ズ
、

キツ

ツキ

目

第

一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

六
七



第
一
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'5

狩
の
自
然
環
境
と
人
口

六
八

ヤ
マ
ゲ

ラ
、

エ
ゾ

ア
カ
ゲ

ラ
、

エ
ゾ
オ

オ
ア

カ

ゲ
ラ
、

エ
ゾ

コ
ゲ

ラ

フク

ロウ

目

才
才

n
ノ

ハ
ズ

ク
、

エ
ゾ

フ
ク

0

ウ

ワ

シ

タカ

目

ハ
ヤ

ブ
サ

、

ノ
ス

リ
、
ト

ビ
、

オ
ジ

ロ
ワ

シ

カ
モ

メ

目

オ
オ
セ

グ

ロ
カ
モ

メ

ウ

ミ

ス

ズ

メ
目

ウ

ミ

ス
ズ

メ

キ
ジ

目

エ
ゾ

ラ
イ

チ

ョ
ウ
、

コ
ウ

ラ
イ

キ
ジ

夏

鳥

エ
ン

ジ

ャ
ク

目

コ
ム
ク
ド
リ
、
ニ
ユ
ナ
イ
ス
ズ
メ
、
シ
メ
、
カ
ラ
フ
卜
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
べ
ニ
マ
シ
コ
、
ア
オ
ジ
、
ヒ
バ
リ
、
ビ
ン
ズ
イ
、
メ
ジ
ロ
、

エ
ゾ

ヒ
ヨ

ド

リ
、

キ
ビ

タ
キ

、

才
才

ル
リ
、

セ
ン

ダ

イ
ム
シ

ク
イ

、

ウ
グ

イ

ス
、

ト

ラ

ツ
グ

ミ
、

ツ
グ

ミ
、

ノ
ビ
タ

キ
、

ノ
ゴ

マ
、

イ
ヮ

ツ
バ

メ

ホ

ト
ト

ギ

ス
目

カ
ツ

コ
ウ

、

ツ
ツ

ド
リ
、

ジ
ユ

ウ
イ

チ

フク

ロウ

目

コ
ノ

ハ
ズ

ク
、

ト
ラ
フ

ゾ

ク



ワ

シ

タ
カ

目

チ
ゴ

ハ
ヤ
ブ
サ
、
ク
マ
タ
カ
、

ツ
ミ

コ
ゥ

サ
ギ

目

ァ
オ
サ
ギ

ガ
ン

カ
モ

目

カ
ル
ガ
モ
、

マ
ガ
モ
、
オ
シ
ド
リ

ゼ
ン

ボ

ク
目

ク

ミ

ク
ハ

卜

目

ド
バ
ト
、
キ
ジ
パ
ト

シ

ギ

目

オ
オ
ジ
シ
ギ

キ
ジ

目

ゥ
ズ
ラ

冬

鳥

エ
ン

ジ

ャ
ク

目

キ
レ
ン
ジ
ャ
ク

ガ
ン

力

モ

目

オ
才

ハ
ク
チ3

ゥ
、

ハ
ク
チ

ョ
ゥ

力

モ

メ
目

第

一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

六
九
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狩
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七〇

セ
グ

ロ
カ
モ
メ

、

ユ
リ
カ
モ
メ

水
棲

動

物

当
地
域
に

生
息
し
て

い
る
水
极

物
の

主
な
も
の
に

つ
い
て

記
*
す
る
と

次
の

と

お
り
で
あ
る
。

淡

水
魚

類

サ
ケ
、

サ

ク
ラ

マ
ス
、
力

ラ
フ

ト

マ
ス
、
ゥ
グ
ィ
、
ワ
カ

サ
ギ

、
シ

ラ

ゥ
オ

、
キ

ュ

ウ

リ

ウ

オ

、
イ
シ
カ

リ

ワ
カ

サ
ギ
、
チ
カ
、

コ
イ
、
力
ガ

ミ

コ
イ
、

ア
ユ
、
イ
ト
ウ
、

ヒ
メ

マ
ス
、
ヤ
マ
メ

(
ヤ
マ
べ
)

、
キ
ン

ブ
ナ

、
ギ
ン

ブ
ナ

、
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
ブ
ナ
、

ド
ジ
ョ
ウ
、

マ
ナ
マ

ズ
、
カ
ワ

ヤ
ツ

メ
、

ス
ナ
ヤ

ツ
メ
、

モ
ツ
ゴ
、
チ

ョ
ウ
ザ
メ
、

ェ
ゾ

ト
ヨ

ミ

f

卜
ン
ギ
ヨ
ウ

〕

淡
水
軟
体
類

ド
ブ
ガ

イ

(
ヌ
マ
ガ
イ
〕
、
カ
ラ
ス

ガ
イ

海

棲

魚

類

•

ホ
シ
ザ
メ
、

コ
バ
ン

ザ
メ
、
チ

ョ
ウ
ザ
メ
、
カ
ツ

オ
、

ニ
シ
ン
、

マ
イ
ワ
シ

、
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ

、
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ

、
サ
バ
、
ブ
リ

ヒ
ラ
メ
、
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
、
マ
ガ
レ
イ
、
ク
ロ
ガ
レ
イ
、
イ
シ
ガ
レ
イ
、
マ
ツ
カ
ワ
、
ソ
オ
ハ
チ
、
ア
サ
バ
、
ホ
ッ
ケ
、
ガ
ン
ジ
エ

イ

(
カ
ス
べ
)

、
ト
ビ
ウ
オ
、
ボ
ラ
、
サ
ワ
ラ
、

ス
ズ
キ
、
イ
カ

ナ
ゴ
、
サ
ヨ
リ
、

シ
イ
ラ
、
ウ
マ

ズ
ラ
ハ
ギ
、
コ
マ
イ
、
カ
ジ

力
、

力
ナ
ガ

シ
ラ
、

ア
イ
ナ
メ

(
油
子
)
、

メ
バ
ル

(
ガ
ヤ
)
、
クD

ソ
イ
、

ヒ
ラ
メ

、
タ
ラ
、

マ
グ

一
一、

マ
ダ
イ
、
イ
カ
ナ
ゴ
、
バ
シ
ョ

オ
カ

ジ
キ
、

マ
ア
ジ
、
ト
ラ
フ

グ
、
キ
チ

ジ

(
力

力
〕
、
力
7

ガ
レ

イ
、

ソ
イ

海
棲
軟
体
類



ツ
メ
タ
ガ
イ
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
コ
ダ
マ
ガ
イ
、
ウ
バ
ガ
イ
(
ホ
ッ
キ
)
、
サ
ラ
ガ
イ
、
ア
サ
リ
、
オ
才
ミ
ゾ
ガ
イ
、
マ
テ
ガ
イ
、
ヤ

マ
ト

シ

ジ

ミ
、

ヤ

リ

イ
カ

、

タ
コ

海
浜

動
物

類

イ
ト

マ
キ

ヒ
ト

デ
、

ヒ
ゲ
ナ
ガ

ハ
マ

ト
ビ

ム
シ

、
ハ
マ

ダ
ン

ゴ

ム
シ
、
サ
メ
ハ
ダ

ホ
ン

ム
シ

、
キ
タ

フ
ク
0

ホ

ソ
ム
シ

、
キ
タ

ユ
ム
シ
、

才
力

メ
ブ

ン
ブ

ク
、

ア
カ
ボ
ヤ

、

シ
ロ
ナ
マ

コ
、
イ

ソ
ガ

ニ
、

シ
ヤ
コ

、

コ
モ
ン

ヤ
ド

ガ
リ
、

マ
ル
バ

ガ

ニ
、
ヒ
ラ
ツ

メ
ガ

ニ
、
ガ

ザ
ミ

昆
虫

類

鱗
翅
目
、
蝶
類
に

つ
い
て
の

み
、
花
畔

の
小
林
秀

治
氏
が

一
九

六
ニ
年
か

ら

一
九
六
八
年
に

か
け
て

行
な

っ
た
採
集

記
録
に

基
づ

き

そ
の

種
名
の

み
を

記
載
す

る
。

ア
ゲ
ハ

チ

ョ
ウ
科

S

ヤ
マ

カ
ラ
ス

ア
ゲ
ハ

、

キ
ア

ゲ
ハ

シ

ロ

チ

ョ
ウ

科

モ
ン

キ
チ

ョ
ウ
'

モ
ン

シ

ロ
チ

3

ウ
、

ェ
ゾ

ス
ジ

グ

ロ
チ

ョ
ウ
、

エ
ゾ

ヒ
メ

シ

0
チ
3
ウ

シ
ジ

5

チ

ョ
ウ
科

ヒ
メ

シ
ジ

ミ
、

ル
リ

シ
ジ
ミ
、

ベ
ニ

シ
ジ

ミ
、

カ
バ
イ
ロ

シ
ジ

ミ
、

ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ
科

ア
カ

タ
テ

ハ
、

キ
べ
リ

タ

テ

ハ
、

エ
ル
タ
テ

ハ
、
シー

タ
テ

ハ
、
ク
ジ

ヤ
ク
チ

ョ
ウ
、
フ
タ

ス
ジ

チ

ョ
ウ
、
ウ
ラ

ギ

ン
ヒ

ョ
ウ

モ
ン

、

ウ
ラ

ギ
ン

ス
ジ

ヒ
ョ

ウ
モ

ン

セ
セ

リ

チ3

ウ
科

才
才

チ

ヤ
バ
ネ
セ

セ
リ
、

コ
チ
ヤ
バ
ネ
セ
セ

リ
、

コ
キ
マ

ダ
ラ
セ
セ

リ
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第
一
編

石
狩
の
自
然
環
境
と
人
口

七
ニ

ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
科

オ
オ
ヒ
カ
ゲ
、
ク
ロ

ヒ
カ
ゲ
、
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
、

ジ
ャ
ノ
メ

チ
3
ウ
、

ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ

第
六
章

人

口

の

推
移

豊
か
な
る
石
狩
川
と
そ
の
支
流
、
そ
れ
に
統
く
ぅ

っ
そ
ぅ
た
る
原
始
林
の
石
狩
川
河
口
地
区
は
、
川
の
幸

•
山
の
幸
に
恵
ま
れ
、

数
千
年
の
昔
か
ら
人
跡
が
多
か

っ
た
こ
と
は
ょ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
く
に
、
大
群
を
な
し
て
の
•ほ
る
鮭
の
好
場
所
と
し
て
、
慶
長
年
間
に
松
前
藩
の
場
所
が
区
画
設
定
さ
れ
た
頃
か
ら
和
人
の
来
訪

が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
元
禄
元
年

(
一
六
八
八
年
)
の
快
風
丸
来
航
時
の
記
録
に
も
、
若
千
の
和
人
が
ア
ィ
ヌ
と
と
も
に
生
活
し
て

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
石
狩
十
三
場
所
の
元
場
所
と
し
て
、
ま
た
石
狩
山
林
の
伐
木
移
出
地
と
し
て
多
く
の
和
人

が
出
入
し
た
が
、
越
年
し
た
者
は
少
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
安
政
三
年

(
一
八
五
六
年
〕
神
威
岬
以
北
に
婦
女
子
の
通

行
が
許
さ
れ
て
か
ら
和
人
の
来
住
は
多
く
、
石
狩
勤
番
所
も
来
往
者
に
木
材
を
貸
与
し
永
住
を
は
か
ら
せ
た
の
で
安
政
五
年
に
は
百

余
戸
と
な
り
花
街
も
で
き
る
ほ
ど
の
発
展
を
示
し
、
寺
社
も
相
次
い
で
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

府
県
か
ら
石
狩
町
に
移
住
し
た
最
初
の
人
は
、
現
在
ま
で
判
明
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
道
央
地
区
に
お

け
る
和
人0

根
拠
地
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
い
を
示
し
て
お

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

蝦
夷
を
改
め
北
海
道
と
称
し
て
か
ら
は
佐
渡
、
奥
羽
等
か
ら
移
住
す
る
者
が
多
く
、
明
治
ニ
年
に
は
河
口
両
岸
地
区
は
す
で
に
市

街
地
を
な
し
て
お
り
、
四
年
に
は
市
街
地

(
現
在
の
本
町
地
区

•
八
幡
町
地
区
〕
を
十
力
町
に
区
分
す
る
こ
と
が
認
可
に
な
っ
た
。

次
い
で
こ
の
年
、
奥
羽
の
各
県
か
ら
の
集
団
移
民
に
ょ
っ
て
花
畔
村
、
生
振
村
が
開
村
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
原
野
の
開
拓
が
は
じ
ま

り
、
町
政
の
基
が
礎
か
れ
た
の
で
あ
る
。

人
0
は
、
そ
の
地
の
盛
衰
興
亡
を
も
っ
と
も
単
的
に
知
る
指
標
の
一
つ
で
あ
る
が
、
明
治
五
年
以
来
の
戸
数
(世

带
数
)
と
人
ロ



に
つ
い
て
、
北
海
道
庁
統
計
書
及
び
各
植
資
料
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
を
表
示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
注
)
一
、
石
狩
町
で
は
今
ま
で
町
誌
の
発
刊
が
な
く
、
大
正
時
代
に
入

っ
て
か
ら
町
勢

一
班
、
町
勢
要

を
発
行
し
て
お
る
が

そ
の
多
く
は
孫
引
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
昭
和
二
十
年
の
戦
災
に
よ
っ
て
役
場
庁
舎
が
焼
失
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
表

を
と

り

ま
と

め

る

に
つ
い
て
も
、
明
治
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
は
、
資
料
に
よ
っ
て
は
戸
数
、
人
口
に
碧
る
し
い
差

興
が
あ
り
、
確
証
を
得
ら
れ
な
い
の
で
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
記
載
し
、
今
後
の
調
査
に
譲

っ
た
。

ニ
、
石
狩
町
は
、
秋
季
の

漁
期
に
寄
留
者
が
多
く
、
定
住
心
も
少
い
こ
と
な
ど
の
理
由
が
、
明
治
、
大
正
の
人
口
を

一

層
不
正
確
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
大
正
七
年
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
国
勢
調

突
施
年
次
を
除
い
て
は
、
戸
数
と
人
口
が
同

一
資
料
で
な
い
も

の
が
あ
る
。

四
、

昭

和
ニ
十
七
年
以
降
は
、
国
勢
調
査
実
施
年
次
を
除
ぃ
て
は
、
住
民
登
録
人
ロ
歌
由
別
異
励
報
告
台
帖
の
九
月
末
日

現
在
数
を
記
載
し
た
。
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こ
れ
か
ら
み
る
と
、
明
治
初
期
に
は
開
拓
者
の
移
住
が
あ

っ
た
が
、
砂
地
瘠
薄
地
が
多
い
こ
と
と
、
石
狩
川
の
度a

な
る
洪
水
に

よ
る
被
害
な
ど
に
よ
り
農
家
戸
数
の
増
加
は
余
り
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
中
期
に
入
り
、
蛙
漁
と
そ
の
加
工
に
た
ず
さ
わ
る
戸
数
が
増

え
、
農
村
に
お
い
て
も
集
団
移
住
者
の

加
と
技
術
の
改
良
に
よ
る
経
営
の
安
定
化
が
戸
数
、
人
口
の
壻
加
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
、

さ
ら
に
五
ノ
沢
地
区
の
油
田
大

出
に
よ
っ
て
大
正
初
期
の

一
万
人
台
に
逹
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
狩
川
流
域
の
開
発
が
進

屁
す
る
に
と
も
な
い
、
町
の
主
産
業
で
あ
っ
た
漁
業
、
と

く

に

そ
の
主
魚
植
で
あ
る
鮭
漁
の
急
激
な
衰
退
と
、
地
力
の
減
退
に
よ
る

農
業
生
産
力
の
低
下
は
、
他
に
転
出
す
る
者
を
続
出
さ
せ
、
そ
の
傾
向
は
昭
和
二
十
年
の
終
戦
時
に
ま
で
及
ん
だ
。

L

か
し
、
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
る
自
作
農
の
坳
加
、
全
町
に
及
ぶ
造
田
に
よ
っ
て
農
業
経
営
は
安
定
し
、
品
種
改
良
、
経
営
技

術
の
改
善
な
ど
に
よ
っ
て
町
の
主
産
業
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
人
口
も
ほ
ぽ
横
ば
い
と
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
近
年
、
隣
接
す
る
札
幌

市
の
急
激
な
発
展
の
影

を
受
け
、
町
の
立
地
的
、
経
済
的
有
利
性
が
苒
認
識
さ
れ
、
道
路
整
備
と
相
俟

っ
て
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

住
宅
団
地
、
工
業

地
が
造
成
さ
れ
る
な
ど
、
に
わ
か
に
開
発
の
脚
光
を
浴
び
、
こ
れ
に
と
も
な

つ
て
戸
数
、
人
口
も

逐
年

増

加

し
、
今
日
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
傾
向
を
産
業
別
就
業
人

口
で
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第
二

編

石

狩

の
先
史

時
代

第
一
章

概

要

大
雪
の
山
奥
深
く
に
源
を
も

つ
石
狩
川
、
そ
の
河
口
を
抱
く
当
地
は
、
か

っ
て
先
史
時
代
に
も
漁
抓
の
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

日
本
海
と
内
陸
と
を
結
ぶ
石
狩
川
水
系
を
利
用
し
た
水
通
の
出
入
口
と
し
て
、
人
々
の
利
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
歴
史

時
代
に
入

っ
て
か
ら
は
、
次
第
に
漁
抓
が
不
振
に
な
る
と
と
も
に
漁
場
と
し
て
の
役
割
は
薄
れ
、
ま
た
、
鉄
道
や
道
路
が
作
ら
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
水
運
の
出
入
口
と
し
て
の
役
割
も
持
ち
得
な
く
な

っ
た
。

さ
て
、
こ
の
時
期
よ
り
以
前
、
す
な
わ
ち
、
今
日
の
石
狩
町
が
築
き
あ
げ
ら
れ
る
よ
り
も
以
前
の
時
代
に
、
こ
の
地
で
は
ど
の
よ

う
に
人
々
の
生
活
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
代
は
文
献
資
料
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
、
先
史
時
代

と

呼
ば
れ

る
。
石
狩
町
の
先
史
時
代
の
開
始
は
、
現
在
知
り
得
る
資
料
に
も
と
づ
く
な
ら
ぱ
、
今
か
ら
お
よ
そ
六
、◦〇

〇

年
ほ
ど
も
昔
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
類
が
人
類
と
し
て
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
の
は
、
そ
の
百
倍
を
も
越
え
る
昔
の
こ
と
な
の

で
あ

る
。言

語
の
使
用
、
火
の
使
用
、
直
立
二
足
步
行
な
ど
が
、
人
類
を
ほ
か
の
動
物
か
ら
区
別
す
る
点
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て

道
具
の
製
作
お
よ
び
そ
の
伝
統
的
な
使
用
も
人
類
を
人
類
た
ら
し
め
る
理
由
と
な
さ
れ
て
お
り
、
今
我
々
は
、
過
去
の
人
類
の
文
化

所
産
で
あ
る
そ
の
よ
う
な
遺
物
に
よ
っ
て
、
先
史
時
代
の
文
化
を
ふ
り
返

っ
て
み
よ
う
とL

て
い
る
。

初
期
の
人
類
は
'
植
物
や
昆
虫
類
、
小
動
物
な
ど
を
食
料
資
源
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
狸
得
を
容
易
に
す
る
た
め
に
道
具
を
作

り
、
ま
た
、
こ
れ
を
用
い
発
逹
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
人
類
は
長
い
時
代
を
通
し
て
よ
り
便
利
な
道
具
を
作
り
出
し
、
こ
の
こ
と
に
よ

第
二

編

石

狩

の

先
史

時
代

八
三



第
二
欏
石

狩
の

先
史

時
代

八
四

っ
て
、
食
料
資
源
の
範
囲
を
よ
りffl

富
に
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
、
我
々
が
日
本
の
文
化
を
考
え
て
み
る
と
き
、
我
々
の
食
料
資
源
は
農
業
に
よ
っ
た
り
、
漁
撈
に
よ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
、
動
物
飼
育
によ

_っ

た
り
し
て
獲
得
さ
れ
る
こ
と
が
主
体
で
あ

っ
て
、
狩
狐
に
も
と
づ
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
我
々
の
遠
い
祖
先
達
は
、
励
物
の
飼
育
や

業
に
よ
ら
な
い
漁
撈
を
主
と
し
た
、
あ
る
い
は
、
漁
撈
よ
り
も
狩
抓
を
主

と
し
た
生
活
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
食
料
資
源
の
獲
得
を
、
主
と
し
て
狩
猫
に
よ
っ
て
い
た
獲
得
経
済
の
時
代
か

ら
、
今
日
の
日
本
に
お
け
る
よ
う
に
農
業
を
主
と
し
た
生
産
絰
済
の
時
代
へ
の
移
行
が
、
い
つ
頃
起
こ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
は
、
世
界
の
各
地
でI

様
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
文
化
史
の
復
元
に
関
し
て
は
考
古
学

に
負
う
古
こ
ろ
が
多
き
い
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
本
邦
か
ら
は
、

一
◦
数
万
年
ほ
ど
前
と
考
え
ら
れ
て
い
る
石
器
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
に
お
い
て
は
、
白
滝
造
跡
第
一
三
地
点
か
ら
出
土
し
た
、
黒
耀
石
の
水
和
層
の
年
代
測
定
に

よ
っ
て

、I

八
、〇

〇
o

年C
1

八
、〇

〇
〇
B
.
P
)

前
ほ
ど
と
筇
定
さ
れ
て
い
る
石
器
が
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
も
っ
と
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
狩

猁
を
主
と
し
た
狴
得
経

济
の
時
代
に
お
け
る
所
産
で
あ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
代
の
北
海
道
に

お
い
て
は
、
生
活
資
源
を
求
め
て

一
定
の
範
域
を
漂
泊
す
る
食
料
採
集
民
の
小
集
団
、
す
な
わ
ち
バ
ン
ド
か
、
も
し
く
は
数
家
族
ほ

ど
を
単
位
と
し
た
集
団
に
よ
っ
て
季
節
的
に
頻
繁
な
移
住
生
活
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
往
時
の
励
物

相
、
往
時
の
人
々
の
文
化
所
産
、
と
く
に
石
器
や

跡
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
な
ど
か
ら
首
肯
さ
れ
る
。

や
が
て
、
こ
の
よ
う
な
集
団
は
、
よ
り
大
き
な
ま
と
ま
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
狩
狐
が
食
料
資
源
狸
得
の

一

分
野
と
さ
れ
つ
つ
も
、
漁
撈
*か
よ
り
大
き
な
比
12
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
集
落
の
安
定
性
が
よ
り
強
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
傾
向
と
と
も
に
、
各
集
落
間
の
関
係
は
よ
り
密
接
に
も
し
く
は
よ
り
固
定
的
と
な
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
部
族
的
な
ま
と

ま
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
は
、
よ
り
広
い
概
念
と
し
て
の
民
族
的
な
ま
と
ま
り
に
ま
で
発
展

す
る
。
集
落
の
安
定
性
が

し
た
こ
と
は
、
住
居
の
頻
繁
■な
移
励
に
と
っ
て
不
便
な
土
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、



長
期
間
に
亘
っ
て
一
定
の
地
に
墓
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ

の
よ
う

に
し
て

、

北
海
道
に
お
け
る
先
史
時
代
は
、
数
家
族
も
し

く

は

バ

ン
ド
ほ
ど
の

集
団
が
狸
物
を
求
め
て
季
節
的
な
移
住

を
な
し
て
い
た
時
代
か
ら
、
集
落
を
な
す
各
集
団
の
関
係
が
互
い
に
よ
り
密
接
と
な

っ
た
段
階
の
部
族
的
レ
べ
ル
の

文
化
の
時
代
を

経
て
、
さ
ら
に
末
期
に
至

っ
て
は
、
民
族
レ
ベ
ル
の
文
化
的
ま
と
ま
り
を
示
す
時
代
に
ま
で
到
達
し
た
。
こ
の
後
、
北
海
道
は
世
界

的
な
文
化
の
影
響
の
及
ぶ
国
家
レ
べ
ル
の
文
化
の
時
代
に
入
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
は
明
治
期
以
降
で
あ
る
。

次
に
、
当
石
狩
町
に
お
け
る
地
理
的
環
境
と
こ
れ
ま
で
に
菇
見
さ
れ
て
い
る
逍
跡
群
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

人
類
誕
生
の
時
代
と
さ
れ
て
い
る
第
四
紀
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
を
占
め
る
前
半
期
は
、
洪
猹
世
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
開
始
を
今
か

ら
六〇

万
年
前
と
か
、

一〇
o

万
年
な
い
し
は
ニ〇

〇

万
年
前
に
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
の
時
代
は
、
氷
河
時
代
と
も
呼
ば
れ
、
幾
度

か
寒
冷
な
時
期
を
迎
え
た
。
そ
れ
ら
寒
冷
な
時
期
は
水
河
期
と
呼
ば
れ
、
そ
のM

著
な
時
代
が
四
回
あ

っ
た
。
氷
河
期
に

つ
い
て

は
、

ョ
ーP

ッ
。ハ
の
ア
ル
ブ
ス
の
例
に
関
す
る
研
究
が
古
く
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
四
回
の
氷
河
期
に
は
そ
れ
ぞ
れ
'

ギ

ュ
ン

ッ

(
六〇

万
年
〜
五〇

万
年
前
〕
、
ミ
ン
デ
ル
(四
0
万
年
~
三
五
万
年
前
)
、
リ
ス
(
ニ
〇
万
年
~
ー
五
万
年
前
)
、
グ
ル
ム
(五

万
年
〜
ニ
.
五
万
年
前
)
の
ご
と
く
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

永
河
期
と
氷
河
期
と
の
間
は
、
間
氷
期
と
呼
ば
れ
、
温
暖
な
時
代
で
あ

っ
た
。
グ
ル
ム
氷
期
の
最
後
の
寒
冷
期
に
後
続
す
る
時
代

は
後
氷
期
と
呼
ば
れ
、
漸
次
的
に
温
暖
化
が
進
み
、
今
か
ら
数
千
年
前
ほ
ど
を
そ
の
頂
点
と
し
、
以
降
次
第
に
今
日
の
ご
と
く
に
な

っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
気
候
の
変
化
は
、
汎
世
界
的
な
規
模
で
起

っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
海
水
面
の
#
降
に
密
接

な
関
速
を
も
っ
て
い
た
。
気
候
の
寒
冷
化
に
つ
れ
て
海
水
面
の
下
降
つ
ま
り
海
退
が
起
こ
り
、
温
暖
化
に
つ
れ
て
海
水
面
の
上
畀
つ

ま
り
海
進
が
起

っ
た
。
.洪
積
世
に
は
幾
度
も
の
海
退
と
海
進
が
操
返
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
代
後
半
期
に
お
け
る
そ
れ
は
、
人
間
の
諸

活
励
に
大
き
な
影

を
及
*ほ
す
結
來
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
考
古
学
上
の
成
來
と
と
も
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
今
問
題
と
す
る
の
は
、
海
水
面
が
現
在
に
比
べ
て

|〇
〇
~

一
三〇

m

ほ
ど
も
低
か

っ
た
と
さ
れ
る
最
後
の
寒
冷
期
か
ら
、
そ

の
現
在
よ
り
数g

な
い
し

一〇
s

ほ
ど
高
か

っ
た
と
さ
れ
る
海
進
の
頂
点
の
時
期
を
経
て
、
今
日
の
そ
れ
に
近
づ
く
ま
で
の
そ
の
昇
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代
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降
で
あ
る
。
ま
た
、
最
後
の
寒
冷
期
の
海
退
は
、
始
め
て
北
海
道
へ

人
々
が
渡
来
す
る
た
め
の
好
条
件
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
史
の
章
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

当
石
狩
町
に
お
け
る
逍
跡
に
つ
い
て
も
海
退
や
そ
の
後
に
起
る
海
進
、
あ
る
い
は
、
汀
線
が
現
在
に
お
け
る
よ
う
に
も
ど
る
過
程

な
ど
と

の
関
連
の
上
で
考
え
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
海
進
は
、
今
か
ら
約
五
、〇

〇
〇

年
ほ
ど
前
が
頂
点
で
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
汀
線
が
現
在
に
比
べ
て
ど
れ
ほ
ど
内
陸
部
へ
食
い
込
ん
で

い
た
か
に

つ
い
て
は
、
そ
の
前
後

に
お
け
る
地
殼
の
変
動
、
火
山
降
灰
物
、
河
川
な
ど
に
よ
る
堆
稂
作
用
、
浸
食
作
用
、
泥
炭
屈
の
形
成
な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
素
と

の
関
遮
を
考
虛
し
た
上
で
判
断
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
現
象
は
各
地
に
お
い
て
差
違
が
あ
る
の
は

当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、
石
狩
湾
地
域
に
お
い
て
は
、
現
在
の
漂
高
一
〇
数
£
ほ
ど
の
付
近
に
汀
線
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
れ

が
事
実
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
に
あ

っ
て
は
、
高
岡
台
地
と
紅
葉
山
砂
丘
列
の

一
部
を
除
く
低
地
は
、

水
面
下
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
状
態
で
あ
っ
て
、
居
住
地
と
し
て
は
適
さ
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
紅
葉
山
砂
丘
列
は
、
そ
の
形
成
時
期
が
こ
の
海
進
の
は
る
か
に
以
前
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
海
進
時
に
あ

っ
て

も
海
面
下
に
没
し
去
る
こ
と
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
点
で
は
往
時
す
で
に
居
住
の
可
能
な
地
域
で
あ

っ
た
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
南
西
部
と
北
鬼
部
と
は
現
在
の
標
高
で

l
〇
m

を
越
え
て
お
ら
ず
、
海
進
の
頂
点
時
に
は
水
面

下
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
砂
丘
は
孤
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
も
し
砂
丘
が
人
々
の
必
要
と
す
る
よ
う
な
植
物
群

の
生
育
に
と
っ
て
適
地
で
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
ま
で
を
推
論
し
て
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
海
進
の
頂
点
時
前
後
に
は

こ
こ
に

居
住
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
薄
い
と
い
う
憶
測
も
で
き
る
。

こ
の
海
進
の
頂
点
が
過
ぎ
る
と
、
海
水
面
は
若
干
の
昇
降
を
繰
返
し
な
が
ら
、
現
在
の
そ
れ
に
近
づ
い
た

。
そ
し
て
、
こ
の
海
退

は
次
第
に
居
住
可
能
な
地
域
を
低
地
へ
と
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。

現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
当
町
に
所
在
す
る
造
跡
は
数
十
個
所
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
立
地
に

つ
い
て
や
年
代
に

関

し
て
は

、

石
狩
湾
に
お
け
る
海
水
面
の
変
化
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
の
上
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
の



ご

と

く

第
三
章
後
半
で
考
察
す
る

こ
と
に
す
る
。

次
に
、
造
跡
の
性
格
の
地
理
的
側
面
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

北
海
道
の
先
史
時
代
の
文
化
は
、
他
地
域
か
ら
の
直
接
も
し
く
は
間
接
的
な
伝
播
に
よ
る
と
こ
ろ
が
太
で
あ
る
が
'
そ
の
経
路
と

し
て
は
以
下
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〇

大
陸
か
ら
樺
太
を
経
、
海
を
越
え
て
北
海
道
に
至
る
経
路
。

〇

大
陸
か
ら
千
島
列

を
経
て
北
海
道
に
至
る
経
路
。

〇

大
陸
沿
岸
か
ら
直
接
に
海
を
渡

っ
て
北
海
道
に
至
る
経
路
。

〇

本
州
か
ら
海
を
越
え
て
北
海
道
に
至
る
経
路
。

こ
の
よ
う
に
し
て
新
し
い
文
化
あ
る
い
は
そ
の
担
い
手
達
が
北
海
道
へ
至
っ
た
。
時
に
は
こ
の
経
路
を
逆
に
文
化
が
北
海
道
か
ら

他
の
地
へ
と
拡
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
て
道
内
各
地
に
広
が

っ
た
文
化
は
、
必
ず
し
も
北
海
道
全
域
に

一
様
に
は
及
ば
な
か

っ
た
。

北
海
道
の
先
史
時
代
の
文
化
は
、
巨
視
的
に
み

る
な

ら

ば

、

道
北
東
部
の
文
化
と
道
西
南
部
の
文
化
に
大
別
す
る

こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
し
て

、

こ

れ

ら
の

両
者
を
分
つ
の
は
石
狩
地
方
と
苫
小
牧
付
近
も
し

く

は

日
高
地
方
を
結
ぶ
地
帯
で
あ
る

。

そ
し
て

、

札
幌

.

苫
小
牧
低
地
帯
は
、
と
く
に
そ
れ

ら

両
者
の
文
化
の
接
触
地
帯
と
も

い

う
べ
き
緩
衝
地

で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
先
史
時
代
を
通
し
て
、
北
方
大
陸
か
ら
樺
太
あ
る
い
は
千

を
経
て
北
海
道
へ
と
伝
え
ら
れ
た
文

化
は
、
本
道
を
経
て
本
州
方
面
へ
ま
で
波
及
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
し
、
ま
た
逆
に
、
本
州
か
ら
伝
え
ら
れ
た
文
化
は
、

本
道
を
経
て
樺
太
あ
る
い
は
千
島
方
面
へ
と
及
ぶ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
先
史
時
代
に
お
い
て
は
北
海

道
全
域
が
北
方
か
ら
の
文
化
と
南
方
か
ら
の
文
化
の
緩
術
地
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

石
狩
町
は
札
幌
.
苫
小
牧
低
地

带
の
北
辺
に
位
6
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
道
東
北
部
的
文
化
と
西
南
部
的
文
化
と
が
交
錯
し
て
い

る

。

ま
た
、
札
幌

.
苫
小
牧
低
地

北
半
の
文
化
と
も
い
う
べ
き
地
方
的
特
色
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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次
い
で
、
第
二
章
の
通
史
の
時
代
区
分
に
関
し
て
若
干
述
べ
て

お
く
。

北
海
道

の
先
史
時
代
の
時
代
区
分
の
方
法
に

つ
い
て
は
、

一
つ
に
は
、
先
土
器
時
代
丨
縄
文
式
土
器
時
代

(
早
期
、

前
期

、

中

期
、
後
期
、
晚
期
の
五
期
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
に
先
行
す
る
草
創
期
を
加
え
た
六
期
に
細
分
さ
れ
て
い
る
)
と
、
本
州
に
お
け
る

場
合
と
同
様
に
見
做
す

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
続
い
て
は
、
と
く
に
北
海
道
に
関
し
て
の
み
、
続
縄
文
時
代i

擦
文
式
土
器
時
代

の
ご
と
く
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
北
海
道
に
関
し
て
の

み
縄
文
式
土
器
時
代
を111

期
に
区
分
す
る
方
法
も
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
時

代
区
分
は
次
の
よ
う
に
し
た
。

す
な
わ
ち
、
北
海
道
の
先
史
時
代
は
、
生
業
の
狩
狐
が
主
と
な
っ
て
い
た
前
期
と
、
こ
れ
に
続
く
狩
獬
よ
り
も
漁
撈
が
主
な
る
生

業
と
さ
れ
て
い
た
後
期
と
に
大
別
し
得
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
文
化
の
内
容
が
前
期
に
比
し
て
よ
り
明
ら
か
な
後
期
を

七
期
に
細
分
し
、
第I

期
〜
第

期
ま
で
と
し
た
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
時
代
区
分
は
、
連
続
的
な
流
れ
を
持
つ
人
々
の
文
化
の
歩
み
を
、
段
階
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
文
化
の
断
続
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
、
通
史
に
入
る
に
あ
た

つ
て
、
さ
ら
に

こ
こ
に
記
し
て
お
く
必
要
の
あ
る
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
先
史
時
代
の
人
間
の
諸
活
励
を
考
え
る

に
あ
た

っ
て
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
、
当
石
狩
町
を
ほ
か
の

市
町
村
と
区
別
し
て
い
る
町
の
行
政
区
函
は
先
史
時
代
の
人
々
に
よ
る
領
域
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
先
史
時
代
に
は
、
高
く
け
わ
し
い
山
や
丘
陵
、
歩
行
や
水
行
の
困
難
な
湿
地
帯
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
河
川
や
湖
沼
や
海

な
ど
も
人
々
の
活
動
範
囲
を
限
定
す
る
も
の
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
以
下
に
石
狩
町
に
お
け
る
先
史
時
代
に

つ
い
て
述
べ
る
に
あ
た

っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
点
を
考
虛
し
た
上
で
、
札
幌

•
苫
小
牧
低
地
帯
の
北
部
、
石
狩
湾

ほ
ど
の
あ
る
程
度
莫
然
と
し
た
地
域
を

舞
台
と
し
て
想
定
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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八〇
〇
〇

年
前
〕

北
海
道
に

お
け
る
人
類
史
の

黎
明
期
と
し
て
の
前
期
の
始
め
が

い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
確
か
な
こ
と

は

い
え
な

い
。
そ
の
究
明
は
、
さ
ら
に
今
後
の
考
古
学
的
研
究
調
赶
活
励
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
知
り
得
る
限
り
の
最
古
の
資
料
を

重
ん
じ
た
想
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
今
か
ら
お
よ
そ
ニ〇

、
〇
〇
〇

年
ほ
ど
以
前
の
頃
で
あ

っ
た
ろ
う
。

ニ〇
、
〇
〇
〇

年
前
の
北
海
道
、
そ
の
往
時
は
ど
ん
な
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
今
、
地
質
学
、
古
地
理
学
、
古
生
物
学
な

ど
の
研
究

に
も
と
づ
い
て
往
時
の
自
然
環
境
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
洪穑

世
最
後
の
永
拗
、
ヴ
ル
ム
永
期
の
最

後
の
寒
冷
期
が
過
ぎ
る
と
、
気
候
は
汎
世
界
的
に

温
暖
化
に
む
か
う
。
そ
し
て
、
こ
の
温
暖
化
は
、
日
本
に
お
い
て
は

い
わ
ゆ

る

「
紐
文
海
進
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
と
こ
ろ
の
海
進
の
頂
点
時
に
向
っ
て
進
行
し
て
い
く
。
当
期
が
こ
の
よ
う
な
温
暖
化
に
む
か

っ
て

い
た
時
代
で
あ

っ
た
と
は
い
え
、
当
時
の
植
物
相
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
は
ま
だ
現
在
よ
り
は
や
や
寒
冷
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
北

海
道
に
は
、
樺
太
の
北
半
の
よ
う
に
北
海
道
よ
り
や
や
気
温
の
低
い
地
方
の
植
物
相
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
北
海
道

の
高

山
植
物
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
植
物
群
が
よ
り
低
地
に

ま
で
及
び
、
グ
ィ
マ
ツ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ツ
な

ど
か
ら
な
る
森
林
が
、
比
較
的
温
暖
な
地
域
に
生
育
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
環
捷
に
あ
っ
て
ト
ナ
カ
ィ
、

マ
ン
モ
ス
、
オ

ォ
カ
ミ
、H
'/

シ
カ
な
ど
の
動
物
群
が
山
野
を
彷
徨
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
往
時
の
人
々
の
狩
狐
の
対
象
は
、
主
と
し
て
、
ト
ナ
カ

ィ
を
始
め
と
す
る
陸
上
の
励
物
群
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
代
に
は
、
海
面
が
現
在
の
そ
れ
よ
り
は
数

|〇

£
か
ら
ー
〇
〇
数
|〇
8
も
低
く
、
大
陸
東
端
の
沿
海
州
と
樺
太
を
隔
て
る
間
宮
海
峡
(
タ
タ
ー
ル
海
峡
)
、
樺
太
と
本
道
を
隔
て

る
宗
谷
海
峡
が
陸
路
の
よ
う
な
状
態
で
あ

っ
た
。
こ
の
両
陸
橋
を
渡

っ
て
北
海
道
に

至

っ
た
人
々
の
集
団
の
規
模
は
、
ま
だ
小
さ
な

パ
ン
ド
ほ
ど
で
あ
っ

た
ろ
う
。
彼
ら
は
石
刃
手
法
と
呼
ば
れ
る
、

一
定
の
形
に
整
え
た
石
核
か
ら
数
多
く
の
同
形
の
石
片
を
刹
ぎ
と

第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

八
九



第
二
編

石
狩
の

先
史

時
代

九〇

る
技
術
を
持

っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
石
片
は
さ
ら
に
若
干
の
加
工
を
施
こ
さ
れ
て
幾
種
類
か
の
石
器
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
。
そ
れ
ら
石
器
の
諸
特
徴
や
祖
合
せ
に
よ
っ
て
は
、
時
代
差
を
段
階
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
北
海
道
に
お
け
る

こ
の
時
代
の
石
器
の
時
代
的
移
り
は
大
略
次
の
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
石
刃
お
よ
ぴ
そ
れ
を
剝
離
す
る
た
め
に
整
え
ら
れ
た
石
核
、
舟
底
型
石
器
な
ど
を
セ
ッ
ト
す
る
時
期
か
ら
、
こ

れ
ら
に
尖
頭
器
の
加
わ
る
時
期
、
さ
ら
に
は
彫
刻
器
、
搔
器
あ
る
い
は
細
石
刃
の
加
わ
る
時
期
を
経
て
、
矢
の
鈸
と
し
て
用
い
ら
れ

た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
有
舌
尖
頭
器
の
加
わ
る
時
期

へ
と
変
遷
す
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
狩
鉗
も
し
く
は

そ
れ
に
間
接
的
に
関
逋
を
有
す
る
道
具
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
道
具
を
作
る
た
め
の
道
具
で
あ

っ
て
、
北
海
道
に

お

い
て
は
ま
だ
、
石
器
群
の
中
に
往
時
漁
撈
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
ほ
ど
の
証
拠
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
骨
角
器
に
つ
い
て
は
、
そ
の
も
の
の
発
見
例
は
な
い
が
、
そ
の
加
工
具
と
し
て
の
彫
刻
器
あ
る
い
は
®

石
と
思
わ
れ
る
も
の
が

発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

骨
角
器
の
製
作
に
あ
た

っ
て
は
、
石
器
の
場
合
と
は
連

っ
た
加
工
方
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
代
の
石
器
作
り
の
方
法

で
あ
る
打
擊
に
よ
る
加
工
方
法
は
、
動
物
の
骨
や
角
を
加
工
す
る
方
法
と
し
て
は
あ
ま
り
適
当
で
は
な
か

っ
た
。
動
物
の
骨
や
角
を

加
工
す
る
に
は
、

一
つ
に
は
研
磨
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
鋭
利
な
石
器
の
刃
に
よ
る
切
断
や
彫
り
込
み
も
な
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
方
法
は
石
器
作
り
に
あ
た

っ
て
は
な
さ
れ
な
か

っ
た
加
工
方
法
で
あ

っ
た
。
研
磨
の
技
術
は
、
前
期
後
半
に
な

っ
て
顕
著
と
な

る
。
こ
の
技
術
は
ま
た
、
切
断
の
た
め
の
擦
切
り
や
穴
あ
け
の
た

め
の
キ
リ
も
み
穿
孔
と
無
縁
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
骨
角
器

作
り
の
こ
れ
ら
の
三
技
術
、
す
な
わ
ち

、
研
磨
、
擦
切
り
、
穿
孔
手
法
は
、

前
期
終
末
か
ら
は
石
器
の
加H

に
あ
た

っ
て
の
方
法

と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
後
期
の
ほ
•ほ
全
般
に
一旦
っ
て
、
こ
の
技
術
は
石
器
作
り
の
た
め
の
技
術
と
も
な

っ
て
い
た
。
旧
石
器
時
代

が
打
製
石
器
の
時
代
、
新
石
器
時
代
が
磨
製
石
器
の
時
代
と
ま
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
し
、
こ
の
新
し
い
石
器
の
加
工
方
法
は
人
類
の

技
術
発
達
史
の
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
期
終
末
か
ら
後
期
初
頭
に

か
け
て
は
、
北
海
道
に
こ
れ
ま
で
と
はI

段
と
違

っ
た
新
来
の
文
化
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
の



担
い
手
達
と
共
に
及
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
季
節
的
移
住
は
な
し
た
に
せ
よ
、
そ
れ
ま
で
に
比
し
て
は
よ
り
住
居
の
安
定
性
を

得
て
、
北
海
道
の
各
地
に
広
く
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
か
ら
後
期
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

第

二

節

後

期

(
約
八0
〇
〇

年
〜I

〇
〇

年
前
)

狩
狐
を
主
体
と
し
た
文
化
の
担
い
手
達
は
、
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
化
を
今
ま
で
と
は
著
し
く
変
本
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
革
は
世
界
史
的
な
で
き
ご
と
で
あ

っ
た
。
旧
大
陸
東
端
部
の
日
本
に
お
い
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
以
前
、
つ
ま
り
前
期
に

お
い
て
は
な
か

っ
た
新
し
い
道
具
や
技
術
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
我
々
は
そ
れ
ら
か
ら
し
て
、

往
時
の
人
々
の
生
業
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
海
道
に

あ
っ
て
は
、
小
形
の
石
刃
を
加
工
し
て
作
ら
れ
た
石
男
鉞
あ
る
い
は
ほ
か
の
加
工
方
法
に
よ
る
石
鈸
の
出
土
に

よ
っ

て
、
弓
矢
を
用
い
た
冏
接
的
な
狩
»
の
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
扁
平
な
石
の
端
部
を
打
欠
い
て
糸
懸
り
と

し
た
打
欠
き
式
石
！
；の
出
土
に
よ
っ
て
は
、
網
を
用
い
た
漁
楹
が
狩
狐
に
も
増
し
て
重
要
な
生
業
と
な
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
前
期
末
に
お
け
る
骨
角
器
の
加
工
技
術
で
あ

っ
た
研
磨
、
擦
切
、
穿
孔

の
技
術
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
擦
切
磨
製
石
斧

(
そ
の
も
っ
と
も
古
い
グ
ル
！
プ
の
も
の
に
は
柄
部
の

一
個
所
に
両
面
か
ら
の
穿
孔
作
業
に
よ
っ
て
貫
通
せ
ら
れ
た

一
孔
を
も
つ
も

の
が
あ
る
〕
に
よ
っ
て
は
、
木
製
品
の
作
ら
れ
た
こ
と
を
も
想
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
木
製
品
中
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
舟
で

あ

っ
た
ろ
う
。
舟
は
漁
撈
に
あ
た

っ
て
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
交
通
の
便
に
も
役
立

っ
た
。

さ
ら
に
、
不
燃
性
の
容
器
と
し
て
の
土
器
作
り
お
よ
び
そ
の
使
用
は
、
住
居
の
@
か
れ
る
期
間
の
上
で
の
安
定
性
と
あ
る
程
度
の

相
関
関
係
を

も
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
土
器
は
調
理
や
食
料
貯
蔵
に
と
っ
て
も

大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
。
そ
れ

は
ま
た
、
当
後
期
の
ほ
ぽ
全
般
、
末
期
近
く
ま
で
作
ら
れ
て
い
た
が
、
時
代
と
共
に
い
ろ
い
ろ
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ

ら

は
、
筆
者
逹
に
よ
っ
て
編
年
的
な
性
格
を
も
合
せ
て
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

一

初
期

平
底

(
尖
底
〕

土
器
群

第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

九

一



第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

九
ニ

ニ

円
底

.
尖
底
土
器
群

三

筒
形
平
底
土
器
群

四

多形

土器

群

五

続

多
形

土
器

群

六

擦
文

•
オ
ホ
ー
ッ
ク
式
土
器
群

こ
れ
に
後
続
す
る
の
は

、
土
器
に

代
る
鉄
器
、
木
器
の
時
代
、

つ
ま
り
土
器
の

な
い
時
代
、
さ
ら

に
い
い
換
え
る
な
ら

ば
、

ア
ィ

ヌ
期
に
相
当
す
る
時
代
で
あ
る
。
な
お
、
後
期
の
細
区
分
さ
れ
た
7
期
は
、
以
上
の
土
器
に
関
す
る
7
期
に
ほ
ぽ
ー
致
す
る
。

後
期
初
頭
の

新
し
い
文
化
は

土
器
の
出
現
に

加
え
て

、
石
器
の

多
様
化
が

著
し
く
な

っ
て
い
る
点
か

ら
も
特
徴
づ
け

る
こ
と
が
で

き
1
う
。

そ
の
ほ
か

、
竪
穴
式
住
居
群
や
竪
穴
式
墳
墓
群
の
形
式
な

ど
に

つ
い
て
も
ま
た
そ
の

よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、

今
、
我
々
は
こ
の
後
期
に
つ
い
て
次
に
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第

I

期

(約
八
〇
00
年
～
六
五
0
0
年
前
)

既
述
の

よ
う
な
新
し
い
文
化
の

波
が
相
次
い
で

北
海
道

の
各
地
に

拡
が

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
時
代
が

始
ま
る
。
狩
狐
よ
り
漁

撈
を
主
と
し
た

こ
の
新
し
い
生
業
形
態
に
伴

っ
て
、
居
住
地
は

海
岸
や
入
江
に

面
し
た
台
地
が

選
ば
れ

る
こ
と

が

多
か

っ
た
。
ま

た
、
前
期
に
お
け
る
数
家
族
な
い
し
バ
ン
ド
ほ
ど
の
ま
と
ま
り
を
単
位
と
乙
た
小
規
模
な
集
団
に
よ
る
漂
泊
的
移
住
生
活
あ
る
い
は

そ
れ
に

近
い

生
活
に

対
し
て
、
こ
の
時
代
に
は

、
本
住
い
の

住
居
を

置
い
た
生
活
の

根
拠
地
を

な
す
地
域
が
あ

っ
て
、
ほ
か
に

季
節

的
に
狩
狐
や
漁
撈
の

た
め
の

一
時
的
に

仮
設

さ
れ
た
簡
単
な
住
居
に

住
う
棣
式
の
生
活
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
居
住

形
態
は

後
期

を
通
し
て
続
い
た

が
、
そ
の
出
発
点
は

す
で
に

こ
の
当
第I

期
に

お
い
て
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
期

の
住
居
の

プ
ラ
ン

(平
而
図
)は
円
形
ま
た
は
や
や
長
円
形
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
掘
り
く



ぼ
め
て
竪
穴
式
住
居
が«

築
さ
れ
た
。
狩
小
屋
と
し
て
は
、
よ
り
簡
易
な
描
造
の
も
の
が
平
地
の
上
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
発
見
例
が
な
い
の
で
確
証
の
限
り
で
は
な
い
。
竪
穴
式
住
居
内
に
は
、

が
あ
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
る
。

居
住
地
の
安
定
と
と
も
に
、
菡
地
も
長
期
間
に
亘
っ
て
一
定
の
地
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
般
に
後
期
の
墳
墓
は
、
竪

穴
式
墳
墓
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
プ
ラ
ン
は
円
形
ま
た
は
長
円
形
の
場
合
が
多
く
、
墓
拡
は
こ
.の
中
を
数

一
〇
§

か
らI

I

m

数

一
〇
§

ほ
ど
掘
り
く
ぼ
め
て
い
る
。
ア
ィ
ヌ
期
を
除
く
な
ら
ば
、
逍
体
は
屈
葬
に
よ
っ
て
埋
葬
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

こ
の
埋
葬
方
法
は
、
す
で
に
当
第I

期
か
ら
そ
の
明
ら
か
な
様
式
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
当
期
に
入
っ
て
、
食
生
活
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
生
業
と
な

っ
た
漁
撈
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
も
若
干
ふ
れ
た
が
、

そ
の
方
法
に
は
網
漁
撈
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
石
器
の
中
に
鈷
と
し
て
の
機
能
を

推
测
し
得
る
よ
う
な
尖
頭
器
が
あ
る
こ
と
や
、
前
期
に
お
い
て
す
で
に
認
め
ら
れ
る
石
»
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
を
考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
刺
突
し
て
獲
得
す
る
漁
法
も
あ
っ
た
こ
と
を
憶

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、

こ
れ
ら0

漁
撈
に
は
舟
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
当
期
は
、
土
器
に
も
と
づ
く
時
代
区
分
に
従
え
ば
、
初
期
平
底

C

尖
底
)
土
器
時
代
に
あ
た
る
。
現
在
、
北
海
道
か

ら
発
見
さ
れ
て
い
る
当
期
の
土
器
群
に
は
、
前
後
関
係
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
グ
ル
！
プ
が
、
大
別
し
て2

グ
ル
ー
プ
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
よ
り
古
い
時
期
の
も
の
に
は
、
ほ
と
ん
ど
文
様
ら
し
い
も
の
を
も
た
な
い
土
器
群
や
、
貝
殼
あ
る
い
は
そ
れ
に
代
る
工
具

に
よ
っ
て
整
形
さ
れ
た
り
、
文
様
の
描
か
れ
た
り
し
た
土
器
群
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
釧
路
地
方
で
知
ら
れ
て
い
る
大
楽

毛
式
土
器

(
仮
称
)
、
東
釧
路I

式
土
器
、
沼
尻
式
土
器
な
ど
、
あ
る
い
は
、
枝
幸
町
岡

川
尻
造
跡
の
土
器
や
網
走
市
桂
ヶ
丘
の

土
器
な
ど
が
そ
の
な
か
ま
で
あ
る
。
十
勝
地
方
で
は
、
あ
か
つ
き
式
土
器
、
下
頃
辺
式
土
器
、
大
樹
式
土
器
の一

部
な
ど
が
そ
れ
で

あ
り
、
日
高
地
方
で
は
田
原A

式
土
器
や
マ
ゥ
タ
サ
ッ
プ
式
土
器
が
こ
の
同
じ
な
か
ま
に
®
す
る
。
札
幌

.
苫
小
牧
低
地
帶
周
辺
で

は
、
虎
杖
浜
式
土
器
、
上
坂
式
土
器
、

ア
ル
ト
リ
式
土
器
の
ほ
か
、
江
別
市
坊
主
山
、
札
幌
市
平
岸
坊
主
山
、
月
形
町
中
小
屋
新
墾

藤
学
園
な
ど
の
各
地
か
ら
出
土
し
て
い
る
も
の
に
類
似
の
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
渡

半
島
で
は
、
住
吉
町
式
土

第
二

編

石

狩
の
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器
、
根
崎
式
土
器

C

仮
称
)
、
ト
ノ
マ
式
土
器

(仮
称
)
な
ど
が
こ
の
類
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
、
渡
鳥
半

か
ら
の
住
吉

町
式
土
器
の
な
か
ま
は
、
道
央

.
道
東
北
部
か
ら
出
土
の
類
似
の
も
の
が
平
底
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
尖
底
な
い
し
、
特
徴
的
な
乳

房
状
尖
底
を
有
す
る
が
、
貝
殼
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
文
様
に
関
す
る
限
り
、
両
者
が
ま
っ
た
く
別
の
起
源
を
持
つ
も
の
と
は
考
え
難

い
の
で
、
大
き
く
は
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
次
い
で
こ
ん
ど
は
撚
紐
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
編
ん
だ
り
、
組
ん
だ
り
、
辟
に
巻
き
つ
け
た
り
し
て
、
土
器
面
に
押

し
つ
け
、
も
し
く
は
、
回
転
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
文
様
を
施
こ
し
た
土
器
群
が
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
、
柬

路!
•
m

式
土
器
、
滞
幌
式
土
器
、
苫
別
式
土
器
、
田
原B

式
土
器
、
タ
ン
ホ
ト
ゥE

式
土
器
、
幌
岡
式
土
器
、
梁
川
町
式
土
器
な

ど

で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
浦
幌
式
土
器
や
こ
れ
に
後
続
す
る
ほ
ど
の
年
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
東
釧
路]1

式
は
、
貝
殼
榮
痕
を
器
面
に

明
瞭
に
認
め
得
る
も
の
が
多
く
、
特
に
浦
幌
式
土
器
で
は
ロ
縁
部
•た
け
に
棒
に
撚
紐
を
巻
き
つ
け
て
器
而
に
押
し
つ
け
た
文
様
の
ほ

か
は
、
ほ
と
ん
ど
全
面
に
条
痕
が
施
；
:さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
土
器
が
、
初
期
平
底

(
尖底
〕
土
器
群
の
よ
り

古
い
グ
ル
ー
プ
と
よ
り
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
結
ぶ
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
石
刃
銥
と
呼
ば
れ
て

い
る
石
鈸
は
、
浦
幌
式
土
器
に
伴
う
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
浦
幌
式
土
器
と
近
い
位
®
に
編
年
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
女
満
別
式
土
器

や
常
呂
町
朝
日
貝
塚
第
一
四
類
土
器
な
ど
に
も
伴
う
。

石
器
は
、
生
業
形
態
を
知
る
に
あ
た
っ
て
21
耍
で
あ
り
、
さ
き
に
も
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述

べ
た
が
、
前
期
ま
で
の
も
の
に
比
べ

て
、
ず

っ
と
そ
の
内
容
がffi

富
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
接
柄
部
が
尖
が
ら
な
い
柳
葉
形
の
萍
い
石
鈸
や
石
刃
投
法
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
石
片
を
素
材
と
し
た
石

銨
、
両
面
加エ

の
石
抢
や
石
鋁
、
彫
刻
器
、
先
端
や
ー

侧
縁
あ
る
い
は
全
周
縁
に
3
3
を
も
つ
插

器
、
石
錐
、
漁
網
用
の
打
欠
き
式
石
錘
、
研
磨
に
よ
る
磨
製
石
斧
や
石
の
み
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
作
り
出
す
た
め
の

砥
石

や

石

鋸
、
そ
の
ほ
か
、
粗H

の
礫
具
、
凹
石
、
手
持
石
杵
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
石
器
が
認
め
ら
れ
る
。

付
し
て
い
え
ば
、
石
刃
鏹
を
含
む
石
器
群
に
は
、
中
形
の
円

形
多
面
体
石
核
、
そ
れ
か
ら_

離
さ
れ
たio

cra

を

越
え
る

石

刃
と
呼
ば
れ
る
刹
片
、
さ
ら
に
石

に
加
工
を
加
え
た
ナ
ィ
フ
様
の
石
器
、
両

縁
のI

部
を
え
ぐ
っ
て
柄
部
搽
の
部
分
を

作

出



し
た
石
片
な
ど
の
ほ
か
、
擦
切
磨
製
石
斧
、
装
身
具
と
し
て
の
磨
®
石
環
な
ど
も
伴
な
う
。
な
お
、
こ
の
文
化
は
石
男
鏃
文
化
と
も

呼
ば
れ
、
東
部

シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
文
化
と
の
関
速
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
石
狩
町
に
あ

っ
て
は
、
明
ら
か
に
第I

期
の
所
産
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
な
造
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
厚
田

村
古
潭
、
月
形
町
中
小
屋
、
新
墾
藤
学
画
、
札
幌
市
白

石
、
同
平
岸
坊
主
山
、
江
別
市
坊
主
山
な
ど
の
近
隣
の
各
地
か
ら
そ
の
出
土

が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お
い
て
も
、
低
地
部
や
砂
丘
上
か
ら
は
と
も

か

く

と

し
て
、
高
岡
台
地
に
つ
い
て
は
そ
の
発

見
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第

B

期

C

約
六
五〇

〇
年
~
四
〇
〇
〇
年
前
)

第1
期
に
お
い
て
、
す
で
に
後
期
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
逭
要
な
文
化
の
大
部
分
が
狴
得
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
さ
ら

に
ー
段
と
変
革
を
示
し
て
根
を
お
ろ
す
の
が
当
第
1
1期
で
あ
る
。

洪

世
末
か
ら
の
漸
次
的
な
海
進
は
、
当
期
に
至

っ
て
、
そ
の
頂
点
と
も
い
う
べ
き
時
期
を
迎
え
る
。
海
水
面
の
昇
降
に
関
し
て

は
、
概
要
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
地
殼
の
励
き
や
、
沖
租
土
の
堆

や
、
火
山
灰
の
降
灰
、
さ
ら
に
、
低
地
で
は

泥
炭
層
の
形
成
な

ど
の
諸
現
象
が
故
雑
に
か
か
わ
り
合

っ
て
い
る
の
で
、
汀
線
の
進
退
を
も
っ
て

一
概
に
気
候
の
寒
暖
と
結
び
つ
け
て

考
え
る

こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
期
が
現
在
の
気
候
に
比
較
し
て
温
暖
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
点
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
当
期
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
貝
塚
を
榴
成
す
る
貝
槌
の
検
討
に
よ
っ
て
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

|

例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
東
釧
路
逍
跡
の
貝
塚
か
ら
は
、
現
在
本
道
に
お
い
て
は
面
館
地
方
の
よ
う
な
あ
た
た
か
い

地
方
に
し
か
棲

息
し
な
い
ア
ヵ
ガ
ィ
の
貝
殼
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

海
進
の
頂
点
が
当
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
、
網
走
湖
、
古
釧
路
湾
、
さ
ら
に
®
者
ら
に
よ
る
札
幌

.
苫

小
牧
低
地
帯
な
ど
の
地
理
学
的
あ
る
い
は
考
古
学
的
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
、
海
進
の
頂

点
時
前
後
に
は
、
当
石
狩
町
の
低
地
部
分
は
水
而
下
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
そ
の
地
域
は
居
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住
地
た
り
得
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
紅
葉
山
砂
丘
列
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
孤
立
し
た
小
さ
な
島
状
の
も
の
で
あ

っ
た
こ

と
を
憶
測
す
る
に
難
し
く
な
く
、
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
居
住
地
と
し
て
は
適
当
で
は
な
か

っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
高
岡
台
地
は
、

そ
の
端
部
が
汀
線
も
し
く
は
そ
の
付
近
と
な
る
こ
と

は
あ

っ
て
も
、
海
面
下
に
没
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
の
地
域
か
ら
は
当
期

に
厲
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

当
期
に
入

っ
て
も
生
業
形
態
に
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
漁
撈
が
主
体
を
な
し
、
ほ
か
に
貝
類
の
採
集
、
狩
狐
お
よ
び
植

物
採
集
に
よ
っ
て
食
料
資
源
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
漁
撈
に
は

網
漁
法
に
加
え
て
、
石
鍤
あ
る
い
は
骨
角
製
の
刺
突
具
を
用
い
た
#

一
個
体
を
し
と
め
る
方
法
も
盛
ん
に
と
ら
れ
た
ら
し

く
、

サ
ケ

、

マ
ス

、

ス

ズ
キ

、

プ
リ
な
ど
と

い
っ
た
魚
類
の
ほ
か
、
卜

ド

、

ィ

ル
ヵ
、
ア
ザ
ラ
シ
、
ク
ジ
ラ
な
ど
の
海
獣
を
も
そ
の
対

と
し
て
い

る
。

ま
た
、
こ
の
時
代
に
な

る
と
、
規
模
の
大
き
い
貝
塚
が
海
岸
や
入
江
に
面
し
た
台
地
の
居
住
地
近
く
に
形
成
さ
れ
た
。
貝
塚
は

I

般
に
ゴ
ミ
捨
場
で
あ
る
と

の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
諸
物
に
宿
る
霊
的
存
在
を
他
界
へ
送
り
昃
す
た
め

の
場
所
と

し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

、
そ
こ
は
神
聖
な
場
所
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
束
釧

路

跡
の
貝
塚
に
お
い
て
は
、
数
頭
か
ら
な
る

ィ
ル
ヵ
の
頭
部
を

口
先
を
中
心
に
向
け
放
射
状
に
並
べ
て
石
器
を
添
え
た
追
構
や
、

貝
塚
に
小
さ
な
穴
を
掘

っ
て
そ
こ
に
ト
ド
の
骨
を
埋
め
た

栂
が
あ
り
、
ま
た
、
貝
塚
に
接
し
て
は
人
の
墓
地
が
接
し
て
い
る
。
我

々
は
こ
の
よ
ぅ
な
事
実
か
ら
し
て
、
往
時
の
人
々
の
霊
的
存
在
へ
の

信
仰
す
な
わ
ち
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
信
仰
に
よ
っ
て
は
、
動
物

.
植
物
を
問
わ
ず
、
人
間
自
身
を
は
じ
め
森
羅
万
象
こ
と
ご
と
く
、
人
々
の
生
活

に
か
か
わ
り
を
も
つ
す
べ
て
の
も
の
に
霊
的
存
在
が
宿
り
、
そ
の
も
の
の
死
あ
る
い
は
破
壊
に
よ
っ
て
そ
の
霊
魂
が
自
由
に
な
る

も

の
と
考
え
ら
れ
た
。
人
間
の
み
な
ら
ず
、
獣
類
や
貝
類
も
ま
た
そ
の
||
的
存
在
を
丁
111
な
偁
礼
に
よ
っ
て
他
界
へ
と
送
ら
れ
た
の
で

あ

っ
た
。

な
お
、
北
海
道
に
お
け
る
貝
塚
に
つ
い
て
の
以
上
の
よ
ぅ
な
解
釈
は
'
ア
ィ
ヌ
に
お
け
る
信
仰
、
す
な
わ
ち
、
物
送
り

(
ィ

•
ォ

マ
ン
テ
)
の
観
念
に

つ
い
て
も
相
通
ず
る
。



さ
て
、

连
石
狩
町
で
は
、
高
岡
台
地
に
当
第
1
期
の

遗
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
胎
土
に
植
物
性

规
維
や
燃

紐
を
含
む
土
器
破
片
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
栗
沢
呻
出
土
の
加
茂
川
式
土
器
に
同
じ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大

贵
の
石
器
が
採
集
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
は
石
鈸
、
石
槍
、
石

、
鈷
器
類
、
石
錐
、
打
欠
き
式
石
®
、
磨
製
石
萍
、
手
持
石
杵
な
ど
が
あ
る
。

物
質
文
化
に

つ
い
て
は
、
利
器
と
し
て
の
石
器
に
よ
り
、

I

層
の
多
様
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
土
器
に
つ
い
て
も

変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
期
は
、
土
器
に
よ
る
時
代
区
分
に
従
え
ば
、
円
底

•
尖
底
土
器
時
代
に
あ
た
る
。
前
第I

期
の

土
器
は
、

一
部
を
除
い
て
は
鉢
形
な
い
し
深
鉢
形
を
な
し
、
底
が
平
ら
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
当
期
の
土
器
は
、
全
体
の
形
が
半

球
形
な
い
し
弾
頭
形
を
な
し
、
底
が
円
か

っ
た
り
、
尖

っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
初
期
平
底

(
尖底
〕
土
器
群
か
ら
円
底

•
尖
底
土

器
群
へ
の
推
移
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
一
度
に
よ
り
多
く
の
も
の
を
煮
沸
す
る
必
耍
が
生
じ
た
た
め
で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
新
し
い
器
形
が
貯
蔵
に
関
し
て
も
有
利
に
な

っ
た
と
は
い
い
難
い
。
器
厚
は
前
時
期
の
も
の
に
比
べ
て
厚
く
な

っ
て
い
る

が
、
こ
の
こ
と
は
平
底
の
も
の
よ
り
円
底
あ
る
い
は
尖
底
の
も
の
の
方
が
、
よ
り
重
1:
に
対
し
て
強
い
と
い
ぅ
こ
と
に
関
迪
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

当
期
の
土
器
に
関
し
て
、
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
土
器
作
り
の
過
程
に
お
い
て
、
整
形
作
業
中
に
胎
土
の

間
に
植
物
性
繊
維
や
撚
紐
な
ど
を
挾
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
土
器
の
胎
土
中
に
植
物
性
織
雖
が
混
入
さ
れ
て
い
る
例
は
、
第I

期
土

器
群
中
に
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
単
に
混
入
さ
れ
た
の
で
は
な
く
整
然
と
挾
入
さ
れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
の
は
、
当
期
に
な

っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
当
期
に
後
続
す
る
第
11
期
の
简
形
土
器
群
に
つ
い
て
は
、
札
幌
.
苫
小
牧
低
地

带
以
南
に
分
布
す

る
円
筒
下
曆
式
土
器
に
、
そ
の
挾
入
さ
れ
た
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
後
続
す
る
円
筒
上
©
式
土
器
や
、

北
筒
式
土
器
あ
る
い
は
余
市
式
土
器
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
よ
り
古
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
み
に
混
入
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
る
が
、
新
し
い
も
の
に
は
消
失
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
胎
土
に
植
物
性
織
維
な
ど
を
含
む
土
器
に
つ
い
て
は
、
古
く
、
山
内
淸
男
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
、
繊
維
土
器
と

一
括
呼
称

さ
れ
て
い
る
が
、
分
布
は
*
海
道
の
み
な
ら
ず
、
関
東
以
北
に
ほ
ぼ
む
ら
な
く
分
布
し
て
い
る
。

第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

九
七



第
二
編

石

狩
の

先

史

時
代

九
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と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
胎
土
に
そ
の
よ
う
な
も
の
を
挾
み
込
ん
だ
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
く

通
り
か
の
見
解
が
あ
る
が
、

筆
者
ら
は
、
焼
成
前
の
整
形
を
容
易
に
し
、
ま
た
、
そ
の
後
も
壤
れ
に
く
く
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
を
交
持
し
た
い
。
観

察
に
よ
れ
ば
、
当
期
に
お
け
る
土
器
群
に
挾
入
さ
れ
る
植
物
性
繊
維
は
、
ロ
縁
部
や
胴
部
で
は
ロ
縁
に
平
行
、
す
な
わ
ち
、
横
位
に

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

が

わ
か
る
。
ま
た
、
底
部
で
は
や
や
混
乱
の
認
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
概
し
て
ほ
か
の
部
位
と
同
様

で
あ
る
。

挾
入
さ
れ
る
植
物
性
繊
維
は
、
手
持
石
杵
な
ど
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、

さ
れ
な
い
ま
ま
の
も
の
も

あ

る
。

ま

た
、
撚
紐
の
挾
入
さ
れ
る
場
合
に
は
、
単
な
る
撚
紐
の
ほ
か
、
漁
網
と
思
わ
れ
る

(網
の
結
び
目
を
含
む
。
〕
断
片
が
利
用
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の

痕
跡
か
ら
は
、
明
ら
か
に
紐
の
太
さ
や
撚
り
方
、
網
紐
の
結
び
方
、
網
の0

の
大
き
さ
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
以
上
と
は
異
な
る
が
、
尖
底
部
の
内
面
に
黒
褪
石
の
小
片
を
部
分
的
に
埋
め
込
ん
だ
土
器
も
少
数
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
円
底

.
尖
底
土
器
群
の
分
布
状
況
を
述
べ
て
お
こ
う
。
道
東
に
主
な
分
布
域
を
も
つ
朱
円
式
土
器
、
温
根
沼
式
土
器
、

釧
路V

式
土
器
な
ど
の
土
器
群
は
、
主
と
し
て
棒
に
刻
み
目
を
つ
け
た
施
文
原
体
を
器
而
に
転
が
し
て
付
け
ら
れ
る
回
転
押
型
文
様

が
そ
の
外
面
全
体
を
粒

っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ロ
緣
部
に
は
貼
付
瘤
や

付
帯
の
付
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
以
上
に
加
え
て
、
撚

紐
を
回
転
さ
せ
て
施
文
さ
れ
た
純
目
文
や
、
撚
紐
を
軸
に
巻
き
、
こ
れ
を
回
転
さ
せ
て
施
文
さ
れ
た
文
様

C

軸
卷
回
転
文
)
な
ど
が

組
合
せ
を
な
す
場
合
も
あ
る
。
道
央
か
ら
札
峴

•
苫
小
牧
低
地
帯
に
は
、
静
内
中
野
式
土
器
、
加
茂
川
式
土
器
、
日
進
式
土
器
、
茶

呑
場
下
層
1
1型
土
器
な
ど
の
土
器
群
が
分
布
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
縄
目
文
や
軸
卷
回
転
文
が
器
面
外
側
と
し
ば
し
ば
ロ
唇
部
や
ロ
縁

部
内
面
に
ま
で
も
施
文
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
道
東
部
や
道
央
、
さ
ら
に
札
幌

‘
苫
小
牧
低
地

付
近
に
は
、
こ
れ
ら
の
土
器
群
に

や
や
先
行
し
て
、
半
球
に
近
い
器
形
を
も
ち
、
太
い
綱
紐
に
よ
っ
て
施
文
さ
れ
た
綱
文
式
土
器
が
分
布
し
て
い
る
。
道
南
の
渡

半

島
に
は
、
縄
目
文
の
ほ
か
に
、
撚
紐
圧
痕
文
や
コ
ン
パ
ス
文
な
ど
の
施
文
さ
れ
た
、
ほ
か
の
円
底

•
尖
底
土
器
群
に
比
し
て
や
や
文

様
に
多
様
性
の
認
め
ら
れ
る
春H

町
式
土
器
、
ト
ド
ホ
ッ
ケ
式
土
器
な
ど
が
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
円
底

•
尖
底
土
器
群
の
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
に
屈
す
る
も
の
の
間
に
は
、
地
域
差
や
若
干
の
年
代
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ



の
点
に
関
し
て
は
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
い
。

I

方
、
石
器
に

つ
い
て
は
、
前
第I

期
の
も
の
に
比
べ
て
、
手
持
石
杵
、B

石
、
®
石
あ
る
い
は
粗H

の
礫
具
な
ど
の
石
器
が
豊

富
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
期
か
ら
続
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
石
器
に
つ
い
て
も
、
そ
の
形
態
に
よ
り

一
層
の
分
化
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
石
鉞
は
柳
葉
形
の
も
の
に
代

っ
て
、
二
等
辺
三
角
形
を

な
す
も
の
、
あ
る
い
は
、
ほ
ぼ
二
等
辺
三
角
形
を

な
し
て
基

部
に
え
ぐ
り
の
あ
る
も
の
な
ど
、
無
茎
の
も
の
が
主
体
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
石
抑
あ
る
い
は
石
錨
、
石
鉞
と
は
逆
に
、
接
柄
部

が
よ
り
し
っ
か
り
し
た
形
態
を
と
る
も
の
が
多
く
な
る
。
播
器
に
は
各
種
の
形
態
の
も
の
が
あ
る
が
、
片
面
加
工
の
え
ぐ
り
に
よ
る

つ
ま
み
の
つ
い
た
縦
長
の
も
の
(石
笛
、
石
匙
、
石

な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
〕
が
盥
富
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
期
に
は

骨
角
器
も
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
し
ら
れ
て
い
る
。

物
と
し
て
骨
角
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
骨
角
器
と
し
て
は
、
骨
戧
、
骨

铦
'
刺
突
具
、
#
針
あ
る
い
は
骨
製
の
へ
ァ
ー
ピ
ン
な
ど
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
貝
殼
に
簡
単
な
加
エ
を
施
し
た
只
器
も
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

连
町
に
お
い
て
は
、
ま
だ
、
骨
角

器
や
貝
器
の
出
土
は
し
ら
れ
て
い
な
い
。

第
1
1
1
期

(約
四
〇
〇
0
年
~
三
0
0
0
年
前
〕

す
で
に
前
時
期
に
始
ま
っ
た
海
退
は
急
激
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
、
石
狩
川
は
古
石
狩
湾
あ
る

い
は
古
石
狩
潟
、
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
の
狭
ば
ま
り
に
伴
っ
て
、
そ
の
河
0
を
紅
葉
山
砂
丘
列
の
外
侧
に
開
い
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
海
退
に
よ
っ
て
、
人
々
は
そ
の
居
住
地
の

移
励
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
多
く
の
場
合
は
、
海
を
追

っ
て
よ
り
現
海
岸
線

の
近
く
へ
と
移
®
し
た
で
あ
ろ
う
。

気
温
は
前
第
]1
期
に
比
べ
て
は
降
下
し
た
が
、
そ
れ
で
も
現
在
よ
り
は
や
や
暖
か
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
も
と
で
、
人
々
は
相
対
的
に
は
巨
視
的
に
み
て
、
少
な
く
と
も
前
時
代
と
同
程
度
の
安
定
度
を
得
て
生

活
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
生
業
形
態
に
は
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
漁
獲
の
方
法
が
変
化
し
た
点
を
認
め
る
こ
と

第
二

編

石

狩

の

先
史

時

代

九
九



第
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編

石

狩
の

先
史

時
代

一
〇
o

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
前
第
3
1
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
漁
網
が
当
期
に
な
っ
て
始
め
に
は
減
じ
、
や
が
て
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
代
り
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
当
期
に
至

っ
て
は
骨
角
製
の
鋁
、
回
転
離
頭
鋁
、
組
合
せ
錨
な

ど
の
刺
突
器
や
、
組
合
せ
式
も
し
く
は
ほ
か
の
形
式
の
釣
針
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
期
に
お
い
て
は
、
網
漁

が
次
第
に
な
さ
れ
な
く
な
り
、
代

っ
て
、
単

一
個
体
を
姐
う
刺
突
や
釣
に
よ
る
漁
法
が
よ
り
重
要
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
期
も
前
第
1[
期
と
同
じ
に
大
規
模
な
貝
塚
が
形
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
構
成
す
る
貝
極
も
ま
た
同
じ
く
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
。

貝
塚
の
中
に
は
ま
た
、
し
ば
し
ば
陸
上
励
物
の
骨
や
牙
が
混

っ
て
い
て
、
狩
雜
の
対
象
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て

く
れ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
シ
カ
、
ク
マ
、
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
ほ
か
、
大
形
の
鳥
類
も
し
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貝
塚
か
ら

は
、
す
で
に
前
時
期
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
家
犬
す
な
わ
ち
家
畜
化
さ
れ
た
犬
の
骨
や
歯
牙
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

住
居
は
こ
の
時
期
に
あ

っ
て
も
竪
穴
式
住
居
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
炉
を
中
央
に
も
つ
円
形
ま
た
は
多
角
形
の
プ
ラ
ン

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

当
第
11
期
は
、
土
器
に
よ
る
時
代
区
分
に
従
う
な
ら
ば
、
筒
形
土
器
時
代
に
あ
た
る
。
ま
た
、
当
期
の
文
化
は
、
と
く
に
道
西
南

部
に
お
い
て
は
本
州
東
北
地
方
と
の
関
速
を
強
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
第
1
[期
末
に
な
る
と
、
土
器
は
底
が
や
や
平
た
く
な

る
傾
向
を
示
す
が
、
当
期
に
至

っ
て
北
海
道
に
本
格
的
な
平
底
土
器
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
東
北
地
方
北
半
の
円
筒
下

層
式
土
器
文
化
の
澎
響
が
及
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。

|方
、
道
央
や
道
東
部
の
文
化
は
、
当
期
始
め
に
は
ま
だ
第
1
[期
の
延
長
状
態
に

あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
第
に
道
西
南
部
の
文
化
の
波
は
こ
れ
ら
の
地
方
に
も
及
ん
だ
。

一
般
に
当
期
の
土
器
は
底
が
平
た
く
、
口
径
と
底
径
の
差
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
筒
形
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
次
の

よ
う
な
い
く
つ
か
の
土
器
群
が
含
ま
れ
て
い
る
。

律
軽
海
峡
を
隔
て
た
來
北
地
方
北
半
と
道
西
南
部
は
円
筒
式
土
器
の
分
布
圈
で
あ
る
が
、
こ
の
土
器
群
は
、
ニ
大
別
し
て
下
眉
式

と
上
層
式
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
ニ
大
別
さ
れ
た
形
式
の
各
々
は
さ
ら
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
円

下
層
式
土
器
に
は
、

前
第
1
1期
の
円
底
.
尖
底
土
器
群
に
ひ
き
続
い
て
植
物
性
繊
維
の
挾
入
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
内
而
は
磨
か
れ
て
い
る
も
の



が
多
い
。
北
海
道
に
お
け
る
円
筒
下
層
式
の
古
い
グ
ルー

プ
の
も
の
は
、
椴
川
式
土
器
"
茶
呑
場
上
層
]

I

型
土
器
な
ど
と
呼
称
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
は
外
側
全
面
に
縄
目
文
が
付
さ
れ
、
ま
た
、
ロ
縁
部
に
一
条
の

贴
付
帯
が
付
さ
れ
た
り
、
数
条
の
綾
絡
文
が
め
ぐ

ら
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
次
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
サ
ィ
べ
沢
1
式
土
器
が
あ
り
、
こ
れ
と
同
種
の
土
器
は
岩
内

町
東
山
第
ニ
地
点
《
層
、
室
蘭
市
ポ
ン
ナ
ィ
第
ニ
地
点
狐
層
な
ど
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ロ
縁
部
に
お
け
る
文
様
帯
が

一
条
の

付
帯
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
。
胴
部
に
は
縄
目
文
の
ほ
か
に
、
棒
に
燃
紐
が
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
巻
き
つ
け
ら
れ
た

も
の
を
回
転
押
捺
さ
せ
た
文
様

(
木
目
状
の
文
様
ほ
か
〕
が
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
新
し
い
グ
ル
ー
プ
に
厲
す
る
も

の
と

し
て

は
、
勝
山
館
1[
式
土
器
、
サ
ィ
べ
沢
1
1
1
式
土
器
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
同
嵇
の
も
の
は
ほ
か
に
、
岩
内
町
東
山
第
ニ

地
点
¥
層
や
室
砌
市
ポ
ン
ナ
ィ
第
ニ
地
点

叽
眉
な
ど
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
な
か
ま
の
も
の
は
、
円
筒
下
層
式
土
器

の
終
り
近
く
の
も
の
で
あ
る
。

円
筒
下
層
式
土
器
に
次
ぐ
円
筒
上
層
式
土
器
は
'
前
者
に
比
し
て
よ
り
雄
大
な
形
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
層
式
土
器
の
ほ
と

ん
ど
は
平
縁
で
あ
っ
た
が
、
上
層
式
土
器
は
ロ
縁
の
四
個
所
に
波
状
の
高
ま
り
を
有
す
る
。
土
器
の
胎
土
中
に
含
ま
れ
る
植
物
性
戡

維
は
、
上
層
式
土
器
に

つ
い
て
は
、
狭
入
さ
れ
た
と
い
え
る
状
態
で
は
な
く
、
む
し
ろ
混
入
さ
れ
た
と
い
ぅ
べ
き
状
態
か
ら
や
が
て

消
失
の
途
を
た
ど
る
。
す
な
わ
ち
、
上
層
式
土
器
に
つ
い
て
は
植
物
性
繊
雖
を
胎
土
に
含
ま
せ
る
機
能
的
意
味
が
判
然
と
し
な
く
な

っ
て
い
る
。
第
1
期
を
出
発
点
と
す
る
こ
の
よ
ぅ
な
土
器
作
り
の
方
法
が
と
ら
れ
な
く
な
っ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ

ら
く
そ
れ
は
土
器
作
り
技
術
の
向
上
に
原
因
が
あ
ろ
ぅ
。

円
筒
上
層
式
土
器
の
よ
り
古
い
も
の
は
、
勝
山
館
11
式
土
器
あ
る
い
は
サ
ィ
べ
沢
>
式
土
器
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
筒
形
の
胴
部
と
や
や
外
反
す
る
ロ
縁
部
に
分
か
れ
、
胴
部
に
は
結
束
あ
る
い
は
結
節
の
あ
る
撚
紐
原
体
を
回

転
押
捺
さ
せ
た
羽
状
の
綿
目
文
が
主
と
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。

一
方
ロ
縁
部
に
は
、
擬
齟

付
文
が
付
さ
れ
、
そ
の
土
を

も

含
め

て
、
棒
に
撚
紐
を
巻
き
つ
け
た
原
体
に
よ
る
圧
痕
文
や
撚
紐
圧
痕
文
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
は
、
十
兵
術
沢1

式
土
器
、

サ
ィ
べ
沢

式
土
器
な
ど
と
呼
ば
れ
る
土
器
群
が
続
く
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
ロ
縁
部
の
擬
縄
貼
付
文
が
よ
り
雄
大
と
な
り
、
四

第
二
編

石
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の
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代
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第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

一0

ニ

個
所
の
波
状
の
高
ま
り
は
さ
ら
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
胎
土
の
植
物
性
繊
維
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
に
後
続
す
る
土
器
群
、
す
な
わ
ち
、
円
筒
上
層
式
土
器
の
後
半
期
の
土
器
と
し
て
は
、
サ
ィ
べ
沢

W

式
土
器
、
見
晴
町
式

土
器
、
中
の
沢
式
土
器

C

仮
称
)
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
グ
ルー

プ
の
も
の
の
器
形
は
、
も
は
や
筒
形
と
は
い
え
ぬ
よ
う
な
も
の
と

な
り
、
ロ
縁
部
が
や
や
外
反
し
、
胴
部
が
ふ
く
ら
み
、
ま
た
、
多
く
の
場
合
底
部
が
外
反
し
て
い
る
。
ロ
縁
部
の
四
個
所
の
波
状
の

高
ま
り
は
、
鋭
ど
い
突
起
を
な
し
、
擬
縄
貼
付
文
は
退
化
し
た
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
半
截
竹
管
状
の
工
具
に
よ
る
刺
突
文
や
刻
線

文
も
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
円
筒
式
土
器
の
終
焉
と
な
る
。

こ
の
円
筒
上
層
式
土
器
の
終
末
近
く
に
な

っ
て
、f
t

幌

.
苫
小
牧
低
地

か
ら
道
東
北
部
に
一
旦る
地
域
に
、
多
分
に
円
筒
上
眉
式

土
器
の
後
半
期
の
も
の
の
影
響
を
受
け
た
北
筒
式
土
器
が
生
ま
れ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
北

式
土
器
が
円
筒
式
土
器
に
編
年
的
に
も
文
化
的
に
も
相
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
あ

っ
た
が
'

筆
者
ら
は
こ
こ
に
、
円
筒
上
層
式
土
器
の
後
半
期
に
な
っ
て
か
ら
北
筒
式
土
器
が
生
ま
れ
た
と
す
る
立
場
を
支
持
す
る
こ
と
に
し
た

'
0

I

と
こ
ろ
で
、
北
筒
式
土
器
の
出
現
よ
り
以
前
、
つ
ま

り

北
海
道
西
南
部
に
円

下
層
式
土
器
の
使
用
が
な
さ
れ
て
い
た
頃
に
、
北

筒
式
土
器
の
分
布
地
域
で
は
ど
ん
な
土
器
が
あ

っ
た
も
の
か
疑
問
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
は
、
第

II

期
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
も
の
と
大
差
の
な
い
も
の
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
お
よ
び
こ
の
時
期
に
、
平
底

の
押
型
文
土
器
、
例
え
ば
神
居
式
土
器
と
か
多
寄
式
土
器
あ
る
い
は
刺
突
文
の
施
こ
さ
れ
た
土
器
な
ど
を
あ
て
よ
う
と
す
る
考
え
方

が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

北
筒
式
土
器
も
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
細
分
が
可
能
で
あ
る
。
萊
釧
路

VI

群
土
器
、
常
呂
町
朝
日
貝
塚
第
六
類
土
器
、
網
走
市

大
曲

岀
土
の
北
筒

お
よ
び
]1
1式
土
器
な
ど
が
、
北

简
式
土
器
群
の
中
で
よ
り
古
く
位
0
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
〇
縁
部
が
や
や
外

反
し
、
胴
部
が
若
干
膨
ら
み
、
底
部
に
至
っ
て
ま
た
や
や
外
反
す
る
器
形
を
有
す
る
。
そ
の
ロ
縁
は
平
縁
の
も
の
も
あ
る
が
、
多
く

は
四
な
い
し一

〇

個
所
ほ
ど
に
山
形
突
起
を
有
す
る
。
器
而
外

に
は
、
結
束
あ
る
い
は
結
節
の
あ
る
撚
紐
を
回
転
押
捺
さ
せ
た
羽



状
な
い
し
は
斜
行
の
細
目
文
が
施
さ
れ
て
お
り
、
ロ
縁
部
に
は
円
形
刺
突
文
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
押
し
引
き
文
」
あ

る
い
は

「
突引
文
」
と
呼
ば
れ
る
連
続
し
た
刺
突
文
の
付
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
土
器
群
は
河
野
広
道
、
沢
四
郎
に
よ

っ
て
北
筒
1
1式
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
も
の
は
札

视
.
苫
小
牧
低
地
帯
の
西
侧
以
東
に
広
く

分
布
す
る
。

こ
れ
に
次
い
で
は
、
同
じ
く
河
野
ら
に
よ
っ
て
北
筒

羾
式
土
器
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
主
と
し
て
蝦
爽
山
系
以
東
に
分

布
す
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
も
の
は
北
筒1

式
土
器
に
比
べ
て
、
よ
り
箇

に
近
く
、
器
面
外

に
は
単
節
ま
た
は
複
節
の
撚
紐
の

原
体
を
回
転
押
捺
さ
せ
た
斜
行
の1

i

目
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ロ
縁
部
に
は
縦
に
棒
状
の
貼
付
帯
が
四
個
所
に
付
さ
れ
、
さ
ら
に
こ

れ
ら
に
連
ね
ら
れ
た
横
位
の

付

が
め
ぐ
っ
て
い
た
り
、
無
文

ま
た
は
擦
消
帶
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
り
し
て
お
り
、
ま
た
、

円
形
刺
突
文
や
類
竹
管
文
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

北
筒
式
土
器
の
末
期
の
も
の
は
、
縄
目
文
が
縱
行
に
近
く
な

っ
て
お
り
、
加
え
て

ロ
縁
部
に
円
形
刺
突
文
を
め
ぐ
ら
す
だ
け
の
も

の
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
種
の
土
器
の
分
布
は
、
釧
路
地
方
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
北

式
土
器
の
古
い
グ
ルI

プ
の
土
器
に
は
植
物
性
継
維
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
観
察
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
は
第

H

期
の
土
器
群
や
円
筒
下
眉
式
土
器
に
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
挾
入
の
状
態
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
状
態
は
混
入
の
状
態

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
胎
土
に
植
物
性
繊
維
が
挾
入
さ
れ
て
い
た
時
期
よ
り
も
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ぱ
、
ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
胎
土
に
植
物
性
戡
維
を
含
ま
せ
る
技
術
が
第
]1
期
か
ら
の

継
続
的
な
伝
統
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
胎
土
に
植
物
性
繊
維
な
ど
が
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
神
居
式
土
器
や
多
寄
式
土
器
と

呼
ぱ
れ
る
平
底
の
押
型
文
土
器
を
、
北

简
式
土
器
と
、
こ
れ
に
先
行
す
る
円
底
.
尖
底
土
器
群
の
間
に
位
蹬
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

北
筒
式
土
器
の
う
ち
、
北
筒
11
式
土
器
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
植
物
性
»
維
に
代
っ
て
、
大
粒
の
砂
粒
が
盛
ん
に
混
入
さ
れ

る
よ
う

に
な
つ
て
い
る
。

第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

一〇

三



第
二

編

石

狩
の

先
史

時
代

一
〇

四

北
筒
式
土
器
が
円
筒
上
層
式
土
器
の
影
嚮
を
受
け
な
が
ら
変
化
を
と
げ
る
過
程
に
お
い
て
、
札
幌
.
苫
小
牧
低
地

带
付
近
で
は
、

余
市
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
のn

縁
部
や
胴
部
に
横
位
に

一
条
な
い
し
数
条
の
貼
付
帯
の
施
さ
れ
た
土
器
群
が
現
わ
れ
る
。
こ

の
土
器
文
化
は
や
が
て
次
第
に
、
そ
れ
ま
で
円
筒
式
土
器
文
化
囲
で
あ

っ
た
道
西
南
部

一
帯
に
も
広
が

っ
て
い
く
。

以
上
、
当
第
皿
期
の
土
器
群
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
が
、

汩
器
に
つ
い
て
は
前
時
期
よ
り
若
千
多
様
化
し
た
傾
向
が
あ
り
、
ま

た
、
骨
角
器
と
し
て
は
数
®
の
菇
や
釣
針
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

さ
て
、
当
石
狩
町
か
ら
は
、
第
11
期
の
生
活
を
物
語
る
ど
の
よ
う
な
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

高
岡
台
地
や
紅
葉
山
砂
丘
列
か
ら
は
、
円
筒
上
層
式
土
器
と
こ
れ
に
伴
う
石
器
類
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
北

式
土
器
の

古
い
も
の
や
、
余
市
式
土
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
当
町
内
ほ
ど
の
地
域
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
第
]1
1期
を
代
表
す
る
三
土
器
群

の
各
々
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
当
期
に
お
い
て
こ
の
地
が
そ
れ
ら
興
な

る
文
化
の
接
触
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
磁
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
£
5
期

(約
四
〇
0
0
年
~
ニ
〇
〇
0
年
前
)

本
州
方
面
の
文
化
あ
る
い
は
北
方
の
文
化
の
影
®
が
著
し
く
な

っ
て
、
ま
た
も
北
海
道
に
お
け
る
文
化
に
大
き
な
転
換
期
が
訪
ず

れ
、
当
期
に
至
っ
た
。

人
々
の
文
化
生
活
は
前
時
代
に
増
し
て
内
容
盟
か
と
な

っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

一
つ
に
は
本
州
や
北
方
大
陸
あ
る
い
は
樺
太
方

面
か
ら
の
新
来
民
の
影
！
：
！
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
そ
う
で
は
な
か

っ
た
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
両
方
面
か
ら
の
文
化
的
影

響
に
よ
る
と
こ
ろ
は
大
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
当
期
の
出
土
逝
物
や

跡
か
ら
し
て
は
、
物
質
文
化
に

つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
精
神
文
化
に

つ
い
て
ま
で
言
及
し
得
る
点

が
少
な
く
な
い
。
ま
ず
、

坝
茲
に
関
し
て
い
え
ば
、
前
第
111
期
ま
で
に
つ
い
て
は
、
|定
の
地
域
に
長
期
(数
世
代
〕
に
苴
っ
て
形

成
さ
れ
る
よ
う
な
規
模
の
坡
益
群
は
ま
れ
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
当
期
に
至

っ
て
は
数

一
〇

兹

以
上
に
も



及
ぶ
大
規
模
な
墳
墓
群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
当
期
前
半
の

墓
は
、
遺
体
埋
葬
後
の
稷
土
の
上
に
ヶー

ル
ン
様
の
積
石
が
配
さ
れ

た
り
、
あ
る
い
は
、
墓
壙
の
ま
わ
り
に
環
状
5
離
(
ス
ト
ー
ン
.
サ
ー
ク
ル
)や
環
状
土
_
を
伴
な
わ
せ
て
い
た
り
す
る
。
当
期
後

半
の
墳
墓
は
、
積
石
や
環
状
石
藤
、
環
状
土
離
な
ど
の
付
厲
的
構
造
と
が
作
ら
れ
て
い
な
い
が
、
墳
墓
群
と
し
て
の
規
模
は
以
前
と

あ
ま
り
変

っ
て
い
な
い
。

当
第

汉
期
は
、
土
器
の
時
代
区
分
の
多
琅
土
器
時
代
に
相
当
す
る
。
こ
の
呼
称
の
ご
と
く
、
当
期
の
土
器
は
前
時
代
の
そ
れ
に
比

べ
て
き
わ
め
て
多
様
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
期
の
土
器
に
は
、
深
鉢

龄
、
浅
鉢
形
な
ど
の
ほ
か
壺
形
、
四
形
、
注
ロ
付
、
片

ロ
付
、
あ
る
い
は
、
台
付
な
ど
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
酒
器
も
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
往
時
に
は
酒

が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

一
説
に
は
原
料
と
し
て
雑
穀
類
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
姐
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
す

る
確
証
は
な
い
。
当
期
に
は
ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
様
化
し
た
突
用
器
物
の
ほ
か
に
、
日
常
必
需
的
用
途
以
外
の
目
的
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
土
器
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
副
葬
用
の
も
の
で
あ
る
。
当
期
以
前
に
も
、
副
葬
と
か
儀
礼
に
あ
た

っ
て
使
わ
れ
た
器
物

は
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
は
ま
だ
日
常
生
活
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
認
め
得
る
土
器
の
変
化
と
と
も
に
、
石
器
に
つ
い
て
も
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
器
と
し
て
の

石
器

は
、

一
般
に
よ
り
精
巧
に
作
ら
れ
た
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
当
期
に
は
両
端
に
膨
ら
ん
だ
頭
部
を
持
つ
大
形

頭
石
捧
や
剣
に
似
た

形
の
石
剣
な
ど
の
大
形
の
石
器
も
現
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
石
棒
や
石
剣
は
、
当
時
に
特
徴
的
な
石
器
で
あ
り
、
呪
術
も
し
く
は
宗
教
的

な
側
面
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

物
質
文
化
に
関
す
る
多
様
化
は
、
装
身
具
や
工
芸
品
な
ど
に
よ
っ
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
期
に
お
け
る
そ
れ
ら
に
は
、

石
製
、
土
製
、
貝
殼
製
、
骨
製
、
牙
製
な
ど
の
管
玉
や
切
子
玉
、
加
え
てn

ハ
ク
玉
、ffl

飾
具
、
滑
車
状
耳
飾

C

耳
栓
)
、
土
偶
、

土
板
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
漆
塗
り
の
櫛
や
、
織
物
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
当
期
以
降
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
諸
点
か
ら
し
て
、
我
々
は
当
期
に
お
け
る
文
化
が
前
時
期
の
文
化
に
比
べ
て
は
る
か
に
盟
か
な
も
の
で
あ
っ
た
こ

第
二
編
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狩
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先
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六

と
を
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
、
経
済
的
安
定
度
が
よ

り

高
ま
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
当
期
に
お
い
て
も
ま

た
、
食
料
源
は
漁
撈
に
負
う
と
こ
ろ
太
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
も
ち
ろ
ん
狩
狐
や
貝
類
採
取
、
植
物
採
集
な
ど
に
も
よ

っ
て
い
た
。
当
期
の
生
業
と
し
て
は
さ
ら
に
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

一
説
に
は
焼
畑
®
耕
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
焼
畑
藤
耕
の

可
能
性
の

あ
る
こ
と
は
、
洒
類
を
作
る
た
め
に
雑
穀
が
栽
培
さ
れ
た
こ
と
を
考l®;

L

得
る
こ
と
、
集
落
が
大
規
模
に
な

り
、

居
住
地

の
安
定
性
が

高
ま
っ
た
こ
と
、
数
代
な
い
し
は
そ
れ
以
上
に
も
及
ぶ
長
期
に
亘
る
墓
地
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
物
質

文
化
お
よ
び
精
神
文
化
の
両
面
に
飛
躍
的
発
展
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
諸
点
か
ら
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
よ

り

稂
極
的
な
資
料
は
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
土
器
に
よ
る
時
代
区
分
に
よ
れ
ぱ
、
当
第
1¥
期
は
多
形
土
器
時
代
に
あ
た
る
。
当
期
の
土
器
群
は
、
前
第
1|
1
期
の
も
の
に

比
べ
て
、
器
形
の
多
様
化
し
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
器
厚
が
減
じ
た
こ
と
、
縄
目
文
の
目
が
細
か
く
な

っ
た
こ
と
、
棒
状
あ
る
い
は

篦
状
の
工
具
に
よ
る
沈
線
文
が
、
文
様
描
成
上
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
の
詳
し
い
点
で
も
明
ら
か
な

差
が

あ

る
。
さ
ら
に
、
土
器
文
様
に
関
し
て
は
、
沈
線
に
区
画
さ
れ
た
磨
消
文
の
発
達
を
も
認
め
得
る
。
ま
た
、
さ
き
に
も
触
れ
た
点
で
あ

る
が
、
当
期
に
入

っ
て
は
、
そ
の
器
植
が
多
様
化
さ
れ
た
と
と
も
に
、
日
常
用
の
も
の
と
副
葬
用
の
も
の
と
が
分
け
て
作
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
こ
の
前
者
に
比
べ
て
後
者
は
よ
り
糖
巧
に
作
ら
れ
た
傾
向
が
あ
る
。

当
期
初
頭
の
主
に
道
西
南
部
に
は
、
沈
線
文
や
磨
消
文
、
や
や
退
化
し
た

付

な
ど
を
有
す
る
涌
元
式
土
器

(
仮
称
)
、
狩
太

町
ニ
セ
コ

出
土
の
土
器
あ
る
い
は
こ
れ
ら
に
頓
す
る
も
の
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
も
し
く
は
や
や
遅
れ
て
沈
線
文

と
縄
目
文
が
組
み
を
な
す
曲
線
文
様
、
沈
線
の
曲
線
文
様
な
ど
を
有
す
る
入
江
式
土
器
が
、
主
と
し
て
胆
振
地
方
の
海
岸
沿
い
に
分

布
す
る
。
こ
れ
ら
の
東
北
地
方
に
お
け
る
大
湯
式
土
器
あ
る
い
は
十
腰
内I

式
土
器
と
い
わ
れ
る
土
器
群
に
関
連
を
認
め
得
る
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
続
い
て
、
主
と
し
て
道
西
南
部
に
は
、

I

括
し
て
野
幌
式
土
器
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
土
器
群
が
現
わ
れ

る
。
こ

の

グ

ルー

プ
の
土
器
は
、

ロ
縁
に
平
行
し
て
走
る
幾
本
も
の
沈
線
、
こ
れ
を
切
る
縦
の
沈
線
、
雲
形
沈
線
あ
る
い
は

そ
れ
ら
に
区
切
ら
れ



た
内
部
の
磨
消
な
ど
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
船
泊
上
層
式
土
器
、
手
稲
式
土
器
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
土
器
群

は
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
突
瘤
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
幌
泉
町
工
リ
モ

跡B

地
点
の
土
器

が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
次
ぐ
土
器
群
と
し
て
は
、
器
面
の
外
側
に
、
そ
の
内
側
か
ら
外

へ
向

っ
て
棒
状
の
工
具
で
突
く
こ
と
に
よ
っ
て
作
り

出
さ
れ
た
突
瘤
文
を
有
す
る
堂
林
式
土
器
、
三
石
町
ホ
0
ヶ
や
、
泊
村
茶
律
ニ
号
洞
穴
か
ら
出
土
し
て
い
る
土
器
群
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
と
同
類
の
も
の
は
、
ま
た
、
常
呂
郡
端
野
町
ー
氐
や
釧
路
市
大
楽
毛
逍
跡
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
>
-か
ら
し
て

そ
の
分
布
が
道
東
北
部
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
ほ
ゐ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
に
続
く
土
器
群
は
、
静
内
町
御
殿
山
式
土
器
、
茂
'辺
地
式
土
器

C

仮
称
)
、
架
沢
式
土
器
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
も
の
に
比
べ
て
地
方
差
が
少
な
い
。

当
石
狩
町
に
あ

っ
て
は
、
第W
期
前
半
の
土
器
群
と
し
て
は
、
紅
葉
山
砂
丘
列
や
高
岡
台
地
に
接
す
る
地
域
か
ら
野
幌
式
土
器
の

な
か
ま
が
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
当
町
に
続
く
紅
葉
山
砂
丘
列
の
南
西
端
近
く
に
は
、
す
で
に
大

利
夫
、
石
川
撤
ら
に
よ
っ
て

調
査
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
手
稲

遗
跡
が
位
0
し
て
お
り
、
こ
の
迫
跡
も
ま
た
当
期
の
所
産
で
あ
る
。

さ
て
、
当
第
1¥
期
後
半
の
土
器
は
、
苒
び
東
北
地
方
や
、
道
西
南
部
を
主
要
な
分
布
域
と
す
る
土
器
群
と
札
幌

-
:
,.占
小
牧
低
地
帯

周
辺
部
か
ら
道
東
北
部I

に
か
け
て
の
地
域
を
主
要
な
分
布
域
と
す
る
土
器
群
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
前
者

の
地
域
に
お
い
て
は
、
ま
ず
柬
北
地
方
に
お
け
る
雨
滝
式
土
器
と
同
じ
頃
の
上
ノ
国
式
土
器
が
あ
り
、
次
い
で
大
洞
0
2
式
土
器
が

現
わ
れ
、
さ
ら
に
は
こ
れ
が
大
洞A

式
土
器
に
同
じ
頃
の
日
ノ
浜
式
土
器
へ
と
変
還
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
札
幌
.
苫
小
牧
低
地
带
周
辺
部
か
ら
道
來
北
部
一
带
に
か
け
て
は
、
日
ノ
浜
式
土
器
に
ほ
ぽ
時
を
同
じ
く
し
て

て
、
札
幌

.
苫
小
牧
低
地
帯
に
タ
ン
ネ
ト
ゥ，4

式
土
器
と
続
い
て
大
狩
部
式
土
器
が
、
ま
た
、
道
來
地
方
に
は
ヌ
サ
マ
ィ
式
土
器
と

こ
れ
に
や
や
遅
れ
て
釧
路
緑
ヶ
岡
式
土
器
が
分
布
す
る
。

第
汉
期
の
石
器
類
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
前
第
]1
1期
と
の
大
き
な
遠
い
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
石
戧
に
は
'
ニ
等
辺
三
角

笫
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二
編

石

狩

の
先
史

時
代

一〇

八

形
の
も
の
か
有
茎
形
の
も
の
な
ど
い
ず
れ
の
形
態
の
も
の
も
あ
る
。
石
搶
、
搔
器
ナ
ィ
フ
な
ど
は
、
前
期
に
比
べ
る
と
や
や
小
形
の

加
工
の
粗
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
主
と
し
て
墳
墓
か
ら
、
そ
の
用
途
の
明
ら
か
で
な
い
半
月
形
の
石
器
や
異
形
の
石
器
が
出

土
し
た
り
、
さ
き
に
述
べ
た
が
、
大
形
石
棒
や
剣
に
似
た
形
の
石
剣
な
ど
も
み
つ
か
っ
て
い
る
。

第

V

期

<:約
ニ
〇
0
0
年
~
ニ
|〇
0
年
前
>

東
北
地
方
北
半
を
除
く
本
州
以
南
で
は
、
西
暦
紀
元
前
後
に
縄
文
式
土
器
時
代
に
終
り
を
告
げ
、
続
い
て
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し

て
大
陸
か
ら
稲
作
技
術
や
鉄
器
、
銅
器
な
ど
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
弥
生
式
土
器
時
代
に
入
る
。

北
海
道
で
は

そ
の
よ
う
な
新
し
い
文
化
段
階
に
入

っ
た
地
域
か
ら
は
僻
遠
の
地
に
あ
た

っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
も
あ

っ
て
、
そ
う

し
た
文
化
の
肜
響
は
強
く
は
及
ば
な
か

っ
た
。
ま
た
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
往
時
の
稲
作
に
と
っ
て
気
温
が
寒
冷
す
ぎ
た
た
め
で

あ
ろ
う
か
、
そ
の
技
術
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
漁
協
や
狩
狐
あ
る
い
は

植
物
採
集
な
ど
に
よ
っ
て
、
食
料
源
は
十
分
に
確
保
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
少
な
く
と
も
我
々
が
今
日
知
る
こ
と
の
で
き
る
物
質
文
化
に
関
す
る
資
料
の
限
り
で
は
、

当
期
に
お
け
る
北
海
道
の
文
化
は
前
時
期
に
比
べ
て
よ
り

一
様
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
北
海
道
の
居
住
民
と
東
北
地
方
北
部

や
樺
太
南
端
あ
る
い
は
千
島
列
島
の
居
住
民
と
の
交
渉
も
、
よ
り

一
層
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
当
期
に

入

っ
て

は
、
以
上
の
諸
地
域
に
お
け
る
住
民
は
民
族
的
ま
と
ま
り
を
な
す
ま
で
に
至

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
北
海
道
へ
の

文
化
の
伝
播
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
稲
作
農
耕
あ
る
い
は
稲
作
以
外
で
あ
っ
て

も
、
漁
狸
に
と
っ
て
代

る
よ

う

な
座
耕
は
、
後
期
を
通
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
期
末
頃
に
は
交
易
に
よ
っ
て
米
が
伝
え
ら
れ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
鉄
を
主
と
し
た
金
属
器
に
つ
い
て
は
、
そ
の
伝
播
が
稲
作
の
よ
う
に
自
然
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
本

州
に
や
や
遅
れ
て
で
は
あ

っ
た
が
、
北
海
道
で
も
こ

の

期
の
始
め
頃
か
ら
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
石
器
に
比
べ

て
柔
軟
で
あ
り
、
鋭
い
刃
を
も
つ
利
点
が
あ
っ
た
か
ら
、
大
へ
ん
重
宝
な
も

の
と

さ
れ
て
い
た
に
逾
い
な
い
。



な
お
、
北
海
道
の
当
期
に
お
け
る
金
腐
器
、
主
と
し
て
鉄
器
に
は
、
刃
物
の
ほ
か
、
容
器
も
、
木
器
あ
る
い
は
骨
角
器
製
作
の
た

め
の
加H

具
も
あ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ょ
う
な
金
厲
器
の
導
入
は
、
ま
だ
少
な
く
と
も
当
第
：>
期
に
お
い
て
は
、

盘
的
に
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
当
期

に
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
石
器
や
土
器
に
代
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
石
器
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
第

贝
期
、

土
器
が
用
い
ら
れ
な
く
な
る
の
は
さ
ら
に
後
の
第W

期
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
前
第
1¥
期
末
に
は
、
何
ら
か
の
原
因
に
ょ
っ
て
経
済
的
行
き
づ
ま
り
が
生
じ
た
ょ
う
で
あ
る
が
、
当
期
に
は
、
程
度
の
差

は
あ

っ
た
に
せ
ょ
、
こ
れ
は

一
応
回
復
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
生
業
に
関
し
て
は
、
前
時
期
と
ほ
ぼ
変
ら
ず
、
依
然
と

乙
て
漁
撈
に
も
っ
と
も
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
。

当
第
¥
期
は
、
土
器
に
ょ
る
時
代
区
分
に
従
え
ぱ
、
統
多
形
土
器
時
代
に
あ
た
る
。
前
期
後
半
の
土
器
は
器
形
や
装
飾
文
様
や
焼

成
な
ど
に
関
し
て
、
き
わ
め
て
良
く
発
逹
し
た
様
相
を
示
し
て
い
る
が
、
当
期
に
至
っ
て
の
土
器
は
、
ま
ず
簡
素
化
し
、
単
純
化
し

て
い
る
。
道
西
南
部
に
は
、
大
洞
式
土
器
に
次
ぐ
と
こ
ろ
の
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
影
響
を
残
し
て
い
る
恵
山
式
土
器
が
分
布
す

る
。

一
方
、
道
東
北
部
に
は
、
前
期
の
も
の
に
次
い
で
興
津

(

ォ
コ
ッ
)
式
土
器
、
前
北
式
土
器

(狭
義
の
意
に
お
け
る
呼
称
)
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
突
瘤
文
や
撚
紐
の
圧
痕
、
絀
文
目
な
ど
の
施
さ
れ
た
土
器
が
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
に
次
い
で
は
、
主
と
し
て
札

幌

.
苫
小
牧
低
地
帯
附
近
に
、
文
様
の
具
象
的
に
表
現
さ
れ
た
後
北
式
類
江
別A

式
土
器
や
同B

式
土
器
が
分
布
す
る
。
ま
た
、
こ

れ
に
平
行
し
て
道
東
北
部
に
は
、
後
北
式
類
北
見
式
土
器
が
分
布
す
る
。
こ
の
な
か
ま
に
厲
す
る
も
の
は
、
知
床
半
島
チ
プ
ス
ヶ
逍

跡
や
天
塩
地
方
か
ら
も
知
ら
れ
て
い
る
。
当
期
中
葉
に
な
っ
て
の
土
器
の
文
棣
が
抽
象
化
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
多
様
化

さ

れ
て

お

り
、
ま
た
器
形
に
も
や
や
多
様
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
分
布
は
全
道
的
に
広
が

っ
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
本
州
東
北

地
方
や
、
樺
太
南
部
、
千
島
列
島
な
ど
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
時
期
の
土
器
は
後
北
式
類
江
別(

C
1
.
C
2
;

一式
土
器
で
あ
り
、

次
い
で
周D

式
土
器
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
後
北
式
類
江
別〇

式
土
器
や
同
江
別
0
式
土
器
の
文
様
は
具
象
の
域
を
完
全
に
脱
し
た

抽
象
的
な
も
の
が
多
い
。
後
北
式
類
江
別D

式
土
器
に
な
る
と
、
文
様
の
退
化
す
る
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と

第
二
編

石
狩
の

先
史

時

代

I
〇

九



第
二
編

石

狩
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史
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は
、
土
器
に
伐
る
木
器
や
鉄
器
の
使
用
が
か
な
り
盛
ん
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

後
北
式
類
江
別
0
式
土
器
に
次
い
で
は
河
野
広
道
に
よ
っ
て
後
北
1
式
土
器
と
か
北
大
式
土
器
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
な
か
ま
の
も

の
が
、
ほ
ぽ
全
道
を
そ
の
分
布
圏
と
し
て
い
る
。
こ
の
土
器
の
編
年
的
位
膣
は
当
期
末
か
ら
次
の
第
¥1
期
初
期
に
わ
た
る
頃
で
あ
る
。

石
器
に
関
し
て
も
、
当
期
の
も
の
と
前
時
期
の
も
の
と
を
比
較
し
て
は
明
ら
か
な
差
を
幾
点
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
第1

期

か
ら
第
刃
期
ま
で
ほ
と
ん
ど
絶
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
つ
ま
み
(柄
部
)の
あ
る
搔
器
は
当
期
に
は
消
え
失
せ
る
が
、
初
期
に
は
そ

の
代
り
と
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
く
つ
べ
ら
形
の
石
器
が
現
わ
れ
る
。
ま
た
、
石
鏃
、
石
搶
、
い
く
ら
か
の
槌
頓

の

器
、
磨
製
石
斧
な
ど
の
石
器
は
、
中
期
を
経
て
末
期
に
至
る
と
粗
雑
化
す
る
傾
向
を
示
す
。

こ
の
よ
う
な
利
器
と
し
て
の
石
器
の
粗
雑
化
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
逊
的
に
多
く
は
な
か
っ
た
に
し
ろ
や
は
り
金
厲
器
が

入
手
さ
れ
た
た
め
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
石
器
か
ら
金
厲
器
へ
の
移
行
に

つ
い
て
は
、
道
西
南
部
や
札
幌

■
苫
小
牧
低
地
帶

付
近
の
ご
と
く
、
よ
り
東
北
地
方
に
近
い
地
方
に
お
け
る
方
が
本
州
か
ら
疎
遠
の
道
東
北
部
に
お
け
る
よ
り
先
行
し
た
。
ま
た
、
同

じ
頃
に
北
方
大
陸
か
ら
樺
太
あ
る
い
は
千
島
列
島
を
経
由
し
て
本
道
に
入

っ
た
金
属
器
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し

て
は
詳
し
い
こ
と
は
判

っ
て
い
な
い
。

骨
角
器
類
は
主
と
し
て
道
西
南
部
に
お
い
て
、
当
期
初
頭
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
も
次
第
に
金
厲
器
に
と
っ
て

代
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
装
身
具
は
玉
類
を
主
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
石
製
の
も
の
の
ほ
か
に
、
当
期
後
半
に
は
、
ガ
ラ

ス
玉
も
交
易
に
よ
っ
て
得
れ
た
。
ガ
ラ
ス
玉
は
主
と
し
て
北
方
大
陸
起
源
の
も
の
が
導
入
さ
れ
た
ら
し
い
。

当
町
に
お
け
る
、
当
第
；>
期
の
逍
跡
と
し
て
は
、
八
幅
町
小
字
衆
富
中
島
、
八
»
町
字
高
岡
六
四
番
地
、
矢
日
場
三
番
地
、
生
振

村
四
五
六
®
地
、
樽
川
村

一
四
二
番

地
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
出
土

物
に
つ
い
て
は
第
三
章
に
お
い
て
述
べ
る
。



第

期

(
約I

ニ
0
0

年~

八0
0

ま
た
は
六0
0

年
前
〕

当
期
初
頭
に
は

、
興
民
族
が
本
道
の
居
住
民
に
優
る
鉄
器
文
化
を
伴

っ
て
北
方
と
南
方
の

二
方
向
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
頃
に

渡

来

し

た
。
そ
し
て
、
本
道
の
土
普
の
文
化
は
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
強
い
文
化
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

南
方
か
ら
の
文
化
は
、
す
で
に
歴
史
時
代
に
入

っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
古
代
天
皇
制
の
体
制
下
に
あ
っ
た
和
人
が
政
治
的
意
図
に
よ

っ
て
も
た
ら
し
た
も
の
か
、あ
る
い
は
、
以
前
か
ら
柬
北
地
方
に
土
着
的
に
居
住
し
て
い
た
人

が々
、
外
圧
に
よ
っ
て
北
上
し
て
も
た

ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
影
響
は
本
道
の
先
住
民
に

と
っ
て
生
業
形
態
や
社
会
的
枠
組
が
変
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、南
方
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
鉄
器
の
ほ
か
に
、
土
師
器
や
須
想
器
な
ど
の
古
墳
時
代
あ
る
い
は

そ
れ
よ
り
以
降
に
編
年
さ
れ
て
い
る
器
物
や
、
迫
物
と
し
て
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
が
、木
器
、
漆
器
類
な
ど
が
あ
る
。

他
方
、
北
方
か
ら
の
民
族
の
渡
来
は
、
数
度
に
亘

っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
及
ぶ
範
囲
は
初
期
に
は
宗
谷
地
方

か
ら
日
本
海
沿
岸
ぞ
い
に
石
狩
湾
の
付
近
ま
で
至
り
、
ま
た
、
ォ
ホI

ッ
ク
海
沿
岸
を
も
南
下
し
た
。
こ
の
新
来
民
族
の
文
化
は
、

さ
ら
に
後
に
な
る

と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
か
ら
千
島
列
鳥
ま
で
に
も
至
る
。
な
お
、
こ
の
文
化
は

「
オ
ホー

ツ
ク
文
化
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、
海
洋
文
化
と
も
称
さ
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
生
業
は
海
に
お
け
る
漁
撈
や
海
獣
狩
抓
に
主
き
が
お
か
れ

て
い
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
文
化
の
担
い
手
達
と
本
道
土
着
民
と
は
し
ば
ら
く
の
間
、
相
互
に
反n

n

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
り
、

む
し
ろ
共
存
関
係
に
あ

っ
た
らL

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
期
末
に
は
、
こ
の
渡
来
民
族
に
対
し
て
、
本
道
土
着
民
の
優
勢
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。

当
期
に
な

っ
て
の
住
居
の
®
造
は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て

一
段
と
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
期
に

お
い
て
、
前
第V

期

ま
で
は
、
そ
の
発
見
例
が
少
な
い
に
し
ろ
竪
穴
式
住
居
の
平
面
は
ー
般
に
円
形
も
し
く
は
長
円
形
を
な
し
て
お
り
、
稀
に
不
規
則
な

五
角
形
の
例
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
期
に
お
け
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
と
大
き
く
異
な
る
様
相
を
み
せ
て
い
る
。

後
に
述
べ
る
擦
文
式
土
器
を
用
い
た
人
々
の
竪
穴
式
住
居
は
、
そ
の
平
面
外
形
が
方
形
な
い
し
角
の
や
や
丸
い
方
形
を
な
し
て
お

り
、
そ
の
中
央
に
炉
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
壁
に
は
窯

(
か
ま
ど
)
が
据
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
か
ま
ど
に
は
戸
外

第
二

編
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狩
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笫
ニ
編

石

狩
の

先
史

時
代

一
一
ニ

に
通
ず
る
煙
道
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
を
な
す
住
居
は
、
前
第
；>
期
ま
で
は
な
か
っ
た
。
か
ま
ど
の
榔
築
は
前
時
代

の
文
化
と
は
無
縁
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
住
居
構
築
の
要
素
は
、
南
方
か
ら
土
器
作
り
の
技
術
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
'
そ
の
起
源
は
本
州
に
お
け
る
土
師
器
を
用
い
て
い
た
人
々
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
ォ
ホ
ー
ッ
ク
式
土
器
を
用
い
た
人
々
の
竪
穴
式
住
居
は
、
そ
の
外
形
平
面
が
古
い
時
期
の
も
の
に
は
ほ
ぼ
円
形
を
な
す
例

も
あ
る
が
、I
般
に
六
角
形
に
近
い
形
の
も
の
が
多
い
。
住
居
内
に
は
、n

の
字
形
の
粘
土
の
貼

で
囲
ま
れ
た
炉
が
あ
る
例
や
、

お
そ
ら
く
入
ロ
と
は
反
対
側
に
位
置
し
た
で
あ
ろ
う
壁
面
に
接
し
て
、
祭
壇
よ
う
の
場
所
が
認
め
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

生
業
は
相
変
ら
ず
以
前
と
大
差
が
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
期
に
あ
っ
て
は
、
擦
文
式
土
器
を
用
い
た
人
々
の

一
部
に
よ
っ
て
、
初
歩
的
な
雑
殻
類
の
農
耕
が
な
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
'
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
植
物
性
食
料
源
の
大
部
分
は
、
季
節
的
あ
る
い
は
定
期
的
な
採
集
に
よ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

前
第
；>
期
後
半
か
ら
、
利
器
の
占
め
る
割
合
は
き
わ
め
て
少
な
く
な
る
。
擦
文
式
土
器
を
用
い
た
人
々
は
、
ほ
と
ん
ど
石
器
を
用

い
な
く
な
り
、
そ
れ
に
代
£
て
鉄
器
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
期
に
お
い
て
発
見
さ
れ
て
い
る
鉄
器
と
し
て
は
、
刀
子
、
小
刀

な
ど
が
あ
る
が
、
鉄
製
品
は
比
較
的
腐
蝕
が
早
く
、
保
存
さ
れ
に
く
い
こ
と
を
考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
幾
種
類

も
の
鉄
器
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
は
雛
し
く
は
な
い
。

さ
て
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
期
に
南
北
双
方
か
ら
の
外
来
興
民
族
の
渡
来
が
あ

っ
た
こ
と
は
、

跡
や
造
物
に
よ
っ
て
十

分
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
北
方
か
ら
や

っ
て
き
た
人
々
お
よ
び
そ
の
後
裔
た
ち
が
用
い
て
い
た
当
時
の
土
器
に
関
し
て

は
、

一
括
し
て
オ
ホー

ッ
ク
式
土
器
群
と
呼
称
し
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
古
い
も
の
か
ら
順
に
鈴
谷
式
土
器
江
ノ

浦
3
式
土
器
1
幌
別
式
土
器
へ
と
移
り
、
さ
ら
に
こ
れ
に
次
い
で
、
ソ
ー
メ
ン
状
の
貼
付
文
(
ソ
ー
メ
ン
文
)
の
施
さ
れ
た
土
器
群

が
現
わ
れ
る
。
な
お
、
北
海
道
の
北
部
海
岸
沿
い
の

一
部
に
は
、
ォ
ホー

ッ
ク
式
土
器
群
の
古
い
も
の
が
す
で
に
当
第

讥
期
以
前
に

も
及
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
南
方
す
な
わ
ち
本
州
か
ら
本
道
へ
至

っ
た
人
々
は
、
土
師
器
や
須
恵
器
を
用
い
た
。
そ
れ
ら
を
出
土
す
る
造
跡



は
、
主
と
し
て
面
館
地
方
や
札
幌

.
苫
小
牧
低
地
帯
付
近
に
分
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
南
方
か
ら
の
文
化

の
膨
娜
：を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
本
道
土
蒞
の
土
器
文
化
は
当
期
に
至

っ
て
も
ま
た
も
大
い
に
変

っ
た
様
相
を
示
す
。
す
な
わ
ち
前
第V

期
末
か
ら
当
期
初
頭
に
か
け
て
、
北
大
式
土
器
あ
る
い
は
シ
ュ
ン
ク
シ
タ
ヵ
ラ

式
土
器
が
生

ま
れ
、
こ
れ
ら
は
次
い
で
擦
文
式
土
器
へ
と
変
還
す
る
。
北
大
式
土
器
あ
る
い
は

シ
ュ
ン
ク
シ
タ
ヵ
ラ

式
土
器
に
は

、

無
文
の

も

の
、
微
隆
起
線
文
0
あ
る
も
の
、
細
か
い
細
目
文
と
幾
何
学
的
な
沈
線
文
が
組
を
な
し
て
施
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、
加

え
て
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
い
ず
れ
に
も
ロ
縁
部
に
は

一
定
間
隔
に
施
さ
れ
た
円
形
刺
突
文
が
め
ぐ
っ
て

い
る
。
擦
文
式
土
器
は
刷

毛
目
様
の
擦
文
だ
け
が
施
さ
れ
た
も
の
と
、
こ
れ
に
加
え
て
幾
何
学
的
な
刻
線
文
が
描
か
れ

て
い
る
も
の
、
さ
ら
に
刻
点
列
文
が
め

く
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。

擦
文
式
土
器
を
作
り
出
し
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
用
い
た
人
々
は
、
人
種
的
に
第
®
期
に
お
け
る
ア

ィ
ヌ

の

直
接
の
祖
先
達
で
あ

っ

た
。
お
そ
ら
く
は
、
ォ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
の
製
作
者
逹
も
ま

た

そ
う
で
あ

っ
た
も

の

と

思
わ
れ
る
。

擦
文
式
土
器
製
作
者
達
の
文
化
に

つ
い
て
は
、
本
州
文
化
の
影
響
を
物
質
的
お
よ
び
箱
神
的
両
面
に
強
く
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
精
神
的
側
面
に
つ
い
て
の
影
■
に
関
し
て
は
、
と
く
に
こ
こ

に

述
べ
得
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
が
、
物
質
的
側
面
に
関
し

て
は
、
た
と
え
ば
本
州
文
化
に
起
源
を
有
す
る
土
師
器
や
須
患
器
が
擦
文
式
土
器
に
伴

っ
て
発
見
さ
れ
て
お
り
、
擦
文
式
土
器
の
浅

鉢
な
い
し
址
形
の
土
器
の
形
態
が
土
師
器
の
そ
れ
に
似
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

う

点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
土
師
器
は
枝

幸
町
や
天
塩
町
ほ
ど
の
道
北
部
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
住
居
の
平
面
外
形
が
方
形
を
呈
す
る
よ
う

に
な

っ
た
の
も
、
本
州
文
化
の
影
柳
；

3

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
当
期
に
な

っ
て
新
し
く
現
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
勅
祂

車
が
あ
る
。
擦
文
式
土
器
と
と
も
に
住
居
址

内
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
の
紡
«
車
は
、
普
通
に
は
粘
土
を
焼
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
円
板
形
で
、
そ
の
伽
面
が
|方
に
傾
斜

し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
中
央
部
に
は

一
孔
が
穿
た
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
部
分
に
は

文
棣
の
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
大
き
さ

は
直
経
四
〜

一〇
s

前
後
ぐ
ら
い
、
厚
さ
は

一~
四
g

前
後
で
あ
る_。

第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

二
三



第
二

編

石

狩
の

先
史

時
代

ニ

四

当
期
の
後
半
に
至
っ
て
は
ま
た
、
葬
法
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
葬
法
はI

般
に
屈

葬
で
あ

っ
た

が
、
当
期
後
半
の
擦
文
式
土
器
の
使
用
者
連
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
墳
惡
が
未
発
見
の
た
め
知
ら
れ
て
い
な
い
。
擦
文
式
土
器
の
使

用
者
達
の
祖
先
で
あ
る
北
大
式
土
器
の
使
用
者
連
の
葬
法
は
屈
葬
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
擦
文
式
土
器
の
使
用
者
達
の
そ
れ

ら
は
お
そ
ら
く
伸
展
葬
に
代

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
伸
展
葬
は
こ
の
頃
よ
り
ア
イ
ヌ
期
を
通
し
て
の
葬

法
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
擦
文
式
土
器
文
化
の
担
い
手
逹
の
埏
墓
が
未
発
見
の
理
由
と
し
て
は
、

一
つ
に
は
そ
れ
が
ア
イ
ヌ

に
お
け
る
墳
菡
の
ご
と
く
浅
い
竪
穴
式
®
墓
で
あ
っ
た
た
め
に
、
人
体
の
腐
蝕
が
早
く
起
こ
り
、
そ
の
た
め
に
人
骨
が
発
見
さ
れ
に

く
い
こ
と
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
そ
う
で
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
擦
文
式
土
器
文
化
の
担
い
手

逹
の
墳
越
は
菡
孔
が
掘
ら
れ
ず
、
野
辺
の
上
に
作
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
加
え
て
'
ア
イ
ヌ
が
伸
展
葬
を
な
し
た

こ
と

、
お

よ

び
、
擦
文
式
土
器
時
代
に
本
道
に
土
師
器
や
須
恵
器
を
も
た
ら
せ
た
人
々
の
影
®
を
考
え
る
な
ら
ば
、
当
期
後
半
に
伸
展
葬
の
な
さ

れ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も

一
応
考
處
さ
れ
て
よ
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
町
内
に
は
擦
文
式
土
器
に
先
行
す
る
北
大
式
土

器
に
底
部
に
打
孔
の
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
(第
2
5図
左
)
。
こ
の
よ
う
に
底
部
に
打
孔
の
あ
る
も
の
は
江
別
市
坊
主
山
迫
跡
の

同
時
代
の
墳
蒽
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
底
部
を
打
孔
し
た
理
由
は
そ
の
も
の
の
霊
的
存
在
を
他
界
さ
せ
る
た
め
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ア
イ
ヌ
の
副
葬
品
を
破
壊
す
る
考
え
方
か
らL

て
、
そ
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と
は
決
し
て
難
か
し
く
な

い
。
な
お
、
同
じ
頃
、
主
と
し
て
オ
ホー

ッ
ク
海
沿
岸

一
帯
に
居
住
し
て
い
た
オ
ホー

ツ
ク
式
土
器
文
化
の
担
い
手
連
の
葬
法
は
、

屈
葬
が
多
く
伸
展
葬
の
例
は
少
な
い
。
石
狩
町
の
当
期
の
造
跡
と
し
て
は
、
生
振
村四

五
六
番

地
、
生
振
村
四九

〇
番

地
、
花
畔
村

三
〇
〇
番

地
が
あ
る
。

笫

VJI

期

(
約
八〇

〇

ま
た
は
六〇

〇

年
〜

一〇
〇s

)

当
期
は
北
海
道
の
先
史
時
代
の
®
後
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
開
始
は
土
器
が
用
い
ら
れ
な
く
な

っ
た
頃
と
ほ
ぼI

致
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。



当
期
に
至

っ
て
は
、
本
州
か

ら
の
侵
入

民
族
で

あ
る
和
人
が
漸
次
に
優
勢
と
な
り
、
逆
に
本
道
先
住
民

ア
イ
ヌ
の
勢
力
が
衰
退
の

途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
歴
史
的
衹

荚
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

物
質
文
化
に

つ
い
て
の

み
な
ら
ず
、
非
物
質
文
化
に

つ
い
て
も
、
序

々
に
そ
し
て
決
定
的
に

ア
イ
ヌ
は
和
人
へ

の
同
化
を

余
儀
な

く

さ
れ
て

い

っ
た
。
た
と
え
ば
、
物
質
文
化

に
閲L

て
い
え
ば

、
本
道
先
住
民

達
の
土
器
や
石
器
は

金
厲
器
、
主
と
し
て

鉄
器
お
よ
び

鉄
器
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
器
物
に

代

っ
た
。

鉄
器
の

使
用
の

一
般
化
に

よ
っ
て

、
ア
イ
ヌ

に
特
徴
的
な
木
器
文
化
も
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
宝
物
と
し
た
漆
器
類
は

、
和

人
と
の
交
易
に
よ
っ

て
得
た
も
の
で
あ

っ
た
。

な
お
、
北
海
道

ア
イ
ヌ
と
は
'
当
期
に
お
け

る
本
道
先
住

土
避
民
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人

々
に
よ
る
文
化
は

、
ほ
ぼ
純
粋
に

あ

る
い
は
孤
立
的
に
独
自ft

も
の
と
は
と
ぅ

て
い
捉
え
難
い
。
す
な
わ
ち

、

ア
イ
ヌ
文
化
は

幾
つ

も
の
周
辺
の

近
隣
民
族
の

文
化
、
中

で
も
特
に
和
人
文
化
を
収
し
て

い
た
。

当
期
の

後
半
に
な
る
と
"
考
古
学
的
資
料

に
加
え
て
、
歴
史
的
、
民
族
誌
的
資
料

が

:®;
當
に

な
る

た
め
、
そ
の
文
化
様
相
は

、
前

第

期
ま
で
の
そ
れ
に
比
べ
て

よ
り
ず

っ
と
明
ら

か
で
あ
る

。

生
業
は

漁
抓
や
植
物
採
集

の
ほ
か
、
和
人
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た

ア
ヮ
、

ヒ
エ
な
ど
の

雑
殼

類
の
農
耕
も
お
こ
な
わ
れ

る
よ
ぅ
に

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
耕
は
、
重
要
な
生
業
と
は
な
ら
ず
'
そ
れ
に
よ
っ
て
食
生
活
が
か
な
り
の
程
度
補
な
わ
れ
る
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

铛
期
に
農
耕
の
お
こ
な
わ
れ
た
地
域
は
、
道
西
南
部
や
日
高
地
方
の
よ
ぅ
に
北
海
道
の
ぅ
ち
で
も
比

較
的
暖
か
な
地
方
に

お
い
て
の

み
で
あ

っ
た
。

当
第
™
期
の
終
り
は
、
地
方
に

よ
り
い
く
ら
か
興
な
る

が
、
西
館
地
方
を

始
め
本
州
に

近
い
諸
地
方
で
は

江
戸
時
代

後
半
で

あ

り
、
そ
し
て

、
全
道
的
に
当
期
が
終
る
の
は
、
明
治
の
初
め

頃
で

あ
る
。
こ
の
時
点
を

も
っ
て
、
北
海
道

の
先
史
時
代
は

終
わ

る
。

な
お
、
こ
こ
石
狩
の
地
も
か

っ
て
は

ア
イ
ヌ
の

地
で
あ

っ
た
が
、
江
戸
時
代
に

入
り
、
次
第
に

支
配
揃
を
強
め
た
和
人
は
、
や
が

て
こ
の
地
を
ま
っ
た
く
和
人
の
地
と
化
し
て
し
ま
っ

た
。
今
日
、

ア
イ
ヌ
系
住
民
の

ほ
と
ん
ど
は

北
海
道
に
居
住

し
、
そ
の
総
人
工

第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

ニ

五



第
二
編

石

狩

の

先
史

時
代

ニ

六

は

一
万
数
千
人
と
推
定

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
人
種
的
な

意
味
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
は
数
百

名
程
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
現
在
で

は
ア
イ
ヌ
系
住
民
の

九〇

数
％
が
和
人
と

ア
イ
ヌ
の

血
を

ひ
く
混
血
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
日
で
は
文
化
的
に

規
定
さ
れ
る
民
族
と

し
て
の
ア
イ
ヌ
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
日
本
に
お
い
て
現
在
も
な
お
、
多
数
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
和
人
は
少
数
グ

ルー

プ
と
し
て
の

ア
イ
ヌ
系
住
民
に

対
し
て
、
前
者
の

後
者
に

対
す

る
人
種
的

偏
見

や
差
別
行
為
に

つ
い
て
の

問
題
を
解
決

し
て

い

な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
和
人
は
厳
し
く
反
省
を

う
な
が
さ
れ
て
し
か

る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

第
三
章

遺

跡

と

遺
物

こ
の
箪
で
は
、
石
狩
町
に
所
在
す

る
逍
跡
を
個

々
に
紹
介
す

る
こ
と
に
し
ょ

う
。

な
お
、
地
番
の
次
に

示
し
た

c
)

内
は

物
の

土
地
所
有
者

、
続
く

(
)

内
は
逝
物
の
所
蔵
者
で
あ
る
。
ま
た
、
地
番
の

前

に
付
し
た
番
号
は

、
造
跡
分
布
図

(
第1

'
2

図
〕
の
®
跡
#
号
に

一
致
す
る
。

1
、

八
幡
町
字
高
岡
九
の
沢

(

淸
水
淸

I
〕

(
不
明
)

知
津
狩
川
の
傍
の
標
高
七〇

S

ほ
ど
の

舌
状
台
地
端
部
付
近
か

ら
、
石
器
類
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

2
、

厚
田
郡
厚
田
村
五
の
沢

(嘉
屋
徳
光
)

(
五
の
沢
小
学
校
)

南
西
流
す

る
知
津
狩
川
に
向

っ
て
の
び
た
台
地
の
端
部
か

ら
、
石
器
類
が
採
集

さ
れ
て
い
る
。
行
政
区
画

上
は
厚
田

村
で

あ

る

が
、

物
が
本
町
の

五
の
沢
小
学
校
に

保
管

さ
れ
て
い
る

の
で
、

一
応
記
し
た
。

3
、

八
幡
町
字
高
岡
地
蔵
沢

(

熊
上
松
太

郎)
(

熊
上
松
太
郎
〕

地
蔵
沼
の
北
西

ニ〇
〇
m

ほ
ど
の

や
や
平
坦
な
台
地
か
ら
、
搔
器
、
石
斧
な

ど
の
石
器
類
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

4
、

八
幡
町
字
商
岡五

五
二
番

地

(
藤
岡
進
)

(
田
中
実
〕

北
西
に

開
く
小
支
谷
に
面
し
た
台
地
上
の
耕
作
地
か

ら
、
直
径

九

.
五
〜
八

■
八cm、

中
央
に

径
ニ

.
一
™
の

一
孔
を
も

つ
、
ド



丨
ナ
ツ
形
の
環
状
石
製
品

C

環
石
)
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

(第
46
、
4
7西
)

5
、

八
幡
町
字
高
岡三

三
番

地

(
三
木
要
)■

(

田
中
実
)

知
津
狩
川
の
支
流
に

接
す

る
標
高

一
〇
wl

ほ
ど
の
台
地
北
西
斜
面
か

ら
、

っ
ぽ
い
石
を
利
用
し
た
磨
製
石
斧
、
ナ
ィ
フ
形
の
石

器
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。

6
、

八
幡
町
字
高
岡
ニ
四
七

(
竹
永
©
吉)(

田
中
喪
)

古
く
、
ス
ト
ー
ン

.
サー

ク
ル
(
環
状
石
®
)
様
の
逍
權
が

あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
土
器

の
細
片
が

発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
所
蔵
先
は

不
明
で
あ
る
。

7
、

八
幡
町
字
高
岡五

二
番

地

(
三
宅
徳

一
)C

三
宅
徳

一
.
田
中
実
)

高
岡
台
地
の
西
端
部
に
位
®
し
た
現
在
畑
地
と
な

っ
て
い
る
付
近
か

ら
、
昭
和
三
十

一
年
に
土
砂
運
搬
作
業
中
に
、
土
器
や
石
器
が

発
見
さ
れ
た
。
後
、
そ
れ
ら
の

物
の
所
蔵
者
等
に
ょ
っ
て
、
さ
ら
に
表
面
採
集
が
繰
返
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
に
は
、
筒

形
土
器
時
代
後
半
期
の

余
市
式
土
器
と
同
類
の
も
の
と
思
わ
れ

る
土
器
の
破
片
や
有
苤
石
銳

、
搔
器
な
ど
が
搽
集
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
森
田
知
忠

(
「
石
狩
附
近
の

造
跡
と
そ
の
分
布
」

『
郷
土
の
今
昔

J
8

一
九
五
八

•
五
に
ょ
れ
ば
、
地
下
ニ

S

か
ら
円
筒
式
土

器
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
(第
13
図
)

8
、

八
幡
耵
字
高
岡五

二
番

地

(
三
宅
徳

一
〕

(
田
中
実
〕

沢
に
面
し
た
高
岡
台
地
上
の
客
土
用
土
採
場
か
ら
、
昭
和
三
ニ
年
、
そ
の
作
業
中
に
、
環
状

の
多
頭
石
斧
と
呼
ば
れ

て
い
る
石
器

が
菏
見
さ
れ
た
。

(第
4
6、
4
7図
)

9
、

八
幡
町
字
高
岡五

二
番

地

a

ニ
宅
徳

I
)

(
田
中
実
〕

上
述
の
地
点

跡
番
号8

か
ら
南
西
に

一〇
〇
s

ほ
ど
隔

っ
た
台
地
上
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
三
年
、
造
田
工
事
に
伴

っ
て
筒
形

土
器
時
代
の
後
半
期
に
位

屘
づ
け
ら
れ
る
円

简
上
層
式
土
器
の
破
片
や
、
石

检
、
ナ
ィ
フ
狀
の
石
器
、
播
器
な
ど
の
石
器
類
が
発
見

さ
れ
た
。
現
在
、
当
地
点
は
水
田
と
な
っ
て

い
る
の
で
調
査
は

難
し
い
。

(第
1
2.
3
4図
〕

第
二
編

石

狩

*©

先
史

時
代

一
一
七



第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

一
一
八

1
0、

八
幡
町
字
高
岡八

九
番

地

(
岸部
福
雄
〕

(
田
中
実
)

上
述
の
地
点

(

跡
番
号9

〕
か
ら
、
さ
ら
に
南
朿
へ
ニ
五
0
«
1ほ
ど
隔
っ
た
あ
た
り
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
十
ニ
年
の
客
土
エ

®
に
伴

っ
て
、
円
筒
上
眉
式
土
器
、
余
市
式
土
器
の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

1
1、

八
幡
町
字
高
岡二

四
番

地

(
中
東
静
〕

c

田
中
実
〕

上
述
の
地
点
(

遗
跡
蒂
号
10
)
と
、
現
在
貯
水
池
と
な
っ
て
い
る
小
支
谷
を
狭
ん
で
相
対
す
る
南
側
の
台
地
端
部
か
ら
、
円
筒
上

層
式
土
器
の
破
片
、
有
茎
の
も
の
を
含
む
石
鏃
、
打
欠
き
式
石
錘
、
磨
製
石
斧
、
有
柄
縦
形
播
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

淼
田
知
忠
{前

出
ー
に
ょ
れ
ば
、
当
地
点
お
ょ
ぴ
遗
跡
番
兮
]0
の
地
点
に
か
け
て
、
余
市
式
土
器
破
片
’
黒
-耀
石
製
石
鏹

石
匙
な
ど
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。

1
2、

八
幡
町
字
高
岡二

八
九
番

地
の

一
、
ニ

(
竹
中
豊
作
)

(
田
中
突
)

黒
蹯
石
に
ょ
っ
て
作
ら
れ
た
両
頭
石
槍
が
出
土
し
て
い
る
。
(第
35
図
)

13
̶
a

八
幡
町
字
高
岡五
三
番
地

(

伊
藤
保
〕

(
伊
藤保
)

高
岡
台
地
南
端
部
の
標
高

一
八S

ほ
ど
の
畑
地
か
ら
、
深
土
耕
が
な
さ
れ
た
際
に
、
少

の
土
器
破
片
と
多
く
の
石
器
類
が
地
表

に
®
出
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
円
底
、
尖
底
土
器
時
代
の
加
茂
川
式
土
器
に
対
比
さ
れ
る
土
器
破
片
、
円

上
層
式
土
器
末

期

の
破

片
、
播
器
類
、
打
欠
き
式
石
錘
、
手
持
石
杵
、
遛
製
石
萍
、
石
片
な
ど
で
ぁ
る
。
(第
7
図
)

な
お
、
当
地
点
お
ょ
び
次
の
®
跡
番
号
十
三丨

4
3
な
ど
数
個
所
は
、
昭
和
三
十
年
に
河
野
成
道
に
ょ
っ
て
簡
単
な
調
並
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
森
田
知
忠

C

前
出
〕
に
ょ
れ
ば
、
円
筒
上
層
式
土
器
破
片
、
磨
製
石
斧
、
手
持
石
杵
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

13
̶
b

八
幡
町
字
高
岡
五
七六

番

地

(
伊藤
保
)

(
伊藤
保

•
田
中
実
)

上
述
の
地
点
(逍
跡
番
号
1
3丨
<
'0
の
南
侧
は
、
高
岡
台
地
ょ
り
は
数
£
低
く
、
ま
た
、
衆
富
川
の
汜
濫
原
ょ
り
は
若
干
高
い
と

い
っ
た
、
低
い
台
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
円
«
上
屈
式
土
器
破
片
、
石
器
頓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
(第
$
12
図
)

1
4、

生
振
村
ニ
四〇

桥

地

(
伊
藤
清
〕

(
伊
藤清

.
田
中
突
)



旧
亜
麻
倉
庫
の
南
、
高
岡
合
地
の
標
高
ー
八
1
1
1ほ
ど
の
と
こ
ろ
は
、
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
以
来
七
十
余
年
に
な
る
が
、
そ
の

間
、
多
く
の
土
器
片
や
石
器
が

耕
作

の
障
害
に
な
る

と
い
ぅ
理
由
に
よ
つ
て
、
近
く
の
沢
へ
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
後
、
石
狩
町
郷
土

研
究
会
会
員
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
知
ら
せ
を
受
け
、
現
場
を

調
べ
る
と
と
も

に
そ
の
沢
を
も
調
査
し
、
多
数
の

物

を

収
集

し

た
。
■現
在
も
耕
作
の
た
び
に
多

々
迫
物
が
地
表
面
に

現
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
円
底
、
尖
底
土
器
時
代
の

土
器
破
片
や
円
筒
上
層
式
土

器
破
片
の
ほ
か
、
石
截
、
石

枪
、
石
話
、
各
釉
の
播
器
類
、
打
欠
き
式
石
錘
、
手
持
石
杵
、
塍
製
石
斧
、
石
の
み
、
粗
エ
の
礫
貝
、

石
片
な
ど
が
非
常
に
多
く
出
土
し
て
い
る
。
<
第
2
6~
3
3、
3
6、
3
7、
3
9~
4]
、
49
図
)

森
田
知
忠

(
前出
〕
に
よ
れ
ば
、
円
筒
上
®
式
土
器
破
片
、
保
耀
石
や
チ
ャ
ー
ト
製
の
石
漩
、
石
匙
打
欠
き
式
石
錘
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

1
5
、

八
幡
町
字
高
岡八

二
番

地

C

森
本
竹
次
郎)(

田
中
実
〕

高
岡
台
地
と
衆
富
川
に
狭
ま
れ
た
草
地
か
ら
、
造
田
エ
耶
に
伴

っ
て
円

上
層
式
土
器
お
よ
び
こ
れ
に
後
絞
す
る
中
の
沢
式
土
器

(
仮
称
)
、
野
幌
式

土
器
の
古
い

グ
ルー

プ
の
も
の
な
ど
の
破
片
、
石
銥
、
石
拊
、
手
持
石
杵

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

(第
1〇
~
1
3‘
1
7、
38
0
〕
こ
の
地
点
も
森
田
知
忠
(前
出
)
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
.
热
耀
石
製
の
石
鏃
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

1
6、

八
幡
町
字
高
陬九

〇
番

地

(
小
笠
原
幸
雄
)

(
田
中
実
)
石
狩
高
岡
の
台
地
を

は
ず
れ
た
、
標
高

八«
1ほ
ど
の
高
岡
地
[2
へ

の
登
り
〇
の
す
ぐ
左
手
に
位
0
す
る
。
こ
こ
で
の
も
の
は
、
昭
和
三
十
1
年

の
造
田
エ
#
に
伴
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
上
層
部
か

ら
は
野
幌
式
土
器
破
片
や
こ
れ
に
い

く
ら
か
先
行
す

る
土
器
破
片
、
下
®
部
か
ら
は
円
筒
上
眉
式
土
器
破
片
が
そ
れ
ぞ
れ

出
土
す

る
。

觉
的
に
は
野
幌
式
土
器
が
も
っ
と
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
石
器
に
は
黒
耀
石
に
よ
っ
た
搔
器
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
石
片
も
多

く
菇
見
さ
れ
て
い
る
。
(第
1
5、
16
図
)

17
、

八
幡
町
字
高
岡九

〇
番

地

(
紺
田
籤
雄
)

(
田
中
実
〕

上
述
の
地
点

(
造
跡
番
号
十
六
)

の
南
西

一〇
〇
g

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
所
在
し
、
同
様
に
造
田
工
事
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
野

幌
式
土
器
破
片
や
多
形
土
器
時
代

末
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
土
器
の
破
片
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
(第
17
、
13
図
)

1
8、

八
幡
町
小
字
聚
富
中
島

(
国
有
地
)

C

田
中
実

•
蜈
目
幸
次
郎
)

第
二
編

石

狩
の

先
史

時

代

ニ

九



笫
ニ

編

石

狩
の

先
史

時
代

ニ一〇

聚
富
州
沿
い
の

砂
地
に

所
在
す

る
。
こ
の
迫
跡
は

昭
和

二
十
九
年
の
用
水
路

工
事
に

際
し
て
、
そ
のH

W

作
業

員
ら
が
完
形
に
近

い
壺
形
土
器
を

発
見
し
た

こ
と
に
よ
っ

て
知
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
石
狩
町
郷
土
研
究
会

会
員
に

よ
っ

て
調
査
が
な
さ
れ
、
数
個
所
に

穴
式
住
居

址
様
の
窪
み
が

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
ぅ
ち
の

一
個
所
か
ら
は
、
小
円
礫
で

囲
ん
だ
六〇

x

四
五g

の
炉
址
様
の

迫
構
も
発
見
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
ま
た
、
多
形
土
器
時
代
末
に
位
厨
づ
け
ら
れ
る
大
洞
六
式
土
器
、
類
釧
路
縁
ヶ
岡
式
土
器
、
大

狩
部
式
土
器
な

ど
の
完
形
品
や
破
片
、
磨
製
石
斧
、
石
片
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
る

。

な
お
、
昭
和

三
十
七
年
、
大
場
利
夫
が
巡
検
に
よ
っ
て
こ
の
地
を
訪
ず
れ
て

い
る
。

C

第4
~
6
'

]3
、
]5
、
16
、
1
8~
20
、
2
2

図
〕

1
9、

八
幡
町
字
高
岡六

四
番

地

(
石
崎
秀
五
郎
)

C

田
中
臾

.
石
崦
秀

五
郎
)

聚
富
川
沿
い
の
砂
地
に
位
置
す
る
。
そ
の
発
見
は
砂
丘
の
切
断
作
業
中
に
遗
物
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
逍
物
は
多
形
土

時
代
後
半
期
の

土
器
片
で
あ
る
。

ま
た
、
苗
地
点
よ
り
北
西
に

少
し
離
れ
た

あ
た

り
に
後
北
式
類
江
別A

式
土
器
直
前

の
土
器
片
を
出
土
し
た
地
点
が

あ
る
が
は

っ

き
り
し
な
い

。

(第
2
4図
)

2
0、

八
幡
字
高
岡四

四
七
番

地

(
鉢
井
伝
吉
)

C

尾
崎
鹿
雄
〕

戦
前
に
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
尾
崎
氏
が
、
当
時
耕
作
中
に
人
骨
や
玉
類
を
発
見
し
た
。
こ
の
逍
跡
は
ァ
ィ
ヌ
の
填
墓
で
あ
つ
た

か
も
し

れ
な
い
。

2
1、

八
幡
町
字
高
岡四

四
七
番

地

C

井
伝
吉
)

(
不
明
〕

上
記

(遗
跡
番
号
ニ
0
)
に
続
く
地
域
|
带
は
、
以
前
か
ら
「
ァ
ィ
ヌ
墓
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
。

2
2、

八
幡
町
大
字
若
生

一
番

地
の
ニ

(
細
川
宏
〕

C

田
岡
克
介
)

採
草
地
内
の
排
水
®
開
削

エ
郫
中
に
土
器
破
片
が

発
見

さ
れ
た
。

2
3、

生
振
村
北
七
線三

七
八
番

地

(
出
塚
善
太
郎
〕

(
不
明
〕

草
地
の

畑
地
へ
の

切
替

に
伴

っ
て
、
磨
製
石
斧
が

出
土

し
た
。



2
4
、

生
振
村
北
十

一
線六

九
四
番

地

〔
美
登
位
〕

(
後
藤
文
司
)

(
不
明
)

当
逍
跡
は
紅
葉
山
砂
丘
列
の
北
東
端
、
石
狩
;|[
の
北
側
に
残
っ
て
い
る
標
高
十
四
1»
ほ
ど
の
台
地
上
に
位
値
す
る
。
こ
こ
か
ら
は

磨
製
石
斧

一
個
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

2
5
、

矢
臼
場三

番

地

〔
船
場
〕

C

林
三
律
男
)

(
田
中
実
)

石
狩
川
に
接
す

る
低
地
で

あ
る
た
め
、
増
水
時
に
は

浸
水
地
域
と
な
る
こ
と

が
多
い
。
現
在

こ
こ
は
温
床

の
砂
採
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
後
北
式
類
江
別0
式
土
器
、
同
0
式
土
器
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
付
近
は
、
古
く
は

ア
ィ
ヌ
墓
地
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

2
6、

矢

0
場
(横
田
洋
)(

高
木
憲
了
.
田
中
実
)

耕
作
地
ょ
り
野
幌
式
土
器
、
類
釧
路
緣
ヶ
岡
式
土
器
、
大
狩
部
式
土
器
、
後
北
式
類
江
別D

式
土
器
な
ど
、
多
®
土
器
時
代
か

ら

統
多
形
土
器
時
代
に

わ
た
る
数
形
式
の

土
器
破
片
が

出
土
し
て

い
る
。
ま
た
、
磨
製
石
斧
、
石
片
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

(第
1
7、

2
3

図
)

2
7
、

生
振
村四

五
六
番

地

C

吉
田
光
雜)

C

石
狩
町
教
育
委
員
会

.
前
川
道

)

当
地
点
は
旧
石
狩
川
の
汜
髑
原
の
床
ょ
り
ー
段
高
い
標
高
五
£
ほ
ど
の
、
石
狩
川
に
ょ
っ
て
は
浸
蝕
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
位

置
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
続
多
形
土
器
時
代
終
末
の
シ
ュ
ン
ク
シ
タ
カ
ラ
式
土
器
に
類
す
る
も
の
の
破
片
(
第
2
5図
右
上
8
片
)
シ
ュ
ン

ク
シ
タ
カ
ラ
式
土
器
に
同
類
の
北
大
式
土
器

(第
2
5図
左
)
土
師
器
の
坯
の
影
郷
3
の
強
い
土
器
(
第
2
5図
右
下
〕
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
ぅ
ち
北
大
式
土
器

(第
2
5図
左
〕

に
は
底
部
に
打
孔
が
あ
る
が
、
こ
の
土
器
は
副
葬
品
に

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

当
町
以
外
の

時
代
の
坡

か
ら
こ
の
ょ
ぅ
な
土
器
が
出
土
し
て
い
る

例
が
あ
る
。

2
8、

生
振
村
三
線
北四

番

地

(
児
玉
光
之
)

C

春
光
寺
)

昭
和
ニ
四
〜
ニ
五
年
の
造
田
工
事
の
地
な
ら
し
作
業
中
に

物
が
発
見
さ
れ
た
。
現
在
こ
こ
は
水
田
と
な

っ
て
お
り
、
調
査
は
難

し
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
古
い
グ
ル
ー
ブ
の
北

式
土
器
の
破
片

や
、
尖
頭
器
、
石
齚
、
磨
製
石
斧
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
。

第
二
糯

石

狩
の

先
史

時
代

一
二
一



第
二

編

石

狩
の

先
史

時
代

一
二
ニ

2
9、

生
振
村三

二
四
番

地

(
小
島
光
之
)

(
不
明
)

当
地
点
は
三
線
道
路
に
沿
ぅ
排
水
滞
が
東
に
折
れ
る
付
近
に
位
10
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
北
筒
式
土
器
お
よ
び
余
市
式
土
器
の
破
片

が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

3
0、

生
振
村三

七
〇
番

地
の

ニ
、
三

(
吉
田
円
吉)(

吉
田
円
吉

■
小
原
勝
裕
)

明
治
ニ
十
七
年
、
愛
知
県
か
ら
の
移
民
と
乙
て
吉
田
氏
が
入
植
以
来
、
今
日
ま
で
耕
作
な
ど
の
折
に
、
地
下
ニ
〇
|ほ
ど
の
と
こ

ろ
か
ら
野
幌
式

土
器
や
静
内
御
殿
山

式
土
器
の

破
片
を

は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

物
が
出
土

し
て

い
る
。
ま
た
、
排
水
溝
掘
削
エ

布
に
伴

っ
て
は
、
地
下

五〇

〜
七〇

g

の
と
こ
ろ
か
ら
石
捧
が
出
土
し
て

い
る
。
石
棒
は

こ
れ
ま
で
に
完
形
の

も
の

一
点
の
ほ
か
、

頭
部
破
片

三
点
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に

、
石
鏃
、
搔
器
、
磨
製
石
斧
、
そ
れ
に

数
個
の

黒
蹯
石
の
円
礫
な
ど
も
出
土

し

て
い
る
。

な
お
、
こ
の

跡
は
、
札
幌
光
星

高
校
社
会
科

研
究
部
に

よ
っ
て

、
幾
度

か
調
迹
が

な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
藤
本
英
夫

に
よ
っ
て

「
北
海
道
石
狩
町
出
土
の
石
棒
」

(
『
考
古
学

雑
誌

j

第
五

三
卷
第
四
号
昭
和
四
十
三
年
三
月
)
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

。

(第
4
3~
45
図
)

31
、

生
振
村三

二
七
番

地

(
梅
本
鶴
松
)

(
小
原
勝
裕
〕

生
振
三
線
の
神
社

の
西
方
の

砂
丘
上
に
位
®
す
る
。

物
の
発
見
は

、
耕
作
に

よ
っ
て
地
表
面
に

現
わ
れ
た

こ
と

に
よ
る
。

跡

の
保
存
状
態
は

よ
く
な
い
。
北
筒
式
土
器
破
片
、
野K
式
土
器
破
片
、
石
鏃
、
石
梢
、
磨
製
石
斧
な

ど
が
出
土

し
て

い
る
。

3
2、

生
振
村二

七
七
番

地
の

ニ
、
三

(
岩
田
淸
〕

(
岩
田
清
〕

昭
和

四
十
年
、
南

一
号
道
路1

¢

と
温
床
用
の
土
採
り
作
業
中
に

埋P

人
骨
が

発
見

さ
れ
た
。
そ
の
葬
法
は
東
頭
位
の
伸
展
葬
で

あ
る
。
ま
た
、
人
骨
に
は

副
葬
品
で
あ
ろ

ぅ
太
刀

一
本
、

マ
キ
リ

ー
本
が
伴
出
し
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
人
骨
は

ア
ィ
ヌ

の
も
の
で

あ
り
、
現
在
、
札
幌
医
科
大
学

解
剖
学
教
室

に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

3
3、

生
振
村
七
線
南
二
号



当

跡
は
紅
葉
山
砂
丘
列
の
南

道
路
沿
い
に
位
置
し
、
土
器
が
出
土
し
て

い
る
。

3
4
、

生
振
村
ニ
線
南
二
号

当
地
点
は
南
二
号
道
路
に
面
し
た
砂
丘
上
に
あ
り
、
河
野
広
道

/1

ト
に
よ
れ
ば
、
手
持
石
杵
が
出
土
し
て
い
る
。

3
5
、

生
振
村
六
線
南
ニ
号

こ
の
地
点
は
、
上
述
の

地
点

C

跡
番
号
三
四
)
と
、
南
二
号
道
路
を
隔
て
た
南
側
に
位
置

L
、

河
野
広
道
ノ
̶
ト
に
よ
れ
ば
土

器
片
が
出
土
し
て
い
る
。

3
6、

花
畔
村

一
二
八
番

地

(
谷
0
甚
作
)(高
木

遨
了
)

土
木
工
事
に

伴
な
ぅ
土
砂
採
取
作
業
中
に
、
崩
れ
た
斜
面
か

ら
円
筒
上
層
式
土
器
破
片
、
石
鏃
、
搔
器
、
石
榆

な
ど
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
藤
本
英
夫

(
前
出
〕
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
敲
打
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
た
石
棒
は
、
当
地
点
の
付
近
か

ら
発
見
さ
れ

て
い
る
。

3
7
、

樽
川
村

一
五
五
番

地

(
猪
股
信

一
)

C

田
中
実
)

昭
和
三
十
ニ
年
頃
、
畑
地

の

一
部
に
温
床
畑
を
設
け
た
際
、
多
形
土
器
時
代
後
半

の
土
器
破
片
が
出
土
し
た
。

3
8、

花
畔
村

一
番

地
の

ニ
1

一、

一
番

地
の

一
九

(
畑
山
留
吉
)

(
高
木
窻
了
)

畑
山
氏
宅
傍
の
砂
丘
上
か
ら
、
円
筒
上
眉
式
土
器
破
片
、
石
鏃
、
磨
製
石
斧
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
こ
は
ブ
ル
ド

1

ザー

に
よ
っ
て
整
地
作
業
が
な
さ
れ
た
た
め
壊
滅
し
た
。

3
9
、

花
畔
村

一
番

地

(
不
明
)

(
河
野
本
道
〕

河
野
広
道

ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
昭
和
八
年
秋
、
こ
の
地
点
か

ら
円
筒
上
層
式
土
器
が
出
土
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
河
野
広
道
に
よ

つ
て
、
円
筒
上
層
式
土
器
の
出
土
地
と
し
て

「
茨
戸
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は

こ
の
地
点
で
あ
る
。

C

第8
、
9
、
42

図
：
！

4
0、

花
畔
村

(
品
川
淸
)

(
札
幌
西
高

郷
土
研
究
部
)

笫

ニ
編

石

狩

の

先
史

時
代

一
二
三



第
二
編

石

狩

の
先
史

時
代

一
二
四

こ
の

跡
は
、
昭
和
四
十
ニ
年
に
札
幌
西
高
郷
土
研
究
部
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
研
究
部
で
は
同
年
十
一
月
十
一
、

十
二
日
に
こ
の
地
点
を
発
掘
調
査
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
る
ニX

一
六§

の
試
掘
溝
と
そ
の
拡
張
区
か
ら
な
る
発
掘
溝
に
よ
っ
て
は
、

墓
孔
と
推
定
さ
れ
る
円
形
の
ピ

ッ
ト
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
ぅ
ち
、
そ
の
内
容
の
比
較
的
明
ら
か
な
三
基
の
ぅ
ち
の

一
基

か
ら
、
ピ
ッ
ト
の
上
面
に
ベ
ニ
ガ
ラ
で
装
飾
さ
れ
た
台
付
鉢
形
土
器
ニ
点
お
よ
び
土
器
破
片
、
石
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
そ

の
壙
底
か
ら
は
二
等
辺
三
角
形
を
星
す
る
逆
刺
石
鏃
ニ
点
、
磨
製
石
斧

一
点
が
出
土
し
、
か
つ
、
ベ
ニ
ガ
ラ
が
溥
い
が
や
や
密
に
散

布
さ
れ
て
い
た
。
ほ
か
の
ニ
基
の
ピ
ッ
.ト
内
か
ら
は
、
多
く
の
炭
化
物
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の

一
方
か
ら
は
土
器
破
片
も
出
土
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
発
掘
溝
か
ら
は
こ
の
ほ
か
に
石
鏃
、
尖
頭
器
、
磨
製
石
斧
、
石
錐
、
搔
器
、
刃
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、

跡
の
発
見
さ
れ
た
表
面
調
査
の
際
に
も
、
双
ロ
土
器
や
い
く
つ
か
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。

調
査
結
果

(札
幌
西
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
『
石
狩

时
花
畔
上
花

遗
跡
(仮
称
)発

掘
調
査
概
報
」
昭
和
四
十
三
年
ー
月
〕
に
よ

れ
ば
、
こ
の
迫
跡
は
、
多
形
土
器
時
代
終
末
の
タ
ン
ネ
ト
ゥL

式
土
器
あ
る
い
は
大
狩
部
式
土
器
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
調
査
者
に
よ
っ
て
、
当
遺
跡
は
「
上
花
逍
跡
(仮
称
)」

と
命
名
さ
れ
た
。
(第
2
1図
)

41
、

花
畔
村

当
遺
跡
は
、
上
述
上
花

跡

(遺
跡
番
号四

〇
)

の
南
西
の

一
五〇

8

ほ
ど
隔

っ
た
砂
丘
上
に
あ
り
、
土
砂
採
取
作
業
中
に
手
杵

様
の
土
製
品
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
出
土
品
は
柄
部
に

I
孔
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
孔
は
お
そ
ら
く
紐
を
通
し
た
と
こ
ろ
と

推
定
さ
れ
る
。

(第
5
1図
〕

4
2、

花
畔
村

こ
の
地
点
は
、
上
述
の

跡

(

跡
番
号
四

一
)
よ
り
さ
ら
に
南
西
へ
ニ〇

o
m

ほ
ど
隔

っ
た
砂
丘
上
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
円

筒
上
層
式
土
器
や
野
幌
式
土
器
の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

4
3、

花
畔
村

一
番

地
の

一
三
◦
(
川
上
勝
)
.
(
鍰
目
幸
次
郎
)



当
地
点
は
紅
葉
山
砂
丘
列
の
、
傾
き
の
ゆ
る
い
北
斜
面
に
あ
り
、
か
っ
て
石
棒

一
点
、
磨
製
石
斧
三
点
が
耕
作
中
の
プ
ラ
ゥ
に
か

か
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
□
し
か
し
、
現
在
こ
こ
は
水
田
と
な

っ
て
お
り
、
す
で
に
上
部
.の
包
含
層
と
推
定
さ
れ
る
砂
層
が

除
去
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
調
査
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
;
：の
付
近
か
ら
野
幌
式
土
器
の
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

4
4、

花
畔
村

一
番

地
の
ニ
七

(
品
川
清
；

>
(

高
木
魃
了
)

当

跡
は
砂
丘
に
囲
ま
れ
た
湿
地
の
東
側
砂
丘
上
に
位
置
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
毎
年
の
耕
作
時
に
、
筒
形
土
器
時
代
末
期
の
土
器

破
片
や
、
野
幌
式
土
器
、
大
洞

A

式
ま
た
は

，
八
式
土
器
に
類
す
る
も
の
、
大
狩
部
式
土
器
、
恵
山
式
土
器
、
後
北
式
類
江
別
0
2

式
土
器
な
ど
の
破
片
、
有
茎
ま
た
は
二
等
辺
三
角
形
の
逆
刺
石
鏃
六
点
、
磨
製
石
斧
四
点
、
搔
器
三
点
、
石
錘

一
点
、
敲
石
と
思
わ

れ
る
乳
棒
状
の
石
器

一
点
な
ど
の
ほ
か
砥
石
、
石
片
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
土
偶
の
脚
部
と
推
定
さ
れ
る
土
製
品
も

一
点

出
土
し
て
い
る
。

(第
10
、
1
1、
1
7~
20
、
4
6図
)

4
5、

花
畔
村

一
番

地

(
不
明
)

(
不
明
〕

河
野
広
道
ノー

ト
に
ょ
れ
ば
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
に
前
北
式
群
土
器
時
代
の
墳
墓
群
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

4
6、

花
畔
村

一
番

地
の
五
五

C

松
浦
外
吉
)

一:高
木
憲
了
)

こ
の
地
点
は
紅
葉
山
砂
丘
の
南
西
餌
面
の
畑
地
に
位
置
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
北
筒
式
土
器
破
片
、
磨
製
石
斧

四
点
、

石

槍

一

点
、
手
持
石
杵

一
点
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

(第
10
、
]1
図
〕

4
7、

花
畔
村

(木
瀬
)

(
高
木
憲
了
)

当
地
点
も
砂
丘
上
に
位
置
す
る
。
こ
こ
で
は
円
筒
上
層
式
土
器
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

4
8、

花
畔
村二

三
〇
番

地

C

福
田
藤
男
)

(
小
原
勝
裕

.
高
木
憲
了
)

砂
丘
上
の
牧
草
地
の

！
部
で
あ
っ
た
当
地
点
を
か

っ
て
畑
地
と
乙
て
耕
作
し
た
際
、
円
筒
上
層
式
末
期
の
中
の
沢
式
土
器
(
仮称
)

の
破
片
、
北
筒
式
土
器
破
片
、
多
形
土
器
時
代
の
土
器
破
片
、
石
鏃
ニ
点
、
石
檐
ニ
点
、
搔
器
三
占r

石
製
の
玉E3

点
、
磨
製
石
斧

三
点
、
砥
石
、
石
片
な
ど
が
出
土
し
た
。

第
二
編

石

狩

の
先
史

時
代

ニ
ー
五



第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

一
二
六

ま
た
、
昭
和
四
十
年
七
月
、
札
幌
光
星
高
校
社
会
科
研
究
部
に
よ
っ
て
、
簡
単
な
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(第
]8
図
〕

4
9、

花
畔
村五

七
八
番

地

(
内
外
縁
地
株
式
会

社
〕

(
高
木
憲
了
〕

こ
の
地
点
は
南
六
線
と
南
七
線
の
中
間
の
砂
丘
上
に
位
®
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
想
山
式
土
器
破
片
、
石
鏃

一
点
、
尖
頭
器
ニ
点
、

搔
器

一
点
、
磨
製
石
斧
西
点
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

5
0、

花
畔
村五

七
八
番

地

(
内
外
緑
地
株
式
会
社
〕

(
高
木
憲
了
)

こ
の
逍
跡
は
南
七
線
道
路
沿
い
の

原
野
と
水
田
の
境
界
域
と
な

っ
て
い
る
砂
丘
上
に
所
在
す

る
。
ま
た
、
現
在

こ
こ
は
畑
地
と
し

て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
恵
山
式
土
器
破
片
、
石
鏃
、
石

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

5
1、

花

畔
村
ニ
四
七
番
地
(川
上
照
次
)(高
木

了
〕

住
宅
建
築
に
伴
な
ぅ
土
台
工
事
中
に
、
釧
路
緑

ヶ
岡
土
器
に
類
す
る
も
の
の
破
片
、
恵
山
式
土
器
破
片
、
石

、
搔
器
、
磨
製
石

斧
、
砥
石
な

ど
が
発
見
さ
れ
た
。

5
2、

花
畔
村

二
四
七
番

地

(
川
上
照
次
)

(
小
原
勝
格
)

デ
ン
ト
コー

ン
畑
の
盛
土
作
業
中
に
、
®
山
式
土
器
の
破
片
、
後
北
式
類
江
別
式
土
器
の
破
片
、
石
鏃
十
五
点
、
搔
器
ー
占r

磨

石
製
斧
ニ
点
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

5
3
、

花
畔
村三
五
九
番

地

(
内
外
緑
地
株
式
会
社
)

(
小
原
照
勝
裕
)

当
地
点
は
六
線
道
路
に

よ
っ
て
切
ら
れ
た
南

の
砂
丘
上
に
位
置
し
、
恵
山
式
土
器
破
片
、
石
搶
、
有
柄
搔
器
な
ど
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
遣
跡
は
昭
和

三
十
八
年
三
月
、
ブ
ル
ドー

ザ
ー
に
よ
る
宅
地
化
の
た
め
の
整
地
作
業
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

が
、
同
時
に
、
こ
の
作
業

の
た
め
逝
跡
は
壊
滅

し
て
し
ま
っ
た
。

な
お
、
こ
の
付
近

ー

は
、
か

っ
て

「
ア
ィ
ヌ
屋
敷
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。

5
4
、

樽
川
村

一
四
ニ
®
地

(
松
坂
有
祐
〕

C

町
立
南
線
小
学
校
〕

昭
和
三
十
七
年
五
月
、
水
田
に
隣
接
す
る
原
野
の
当
地
点
か
ら
、
恵
山
式
土
器
破
片
、
石
斧
三
点
が
発
見
さ
れ
た
。



ま
た
、
こ
の
造
跡
は
昭
和
四
十
ニ
年
九
月
十
六
日
~
十
八
日
に
藤
本
英
夫
に
よ
っ
て
調
迹
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
概
報
が
倉
谷
泰

賢
に
よ
っ
て

報
告
さ
れ
て
い
る
。

(
「
石
狩
町
紅
葉
山
三
三
号

跡
概
報
」

『
北
海
道
の
文
化

j

十
四
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
十
五

日
)
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
墓
®
と
み
ら
れ
る
ピ

ッ
ト
ニ
蕋
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
造
物
と
し
て
は

、
多
形

土
器
時
代
終
末
に
位a

づ

け
ら
れ
る
土
器
破
片
、
恵
山
式
土
器
破
片
、
尖
頭
器
'
太
い
柄
の
ナ
ィ
フ
、
描
器
、
石
斧
、
砥
石
、

片
な

ど
の
ほ
か
、

n

ハ
ク
玉

も
み
つ

か

っ
て
い
る
。

(
第J7

〜20
、
5
3、
5
4

図
〕

5
5、

樽
川
村
ニ
九
九
®

地

(
松
坂
有
裕
〕

(
高
木
斑
了
〕

こ
の
地
点
は

紅
葉

山
砂
丘
列
の

南
面
す

る
傾
斜
地
の
低
地
近
く
に
あ
る
。
ま
た
、

在
こ
の
地
点
は
牧
草
採
取

地
と
し
て
利
用

さ
れ
て

お
り
、
造
跡
の
保
存
状
趣
は
比
較
的

良
好
で
あ
ろ

ぅ
と
思
わ
れ

る
。

跡
の
発
見
は

昭
和
三
十

一
年
六
月
、
高
木
憲
了
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
野
幌
式

土
器
、
患
山
式
土
器
の

破
片
、
石e

、

磨
製
石
斧
、
搔
器
な
ど
が

採
集

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和

三
十

一
年
七
月

(
当
町
教
育
委

員
会
の
造
跡
台
帳
に

よ
れ
ば

昭
和

二
十
九
年
六
月
〕
に
、
当
時
の

土
地
所
有
者
で
あ

っ
た
高
田

五
郎
氏
に
よ
っ
て
、
長
さ
一
六
-
五
§
、
幅
三
-
三
§
の
軟
石
製
の
石
棒
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

な
お
、
当
造
跡
は
、
商
木
に

よ
っ
て

「
紅
葉
山9

号
迫
跡
」

(
f

北
海
道
人
類
学
協
会
通
信J

h
u

•
一96

8
.
6
)

と
し
て

公
け

に

さ
れ
て
い
る
。
(第
5
2図
)

5
6、

樽
川
村三

〇
五
番

地

(
佐
々
木
存
〕

(
高
木
遊
了
)

昭
和
三
十
年
、
当
地
点
の

あ
る
草
地
内
で
牧
舎
を
新
築

工
事
中
に

、
想
山
式
土
器
破
片
、
後
北
式
類
江
別A

式
土
器
の

破
片
、
石

鏃
三
点
、
石
®

一
占
「
磨

製
石
斧
七
点
な

ど
が
発
見

さ
れ
た
。

5
7、

搏
川
村

こ
の
地
点
は

砂
丘
を

縱

す
る
道
路
沿
い
の

砂
丘
上
に
位
®
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
後
北
式
類
江
別C

式
土
器

の
破
片
が

発
見
さ

れ
て

い
る
。

5
8、

生
振
村

〔
生
振
神
社
琪
〕

C

不
明
〕

(
高
木
憲
了
)

笫
ニ
編

石

狩
の

先
史

時
代

I

ニ
七



第
二

編

石

狩
の

先
史

時
代

一
二

八

生
振
神
社

の
裏
手
か
ら
、
筒
形
土
器
時
代
の

平
底
土
器
底
部
を
含
む
土
器
破
片
が

出
土
し
て

い
る
。
ま
た
、
付
近
か

ら
は
、
多
形

土
器
時
代
の

土
器
破
片
、
磨
製
石
斧
、
打
製
石
斧
状
石
器
、
剝
片
石
器
、
石
片
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。

5
9
、

花
畔
村

三
〇
〇
番

地

〔
石
狩
工
業
団
地
〕

(
石
狩
開
発
株
式
会
社
〕

(
田
中
実
)

筒
形
土
器
時
代
余
市
式
土
器
の
胴
部
、
底
部
破
片
が

苑
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
擦
文
式
土
器
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
と
も

い

ぅ
が
実
見
し
て

い
な
い

。

6
0
、

生
振
村四

九
〇
番

地

C

細
川
忠
〕

(
田
岡
克
介

•
田
中
突
)

当
地
点
は
北
九
号
沿
い
の

排
水
の
南

草
地
に
位
®
す
る
。
こ
こ
か
ら
北
大
式
土
器
破
片
お
ょ
び
北
大
式
土
器
に
近
い
浅
鉢
型
の

完
形
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

61
、

花
畔
村

二
九
四
番

地

(
佐
藤
省
吾
)

(
佐
藤
省
吾
〕

北

線
道
路
と
手
稲
街
道

の
交
点
の

南
側
の
排
水
中
か
ら
、
励
物
を
摸
し
た
土
偶
が
出
土
し
て
い
る
。

6
2
、

花
畔
村九

六
番

地

(
福
本
正
兵
)

(

高
木
諶
了
)

追
跡
番
号
三
九
地
点
の
北
側
の
砂
丘
上
に
位
置
す

る
当
地
点
か
ら
は
、
円
筒
上
層
式
土
器
破
片
、
多
形
土
器
時
代
初
頭

の
土
器
破

片
が
出
土
し
て
い
る
。
(第
10
、
14
図
_>*

-
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笫
ニ
編

石

狩
®

先
史

時
代

ニ
ニ〇

以
上
の
当
石
狩
町
に
所
在
す

る

跡
は
、
地
域
的
に
次
の

三
グ
ル
ー
プ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
の

グ
ルー

プ
に

屈
す
る

跡
は
、
高
岡
台
地
と
そ
の
端
部
に
所
在
す

る
諸
迫
跡
、
第
二
の

グ
ルー

プ
に
厲
す
る
逝
跡
は
、
石
狩
湾
に
平
行
し
て
南
西

̶
北
東
方
向
に
走
る
紅
葉
山
砂
丘
列
上
に
所
在
す
る
諸
逍
跡
、
そ
し
て
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
所
厲
す
る

遗
跡
は
、
石
狩
川
の
汜
濫

原
を
含
む
低
地
の
部
分
に

所
在
す

る
諸

跡
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
の

グ
ル
ー
プ
に
屈
す
る
造
跡
と
し
て
は
逝
跡
番
号

一
〜

一
五
番

ま
で
の
諸

跡
、
第
二
の
グ
ルー

プ
に
厲
す
る
逍
跡
は

遗
跡
番
号
2
4
3
2
~
3
6
、
3
8
～
5
9
~
6
2
番
の
諸

遗
跡
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
屈

す
る

遗
跡
は
遗
跡
番
号
1
6
~
2
3、
2
5～
3
1
、
60
、
6
1
稂
の
諸

遗
跡
で
あ
る
。
次
に
、
逍
物
の
年
代
的
位
置
づ
け
を
、
こ
れ
ら
の
各
地

域
ご
と

に
検
討
し
て
み
ょ
ぅ
。

第
一
の

グ
ル
ー
プ
に
厲
す
る
造
跡
に
は
、
時
代
の
明
ら
か
な
®
物
の
出
土
し
て

い
る

跡
が
九
個
所
あ
る
。
そ
れ
ら
の
造
跡
の
ぅ

ち
に
は
、
篛
1
1
期
の
も
の
と
さ
れ
る
胎
土
に
植
物
性
織
維
あ
る
い
は
撚
紐
を
挾
入
し
た
痕
跡
の
あ
る
土
器
片
を
出
土
す
る
造
跡
が
ニ

個
所
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
土
器
は
空
知
邯
栗
沢
町
出
土
の
加
茂
川
式
土
器
と
同
種
の
も
の
で
あ
る

。
ま
た
、

こ

の
ほ
か

に
、
当
期
の

も
の
と
さ
れ
て

い
る
石
器
類
を
出
土
す

る

跡
が

一
個
所
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、

こ
の
地
域
ょ
り
出
土
し
て
い
る

石
器
類
の

一
部
に

つ
い
て
は
、
第1

期
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
第

证
期
の

遗
物
は
八
逍
跡
か
ら
、
第

汉
期
の
遗
物
は

ニ

跡
以
上
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
不
明
の
も
の
を
除
け
ば
、
こ
の
地
域
か
ら
は
以
上
の

ほ
か
の
時
期
の
も
の
は
見
つ
か

っ
て
い

な
い
。
な
お
、

遗
跡
の
数
を
各
期
別
に
合
計
す
る
と
地
点
別
の

遗
跡
の
数
を
越
え
る
の
は
、
111
祓

遗
跡
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の

グ
ルー
プ
の

遗
跡
の
所
在
す
る
地
域
内
に
お
い
て
、
時
代
の
明
ら
か
な
造
物
の
出
土
を
み
て
い
る

遗
跡
は
ニ
四
造
跡
で
あ

る
。
こ
の
地
域
に
は
、
第
1
の
地
域
に
お
け
る
ょ
ぅ
な
第
1
[期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前

の
遗
物
を
出
土
す
る
遗
跡
は
、
ま
っ
た
く
知
ら

れ
て

い
な
い
。
第
二
の

グ
ルー

ブ
の
逝
跡
の
ぅ
ち
に
は
、
第

见
期
の
も
の
を
出
土
す
る
造
跡
が
ー
ー
造
跡
、
第
1¥
期
の
も
の
を
出
土

す
る
造
跡
が
八
®
跡
、
第>

期
の
も
の
を
出
土
す
る
逍
跡
が
三
迆
跡
、
第

讥
期
の
も
の
を
出
土
す
る
と
い
わ
れ
る
逍
跡
が
ー
逍
跡
、

そ
し
て
、
第W

期
と
さ
れ
る
®
跡
が

一

跡
以
上
あ
る
。

第
三
の
地
域
内
に
は
時
代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
る

遗
跡
が
十
四

遗
跡
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
第
1|1
期
の
も
の
を
出



土
す
る
逍
跡
は
四
逍
跡
あ
る
。
そ
れ
ら
は
遗
跡
番
号
16
、
2
8、
2
9、
3
1#
の
各
造
跡
で
あ
る
が
、
16
は
高
岡
台
地
端
部
直
下
の
標
高

五»1
を
下
ら
な
い
と
こ
ろ
に
位
@
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
8、
2
9、
31
は
、
い
ず
れ
も
生
振
村
に
所
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

遗
跡
も

標
高
五
8
を
下
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
三
逍
跡
は
紅
葉
山
砂
丘
列
に
並
行
し
て
隣
接
す
る
約
ニ
她
ほ
ど
海
岸
よ
り

の
砂
丘
上
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
、
第
三
の
地
域
に
お
け
る
第
11
期
の

遗
跡
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
例

に
関
す
る
限
り
で
は
標
高
五;«.

よ
り
も
高
い
位
@
に
の
み
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
下
る
低
地
部
分
に
は
所
在
し
な
い
。

さ
ら
に
、
当
地
域
内
の
第

汉
期
の
迫
跡
は
7
逍
跡
'
第
>
期
の
逍
跡
は
五

遗
跡
、
そ
し
て
、
第

诹
期
の
迫
跡
は
ニ
地
点
(
地
点
は

二
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

一

跡
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
〕
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
'
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
一
章
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
以
上
の
三
地
域
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
早
く
か
ら
居
住
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
地
域
は
、
我
々
が

こ
れ
ま
で
に
知
り
得
る
限
り
の
資
料
か
ら
す
れ
ば
、
第

一
の
地
域
で
あ
る
斑
岡
台
地
で
あ
る
。
次
い
で
居
住
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た

地
域
は
第
二
の
地
域
で
あ
る
紅
葉
山
砂
丘
列
で
あ
り
、
第
三
の
地
域
で
あ
る
低
地
部
は
そ
の
最
後
の
地
域
で
あ
る
。

ま
た
、
当
町
で
も
っ
と
も
古
く
位
挺
づ
け
ら
れ
る
遗
物
は
第
1
[期
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
第
一
の
地
域
か
ら
発

見
さ
れ
て
お
り
、
他
の
地
域
か
ら
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
第
]1
期
に
は
海
進
の
頂
点
時
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
か
の
第

ニ
、
第
三
の
地
域
は
、
水
面
下
に
あ

っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
陸
地
で
あ

っ
た
と
し
て
も
居
住
地
と
し
て
は
適
さ
ぬ
土
地
柄
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
は
第
]1
1期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
当
石
狩
町
内
か
ら
は
、
第
11
[前
半
に
編
年
づ
け
ら
れ
る
资
料
は
な
く
、
円

简
上
1!
式
土

器
、
北
筒
式
土
器
、
余
市
式
土
器
な
ど
も
い
ず
れ
も
第
11
期
後
半
の
資
料
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
分
布
域
に

つ
い
て
み
る
と
、
第
一
の
グ
ル
！
プ
の
地
域
、
第
二
の
グ
ルー
プ
の
地
域
'
お
よ
び
第
三
の
グ
ル
！
プ
の
地
域
に
及
ん
で
お
り
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の

遗
跡
の
標
高
か
ら
し
て
、
往
時
の
汀
線
は
標
高
五
6
よ
り
や
や
低
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
従

っ
て
、
こ
の
時
期
に
は
前
時
期
と
比
べ
居
住
地
域
が
か
な
り
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
石
狩
川
は
既
に
紅
葉
山
砂
丘

第
二

編

石

狩

の

先
史

時

代

一
三

！



第
二

編

石

狩

©

先
史

時

代

一
三1

1

列
の
北
部
を
切
っ
て
流
れ
、
ま
た
、
と
の
砂
丘
の
南
西
部
は
発
寒
川
な
ど
に
よ
っ
て
も
切
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
河
川
は
季
節
的
に
は
荒
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
人
々
に
と
つ
て
障
窖
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
交
通
路
と
し

て
の
役
割
を
よ
り
強
く
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
た
め
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
札
幌
市
手
稲
町
丨
紅
葉

山
砂
丘
列
丨
石
狩
町
高
岡
を
結
ぶ
地
域
は
、
第
皿
期
以
降
笫

贝
期
あ
る
い
は
第
狐
期
ま
で
も
、
人
が々
|路
と
し
て
結
ん
で
い
た
と

こ
ろ
で
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
汉
期
に
は
、
主
と
し
て
第
三
の
地
域
と
次
い
で
第
ニ
の
地
域
に
よ
り
多
く
の
遗
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
い
く

つ
か
の
遗
跡
は
明
ら
か
に
墳
遛
造
跡
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
植
墓
逍
跡
の
所
在
す
る
紅
槳
山
砂
丘
列
上
や
聚
富
川
沿
い
の
砂

丘
地
域
付
近
は
、
居
住
民
と
し
て
も
ま
た
以
前
に
比
べ
て
'
よ
り
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
地
域
に
お
け
る

往
時
の
人
々
の
生
業
は
、
狩
狐
と
い
う
よ
り
は
漁
撈
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
漁
撈
は
鮭
鱒
を
主
な
対
象

と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第V

期
の

跡
の
数
は
前
時
期
よ
り
発
見
例
が
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
各
時
期
の
長
さ
の
異
な
る
こ
と
を
考
虛
す
る
な
ら
ば
、
ま

た
、
未
発
見
逍
跡
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
が
判
ら
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
居
住
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
時
期
に
入
っ
て
は
、
お
そ
ら
く
、
生
業
と
く
に
漁
撈
に
行
き
づ
ま
っ
た
た
め
、
人
々
は
よ
り
適
し
た
地
域
へ
と
移
励
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
移
動
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
説
は
、
次
の
第
¥1
期
の
造
跡
が
き
わ
め
て
僅
か
に
し
か
発
見
さ

れ
て

なV

と
し
う
こ
と
力
ら

袖
強
さ
れ
る
て
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
多
少
危
険
な
推
測
か
も
し
れ
な
い
が
、
石
狩
川
を
ニo

数J

ほ
ど
溯
っ
た
江
別
市
坊
主
山
に
、
第W

期
末
か

ら
第：>
期
を
通
じ
て
第

讥
期
初
頭
に
ま
で
亘
る
大
規
模
な
遺
跡
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
付
近
が
新
た
に
漁
撈
や
居
住

の
た
め
の
地
と
し
て
遇
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

第
讥
期
に
編
年
さ
れ
る
逍
物
は
、
唯
一
逍
跡
か
ら
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
。

次
い
で
、
第

观
沏
に
関
し
て
は
、
菡
地
が
ニ
個
所
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
和
人
と
の
接
触
後
の
も
の
で
あ
る



か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
当
町
内
に
お
け
る
和
人
と
接
触
す
る
以
前
の
ア
イ
ヌ
に
関
し
て

は
、
以
上
の
ほ
か
に
そ
れ
を
知
る
資
料
に
乏
し
い
。

執筆

後記

昭
和
四
十
ニ
年
も
ま
だ
初
め
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
藤
村
久
和
氏
と
私
河
野
と
は
、
渡
辺
茂
氏
の
お
す
す
め
が
も
と
で
'
当
町

企
画
課
長
田
中
実
氏
よ
り
、
本
稿
執
筆
の
お
誘
い
を
受
け
た
。
私
ど
も
二
人
は
こ
れ
を
御
引
き
受
け
し
た
も
の
の
、
藤
村
氏
は
厚
田

r

あ

っ
て
教
職
に
つ
い
て
お
り
、
私
は

一
年
の
多
く
を
來
京
で
過
ご
す
身
で
あ
り
、
ま
た
、
と
も
に
公
私
に
も
多
忙
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
由
が
、
私
ど
も
ニ
人
だ
け
で
こ
の
仕
啬
を
な
す
こ
と
を
難
か
し
く
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
私
ど
も
は
こ
れ
ま

で
私
ど
も
と
共
に
札
幌

.
苫
小
牧
低
地
帯
の
先
史
時
代
の
文
化
研
究
に
た
ず
さ
わ〇

て
き
た
。
ま
た
、
そ
れ
故
に
当
石
狩

地
方
の

考
古
学
的
事
惜
に
詳
し
い
仲
間
で
あ
る
北
海
道
立
図
書
館
資
料
課
の
岩
崎
隆
人
氏
と
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校
考
古
学
研
究
室
の

畑
宏
明
氏
に
も
、
こ
の
仕
琪
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
仕
®
の
進
行
に
務
め
て
も
ら
う
よ
う
願

っ
て
承
知
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
て
、

い
よ
い
よ
こ
の
四
人
で
ま
ず
資
料
集
め
に
と
り
か
か
り
、
そ
れ
と
と
も
に
そ
の
整
理
に
も
あ
た
る
こ
と
に
し
た
が
、
す
で
に
整
理
の

段
階
か
ら
岩
崎
氏
と
畑
氏
が
労
の
多
く
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
執
筆
の
段
階
に
入

っ
て
は
、
岩
崎
氏
が
そ
の
主
役
を
引
き

受
け
て
く
れ
た
。
本
篇
の
ま
と
め
役
に
あ

っ
た
私
個
人
の
意
向
と
し
て
で
あ
る
が
、
読
者
な
ら
び
に
岩
崎
氏
に
は
、
こ
こ
に
本
稿
の

大
半
が
岩
崎
氏
の
労
に
か
か
っ
た
こ
と
を
記
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。

な
お
、
私
ど
も
は
こ
の
仕

の
た
め
に
、
資
料
の
使
用
を
お
許
し
下
さ
っ
た
方
々
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
方

々
の
御
協
力
を
得

た
。
と
く
に
、
当
町
企
画
課
長
田
中
実
氏
は
多
く
の
資
料
の
提
供
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
の
面
で
も
多
々
御
世
話
下
さ
っ
た
。
ま

た
、
原
千
鶴
子
娥
に
は
我
々
の
原
稿
の
淸
®
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
れ
ら
の
各
位
に
対
し
て
、
末
筆
な
が
ら
筆
者

一
同
深
く
惑

笫
ニ
糲

石

狩
の

先
史

時
代

一
三
三



第
二

編

石

狩
の

先
史

時
代

一
三
四

謝
し
て

い
る
次
第
で
す

。

(
一
九
六
八

•
五

ニ

一

五

束
京
大

学
文
化
人
類
学

研
究
室
に

て
、
河
野
本
道

〕

追
記

そ
の
後

、
執
筆
渚
の

一
人
岩
崎
隆
人
氏
は

昭
和PJ

十
五

年

一
月
他
界

さ
れ
た
"

こ
こ

に
記
し
慎

ん
で

哀
悼

の
意
を

表
す
る

次
第
で
す

。



第 1 囡 遛 跡
分 布 囡 （そのり



第 2 図 遗 跡 分 布 図 （その 2 )



第 3 図 髙岡台地に点在する遗跡

〔番号は追跡番号，上段右端と下段左端がつながる。）
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第
二
編

第5図 聚當川沿いの環状石籠 （部分)

および出土遗物 ！:逍跡赉号18)



第 6 図 聚窃川沿いの琛状石離出土状況 （迫跡番号18)



第 7 図 円底 ■尖底土器時代の加茂川式土器 （遗跡番号13)
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先
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時
代

一
四

第 8図 円 简上Jf B式土器直後の土器破片

(左上：追跡番号13-B 他は道跡番号39)



第 S図 円 筒上B B式土器直後の土器破片 （遗跡赉号39)



第10図 円筒上層式土器の完形品と破片

f遗跡番号15 : 1.4.6.8.9.13.15.17 逍跡番号44 : 3.5.12
、道跡番号46 : 7.10.11.16. 遗财:番号62 : 2. 14.





四
五

第12図 北简式土器の古いグループのものと，
円简上層式土器および余市式土器破片

f遗跡番号 9 : ～14 遗跡番号13- B : 1～6、
(迫跡番号15 : 7 ～ 9 )



第13図 北简式土器の古いグループの破片と
余市式土器破片く下段〉

广遗跡番号7 : 14. 15 .追跡番号 8. : 1～ 4)
(遗跡描号i 8 : 7 , 逍跡悉号59: S～]3 ノ



第14囫 多形土器時代初頭の土器破片

f遗驗番号 8 : 2 . 6～11. 逍跡番号10 : L 3 . 4 .
k遺跡番号62 : 5



( 右下：造脉番号丨8. 他は适跡番号16)



第1B図 多形土器時代の野視式土器破片

C遗跡番号18 :A . 他は逍跡番号16)



吾

第17図 多形土器時代の土器破片

/遗跡番号15 : B . 追跡番号17 : D .迫跡番号26 : A .
、迫跡番号54 : C . 他は退跡番号44





第19図 多形土器時代末期の土器破片

(遗跡番号18 :A . 迫跡番号54 : B . 他は遗跡番号44



第20図 多形土器時代末期の土器破片

(遗跡番号18 : A * 逍跡番号5 4 : B . 他は遗跡# 号44 )



音

第21図 多形土器時代末期の土器

第

二
編

石

狩
の

先
史

時
代

(遗跡番号40)



第22図 大 洞A 式あるいは A/ 式土器に比定される壶形土器

C逍跡番号 1 8 )

1咖缺 11 蝎 啐 您 © 识 * { 狴 ¥





患

第25図 北大式土器と士師系の土 器 く右下>

《破片のスケールは 5 ecu 完形品のスケールはIOjdJi

( 遗跡赉号 2 7 )



第26図 円底 *尖底土器時代の有頸有茎形石檐

(遗跡番号 14 )
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第30図 石 話 と無 柄 石 鏃 （逍秘#号14)

第31図 円形搔器を含む搔器烦 （逍跡番号14〕



六

第33図 有 柄 横 形 搔 器 類 （遗跡番号14)

第32図 有 柄 締 形 搔 器 （逍跡番号14)
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參
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1
4
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る
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番
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時
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第37図 石槍 < 1 > 石游 < 6 ～ 搔器 く4.5.13.14.1人18>
石錐 く21～27> など

(逍跡番号11 :1.4.5.16.19• 遗跡番号1む 21 .23～27.
逝跡番号44 :2.3 .6,13.18.22. 遒跡番号48 :7~ 12.15 .17.20〕
(最下段左，上中段：遺跡番号14, 下段追跡番号49)



第38図 磨製石斧，局部磨製石斧 （遗跋番号11: 2.6 .9.13.

逍跡番号44 : 8.10- 12 逍跡番号51 ; 3～5)
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時
代

一
六六

第39図 磨装石斧，石のみ，打製石斧状石器 （造跡番号14)



第4 0図 磨M石斧，孖のみ （左上：出土地不明，他は遗跡番号】4〕
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編
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狩
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時
代

一
六
八

第41図 手持石件 <上 2段 6点>, 打欠き式石锤
< 3 段目及ば 4 段目6 点〉 と砥石く最下段2 点〉
(上中段：逍跡番号14 最下段 ：造跡番号 9 )



狩
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先

史

時

代

411429
If al l
第42図 円商上層B式土器直後の土器に伴な う石器類 （造 ®番号39)

第43囡 磨製石棒破片 く中段右と下段はスヶ一ル10cn, 他は 5 Cb>
C逍跡番号30)



n !
liiiiiiiii

第 黒 耀 石 の 礫 （ 遗跡番号30)

七
〇

第45図 多形土器時代の石器 < スケ一ルより上位のものはスケール5 <

下位の石斧はスケール10cm>



第46囵 多頭石斧< 左端；>， （遗跡番号8 ) , 斑石 <中央> ( 迫跡番号 4 )
乳棒状石器< 右端> ( 遗跡赉号44)

七

第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

第47図 多頭石斧<左 > (逍跡番号 8 ) , 環石< 右：> ( 逍跡番号4 ) 実则図



第49図 尖頭器，興形石器，石雜，石核 （逍跡番号14)



第5彳図 手杵様土製品 （遗跡番号41) 第50図 石炭製の平玉 （逍跡番号56)

第52図 恵山式土器破片とこれに伴う石器類 （遗跡番号55〕

< 原図：高木憲了氏>





第
二
編

石

狩
の

先
史

時
代

一
七
五





f
m
石

狩





第
三
編

石

狩

の

歴

史

時

代

第
一
章

松

前

藩

と

石

狩

第

一
節

石

狩

場所の

開設

わ
が
石
狩
町
に
人
頓
が
生
槌
し
こ
こ
に
生
活
が
営
ま
れ
た
こ
と
は
、
前
編
各
章
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
ご
と
く
明
か
で
あ
る
。
し

か
も
近
世
に
至
り
和
人
が
は
じ
め
て
交
渉
を
も
つ
時
代
の
人
類
は
、
本
町
管
内
に
点
在
す
る
地
名
が
ほ
と
ん
ど
ア
ィ
ヌ

語
に
よ
っ
て

解
明
で
き
る

こ
と
か
ら
考
察
し
て
も
、
現
存
す
る
ア
ィ
ヌ

人
®
の
祖
先
の
人
び
と
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
断
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ

る
。

そ
れ
で
は

こ
の
石
狩
町
を
中
心
と
し
た
周
辺
の
地
に
、
和
人
が
は
じ
め
て
入
り
、
こ
こ

に
生
活
す
る
原
住
民
と
関
係
を
も
つ
よ
ぅ

に
な

っ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ

ぅ
か
、
も
ち
ろ
ん
、
い
ま
そ
れ
を
詳
か
に
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
北
海
道

が
、
い
わ
ゆ
る
渡
島
の
名
で
国
史
の
上
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
、
西
暦
七
世
紀
の
時
代
で
、
す
な
わ
ち

r

斉
明
天
皇
四
年

c

六
五
八
〕
四
月
、
阿
部

ノ
臣
が
船
師
百
八
十
艘
を
率
い
て
北
征
し
た
こ
ろ
、
暇
田
(
い
ま
の
秋
田
〕
淬
代

c

い
ま
の
能
代
〕
ニ
郡
の
蝦
夷
が
怖
れ
て
降
伏
し
た
の
で
淬
代

•
津S

ニ
郡
の
郡
領
を
定
め
、
つ
い
に
有
間
浜

(
十
三
湊
か
)
に

渡
島
の
蝦
與
ら
を
集
め
て
大
猓
宴
を
開
い
た
。
ま
た
翌
五
年
三
月
、
阿
部
臣
は
ふ
た
た
び
船
師
百
八
十
破
を
率
い
て
笫
二
回
の

遠
征
を
行
な

っ
た
が
、
こ
の
と
き
阿
部
臣
は
飽
田

•
淬
代
お
よ
び
律
軽
三
郡
の
蝦

、
な
ら
び
に
胆
振
姐
の
蝦
夷
を

I

力
所
に

召
集
し
、
大
い
に

応
し
て
禄
を
与
え
、
船

一
隻
と
五
色
の
綵
捃
と
を
も
っ
て
、
そ
の
地
の
神
を
祭
り
、
進
ん
で
肉
入

に
至

る
と
、
問
苑
の
暇
褒
胆
鹿
嶋

.
苑
勸
名
の
二
人
が
後
方
羊
蹄
を
も
っ
て
政
所
と
せ
ん
こ
と
を
進
言
し
た
の
で
、
そ
れ
を
容
れ
て
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つ
い
に
郡
領
を
お
い
て
帰

っ
たJ

C

日
本
書
記
〕

と
あ

っ
て
、
後
方
羊
蹄
は
い
ま
の
磯
谷
郡
の
尻
別
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
い
ま
だ
地
点
の
確
認
は
得
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
い
ま
か
ら
お
よ
そ

一
千
三
百
年
余
前
で
あ
る
こ
と
が
日
本
史
の
上
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
由
来
北
海
道
は
渡
島
、
あ

る
い
は
越

度

島

と
も
い
わ
れ
、
こ
こ
に
棲
む
民
族
は
蝦
爽
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
近
世
に
至

っ
て
は
蝦
夷
地
と
か
、
ま

た
は
蝦
爽
が

と
称
さ
れ
て
、
自
ら
は
ア
ィ
ヌ
と
い
っ
て
い
る
人
び
と
が
住
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
蝦
興
地
に
い
つ
頃
か
ら
和
人

が
多
く
渡
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
諸
槌
の
説
が
見
ら
れ
る
が
、
村
上
島
之
丞
の

「
蝦
夷
島
奇
観
」

に
よ
る

と
、

r

延
暦
年
間
以
来
、
天
喜
、
康
平
、
文
洽
の
戦
乱
に
奥
羽
三
州
の
う
ち
、
郡
司
、庄
司
の
類
、
旧
来
朝
廷
に
背
き
た
る
も
の
、
此

嶋
に
逃
れ
渡
り
居
住
す
る
者
も
あ
る
べ
し
。
又
流
寓
せ
し
者
も
あ
ら
ん
。
北
陸
道
の
辺
よ
り
産
物
交
易
に
来
り
、
後
永
住
せ
し

者
も
あ
ら
ん
。
」

と
あ
り
、
す
で
に
八
世
紀
末
な
い
し
九
世
紀
は

じ
め
頃
か
ら
、
奥
羽
地
方
に
お
け
る
戦
乱
や
、
あ
る
い
は
凶
歉
に
際
し
て
難
を
の
が

れ
て
移
っ
た
も
の
、
難
船
漂
流
し
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
留
っ
た
も
の
、
商
業
、
漁
業
の
た
め
に
出
稼
ぎ
し
て
土
着
し
た

も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
と
に
享
徳
三
年

(
一
四
五
四
)
安
東
政
季
が
武
田
信
広
を
随
え
て
本
道
に
渡

っ
た

こ
ろ
に
は
、

「
当
時
和
人
は
東
は
鵡
川
か
ら
、
西
は
余
市
ま
で
の
間
に
入
り
て
、
蝦
夷
と
雑
居
し
て
い
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
。

「
北

海
道
史」

そ
れ
で
は
そ
の
頃
の
石
狩
地
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
も
ち
ろ
ん
詳
か
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
石
狩
に
和
人
が
交
渉
を
も
つ
大
き

な
要
因
は
、
や
は
り
こ
の
洋
々
た
る
石
狩
川
の
発
見
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
石
狩
川
の
発
見
に
つ
い
て
は
、
歴
史
上
の

一
大
疑
義
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
文
献
に

「
宇治
拾

」
が
あ
る
。
即
ち

「後
冷

泉
天
皇
、
天
甚
四
年

(
I

◦
五
六
〕
七
月
、
陸
奥
六
郡
の
長
安
倍
頼
時
し
は
し
ば
皇
命
に
悖
り
、
王
師
の
来
討
を
®
れ
、
其
子
貞
任

-

宗
任
等
二
十
餘
人
と
北
方
に
国
あ
る
と
間
き
、
糧
を
斎
し
舟
船
に
®
し
、
直
に
其
地
に
至
り
大
江
を
溯
り
、
三
十
餘
日
に
し
て
胡



人
を
見
た
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
国
と
は
北
海
道
で
あ
り
、
胡
人
は
ア
ィ
ヌ
人
、
大
江
は
石
狩
川
で
あ
る
と
な
す
説
で
あ

る0

こ
の
宇
治
拾
逍
に
よ
れ
ば

0
よ
り
と
き
が
胡
人
を
見
た
る
事

今
は
昔
、
胡
国
と
い
う
は
唐
よ
り
も
は
る
か
北
と
聞
く
を
、奥
州
の
地
に
つ
づ
き
た
る
に
や
あ
ら
ん
と
て
、宗
任
法
師
と
て
つ

く
し
に
あ
り
し
か
語
り
侍
け
る
な
り
、
こ
の
宗
任
が
父
は
頼
時
と
て
み
ち
の
く
の
為
び
す
に
て
、
を
ほ
や
け
に
し
た
が
い
奉
ら

ず
と
て
、
せ
め
ん
と
せ
ら
れ
け
る
ほ
ど
に
、
い
に
し
い
よ
り
今
に
い
た
る
ま
で
、
お
ほ
や
け
に
か
ち
た
て
ま
つ
る
も
の
なL

、

我
は
あ
や
ま
た
ず
と
思
え
ど
も
、
®
を
の
み
か
う
ぶ
れ
ば
、
は
るk

べ
き
か
た
な
き
を
、
お
く
地
よ
り
北
に
見
わ
た
さ
るk

地

あ
ん
な
り
、
そ
こ
に
渡
り
て
あ
り
さ
よ
を
み
て
、
さ
て
も
あ
り
ぬ
べ
き
所
な
ら
ば
、
わ
れ
に
し
た
が
う
人
の
か
ぎ

り
を
、

み

な
い
て
わ
た
し
て
す
ま
ん
と
い
い
て
、
ま
づ
ふ
ね
一
を
とI

の
え
て
そ
れ
に
の
り
て
行
た
り
け
る
人
々
、頼
時
厨
川
の
次
郎
、鳥

海
の
三
郎
、
さ
て
は
又
む
つ
ま
し
き
郎
等
と
も
二
十
人
ば
か
り
、
食
物
酒
な
ど
を
お
お
く
い
れ
て
、
舟
を
い
た
し
て
け
れ
ば
い

く
ば
く
も
は
し
ら
ぬ
ほ
ど
に
、
み
わ
た
乙
け
れ
ば
渡
り
け
り
左
右
は
は
る
か
な
る
あ
し
原
に
て
あ
り
け
る
。
大
な
る
川
の
港
を

見
つ
け
て
其
港
に
さ
し
入
り
に
け
り
、
人
や
見
ゆ
る
と
見
け
れ
ど
も
人
け
も
な
し
、
陸
に
の
ぼ
り
ぬ
べ
き
所
や
あ
る
と
み
け
れ

ど
も
、
あ
し
原
に
て
道
ふ
み
た
る
方
も
な
か
り
け
れ
ぱ
、
も
乙
人
げ
す
る
所
や
あ
る
と
、
川
を
の
ぽ
り
ざ
ま
に
七
日
迄
の
ぽ
り

に
け
り
、
そ
れ
が
た
だ
お
な
じ
よ
う
な
り
け
れ
ば
、
あ
さ
ま
し
き
わ
さ
か
な
と
て
、
猶
廿
日
ば
か
り
の
ぼ
り
け
れ
ど
も
人
の
け

は
い
も
せ
ざ
り
け
り
、
三
十
日
ば
か
り
の
ぼ
り
け
る
に
、
地
の
ひ
び
く
よ
う
に
し
け
れ
ば
、
い
か
な
る
こ
と
の
あ
る
に
か
と
お

そ
ろ
し
く
て
、
あ
し
は
ら
に
さ
し
か
く
れ
て
ひ
び
く
よ
う
に
す
る
か
た
を
、
の
ぞ
き
見
れ
ば
胡
人
と
て
、
絵
に
か
き
た
る
姿
し

た
る
も
の
の
、
あ
か
き
も
の
に
て
頭
ゆ
ひ
た
る
が
馬
に
槩
つ
れ
て
打
出
た
り
、
こ
れ
は
い
か
な
る
も
の
ぞ
と
み
る
ほ
ど
う
ち
つ

づ
き
、
か
ず
し
ら
ず
出
き
に
け
り
、
河
原
の
は
た
に
あ
つ
ま
り
た
ち
て
、
きX

も
し
ら
ぬ
こ
と
を
さ
え
づ
り
あ
り
て
、
河
に
は

ら
は
ら
と
う
ち
入
て
、
渡
け
る
ほ
ど
に
千
騎
計
や
あ
ら
ん
と
ぞ
み
え
わ
た
る
。
こ
れ
が
あ
し
お
と
ひ
ぴ
き
に
て
は
る
か
に
き
こ
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え
け
る
な
り
け
り
、
か
ち
の
物
を
ぱ
馬
に
の
り
た
る
も
の
¥
そ
ぱ
に
、
引
附
々
し々
て
渡
り
け
る
を
ば
、
た
だ
か
ち
わ
た
り
す

る
と
こ
ろ
な
め
り
と
み
け
り
、
三
十
日
ば
か
り
の
ほ
り
つ
る
に
一
と
こ
ろ
も
顴
な
か
り
し
川
な
れ
ば
、
か
れ
こ
そ
わ
た
る
瀨
な

り
け
れ
と
見
て
、
人
過
ぎ
て
の
ち
に
さ
し
よ
せ
て
み
れ
ば
、
お
な
じ
よ
う
に
そ
こ
い
も
し
ら
ぬ
ふ
ち
に
て
な
ん
あ
り
け
る
、
馬

筏
を
つ
く
り
て
お
よ
が
せ
け
る
に
、
か
ち
人
は
そ
れ
に
と
り
つ
き
て
わ
た
り
け
る
な
る
べ
し
、
な
お
の
ぼ
る
と
も
は
か
り
も
な

く
お
•ほ
え
け
れ
ば
、
お
そ
ろ
し
く
て
そ
れ
よ
り
帰
り
に
け
り
、
さ
て
い
く
ば
く
も
な
く
て
ぞ
頼
時
は
失
に
け
る
、
さ
れ
ば
胡
国

と
日
本
の
ひ
が
し
の
お
く
の
地
と
は
、
さ
し
あ
い
て
ぞ
あ
ん
な
る
と
申
け
る
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
嘉
永
七
年
水
戸
の
豊
田
亮
の
薪
し
たr

北

志
」
で
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
大
江
を
以
て
混
同
江

(5g

黑
-

な
り
と
し
、
ま
た
明
治
十
四
年
文
学
博
士
川
田
剛
が
札
幌
に
来
り
、
そ
の

著

「

随

紀
程
」
で
は

「頼
時
の
い
わ
ゆ
る
大
江
は
、
北

島
志
を
以
て
混
同
江
と
為
す
も
、
余
は
竊
に
こ
れ
を
石
狩
川
に
あ
ら
ざ
る
な
き
や
と
疑
う
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
ま
た
札

幌
区
史
の
著
者
は

想
う
に
北
島
志
は
其
溯
る
こ
と
三
十
日
と
あ
る
を
見
て
、
石
狩
、
十
勝
の
大
川
と
て
も
此
の
如
く
綿
互
に
到
ら
ず
と
な
し
て

否
定
す
る
と
雖
も
、
是
其
石
狩
川
の
実
状
を
知
ら
ざ
る
に
坐
す
る
の
み
、
当
時
の
石
狩
川
は
現
時
の
石
狩
川
を
以
て
律
す
ベ
か

ら
ず
。
流
木
渋
滞
、
水
流
横
溢
、
航
行
固
よ
り
便
な
ら
ず
、
特
に
春
秋
ニ
季
の
洪
水
は
其
河
床
の
正
路
を
さ
へ
知
る
能
は
ざ
ら

し
め
し
は
、
実
に
近
年
迄
の
亊
な
り
。

と
て

「
湊
ロ
よ
り
十
七
日
路
川
上
へ
上
れ
ば
、
斑
蝦
夷
地
力
ム
ィ
コ
タ
ン
と
云
う
所
へ
到
る
よ
し
」
と
い
う
蝦
夷
見
昍
録
や
最
上
徳

内
の

「
蝦夷
双
紙
」
の
大
木
流
出
や
洪
水
の
模
様
を
例
証
し
て
、
今
日
の
石
狩
川
を
以
て
頼
時
の
大
江
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
が
、
往

時
に
は
未
だ
與
払
、
石
狩
を
繫
ぐ
海
峡
も
あ
り
、

「
宇治
拾

」
に
見
る
、
陸
奥
よ
り
北
方
に
当
っ
て
肉
眼
で
見
え
る
地
域
は
北
海

道
よ
り
な
い
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
も
し
も
こ
の

大
江
が

在
の
石
狩
川
か
、
域
は
亦
勇
払
、
石
狩
の
海
峡
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら

ば
実
に
い
ま
か
ら
約
九
百
余
年
前
に
、
既
に
わ
が
石
狩
の
地
は
大
和
民
族
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
た
だ
疑
と

す
る
の
は
、
そ
の
時
代
に
®
し
て
馬
が
北
海
道
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



新
撰
北
海
道

史
は

こ
の
宇
治
拾

に
つ
き
、

世
に
は

此
記
®
を
以
て
信
ず

る
に
足
る
も
の
と
し
、
所
謂
大
河
に

就
い
て
は

、
或
は
混
同
江
な

り
と
し
、
又
石
狩
川
な
り
と

し
て
居
る
。
頼
時
の
探
検
が
事
実
だ
と
し

た
な
ら

ば
、
混
同
江
説
が
恐
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
、
け
れ

ど
も
記
事
は
余
り
に
奇

怪
で
、
疑
問

の
点
が
多
い
。
然
し
又
是
を

な
る
説
話
で

あ
る
と
し
て
も
、
此
説
話
が
あ
る

こ
と
は
、
当
時
少
く
も
安
倍

氏
と

北
方
諸
地
方
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
居
た
#
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
又
当
時
の
識
者
の
北
方
地
理
に
関
す
る
知
識
を
語
る
も

の
で
あ
る
。

と

記
し
て
い

る

。

し
た
が

っ
て
石
狩
が
本
格
的
に

和
人
の
足
跡
を

残
し
注
目
さ
れ
る
ょ

う

に
な

っ
た
の
は
、
や
は

り

松
前
藩
が

北
海

道
全

を
支
配
す

る
、
権
限
を
得
て
か
ら
で
あ
る
。

北
海
道
は

む
か

し
、
松
前
と
か
蝦
夷
地
と
か
言
は
れ
て

い
た
が
、
破
密
に
言
う
と
松
前
地
と
蝦
炎
地
の
二
つ
に

分
れ
、
即
ち
松
前

地
と
は

在
の

日
本
海
岸
の
爾
志
郡
熊
石
ま
で
と
さ
れ
、
太
平
洋

岸
で
は

上
磯
郡
知
内
を
以
て
境
と
し
て
、
そ
の
他
は

総
て
蝦
夾
地

と
言
は
れ
て
い
た
。
蝦
夷
地
も
ま
た
西
北
部
熊
石
か
ら
宗
谷
.
斜
里
ま
で
は
西
蝦
寅
、
東
南
部
知
内
以
東
噴
火
湾
か
ら
襟
裳
岬
を
越

え
、
根
室

•
国
後

•
択
捉
を
加
え
知

半

の
突
端

ま
で
を
、
®
蝦
與
地
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
従

っ
て
石
狩
は

西
蝦
爽
地
に
®
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

始
め
松
前
地
は
津
軽
十
三
潢
の
安
東
氏
の
管
領
に
あ

っ
て
、
和
人
地
と
し
て1

1

け
て
来
た
が

、
康
正

ニ
年
(
一
四
五
六
)
に
有
名
な

嘏
夷
乱n

シ
ャ
マ
ィ
ン
の
騒
励
が
あ
り
、
既
に
松
前
地
方
さ
え
危
く
な

っ
た
が
、
翌
永
禄
元
年
武
田
信
広
が

こ
の

コ
シ
ャ

マ
ィ
ン
父

子
を
討

っ
て
、
次
第
に

勢
力
を

強
め
い

つ
か
安
束
芘

の
代
官
と
な

っ
て
こ
の
地
を
統
治
す
る
ょ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
が
松
前
家
の
祖

で
あ
る

。

然
る
に
文
禄
ニ
年
(
一
五
九
三
)
信
広
五
代
の
孫
、
瞵
崎
を
名
槳
っ
て
い
た
慶
広
の
時
に
至
っ
て
、
埜
時
小
田
原
城
を
討
伐
し
、

班
北
に
勢
力
を

仲
ば
そ

う
と

し
て
い
た

臣
秀
吉

か
ら

於
-
松
前
一
、
従

̶
諸
方

一
来
船
頭
、
商
人
等
、
対
-
與
人
；
、
同
一一
地
下
人
一
、
非
分
偁
不y

可
一一
申
懸I

。

並
船
役
之
祺

、
自
二

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時

代

一
八
三



第
三
編

石

狩
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代
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前
々I

如

„

有
来I

可i

取i

之
。
自
然
此
旨
於

̶
相
背
族
在
！：，之
者
、
急
度
可I

I

言
上I、

速
可i

被i

加1
1

御

罰I

者
也
。

文
禄
ニ
年
正
月
五
日

朱
印

«

崎
志
摩
守
と
の
へ

と

い

ぅ

、

す
な
わ
ち

松
前
に
於
て
諸
方
よ
り
来
る
船
頭
商
人
等
、
夷
人
に
対
し
地
下
人
と
同
じ
く
、
非
分
の
儀
申
懸
く
べ
か
ら
ず
。
前

々
よ
り
有

り
来
り
の
如
く
之
を
取
る
べ
か
ら
ず
、
自
然
こ
の
旨
に
相
背
く
族
の
者
あ
る
に
於
て
は
、
急
度
言
上
す
べ
く
速
に
御
誅
罰
を
加

ら
る
べ
き
も
の
な
り
。

の
封
聰
制
禁
の
朱
印
を
得
て
、
原
住
民
で
あ
る
ア
ィ
ヌ
人
の
保
護
に
任
ず
る
と
と
も
に
、
諸
国
か
ら
来
る
船
頭
や
商
人
を
取
締
り
、

税
金
を
徴
収
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
慶
長
三
年

(
I

五
九
八
)
秀
吉
が
歿
し
、
徳
川
家
康
が
関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝

っ
て
天
下
を
掌
握
し
て
征
爽
大
将
軍
に
な
る

と
、
慶
広
は
概
崎
氏
を
松
前
氏
に
改
め
、
徳
川
方
に
取
入
り
慶
長
九
年

C
I

六〇

四
)
再
び
家
康
か
ら
黒
印
の
制
書
を
得
る
こ
と
に

よ
り
、

一
層
広
い
権
利
を
確
保
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

I
、

自n

諸
国
一
松
前
へ

出
入
之
者
共
、
志
摩
守
不
一

i

相
断I

而
、
夷
仁
と
直
商
売
仕
候
儀
可
レ
為II

曲
穿

班
。

一
、
志
摩
守
に
無
，
断
而
令
こ
渡
海
一
売
買
仕
候
者
、
急
度
可
レ
致11

言
上I

布
。

|
、

対

̶
爽
仁|

非
分
申
懸
者
、
堅
停
止
事
。

右
条

若々
於
||
遠
背
之
蕺
1
者
可
。
處
1
1厳
科
|
者
也
。
仍
如
レ
件

慶
長
九
年
正
月
廿
七
日

黒
印

松
前
志
摩
守
と
の
へ

と
あ

っ
て
、
趣
旨
は
大
体
秀
吉
の
朱
印
と
同
じ
で
あ
る
が
、

|
、
諸
国
よ
り
松
前
へ
出
入
の
者
共
、
志
摩
守
に
相
断
ら
ず
夷
仁
と
直
商
売
仕
候
儀
は
曲
*
な
る
べ
き
市
。



,

志
摩
守
に
無
断
て
渡
海
を
い
い
つ
け
、
売
買
仕
候
者
は
急
度
言
上
致
す
べ
き
事
。

付
て
は
爽
の
儀
は
何
方
へ
往
行
候
共
、
夷
次
第
な
る
べ
き
都
。

一
、
夷
仁
に
対
し
非
分
申
か
け
る
は
堅
く
停
止
の
事
。

右
条
々
若
し
違
背
の

锒
に
お
い
て
は
厳
科
に
処
さ
る
べ
き
も
の
な
り
。
仍
て
件
の
如
し

と
い
ぅ
内
容
の
も
っ
た
広
く
蝦
夷
地I

円
に
わ
た

っ
た
交
易
の
独
占
権
を
認
め
ら
れ
、
名
実
と
も
に
北
海
道
全
島
の
統
治
支
配
権
を

獲
得
し
て
、
完
全
に
安
東
家
の
膝
下
か
ら
離
れ
、
徳
川
蕋
府
配
下
の

一
藩
と
な

っ
て
独
立
を
見
た
の
で
あ
る
。

こ
ぅ
し
て
松
前
家
は
交
代
寄
合
の
資
格
を
も
っ
て
大
名
に
は
列
乙
た
が
、
し
か
し
こ
れ
は
内
地
の
他
藩
と
は
逾
っ
た
変
則
的
な
も

の
で
、
元
来
松
前
藩
の
領
内
に
は

一
反
歩
の
田
畑
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、I

石
の
年
貢
米
が
納
ま
る
わ
け
で
も
な
い
実

か
ら
、

こ
の
蝦
夷
地

一
円
の
交
易
の
独
占
権
を
も
っ
て
、
当
初

一
万
石
の
格
式
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
事
実
ま
た
松
前
藩
と
し
て
は

こ
の
交
易
独
占
拖
こ
そ
藩
の
財
政
を
確
立
す
る
唯
一
の
財
源
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
松
前
藩
で
は
城
下
福
山

C

現
松
前
町
)
を
中

心
と
し
て
、
全

の
和
人
地
及
び
蝦
夷
地
を
適
当
の
場
所
に
分
割
し
、
行
政
的
経
済
的
に
要
衝
の
地
域
は
藩
主
直
領
地
と
し
、
他
を

家
臣
の
知
行
地
と
し
て
こ
れ
を
与
へ
て
支
配
さ
せ
、
藩
主
は
藩
自
体
が
直
領
地
の
ア
イ
ヌ
と
交
易
し
て
得
た
利
益
と
諸
国
の
船
頭
、

家
人
か
ら
徴
収
し
た
諸
税
等
に
ょ
っ
て
藩
の
財
政
を
賄
い
、
家
臣
は
ま
た
自
ら
の
知
行
地
に
お
い
て
同
様
に

ア
イ
ヌ
住
民
と
交
易
し

て
扶
持
を
得
る
制
度
で
あ

っ
た
。

以
上
に
し
て
松
前
藩
の
勢
カ
が
次
第
に
西
蝦
夷
地
に
伸
び
る
に
つ
れ
て
、
船
が
か
り
が
ょ
く
天
然
の
宝
庫
と
し
て
原
住
民
が

铿
か

に
生
活
し
て
い
た
石
狩
川
地
帯
を
、
も
ち
ろ
ん
注
目
し
な
い
窖
も
な
く
、
し
た
が

っ
て
石
狩
場
所
開
設
と
な

っ
て
現
わ
れ
た
の
も
当

然
の
帰
結
で
あ
る
。

石
狩
場
所
が
最
初
に
開
設
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
る
か
、
こ
の
場
所
開
設
に
つ
い
て
「
蝦
爽
地
ー
件
」
ょ
れ
ば

慶
広
代
ょ
り
以
後
追
々
相
開
候

に
て
東
西
場
末
に
至
り
候
て
は
、
ソ
ゥ
ャ
は
貞
享
中
ア

ッ
ケ
シ
は
寛
永
中
キ
イ
タ

ッ
プ
は

元
禄
中
ク
ナ
シ
リ
は13

暦
中
迄
に
追
々
相
開
、
云
云

「
松前
左
膳
外
三
名
申
ロ
」
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と
あ
り
、

ま
た

「
休
明
光
記

附
録
」

に
は

蝦
夷
地
場
所
々
交々
易
之
最
初
、
番
所
、
連
上
屋
の
始
築
、
都
て
の
濫
船
御
尋
に
御
座
候
処
、前
段
之
通

鸽
記
焼
失
仕
、
逸
々

難
-
相
分
一
御
座
候
得
共
、
西
蝦
臾
地

テ
シ
ホ

場
所
鹿
畏
中
、

ソ
ウ
ヤ
貞
享
中
、
東
蝦
夷

地
ア
ッ
ケ
シ

永
中
、
キ
ィ
タ
ッ
プ

元
禄
中
に
相
開
候
段
、
書
留
御
座
候

(
松
前
家
よ
り
提
出
〕

と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
®
長
年
間(

H

)
に
お
い
て

、
早
く
も

天
塩
場
所
*か
開
け
、
ま
た
貞
享
年
間

(
I
j
A
A-tE
a)

に
は
宗
谷

場
所
ま
で
開
設
さ
れ
て
い

る

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
石
狩
場
所
開
設
の

年
代
を

明
か
に
す

る

文
献
が

得
ら
れ
な
い

の
は
、
は
な
は
だ

造

憾
で

あ
る
。

し
か
も
石
狩
の
存
在
は
、
正
保
元
年
松
前
藩
が
、
蘼
府
の
企
て
た
日
本
総
国
図
の
資
料
と
し
て
奉
っ
た
地
図
の
上
に
も
、
明
か
に

記
載

さ
れ
て
い
る
ば
か

り
か
、
こ
の
地
図
の

原
典
は

永
十
二
年

(
一
六
三
五
)
、
松
前
家
が
家
臣
村
上
掃
左
栩
門
に
命
じ
、
全
島

を
踏
査
さ
せ
て
作

っ
た
、
北
海
道

最
初
の

給
図
を
写
し
た
も
の
と
伝
え
る
か
ら
、
す
で
に

永
年
間
に
は

相
当
の

場
所
と
し
て
発
展

し
て
い
た

で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
容
易
に

認
め

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
と
に
津
軽
藩

の
隠
密
牧
只
右
衛
門
の

r

排
軽

一
統
志
」

に
よ
れ
ば
、
今
か

ら
お
よ
そ
三
百
年
前

文
九
年

(
一
六
六
九
)

に
勃

発
し
た
、
日
高
染
退
の
酋
長

シ
ャ
ク
シ

ャ
ィ
ン
が
蜂
起
し
、
東
嘏

夷
地
は
白
糖
、
西
蝦
夷
地
は
増
毛
ま
で
こ
れ
に
呼
応
し
て
、

「
商

船
十
九

外
に
侍
®
匠

•
通
詞

.
船
頭

.
水
主
二
百
七
十
三
人
殺
害

(
松
前
旧
事
記
)
」

さ
れ
て

い
る
が
、
石
狩
'た
け
は

酋
長

ハ
ウ

力
セ
の
威
令
に

よ
っ
て

一
人
の
殺
害
者
も
出
さ

な
か

っ
た
。
こ
の
蝦
夷
乱
を
平
定

し
た
松
前
藩
で
は
、
余
勢
を
駆

っ
て
使
者
を

ハ
ウ

力
セ
に
差
向
け
、

「
毎
歳
商
船
を

遣
せ
ば
、
押
売
を

為
す
、
汝
等
は
萬
事
我
儘
を

極
む
、
他
に
行
き
て
商
せ
ん
と
す
れ
ば

、
船
を
出
さ
ず
し
て
其
商

品
を
河
中
に
投
ず

べ
し
と
謂
う
、
因

っ
て
以
後
敢
て
商
船
を

は
ざ
す
」

と
、
交
易
を

差
止
め
る

と
言

っ
て
威
偈

し
て
い
る

が
、

ハ
ウ
カ
セ
は

こ
れ
に
対
し

「
松
前
殿
は
松
前
殿
、
我
等
は
石
狩
の
大
将
に
候
得
者
、
松
前
殿
に
構
え
申
可
様
も
無
之
候
、
又
は
松
前
殿
も
此
方
え
描
え
申



も
成
間
敷
候
、商
船
此
方
に
御
越
可
被
成
と
も
御
越
被
成
間
敷
共
別
而
權
無
御
座
候
、兼
て
昔
よ
り
蝦
夷
は
米
酒
不
被
下
候
、

魚
鹿
斗
被
下
、
鹿
の
皮
を
身
に
蕃
し
助
か
り
申
者
に
御
座
候
、
商
船
御
越
被
成
候
儀
も
御
無
用
に
候
、
此
上
商
船
御
越
被
下
候

は
ば

一
人
も
帰
し
申
間
敷
候
」

と
、
即
ち
松
前
殿
は
松
前
の
殿
様
か
知
ら
な
い
が
、
自
分
も
石
狩
の
大
将
で
あ
る
。
お
互
別
々
の
国
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
敢
え
て
松

前
藩
が
石
狩
に
干
渉
す
る
必
要
も
、
亦
石
狩
が
松
前
に
干
渉
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
で
、
今
後
松
前
の
商
船
が
石
狩
に
来
る
と
も
来

な
い
と
も
、
何
等
差
支
え
は
な
い
、
昔
か
ら
ア
ィ
ヌ
は
米
や
酒
な
ど
を
用
い
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
魚
や
鹿
肉
を
食
糧
と
し
、
鹿

皮
を
衣
料
と
し
て
生
活
し
た
も
の
で
、
商
船
な
ど
は
来
な
く
と
も
よ
い
、
若
し
こ
の
上
商
船
な
ど
を
寄
こ
し
た
ら

一
人
も
帰
さ
な
い

と
、
堂
々
と
こ
れ
を
追
返
し
て
い
る
事
実
は
、
明
瞭
に
石
狩
が
す
で
に
こ
の
以
前
に
於
て
、
交
易
の
商
場
と
し
て
開
か
れ
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

殊
に
こ
の
蝦
爽
判
虱
の
原
因
が
、

去
年
拙
者
共
殺
候
子
細
は
、
前

志々
摩
守
様
御
代
に
は
米
武
斗
入
の
大
俵
に
て
、
千
蛙
五
束
宛
御
取
替
下
さ
れ
候
、
近
年
蔵
人

仕
®
き
は
米
七
、
八
升
に
て
千

五
束
づ
つ
御
取
替
な
さ
れ
候
え
共
、狄
共
の
儀
に
御
座
候
え
ば
、是
非
に
及
ば
ず
其
通
り
に
差
上

申
候
、
余
り
迷
惑
に
存
じ
近
年
度
々
御
訴
訟
申
上
候
え
共
、
年
寄
た
る
狄
共
我
儘
申
候
間
、
痗
の
酒
に
て
年
寄

夷
の
分
御
た
や

し
、
若
狄
ば
か
り
に
成
さ
れ
可
き
相
談
に
て
、
は
ぅ
"

に
て
右
の
酒
に
て
相
果
て
候
由
承
り
及
び
候
、
尻
不
可
の
狄
共
気

に

存
じ
御
酒
も
申
受
け
ず
、
迚
も
斯
様
に
御
た
く
み
成
さ
れ
候
て
は
、
末
に
御
た
や
し
成
さ
れ
可
と
存
ぜ
ら
れ
候
処
、
下
之
国
に
て

毒
の
酒
に
て
あ
ま
た
打
果
て
候
由
承
り
、
そ
れ
よ
り
シ
ャ
ク
ャ
シ
ィ
ン
も
、
商
船
殺
し
候
由
承
り
、
上
の
国
に
て
も
迚
も
の
が
れ

ぬ
審
と
存
じ
、
シ
ャ
モ
船

(
和
船
〕
殺
申
候
、
御
慈
悲
さ
え
御
座
候
は
ば
、
何
し
に
此
方
よ
り
左
様
の
義
仕
べ
き
や
、
云
々

(津

軽

一
統志
■
尻
深
大
将
申
分
)

と
'
尻
深
大
将
と
い
ぅ
の
は
今
日
の
岩
内
の
シ
リ
カ
ッ
プ
川
附
近
の
酋
長
ヵ
ニ
シ
コ
ル
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
切
々
た
る
申
分
を

見
て
も
も
は
や
こ
の
時
代
に
お
け
る
各
地
の
交
易
は
、
従
来
米
ニ
斗
嵌
を
も
っ
て
干

五
束

(
鮭
百
尾
〕
と
交
換
さ
れ
た
も
の
が
、

第
三
編

石

狩
©

歴

史

時
代

I

八
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八
八

七
、
八
升
入

一
俵
を
も
っ
て
百
®
の

と
交
換
す
る
よ
う
に
な
り
、
訴
願
を
す
れ
ば
年
寄
は
わ
が
ま
ま
ば
か
り
い
う
か
ら
毒
酒
で
殺

し
、
若
い
ア
ィ
ヌ

ば
か
り
に
す
る
と
い
っ
て
威
愒
す
る
と
い
う
交
易
に
ま
で
進
展
し
、
加
え
て
、

近
年
あ
ぢ
商
に
松
前
よ
り
御
座
候
て
、
拙
者
共
取
候
川
に
て
大
あ
み
を
お
ろ
し

娃
す

き
と

御
取
、
上
方
へ
商
に
御
越
成
さ
れ

候
に
付
、
左
様
に
成
さ
れ
候
え
て
は
、
狄
共
取
申
候
鮭
御
座
な
く
候
て
錨
死
申
候
間
、
拙
者
共
に
取
ら
さ
せ
御
買
下
さ
れ
度
由

に
、
御
訴
訟
申
上
候
へ
ど
も
、
松
前
の
知
行
所
に
て
候
間
取
申
す
に
、
我
儘
申
と
て
御
打
た
た
き
、
そ
れ
に
て
も
少
し
も
拙
者

取
共
申
候
蛙
、
や
す
く
御
買
成
さ
れ
候
え
ば
、
何
共
迷
惑
仕
候
、
斯
様
の
事
に
付
い
て
狄
共

一
揆
を
発
し
申
候

(
同
上
)

と
あ

っ
て
、
産
物
が
少
く
な
る
と
従
来
ア
ィ
ヌ
住
民
が
漁

っ
て
い
た
川
に
大
網
を
も
っ
て
き
て
、
和
人
自
ら

漁
を
行
な
い
、
そ
れ

で
は
食
う
こ
と
も
出
来
な
く
な
る
か
ら
と
訴
え
て
も
、
自
分
の
知
行
所
で
自
分
が
と
る
の
に
何
が
惡
い
の
*た
と
い
っ
て
と
り

あ

わ

ず
、
強
い
て
嘆
願
す
る
と
た
た
き
つ
け
る
と
い
っ
た
有
様
で
、
貧
婪
暴
虐
な
振
舞
を
行
な
う
ま
で
な

っ
て
い
た
と
見
る

こ
と

が

出

来
る
。

以
上
よ
う
に
石
狩
場
所
は
幾
多
の
問
題
を

し
た
重
要
な
地
域
’た
け
に
、
当
然
松
前
藩
及
び
そ
の
家
臣
が
石
狩
場
所
開
設
の
年
代

ぐ
ら
い
は
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
窖
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
葙
府
に
対
す
る
答
申
を
不
詳
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く

石
狩
は
天
塩
場
所
な
ど
と
共
に
、
或
は
慶
長
年
間

(
約
三
百
五
十
余
年
前
)
に
開
設
さ
れ
た
直
領
交
易
地
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
直

領
地
か
ら
こ
う
し
た
悪
虐
な
原
住
民
政
策
が
、
葸
府
要
路
に
漏
洩
す
る
こ
と
を
、
極
度
に
替
戒
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か

と
も

思
わ
れ
る
。

第
二

節

三
百

年

前
の

石

狩

こ
の
時
代
に
お
け
る
石
狩
町
周
辺
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
を

「津
軽

一
統
志
」
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

石
狩
大
川
有
浜
に
か
か
り
間
有
、
川
口
に
狄
家
数
不
知
、
其
川
の
上
に
七
里
奥
に
、
上
の
国
の
惣
大
将
居
城
有
、
大
将
ハ
ゥ

力
セ
と
申
候
、
下
人
千
人
程
有



~

石
狩
地
形
成
程
打
ひ
ら
き
、
四
方
の
山
か
す
か
に
見
え
申
候
、
十
四
五
里
四
方
も
可
有
御
座
か
と
申
候
、
柏

■
芦

*
竹
に

其
外
大
木
共
お
い
し
げ
り
、
狄
の
通
も
無
御
座
候
由
、
川
の
左
右
は
大
形
ふ
け
に
て
御
座
候
由
、
浜
廻
り
は
真
砂
に
て
足
場

能
御
座
候

一
、
石
狩
川
港
口
広
さ
二
百
間
程
、
深
さ
七
尋
程
、
川
奥
に
入
候
て
は
十
三
尋
の
所
も
御
座
候
、
常
に
水
う
づ
ま
き
候
て
、
流

れ
候
様
に
は
見
え
不
申
由
、
然
共
水
い
き
は
や
く
候
に
付
風
よ
わ
く
候
て
は
舟
と
り
卷
申
由
に
御
座
候
、I

日
路
程
塩
さ
し

申
候
事

~
、

川
岸
の
高
さ
八
尺
九
尺
も
可
有
御
座
候
由
、
川
き
し
両
方
共
に
竹
木
は
え
茂
り
、
左
右
見
え
不
申
由
亊

と
、
河
口
が
二
百
間

(
約四
百
米
)
も
あ
り
、
い
つ
も
水
が
渦
を
ま
い
て
流
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
く
、
十
四
五
里
四
方
も
あ

ろ
う
と
思
は
れ
る
平
原
は
、
ア
ィ
ヌ
人
も
通
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
、
芦
や
熊
笹
や
柏
の
深
い
薮
原
に
、
大
木
が
亭
々
と
し
て
生

い
茂

っ
て
い
る
と
。
原
始
の
様
相
を
細
か
に
書
き
綴

っ
て
い
る
。
大
酋
長
ハ
ゥ
ヵ
セ
の
居
城
は
、

石
狩
川
口
よ
りI

里
程
登
り
候
て
「
は
っ
し
ゃ
ふ
」
ニ
里
程
登
り
候
て
「
さ
っ
ほ
路
」
と
申
所
に
狄
有
、さ
っ
ほ
ろ
の
枝
川
に
、

縦
横
半
里
ば
か
り
の
沼
御
座
候
由
、
川
添
よ
り
順
風
に
二
日
登
り
候
て
、

r

ち
よ
ま
か
う
た
」
と
申
所
に
狄
多
く
御
座
候
、
松

前
よ
り
の
船

「
ち
よ
ま
か
う
た
」
ま
で
参
候
、
方
々
の
狄
共

「
ち
よ
ま
か
う
た
」
へ
集
り
商
い
仕
候
由
に
御
座
候
、

「
ち
よ
ま

か
う
た
」
よ
り

「
津
石
狩
」
と
申
所
ま
で
川
路
二
日
に
登
り
候
由
、
是
迄
大
船
通
候
に
よ
く
御
座
候
之
共
、
水
早
く
候
て
中
々

難
儀
仕
候
故
「
ち
よ
ま
か
う
た
」
よ
り
上
え
船
登
り
不
申
琪
。

石
狩
川
口
よ
り

「
い
べち
ま
た
」
と
申
所
迄
三
日
路
程
御
座
候
、
此

「
い
べ
ちま
た
」
よ
り

「
し
こ
つ
」

「
ゆう
は
りj

の

沼
へ
小
舟
に
て
往
来
仕
候
由
。

「
ち
よ
ま
か
う
た
」
よ
り
ハ
ゥ
ヵ
セ
在
所
迄
七
日
路
程
御
座
候
由
申
候
、
又
何
程
急
ぎ
候
て
も
小
舟
に
て
三
日
に
参
候
由
申

者
御
座
候

c

津
軽

一
統
志
〕

と
あ
っ
て
、

「
は
っ
し
ゃ
ふ」

は
兖
寒
「
さ
っ
ほ
路
」
は
札
幌
、

「
い
べ
ちま
たj

は
江
別
で

「
津
石
狩
」
は
對
雁
で

あ
る
。

た
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だ

「
ち
よ
ま
か
ぅ
た
」
は
今
日
の
石
狩
川
筋
、
豊
平
川
と
対
雁
の
中
間
に
あ
た

る
が
、
い
づ
れ
の
地
点
で
あ
る
か
推
定
出
来
な
い
、

し
か
し
大
き
な

ア
ィ
ヌ
部
落
が

あ
り
、
松
前
か
ら
の
商
船
が

こ
-:
ま
で
遡

っ
て
来
て
、
附
近

の
ア
ィ
ヌ
が
茲
に
集
り
交
易
を

し
た
、

こ
の
「
ち
よ
ま
か
ぅ
た
」
か
ら
船
で
更
に
遡
る
こ
と
七
日
路
と
い
ぅ
か
ら
、
ハ
ゥ
ヵ
セ
の
居
住
地
は

、
恐
ら
く
雨
竜
川
ロ
附
近
の
地

点
で
は
な
い
か

と
思
は
れ
る
。
こ
れ
が

い
ま
か
ら
約
1

11

百
年
ば
か
り
以
前
の
石
狩
地
帯
を
語
る
唯

一
の
も
の
で
、
現
在
発
見
さ
れ
て

い
る
文
献
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の

「
律
軽

I

統
志
」
も
津
軽
藩
士
が
、
現
突
に
石
狩
を
踏
査
し
た
も
の
で
は

な
く
、
西
海
岸
を

余
市
か
ら
忍
路
ま
で
進
ん
で
、
漸
く
間
き

正
し
た
記
録
で
あ

っ
た
。

然
る
に
こ
の

文
の
蝦
夷
騷
動
が
あ
っ
て
約
二
十
年
ぱ
か
り
後
ち
、
す
な
わ
ち

元
禄
元
年

U

六
八
八
)
と
い
ぅ
か
ら
、

い
ま
か

ら
凡
そ

ニ
百
九
十
年
前
に
な
る

が
、

r

福
山
秘
府j

に
よ
る
と

貞
亨
四

年
夏
六
月
朔
日
、
水
戸
宰
相
公
巨
船
落=

帆
我
藩I

、

而
欲
レ
行11

于
西
部
伊
之
加
利
海
ロ
|
、
是
非
_
国
法
！
、
故

矩
広
不
一一
敢
許

一
、
於
レ
是
于
、
遂
準
レ
賈
，
船
、
開
,I

帆
福
藩
一
到
一一
于
狄
地
-
。

と
あ

っ
て
、
貞
亨
四

年

(

一
六
八
七
)
六
月

一
日
に
水
戸
光
囫
公
の
巨
船
が
福
山
に
来
り
、
西
部
石
狩
海
に
行
か
ん
と
欲
し
た
が
、

こ
れ
は
国
法
に
非
ざ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
松
前
矩
広
は
敢
え
て
許
さ
な
か

っ
た
の
で
、
止
む
な
く
交
易
船
に
準
じ
て
、
福
山
を
出
帆
蜈

夷
地
に
至

っ
.た
。
と
あ
る
が
こ
の
年
に
は
実
際
に
は

来
な
か

っ
た
ら
し
く
、
水
戸
藩
豊
田
亮
の
著
に
な
る

『
北
島
志j

に
よ
れ
ば
、

元
禄
元
年
春
我
、
義
公

_

崎
山
某I

、
u

快
風
船

-
、
至n

嘏
夷
之
石
狩
一
先
レ
是
、
義
公
命
作
-
一大
船
於
南
部
地I

、

南

部
律
軽

ニ
候
助
レ
役
、
前
後
経

̶
十
歳I

始
成
、
至
レ
是
、
自

_

那
珂
港I

発
レ
船
、
六
月
至

̶
石
狩
川1

、

夷
人
荔

_

我
船
到
一
、

争
来
観
レ
之
、
男
女
殆
千
餘
人
皆
謂
従
前
未
下
曽
見
屮
如
斯
大
船
至
1
1此
地
1
者
上
、
我
界
以
1
1洒
食
1
、
則
益
悦
、
以
11

颇
魚
熊

皮
一
報
レ
之
、
其
人
酔
中f

掊
相
撃
以
為
レ
戯
、
即
槌
擊
也
、
川
甚
広
深
、
臟
魚
甚
衆
、
殆
至
レ
妨n

舟
樹I

、

以u

百
尾
一

換
ー一
米

一
斗
ニ
升I

、

留
四
十
餘
日
、
至1

1八
月
ー
発
レ
船
還
、
則
繩
風
大
作
、船
漂
至
1
1北
海
1
、
盖
近
||
韃
靼
地
方
1
也
、
風
息
、

抵

_

松
前I

、

以

„

十
二
月
一
得V

帰u

那
珂
港

一
、
至
一一
公
雜1

、
船
掇
不
一一
復
修

一
、
我
州
航
海
術
遂
廃
云
、

と
あ
り
、
水
戸
光
問
は
蝦

地
に
深
い
関
心
を
持
ち
そ
の
探
検
を
企
て
、
南
部
、
津
軽
両
藩
の
助
力
を

以
て
十
年
問
も
か
か

っ
て



大
船
快
風
丸
を
建
造
し
、
元
禄
元
年
に
石
狩
に
来
て
い
る
。

快
風
丸
は
船
長
二
十
八
間

(
約
五
十
米
〕
船
幅
九
間

(
約十
六
米
余
〕
、
帆
柱
の
長
さ
十
八
間

C

約
三
十
三
米
)
柱
寒
太
さ
三
尺

角
C

約I

米
角
〕
、
木
綿
五
百
反
の
帆
と
四
十
挺
の
櫓
を
そ
な
え
、
船
中
に
は
別
に
長
さ
九
間
.
(
約
十
六
米
余
)
櫓
八
挺
を
具
え
た

大
伝
馬
船
と
、
長
さ
六
間

(
約十
米
余
)
抱
六
挺
を
具
え
た
小
伝
馬
船
の
ニ
隻
を
樹
ん
で
い
た
。
し
か
も
こ
の
船
に
は

f

按
針
箱j

と
言

っ
て
、
屋
形
の
上
に
四
角
な
櫓
を
立
て
、
そ
れ
に
長
崎
か
ら
得
た
海
図
や
磁
石
、

コ
ン
パ
ス
、
天
測
機
等
を
備
え
船
の
方
位
を

図

っ
て
航
海
す
る
近
代
装
備
を
も
っ
た
船
で
あ

っ
た
。

当
時
葙
府
は
大
船
の
®
造
を
禁
じ
て
い
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
他
に
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
大
船
で
あ

っ
た
と
思
は
れ
る
。
こ
の
船

に
天
文
に
通
ず
る
崎
山
市
内
を
船
長
に
乙
て
、
六
十
五
人
の
水
夫
が
乘
込
み
三
年
間
の
食
糙
を
用
意
し
て
、
常
陸
の
那
珂
湊
を
出
帆

し
て
、
北
海
道
に
向

っ
た
の
は
元
禄
元
年
二
月
で
あ
っ
た
。

光
固
は
こ
の
時
松
前
公
に

物
と
し
て
、
盆
裁
の
松
ニ
株

.
梅

一
株

•
杜
關
花
ニ
式
を
持
た
せ
て
松
前
城
下
に
到
着
し
、
直
ち
に

藩
の
了
解
を
求
め
た
が
、
松
前
蒲
の
方
針
と
し
て

一
定
の
交
易
船
以
外
に
は
奥
地
に
入
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
折
柄
と
て
、
水
戸

藩
の
力
を
以
て
し
て
も
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
止
む
な
く
商
船
に
準
じ
て
ょ
う
や
く
石
狩
ま
で
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て

石
狩
川
口
に
到
着
し
た
の
は
同
年
六
月
二
十
一
日
で
あ
る
が
、
そ
の
状
況
は
、

丨
石
狩
川
に
至
る
、
土
人
争
い
出
で
、
こ
れ
を
観
る
、
男
女
殆
ん
ど
千
余
人
皆
®
い
て
日
く
、
未
だ
嘗
て
こ
の
如
き
大
船
の
来

る
も
の
あ
ら
ず
、
船
ょ
り
酒
食
を
授
て
こ
れ
を
鞞
す
、
土
人
ま
す
ま
す
悦
び
®
魚
の
群
游
す
る
も
の
極
め
て
多
し
、
殆
ん
ど
船

行
を
妨
ぐ
る
に
至
る
、
米

一
斗
ニ
升
を
以
て
土
人
の
所
狴
跬
百
尾
に
代
ふ
、
留
る
こ
と
四
十
余
日
に
し
て
還
る
、
元
禄
元
年
八

月
な
り
、
還
る
に
及
ぴ
て
»
風
大
に
起
る
船
漂
い
て
链
靼

垴
方
に
至
る
、
数
日
風
息
ん
で
又
松
前
に
還
る
、
十
ニ
月
に
至
り
て

水
戸

還
る
̶
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二

と
あ
り
、
快
風
丸
が
石
狩
に
つ
く
と
、
松
前
で
雇
入
れ
た
直
詞
を
通
し
て
船
内
を
見
物
に
来
る
様
に
触
れ
た
が
、
瞀
戒
し
て
来
る
も

の
が
な
く
、
酒
を
持

っ
て
来
た
か
ら
飲
み
に
来
い
と
触
れ
る
と
、
千
人
も
集

っ
て
喜
ぶ
有
様
や

百
本
と
米

I

斗
ニ
升
の
割
合
で
交

易
し
た
模
様
な
ど
が
知
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
石
狩
川
の
秋
昧
が
船
も
通
れ
ぬ
程
も
遡
上
し
た
も
の
ら
し
く
、
さ
す
が
に
探
険
船
だ
け

に
種
々
の
情
報
を
集
め
、
ま
た
附
近
の
有
様
を
詳
細
に
観
察
し
て
記
録
し
て
い
る
。

石
狩
川
広
さ
那
珂
河
ょ
り
は
広
く
御
座
候
深
さ
も
同
じ
由
に
候
、
川
脇
は
蝦
夷
共
罷
在
候
、
両
脇
は
平
場
に
て
四
五
里
程
脇
に

大
山
見
之
申
候
、
然
れ
共
右
の
ひ
ら
場
木
立
し
げ
り
往
来
不
淄
成
候
、
舟
に
て
常
に
か
ょ
い
申
候
。

村
に
大
将
分
の
蝦
夷

ー
人
づ
つ
御
座
候
、
去
乍
ら
召it

は
御
座
な
く
候
、
女
房
に
て
其
内
に
も
女
房
四
五
人
持
申
候
大
将
御
座

候
、
然
れ
共
女
房

ー
処
に
は
指
置
不
申
候
、
隣
郷
に
家

I

軒
づ
つ
に
女
房

I

人
づ
つ
指
置
申
候
由
、
常
に
見
申
候
所
も
大
将
分

と
は
見
立
不
申
候
、
去
り
乍
ら
石
狩
川
の
惣
大
将
は
カ
ル
へ
力
と
申
候
、
是
に
は
脇
の
®
夷
出
合
の
節
、
カ
ル
へ
力
手
を
出
し

蝦
爽
の
頭
を
押
し
て
、
し
ば
ら
く
指
®
手
を
は
な
し
の
き
申
候
、
食
物
は
干

を
細
か
に
切
り
、
湯
煮
を
仕
り
鮫
の
油
を
か
け

指
で
喰
し
、
生

は
氷
頭
の
処
を
常
に
食
べ
申
候
由
、

「
家
は
へ
り
な
し
に
横
九
尺
ば
か
り
、
長
五
六
間
に
家
を
作
り
、
熊
使
の
葉
(
横
五
寸
斗
長
一
尺
斗
)
に
て
ふ
く
、
あ
た
り
の

囲
い
ま
こ
も
の
様
な
る
を
あ
み
て
囲
ぅ
。
重
き
も
の
は
座
敷
に
も
し
き
居
る
、
ロ
を

一
所
に
あ
け
て
出
入
す
、
戸
は
無
之
内
に

し
き
り
な
し
、
親
子
兄
弟

I

所
に
夜
も
寝
る
な
り
、
家
の
大
小
は
あ
り
。
」

「
家
の
内
の
地
く
ぽ
め
、
い
ろ
り
に
し
、
木
を
く
べ
あ
た
る
、
木
其
ま
-'
に
て
く
べ
る
故
家
の
外
迄
も
木
の
末
出
る
、
冬
は
猶

以
て
あ
た
る
故
衣
服
単
衣
物

一
枚
に
て
も
寒
か
ら
ず
」

「
カ
ル
へ
力
ィ
ン
が
家
に
男
女
と
も
二
十
五
人
あ
り
、
総
体
子
供
は
産
み
次
第
な
る
が
故
、
皆
十
人
余
ど
の
家
に
も
あ
り
、
娘

祝
言
さ
せ
其
妹
な
ど
内
に
お
く
に
、
誰
か
子
や
ら
子
供
産
み
、
是
も
そ
の
儘
そ
た
て
置
也
」

「
リ
ゥ
シ
ャ
マ
ィ
ン
な
ど
十
三
人
の
者
共
の
内
に
宝
物
な
り
と
て
"
ナ
べ
内
に
穴
あ
り
て
縄
を
通
し
て
カ
ギ
に
掛
る
様
に
し
た

る
鍋
あ
り
、
又

八
寸
四
方
程
高
ニ
寸
ば
か
り
、
シ
ュ
ン
ケ
ィ
(
春慶
)
の
こ
き
色
、内
に
三
つ
巴
黑
くf

i
t

紋
あ
り
是
を
持
居
る
」



等
と
記
し
て
、
笛
時
の
石
狩
川
沿
岸
の
ア
ィ
ヌ
生
活
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
ー
行
中
の
深
谷
荻
右
衛
門
な
る
も
の
は
、
更
に
直
詞
を
案
内
役
に
し
、
鍋
.
米
.
味
噌
を
入
れ
た

槛
を
荷
は
せ
、
野
宿
用
の

苫
ま
で
用
意
し
て
七
人
で
石
狩
川
を
三
日
も
上
流
に
入
っ
て
い
る
が
、
往
時
す
で
に
日
本
の
船
が
難
船
し
て
此
の
地
帯
に
漂
着
、
帰

る
こ
と
も
出
来
ず
に
、
や
が
て
蝦
爽
女
を
妻
と
し
て
夫
婦
に
な
り
、
子
供
ま
で
出
来
て
住
居
す
る
者
が
、
十
四
五
人
も
居
る
こ
と

を

報
じ
て
い
る
。

そ
の
後
正
徳
ニ
年

(一

七M
l
)

寺

良
安
が

『
倭
漢
三
才
図
絵J

を
著
し
て
い
る
が
、
同
©
に
ょ
る
と
、

蝦
爽
島

獲
服

•
東M

•
日
高
見
国

.
毛
人
国

厶
按
蝦

夷

ハ
在

日
本

ノ
東

北
海
中

ーー
島

也
ゝ

其
地
南
北
長
而
北

ハ
隣

一
一

靼
ノ
地

ーニ

柬

ハ
乃
太
洋
海
也

ゝ

山
嶽
多

-ー
嶮
蛆

？

不
レ
能1

ー
陛
行I

、
又
有
ー1
大
河
1
、
名
コ
石
加
利
河
7
、
水
甚
ク
急
？
飛
5
石
ヲ
不
可
幻
以
得
ニ
渉
行
1
船
亦
不
：
>得
|
漕

行
-|
故
未
知
ラ
其
河
源
幾
ハ
ク里
程
1
?

と
あ

り
、按

ず
る
に
螈
夷
は
日
本
の
束
北
海
に
在
る
島
な
り
、
そ
の
地
南
北
に
長
く
し
て
、
北
は

靼
の
地
隣
り
、
菜
は
乃
ち
太
洋
海

な
り
、
山
嶽
多
く
険
阻
に
て
陸
行
能
は
ず
、
又
大
河
あ
り
、
石
狩
河
と
名
ず
く
、
水
甚
だ
急
に
てS

を
飛
ば
す
、
以
て
渉
る
こ

と
を
得
べ
か
ら
ず
、
船
ま
た
漕
ぎ
行
く
こ
と
得
ず
、
故
に
そ
の
河
源
幾
ば
く
の
里
程
と
い
ぅ
こ
と
を
知
ら
ず

と
記
し
て
い
る
が
、L

か
し
こ
の
正
徳
年
間
に
は
す
で
に
石
狩
に
は
、
最
早
や
場
所
請
負
人
が
入

っ
て
、
交
易
が
行
な
は
れ
、
こ
の

蝦
夷
図
に
も

r

石

大
川
有

多
ク
出
』
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三

節

寛
文
蝦
夷

乱
と
石
狩
十
三

場
所

石
狩
場
所
が
開
か
れ
た
と
は
言
え
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
松
前
藩
が
蝦
萸
地
に
お
け
る
土
地
人
民
を
支
配
し
た
も
の
で
は
な
く
、

往
時
石
狩
地
帯
は
、
や
は
り
ア
ィ
ヌ
民
族
の
手
に
な
る
集
団
社
会
が
形
成
さ
れ
て
、
そ
の
地
域
の
®
長
の
勢
力
に
ょ
っ
て
統
制
さ
れ

第
三
榻

石

狩
の

歴
史

時
代

I

九
三
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石

狩
の

歴

史

時
代

一
九
四

て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
松
前
藩
で
も
ま
たr

蝦
爽
地
の
こ
と
は
蝦
奭
次
第J

と
い
ぅ
方
針
で
、
藩
主
直
領
地
で
も
家
臣
の
知

行
地
で
も
交
易
船
に
は
上
乗
役
と
い
ぅ
家
臣
が
つ
い
て
来
て
、
こ
の
俞
長
に
面
接
し
、

今
年
も

漁
猢
の
時
至
れ
り
、
務
め
て
惰
る
こ
と
な
か
れ
、
近
邑
と
も

睦
い
争
訟
な
ど
い
た
す
べ
か
ら
ず
、
い
ず
か
た
に
て
も

難
船
あ
ら
ば
出
て
救
い
助
け
よ
、
幸
な
り
と
し
て
賊
を
な
す
こ
と
な
か
れ

(渡
島
筆
記
)

な
ど
と
い
う
心
得
を

す
程
度
が
、
政
治
と
言
え
ば
せ
め
て
も
の
政
治
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
友
好
的
交
易
の
た
め
の
も
の
で
、
臣
下

と
し
て
の
礼
で
は
な
か

っ
た
。

前
述
の
よ
う
に

文
蝦
夷
乱
当
時
の
石
狩
窗
長
は
ハ
ウ
カ
セ
で
、
そ
の
勢
力
は
日
本
海
岸
太
櫓
以
北
宗
谷
に
ま
で
及
び
、

太
桮
®
長

島
小
牧
酋
長

オ

コ
ス

ツ
前

長

尻
深
酋
長

美
国
酋
長

余
市
#
長

佘
市
酋
長

祝
津
酋
長

ハ
シ

へ

ツ
酋
長

ル
ィ
シ
ン
酋
長

テ
ウ
レ

®
長

宗
谷
®
長

ラ

ン
チ

名
不
明

名
不
明

力

ニ
シ
コ

ル

シ

ユ
チ
ン

ヤ

ツ
ィ

ウ

へ
レ

チ

八
郎
右
衛
門

名
不
明

名
不
明

ワ
カ

イ

ン

名
不
明

力
力

モ
レ

イ

漱
田
内
酋
長

寿
都
酋
長

シ
リ
へ
ッ
酋
長

股
丹
酋
長

古
平
酋
長

余
市
酋
長

余
市
酋
長

毛
苗
長

天
塩
®
長

ル
イ
シ
ン
®
長

宗
谷
酋
長

ュ
ウ
別
©
長

彦
次

郎

名
不
明

名
不
明

ウ
テ

メ
シ
ケ

名
不
明

ケ

ク
ラ
ケ

サ

/
力

へ
ィ

シ

名
不
明

ト

ミ

ウ

へ

ク
イ

_

モ

ン
ヤ
力

イ

ン

シ
ル
へ

タ
レ

シ

名
不
明

等
西
蝦
夷
地
諸
酋
長
の
盟
主
と
し
て
そ
の
指
揮
下
に
お
き
、
石
狩
河
ロ
の
奥
七
里
の
地
点
に
想
城
を
擗
へ
、
石
狩
河
ロ
に
は
ョ
ゥ
タ



イ

ン
と

い
う
部
下
の
®

長
を
お
い
て
君
臨
し
て
い
た
。

ハ
ウ
カ
セ

は

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
松
前
藩
の
使
者
に
啖
呵
を
切

っ
て
追
い
返
す
と

、

部
下
を
引
き
つ
れ
て
神
威
岬
を
越
え
て
尻

深

(
岩
内
)
ま
で
行

っ
た
が
、
余
市
の
同
族
は
松
前
の
恫
愒
を
信
じ
、
松
前
藩
は
あ
え
て
恐
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
若
し
も
津
軽

藩
の
助
力
を
得
て
大
軍
で
殺
倒
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
ど
う
し
て
も
勝
ち
目
が
な
い

か
ら
此
の
際
松
前
藩
に
®
を
入
れ
て
通

商
を
復
旧
し
よ
う
と

い
う
軟
論
に
か
た
む
き
、
ま
た
石
狩
に
も
松
前
に
代

っ
て
償
を
入
れ
る
か
ら
、
何
ん
と
か
こ
の
ま
ま

©

っ
て
欲

し
い

と

い
う

願
い
な

の
で
、
ハ
ウ
カ
セ

も
同
盟
の
意
気
の
振
わ
な
い

の
を
見
て
と
り
、

償
を
受
け
て
石
狩
に
®

っ
た
。
し
か
し
"

「自
分
は
未
だI

の
和
船
を
屠

っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
唯
自
分
の
持
分
で
あ
る
壻
毛
で

一

®

っ
た
が
、
こ
れ
は
增
毛
が
償

を
出
す
べ
き
で
自
分
が
出
す
蕺
務
は
な
い
。
し
か
し
衆
意

1
円

松
前
に
償
を
入
れ
て
平
和
を
恢
復
し
、
通
商
を
復
旧
す
る
と
い

う
な
ら
、
自
分
も
敢
て
惯
い
を
出
す
こ
と
を
献
う
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
自
分
は
断
じ
て
余
市
や
古
平
ま
で
行
っ
て
、
松

前
の
家
臣
と
対
面
し
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
よ
う
に
、
欺
き
殺
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
出
来
な
い
。
若
し
も
松
前
家
が
津
軽
藩
の

勢
い
を
借
り
て
、
石
狩
土
人
を
殺
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
似
い
を
出
す
こ
と
も
詮
な
い

こ
と
だ
が
、
先
づ
静
か
に

形
勢
を

見

て
、
松
前
の
意
向
が
石
狩
土
人
討
滅
に
あ
る
な
ら
ば
、
止
む
を
得
ず

一
戦
を
交
え
る
ば
か
り
だ
」

と
言
い
な
が

ら
、
直
ち
に
石
狩
河
口
に
三
百
の
小
屋
を

り
、
部
下
千
人
余
を
集
め
、
鉄
砲
や
鉛

•
太
刀

•
毒
矢
等
を
用
意
し
て
、

こ
れ
に
備
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

松
前
藩
で
も
こ
の
ハ
ウ
カ
セ
の
勢
を
大
い
に
恐
れ
、
寛
文
十
年

(
一
六
七〇

〕
す
で
に
通
詞
を
各
酋
長
に
逍
は
し
、

偾
い
を
入
れ

さ
せ
て
従
来
の
よ
う
に
通
商
す
る
こ
と
を
約
し
た
が
、
其

物
を
納
容
す
る
船
を
発
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。
と
こ

ろ
が
津
軽
藩
の
隠
密
船
が
西
嘏
爽
地
の
探
検
に
上

っ
た
と
い
う
こ
と
を
問
い
た
松
前
藩
で
は
、
ア
イ
ヌ
人
が
真
実
を
暴
露
し
、
叛
乱

の
原
因
で
あ
る
惡
棘
な
通
商
の
事
突
や
®
殺
の
真
相
を
、
他
部
や
®
府
に
知
れ
る
こ
と
を
®
え
、
急
に
®
崎
小
左
衛
門
及
び
樾
崎
乘

女
に
命
じ
、
大
船
六艘

に
五
百
人
の
手
下
を
乘
せ
、
兎
に
角
彌
縫
的
に
偾
物
を
出
さ
せ
て
媾
和
を
結
ぶ
べ
く
下
り
、
も
し
意
に
従
は

ざ
る
場
合
は
討
減
す
べ
し
と
の
謀
略
宣
伝
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
両
蠣
崎
の
軍
勢
に
し
て
も

ハ
ウ
カ
セ
の
勢
力
を
恐
れ
て
か
、

「
福
山

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

一
九
五
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狩
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史
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九
六

秘
府」

に
よ
れ
ば

r

赴

̶
干
西
部
与
伊
知I

、

征
一
一嘏
夷|

」

だ
け
で
、
遂
に
余
市
以
奥
の
地
に
は
進
む
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。

し
か
る
に
ハ
ウ
ヵ
セ
と
し
て
も
、
当
時
の

ア
ィ
ヌ
達
は
も
は
や
商
船
と
交
易
し
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
饑
渴
に
迫
る
状
況
で
、
宗

谷

•
る
い
し
ん

.
余
市
等
の
軟
論
も
、
結
局
は
そ
れ
に
基
因
す
る
こ
と
を
察
知
し
、
止
む
な
く
松
前
藩
と
嬋
和
を
結
び
、
再
び
交
易

を
開
始
し
た
が
、
内
に
饑
渴
を
恐
れ
る
群
集
を
抑
え
こ
れ
を
統
！
し
、
守
備
を
厳
に
し
て
暴
惡
な
る
松
前
を
威
偈
し
て
、
彌
縫
的
な

媾
和
に
導
き
同
族
を
し
て
悲
惨
な
血
を
流
さ
ず
に
解
決
し
た
、

ハ
ウ
ヵ
セ
の
政
治
的
外
交
手
腕
は
全
く
稀
れ
に
見
る
人
物
と
い
ぅ
べ

き
で
あ
ろ
ぅ
。

し
か
し
こ
の
寬
文
蝦
夷
乱
を
契
機
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
松
前
藩
の
支
配
勢
カ
の
伸
張
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
石
狩
酋
長

と
結
ん
だ
媾
和
は
当
面
を
打
開
す
る
彌
縫
的
な
方
策
で
は
あ

っ
た
が
、

一
方
こ
れ
に
よ
っ
て
宗
谷
、
増
毛
、
余
市
等
の
状
況
を
見
抜

い
た
松
前
藩
で
は
、
い
つ
か
こ
れ
が
軟
論
派
を
利
用
し
て
、
つ
ね
に
恫
愒
と
懐
柔
の
政
策
を
巧
み
に
併
用
し
、
数
多
く
の
償
い
物
を

出
さ
せ
、
そ
の
上
次
の
誓
詞
を
と
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
起
請
文
は

一
、
殿
様
よ
り
如
何
な
る
儀
仰
せ
か
け
候
と
も
、
私
儀
は
勿
論
、
孫
子

一
門
並
に
ウ
タ
レ

(
同
族
)
男
女
に
限
ら
ず
逆
心
仕
り
間

敷
候
事
。

一
、
殿
様
え
逆
心
を
企
て
申
す
か
、
御
苦
労
に
罷
り
な
る
儀
な
ど
申
す
ア
ィ
ヌ
承
り
及
び
候
は
ば
、
随
分
意
見
仕
り
其
上
承
引
仕

ら
ず
候
は
ば
、
何
卒
通
路
罷
成
に
於
て
は
、
早
速
御
注
進
申
上
べ
く
候
事
、

附
、
仲
間
出
入
御
座
候
は
ば
随
分
面
々
で
手
立
に
及
び
申
儀
候
は
ば
取
扱
い
申
可
®
®

1
、
御

膦
待
並
に
金
掘
に
少
も
如
在
仕
間
敷
候
事

一
、
殿
様
よ
り
向
後
仰
出
さ
れ
候
通
り
商
船
へ
わ
が
ま
ま
申
し
か
け
ず
、
互
に
首
尾
よ
く
商
い
仕
べ
く
候
。
余
所
の
国
の
荷
物
買

取
申
し
ま
じ
く
候
。
我
国
に
て
調
之
申
す
荷
物
も
脇
の
国
へ
持
参
仕
り
商
売
致
し
ま
じ
く
候
。
人
の
国
に
て
取
り
申
候
皮
、
干

鲑
、
我
国
へ
持
参
仕
り
売
貿
致
す
も
の
跡
々
よ
り
仕
つ
き
通
り
致
ぺ
く
候
事
。

1

、
向
後
米

一
哉
に
つ
き
皮
五
枚
、
干

五
朿
、
商
売
仕
べ
く
候
。
新
物
、
煙
草
、
金
具
に
至
る
ま
で
、
米
に
応
じ
跡
々
よ
り
高



値
に
商
売
仕
べ
く
候
。
荷
物
沢
山
に
有
之
年
は
、
米

一
俵
に
皮
類
も
干
鮭
も
下
値
に
商
売
致
す
べ
く
候
事
。

I
、
殿
様
御
用
に
て
状
使
並
に
御

臜
送
申
す

戗
、
其
外
伝
馬
、
宿
送
、
昼
夜
に
限
ら
ず
少
し
も
如
在
仕
ま
じ
く
候
。
御

廄
の
餌

犬
あ
た
い
出
し
申
さ
ず
候
、
遅
々
な
く
申
候
琳

右
の
旨
、
私
儀
は
勿
論
孫
子

一
門
ゥ
タ
リ
男
女
に
限
ら
ず
、
少
し
も
相
背
き
申
す
ま
じ
く
候
、
若
し
相
背
き
候
者
こ
れ
あ
る
に

お
い
て
は
神
々
の
御
罰
蒙
り
子
孫
長
く
絶
え
果
て
申
べ
く
候
、
依
て
起
請
文
如
件

と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
ょ
り
完
全
に

ア
ィ
ヌ
民
族
は
松
前
藩
の
被
支
配
者
の
立
場
に
お
か
れ
る
ょ
ぅ
に
な
っ
た
と
い
ぅ
べ
き
で
、
そ
の

後
に
お
け
る
交
易
は
従
来
対
等
の
格
式
で
贈
答
の
形
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
貢
献
あ
る
い
は
物
々
交
換
の
取
引
に
変
貌
し
て

来
て
い
る
。

こ
と
に
こ
れ
ま
で
の
交
易
は
石
狩
場
所
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
場
所
も
ほ
と
ん
ど
海
辺
沿
岸
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
頃
か
ら

漸
次
に
内
陸
地
帯
に
向
っ
て
そ
の
触
手
を
延
ぱ
し
、
重
要
な
地
点
に
は
鳥
屋
(狩
場
)名

目
に
ょ
る
場
所
を
定
め
て
、
こ
れ
を
家
臣

の
支
配
知
行
地
と
し
て
与
£
、
交
易
と
懐
柔
の
細
胞
を
確
立
し
て
来
て
ぃ
る
。
こ
の
烏
屋
設
置
の
年
代
は
今
日
'詳
か
に
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
少
な
く
と
も

文
蝦
夷
乱
以
後
の
現
れ
と
見
ら
れ
、
す
な
わ
ち
こ
の
騷
動
が
あ

っ
て
後
、
約
三
十
年
を
経
た
る
元
禄

十
三
年

〇

七〇
〇
)

の
石
狩
周
辺
に
お
け
る

『
松
前
家
臣
支
配
所
持
名
前
』
に
よ
れ
ば

手
汐
石
狩
の
伊
別
満
多
北
村
目
名
川
白
府
村
菩
古
内
村
同
川
烏
屋
五
十
九
ヶ
所

c

江
別
)

石
獵
の
遊
張
志
古
津
留
参
及
部
村
同
川
禮

诞
村
烏
屋
十
八
ヶ
所
(
夕
張
.
支
笏
)

石
狩
の
シ
ユ
マ
満
布
乙
部
村
同
川
鳥
屋
六
ヶ
所

(島
松
)

志
古
津
の
伊
茶
利
布
登
鳥
屋

一
ヶ
所

c

イ
ザ
リ
川
)

石
狩
の
沙
津
保
呂
鳥
屋I

ケ
所

c

札
幌
)

石
狩
の
沙
津
保

鳥
屋

~

ケ
所

(
札幌
〕

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

松

前

藤
兵

衛

松

前

主

人

下
国

新

兵

衛

佐
藤
三
郎
左
術
門

小

林

兵
左
衛
門

目

谷

六
左
術
門

一
九
七

辰
四
十
三
才

辰
四
十
九
ォ

辰
六
士f

辰

二
十
五
ォ

辰
五
+

才

辰
四
士

一才



第
三
編

石

狩

の

歴

史

時
代

石
狩
の
沙
津
保
呂

屋I

ケ
所C

札
幌
〕

此
次

一
人

有

之

共
名
前

不
相
分

石
狩
の
志
古
津
烏
屋

一
ケ
所C

上
札
幌
)

石
狩
の
®
波
多
鳥
屋

一
ヶ
所

(
樺戸
〕

一
九八

高
橋
左
五
右
術
門

辰
三
十
八
オ

南
条

安
右
術
門

辰
二
十
九
オ

土

屋
弥
七

郎
辰

二
十
九
オ

と
あ
っ
て
、
石
狩
河
ロ
ょ
り
奥
地
、
江
別
、
夕
張
、
島
松
、
ィ
ザ
リ
、
札

岘
、
樺
戸
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
支
配
所
を
設
定
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
多
分
に
寬
文
蝦
爽
乱
に
お
け
る
藩
士
の
論
功
行
賞
を
兼
ね
、
松
前
藩
の
原
住
民
懐
柔
政
策
の
布
陣
と
し
て
出
来
た
も
の

で
、
石
狩
十
三
場
所
の
そ
も
そ
も
の
濫
般
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
石
狩
場
所
と
い
ぅ
の
は
、
今
日
の
石
狩
町
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
齒

ハ
ゥ
カ
セ
の
直
接
勢
力
範
囲
で
あ

つ
た
、
石
狩
河
口
を
中
心
と
し
て
、
海
岸
は
小
樽
内
川
を
植
と
し
、
北
は
浜
益
、
増
毛
に
至
り
、
内
陸
は
現
在
の
石
狩
支
庁
管
内

一

円
と
、
更
に
石
狩
川
を
遡
り
遠
く
神
居
古
潭
を
越
え
た
上
川
管
内
に
跨
る
、
大
地
域
を
総
称
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ

る0こ
の
石
狩
十
三
場
所
も
享
保
十
二
年C

1

七
ニ
七
〕
に
な
る
と
、

いし

か

り

(石

狩
)

い
へ

ち

ま

た

(
江

別
)

いふは

り

(夕

張)

嶋

まっ

ふC

島

松
)

し

や
つ

ほ
ろ

(
札
樞

〕

し

の

ろc

艘

路
)

か

ば

た

(
樺

戸
)

藩主

直領

松

前

内

記

松

前

主人

下
国

金
左
術
門

目

谷

左

仲

南
条

安
左

衛
門

土

屋

重
右
術
門

ま

o

同し同か

し石

ゃ

ふ

(
発

狩

(
対

寒
)

雁
)

や
つ

ほ
ろ

(札

幌
〕

ば

た

(
樺

戸
)

酒

井

佐
次
右
門

松
崎
太
次
右
衛
門

蠣

崎

時
右

門

小

林

兵
左

衛
門

高

橋

嘉
左
術
門

佐
藤
加
茂
佐
術
門

「
松
前
西
夷
在
郷
並
蝦
臾
地
所
付
」



と
あ

っ
て
、
そ
の
場
所
も
知
行
主
も
若
干
変
り
、
石
狩
川
□
及
び
海
浜

場
所

(
小
樽
内1

厚
田
)
は
藩
主
直
領
の
場
所
で
あ

っ
た„

な
お
前
松
前
藩
時
代
に

お
け
る
石
狩
十H

場
所

の
知
行

主
の
変
遷
を
あ
げ
れ
ば

安
永

年
間

イ

シ

カ

リ

C

石

狩
)

上

ツ
イ

シ
カ

リ

(
上

対
雁
)

上
ユ

ウ

バ

リ

(
上
夕
張
)

シマ

マ

ッ

プ
C

島

松)

下

サ

ッ

ホ

ロ

(
下
託
幌
)

上

サ

ッ

ホ

ロC
上
札
幌
)

下

力

バ

タ

(下

樺
戸)

天

明

年

間

イ

シ

カ

リ

C

石

狩)

下

サ

ッ

ポ

Q

(
下
札
幌
)

モヤ

フシ

下

ツ

イ

シ
カ

リ

(
下
対
雁
)

シマ

マ

ッ

プ

(
島

松)

上

ュ

ウ

バ

リ

(
上
タ
張
〕

上

力

パ

タ

(樺

太)

藩主

直

領

松

前

貢

松前

監

物

下
国

岡
右
衛
門

目

谷

オ
右
衛
門

南
条

安
右

衛
門

土

谷

丹

下

藩

主

直領

目

谷

オ
右
衛
門

小
林

甫
左
術
門

松

前

貢

下
国

岡
右
術
門

松前監

物

高

橋

吉六

ハ

ッ

シ

ャ

下

ツ
ィ

シ
カ

下ュ

ウ

パ

下

シ

ノ

上

シ

ノ

上

カ

バ

ハ

ッ

シ

ャ

ト

イ

ヒ

ナ

イ

上

ツ

イ

シ
カ

下ュウ

パ

下

力

パ

プ

C

発

寒)

リ

(
下
対
雁
)

リ

(
下
夕
張
〕

D

(
下
篠
路
)

o
(

上
篠
路
)

タ

C

上
樺
戸
)

ブ

(
発

寒
)

ラ

C

豊
平
)

ボ

(
苗

趣
)

リ

(
上
対
雁
)

リ

(
下
夕
張
)

タ

(
下
樺
戸
)

酒

井

弾
次
郎

同綱

崎三弥

小

林

保
左

衛
門

高

橋

平

蔵

佐

藤

拖
右
術
門

「
北
藩
風
土
記
」

酒
井
佐
三
右
衛
門

佐
藤
彦

太
夫

南

条
安
右

術
門

松

前

貢

K

崎

三
弥

土

谷

丹

下

「
蝦
夷
双
紙
別
録J

第
三
編

石

狩

の

歴

史

時
代

九
九



第1
1 ー

石

狩
の

歴
史

時
代

-5
0

政

年
間

ト

ク

ビタ

(石

狩)

上
ユ

ゥ

ハ

リ

(
上
夕
張
)

上

カ

バ

タC

上
樺
戸
)

下

ツ
イ

シ
カ

リ

(
下
対
雁
)

下

サ

ツ

ホ

ロ

(
下札
幌
)

上
サ

ッ
ホ
ロ
(
上
札
幌
)

下
ュ
ウ

ハ

リ

(
下
夕
張
)

藩主

直領

松
,

鉄
五
郎

佐

藤

郡
太
夫

松

崎

三
太
夫

南
条

安
右
衛
門

目

谷

オ
右
衛
門

蠣

崎三弥

ハ

ツ

シ

ャ
フ

(
発

寒
)

上

ツ
ィ

シ
カ

リ

(
上
対
雁
)

シ
マ

マ

ッ

プ

(
島

松
)

下

カ

バ

タ

(
下
樺
戸
)

ツ
フ

カ

ル
イ
ン

ナ

イ

ホウ

(苗

趣
)

酒

井

周

蔵

松

前

貢

下

国

岡
右
衛
門

土

谷

左

仲

高

橋

平

蔵

小

林

文
三
郎

r

西
蝦
夷
地
分
間
」

第
四
節

場
所
請
負
制
度

と
請
負
人

石
狩
場
所
は
す
で
に

宽
文
年
間
以
前
の
松
前
藩
の
藩
主
直
領
の
交
易
地
と
乙
て
開
か
れ
て
来
た
こ
と
は
、
前
記
の
通
り
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
こ
の
河
口
に
お
け
る
交
易
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
そ
の
後
、
鳥
屋
名
義
に
よ
る
家
臣
の
知
行
支
配
地
が
流
域
の

各
所
に
設
け
ら
れ
る
に
及
び
、
石
狩
に
も
ひ
と
り
藩
主
が
差
向
け
る
商
い
船
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
家
臣
の
船
も
加
え
る
よ
ぅ

に
な
っ
て
、
い
つ
か
商
場
か
ら
次
第
に
交
易
の
根
拠
地
的
な
様
相
を
示
し
、
そ
の
産
物
も
多
く
、
ま
た
広
範
な
地
域
の
原
住
民
と
交

易
が
行
な
わ
れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
。

藩
主
の
直
領
地
に
お
け
る
交
易
は
、
む
ろ
ん
何
等
の
制
度
も
な
い
が
、
家
臣
の
知
行
地
に
お
け
る
権
利
は
甚
し
く
制
限
を
受
け
、

採
金
は
も
と
よ
り
鮭
漁
鱒
漁
伐
木
な
ど
の
業
は
皆
藩
主
の
権
利
に
屈
し
て
い
た
か
ら
、
知
行
主
は
年

々
代
理
者
を

す
か
或
は
自
ら

赴
い
て
原
住
民
と
交
易
を
許
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
初
烏
屋
名
目
に
よ
る
場
所
も
こ
ぅ
し
た
制
|1
の
も
と
に
、

恐
ら
く
は
®
待
を
派
迆
し
て
原
住
民
の
動
静
に
注
目
す
る
と
共
に
、
或
は
ア
ィ
ヌ
民
族
等
の
山
狐
に
よ
っ
て
得
た
産
物
並
に
：干

に



限
ら
れ
、
そ
れ
も
僅
か
に
三
百
石
内
外
の
縄
綴
船
で
、
一
場
所
毎
夏
ー
舰
に
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
潘
主
及
び
家
臣
が
各
々
の
場
所
か
ら
得
た
産
物
を
ど
う
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
を
福
山

(
現松
前
)
に
持
帰

り
、
更
に
他
国
の
商
人
や
問
屋
に
売
渡
し
、
そ
の
利
益
金
を
も
っ
て
藩
主
は
藩
の
財
源
と
し
、
家
臣
は
自
ら
の
扶
持
を
働
き
出
す
と

い
う
状
態
で
、
そ
れ
が
た
め
に

志
摩
守
役
人
も
、
商
人
と
同
意
に
有
之
べ
き
瑙
は
、
長
崎
迴
し
俵
物
方
の
問
屋
、
則
儀
物
方
元
請
負
人
共
定
宿
1
在
候
大
黒

屋
茂
右
衛
門
は
、
元
家
老
相
勤
め
候
頼
崎
三
弥
株
に
て
、
三
弥
儀
も
大
黒
屋
と
同
居
仕
り
、
問
屋
商
売
罷
在
候
、s

々

(
佐藤
玄
六
郎
中
間
報
告

上
)

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
藩
の
重
臣
が
問
屋
株
を
持

っ
て
共
同
の
仕
®
を
し
て
い
る
と
い
う
、
ま
っ
た
く
半
士
半
商
の
姿
で
あ

っ

た
。
し
た
が

っ
て
そ
の
収
益
も
年
々
一
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
に
は
場
所
地
の
不
狐
や
交
易
に
よ
る

耗
も
あ
り
、
あ
る
い
は

思
わ
ぬ
出
©
な
ど
の
た
め
に
、
い
つ
か
こ
れ
ら
問
屋
の
商
人
か
ら
次
年
度
の
交
易
を
当
て
こ
ん
で
借
用
金
を
す
る
な
ど
の
結
果
が
生

じ
、
つ
い
に
は
そ
の

務
の
償
還
に
窮
し
て
、
い
わ
ゆ
る
運
上
金

(
税
金
)
な
る
も
の
を
定
め
、
場
所
に
お
け
る
通
商
交
易
の
権
利

一
切
を
商
人
の
手
に
委
託
す
る
と
い
う
、
場
所
誼
負
制
度
が
焭
生
す
る
に
至

っ
た
。
こ
の
請
負
人
の
交
易
所
が
す
な
わ
ち
運
上
屋
で

あ
る
。

石
狩
場
所
も
当
然
こ
れ
ら
請
負
人
の
手
に
移
行
し
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
石
狩
場
所
の
請
負
人
は
村
山
伝
兵
街
を
も
っ
て
最
初
と

さ
れ
る
。
初
代
村
山
伝
兵
衛
が
北
海
道
に
き
た
の
は
、r

説
に

「寛
文
年
間
十
八
歳
を
も
っ
て
松
前
に
渡
り
、
後
石
狩
に
移

っ
て
漁

業
を
営
む
」
と
い
う
こ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
疑
は
し
く
、
も
し
こ
れ
が
真
実
と
す
れ
ば
、
宝
暦
七
年
の
死
去

か
ら
逆

し
て
、
実
に
百
十
五
歳
ま
で
長
命
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
如
何
に
塑
鑠
た
り
と
言
え
ど
も
お
そ
ら
く
有
り
得
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
こ
れ
を
文
化
七
年
十

一
月
写

『
村
山
家
過
去
帳j

に
よ
っ
て
見
る
と
、

初
代
村
山
は
初
め
の
名
を
伝
九
郎
と
呼
び
、
後
ち
伝
太
夫
と
改
め
更
に
伝
兵
術
と
称
し
た
、
天
和
三
年C

I

六
八
三
)
八
月

十
五
日
能
登
国
羽
昨
郡
安
部
谷
村
に
生
れ
、
父
を
伝
太
夫
と
言

っ
た
。
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伝
兵
術
が
北
海
道
に

渡
航
し
た

の
は
十
八
歳
の

頃
と
伝
え
る

か
ら
、
元
禄
十
三
年

〇

七〇
〇
〕

頃
に
当
る
が
、
初
め
福
山

(
現
松
前
)

に
足
を
止
め
、
松
前
藩
士H

藤
八
郎

右
衛
門
方
に
寄
り
、
同
藩
御
船

頭
役
で
あ
る
馬
瑕
町
の
古
谷

勘
左
術
門
の
娘

れ
ん
女
を
狼
母
(古

者
の
言
に
ょ
れ
ば
往
時
の
渡
航
者
は
其
家
を
榴
え
る
場
合
、
ま
ず
猹
母
を
定
め
後
ち

蒌
を
娶
っ
た
も
の
と

い

う

)

と
し
て

住
居

し
た
の
で
あ
っ

た
。

こ
う
し
て
伝
兵
衛
は

故
郷
の

名
を
と
っ

て
阿
部
屋
と
號
し
、
彦
之
丸
、
彦m

丸
、
常
久

丸
、
慈
眼
丸
等
の
船
舶
を

も
っ
て

各

漁
場
間
の
貨
物
を
運
搬
す
る
回
船
問
屋
を
営
ん
だ
が
、
当
時
漁
場
に
降
る
品
は
縄
媸
の
類
が
多
く
こ
れ
ら
の
貨
物
は
容
税
を
と

る
が

觉
目
が
軽
く
、
し
た
が
っ
て
船
足
に
満
た
な
い
た
め
船
舶
の
操
縦
に
便
利
で
な
か
っ
た
の
で
、
多
年
研
究
の
後
ち
船
体
の

左
右

両
側
に
竹
鏟

(
通
称
力
キ
タ
ツ

)

を
組
立
て

、
充
分

貨
物
を
積
載

し
て
船
を
満
た
す

発
明
を

し
た
が

、
こ
れ
な

ど
は
単
に

船
足
を

満
た
す

ば
か

り
で
な
く
、
若
し
も
難
船
等
の
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
こ
れ
に
乘
り
移

っ
て
海
上
に

浮
び

一
時
の
急
を

凌
ぐ

こ
と
が
出
来

る
の
で
、
従
来
の

大
和
船
で
は

こ
れ
を
用
い
な
い

も
の
が
無
い

ま
で
に
な
っ

た
と
伝
え
、
ま
た
従
来
海
鼠
を
と
る

の
に
三
本
ヤ
ス
を
用
い
て

い
た
が
、

『
ハ
ッ
シ
ャ
ク
3
と
い
う
も
の
を
エ
夫
し
て
ア
ィ
ヌ
人
に
使
用
さ
せ
た
の
で
、
大
い
に
墦

産
を

見
せ

る
に
至

っ
た
と
も
伝
え
、
現
今
海
鼠
採
取
業
者
の
使
用
し
て

い
る

『

ハ
ッ
シ
ャ
ク』

は
、
実
に
こ
の
時
代
に

発
案
さ

れ
た

も
の
と
い
う
。

初
代
村
山
伝
兵
術
が
場
所1,1

負
人
に
な
っ
た
の
は
、
定
永
三
年
(一
七
〇
六
〕
藩
主
松
前
矩
広
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
ょ
り

凡
そ

二
百
六
十
余
年
前
の

こ
と
で
あ
る
。
当
時

西
蝦
炎
地
ル
ル
モ
ぺ
ツ

(

留
萌
)

ソ
ゥ
ヤ

(
宗
谷
)

の
両
場
所
を

請

、
更
に
引
続

き
石
狩
、
厚
田
、
増
毛
、
利
尻
等
に

及
ぶ

に
従
い
、
石
狩
場
所
を

手
配

元
締
と
し
て
支
配
の

根
拠
地
と
し
た
が

、
伝
兵
術
は
原
住
民

に
網
の
作
方
や
漁
獲
の

方
法
等
を
懇
切
に
教
え
保
謎
し
た
の
で
、
そ
の
産
額
も
逐
年
に
増
加
し
、
蒲
主
は
も
ち
ろ
ん

場
所
持
の
家
臣

の
領
地
の
交
易

ま
で
、
願
は
ず
と
も
請
負
を
命
じ
ら
れ
る
ょ
う
な
信
用
を

博
す
る
に
至

っ
た
と
伝
え
て

い
る
。
初
代

村
山
の
死
は
宝

暦
七
年
四
月
十
八

日
で
享
年
七
十

五
歳
で
あ

っ
た
。
時
に

ニ
代
目
村
山
は
名
を
理
兵
衛
と
い
っ
て
、
越
前
敦
質
港

の
島
崎
半
兵
衛
の

男
で
あ
っ

た
が
、
福
山
に
来
て
萬
屋
嘉
右
術
門
方
に
奉
公
し
て

い
た
の
を

、
初
代
伝
兵
衛
が
見
込
ん
で

そ
の
娘
く
め
子
と
縁
組
し
て
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養
子
と
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
後

一
子
を
生
む
と
養
家
を
去

っ
て
大
阪
に
至
り
、
遂
に
福
山
に
は
帰
ら
ず
明
和
七
年
五
月
七
日
五
十

五
オ
で
没
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
三
代
目
の
村
山
家
を
継
い
だ
の
は
、
こ
の
理
兵
衛
を
父
と
し
、
く
め
子
を
母
と
し
て
元
文
元
年
(
一
七
三
八
)
に
生
れ
た
、

言
わ
ば
伝
兵
衛
の
孫
で
、
幼
名
を
市
太
郎
と
呼
び
長
じ
て
兵
右
衛
門
と
改
め
て
あ
っ
た
が
、
祖
父

(
初
代
)
の
死
後
そ
の
名
を
製
名

L

て
伝
兵
衛
を
名
乗
り
、
家
業

一
切
を
眾
け
嗣
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
と

に

三
代
目
村
山
は
初
期
村
山
家
の
名
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
で

は
な
く
、
実
に
北
海
道
の
漁
業
開
発
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

い
ま
そ
の
伝
記
を
見
る
と
、

す
な
わ
ち
三
代
村
山
が
祖
業
を
つ
ぐ
と
、
明
和
八
年
(
一
七七

一
)に
は
松
前
雜
主
ょ
り
力
ラ
フ
ト
島
の
漁
場
探
検
を
命
じ
ら
れ
た

が
、
こ
れ
ょ
り
先
き
力
ラ
フ
ト
島
は
モ
ン
べ
ツc

紋
別
)
シ
ャ
リ

(

斜
里
〕
と
共
に
全
く
未
開
の
地
で
、
当
時
同
島
シ
ラ
ヌ
シ
の
乙

名

(齒
長
)
シ
マ
ゥ
テ
ヵ
ン
と
い
ぅ
も
の
が
あ
り
、
図
合
船
位
の
蝦
夷
船
ニ
艘
を
艋
し
、
三
靼
の
切
れ
地
や
十
徳
、
靑
玉
、
魚
油
、

干
鲒
、
海
豹
の
皮
な
ど
の
積
ん
で
宗
谷
に
来
て
交
易
を
し
た
り
、
ま
た
宗
谷
附
近
の
ア
ィ
ヌ
も
ヵ

ラ
フ
ト
に
行
っ
て
彼
等
と
の
間
に

若
干
の
交
易
が
あ
り
、
ま
た
宝
暦
年
間
松
前
藩
で
藩
士
加
藤
嘉
兵
術
に
命
じ
浜
屋
与
三
右
術
門
の
所
有
船
栄
福
丸

(

四
百
石
稂
)
に

諸
品
を
積
ん
で
シ
ラ
ヌ
シ
に
渡
り
、
交
昂
を
せ
し
め
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

明
和
八
年
村
山
が
こ
の
探
検
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
冬
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
伝
兵
衛
は
二
百
石
稹
の
船
舶
を
ニ
艘
造
り
、
翌
安

永
元
年

C
1

七
七
ニ
)
四
月
中
旬
通
詞
番
人
稼
方
等
十
人
を
率
い
、
松
前
藩
士
三
名
と
共
に
ア
ィ
ヌ
介
抱
品
で
あ
る
、
米
、
酒
、
煙

草
其
他
雑
貨
類
を
満
載
し
、
福
山
港
を
出
帆
力
ラ
フ
ト
に
至

っ
て
漁
場
を
探
検
し
、
同

の
住
民
を
介
抱
し
て
漁
業
に
精
励
さ
せ
、

同
年
九
月
下
旬
に
福
山
に
®
港
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
力
ラ
フ
ト
に
お
け
る
蕺
跟
を
詳
細
に
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
す
で
に

こ
の
頃
に
な
る
と
石
狩
の
！i

負
場
所
の
漁
場
の
切
り
開
き
も
終
え
、
将
来
の
見
込
も
確
立
し
て
ア
ィ
ヌ
人
の
撫
育
も
行
届
い
て
い
た

と
伝
え
る
か
ら
、
経
済
的
に
も
こ
ぅ
し
た
藩
命
に
応
ず
る
だ
け
の
余
裕
が
出
来
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
安
永
ニ
年

C
1

七
七
三
)
に
は
束
蝦
爽
地
ク
ナ
シ
リ
の
請
負
を
命
じ
ら
れ
、
通
辞
、
番
人
等
を
派
遣
し
て
こ
れ
に
当

っ
た
が
、
当
時
ク
ナ
シ
リ



島
ア
イ
ヌ
の
性
質
が
惡
く
、
漁
業
に
出
精
致
さ
ず
年
々
損
失
を
見
て
い
る
と
い
ぅ
。

し
か
し
こ
ぅ
し
た
功
労
は
松
前
藩
と
し
て
も
充
分
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
殊
に
安
永
五
年

(
一
七
七
六
)
三
月
藩
主
松
前
道

広
が
徳
川
藤
府
の
賜
暇
を
得
て
帰
国
の
途
路
、
奥
州
三
厩
か
ら
福
山
に
至
る
用
船
の
船
頭
役
を
仰
付
ら
れ
、
伝
兵
衛
自
ら

刀
を
以

て
こ
れ
を
勤
め
た
が
、
爾
後
苗
字

刀
を
免
さ
れ
且
つ
船
中
に
て
柳
生
但
馬
守
の
画
き
た
る
鶴
の
掛
物
を
当
日
の
賞
と
し
て
、
道
広

自
ら
こ
れ
を
下
賜
し
た
程
で
あ

っ
た
。
以
上
に
し
て
伝
兵
衛
は
天
明
ニ
年

(
I

七
八
ニ
〕
十
二
月
に
は
、
町
奉
行
所
の
下
代
並
に
町

年
寄
を
仰
付
け
ら
れ
、
俸
禄
米
二
十
俵
を
賜
は
る
身
分
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
明
三
年

(
I

七
八
三
)
飛
弾
屋
久
兵
衞
な

る
も
の
カ
ラ
フ
ト
島
の
請
負
を
申
付
ら
れ
同
人
の1g

負
中
、
同
島
巡
視
と
し
て
藩
士
新
井
田it

助
出
張
に
際
し
、
命
に
よ
り
土
人
介

抱
品
を
七
八
十
石
®
の
船
舶
ニ

に
敢
聰
し
て
同

に
送

っ
た
ば
か
り
か
、
同
年
津
軽
地
方
の
不
作
の
た
め
飢
饉
に
お
そ
わ
れ
た
松

前
の
細
民
に
対
し
、
米
及
び
魚
類
を
施
与
し
て
そ
の
危
急
を
救
い
、
越
え
て
翌
四
年
七
月
に
は
米
二
百
俵
を
献
上
す
る
な
ど
あ
り
、

藩
主
も
そ
の
行
為
を
嘉

し
て
茶
碗
|個
を
下
賜
し
て
い
る
。

こ
と
に
特
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
国
後
騷
動
に
お
け
る
村
山
伝
兵
衛
の
業
踉
で
あ
る
、
こ
の
国
後
騷
動
と
い
ぅ
の
は
、

す
な
わ
ち
寛
政
元
年

C
1

七
八
九
)
に
勃
発
し
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
最
後
の
和
人
に
対
す
る
抵
抗
で
、
そ
の
真
相
に

つ
い
て
は
同
年
十

一
月
最
上
徳
内
を
案
内
人
と
し
て
こ
れ
を
調
査
し
た
、
葙
府
普
請
役
見
習
靑
島
俊
蔵
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

|
、

最
初
徒
党
の
発
り
喪
共
に
相
尋
候
処
、
古
来
よ
り
夏
の
内
ば
か
り
介
抱
船
と
唱
え
、
米
、
酒
、
煙
草
其
外
諸
色if

入
、
迴

船
へ
上
乘
の
家
来
差
添
え
場
所
着
の
上
、
臾
共
稼
做
候
諸
魚
其
外
魚
油
な
ど
と
交
易
仕
候
処
、
近
来
諳
負
人
共
場
所
引
請
進
退

仕
候
に
付
、
越
年
ま
で
仕
り
年
中
手
先
の
者
入
り
込
み
居
り
商
売
仕
候
間
船
数
も
多
く
往
返
致
し
、
尤
臾
共
え
手
当
厚
く
渡
世

致
さ
せ
相
磡
候
産
物
を
買
取
稂
廻
し
候
仕
来
に
御
座
候
処
、
東
蝦
夷
地
に
て
場
末
ク
ス
リ
、
ア
ッ
ケ
シ
、
キ
イ
タ
ッ
プ
、
ク
ナ

ジ
リ
四
ケ
所
共
、
飛
弾
屋
久
兵
*
と
申
も
の
請
負
に
屈
成
、
手
先
の
者
共

近
年
い
つ
と
な
く
米
、
煙
草
其
外
諸
色
と
も
下
品

の
上
、
手
当
少
く
相
渡
し
夷
共
よ
り
稼
®
候
諸
産
多
く
取
立
候
様
相
成
、
其
上
夷
地
商
売
の
儀
は
双
方
産
物
大
概
搬
数
に
応
じ

年
中
見
稂
り
交
易
仕
候
え
ば
、
其
余
は
夷
人
共
銘
々
の
食
貯
の
為
、
商
人
手
先
を
放
れ
勝
手
次
第
に
相
稼
候
処
、
近
年
は
年
中
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狩
の
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史

時
代

1
ー
〇
六

商
人
共
手
先
え
被
間
仕
、
自
分
稼
と
て
は
取
分
に
不
相
成
、
間
仕
候
代
り
の
手
当
さ
え
相
応
有
之
候
え
ば
、
難
儀
に
も
及
び
不

申
候
え
ど
も
、
愚
直
な
る
爽
共
押
掠
め
追
年
非
分
の
儀
多
く
候
え
共
、
何
れ
に
も
松
前
え
厲
し
候
風
俗
故
、
違
背
仕
候
え
ば
直

ち
に
通
商
差
留
ら
れ
、

一
命
に
も
可
及
候
に
付
て
は
堪
忍
仕
、
尤
右
の
段
上
乗
の
領
主
役
人
え
相
願
申
度
候
得
共
、
日
本
の
政

道
委
細
不
存
候
故
、
若
相
願
候
は
ば
受
負
人
手
先
の
者
と
、
領
主
役
人
相
対
に
て
猶
又
如
何
様
の
難
波
可
相

强
哉
と
恐
榧
仕
、

黙
止
罷
在
候
、

と
松
前
藩
の
蝦
夷
地
の
政
策
は
、
ま
つ
た
く
場
所
諝

负
人
飛
弾
屋
の
手
先
の
も
の
に
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
、
彼
等
は
そ

の
請
負
成
疏
を
あ
げ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
搾
取
を
な
し
交a

船
を
武
器
と
し
て
私
利
を
は
か
る
に
汲
々
と
し
て
い
る
。

.

ク
ナ
ジ
リ

の
者
、
別
て
不
法
の
儀
多
く
、
爽
人
®
子
等
と
商
人
共
密
通
も
有
之
、
右
の
段
分
明
に候

#
を

ば
、
す
べ
て
夷
©

風
俗
に
て
、
何
亊
に
拘
ら
ず
罪
を
®
い
候
た
め

い
と
唱
え
、
金
銀
通
用
無
之
故
、
取
持
の
道
具
類
の
内
と
取
替
え
さ
せ
候
*

故
、
不
義
の
趣
証
拠
を
以
て
申
達
、

い
差
出
候
様
申
掛
候
え
ば
、
愚
直
な
る
爽
共
都
て
彼
是
申
紛
ら
さ
れ
、
非
分
の
越
度
を

請
け
償
を
取
ら
れ
候
儀
間
々
有
之
、
別
て
当
舂
番
人
共
の
内
、
夷
共
の
稼
方
宜
し
か
ら
ざ
る
旨
を
申
し
不
精
に
候
え
ば
、

殺

致
候
な
ど
申
威
候
故
、
心
底
甚
不
快
に
存
罷
在
候
処
、
ク
ナ
ジ
リ
惣
乙
名
サ
ン
キ
チ
と
申
者
病
気
に
付
酒
を
乞
候
処
、
運
上
屋

よ
り
為
取
候
酒
渡
候
後
、
程
な
く
死
虫
仕
り
、
並
に
サ
ン
キ
チ
弟
乙
名

マ
メ
キ
リ
と
申
者
の
妻
も
、
番
人
共
よ
り
飯
貫
給
べ
候

後
、
相
果
候
故
、
兼
て
申
聞
候
毒
殺
に
可
有
之
と
疑
い
た
し
、
迚
も
頼
母
敷
か
ら
ざ
る
受
負
人
手
先
の
者
共
故
、
品
鬱
憤
を
晴

し
候
為
、
ク
ナ
ジ
リ
島
乙
名

マ
メ
キ
リ
並
に
サ
ン
キ
チ
悴
共
始
徒
党
を
企
て
催
促
仕
候
処
、
同
島
の
夷
人
共
其
外
本
蝦
爽
地
メ

ナ
シ
ク
ル
と
申
唱
候
辺
の
夷
共
、
所
縁
を
以
て
相
誘
い
、
植

手々
立
を
以
て

赉
人
共
手
向
い
致
さ
ざ
る
様
刃
物
類
奪
取
挺
、
五

月
中
所
々
手
分
仕
り
、
ク
ナ
ジ
リ
、
キ
ィ
タ
ッ
プ
等
の
番
人
共
、
都
合
六
十
人
其
外
久
兵
術
手
船
大
通
丸
乘
組
の
船
頭
水
主
都

合
十
一
人
、
惣
人
数
七
十

一
人
殺
害
に
及
び
、
右
之
外
助
命
致
し
候
者
四
人
有
之
、
所
の
運
上
屋
並
船
共
不
残
焼
払
、
交
易
の

米
、
酒
、
煙
草
其
外
は
徒
党
の
爽
共
分
取
致
し
、
勿
論
右
之
趣
は
徒
党
の
夷
共
強
て
不
法
の
儀
仕
候
と
も
不
存
、
ー
体
商
人
共

不
法
相
雜
候
故
、
事
止
む
を
得
ず
殺
害
に
及
候
え
ば
、
従
之
松
前
よ
り
咎
有
之
候
共
、
右
の
始
末
申
ひ
ら
き
相
成
ず
候
は
ば
、



償
い
差
出
事
済
可
申

熵
と
相
心
得
居
候
由
、
徒
党
の
者
共
申
(1
(1候
由
、
目
見
の
爽
人
共
よ
り
私
共
え
申
立
候

と
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
事
の
起
り
は
番
人
な
ど
の
不
義
密
通
な
ど
の
不
法
行
為
に
対
す
る
憤
激
が
、
国
後
酋
長
サ
ン
キ
チ
及
び

そ
の
弟

マ
メ
キ
リ
の
妻
の
急
死
が
導
火
線
と
な

っ
た
も
の
で
、
こ
と
に
自
分
の
®
子
が
不
義
を
し
て
償
を
取
ら
れ
る
の
で
、
人
を
殺

し
て
も
微
い
さ
え
出
せ
ば
済
む
も
の
と
思
つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ィ
ヌ
民
族
に
は
古
来
か
ら
死
刑
と
い
う
極
刑
の
刑
罰
法
を

も
た
な
い
風
習
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
物
語

っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
飛
1[
屋
に
も
言
い
分
が
あ
っ
た
が
間
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
だ
諸
負
契
約
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
場
所
は
こ
と

ご
と
く
没
収
さ
れ
、
松
前
藩
で
は
そ
の
後
を
村
山
伝
兵
街
に
命
じ
て
差
配
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
と
き
す
で
に
九
月
に
も
な
り
季
節

遅
れ
に
な

っ
て
、
急
速
に
現
地
の
ア
ィ
ヌ
人
の
撫
育
介
抱
の
見
込
み
も
立
た
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
伝
兵
術
は
再
三
辞
退
し
た
が
、
家

表
か
ら
強
い
て
承
諾
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
止
む
な
く
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
場
所
は
国
後
を
は
じ
め

釧
路

、

厚

岸
、
®
多
市
、
宗
谷
の
い
ず
れ
も
遠
隔
の
処
で
、
こ
れ
ら
の
各
場
所
は
名
目
は
藩
の
直
営
で
、
伝
兵
術
は
差
配
人
た
る
に
過
ぎ
な
い

と
言
え
ど
も
、
そ
の
実
は
全
く
伝
兵
衛
ー
人
の
カ
に
よ
る
も
の
で
、
自
分
の
従
来
の
諸
負
場
所
で
あ
る
増
毛
、
厚
田
、
石
狩
か
ら

三
、
四
百
人
の
人
夫
を
も
っ
て
、
米
酒
煙
草
其
他
日
用
品
な
ど
を
西
地
か
ら
東
海
岸
に
送
り
、
手
船
永
福
丸
に
租
ん
で
様
似
ま
で
廻

送
し
た
が
、
時
節
遅
れ
で
そ
れ
か
ら
先
の
海
上
が
危
険
で
進
め
な
い
の
で
、
さ
ら
に
陸
送
し
て
厚
岸
に
運
ん
で
原
住
民
の
介
抱
に
当

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
翌

政
ニ
年

(
I

七九
〇
〕

に
は
、
早
春
か
ら
手
船
数
隻
を
も
っ
て
物
資
を
送
り
、
蛙
，網
、
鱒
網
、

鰊
網
そ
の
他
の
漁
具
も
整
え
て
着
業
し
た
も
の
で
、
現
爽
に
は
詰
負
場
所
に
異
ら
な
い
奭
状
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

政
三
年

(
I

七

九
|
)
四
月
藩
か
ら
伝
兵
衛
に

违
し
た
©
付
で
も
明
か
で
、
す
な
わ
ち

東
西
蝦
與
地
御
手
場
所
之
儀
は
御
直
配
に
付
、
諸
仕
込
並
に
交
易
荷
物
売
買
と
も
御
直
配
之
趣
に
候
え
ど
も
、
以
後
仕
入
諸
物

等
の
儀
申
す
に
及
ば
す
其
分
共
支
配
の
事
故
、
勝
手
次
第
取
計
べ
き
は
勿
論
諸
勘
定
等
申
達
に
も
及
ば
ず
、
自
分
諧
負
御
場
所

同
様
の
趣
に
相
心
得
盖
支
無
之
様
相
勤
べ
き
候
、
蝦
爽
人
介
抱
共
是
迄
取
計
の
通
り
、
大
切
に
厚
く
介
抱
申
付
可
候
、
尚
又
軽

物
等
の
儀
是
迄
仕
来
の
通
り
聊
の
品
に
て
も
與
人
共
手
触
候
は
ば
隠
な
く
勤
番
者
え
差
出
べ
く
候
。
当
方
よ
り
爽
地
®

の
者
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代

ニ〇

八

交
易
出
荷
物
等
の
取
調
に
は
相
拘
ら
ず
、
蝦
夷
人
仕
置
取
締
第
一
に
仰
付
べ
く
候
、
支
配
人
共
下
知
を
諳
い
、
大
切
に
相
勤
べ

く
候
、
蝦
夷
地
出
入
の
廻
船
は
古
来
の
通
り
出
帆
の
節
、
荷
物
稹
高
書
付
改
方
に
差
出
、
改
め
相
済
出
帆
致
す
べ
く
候
。
其
上

此
表
え
積
付
候
節
も
改
方
夷
地
廻
船
の
通
相
心
得
申
可
候
、
随
分
油
断
な
く
稼
方
出
精
申
付
べ
く
候

亥
六
月

と
、
如
何
に
藩
が
伝
兵
術
を
信
任
し
た
か
こ
れ
に
ょ
っ
て
も
察
し
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
村
山
の
請
負
場
所
は
藩
主
直
領
及

び
家
臣
の
知
行
所
を
併
せ
て
数
十
個
所
に
わ
た
り
、
福
山
の
本
店
は
倉
庫
数
十
棟
、
船
舶
数
十

を
有
し
日
本
長
者
鑑
に
も
載
る
豪

商
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
ぅ
し
て
伝
兵
術
は
原
住
民
介
抱
の
た
め
に
多
額
の
資
金
を
投
じ
、
同
四
年
六
月
に
は
非
常
な
颱
風
に

あ
い
、
福
山
港
に
碇
舶
し
て
い
た
所
有
船
及
び
履
船
合
せ
て
二
十
ニ

、
貨
物
を
賴
ん
だ
まX

破
壊
流
失
の
厄
に
会

っ
た
が
、
同
年

内
に
十
余
艘
を
補
充
し
て
輪
送
に
支
障
を
与
え
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
且
つ
同
年
及
び
翌
五
年
に
は
露
人
接
待
の
事
に
関
し
て
、
巨

額
の
経

を
寄
附
し
て
藩
の
た
め
に
尽
す
と
こ
ろ
も
少
く
な
か

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

石
狩
場
所
の
請
負
人
は
し
か
し
こ
の
時
代
ま
で
、
終
始
村
山
家
の
独
占
請
負
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
知
行
主
の
変
遷
に
よ
る

も
の
か
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
請
負
人
も
か
わ
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
村
山
家
は
宝
暦
年
間
か
ら
安
永
年
間
頃
ま
で
引
統
き
請
負

つ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
し
か
ら
ば
往
時
の
運
上
金
は
ど
れ
位
で
あ

っ
た
か
、
明
確
な
記
録
が
な
く
正
確
は
期
し
難
い

が
、
安
永
年
間
の
十
三
場
所
の
運
上
金
は

発

寒

場
所

上

対

雁

場

所

下

対

雁

場所

上

夕

張

場

所

上

夕

張

場所

下

夕

張

場

所

ニ
七両七両

I

七両七両七両
一〇

両

家
£
知
行
地

同同同同同



島

松

場
所

下篠路

場所

下札幌

場

所

上篠路

場所

上

札

幌

場所

上

樺

戸

場所

下

樺

戸

場所

石

狩

場
所

二
八
両
二
分

家
臣
知
行
地

七
両

二
分

同

一
七
両

同

ニ
ニ
両

同

ニ
ハ
両

同

i

七
両

同

二
八
両
二
分

同

M

一
二
五
両

藩
主
直
領
地

娃

四
五〇

両

上
乘
金

八
両
二
分

「
松
前
随
商
録

■
北
藩
風
土
記
」

と
あ

っ
て
、
石
狩
場
所
は
藩
主
直
領
で

こ
れ
は
石
狩
川
下
流
及
び
海
浜
厚
田
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
こ
れ
が
天
明
年
間
に
入
る
と
、

r
福
山
旧
記
」

は

天
明
元
年
小
林
里
公
琪
内
済
、
石
狩
秋
味
六
千
石
目
、
ニ
十
個
年
相
渡

と
あ
り
、

r

蝦
夷
地

一
件j

に
は

一
、
ィ
シ
カ
リ

天
明
元
丑
年
ょ
り
二
十
個
年
期
交
易
並
漁
狐

小
林
屋
宗
九
郎

江
戸
本
材
木
町
ニ
丁
目

と
あ
り
、
更
に

『
天
明
四
年
御
収
納
取
立
目
録j

に
ょ
れ
ば

い
し
か
り

運
上
金
九
百
両

.
小
林
屋
宗
九
郎

但
金
高

千
八
百
両
宿

三
郎
次

石
狩
秋
眛
惣
船
十
五

天
明
元
丑
年
よ
り
申
年
二
十
個
年
御
運
上
金
高
の
内
九
百
両

江
戸
御
屋
敷
え
年

々
上
納
、
残
九
百
両

第
三
編

石

狩

の

歴

史

時
代

ニ〇

九



上 下 苗 盟 岛 下 下 上

樺 揮 私[ 平 松； 札 対 対

戸 戸 幌 雁 雁

埙 場 《 # « 場 場 場

所 所 所 所 所 所 所 所

上
対
雁
、
下
対
雁
は

天
塩
場
新
と
共
に
誚

負
の
た
め
不
明

I

七
両

ニ〇
両

三〇

両

三〇

両

ニ〇
両

ー
五
両

天
満
屋

三
四
郎

同同大
和

屋

弥
兵

術

同同阿
部
屋

蔵
兵
術

阿部

屋伝吉

第
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編
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歴

史

時
代

ニ一
〇

は
二
十
個
年
賦
引
落
定
、
但
下
り
献
上
四
艘
分
上
り
献
上

五
艘
分
被
仰
付
候
、
上
乗
六
人
分
十
四
両
宛
内
三
人
乘
船
、
三
人

は
乗
形
り
、
右
献
上
辰
年
よ
り
年
季
中
卸
免
仰
付
候
、
献
上
上
り
五
艘
分
、
上
乗
金
六
人
分
定
之
通
也

と
あ

っ
て
、
松
前
藩
で
は

こ
れ
ま
で
江
戸
本
材
木
町
の
商
人
小
林
屋
宗
九
郎

か
ら
巨
額
の
金
の
融
通
を
受
け
て

い
た
が
、
そ
れ
が
契

約
の
よ
ぅ
に
返
済
出
来
ず
、
遂
に
公
訴
に

ま
で
及
ん
で

い
た
の
を
、
天
明
元
年

(
一
七
八

一
)
に
よ
ぅ
や
く
内
済
に

し
て
、
松
前
潘

で
は
石
狩
の
直
領
場
所
を

一
個
年
金
千
八
百
両
の
運
上
金
に
定
め
、
内
金
九
百
両
を
年

々
江
戸
屋
敷
に
上
納
さ
せ
、
残
金
九
百
両
を

以
て

二
十
個
年
の
年
賦
で

旧

を
償
還
す

る
こ
と
に
し
て
、
石
狩
場
所
を
引
渡
し
た
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
知
行
地
の
場
所
も
天
明
六
年

(
一
七
八
六
)
に
な
る
と

発

寒

場

所

ニ〇

両

浜

屋久七

上

夕

張

場

所

ニ〇

両

熊

野

新
右
衛
門

下

夕

張

場所

三〇

両

同



モ
ヤ

フ
シ

場

所

一
一

〇

両

同

と
な

っ
て
、
安
永
年
間
か
ら
見
る
と
迎
上
金
も
若
干
高
く
な
り
、
次
第
に
多
く
の
請
負
人

の
進
出
を
見
せ
て

い
る
。
石
狩
直
領

場
所

は
前
記
の
ょ
ぅ
に
天
明
元
年
以
来
小
林
屋
宗
九
郎
の
請
負
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
石
狩
川
ロ
に
お
け
る
鮭
漁
に
限
ら
れ
た
も
の

で
、
®
漁
は
運
上
金
は
不
明
だ
が

「
蝦
夷
地

一
件
」
に
は

ィ
シ
カ
リ

天
明
六
年
ょ
り
十
ケ
年
期

江
州
大
和
屋
与
兵
術

と
あ
り
、
ま
た
石
狩
直
領

場
所
に
含
ま
れ
て
い
た
厚
田
は
高
橋
又
右
術
門
の
知
行
所
と
な

っ
て
、
運
上
金
百
五
十
両
を

以
て
阿
部
屋

伝
吉
が
請
負

っ
て
い
る
。
な
お
阿
部
屋
伝
吉
及
ぴ
蔵
兵
術
は

い
ず
れ
も
伝
兵
術

一
族
の
者
ら
し
く
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
伝
兵
術
が
町

奉
行
下
代
並
に
町
年
寄
な
ど
の
公
職
に
あ
っ
た
関
係
上
、

一
族
の
名
義
に

か
え
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

こ
れ
が
寬
政
四
、
五
年
頃
に
な

る
と
、
直
領
地
は
依
然
と
し
て

小
林
屋
宗
九
郎
の
請
負
で
あ
る
が
、
知
行
地
は

発

寒

場
所

上

対

雁

場

所

下

対

雁

場

所

上

夕

張

場所

下

夕

張

場所

島

松

場

所

苗

穂

場所

上

札

幌

場

所

豊

平

場所

下札

幌

場

所

上

樺

戸

場所

第
三

編

石

狩
の

歴

史

時

代

三
五
両

八
警

文
吉

ニ〇
両

近
江
里

三
郎
次

三
五
両

斉
藤
屋

(
名
不
祥
)

三
五
両

近
江
屋

忠
四
郎

三
五
両

大
黒
屋
蔵

兵
衛

ニ
五
両

大
和

屋
弥
兵

術

ニ〇
両

角

藤
兵

術

三〇
両

阿
部

屋
専
八

三
七
両

同

四o

両

同

七
五
両

大
黒

屋
伝

七
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ニ
一
ニ

下

樺

戸

場
所

四
五
両

恵
比
寿
屋
治
助

「
西
蝦
夷
地
分
間
」

と
あ

っ
て
運
上
金
も
天
明
年
間
か
ら
見
れ
ば
は
る
か
に
金
額
を
増

し
て
い
る
。

こ
の
ょ
ぅ
に
多
く
の
請
負
人
が
入

っ
た
が
、
当
時
請
負
人
が
各

請
負
場
所
に
運
上
屋
を
設
け
た
も
の
で
は
な
く
、
十
三
場
所
の
逝

上
屋
は
す
べ
て
石
狩
の
川
口
に
置
い
て
、
各
場
所
か
ら
茲
に
集
貨

し
て
交
易
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
明
六
年
に
こ
の
地
を
見
分

し
た
佐
藤
玄
六
郎
のr

蝦
夷
拾
造
』
に
もr

ィ
シ
ャ
リ

.
運
上
屋

.
八
戸
、
運
上
屋
八
戸
の
内

ニ
尸
は
錐
魚

一
色
を
出
し
、
七
戸
は

諸
色
を
商
ふj

と
あ

っ
て
、
八
戸
の
運
上
屋
が
あ
っ
た
こ
と
を
報

告
し
、
し
か
も
そ
の
産
物
は

娃
も
川
に
生
、
海
に
育
て
、
亦
子
を
生
ん
と
川
に
昇
る
を
、
中

秋
の
頃
ょ
り
網
し
、
こ
れ
を
捕
え
。
乾
し
て
食
に
貯
え
、
諸
国

へ
売
出
す
る
者
塩
に
潰
て
以
て
秋
味
と
號
し
、

(
他
国
に
て
シ

ヲ
弓
と
云
〕
船
を
以
て5E

る
に
ィ
シ
カ
リ
川|

処
ょ
り
出
る
も

の
年
々
千
石
船
十
ニ

を
秋
味
の
定
数
と
し
て
其
余
あ
り
、
又

網
に
洩
れ
川
上
へ
昇
り
詰
て
自
ら
死
す
る
を
、
捕
あ
げ
て
乾
し

お
き
売
出
す
を
カ
ラ
サ
ケ
と
い
ぅ
、
此
数
秋
味
に
勝
る
。

「

夷
拾
遺
」



と
あ
り
。

『
東
海
参
調』

と
い
う
窗
に
よ
れ
ば

ィ
シ
ヵ
リ
蝦
爽
地
秋
味
大

の
処
、
三
四
十
年
以
前
に
は
十
二
は
ひ
程
有
之
し
が
、
近
年
不
狐
に
な
り
五
六
は
ひ
ば
か
り
と
い

う
、I

は
ひ
と
い
う
は
千
石
秸I

破
の
こ
と
に
て
錐
の
数
五
万
本
な
り

と
あ

っ
て
、
こ
の
書
は
文
化
年
間
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
四
十
年
前
と
言
え
ば
安
永

.
天
明
年
代
に
当
る
が
、
実
に
石

狩
場
所
の

は
年
々
六
十
万
尾
の
交
易
が
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
明
八
年

(
I

七
八
八
)
蝦
夷
地
巡
検
使
と
し
て
蒞

府
か
ら
派
逍
さ
れ
た
古
川
古
松
軒
も
、
そ
の
著

r

東
遊
雑
記j

の
中
に

蝦
夷
地
に
て

を
取
る
は
な
し
は
、
日
本
に
て
も
ま
ま
評
判
す
る
亊
に
し
て
、数
多
川
筋
へ
の
ぽ
る
節
に
は
、
奭
人
鮭
の
尾
を

取

っ
て
陸
へ
投
上
る
と
®
し
事
も
、
誠
と
は
さ
ら
に
思
わ
ざ
り
し
事
な
る
に
、
松
前
人
の
蝦
夷
の
ィ
シ
ヵ
リ
辺
に
行

っ
て
、

の
川
々
へ
の
ぼ
る
を
直

々
見
し
と
い
う
者
の
物
語
を
聞
け
ば
、
な
か
な
か
初
め
に
聞
し
よ
う
の
事
に
て
も
な
く
、
大
河
も
谷
川

も
鲑
に
て
う
ず
も
り
、
夷
人
数
百
人
集
り
て
も
取
り
つ
く
す
擊
能
わ
ず
、
川
上
へ
川
上
へ
と
い
や
が
上
に
の
ぼ
り
て
、
皆
々
死

し
て
後
は
海
へ
流
落
て
な
く
な
る
こ
と
な
り
、

の
来
る
時
節
に
な
れ
ば
爽
人
川
々
の
辺
に
出
て
、
娃
を
取
て
木
の
枝
に
掛
け

てW

蛙
と
し
、
或
は
木
に
並
べ
て
下
よ
り
焚
火
を
し
て
か
わ
か
し
て
干

と
な
し
て
、
日
本
の
商
船
の
行
く
を
待

っ
て
交
易

せ
る
翦
な
り
。
川
々
へ
登
る

十
分
のI
も
取
る
事
に
は
あ
ら
ず
と
い
へ
り
。

と
、
ま
こ
と
に猜

異
に
満
ち
た
筆
に
よ
っ
て
記
録
し
て
い
る
が
、
如
何
に
往
時
の
石
狩
川
の
跬
が
璺
か
で
あ
っ
た
か
を
想
像
さ
せ
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て『

秋
に
至
れ
ば
毎
年
数
十

の
日
本
の
商
船
渡
海
し
て
、
此
河
に
船
懸
り
し
、
云
々j

と

『
嘏
爽

秘
鑑j

に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
殷
賑
は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
石
狩
場
所
開
設
以
来
、
潘
の
信
任
も
厚
く
幾
多
の
功

の
あ

っ
た
村
山
家
は
、
そ
の
後
寬
政
八
年

(一

七
九
六
)
に
な

っ
て
、
つ
い
に
没
落
の
悲
運
に
遭
遇
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
ん
な
わ
け
か
と
い
う
と
、
こ
の

時
代
の
藩
主
は
松
前
家
十
三
代
道
広
で

あ
っ
た
が
、
道
広
は
資
性
英
敏
豪
壮
で
繫
剣
、

法
、
馬
術
か
ら
書
囤
、
雑
技
に
至
る
ま
で
、
皆
学
ば
ざ
る
も
の
な
く
こ
と
に
馬
術

に
妙
を
得
、
学
問
の
趣
味
は
深
く
は
な
か

っ
た
が
平
常
侍
臣
に

史
、
野
史
其
他
の
雑
書
ま
で
読
ま
せ
て
、
そ
れ
を
記
憶
す
る
と
忘

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時

代

ニ
ー
三



第
三

編

石

狩
の

歴
史

時
代

ニI

四

れ
な
い
と
い
う
秀
才
で
も
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
早
く
父
を
失
い
婦
女
子
の
手
に
ょ
っ
て
成
長
し
た
の
で
、
憚
る
べ
き
良
師
も
な
く
、

と
か
く
放
縦
で
耍
憎
が
多
く
傲
慢
で琅

を
好
む
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
長
じ
て
藩
政
を
執
る
に
及
ん
で
も
剛
旗
自
ら
用
い
て
秕

政
が
続
出
し
た
。
し
か
も
荒
淫
で
数
多
の
婦
女
をW

酣
す
と
い
っ
た
有
様
で
あ

っ
た
か
ら
、
近
臣
等
の
士
風
も
傾
敗
の
状
況
に
お
か
れ

て
い
た
。

あ
た
か
も
そ
の
頃
、
大
阪
の
商
人
に
小
山
屋
権
兵
衛
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
従
来
少
し
ば
か
り
の
場
所
を
諧
負

っ
て
い
た
が
、
た

ま
た
ま
福
山
に
あ
る
そ
の
支
配
人
が
遊
蕩
の
た
め
に
欠
損
が
少
じ
、
こ
れ
を
挽
回
す
る
た
め
に
更
に
他
の
場
所
を
諕
負
べ
く
、
道
広

の
愛

の
兄
板
垣
豊
四
郎
に
取
入
り
、
ひ
そ
か
に
宗
谷
、
斜
里
、
樺
太
の
三
場
所
を
請
負
は
せ
て
く
れ
た
な
ら
、
村
山
伝
兵
術
の
納

め
て
い
る
連
上
金
の
三
倍
を
納
め
、
且
つ
不
時
に

一
万
両
ま
で
の
用
金
を
命
じ
ら
れ
て
も
調
逹
す
る
と
い
う
こ
と
を
申
入
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
道
広
は
こ
れ
を
容
れ
、
同
年
四
月
藩
命
を
以
て
右
の
三
場
所
を
伝
兵
衛
か
ら
引
揚
げ
、

四
郎
を
支
配
人
と
し
て

十
七
年
間
の
年
期
を
以
て
小
山
屋
権
兵
衛
に
請
負
は
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
江
戸
の
伊
達
浅
之
助
に
は

伝
兵
衛
が
従
来

一
年
間
の
運
上
金
二
百
両
で1i

負

っ
て
い
た
、
増
毛
、
苫
前
の
秋
味
を

一
年
七
百
両
の
運
上
金
で
請
負
は
ん
と
出
願

し
た
の
で
、
藩
で
は
ま
た
同
年
五
月
'
こ
れ
も
伝
兵
衛
を
免
じ
て
浅
之
助
に
か
わ
ら
せ
、
江
戸
の
小
林
屋
宗
九
郎
、
南
部
の
熊
野
屋

忠
右
衛
門
ら
が
策
励
し
、
運
上
金
を
堦
し
て
厚
岸
、
根
室
、
国
後
の
三
場
所
を
願
出
れ
ば
こ
れ
ま
た
伝
兵
術
か
ら
召
上
げ
て
、
沖
ロ

下
吟
味
役
田
中
藤
左
術
門
を
三
場
所
支
配
掛
と
し
て
、
宗
九
郎
、
忠
右
術
門
の
ニ
名
に
差
配
を
命
じ
、
伝
兵
衛
に
託
し
て
い
た
官
船

長
者
丸
ま
で
も
引
上
げ
て
板
垣
璺
四
郎
に
託
す
な
ど
、
つ
い
にI

切
の
請
負
を
罷
免
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

伝
兵
術
は
こ
の
ょ
う
に
藩
の
不
興
を
蒙
っ
た
の
で
閉
居
_慎

し
て
い
た
が
、
あ
ま
り
に
も
厳
重
な
御
咎
な
の
で
総
町
名
主
|
同
連

署
を
以
て
御
叱
御
免
の
願
書
を
出
し
た
が
却
下
さ
れ
、
そ
の
内
に
伝
兵
衛
が
そ
の
貯
整
を
も
っ
て
家
を
大
阪
に
移
そ
う
と
し
て
い
る

な
ど
と
い
う
流
言
も
飛
び
、I

層
道
広
の
勘
気
に
ふ
れ
、

阿
部
屋
伝
兵
術
部
先
達
て
御
釓
被
仰
出
候
処
可
申
上
様
無
御
座
御
吟
味
詰
口
上
印
形
も
相
済
依
之
不
行
届
至
極
に
も
被
思
召
候

に
付
、
闕
所
被
仰
付
然
乍
去
格
別
の
以
御
慈
当
人
儀
は
居
町
払
其
上
住
居
の
家
屋
敷
蔵
其
外
持
屋
敕
地
面
問
屋
株
御
取
上
げ
被



候
、
酒
株
質
株
家
財
等
の
儀
は
御
構
無
之
候
此
段
被
仰
出
候
間
可
申
被
渡
候

辰

六

月

と
、
同
年
六
月
闕
所
居
耵
払
を
命
じ
加
え
て
住
宅
、
倉
庫
、
土
地
及
び
問
屋
株
ま
で
没
収
し
、
僅
か
に
酒
株
と
質
株
そ
れ
に
家
財
道

具
だ
け
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
伝
兵
術
が
詰
負
っ
て
い
た
藩
士
の
知
行

垛
所
の
諳
負
も
廃
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
家
財
は
没
収
の
難
を
免
れ
た
と
言
え
ど
も
、
こ
れ
を
貯
え
る
土
地
倉
庫
も
な
く
捨
て
る
よ
う
な
廉
価
で
他
の
商
人
に
売
払

う
有
様
で
あ
っ
た
。
富
豪
を
も
っ
て
内
外
に
聞
え
た
村
山
も
俄
然
没
落
し
、
当
時
士
民
の
中
に
は
こ
れ
を
あ
わ
れ
む
も
の
と
、
そ
の

没
落
に
よ
っ
て
利
益
を
得
て
喜
ぶ
も
の
と
が
あ

っ
て
、

一
時
松
前
の
地
は
大
変
な
評
判
で
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

松
前
藩
は
藩
の
収
入
を
増
さ
ん
た
め
に
伝
兵
術
に
対
し
苛
酷
の
処e

を
と
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
利
益
は
目
前
の
小
利
に
止
ま
り

永
続
す
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
。
松
前
の
経
済
界
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
伝
兵
術
の
よ
う
な
巨
商
を
つ
ぶ
し
、
上
下
の
人
々
の

頼
る
所
を
な
く
し
た
の
は
、
ま
さ
に
無
謀
な
所
為
で
あ
っ
た
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
伝
兵
衙
か
ら
引
上
げ
た
宗
谷
、
斜
里
、
樺
太
の
三

場
所
も
、
こ
の
年
に
板
垣
豊
四
郎
と
小
山
屋
権
兵
術
の
間
に
紛
争
が
生
じ
、
権
兵
衛
は
営
業

一
箇
年
で
罷
め
、
そ
の
後
豊
四
郎
が
経

営
し
た
が
こ
れ
ま
た
僅
か
三
年
で
失
敗
し
て
い
る
。

宽
政
十
年
(
一
七
九
八
)
葙
府
が
蝦
爽
地
を
調
査
し
、
次
い
で
蝦
夷
地
御
用
掛

を
燈
く
こ
と
に
な
る
と
、
松
前
藩
で
は
さ
き
に
伝
兵
術
の
処
膛
に
対
し
而
目
な
し
と
思
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
同
十
ー
年
ニ
月
伝

兵
術
に
福
山
川
原
町
の
居
室
を
還
し
、
四
月
に
は

一
代
侍
大
広
間
格
に
採
用
し
て
、
宗
谷
、
斜
里
、
樺
太
の
三
場
所
及
び
、
石
狩
、

留
萌
、
苫
前
に
お
け
る
秋
味
の
直
営
手
附
を
命
じ
、
且
つ
家
屋
並
に
倉
庫
数
個
所
を
還
附
し
た
が
、
け
れ
ど
も
！
且
大
打
擊
を
受
け

た
村
山
家
は
つ
い
に
昔
日
の
盛
運
に

復
す
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
。

石
狩
の
繁

は
た
だ
に
以
上
の
よ
う
な
石
狩
十
三
場
所
の
®
富
な
産
物
の
交
易
所
と
し
て
発
展
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
ら
に

記
録
す
べ
き
こ
と

は
石
狩
山
林
の
開
発
が
あ

っ
た
。
こ
の
昍
発
は
宝
暦
五
年

(
一
七
五
五
)
と
い
う
か
ら
、
い
ま
か
ら
お
よ
そ
二
百

余
年
前
の
昔
で
、
こ
の
そ
も
そ
も
始
ま
り
は
飛
鄹
屋
久
兵
術
で
あ
る
。
飛
鄹
屋
は
前
述
の
如
く
後
ち
に
は
場
所
請
負
人
と
し
て
立

っ

た
が
、
そ
の
当
初
は
臼
山

(
有
珠
山
)
を
初
め
と
し
尻
別
山
林
等
木
#
業
か
ら
身
を
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
榻

石

狩
の

歴
史

時
代

ニ
一
五
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狩
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史
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代

ニ
一
六

飛
驛
屋
の
祖
は
甲
斐
国
武
川
芘
武
田
家
の
臣
で
あ
る
が
、
飛

腳
国
益
田
郡
湯
島
村
に
移
り
久
兵
衛
は
そ
の
四
代
目
と
し
て
生
ま

れ
、
元
禄
九
年
弟
藤
助
と
と
も

に
江
戸
に

上
り
、
同
十
三
年
南
部

大
畑
村
に

至

っ
て
飛
！

i

屋
を
名
乘

り
木
材
業
を
経
営

し
て

い
た
が
、

丁
度
赤
穂
義
士
の

討
入
の
あ

っ
た
翌
年

の
元
禄
十
五
年
に
は

じ
め

て
松
前
に
渡
り
、
松
前
藩
の
許
可
を

得
て

蝦
爽
格
山
を
開
い
た

、

ま
さ

に
本
道
の

造
材
桀

の
先
駆
者
で
あ

っ
た
。

こ
れ
が
享
保
四

年

(
一
七

一
九
)

臼
山
請
負
と
い
っ
て
、
虻
田
郡
オ
フ
ヶ
シ
川
ベ
ン
ベ
川

有
珠
郡

オ
サ
ル
べ

ツ
川
に

入

っ
て

造

材
、
さ
ら
に

元
文
ニ
年

(
一
七
三

七
)
尻
別
山
、
宝
延

三
年

(
一
七五

〇
)

厚
岸

山
林
等
の
伐
木
を
行
な
っ

た
が
、
厚
岸
山
林
に
は

良
木
が
少
な
い
た

め
に
営
業

ニ
年
で
、
宝
暦

ニ
年

(
一
七
五
ニ
〕
に
石
狩
山
林
の

伐
採
を
出
願

し
て
、
こ
れ
が
許
さ
れ
て
肅
負
に

か

か

っ
た
の
は
宝
暦
五
年

(
一
七
五
五
)
で
あ
っ

た
。

当
時
の

伐
木
材
は

暇

檜
と
い
っ
てH

ゾ

マ
ツ
に
限
り
、
久
兵
衛
は
椴
松
の
ょ
う
な
蝦
夷
檜
に
代
用
す
べ

き
類
木
を

留
山

に

し

て
'
こ
れ
が
産
出
を
防
ぎ
価
格
を

維
持
し
て
独
占
#
梁
と
し
た
の
で

あ
る
。
石
狩
の
伐
木
は

ィ
ザ
リ
川
の

上
流
や
夕
張
川
の
上
流
に

及
び
、
年
間

運
上

金
六
百
両
で

一
万
ニ
千
石
を
石
狩
川
口
に
流
通

し
、
石
狩
に
は

木
場
を
設
け
て

こ
こ
か
ら
船
稂
み
し
て
移
出
し

た

が
、
そ
の
材
は
も
っ
ぱ
ら
寸
甫

と
な
し
特
に

註
文
を

受
け

る
と
き

は
帆
柱
、
角
材
、
平
物
な

ど
も
造
材

し
、
販
路
は

お
お
む
ね

江

戸
、
大
阪
で

江
戸
に
は

栖
原
屋

角
兵
衛
と
取
引
し
て

、

本
も
ま

た
角
兵
衛
に
仰

い
で
い
た
。

工
ゾ

マ
ツ
は
檜
材

の
か

わ

り

に
用

い
、
江
戸
に

お
け
る
献
上
物
の
台
や
障
子

•
曲
物
な

ど
を
製
し
た
が
、
木
理
が
甚
だ

美
し
い
と
こ

ろ
か
ら
、
当
時
江
戸
人
に
大
変
賞

St

さ
れ
た
も
の

と
い
う
。

と
こ
ろ

が
飛
驊
屋
の
手
代
に

嘉
右
衛
門
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
こ
れ
が

な
か
な

奸
智

に
た
け
た

者
で
、
南
部

大
畑
の
支
店
で

ニ
千

八
百
両
の
使
込
み
が

霧
見
し
て
首
に
な
る

と
こ
れ
を
恨
ん
で

、
明
和
四
年

(
j

七
六
七
〕
松
前
に
渡

っ
て
時
の
勘
定
奉
行
湊
源
左
衛

門
を
説
き
、
旧
主
久
兵
術
を
圧
迫

し
て
運
上
金
を
増
し
て
請
負
う
べ
く
出
願
し
た
た
め
、
こ
れ
を
知

っ
た
久
兵
衛

は

一
個
年
運
上
金

千
両
に

増
額
な
お
献
金
な

ど
を
し
て
経
続
を

は
か

っ
た
が
、

つ
い
に
明
和
六
年

C
!七
六
九
)
也
む
な
く
返
納
さ
せ
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
そ
こ
で
飛
鄹
屋
は
こ
れ
ま
で
運
上
金
以
外
に

、
松
前
藩
に
融
通
し
た
金
合
計

八
千
百
八
十
三
両
の

返
済
を

求
め
た

が
、
も
ち
ろ



ん
藩
に
は
そ
れ
を
®
却
す
る
力
も
な
く
、
僅
か
に
毎
年
五
百
両
ず
つ
の
年
賦
返
済
の
こ
と
に
定
め
た
の
で
あ
っ
た
。L

か
し
藩
で
は

そ
れ
す
ら
履
行
し
な
い
の
で
、
飛
驟
屋
は
前
記
俊
権
の
内
ニ
千
七
百
八
十
三
両
を
藩
に
寄
附
す
る
こ
と
に
し
、
残
金
五
千
四
百
両
の

引
当
と
し
て
、
絵
靭
、
厚
岸
、

逮
布
、
国
後
な
ど
の
場
所
を
、

一
個
年
運
上
金

百̶
七
十
両
の
割
で
安
永
三
年

(
一
七
七
四
)
か

ら
ニ
十
年
間
のft

負
の
権
利
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
飛
驛
屋
が
場
所1如

負
人
に
な
る

勋
機
で
あ
り
、
寬
政
元
年

0
七
八

九
〕
国
後
騒
動
と
い
う
不
祥
事
を
起
し
て
没
落
す
る
原
因
に
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て

一
方
飛»

屋
久
兵
衛
か
ら
返
納
さ
せ
た
石
狩
檜
山
は
、
そ
の
後
藩
の
直
営
に
移
し
蒽
右
衛
門
が
、
そ
の
祺
業
を
運
営
し
た

が
、
収
支
償
は
な
い
ば
か
り
か
、
資
金
の
欠
乏
を
見
た
の
で
勘
定
奉
行
湊
源
左
術
門
自
ら
江
戸
に
上
り
、
四
日
市
町
の
材
木
商
新
宮

屋
久
右
術
門
か
ら
資
金
を
借
り
て
、
伐
採
し
た
蝦
夷
檜
を
久
右
術
門
方
に
送
り
、
同
人
に
江
戸
売
捌
問
屋
を
命
じ
、
そ
の
売
捌
金
を

以
て
元
利
を

却
す
る
こ
と
を
約
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
で
も
収
支
が
彼
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
明
和
八
年

(
一

七
七

一
)
よ
り
十
年
間
の
間
直
営
の
名
義
の
下
に
蝦
夷
檜
山
を
久
右
衛
門
に
請
負
は
せ
た
が
、
そ
の
迎
上
金
は
十
個
年
で

|

万
ニ
千

五
百
両
で
毎
年
の
伐
採
高

一
万
石
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
同
年

府
の
払
下
米
代
二
百
四
十
三
両
を
久
右
術
門
に
調
達
さ
せ
、
ま
た

藩
主
道
広

(
松前
家
十
三
代
〕
が
京
都
の
花
山
院
家
の
女
を
娶
る
に
当
り
、
そ
の
入
輿
の

用
を
支
弁
さ
せ
た
り
、
さ
ら
に
翌
安
永

元
年

(

一
七
七
ニ
〕
江
戸
の
藩
邸
の
類
焼
に
際
し
そ
の

築
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
新
宮
屋
久
右
衛
門
も
た
ま
り
か
ね
、
こ
れ
ら
の

出
费
を
以
て
運
上
金
に
充
当
す
る
こ
と
を
江
戸
屋

败
に
願
い
出
た
が
藩
邸
で
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
止
む
な
く
同
ニ
年
三
月
松
前
に
来

て
蜇
ね
て
こ
れ
を
請
願
し
た
け
れ
ど
も
、
無
法
に
も
松
前
藩
は
久
右
衛
門
が
運
上
金
を
納
め
な
い
ば
か
り
か
、
山
法
に
逾
背
し
て
い

る
と
い
う
理
由
で
檜
山
を
没
収
し
て
し
ま
い
、
訴
願
八
回
に
及
ん
だ
が
少
し
も
顧
み
る
こ
と
な
く
、
却

っ
て
直
営
の
名
義
で
再
び
飛

驊
屋
久
兵
術
に
伐
木
を
命
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
久
右
術
門
も
い
よ
い
よ
腹
に
す
え
兼
ね
同
年
十
月
菡
府
に
公
訴
し
た
が
、
藩
か
ら
は

家
老
松
前
広

以
下
用
人
両
奉
行
皆
江
戸
に
出
て
、
そ
の
混
乱
は

I
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

っ
た
。
し
か
し
翌

安
永

三
年

(
一
七
七

四
)
七
月
に
内
済
と
な
り
、
そ
の
結
果
同
年
よ
り
十
二
個
年
新
宮
屋
久
右
衛
門
に
渡
し
、該
期
間
の
運
上
金

一
万
ニ
千
両
と
す
る
外
、

去
年
以
来
飛
鄹
屋
の
伐
採
し
た
材
木
八
千
石
を
久
右
衛
門
に
引
継
ぎ
、
諳
求
金
六
千
八
百
五
十
ニ
両
の
内
一
千
両
を
藩
に
寄
附
さ

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

三

七
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狩
の

歴
史

時
代

ニ
ー
八

せ
、
金
ニ
千
両
を
直
ち
に
返
済
し
て
残
金
三
千
八
百
五
十
ニ
両
は
、
右
年
期
中
の
運
上
金
の
内
か
ら
差
引
く
»
と
し
て
解
決
し
た
の

で
あ

っ
た
。

以
上
に

し
て
天
明
七
年

C
I

七
八
六
)
新
宮
屋

の
期
限
満
了
と
と
も

に
、
そ
の
後
ち

七
年
間
の

期
限
を
以
て
村
山
伝
兵
衛
に

一
個

年
の
伐
採
高
五
千
石

運
上
金
六
百
五
十
両
で

そ
の
請
負
は

移

っ
た
が
、
国
後
騷
動
の
た
め
杣
夫

不
足
で

休
業

I

個
年
繰
延
の

こ
と
な

ど
あ
り
、

ま
た
寬
政
四
年

C
I

七
九
ニ
)
に
な

っ
て
利
益

な
き
を

以
て
、
運
上
金
の
軽
減
を

出
願
し
た
が
許
可
さ
れ
ず
、
同
八
年
村

山
家
の

没
落
と
共
に

石
狩
山
林
伐
木
も
廃
絶
す

る
に
至

っ
た
が
、
宝
暦
以
来
実
に

四
十
年
間
、
い
ま
の

石
狩
町
の
灯
台
下
あ
た
り
が

こ
の
木
場

で
賑
わ

っ
た
も
の
で
あ
る

。
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石

狩
の

歴

史

時

代

一
三o

第
二

章

幕
府

直

轄

と

石

狩

第
一

節

直
轄
の

経
緯

と

石

狩

松
前
藩
治
下
に
お
け
る
蝦
夷
地
経
営
は
前
章
の
よ
う
に
、
各
地
の
場
所
と
そ
の
請
負
制
度
に
よ
っ
て
、
次
第
に
原
住
民
の
支
配
の

地
歩
を
占
め
て
き
た
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
経
済
的
に
結
ん
で
場
所
請
負
人
に
ま
か
せ
き
り
で
あ
っ
た
た
め
、
請
負
人
及
び
そ
の
使

用
人
等
の
苛
酷
な
取
扱
い
が
、
つ
い
に
国
後
騒
動
の
ご
と
き
不
祥
雄
を
惹
起
す
る
に
至

っ
た
。
そ
こ
で
松
前
藩
で
は
東
蝦
夷
地
は
厚

岸
、
西
蝦
夷
地
は
宗
谷
と
い
う
よ
う
に
、
避
遠
の
地
に
は
藩
の
#
所
を
設
け
、
番
頭

■
待

.
足
軽
を
配
置
し
て
、
請
負
人
ら
の
横

と
ア
イ
ヌ
人
ら
の
行
跡
を
取
締
.る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
場
所
の
支
配
人
や
通
辞

.
番
人
な
ど
は
、
素
性
の
わ
か

っ
た
松
前
領
内

の
者
以
外
は
®
入
れ
る
こ
と
を
禁
じ
、
悪
辣
な
取
引
や
行
為
を
し
て
原
住
民
を
刺
戟
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
冬
季
は

ア
イ
ヌ
人
に
充

分
な
手
当
を
与
え
て
漁
場
を
引
揚
げ
る
こ
と
に
し
た
、
ま
た
和
人
を
場
所
に
越
年
さ
せ
な
い
方
法
を
と
ら
せ
た
。
勤
番
の
役
目
は

一
、
破
船
漂
流
船
の
救
助
並
に
異
国
船
の
取
締
を
な
す
こ
と
。

ニ
、
嘏
夷
人
の
不
法
を
取
締
る
こ
と
。

三
、
支
配
人
番
人
共
が
蝦
夷
人
に
対
し
不
法
な
き
様
申
聞
か
せ
、
又
介
抱
が
粗
略
に
な
ら
ぬ
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

四
、
軽
物
の
出
産
を
増
加
す
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。

な
ど
で
、
松
前
藩
は
幕
府
へ
の
表
面
上
、
大
い
に
改
革
を
行
な

っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
が
実
質
的
に
は
番
所
が
出
来

て
か
え

っ
て
取
締
や
干
渉
が
多
く
な
っ
た
だ
け
で
、
ア
イ
ヌ
人
に
は
そ
れ
ほ
ど
好
遇
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

こ
と
に
安
永
年
間
の
こ
ろ
か
ら
ロ
シ
ャ
の
南
進
政
策
が
稂
極
化L

、
露
人
ケ
レ
ト
フ
な
ど
が
根
室
の
ノ
ヵ
マ
ッ
プ
や
厚
岸
、
或
は

千
島
に
ま
で
来
て
交
易
を

め
て
越
年
し
た
り
し
て
、

政
元
年

U

七
八
九
〕
の
国
後
騒
動
の
背
因
は
こ
れ
ら
の
興
国
人
の
交
易

が
、
は
る
か
に
原
住
民
に
と
っ
て
は
和
人
と
の
交
易
よ
り
も
、
有
利
で
好
意
的
で
あ
る
の
に
引
か
れ
て
い
る
と
い
う
風
評
な
ど
も
あ



る
と
こ
ろ
え
、
さ
ら
に

政
四
年a

七
九
ニ
)
に
は
露
国
使
節
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
が
カ
タ

リ

ナ

号
に
乘
じ
、
漂
流
民
光
太
夫
な
ど
を

つ
れ
て
通
商
の
途
を
開
く
た
め
根
室
に
来
航
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
英
国
船
将
ブ
□
丨
ト
ン
の
探
検
船
プ
ロ
ヴ
ヰ
デ
ン

ス
号
の

虻

田
、
絵
鞘
(室
蘭
)
入
舶
な
ど
の
こ
と
が
相
い
つ
い
で
起
り
、
北
辺
の
地
も
よ
ぅ
や
く
物
惜
騷
然
た
る
空
気
が
漲
っ
て
来
て
い
た
。

し
た
が

っ
て
エ
藤
平
助
の

「
赤
蝦
爽
風
説
考
」
や
林
子
平
の

「
三
国
通

」
ま
た
本
田
利
明
の

「
嘏
夷
私
考
」
な
ど
の
著
述
も
現
わ

れ
、
北
門
嵆
備
の
論
が
や
ま
し
く
論
じ
ら
れ
る
に
及
び
、
つ
い
に
藉
府
も
天
明
五
年

(一
七
八
五
〕
普
請
役
山
ロ
高
品
を
首
班
と
し

て
、
佐
藤
玄
六
郎
な
ど

一
行
五
人
の
瑕
夷
地
踏
杏
を
は
じ
め
と
し
、

政
元
年
秋
に
は
隠
密
と
し
て
普
請
役
青
島
俊
蔵
を
長
崎
俵
物

用
掛
と
し
、
小
人
目
付
小
笠
原
五
太
夫
を
商
人
に
扮
装
さ
せ
最
上
徳
内
を
案
内
人
に
仕
立
て
調
査
さ
せ
、
越
え
て

政
三
年
に
は
蝦

與
救
済
交
易
の
名
目
で
普
請
役
田
辺
安
蔵
ら
を
派
造
、
さ
ら
に
寛
政
十
年c

一
七
九
八
)
に
は
御
使
番
大
河
内
善
兵
®
、
勘
定
吟
味

役
三
橋
藤
右
衛
門
を
迪
わ
し
て
、
大
河
内
善
兵
衛
は
東

夷
地
、
三
楹
藤
右
術
門
は
西
蝦
夷
地
を
巡
回
し
て
つ
ぶ
さ
に
そ
の
実
情
を

調
査
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。

こ
の
三
橋
藤
右
術
門
の
西
蝦
爽
地
巡
回
は
同
年
の
五
月
二
十
五
日
松
前
を
出
立
、
石
狩
に
は
六
月
二
十
五
日
と

途
七
月
十
八
日

の
ニ
回
で
、
こ
れ
に
従
厲
し
た
武
藤
勘
蔵
の

「
蝦
爽
日
記
」
に
よ
る
と
。

廿
五
日
昼
休
ヲ
タ
ル
ナ
イ
是
よ
り
イ1/

カ
リ
ま
で
海
岸
歩
行
泊
リ
イ
シ
カ
リ
®
方
舒
、
当
所
は
西
蝦
夷
地
第
！
繁
昌
の
地
に

て
諸
国
の
船
繁
く
あ
り
、
船
頭
も
永
く
滞
留
し
メ
ノ
コ
の
内
お
か
ね
と
沄
女
ガ
ノ
ジ
の
勤
を
も
為
す
よ
し
、
支
配
人
番
人
と
も

夷
人
ま
で
も
外
場
所
よ
り
蒞
類
等
よ
ろ
し
き
か
た
也
、
当
所
よ
り
奥
臾
地
巡
見
成
か
た
き
よ
し
松
前
役
人
よ
り
申
立
此
夜
発
む

つ
か
し
く
一
日

滞
留
。

廿
七
日
イ
シ
カ
リ
出
立
海
岸
を
行
昼
休
ァ
フ
タ
と
云
所
に
は
化
石
が
多
く
あ
り
上
下
と
も
化
石
を
拾
い
て
た
の
し
め
り
、
ヲ

シー
m
a

コ
テ
に

と
ま
る

。

@

途
七
月
に
は

十
八
日
マ
シ
ケ
を
立
て
海
路
を
行
九
時
頃
よ
り
風
な
く
俄
の
引
船
に
て
放
果
取
ら
ず
夜
に
入
五
時
頃
イ
シ
カ
リ
に
着
す
夜
に
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編
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狩
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史
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ニ

入
れ
は
海
岸
はI

面
に
松
明
に
て
に
き
や
か
な
こ
と
な
り
、
御
用
向
に
て
当
所
に
五
日
滞
在
。

廿
五
日
シ
コ
ッ
越
と

て

ィ
シ
カ
リ
川
を
船
に
て
登
る
道
あ

り

此
道
を
出
立
す
。
ト
ィ
モ
カ
リ
と
い
う
所
に
て
船
中
に
泊
す
。

と
あ
っ
て
、
調

查
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
当
時
の
石
狩
の
模
様
を
扭
き
綴
つ
て
い
る
。

こ
の
結
果
つ
い
に
徳
川
蕋
府
は

政
十

一
年

(
一
七
九
九
)
正
月
十
六
日
付
を
以

っ
て、

松

前

若

狭

守

江

今
度
異
国
境
卸
取
締
被
仰
付
候
に
付
、
東
蝦
輿
地
之
内
嶋

々
迄
、当
分
御
用
地
被
仰
付
候
間
、
可
被
存
其
趣
候
。
尤
右
土
地
よ
り

是
迄
年
々
其
方
収
納
之
分
は
、御
用
中
は
従
公
儀
御
取
替
金
御
下
付
可
被
成
下
候
。
右
之
御
用
、
御
高
院
番
頭
松
平
信
濃
守
、
御

勘
定
奉
行
石
川
左
近
将
監
、御
目
付
羽
太
庄
左
衙
門
、御
使
番
犬
河
内
善
兵
術
、御
勘
定
吟
味
役
三
橘
藤
右

門
'右
五
人
之
面
々

重
立
被
仰
付
候
。
右
土
地
ぇ
蝦
夷
人
教
育
之
儀
を
始
め
、
交
易
之
趣
法
等
、
万
端
差
引
進
退
可
仕
之
旨
被
仰
出
候
。
是
又
被
得

其
窓
、
右
之
面
々
差
図
に
任
せ
候
様
可
被
致
候
。
委
細
之
儀
は
掛
り
之
面
々
よ
り
可
申
談
旨
相
達
候
條
、
得
其
意
可
被
談
候
。

と
な

っ
て
現
わ
れ
、
柬
蝦
夷
地
の
浦
川
か
ら
知
床
苹
島
に
至
る
地
域
な
ら
び
に
島
岐
を
、
七
年
間
の
期
限
を
定
め
て
御
用
地
と
し
て

上
地
し
、
蝦
爽
仮
直
轄
と
し
て
松
平
忠
明

(
信漉
守
)
外
前
文
四
人
に
司
裳
さ
せ
た
が
、
こ
れ
が
享
和
ニ
年

(
I

八〇

ニ
)
に
な

っ

て
、
さ
ら
に
知
内
か
ら
湳
川
ま
で
の
地
を
も
加
ぇ
、
戸
川
筑
前
守
安
論
、
羽
太
庄
左
術
門
正
魏
を
蝦
夷
奉
行
に
任
じ
、
同
五
月
こ
れ

を
箱
館
奉
行
と
改
め
て
、
南
嘏
夷
地
一
帶
を
永
久
に
葸
府
が
直
轄
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
こ
の
正
式
な
通
達
は
同
七
月
二
十
四
日
城

中
波
の
間
に
お
い
て
、
者
中
列
座
の
も
と
に
釆
女
正
か
ら
松
前
若
狭
守
名
代
堀
三
左
榭
門
に
、
左
の
如
く
申
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

蝦
夷
地
之
備
は
前
々
よ
り
其
方
進
退
い
た
し
来
候
姐
、
東
地
之
方
先
達
て
当
分
御
用
地
に
相
成
候
場
所
は
、
永
々
上
地
に
被
仰

付
、
西
地
之
儀
は
如
是
迄
相
心
得
、
仕
®
之
儀
は
厚
く
心
を
用
候
様
被
仰
出
候
。
可
被
存
其
意
候
。

と
東
蝦
夷
地
は
永
久
に
上
地
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
西
蝦
夷
地
は
こ
れ
ま
で
の
通
り
松
前
藩
の
領
地
に
し
て
お
く
か
ら
、
厚
く

心
を
用
い
る
よ
う
に
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
、
西
蝦
爽
雉
だ
け
が
ひ

と
り

平
穏
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
文
化
元
年

(
一
八◦
四
〕
九



月
、

ロ
シ
ャ
の
正
使

レ
ザ
ノ
フ
は

ク
ル
ー
ゼ
ン

シ
ュ
テ
ル
ン
の

率
い

る
ナ
デ

シ
ユ
タ

.
ネ
ヴ
ァ
の

ニ
®
の
軍
艦
に

て
、
長
崎
に
来
航

し
て
通
商
を

求
め
た

が
、
こ
れ
に
対
し
て
葸
府

は
翌
文
化

ニ
年

(
I

八〇
五
〕

三
月
ま

で
待
た
せ
た

あ
げ
く
、
に
べ
も
な
く
拒
絶
す

る
に
至

っ
た
。
レ
ザ
ノ
フ
の
憤
慂

は
や
る
か
た
な

く
、

こ
の
艦
隊

と
と
も

に
長
崎
を
経
て
カ
ム
?-
ャ
ッ
力
に
帰

っ
た
が
、
そ
の
際

一

行
は

三
日
間
石
狩
湾
に

滞
留

し
て
、
こ
の
地
の
状
況
を
調
査
し
て

い
る
。
そ
れ
は

こ
れ
よ
り
先

一
八〇

ニ
年
べ

テ
ル
ブ

ル
グ
で
発
刊

さ
れ
た

ズ
フ
テ
レ
ン
将
軍

の
監
修
に

か
か
る
海
図
部
出
版
の
地
図
が

、

I

つ
の
日
本
地
図
を

参
考
と
し
て
力
ラ
フ

ト
及
び

蝦

喪

地

西
海
岸
を

描
い
て

い
た
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
そ
れ
は

恐
ら
く
石
狩
川
及
び
千
哉
川
を
大
き
く
画
い
た

た
め
に

見
誤

っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

こ
の
石
狩
湾
か

ら
太
平
洋
に

ぬ
け
る

一
水
道
が
あ
る
の
で

、
こ
れ
を
確
認
す

る
た
め
だ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ク
ルー

ゼ
ン

'ゾ
ュ

テ
ル
ン
の

「
日
本
紀
行
」

に
よ
る
と

、

五
月
七
日
南
西

よ
り
弱
い
風
が
起

っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
我
等
は

今
や
総
帆
を

あ
げ
て

湾
深
く
入

っ
て
行

っ
た
。
遂
に
我
等
は

一〇
〇
尋

を
以
て
水
深
し
を
得
た
。
そ
し
て

こ
の
水
深
は
こ
れ
よ
り
今
や
次
第
に

減
じ
て
行

っ
た
。
朝
八
時
頗
る
晴
れ

て
快
き

空
氣
と
明
朗
な

水
平
線

と
の
中
に
我
等
は

陸
が
南
東
に
向
っ
て

ま
す
ま
す
相
合
し
て
、
今
は

も
は
や
わ
ず

か
な
空
間
を

残
す
の

み
で
あ
る
こ
と
を
認
め
自
ら
甚
だ

絶a

し
た
。
こ
の
発
見
は

ほ
と
ん
ど
全
く
予
の
希
望
を
挫
き
去

っ
た
。
し
か
も
な
お
予
は
南

東
に
向
け

予
の
航
路
を

続
行
し
、
遂
に
我
等
は
南
東
に
甚
だ

平
ら
な
陸
地
の

完
全
に

速
結
し
て

い
る
の
を

認
め
た

の
で
あ
る
。

水
深
は

今
や

ニ
三
尋
に
し
て
細
き
灰
色
の

砂
の
底
に
連
し
、
水
は

こ
の
処
で
は
鹹
味

や
や
少
く
、
そ
の
比
重
は

海
水
の

そ
れ

よ

り
も
遙
か
に
軽
か

っ
た
。
恐
ら
く
湾
の
奥
に

一
つ
の
大
河
が

海
に

注
い
で
居
る
の
で
あ
る
。
艦

の
傍
を

た
だ

よ
い
過
ぎ
去

っ
て

行

っ
た
多
く
の
木
材
に

よ
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
は

一
層
真
実
ら
し
く
考
え

ら
れ
る
。

我
等
は

一

つ
の
大
な

る
湾
の
中
に

居
た

に
過
ぎ
な
い

と
い
う
こ
と
を
我
等

一
同
が
確
信

し
た
後
、
予
は
十

時
半
に

艦
を
転
向
せ

し
め
湾
の
北
端
に

向
け
て

予
の
航
路
を

と
っ

た
。
我
等
の

観
測
に

よ
れ
ば

こ
の
岬
は
北
緯
四
三
度
四
二
分I

五
秒
、
西
経

ニ
ー

八
度
四

一
分
三〇

秒

に
位
す

る
。

こ
の
処
に
通
路
を
見
出
そ

う
と
す
る
予
の
希
望
は

衷
切
ら
れ
と
は
い
え
、
し
か
も
予
は
我
等

が
こ
の
湾
の
調
査
の

為
に

し
た
三
日
間
を
惜
し
む
こ
と
要
せ
な
か

っ
た
。
ま
た
我
等
は
た
だ

一
つ
の
湾
の
内
に
居
た

に
過
が
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編
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編
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狩
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歴
史

時
代

一
三

四

な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
を
我
等
が
確
め
た
後
に
も
、
若
し
も
風
が
北
西
に
変
ら
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
予
は
我
等
の
調
査
を
®
後

ま
で
続
け
た
で
あ
ろ
う
。

と
記
し
て
、
も
ち
ろ
ん
石
狩
か
ら
太
平
洋
に
通
ず
る
水
道
は
発
見
し
て

い
な
い
が
、
石
狩
川
の
存
在
を
感
じ
と
っ
た
も
の
の
如
く
、

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は

こ
の
石
狩
湾
を
、
芸
術
ア
カ
デ
ミ
イ
の
総
長
に
敬
意
を
表
し
て
ス
ト
ロ
ゴ
ノ
フ
湾
と
呼
ん
だ
。

嵇
府
は
鎖
国
政
策
か
ら
強
硬
態
度
で
ロ
シ
ャ
使
節
を
追
返
し
た
も
の
の
一
つ
の
不
安
が
あ
っ
た
に
逾
い
な
い
、
こ
と
に
ロ
シ
ャ
の

艦
隊
が

こ
の
石
狩
湾
に
滞
在
し
た
り
、
さ
ら
に
宗
谷
の

ノ
サ
ッ
プ
に
上
陸
し
た
と
い
う
報
告
を
受
け
る
と
、
長
崎
に
お
い
て

口
シ
ャ

使
節
に
当

っ
た
目
付
遠
山
金
四
郎
景
晋
に
勘
定
吟
味
役
村
桓
左
太
夫
定
行
を
添
て
、
早
速
西
嘏
夷
地
を
調
査
さ
せ
た
が
、
文
化
三
年

¢
1

八〇
六
)

そ
の
時
こ
の|行

に
加
は
っ
た
東
.〖
@元
稹
の
「
東
海
参
||
」
に
は

四
月
廿
日
陸
行
、
ラ
タ
ル
ナ
ヰ
川
、
ク
ン
べ

マ
イ
、
イ
シ
カ
リ

(

臾
百
軒
余
置
上
屋
十

一
軒
〕
蝦
喪
地
秋
味
大
狐
の
所
三
四
十

年
以
前
に
は
十
二
は

ひ
程
有
し
が
近
来
不
猫
と
成
五
六
は
ひ
許
と
い
ふ
、

r

は
ひ
と
云
ふ
は
千
石
積
一

のif?

に
て
鮭
の
数
五

万
本
な
り
。
イ
シ
カ
リ
川
大
河
に
て
千
石
余
の
船
も
岸
に
よ
っ
て
繫
く
、
水
上
静
に
て
水
底
は
急
流
な
り
碇
を
下
す
事
あ
た
は

ず
深
き
処
は
三
四
十
尋
も
有
、
年
中
河
水
に
ご
り
て
清
む
事
な
く
又
洪
水
と
い
ふ
も
更
に
な
し
黄
河
と
い
ふ
も
及
び
難
か
ら
ん

か
、
水
源
イ
シ
カ
リ
山
よ
り
出
流
三
十
日
を
経
て
至
る
と
、
此
河
水
海
中
に
入
て
三
四
里
が
間
猶
水
勢
み
ゆ
る
由
、
茲
海
中
魚

も
此
川
ニ
三
里
泝
す
る
亊
有
て
河
水
に
て
海
魚
を
狐
す
る
事
も
一
奇
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
此
川
ロ
の
南
北
十
五
六
里
の
所
は
海

浜
に
大
木
数
万
本
を
波
の
う
ち
上
る
在
、
其
長
き
は
二
三
十
尋
太
さ
も
三
尋
の
も
の
有
、
是
み
な

イ
シ
カ
リ
よ
り
流
れ
出
る

所

な
り
、
其
大
河
成
る
こ
と
是
を
以
て
し
る
へ
し
、
海
厥
、
©
黒
、
比0

魚
、
河
腹
の
類
は
見
る
及
ぶ
所
な
り
夏
の
う
ち
此
川
に

て
鴨
等
乳
伏
す

と
い
ふ
。

番
人
等
綱
を
以
て
魚
を
と
る
、
う
く
ひ
と
い
ふ
も
の
な
り
、
数
百
本
を
得
て
川
に
て
其
旗
を
取
魚
は
川
中
へ
拾
流
す
、
其
故
を

知
ら
ず
傍
人
に
と
へ
ば
今
夕
の
油
に
用
ふ
る
と
な
り
、
誠
に
漁
利
の
広
大
な
る

事
は
か
る
べ
か
ら
ず
、

四
月
ニ
十
ー
日

風
に
て
出
船
す
川

ロ
は
砂
州
有
て

よ
か
ら
ず
急
流
の
河

ロ
故
失
事
数
度
有
と
て
水
先
船
先

に
立
て
行
川
の
南



北
は
曠
野
な

り
十
余
里
程
へ

て
山

々
速
綿
す
、

シ
ポ
ッ
フ
ナ
カ
ハ
マ
、

モ
ウ
ラ
イ

(
十
七
軒
)
、
ヲ
子
ト
マ
リ

(

十
四
軒
)
、

ウ
ェ
ン
シ
リ

(
ニ
軒
〕
、
ヲ
シm

p
n

ツ
に
て
上
陸
し
て
泊
す
。

ま
た
、

r

遠
山
村
垣

.
西
蝦
夷
日
記J

に
は

四
月
廿
日
ヲ
タ
ル
ナ
イ
川
端

(
新
規
仮
小
屋
あ
り
前
夜
止
宿
)
発
凡
三
里
余

石
狩
海
路

ょ
り
六
七
町
引
込
候
澗
勤
番
屋
有
之
松
前
若
狭
守
家
来
上
役

一
人
下
役
両
人
相
詰
候
、
石
狩
;|!
附
の
諸
役
所
運

上
屋
八
軒
漁
小
屋
蝦
夷
家
も
有
之
候

石
狩
川
幅
六
十
間
余
、
川
上
船
路
凡
十
日
程
有
之
候
、
右
川
内
へ
諸
国
船
多
入
込
蝦
夷
地
第

I

の
大
河
に
て
川
の
左
右
は
遙
に

釘
開
雑
木
茂
り
候
て
格
別
の
広
場
に
相
見
申
候

四
月
廿

一
日
石
狩
川
ょ
り
出
帆
四
五
町
に

て
海

ロ
出
て
船
路
凡
三
里
程
間
は
右
の
海
岸
平
地
に

て
夫
ょ
り
小
山
海
に
臨
み
崩
候

て
切
崩
と
相
成
候
処
も
相
見
え
候
へ
共
浜
辺
伝
の
道
を
有
之
都
て
此
辺
大
山
も
無
御
座
候

シ
ユ

ツ
フ

シ
リ

ア

ツ
カ

リ

モ
ウ

ラ
イ

此
三
ケ
処
鮭
の
漁
小
屋
並
蝦
夷
家
も
相
見
申
候

ヲ
子
ト
マ
リ
、
此
処
鯡
漁
番
所
有
之
候

右
何
れ
も
海
岸
山
立
沢
合
小
屋
鋪
理
差

立
候
、
此
辺
龍
通
候
頃
風
烈
敕
相
成
候
に
付
澗
内
に
漕
寄
此
所

泊
。

こ
ぅ

し
て

宗
谷
ま
で
行
き
帰
途
は

石
狩
か
ら
勇
払
越
で
太
平
洋
岸
に
至

っ
て
い
る
が
、

六
月
十

|

日
石
狩
川
出
立
船
路
凡
十
四

五
町
川
上
龍
越

ト

ク

ヒ
ラ

川
端
右
の
方
に

H
V

家
三
軒
有
之
候

右

の
漁
場
に
御
座
候
由
猶
十
町

許
過
候
得
ば

ヤ
ウ
シ
ッ
ハ

川
端
左
の
方
に
蝦
夷
家
四
軒
有
之
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史
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六

マ
ク
ン
ベ
ツ
川

幅
七
八
間

右
石
狩
の
古
川
に

て
当
時
川
瀬
の

右
方
に

有
之
、
本
川
迄
の

間
雑
木
菰
筹
生
ひ
立
候
洲
有

之
、
船
右
川
を

*
抜
け
て

凡
六
七
町

に
て
本
川
へ
出
、
又
六
七
町
程
過
候
て

シ
ビ

シ
ビ

鮭
狐
の
小
屋

相
見
申
候

トリ

グゾ
H

ゾ
家
漁
小
屋
餘
程
相

見
候

ト
リ

ア
ン
と
申
所
辺
ょ
り
石
狩
川
水
底
平
の
由
に

て
網
引
仕
能
、
年

々
大
漁
の

場
所
に
御
座
候
由

猶

一
里
許
罷
越

左
の
方
に

フ
シ
コ

べ
ツ
川
幅

十
間

此
川
筋
も
以
前
の
石
狩
川
本
漸

に
て
御
座
候

由
猶
十
四
町

罷
越
右

の
方
に

ハ
ッ
シ
ャ
ブ

川
幅
四
間
許
此
処

に
て
石
狩
川

え
落
合
申
候

ヤ
ゥ

シ

ハ

鮭
の
漁
場
に

て
御
産
候

サ

ッ
ホ

ロ

川
幅
十
四

五
間
此
処
に

て
石
狩
川
え
落
合
申
候

ピ

ト

ィ

蝦
與
家
三
軒
有
之

鮭
の
漁
場

に
御
座
候

ト

ゥ

べ

ツ

川
幅

四
五
間

(
左
方
に

あ
り
)
此
処
に

て
石
狩
川
へ

落
合
申
候

と
、
往
時
の

石
狩
沿
岸

や
石
狩
川
筋

の
様
子
を

復
命
し
て

い
る
。

こ
ぅ
し
た
中
に

レ
ザ
ノ
フ
は
前
年
縣
府
か

ら
受
け
た

侮
辱
に
対
す
る
報
復
を
考
え
、
既
に
前
記

「
日
本
紀
行
」

に
も
我
が
国
の

国

倩
を
見
て
と
り

ア
二
ア
湾
の
占
領
は

些
少
の

危
険
も
な
く
行
な
わ
れ

る
事
が
出
来
る
。
十
六
の

大
砲
と
六
十
人
の
兵
士
を

の
せ
た

ニ
隻
の
小
艇

を
以
て
す
れ
ば

、
疾
風
に

乘
じ
て

日
本
の

全
艦
隊
を

打
ち
沈
め
る

に
充
分
で

あ
る
。
そ
の

日
本
の

全
艦
隊
が

一
万
の
兵
を
乗
せ

て
い
る

と
し
て

も
こ
れ
で
充
分
で

あ
る
。
予
は
確
信
す

る
。
こ
の
奪
取
は

一
滴
の
血
を
も

さ
な
い
で

あ
ろ
ぅ
こ
と
を
。
し
か

も
こ

の
事
を
第

|に
不
可
能
と
す
る
主
要
な
る
障
碍
と
思
わ
る
る
も
の
は
、
即
欧
洲
と
北
亜
細

亚
内
ロ
シ
ヤ
領
地
と
の
間
に
恒



久
的
な

る
水
路
交
通
の
な
い
®

で
あ
り
、
特
に

こ
の
地
方
に
働
く
露
西亜
人
の
数
少
な
き
事
で
あ
り
、
シ
べ
リ
ャ
及
ヵ
ム
チ
ャ

ッ
ヵ
に
人
間
の
少
な
い

事
は
実
に
他
に
比
頸
を
見
得
な
い

程
な

の
で
あ
る
。

と
、
す
で
に

ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン

が
記
述
し
て

い
る
程
で
、
そ
こ
で
レ
ザ
ノ
フ
は
こ
の
報
告
に
も
と
ず
き
海
軍
大
尉

フ
ォ
ス
ト

フ
及
ぴ
小
尉
ダ
グ
ィ
ド
フ
に
命
じ
、
武
裝
艦
ニ
狴
を
も
っ
て
文
化
三
年
九
月
、
松
前
藩
勤
番
役
の
引
あ
げ
た
後

に
樺
太
の
久
春
古
丹

を
製
い
、
番
人
富
五
郎
以
下
四
人
を
捕
え
倉
庫
か

ら
米
、
味
噌
、
そ
の
他
を

掠
め
、
運
上
屋
、
倉
庫
、
弁
天
社
を
焼
き
払
う
と
い
う

結
果
と
な

っ
て
現
わ
れ
た

。

菽
府
は

こ
う
し
た
露
西
亜
の
製
盤
翦
件
や
、
前
記
遠
山
®
晋
並
に
村
垣
左
太
夫
の
西
蝦
夷
地
回
浦
の
報
告
に

基
ず
き
、

つ
い
に
翌

文
化
四
年

(
I

八o
七
)
三
月
二
十
二
日
、

松

前

若

狭

守

蝦
爽
地
之
儀
は
古
来

ょ
り
其
方
家
に

て
進
退
い
たL

来
候
得
共
、異
国
へ
接
し
候
島

々
万
端
之
手
当
整
え
難
き
様
子
に
付
、
先
達

て
東
蝦
夷
地
上
地
被
こ
仰
出
一
従
，一
公
儀
-
御
所
持
被
こ
仰
付

一候
。
西
蝦
臾
之
儀
は
非
常
の
備
等
其
方
手
限
難
ニ
行
届
一
段
申
上
、

外
国
の
境
不

_

容
易

一
#
に
被
-

|
思
3
|
候
間
、
此
度
松
前
西
蝦
爽
ー
円
被
ー|
召
上
|
候
。
依
レ
之
其
方
え
新
規
九
千
石
被
レ
下

候
。
場
所
之
儀
者
追
而

可

̶
相
逹

一
候

と
、
即
ち
西
蝦
夷
の
儀
は
非
常
の
備
え
な
ど
其
方
で
は
行
届
き
難
く
、
外
国
と
の
挺
で
も
あ
り
容
易
な
ら
ざ
る
#
に
思
召
さ
れ
て
、

松
前
及
び
西
蝦
夷
地

1
円

を
召
上
げ
る
が
、
そ
の
代

り
新
規
に

九
千
石
を
下
さ
れ
る
と
あ

っ
て
、
松
前
家
十
四
代
章
広
は
奥
州
梁
川

に
移
封
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
に

し
て
同
年
九
月
二
十
七H

福
山
城
に
お
い
て
葸
府
勘
定
役
男
谷
平
蔵
と
松
前
藩
家
老
下
国
豊
前

と
の
間
に
、
町
役
所
、
沖

ロ
®
所
、
遠
見
番
所
及
び
西
蝦
夷
地
各
場
所
の
運
上
屋
、
番
屋
、
役
人
詰
所
、
渡
船
な

ど
の
受
渡
が
行
な

わ
れ
、
同
十
月
十
日
箱
館
奉
行
は

福
山
に
移

っ
て
政
務
を

と
る

こ
と
に
な
り
、
従
来
の
箱
舘
奉
行
戸
川
安
倫
と
羽
太
正
養
は
松
前
奉

行
に
改
ま
っ
て
、
更
に
河
尻
甚

五
郎
春
之
、
村
垣
左
太
夫
定
行
が
附
加
さ
れ
、
石
狩
場
所
も
当
然
西

夷
地
の
各
場
所
と
共
に
、
松

前
藩
の
手
を

は
な
れ
て
蕋
府
の
手
に
移

っ
た
の
で
あ
る
。

第
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狩
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史
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八

し
か
し
な
が
ら
露
船
の
出
没
は
な
お
後
を
断
た
ず
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
同
四
月
二
十
三
日
に
はH

トP

フ
島
の
内
保
を
襲

し
、

更
に
五
月
二
十
二
日
に
は
樺
太
に
至

っ
て
ゥ
ル
タ
ヵ
の
番
屋
や
倉
庳
を
焼
払
い
、
越
え
て
同
月
二
十
九
日
に
は
礼
文
島
の
沖
に
て
、

た
ま
た
ま
航
行
中
の
福
山
の
伊
達
林
右
衛
門
所
有
の
宜
幸
丸
に
、
鉄
砲
を
放

っ
て
こ
れ
に
迫

っ
た
の
で
、
船
子
逹
は
伝
馬
船
に
乗

っ

て
逃
れ
た
が
、
露
船
は
宜
幸
丸
に
乗
移

っ
て
米
五
百
俵

•
塩
三
十
俵

.
洒
衣
類
を
掠
奪
し
て
同
船
を
焼
き
す
て
る
に
至

っ
た=

し
か

も
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
六
月
二
日
野
寒
岬
の
沖
に
て
松
前
藩
の
船
禎
祥
丸
を
追
擊
し
、
兵
器
其
他
の
貨
物
を
奪
い
、
転
じ
て
利
尻

島
に
至
っ
て
碇
泊
中
の
官
船
万
春
丸
、
商
船
誠

丸
を
襲

っ
て
船
中
に
あ
っ
た
大
砲

一
門
及
び
米
、
酒
、
地
図
を
掠
取
し
、
つ
い
に

番
屋
、
倉
庫
、
万
春
丸
、
誠
龍
丸
を
焼
沈
す
る
な
ど
の
こ
と
が
あ

っ
た
。

葸
府
は
こ
れ
が
対
策
と
し
て
直
ち
に
津
軽

.
南
部
の
ニ
藩
に
命
じ
て
瞥
備
に
出
動
さ
せ
た
が
、
そ
の
状
況
を
®
払
越
で
石
狩
を
通

っ
て
宗
谷
に
向

っ
た
。
津
軽
藩
士

f

山
崎
半
蔵
日
記j

に
ょ
る
と
、
す
で
に
ヱ
ト
ロ
フ
か
ら
の
飛
脚
の
報
告
に
太
平
洋
岸
の
勤
番
役

人
及
び
そ
の
婦
女
子
た
ち
は
、

五
月
ニ
十
八
日
朝
、
雨
、
今
日
サ
ル
ル
ン
の
在
住
折
原
政
吉
妻
、
同
支
配
人
の
妻
、
ム
ヵ
ヮ
地
役
の
家
内
河
西
祐
助
子
同
忍
使
の

女
、
其
外
何
人
の
家
内
妻
妾
か
、
さ
ま
ざ
ま
恨
み
言
を
申
し
泣
き

唤
き
、

啃
れ
着
の
帯
衣
裳
を
も
惜
み
い
た
わ
る
心
も
な
く
、
泥

砂
に
弓
き
ま
ぶ
れ
歩
み
得
ぬ
足
を
血
に
染
み
て
、
急
き
舟
々
へ
乗
行
く
有
様

と
、
さ
な
が
ら
戦
国
時
代
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
と
書
き
綴
つ
て
い
る
が
、
1
払
川
を
遡
っ
て
千
歳
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
こ
も

ま
た

頃
日
逃
れ
集
り
し
婦
人
等
会
所
前
へ
多
く
出
て
、
浜
の
様
子
は
如
何
に
未
だ
別
条
な
き
や
、
今
晚
妥
に
て
御
止
宿
と
眾
れ
ぱ
安

心
な
り
、
一
両
日
も
逗
留
成
ま
じ
き
や
、若
し
旅
館
手
狭
な
ら
ず
や
、
会
所
は
手
広
な
り

酿
酌
な
く
同
居
な
さ
れ
ょ
か
な
し
と
、

皆
泣
き
な
が
ら
い
ぅ
ぞ
稀
有
な
り
き

と
あ

っ
て
、
い
ま
に
も□

シ
ャ
人
が

舆
払
、
千
歳
ま
で
も
翦
い
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ぅ
夢
想
の
恐
怖
に
お
び
え
、
津
軽
藩
士
卒

の
逗
留
を
泣
い
て
訴
え
る
有
棣
で
あ
っ
た
。
こ
ぅ
し
て
律
軽
藩
士
の
一
行
は
、



六
月
朔
日
、
千
歳
川
舟
に
て
ニ
里
程
下
り
、
シ
ュ
マ
マ
ツ
フ
川
右
よ
り
落
合
、
そ
れ
よ
り
三
里
程
舟
行
、
同
イ
チ
ャ
リ
ブ
ト
川

落
合
一

i
l

筋
合
流
し
、
こ
こ
よ
り
先
き
イ
シ
カ
リ
川
の
落
合
ま
で
を
イ
へ
ツ
と
い
う
。

イ
チ
ャ
リ
ブ
ト

(
千
歳
よ
り
是
迄
五
里
と
い
う
)
会
所
あ
り
芦
萱
苷
反
り
屋
根
に
て
見
琪
な
る
普
諧
な
り

1
、
此
所
よ
り
イ
チ
ャ
リ
ブ
ト
;|!
五
里
登
り
、
イ
チ
ャ
リ
、
ム
イ
チ
ャ
リ
の
與
村
ニ
あ
り
、
各
廿
家
内
外
|昼
夜

鲑
魚
八
千
尾

は
減
ぜ
ぬ
所
と
て
越
年
所
も
あ
り
、
夫
よ
り
陸
行
三
里
程
、夫
よ
り
舟
行
ニ
里
計
り
に
て
千
歳

へ
い
た
る
。
尤
も
千
歳
へ
押
々

陸
行
な
れ
ど
も
泥
菹
が
ち
に
て
殆
ん
ど
難
儀
な
り
と
ぞ
。

ー
、
ト
イ
シ
ャ
リ
(
イ
へ
ツ
、
イ
チ
ャ
リ
フ
ト
よ
り
爰
迄
七
里
に
し
て
イ
シ
カ
リ
川
に
合
)夷
言
ツ
イ
シ
カ
リ
と
唱
る
が
如
し
、

会
所
手
広
な
り
上
段
付
の
坐
席
な
ど
あ
り

石
®
川
三
里
程
乘
下
り
、
ユ
ゥ
ハ
リ;l
i

右
よ
り
落
合
、
夫
よ
り
ニ
里
許
サ
ツ
ホ

d

川
左
よ
り
落
、
夫
よ
り

一
里
許
に
ハ
ツ
サ

フ
川
左
よ
り
入
る
、
夫
よ
り
四
里
程
に
て

ー
、
石
膘
川
(
ト
イ
シ
カ
リ
よ
り
爰
迄
十
里
と
い
う
〕
連
上
恩
十
三
軒
あ
り
、
凡
與
地
中
漁
の
大
場
な
り
、
松
前
候
の
勤
番
当

所
は
歴
々
の
詰
所
と
い
う
、
三
浦
兵
七
、
品
川
運
司

と
当
時
石
狩
勤
番
所
の
詰
合
は
三
浦
兵
七
、
品
川
迎
司
の
ニ
名
の
松
前
藩
士
で
あ

っ
た
。

津
軽
藩
瞀
備

一
行
は
石
狩
を
六
月
二
日
に
出
立
し
て
宗
谷
に
向
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
陸
路
徒
歩
行
軍
で
、
浜
益
に
着
く
と
、

早
く
も
飛
脚
船
に
逢
着
し
た
の
で
#
ね
る
と
、
こ
の
事
は
途
中
に
て

り
に
申
し
ま
じ
と
な
れ
ば
御
内
々
だ
が
、

f

ヤ
ン
ケ
へ

異
国

船
ニ
艘
か
か
り
お
り
乱
暴
致
しi

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
同
三
日
増
毛
に
着
く
と
場
所
支
配
人
庄
平
が
、

r

村
上
左
金
吾
様

仰
さ
れ
候
は
、
御
手
前
是
へ
着
候
は
ば
急
ぎ
参
ら
れ
候
様』

と
い
う
运
言
で
、
四
日
未
明
に
増
毛
を
出
発
す
る
と
、

„

未
だ
物
見
分
り
き
な
も
飛
脚
船
と
見
え
、櫓
橄
多
く
立
て
百
足
虫
の
水
上
を
走
る
が
如
く
、灘
近
く
急
き
な
が
ら

某
の

名
を
呼

ぶ
、
答
え
け
れ
ば
直
様
磯
へ
寄
せ
©
状
を
達
す
、
ソ
ゥ
ヤ
詰
深
山
宇
平
太
殿
よ
り
異
国
船
も
見
得
候
間
急
き
参
ら
る
べ
く
と
の
旨

と
あ

っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
昼
夜
兼
行
で
急
行
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
北
辺
存
亡
の
非
常
行
励
を
と
っ
て
い
る
。
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こ
三
〇

西
蝦
臾
地
の
以
上

の
よ
ぅ
な
情
勢
に

か
ん
が
み

、
最
も
重
要
な

地

と
し
て

着
目
さ
れ
た
の
は

石
狩
で
あ

っ
た
。
こ
と
に
同
年
八

月
堀
田
摂
津
守
は

近
藤
重
蔵
に
対
し
、
蝦
夷
地
に
お
け
る
®
備
資
料
の
蒐
集
を

命
ず

る
と
こ
ろ

と
な

っ
た
が
、
重
蔵
は

政
十
年
大

河
内
政
寿
に

つ
い
て
柬
蝦
夷

地
及
び
千

を
巡
視
し
、
翌
年
択
捉
島
を
開
い
て
偉
功
を

た
て
た

の
を
始
め
、
蝦
與
地
に

往
復
す
る
こ

と
十
二

回
、
越
年
す

る
こ
と
二
回
に

及
び
当
時
屈
指
の

蝦
夷
通
を
以
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
でa

蔵
は
縣
命
を
帯
び
る
と
西
海
岸

を
北
上
し
て
つ
ぶ
さ
に
そ
の
形
況
を
調
査
し
、
さ
ら
に
石
狩
州
流
域
を
探
察
し
て
十
ニ
月
江
戸
に
帰
っ
て
報
告
し
た
の
が
、
す
な
わ
ち

総
蝦
臾
地
御
要
*
之
儀
に
付
心
得
候
趣
申
上
候
®
付

イ
シ
カ
リ
川
の
義
は
惣
蝦
爽
地
の
中
央
第

一
之
大
河
に

て
川
筋
水
源

ま
で
凡
百
里
余
の
間
左
右
打
開
け

平
地
沃
野

の
み
に
て
、

林
木
繁
茂
爽

人
所

々
に
住
居
川
上
迄
夷
人
は
粮
魚
夥

敷
有
之
東
西
南
北

遠
山
遙
に
相
囲
み
平
地
の
分
、
長
を
絶
ち
短
を
補
候
は

ば
方

亩
里
余
の
区
域
に
可
相
成
其
上
右
枝
流
、
束
の
方
は
ユ
ウ
プ
ツ
川
え
連
り
、
ト
カ
チ
川
へ
接
し
、
西
は
テ
シ
ヲ
川
並
マ
シ

ケ
川

ル
ル
モ
ッ
へ
ツ
川
へ
通
じ
、
東
北
は

ソ
ウ
ヤ
川
モ
ン
べ

ツ
川
辺
へ

達
し
、
四
方
通
路
殊
に

宜
敷
、
実
に
蝦
喪
地
の
中
国
枢

要
の
地
に

て
、
奥
州
路
の
内
大
概
仙
台
領
の
彊
地
よ
り
も
尚
打
開
け

山
際
遠
き
様
に
相
見
申
候
、
加
え

イ
シ
カ
リ
の
儀
は
暇
夷

第

一
の
都
会
の

地
の
由
、
前

々

人
災

人
共
申
伝
へ
諸
方
の

蝦
夷
人
入
込
住
居
仕
候
上

(
他
場
所

の
夷
人
飢
渴
等
の
時
イ
シ
力

リ

へ
参
り
永
住
仕
候
者
も
有
之
、
又
秋
味
漁
®

よ
り
引
続
き
永
住
の

者
も
有
之
、
既
に
当
時

ソ
ウ
ヤ
の
爽
人
五
六
十
人
イ
シ
力

リ
筋

へ
参
り
所

々
に
永
住
の

者
も
有
之
、
是
等
を

集
め

一
村
取
立
候
て

も
宜
敷
程
の
事
に
御
座
候
〕
、
秋
味
鮭
漁
の

筋
は

何
方

の
爽
人
と
て
も
前

々
よ
り
勝
手
にg

分
網
器
を
以
て
漁
事
相
稼
ぎc

イ
シ
カ
リ
鮭
漁
の

仕
法
は
外
場
所

々
々
と
違
い
夷
人
共
運

上
屋

の
手
を
離
れ
、
冬
中
夷
人
手
細
工

仕
候
網
を
以
て
各
組
合
を

立
て
川
筋
浜
辺
所

々
に
網
引
仕
り
、
船
方

と
相
対
交
易
仕
候

儀
に
御
座
候
、
秋
味
中
は
川
中
へ
廻
船
十
四

五
艘
も
乘
込
居
り
昼
夜
賑
敷
事
に
御
座
候
〕
、
此
川
筋
に

限
り
是
迄
飢
渴
の
患
更

に
無
之
由
に
相
昍
申
候
、

一
体
蝦
夷
地
は
是
迄
道
路

相
開
け
申
さ
ず
候
間
往
来
の

者
海
岸
ば
か

り
通
行
仕
候
間

峻
組
難
所
多
く

秋
冬
風
波
荒
吹
き
砂
破
不
毛
の

土
地
柄

の
様
に
申
越
候
も
の
有
之
候
へ

と
も
、
本
邦
国
地
と
て
海
岸
は

何
方
も
同
様
の

儀
遠
浅

の
処
は
砂
破
の
浜
に

て
岸
深
の
処
は
山

整
嶮
蛆
を
以
て
相
支
え
、
た
と
え
ば
庭
前
へ

山
を
築
き
池
を
堀
候
も
同
棣

の
訳
に

て
造



物
自
然
の
地
理
に
有
之
、
右
浜
方
に
住
居
候
漁
民
は
大
抵
臾
人
も
同
様
の
境
界
に
相
見
候
儀
に
御
座
候
処
、
中
地
を
達
観
不
仕

も
の
は
間
々
砂
漠
な
ど
申
#
に
候
得
共
砂
漠
と
は
訳
合
相
適
仕
候
儀
に
御
座
候

(
唐
土
に
て
は
北
方
辺
塞
の
地
砂
漠
多
く
本
邦

と
て
も
那
須
原
並
に
夷
地
シn

ツ
辺
は
砂

と
可
申
処
に
御
座
候
)
、
将
又
総K

地
の
内
四
大
河
有
之
ィ
シ
カ
リ
川
を
第

一
と

仕
り
テ
シ

7

川
を
第
二
、
ト
カ
チ
川
を
第
三
、
ク
ス
リii
[

を
第
四
と
可
仕
候
、
何
れ
も
川
上
所
々
夷
人
住
居
罷
在
海
漁
の
節
浜

方
へ
相
下
り
候
は
勿
論
平
生
は
栗

•
稗
等
作
覚
え
飯
®
に
仕
り
、
其
内

一

向
海
浜
へ
出
不
申
山
住
の
み
仕
候
夷
人
も
有
之
、
中

土
は
沃
瞍
の
地
多
く
風
も
荊
く
寒
さ
も
暖
か
に
て
則
ち
本
邦
中
土
農
民
同
様
の
境
界
に
有
之
候
、
私
儀
是
迄
蝦
爽
地
十
二
度
往

返
二
度
越
年
も
仕
り
山
中
川
上
を
跋
渉
仕
候
上
再
三
愚
考
仕
候
処
、
夷
地
御
®a

の
儀
は
第

一
蝦
爽
地
の
中
土
へ
御
要
害
相
立

て
、
四
方
へ
道
路
相
開
き
中
土
ょ
り
充
実
仕
候
上
四
方
へ
張
出
し
候
形
勢
に
相
成
り
東
西
南
北
と
も
自
在
に
救
応
仕
候
事
、
普

ば
常
山
の
蛇
の
首
尾
相
救
候
如
く
、
手
足
又
蜘
蛛
の
網
へ
觸
候

へ
ば
鳴
子
の
網
を
動
し
候
如
く
手
足
を
使
い
候
同
様
自
由
自
在

に
一
国
左
右
前
後
控
制
援
助
仕
候
様
の
形
勢
に
無
之
候
て
は
、
此
大
国
小
人
数
の
夷
地
外
寇
を
引
受
候
て
は
中
々
十
分
の
勝
利

觉
束
な
く
と
奉
存
候
、
是
迄
の
姿
は
松
前
.
箱
舘
ノ
江
差
の
三
ケ
所
の
ロ
地
の
み
を
重
と
仕
候
へ
と
も
右
は
三
百
年
前
蝦
夷
未

開
の
砌
松
前
の
も
の
共
、
只
々
本
邦
海
舶
往
来
の
便
利
の
み
を
謀
り
候
儀
に
て
、
総
蝦
夷
地
を
経
略
仕
り

「
ヲD

シ
ヤ
」
満
洲

等
外
寇
の
不
虛
へ
備
候
遗
謀
長
策
は
曾
て
無
之
歌
故
、
た
と
え
ば
数
万
坪
の
屋
敷
を
表
門
の
番
の
み
を
堅
固
に
仕
り
裏
門
ょ
り

総
囲
の
垣
塀
に
至
り
候
て
は

一
向
用
心
無
之
候
も
同
様
の
振
合
に
て
、
只
々
ロ
地
ば
か
り
片
つ
り
に
相
成
搦
手
と
被
蒐
候
へ
は

何
翦
も
行
届
不
申

I

敗
再
び
振
か
た
く
と
申
如
く
畢

経
国
の
略
に
疎
き
故
と
相
見
申
候
、
近
く
は
他
台
は
石
の
巻
に
建
都
不

仕
、
南
部
は
宮
古
に
建
都
不
仕
候
類
に
て
古
人
の
心
相
見
中
し
、
然
る
上
は
此
後
永
久
ヲ
ロ
シ
ヤ
満
洲
御
取
締
筋
の
処
御
処
置

被
為
在
候
は
ぱ
、
何
れ
に
も
中
土
を

I

ケ
所
御
要
害
の
地
と
相
定
め
右
中
土
ょ
り
奥
蝦
夷
を
救
応
勢
援
仕
候
様
追
々
御
仕
法
有

之
可
然
儀
と
奉
存
候
、
尤
松
前
、
箱
館
、
江
差
は
本
邦
国
地
に
接
し
候
渡
海
便
利
の
場
所
故
、
右
の
外
中
土
ょ
り
奥
地
を
控
制

仕
候
緒
。メ
の
括
り
有
之
候
に
付
ィ
シ
カ
リ
筋
第

I

の
要
枢
雄
鎮
の
地
と
奉
存
候
、
最
早
敵
国
外
患
を
引
受
候
上
は
因
循
苟
且
の

論
は
差
置
何
れ
に
も
総
夷
地
永
久
堅
固
の
御
仕
法
無
之
候
て
は
不
相
成
儀
と
奉
存
候

(
中
略
)
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ニ

I
、

国
地
経
略
の
本
は
穀
物
出
来
候
と
道
路
開
け
候
と
此
ニ
つ
尤
先
務
と
奉
存
候
、
殺
物
は
稲
米
は
不
存
候
へ
ど
も
麦
稗
雑
穀

は
総
夷
地
の
内
エ
ト
ロ
フ
迄
も
何
方
と
て
も
急
度
出
来
申
候
(稲
米
も
山
中
海
風
を
不
受
所
に
て
は
随
分
出
来
可
申
哉
と
奉
存

候
)
、道
路
の
儀
は
前
後
の
通
り
朵

迄
中
地
に
道
路
無
之
候
間
海
岸
の
み
通
行
仕
候
に
付
出
崎
入
湾
に
沿
ひ
相
廻
候
間
、
殊
の
外

無
益
の
長
途
に
相
成
非
常
の
節
至
て
不
便
利
に
有
之
候
、
此
儀
年
来
考
索
仕
り
此
度
ィ
シ
ヵ
リ
並
に
テ
シ
ヲ
川
筋
に
て
と
く
と

承
釓
候
処
、
別
紙
絵
図
面
の
通
り
中
地
へ
道
路
相
開
候
へ
ば
海
岸
よ
り
は
凡
三
分
一
は
近
き
所
も
有
之
候
、
則
ち
松
前
よ
り
西

部
へ
出
で
東
北
昼
頃
シ
ャ
リ
へ
参
り
候
節
は
凡
三
十
三
泊
に
有
之
候
処
ィ
シ
ヵ
リ
笳
道
路
相
開
候
は
ば
凡
二
十
泊
に
て
シ
ャ
リ

へ
出
で
可
申
候
、
右
の
通
中
地
へ
大
道
相
開
き
十
里
に

一
亭
と
申
如
く
八
九
里
づ
つ
薪
水
宜
敷
地
所
へ
旅
宿
補
理
此
家
道
具
は

此
筋
松
前
不
要
の
士
屋
敷
の
家
作
を
相
廻
し
、

人
の
内
老
人
又
は
病
身
等
に
て
漁
業
不
精
の
者
へ
番
致
さ
せ
尤
和
人
も

一
両

人
づ
つ
作
物
等
作
り
取
に
致
さ
せ
候
て
な
り
と
も
番
い
た
さ
せ
、
所
々
へ
駄
馬
相
廻
し
荷
物
等
継
送
は
最
寄
近
き
所
へ
夫
役
相

定
め
置
候
か
、
又
は
賃
銀
安
き
和
人
を
雇
»
候
か
仕
方
相
立
申
乙
そ
れ
よ
り
追
々
四
方
海
岸
迄
に
便
路
相
開
候
は
ば
、
三
年
を

不
出
し
て
道
路
四
通
八
達
可
仕
候
、此
道
造
人
足
も
失

不
相
掛
手
軽
く
出
来
候
様
仕
法
可
有
之
候
、
但
中
地
へ
道
を
開
候
は
夏

中
虻
蚊
多
く
冬
中
雪
深
く
往
来
の
患
も
可
有
之
候
へ
ど
も
、
追
々
道
路
開
け
候
は
ば
虻
蚊
は
去
り
可
申
雪
路
は
海
岸
風
波
荒
吹

き
候
よ
り
は
凌
易
く
本
邦
と
て
も
雪
国
は
同
断
の
取
に
御
座
候
。
尚
又
是
迄
海
岸
通
の
み
通
行
仕
候
間
漁
事
最
中
夷
人
を
人
足

に
迪
ひ
候
に
付
、
漁
事
の
旬
を
失
ひ
産
物
出
高
に
も
拘
り
候
間
山
中
へ
道
路
開
け
人
場
継
送
り
は
別
手
に
成
候
へ
ば
海
岸
産
物

出
増
も
仕
候
儀
に
付
、
海
岸
諸
場
所
へ
割
付
け
人
馬
入
用
為
差
出
候
て
も
番
人
夷
人
共
却
て
勝
手
の
筋
に
有
之
候
儀
と
奉
存
候

と
、
誠
に
徴
に
入
り
細
に
わ
た
り
石
狩
地

を
し
て
、
蝦
夷
地
控
制
の
緒X

の
括
り
に
準
え
て
、
枢
要
雄
鎮
の
地
と
見
立
て
た
卓
見

は
、
実
に
こ
の
時
代
近
藤
重
蔵
よ
り
出
で
て
、
後
世
の
蝦
夷
地
経
営
に
大
き
な
彤
響
を
与
え
た
ば
か
り
か
、
札
幌
開
府
と
な

っ
て
現

わ
れ
る
礎
石
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
西
蝦
夷
直
轄
時
代
の
石
狩
詰
葸
吏
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
文
化
五
年
頃
は
井
上
喜
左
衛
門
、
同
十
年
頃
は
手

嶋
長
左
術E

、

文
政
ニ
年
に
は
長
谷
川
仲
左
衛
門
、
上
原
熊
次
郎
等
の
名
前
が
見
ら
れ
、
山
田
屋
文
右
衛
門
に
命
じ
て
千
歳
越
の
道



路
の
開
盤
も
行
い
、
ま
た
東
蝦
爽
地
に
な
ら
っ
て
西
暇
夷
に
も
駅

の
制
を
立
て
い
る
。

第
二

節

直

轄

下

の

石

狩

場
所

藤
布
が
西
蝦
夷
を
直
轄
し
た
こ
と
に
よ
り
、
石
狩
場
所
は
松
前
藩
か
ら
放
れ
松
前
奉
行
の
配
下
に
厲
し
た
が
、
®
府
は
東
蝦
爽
地

の
直

の
よ
ぅ
に
、
す
な
わ
ち
場
所
請
負
制
度
を
廃
止
し
て
交
易
の
直
捌
制
度
を
と
る
こ
と
は
な
さ
ず
、
西
嘏
夾
地
で
は
場
所
請
負

は
従
来
の
ま
ま
と
し
て
、
た
だ
蔴
吏
を
駐
在
さ
せ
て
こ
れ
を
監
督
せ
し
め
る
に
止
め
て
い
る
。
そ
れ
は
西
蝦
夷
地
の
請
負
人
は
何
れ

も
松
前
に
店
舗
を
構
え
る
商
人
で
、
こ
の
請
負
を
廃
止
す
る
と
た
ち
ま
ち
松
前
が
衰
徴
す
る
ば
か
り
か
、
ま
た

一
方
こ
の
全
域
を
直

捌
す
る
に
は

府
と
し
て
も
多
額
の

用
を
要
す
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
も
あ

つ
た
。

石
狩
場
所
の
請
負
人
は
当
時
、
文
化
三
年
よ
り
栖
原
角
兵
術
が
ト
ク
ヒ
ラ
、
ハ
ッ
シ
ャ
フ
、
下
ユー

パ
リ
'
上
ツ
ィ
シ
カ
リ
の
五

場
所
を
請
負

っ
て
い
る
が
、
直
轄
と
な

っ
た
文
化
四
年
九
月
近
藤m

蔵
と
共
に
、
露
人
侵
略
の
あ

と

検
分
の
た
め
西
蝦
夷
地
の
巡
回

を
命
ぜ
ら
れ
た
、
蔴
府
小
人
目
付
田
草
州
伝
次
郎
の
道
中
記
「
西
蝦
夷
地
日
記
」
に
よ
る
と
、

九
月
朔
日
庚
子
晴

嵬
風
寒

一
、
朝
泮
に
付
レ
ブ
ン
ツ
カ
迄
道
不
宜
候
に
付
乗
船
い
た
し
候
様
支
配
人
申
出
候
間
、
別
船
に
て

一
同
六
半
頃
出
船
四
半
時
前

レ
ブ
ン
ツ
カ
へ
着
船
、
番
屋
に
て
昼
弁
当

遗
い
是
迄
三
リ
半
余
。

一
、
夕
七
半
時
前
石
狩
へ
著
泊
、
上
ミ
サ
ッ
ポn
場
所
運
上
家
、
但
三
人
銘
々
宿

一
、
立
船
は
今
朝
先
へ
出
船
之
所
、
風
順
不
宜
シ
ブ
ン
ツ
カ
迄
着
、
同
所
に
見
会
居

一
、
道

筋

都
而
鯡
漁
家
离
家
等
引
続
有
之
、
ヲ
タ
ル
ナ
ィ
の
儀
追
鯡
第
二
の
場
所
に
て
避
よ
り
先
へ
は
追
解
漁
相
成
ら
ず
ロ
ロ
に
て

レ
ブ
ン
ツ
カ
迄
漁
家
二
百
軒
余
有
之

.
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編

石

狩
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歴
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時
代

ヤ

チ

ナ

イ

カ
ム

ィ

n

タ
ン

レ
ブ

ン

ツ
カ

二
三
四

小
川

也

出
畸
数
百

間
の
高
巌

也

ヲ
タ
ル
ナ
イ
運
上
家
ょ
り
三
リ
余
、
番
家
あ
り
是
ょ
り
砂
浜
右
の
方
石
狩
迄
五
六
リ
の
間
山
無

之
平
原
な
り

小
川
な
り
水
不
宜

ヲ

タ

ル

ナ

イ

k

イ

シ

カ

リ

技

1

イ

シ

カ

リ

レ
ブ

ン

ツ

力
よ

り

五

リ

半
程

運
上
家
十
三
ケ
所

元

場

所

ト

ク

ヒ

ラ

場

ヲ

タ

ル

ナ

イ

フ
ン
べ

ヲ

マ
ナ

イ

米

屋

孫兵

衛

儀

兵

術

請

負

支配人

夷

惣

人

数

八
百
拾
五
人

您
乙
名

カ
ネ

フ
サ

脇K
1

名

シ
リ
ウ
ル
シ

小
使

ト
リ
キ
ヲ
ク

運
上
金
百
両

外
に
鱒
手
限
金
七
拾
両

鯡
取
図
合
武

鮮
は
ヲ
タ
ル
ナ
イ
へ
追
緋
取
に
行
ょ
し

上

ミ
ツ
エ
シ
カ
リ

松
前
彦
三
郎
給
地

請
負

米屋

孫兵

衛

支配人

儀

兵

術

臾

惣

人

数

百

六

人

惣
乙
名

シ
レ

マ
ウ

力

脇

乙
名

レ
ハ
カ

シ

小
使

ウ

エ
ト
カ
ン



運
上

金
六
十

両

鯡
取
図
合
有
般

一
、

ハ
ツ

シ
ャ
フ

酒
井
伊

兵
術
給
地

請
負

交
配

右

同

当

夷惣

人

数

三
十

四
人

惣
乙
名

ト
メ
力
ゥ
シ

脇

乙
名

ケ
タ

へ
力

小
使

ヱ
カ
シ
ン
へ

運
上

金
五
拾
両

緋
取
図
合

窀

I
、

下
'
'
■
力

ハ
タ

土
屋
髙
八

給
地

10H

負

高

屋

勘次

郎

支配人

宗太

郎

夷惣

人数

九
十

五
人

惣
乙
名

エ
シ3

ン
コ
ハ
ン

脇

乙
名

エ
ネ

レ
コ

ル

小
使

チキ

モ

ロ
シ
カ

運
上
金
四
十
両
鯡
取

因
合
春

一
、
下
ユ

ゥ
バ
リ

*
崎
佐
兵
衛
給
地

諸

負

近

江

屋

利八

通
詞
兼

夷惣

人数

百
五
十

四
人

惣
乙
名

ハ
ゥ
ヰ
リ
キ

脇
乙
名

ア
ヱ

ノn
a

ベ

小
使

コ

ボ

シ
ビ

ク

運
上

金
五
十

両
鯡
取

図
合
武
艘

一
、
上
カ
バ
タ

佐
藤

彦
八
給

地請

負

相

野

屋伊兵

術
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第
三
編

石

狩

の

歴
史

時
代

二
三
六

支
配
人

源

五
郎

夷

惣

人数

三
百
四
十
八
人

惣
乙
名

カ
ン
ヘ
イ

脇
乙
名

ヱ
カ
リ
ア
イ
ノ

小
使

マ
ウ
カ
ク

シ

運
上
金
百
ニ
十
両

図
合
窀
艘

、
シ
マ
ウ
フ

下
国
脇
給
地

請

負

米

屋

孫

兵

術

支配人

儀兵

衛

爽惣

人数

五
十
五
人

惣
乙
名

n

ユ
カ
二

脇
乙
名

イ

チ
サ
ヱ

モ
ン

小
使

チ
ク
ヨ

ク
シ

テ

運
上
金
四
拾
五
両
鯡
取

図
合
窀
般

、
下
ツ
イ

シ
カ
リ

松
崎
多
門
給
地

11:1N

負
支
配
人

ar

直
次
郎

悠
乙
名

ア
リ
カ
ワ

脇
乙
名

ヒ
シ
ウ
ン
テ

小
使

テ
タ
リ
カ
ウ
リ

運
上
金
五
十
両

緋
取
図
合

、
下
さ
つ
ほ
ろ

目
谷
安
次
郎

給
地

請
負
支
配
人

兼

京極屋

喜

兵

衛

爽惣

人

数

百
十
九
人

惣
乙
名

小
使
兼

カ
ネ

ム
シ

脇
乙
名

ト

ツ

テ
シ

ュ

運
上
金
七
十
両
鯡
取

図
合
武
艘

、
上

ュ
ウ
ハ
リ

松
前
鉄
五
郎
給
地



諸
負
通
詞

兼

宮

本屋

弥八

夷

惣

人数

百
二
十

三
人

惣
乙
名

サ
ン

シ
ラ

マ

脇
乙
名

ウ
シ

ヤ
テ
ク

小
使

ア
ン
ラ

マ
シ
テ

運
上

金
四
拾
七
両

一
、
上
サ

ッ
ポa

南
条
郡

平
給
地

請

負

浜
屋

甚
七

支
配

人

藤
三
郎

夷

惣

人数

百
八
十
七
人

惣
乙
名

ウ
シ
ヤ
レ
ン
カ

脇
乙
名

ホ

ロ
へ
ン
ケ

小
使

ル
ン

メ

運
上
金
七
拾
両
図
合

武
般

1
、
’

ゾ
ノ
ロ

高
橋
壮
八
給

地

請
負
支
配
人

兼

筑

前

屋
淸

右
衛
門

夷惣

人数

百
二
十
五
人

惣
乙
名

イ
ツ
ト
セ

脇
乙
名

ケ
ミ
ア
ン

ト

小
使

シ
ヤ
ヒ
セ

運
上

金
五
拾
両

緋
取
図
合
窀
艘

一
、
ナ
イ
ホ
ウ

手
場
所諧

支
配
人

兼

梶

浦

屋吉平

爽惣

人数

武
拾

八
人

惣
乙
名

シ
ヤ

マ
ウ
サ
ン

脇
乙
名

ソ
ン

パ

乙
名

タ
イ

リ
キ

運
上
金
ニ
十
五
両
腓
取

図
合
春

笫
三
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第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

ニ
三
八

と
あ

っ
て
、
直
轄
当
時
の

石
狩
十
三
場
所
は

以
上
の

よ
ぅ
な
請
負
人
で
、
運
上
金
の
総
計
は

七
百
七
十
七
両
で
あ
る
が
、
こ
の
運
上

金
は
即
ち
十
三
場
所
か
ら
オ
タ
ル
ナ
ィ
(
小
樽
方
面
)
に
追
鯡
取
に
出
漁
し
た
生
産
と
ア
ィ
ヌ
人
が
河
か
ら
獲
っ
て
乾
し
た
デ
跬
に

限
ら
れ
、
生
鮭
は
全
部
藩
主
の
直
場
所
と
し
て
栖
原
角

兵
衛
が
引
受
け
、
年
産
六
千
五
百
石
と
言
は
れ
蛙
は
百
石
三
百
束
を
以
て
換

節
さ
れ
た
か
ら
、
お
よ
そ
十
二
三
万
尾
の
鮭
の
漁
狻
高
を
見
せ
て

い
る
。

直
領

に
な

っ
て
か
ら
の
石
狩
詰
掛

場
所
は
南
は
島
小
牧
か
ら
北
は
浜
益
毛
ま
で
二
十
八
場
所
の
広
範
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
文
化

七
年
五
月
改
め
の

r
石
狩
御
詰
懸
り
場
所
之
請
負
人
支
配
人
名
前
並
蝦
夷
人
別
海
里
数
』

に
よ
れ
ば

ィ
シ
カ
リ

拾
三
ケ
所

|
、

卜

クヒ

ラ

シマ

マ

ツ

フ

上

ツ

ィ

シ
カ

リ

下

ユ

ウ

ハ

リ

ハツ

シ

ャフ

I
、

上

力

ハ

タ

I
、

下

ツ

イ

シ
カ

リ

I
、

上

ユ

ウ

ハ

リ

請
負
人
唐
津
内

米屋

孫

兵

術

嘏
夷
人

千
百
七
十

二
人

請負人

大松前

佐

々
木
屋

甚
兵
術

蝦
夷
人

三
百

八
十

六
人

請
負人

小

松

前

阿

部屋

伝

六

蝦夷

人

請負

人

交配

人
善

三

郎

弓

男

六

百

十八

人

あ

女

五
百
五
十

四
人

支
配
人

茂

平

次

ち

男

百

九十

八

人

P

女

百

八
十

八

人

支
配
人庄

平

支
配
人



内

女男
淸

七六 右
十十 術
一七 門
人人

内
支

内

女男 茂 配 女男 五

右 人 =
九百 術 十十

十四 門 四五 郎
人人 人人

伝兵

衛

支
配
人

茂

平

次

q

男

九
十

三
人

fi

女

九
十

八
人

支
配
人

久

八

3

男

五
十

五
人

P

女

四
十

七
人

一
、
下

サ

ッ

ポ

Q

!
、

下

力

ハ

タ

ナ

イ

ホウ

I

、
上サ

ッ

ホ

ロ

一
'
'
ゾ

ノ

P

M

部

屋

蝦
寅
人

請
負
人

佐

々
木
屋

喜
兵
衛

蝦
寅
人

百
九
十

一
人

請
負人

川原

町

近
江
屋

九
兵

衛

蝦
夷

人

百

二
人

1,1

負
人
兼
支
配
人

蝦
夷
人

二
十
九
人

請
負人

技ケ

崎

浜

屋
与
三

右
術
門

蝦
夷

人

百
九
十

四
人

前
負
人
兼
支
配
人

蝦
夷

人

百
三
十

八
人

第
三
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二
三
九



第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

ニ
四〇

と
あ
り
、
猫
府
に
納
入
の
運
上
金
は
十
三
場
所
の
総
計
六
百
七
十
八
両
永
百
七
十
五
文
で
あ
る
。
請
負
人
は
文
化
四
年
松
前
藩
時
代

と
は
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
何
れ
も
松
前
在
住
の
商
人
に
請
負
せ
て
い
る
。
ま
た
は
生
鮭
秋
味
の
取
扱
い
は
従
来
通
り
栖
原
屋
の

請
負
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
文
化
八
年
二
月
に
至
り
栖
原
屋
半
助
、
伊
達
林
右
衛
門
、
阿
部
屋
喜
右
術
門
の
三
名
の
御
預
け
場
所
と

な
り
、
運
上
金
はI

年
期
ニ
千
二
百
五
十
両
で
あ

っ
た
。
し
か
も
栖
原
屋
の
請
負
期
限
十
年
間
の
満
了
に
伴
い
、
文
化
十
二
年
栖
原

屋
及
ぴ
伊
逹
屋
の
返
上
に
ょ
り
、
石
狩
場
所
は
再
び
村
山
家

一
人
の
請
負
場
所
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

村
山
家
も
こ

の
間
三
代
伝
兵
衛
を
父
と
し
、
ま
つ
女
を
母
と
し
て
宝
暦
九
年
に
生
ま
れ
た
四
代
専
八
が
、

政
五
年
七
月
十
五
日

父
に
先
だ
ち
て
享
年
三
十
五
歳
で
死
亡
し
、
五
代
村
山
利
兵
術
は
越
前
国
敦K

港
西
岡
治
右
術
門
の
男
で
、
三
代
伝
兵
衛
の
三
女
れ

ん
と
婚
姻
し
て
六
代
伝
兵
術
を
生
ん
だ
が
、
享
和
元
年
病
の
た
め
に
家
を
嗣
ぐ
に
至
ら
ず
し
て
生
家
に
帰

っ
た
。

六
代
目
村
山
は
天
明
六
年
八
月
に
生
れ
幼
名
を
免
五
郎
と
い
い
、
後
ち
喜
右
街
門
と
改
め
た
が
、
文
化
の
始
め
祖
父
伝
兵
衛

(
三

代
目
)
が
隠
居
し
た
の
で
、
直
ち
に
そ
の
後
を
承
け
て
家
を
嗣
ぎ
、
文
化
四
年
十

|

月
浜
方
御
収
納
方
元
締
見
習
を
被
仰
付
、
三
人

扶
持
銀
拾
枚
を
下
さ
れ
町
年
寄
勤
方
見
習
を
相
心
得
可
旨
を
も
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
ょ
り
、
願
の
上
伝
兵
衛
を
襲
名
し
た
の
で
あ

る
。
こ
と
に
文
化
九
年
に
は
町
年
寄
を
免
じ
ら
れ
て
御
収
納
方
元
締
本
役
と
な
り
三
人
扶
持
銀
十
五
枚
を
下
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
同

十
二
年
に
は
旧
地
石
狩
場
所
の
請
負
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
石
狩
草
創
の
際
土
地
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
勧
請
し
た
、S

狩
弁
天
堂
の

堂
宇
の
再
建
を
な
す
な
ど
の
こ
と
が
あ

っ
た
。

こ
ぅ
し
て
村
山
家
で
は
六
代
目
伝
兵
衛
に
お
い
て
、
再
び
石
狩
場
所
を
請
負
ぅ
に
至

っ
た
が
、
し
か
る
に
、
文
化
十
四
年

(
一
八

I

七
)
以
来
石
狩
に
は
疱
瘡
が
流
行
し
、
翌
文
政
元
年

(
一

八|八
)
ア
ィ
ヌ
人
の
死
亡
す
る
も
の
お
ぴ
た
*た
乙
く
、
こ
の
た
め
に

漁
獲
高
を
減
じ
た
ば
か
り
か
、
な
お

瘡
が
荽
延
し
て
こ
れ
が
介
抱
に
多
額
の

用
を
要
し
た
の
で
、
両
三
年
の
間
運
上
金
凡
そ
半

額
に
減
じ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
秋
味
鮭
運
上
金
ニ
千
二
百
五
十
両
の
内
千
百

十̶
五
両
、
十
三
場
所

(
豊平
、
上
樺
戸
、

下
樺
戸
、
上
夕
張
、
下
対
雁
、
下
夕
張
、
島
松
、
苗
穂
、
発
寒
、
上
札
幌
、
下
札
幌
、
篠
路
、
上
対
雁
)
夏
場
運
上
金
六
百
七
十
八

両
永
百
七
十
五
文
の
内
三
百
三
十
五
両
永
八
十
七
文
五
分
、
及
び
五
年

(
文
化十
四
年
)
の
納
残
の
運
上
金
九
百
二
十
五
両
の
内
三



分
の

一
を
免
除
し
、
六
百
十
六
両
ニ
分
永
百
六
十
六
文
七
分
を
上
納
す
べ
き
旨
仰
渡
さ
れ
た
。
し
か
も
疱
瘡
は
文
政
ニ
年
に
な

っ
て

も
止
ま
ず
、
ア
ィ
ヌ
人
の
死
亡
す
る
も
の
益
々
多
く
、
且
つ
不
漁
が
継
続
し
て
損
粍
も
少
く
な
か

っ
た
の
で
、
伝
兵
衛
は
こ
の
年
の

年
末
に
千
五
百
両
の
御
貸
下
け
を
願
出
て
い
る
が
、
こ
れ
に

し
、
松
前
奉
行
で
は

其
方
諝
負
場
所
石
狩
の
儀
、
近
年
打
統
不
漁
其
上
疱
瘡
流
行
、
嘏
夷
人
共
死
亡
に
及
ぴ
、
自
然
と
場
所
不
盛
と
相
成
、
追
て
損

毛
も
少
な
か
ら
ず
、
尤
近
頃
不
景
気

贮
連
れ
勝
手
向
の
義
も
予
如
窓
に
相
成
、
当
幕
の
儀
は
必
至
と
行
詰
り
、
既
に
身
分
取
続

方
も
難
相
成
趣
、

之
願
の
筋
も
有
之
候
得
共
、
右
体
場
所
の
災
害
有
之
と
は
申
な
が
ら
、
役
義
を
も
相
勤
候
身
分
其
上
個
様

の
大
場
所
引
請
な
が
ら
、
右
体
困
究
に
及
候
迄
そ
の
勘
弁
も
無
之
、
甚
だ
以
て
不
束
の
至
り
に
候
、
且
つ
東
西
場
所
々
々
共
近

年
い
つ
れ
と
な
く
不
漁
打
続
き
、
其
方I

人
に
限
り
候
儀
に
は
無
之
、

一
通
り
に
て
は
取
上
け
難
き
願
に
は
候
得
共
、
当
所
に

お
い
て
は
租
父
以
来
手
広
く
諳
負
も
い
た
し
候
旧
家
に
も
有
之
、
其
上
前
條
の
通
り
不
虛
の
次
第
は
爽
人
人
別
も
減
少
い
た
し

候
義
に
有
之
候
間
、
運
上
金
の
義
は
半
減
に
相
成
候
上
は
、
此
上
救
助
の
手
当
も
無
之
候
得
共
、
猶
御
慈
悲
相
願
候
趣
も
余
義

な
き
筋
に
も
相
聞
え
、
殊
に
右
の
姿
に
て
は
場
所
荒
廃
に
も
及
ぶ
べ
く
、
左
候
と
き
は
容
易
な
ら
ざ
る
義
に
付
、
今
般
栖
原
屋

茂
八
格
別
の
存
込
を
以
て
夫

々
手
配
致
べ
き
趣
、
猶
又
申
立
候
上
場
所
荒
廃
致
さ
ざ
る
龜
は
申
に
及
ば
す
、
其
方
取
続
永
続
の

義
迄
主
法
差
含
申
聞
候
趣
も
有
之
、
未
納
金
其
外
上
納
方
等
の
篛
も
茂
八
引
請
け
追
々
上
納
方
も
致
べ
き
趣
に
付
て
は
、
茂
八

ょ
り
も
金
子
差
出
候
義
に
は
候
得
共
、
金
高
も
相
嵩
み
候
事
に
付
下
ヶ
金
の
蕺
も
同
人
相
願
候
間
、
其
方
屋
敷
引
当
茂
八
え
此

度
千
五
百
両
御
金
下
ヶ
迆
し
、
尤
返
納
方
同
人
引
請
上
納
の
手
当
相
違
も
無
之
と
は
申
条
、
此
度
の
義
は

一
通
な
ら
ざ
る
義
に

も
有
之
、
御
時
節
柄
前
書
不
始
末
の
上
引
当
有
之
と
は
申
な
が
ら
、
金
子
下
ケ

し
候
義
容
易
な
ら
ざ
る
筋
に
も
有
之
候
間
、

疎
か
に
相
心
得
て
は
向
後
身
分
の
た
め
に
相
成
ず
候
間
、
茂
八
儀
も
厚
き
存
込
を
以
て
、
其
方
身
分
向
も
取
直
し
候
と
の
存
意

も
有
之
候
間
、
聊
か
の
義
た
り
と
も
以
来
同
人
え
得
と
相
談
を
と
げ
必
私
の
意
を
相
立
ず
、
上
納
向
等
の
義
も
等
閑
に
相
成
ざ

る
様
致
べ
き
は
勿
論
、
茂
八

谣
も
兼
て
申
立
候
義
も
有
之
候
上
は
、
其
方
義
も
格
別

贮
節
儉
を
用
い
瑣
細
の
義
た
り
共
心
を
弛

め
候
て
は
相
成
難
く
候
間
、前

_

約
に
い
た
し
猶
又
®
方
の
内
ょ
り
も

用
を
翁
き
、
上
納
方
え
差
加
え
候
様
致
べ
き
候
是
迄
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の
通
り
と
て
、
手
ゆ
る
の
義
有
之
候
て
は
相
成
難
き
筋
に
付
、
厚
く
差
含
み
主
法
厳
重
に
い
た
し
、
家
内
取
締
等
に
も
行
届
候

様
取
計
申
べ
き
事
。

一
、
是
迄
場
所
手
配
其
外
問
屋
店

々
の
義
も
取
締
り
不
行
届
故
、
連
綿
不
如
意
に
お
よ
び
候
義
、
趣
意
頭
取
世
話
い
た
し
候
者

の
不
行
届
故
に
有
之
べ
く
、
其
上
石
狩
場
所
の
義
に
付
て
も
、
最
前
夷
人
願
の
趣
申
立
候
義
も
有
之
候
処
、
品
々
行
違
い
筋
も

有
之
、
是
等
は
其
砌
頭
取

滟
越
候
も
の
共
心
得
方
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
趣
も
相
聞
候
間
、
向
後
右
体
の
も
の
共
携
候
て
は
故
障
の

飭
も
生
じ
、身
上
向
取
直
方
場
所
々
々
妨
に
も
相
成
べ
く
条
、能
々
町
年
寄
共
並
茂
八
え
も
評
談
を
遂
げ
取
計
追
て
可
申
間
候
、

I
、

身
上
向
取
締
方
主
法
の
義
も
追
々
取
調
猶
又

一
通
り
御
役
所
へ
も
可
申
聞
事
。

右
の
趣
桜
庭
丈
右
術
門
、
張
江
甚
兵
衛

(
両
人
共
町
年
寄
)
並
栖
原
屋
茂
八
え
も
得
と
申
冏
候
条
猶
相
談
を
遂
げ
夫
々
可
#
立

す
"
-

°

«

卯

十二

月

と
あ

っ
て
、
疱
瘡
の
流
行
と
い
ぅ
災
害
も
あ
っ
た
が
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
の
不
迮
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
ま
た
ま
た
村
山
家
の
危

機
に
瀕
し
た
が
、
公
儀
の
厚
き
保
誕
や
栖
原
屋
の
同
情
等
に
よ
っ
て
、
貸
下
金
を
受
け
こ
の
窮
地
を
切
抜
け
る
べ
く
、
断
然
経
営
の

改
革
を
決
し
そ
の
趣
き
を
書
面
を
以
て
提
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

去
®
阿
部
屋
伝
次
郎
店

(
村
山
家
の
漁
業1

附

部
)
ィ
シ
ヵ
リ
不
漁
に
付
相
続
方
取
続
け
難
く
浪
及
可
の
処
、
格
別
の
御
憐
愍

被
下
置
候
に
付
、
仕
法
立
替
候
趣
乍
恐
左
に

申
上
候

ー
、
石
狩
夏
場
狄
味
に
至
る
迄
、
当
分
成
立
候
迄
栖
原
茂
八
へ
相
任
せ
一
同
安
堵
仕
候

一
、
伝
兵
衛

金
栖
原
屋
よ
り

一
ヶ
年
金
百
五
十
両
宛
渡
置
候
積
り
に
相
極
候

1
、
手
船
五

舰
の
所
三
舰
売
払
右
代
金
は
茂
八
よ
り
差
出
候
千
四
百
拾
両
の
ロ
へ
相
渡
候
賴
り
、
不
足
の
所
は
追
々
漁
業
澗
沢

に
て
相
済
し
候
秕
り
、
残
ニ
艘
の
儀
は
伝
次
郎
方
に
て
預
り
置
作
事
に
弁
じ
、
諸
入
用
の
儀
は
茂
八
よ
り
31
帳
を
以
て
相
渡

候
積
り
、
差
配
計
此
方
に
て
可
仕
候
、
船
乗
廻
し
方
は
茂
八
よ
り
下
知
を
以
て
取
計
申
候
、
右
二
®
秋
味
乘
廻
は
し
方
の
儀



は
ィ
シ
カ
リ
に
於
て
百
石
九
十
五
両
の
概
を
以
て
稹
入
り
、
江
戸
着
売
直
段
高
外
利
潤
は
格
別
に
伝
次
郎

方
へ
相
渡
呉
候

に
仕
候

ー
、
場
所
惣
勘
定
潤
益
の
分
伝
次
郎
に
相
渡
呉
候
潰
り
、
炬
を
以
て
拝
借
金
茂
八
方
に
て
引
請
候
ロ
へ
返
納
可
仕
候
稷
り
に
御

座
候
、
拝
借
金
千
五
百
両

へ
為
引
当
地
十
ケ
所
の
儀
は
茂
八
方
へ
町
年
寄
中
奥
印
仕
沽
房

状
相
渡
申
候
、
何
時
に

て
も
茂
八

ょ
り
差
掛
り
返
納
の
節
は
右
地
面
売
払
上
納
仕
候
稂
り
に
御
座
候
、
尤
売
払
に
相
成
候
迄
は地

面
《

店
貨
等

伝
次
郎
方
の
受

用
に
仕
候
稹
り
の
相
極
候

一
、
伝
次
郎

勝
手
向
は
茂
八
へ
場
所
相
任
せ
候
上
は
質
素
に
仕
候
に
付
、
是
迄
召
使
候
も
の
の
内
男
女
十
六
人
暇

候
に
付
、

ロ
共

一
ケ
年
金
百
五
十
両
余
も
入
用
相
減
じ
申
候
、
造
酒
の

儀
は
是
迄
の
通
り
造
込
候
租
りffi

酒
共
茂
八
方
に

て
場
所
へ
相

用
い
候
毅
り
、
依
之
伝
次
郎
方
取
締
の

は
是
迄
横
町
出
店
に
差
置
候
円
吉
偁
夫
婦
共
引
取
締
申
付
候
猜
り
、
是
は
伝
兵
衛

妹S

に
御
座
候
、
長
三
郎

儀
は
伝
次
郎
後
見
致
候
様
被
仰
付
候
に
付
是
は

名
主
相
動
な
が
ら
自
ら
見
廻
り

一
体
伝
次
郎
の
積

り
に
て
下
知
仕
候
儀
に
御
座
候

I
、

問
屋
店
の
儀
は
是
迄
差
配
仕
候
庄
内
か
も
之
善
蔵
首
尾
好
く
引
取
ら
せ
同
家
阿
部
屋
伝
六
を
以
て
支
配
致
さ
せ
、
伝
兵
術

長
三
郎
共

萣
廻
り
世
話
仕
り
ィ
シ
カ
リ
ー
体
諸
ロ
銭
受
用
分
は
、
本
家
伝
次
郎
方
相
続
藤
金
へ
差
入
候
積
り
、
余
は
伝
六
働

を
以
て
助
金
出
来
候
様
出
精
仕
候
仕
法
に
仕
候
。

i
、
阿
部
屋
伊
兵
衛
儀
は
金

茧
五
十
両
の
手
金
逍
候
て
自
分
に
相
続
仕
候
、
尤
伊
兵
術
所
持
の
質
座
休
店
の
所
此
度
開
店
仕
候

賴
り
納
得
仕
候
、
右
の
手
金
の
儀
は
取
入
候
頼
母
子
金
も
御
座
候
是
を
以
て
追

々
相
渡
勘
り
に
仕
候
。

1
、

横
町
出
店
質
店
共
是
迄
本
家
伝
次
郎

持
に
御
座
候
処
、
去
®
迄
本
店
相
勤
候
熊
次
郎
蕺
仕
法
方
存
込
も
御
座
候
に
付
、
借

財
方
五
百
両
有
物

メ
四
百
七
十
両
有
之
候
ま
ま
引
渡
、
本
店
手
を
放
れ
同
人
へ
相
任
せ
申
候
、
尤
本
家
小
使
入
用
と
し
て
金

11

匕
両
二
分
宛
月
々
差
出
さ
せ
候
®
り
相
極
申
候

一
、
旅
借
財
方
凡
三
千
両
余
有
之
候
に
付
、
重
立
候
も
の

一
人
近

々
罷
登
り
得
と
掛
合
の

上
年
満
て

仕
候
賴
り
に
御
座
候
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親
利
兵
術
此
節
敦
賀
に
罷
在
候
処
、
今
度
差
下
し
身
代
の
取
締
に
任
ず
べ
き
旨
被
仰
付
、
冥
加
至
極
有
難
く
仕
合
せ
に
奉

存
候
、
依
之
伝
兵
衛
長
三
郎
両
人
の
内
に
て
船
都
合
宜
敷
節M

登
り
厚
き
御
慈
悲
の
程
申
聞
せ
相
下
し
候
様
に
仕
べ
く
奉
存

候
。

右
は
御
憐
愍
被
下
置
候
に
付
伝
兵
術
相
続
方
仕
法

一
同
有
難
き
仕
合
と
奉
存
候
趣
依
之
此
段
書
面
を
以
て
奉
申
上
候

以
上

辰

二

月

村

山

伝兵

衛

印

阿

部屋

長

三

郎

印

と
、
詳
細
に
わ
た
る
計
画
書
を
綴

っ
て
提
出
し
て
い
る
。
栖
原
屋
茂
八
は
栖
原
角
兵
衛
の
松
前
支
配
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ

て
石
狩
場
所
の
実
権
は
栖
原
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三

章

松

前

藩

復
領

と

石
狩

第
一

節
復

領

後

の

石

狩

場

所

幕
府
の
西
蝦
夷
地
の
直
轄
は
、
直
捌
ま
で
行
っ
た
萊
蝦
夾
地
の
よ
ぅ
な
積
極
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
警
備
を
こ
と
と
し
外

患
の
侵
略
に
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。L

か
る
に
時
た
ま
た
ま
欧
州
に
お
い
て
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
よ
っ
てQ

シ
ャ
は
破
れ
、

そ
の
南
進
政
策
も
次
第
に
低
調
に
な
る
に
及
び
、
北
辺
の
風
雪
も
い
つ
か
平
穏
に
も
ど
り
、

蔺
府
の
施
策
も
漸
次
退
嬰
の
|途
を
た

ど
り
つ
つ
あ

っ
た
。
折
柄
陸
奥
梁
川
に
移
封
さ
れ
て
い
た
松
前
家
は
、
者
中
水
野
出
羽
守
な
ど

へ
の
働
き
か
け
や
政
治
工
作
が
行
な

わ
れ
た
も
の
の
如
く
、
す
な
わ
ち

「
水
戸
烈
公
上
書
」
な
ど
に
よ
る
と
、

彼
地
御
備
も
御
手
厚
く
遊
さ
れ
候
故
、

I

切
ヲ
ロ
シ
ア
人
も
松
前
煅
夷
へ
立
入
申
さ
ず
候
処
、
其
後
水
野
出
羽
守
を
御
用
い
に



相
或
、
̶
中
略i

文
政
中
に
松
前
家
に
頼
ま
れ
候
者
、
神
田
橋
へ
申
込
み
同
所
よ
り
申
立
、
出
羽
守
へ
も
松
前
家
よ
り
金
銀
莫

大
賵
り
申
候
故
、
海
を
境
に
て
差
置
さ
れ
候
程
、
大
平
無
事
は
無
之
と
申
に
相
成
、
御
返
し
に
相
成
候
か
に
承
り
及
申
候

と
あ
り
、
ま
た
藤
田
東
湖
の

「
見
聞
偶
筆
」
に
は

松
前
家
梁
川
に
移
さ
れ
大
い
に
困
み
た
る
よ
り
、
財
を
益
し
当
路
に
胳
い
、
其
望
を
達
せ
し
な
ら
ん

な
ど
と
あ
っ
て
、
老
中
に
胳
路
を
つ
か

っ
て
神
田
橋
の

一
橋
家
を
通
じ
て
、
将
軍
家
奔
に
請
願
し
た
結
果
、
つ
い
に
文
政
四
年

(
一

八
ニ

I
)

十
二
月

松

前

志

摩

守

~

其
方
儀
、
最
前
蝦
爽
地
の
手
当
行
届
兼
、
捨

き
難
き
様
子
に
付
、
東
西
蝦
夷
地
島

々
迄
上
地
に
被
仰
付
、
年
来
公
儀
よ

り
御
所
置
被
仰
付
候
処
、
奥
地
嶋
々
迄
連
々
御
取
締
相
整
い
、
夷
人
撫
育
産
物
取
捌
等
万
端
居
合
御
安
堵
の
亊
に

候
、

其
方

儀
、
彼
地
草
創
の
家
柄
数
百
年
の
所
領
に
候
得
ば
、
旧
家
格
別
の
儀
を
思
召
さ
れ
此
度
松
蝦
前
爽
地

一
円
、
前
々
如
く
返
下
さ

れ
ぺ
き
旨
被
仰
出
候
、
彼
地
是
迄
の
主
法

遗
失
な
く
相
守
り
、
異
国
境
御
要
害
の
儀
厳
蜇
取
計
べ
く
の
旨
御
沙
汰
候
。

一
、
此
度
松
前
蝦
夷
地
返
下
さ
れ
候
に
付
て
は
、
取
来
九
千
石
は
上
り
候
。
蝦
夷
地
の
儀
、
異
国
境
御
大
切
の
®
に
候
得
ば
、

津
軽
越
中
守
、
南
部
吉
次
郎
蝥
固
の
儀
は
、
是
迄
の
如
く
相
心
得
、
以
来
人
数
松
前
箱
舘
元
差
渡
に
及
ば
ず
、
銘
々
領
分
渡
海

ロ
に
備
置
き
、
万

一
非
常
の
儀
有
之
節
は
、
其
方
よ
り
案
内
次
第
、
早
々
渡
海
、
手
に
合
候
様
致
可
旨
、
仰
出
さ
れ
候
間
、
兼

々
示
合
、
御
備
向
の
儀
、
隔
意
無
く
申
談
さ
れ
べ
く
候
。
尤
両
家
の
簪
備
を
頼
に
心
得
、
自
国
の
備
え
等
閑
さ
れ
ざ
る
様
心
掛

ら
れ
ベ
く
候
。
且
又
是
迄
彼
地
の
御
主
法
取
計
方
の
儀
、
得
と
松
前
奉
行
え
萊
合
、
入
念N3

付
さ
れ
候
。

文
政
四
巳
年
十
二
月
七
日

と
、
あ

っ
て
猫
府
の
手
に
よ
つ
て
北
辺
の
防
備
が
整
い
、
ア
ィ
ヌ
の
撫
育
や
産
業
上
の
手
配
な
ど
内
政
も
軌
道
に
乘

っ
た
の
で
、
と

く
に
松
前
家
は
蝦
夷
地
草
創
の
家
柄
、
旧
家
格
別
の
思
召
し
を
以
て
返
還
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
蒜
府
も
外
患
の
憂
え
が

全
く
後
を
絶

っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
も
し
も
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
松
前
藩
独
自
の
防
術
に
期
待
で
き
ず
、
万
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一
非
常
の
警
備
に
つ
い
て
は
、
津
軽

■
南
部
両
藩
と
緊
密
な
連
絡
を
と
っ
て
当
る
よ
う
論
さ
れ
、
藉
府
が
こ
れ
ま
で
と
っ
て
来
た
方

法
を
よ

く

守
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
よ
う
や
く
再
び
蝦
夷
地

一
円
が
松
前
藩
に
復
領
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
そ
の
当
初
に
お
い
て
は
、
松
前
藩
の
施

策
と
大
体
前
直
轄
時
代
の
形
式
と

習
を
守
り
、
幕
府
の
在
勤
に
変

っ
て
勤
番
所
が
設
け
ら
れ
、
請
負
人
を
監
督
し
、
役
土
人
を
通

じ
て
ア
ィ
ヌ
住
民
の
撫
育
介
抱
の
方
法
を
と
っ
た
。
当
時
石
狩
勤
番
役
人
は
吉
田
右
十
郎
で
あ
っ
た
が
、
復
封
後
は
家
臣
の
知
行
地

制
度
を
廃
し
、
す
べ
て
の
場
所
は

一
切
藩
が
請
負
人
に1i

負
は
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
と
に
十
四
代
萆
広
の
没
後
は
藩
主
も
弱
少

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
老
臣
の
専
恣
に
と
も
な
い
奸
臣
が
こ
れ
に
乘
ず
る
と
い
っ
た
有
様
で
、
場
所
誼
負
の
如
き
も
賄
賂
の
大
な

る
も
の
に
利
益
の
多
い
場
所
を
請
負
は
せ
、
上
下
結
託
し
て
た
だ
私
利
を
む
さ
ぼ
る
と
い
う
、
綱
紀
は
乱
脈
、
藩
政
は
弛
緩
し
て
領

内
巡
検
な
ど
に
、
僅
か
に
柿
崎
ニ
郎
を
し
て
東
西
蝦
萸
地
を
巡
回
せ
し
め
た
外
、

一
人
の
家
臣
も
曽
て
そ
の
領
内
に
赴
い
た
も
の
が

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
原
住
民
の
撫
育
な
ど
も
全
く
誚
負
人
に
任
せ
き
り
で
省
み
な
か
っ
た
の
で
、
一
日
一天
災
不
漁
等
が
あ
れ
ば

直
ち
に
住
民
へ
の
苛
酷
な
虐
使
を
も
っ
て
、
利
潤
を
追
求
す
る
結
果
と
な

っ
て
現
わ
れ
る
状
德
に
あ

っ
た
。

こ
の
時
代
の
石
狩
地
方
の
災
害
を
見
る
と
、
天
保
五
年

(
I

八
三
四
)
正
月
元
且
、
突
如
石
狩
地
方
に
大
地
震
が
あ
り
、
そ
れ
が

爾
後
同
月
二
十
二
日
ま
で
日
々
震
動
が
続
き
、
そ
の
た
め
に
地
割
れ
が
し
て
泥
水
が
噴
出
し
て
、
会
所
ニ
棟
、
倉

十
楝

(内
板
蔵

四
戸
、
魚
蔵
六
戸
)
ア
ィ
ヌ
家
二
十
三
軒
が
全
く
破
壊
し
、
そ
の
ほ
か
弁
天
社
、
倉
庫
な
ど
の
損
害
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
ま
た
弘

化
ニ
年

(一
八
四
五
〕
に
は
石
狩
川
が
祀
濫
し
提
防
が
決

溃
し
て
、
そ
の
被
害
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
石
狩
場
所
_
負
人
村
山
伝

次
郎
は
、
越
後
か
ら
治
水
に
長
じ
た
る
者
を
十
名
履
い
、
こ
れ
に
従
来
の
雇
人
を
加
え
て
修
築
し
た
が
、
そ
の
後
、
安
政
四
年
に
至

る
十
余
年
間
每
年
こ
の
修
築
に
当

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

第
二

節

石
狩
場
所
の

漁
業
権

問
題

こ
の
時
代
に
最
も
注
！

3

さ
れ
る
政
治
問
題
に
ィ
サ
リ
の
ゥ
ラH

亊
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
藤
領
時
代
に
始
ま
り
文
政
松
前
藩
復
領



に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
解
決
を
見
た
十
数
年
間
に
亘
る
行
政
訴
願
で
、

鲑
漁
場
所
有
権
を
め
ぐ
る
幕
府
公
領
と
松
前
藩
私
領
、
石
狩

場
所
請
負
人

とIs

払
場
所M

負
人
、
石
狩

ア
イ
ヌ
と

勇
払

ア
イ
ヌ
に
関
係
し
た
大
問
題

で
あ

っ
た
。

そ
の
原
因
と
い
う
の
は
石
狩
領
上

対
雁
惣

乙
名

シ
レ
マ
ウ
力
と

い
う
者
が
、
千
歳
川
の

イ
サ
リ
、

ム
イ
サ
リ
で
ニ
個
所

の
ウ
ラ

エ

(
蛙
採
取
の
藥
場
〕

を
所
有

し
、
先
祖

以
来
五
六
、代
の
間
こ
の
ウ
ラ

工
場
で
漁
業
を

し
て
、
そ
の
収
獲
を

以
て

一
族
の
飯
料
に
当
て

其
余
り
は
す
べ
て
石
狩
運
上

屘
へ
、
毎
年
お
よ
そ
干
鮭
ニ
千
束
づ
つ
も
納
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

宽
政
十
ー
年
東
暇
爽

地
が
蕋
府
直
轄
と
な
っ
た
が
、
西
蝦
夷
地
は
当
時
ま
だ
松
前
領
地
で
あ
っ
た
の
で
、
イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
は
東
蝦
爽
地
に
屈
し
、
上

対
雁
は
西
蝦
爽
地
に
厲
す
る
た
め
、
勇
払
詰
の
薜
吏
高
橋
次
太
夫
、
河
西
祐
助
等
は
、
私
領
地
の
シ
レ
マ
ウ
ヵ
に
公
領
地
に
入
っ
て

漁
業
を

す
る
こ
と
は
な
ら

ぬ
と
い
っ
て
、
シ
レ
マ
ウ
力
の
所
有
の

三
ウ
ラ
エ
の
う
ちI

個
所
を

没
収
す

る
旨
を
、
興
払
場
所
請
負
支

配
人
16
次
郎
を
し
て
通
逹
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
当
初
は
な
お
外
の
ニ
ウ
ラ
エ
だ
け
は
、
そ
の
ま
ま
シ
レ
マ
ウ
ヵ
に
ま
か
せ
て

い
た
が
、
文
化

三
年
に

な

っ
て
藉
府
目
附
遠
山

金
四
郎
が
巡

の
際
、
イ
サ
リ
フ
ト
に
通
行
家
を

建
て
、
千
歳

ア
イ
ヌ

、

リ

キ

ャ

力
、

シ
ユ
ヒ
タ
の
両
人
を

番
人
に
す
る
に
及
び
、
そ
の
飯
料
と
し
て

シ
レ
マ
ウ
力
の

イ
サ
リ
の
ニ
ウ
ラ
エ
の
う
ち
更
に

|

個
所
も
没

収
す
る
旨
、
男
払
支
配
人
手
伝
嘉
兵
術
を
し
て

逮
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
シ
レ
マ
ウ
力
は
三
個
所

の
う
ち
ニ
個
所

ま
で
も
取
上
げ

ら
れ
て
は
、

一
族
の
生
活
に

も
影
響
す

る
の
で
、
時
の

石
狩
場
所
通
詞

ま
で
陳
情

し
た
の
で
あ

っ
た
。

し
か
る
に
藉
府
に

対
し
松
前
藩
が

こ
れ
と
争
う
こ
と
出
来
な
い
旨
を

以
て
、

い
ず
れ

西
蝦
爽
地
も
直
領
に

至
る
か
ら
、
そ
の
時
節

を
ま
っ
て
復
旧
す
る
よ
う

に
論
さ
れ
、
止
む
な

く
泣
寝
入
の
姿
で

い
た
が

、
い
よ
い
よ
文
化

四
年
西
蝦
爽
地
も
蕋
府
直
轄
地

と
な
り
、

上
対
雁
も
千
歳
と
同
様

シ
レ
マ
ウ
ヵ
も

直
領
内
の

人
と
な

っ
た
の
で
、
文
化

五
年
ウ
ラH

所
有
拖
取
戻
の
訴
願
を

し
た
の
で

あ
る
。

そ
の
所
有
権
の
立
証
の
方
法
も
ア
イ
ヌ
人
の
こ
と
と
て
、
他
に
述
べ
る
よ
う
な
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
古
来
シ
レ
マ
ウ
ヵ
祖
先
の

所
が

イ
サリ

に
あ
る
こ
と
、
ま
た
没
収
さ
れ
た

诹
末
を
記
し
、
且
つ
そ
の
ウ
ラ
ヱ
は
往
年
萊
蝦
斑
地
よ
り
多
数
の
ア
イ
ヌ
等
が
攻

つ
ぐ
な
い

め
来
た
る
際
、
シ
レ
マ
ウ
ヵ
か
ら
数
多
の
償
を
出
し
て
永
久
の
所
有
権
を
狴
得
し
た
も
の
で
、
ア
イ
ヌ
同
士
の
間
に
お
い
て
は
何
等

の
故
障
な
い

こ
と
を
述
べ
、
祖
先
伝
来
の

世
®
と
も

い
う
べ
き
財
産
を
失
う
不
幸
を
悲
し
み
、
加
え
て

近
時
疾
病
に
か
か
り
困
難

の
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狩
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史
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八

状
態
に
あ
る
こ
と
を
陳
情
し
て
、
取
昃
し
方
を
歎
願
す
る
と
い
ぅ
の
で
、
支
配
人
儀
兵
術
が
連
署
し
て
石
狩
役
人
に
提
出
し
た
の
で

あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
幕
領
の
威
を
以
て
私
領
を
威
圧
し
て
来
た
も
の
が
多
か

っ
た
の
で
、
こ
の
シ
レ
マ
ウ
力
が

一

度
訴
願
を
起
す

と
、
下
対
雁
乙
名
シ
タ
リ

マ
ウ
も
ま
た
イ
サ
リ
乙
名
と
親
類
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
イ
サ
リ
、

ヲ
ル
ル
ウ
ン
で
年
来
千

を
取

っ
て

い
た
の
を
中
土
さ
れ
た
と
い

っ
て
、
通
詞
富
蔵
を
経
て
訴
願
し
、
ま
た
上
夕
張
の

ア
ン
ラ
マ
シ
ケ
も
、
支
配
人
市
郎
左
術
門
を
通
じ

て
"
前
年

償
の

宝
物
を
出
し
手
印
を
受
け
て

イ
サ
リ
乙
名

ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ
の
漁
場
内
で
漁
獲
し
た
も
の
及
び

シ
レ
マ
ウ
力
か
ら■

受
け
た

ウ
ラ

エ
も
'
東
蝦
夷
地
直
轄
中
に
取
上
げ

ら
れ
た
と
い
っ
て
訴
願
を

し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
石
狩
役
人
も
こ
れ
を
等
閑
に
付

す
る
わ
け
に
行
か
ず
、
遂
に
事
実
の
取
調
に
着
手
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。

こ
の
取
調
の
結
果
、
勇
払
場
所
惣
乙
名
ヲ
ツ
カ
シ
レ
、
イ
サ
リ
乙
名
ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ
、
ム
イ
サ
リ
乙
名
コ
マ
ヮ
カ
外
乙
名

一
統

は
、
支
配
人
甚
右
衛
門
、
通
詞
与
四
兵
術
連
署
を
以
て
答
弁
書
を
差
出
し

た
が
、
そ
の
要
点
は
、

下
対
雁
乙
名

シ
タ
ル
マ
ウ
は

一
家
の
者
に
は

相
違
な
い
が
、

ー
家
縁
類
の
故
を
以
て
我

儘
に
御
知
所
内
を
借
り
飯
料
と
乙
て
来

た
の
は
心
得
違
い
で
あ
る
か
ら
、
以
後
石
狩

ア
イ
ヌ
は
た
と
え

一
家
親
戚
で
あ

っ
て
も
、
勇
払
千
歳
川
内
の
漁
場
に

立
入
ら
ざ

る
よ
ぅ
相
願
た
き
事
。

上
夕
張

ア
ン
ラ
マ
シ
ケ
の
申
出

の
シ
レ
マ
ウ
力
と

ア
ン
ラ
マ
シ
ケ
と
の
契
約
は
、
彼
等
間
の
勝
手
に
な

し
た
る
事
で
、
勇
払

ア

イ
ヌ
の
知
る
所
で
は
な

く
、
従
来
ム
イ
サ
リ
附
近
に

お
け
る
ア
イ
ヌ
同
様
に
、
石
狩
ア
イ
ヌ
を
待
遇
し
た
の
は
誤
で
あ
る
。
又

ア
ン
ラ
マ
シ
ケ
方
に
対
し
、
ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ
よ
り
相
応
の

手
印
は
差
出
し
た
が
、
そ
れ
は

ア
ン
ラ
マ
シ
ケ
の
弟

シ
ョ
ウ
ハ
ウ
シ

へ
な
る
者
が
、

ヌ
カ
ン
ラ
ン
ケ
方
に
来
り
、
値
段
に
積
り
て
八
升
入

一
俵
の
米

一
俵
半
代
位
に
相
当
す

る
小
酒
樽
を
出
し
、
力

ム
イ
ノ
ミ
同
様
に
進
上
す
る
故
、
石
狩
か
ら
帰

っ
た
後
、
飯
料
の
魚
だ
け
採
ら
せ
て
く

れ

と

依
頼
し
た
の
で
、
こ
れ
を
受
け
て

其
年
だ
け
共
に
持
場
内
で
漁
獲
さ
せ
た
が
、
永
久
売
買
を
な
し
た

の
で
は
な
い
。

ま
た
シ
レ
マ
ウ
カ
の
申
状
は
な
る
ほ
ど

昔
三
代
以
前
、
蝦
夷
地
よ
り
大
軍
を
向
け
来
り
乙
際
、
ム
イ
サ
リ
乙
名
小
使
小
前
の
者



共
ょ
り
の
依
頼
に

つ
き
、
シ
レ
マ
ウ
ヵ
償
の
主
物
を
出
し
事
を
治
め
た
る
た
め
、
右
謝
礼
と
し
て
ム
イ
サ
リ
の
内
、
勝
手
次
第

ウ
ラ
エ
を
建
て
る
こ
と
を
許
し
た
が
、
イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
、
千
歳
、

川
、
厚
真
辺
に
至
る
迄
の
男
払
ア
イ
ヌ

一
統
の
関
知

す
る
所
で
は
な
く
、
当
時
す
で
に
諧

人
間
に
も
異
論
あ
っ
た
程
で
、
た
だ
縁
類
関
係
を
以
て
内
談
に
て
ウ
ラ
エ
を
建
て
た
る

の
み
、
然
る
に
今
日
尚
シ
レ
マ
ウ
力
に
ウ
ラ
エ
を
建
て
さ
せ
る
こ
と
は
、
勇
払
ア
イ
ヌ
人

一
統
困
却
に
つ
き
、
も
し
シ
レ
マ
ウ

力
難
渋
と
あ
ら
ば
飯
料
•た
け
の
漁
業
は
差
支
え
な
い
が
、
ウ
ラ
エ
は
断
然
許
可
し
な
い
こ
と
を
請
う
。

と
い
う
の
で
あ

っ
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
問
題
は
僅
か
に
三
ウ
ラ
エ
の
漁
業
権
の
回
復
を
め
ぐ
る
紛
争
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
関
係
は
極
め
て
広
く
、
石
狩
十

三
場
所
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
人
の
死
活
に
関
す
る
生
活
で
問
題
で
あ
っ
た
。
由
来
イ
サ
リ
の
原
名
は
ア
イ
ヌ
語
イ
チ
ャ
ン
の
転
訛
し
た

言
葉
が
、
.イ
チ
ャ
ン
と
は
娃
の
産
卵
場
を
意
味
す
る
言
葉
か
ら
名
ず
け
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
所
は
豊
平
、
琴

似
、
発
寒
な
ど
の
三
種
川
ょ
り
も
、
は
る
か
に
優
れ
た
漁
場
で
、
今
日
千
歳
中
央
孵
化
場
が
こ
の
附
近
に
設
け
ら
れ
た
の
も
故
な
き

で
は
な
く
、
往
時

一
年
の
運
上
金
ニ
千
両
を
納
め
た
程
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
の
解
決
は
当
事
者
に
と
っ
て
如
何
に
大
き
な
利
害
関
係

を
も
た
ら
す
か
が
容
易
に
想
像
さ
れ
、
そ
の
系
統
に
厲
す
る
總
ア
イ
ヌ
が
こ
れ
を
応
援
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
請
負
人
も
ま
た
各

各
後
授
者
と
な

っ
て
争

っ
た
。
し
か
し
そ
の
争
点
は
何
人
が
見
て
も
シ
レ
マ
ウ
力
等
の
申
分
が
明
瞭
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

時
石
狩
詰
役
人
井
上
喜
左
衛
門
は
、
男
払
詰
役
人
鈴
木
覚
四
郎
'
窀
崎
八
郎
左
術
門
に
照
会
し
た
結
果
、
東
西
蝦
夷
地
と
も
同
じ

府
の
直
轄
地
で
あ

っ
て
も
、
東
蝦
爽
地
に
属
し
た
勇
払
方
面
の
交
易
はI

切
藤
府
直
捌
な
る
に
反
し
、
西
蝦
與
地
石
狩
領
は
従
前
通

り
諝
負
人
の
諝
負
制
度
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
勇
払
ア
イ
ヌ
の
主
調
を
容
れ
、

篮
か
に
ウ
レ
マ
ウ
ヵ
に
は
川
筋
漁

猁
を
許
可
し
て
ウ
ラ

工
場
を
復
旧
し
な
い
と

い
う

政
治
的
な
解
決
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

そ
の
後
、
不
漁
の
続
く
こ
と

両
三
年
、
イ
サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
の
ウ
ラH

場
所
を
所
有
し
て
上
対
雁
惣
乙
名

と

し
て
勢
力

を
張

っ
た
'ゾ
レ
マ
ウ
力
夫
妻
も
、
次
第
に
老
い
て
言
語
も
自
由
に
な
ら
ず
そ
の
子
供
も
幼
く
、
つ
い
に
石
狩
運
上
屋
の
介
抱
を
受
け

ね
ぱ
な
ら
ぬ
身
と
な
っ
た
。
し
か
る
に
文
化
十
年
に
な
っ
て
東
蝦
夷
地
の
箝
府
直
捌
制
度
も
廃
土
さ
れ
、
東
西
蝦
夷
地
共
に
等
し
く

第
三
編
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史
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史

時
代
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五〇

諸
負
制
度
を

と
ら
れ
る
に
及
び
、
こ
の
年
六
月
再
び
生
計
の

困
難

の
故
と
、
祖
先
以
来
の
墓
所
を

回
復
し
て
孝
道
を

つ
く
し
た
い
と

い
ぅ
理
由
で
、
ウ
ラ
イ
漁
業
権

の
復
活
を

時
の

石
狩
詰
役
人
手
島
長
左
術
門
に
訴
願

し
た
。
こ
の
願
書
に
は
勿
論

上
対

雁

通

詞

幸

吉
"
支
配
人
善
三
郎
等
が
奥
書
し
た
の
も
当
然
で
、
そ
こ
で
手

岛
長
左
術
門
も
そ
の
事
実
調
査
に
著
手
し
た
が
、
い
ず
れ
も
シ
レ
マ

ウ
ヵ

に
同
情
す
べ

き
訴
願
が

続
出
す
る
ほ
ど
で

、
す
な
わ
ち

、

シ
レ
マ
ウ
力
：

t

惣
乙
名
サH

ラ
フ

̶
及
び
そ
の
妹
イ
テ
シ
ネ

チ
は
、
石
狩
元
小
屋
支
配
人

善
三
郎
、
通
詞
幸
吉

、
番
人
藤
助
の

奥
魯
通
り
、

シ
レ
マ
ウ
力
の
申
分
に
相
違
な
き
こ
と

を
答
え
て

い
る
。

幸
吉
、
善
三
郎
両
人

よ
り
は
、
請
負
人
米
屋
孫
兵
術
が
石
狩
場
所
五
ケ
所
を
請
負

っ
て
い
る
の
で

、
差
繰
シ
レ
マ
ウ
ヵ

一
族
を

介
抱

し
て

い
る
が
数
年

に
亘
り
困
難
な
れ
ば
、
そ
の
生
存
中
に

ム
イ
サ
リ
の
漁
業
権
を

差
昃
さ
れ
た
い

と
願
出
て

い
る
。

ま
た
上
対
雁
通
詞
幸
吉
、
下
夕
張
通
詞
定
右
衛
門

、
徳
鏈
通
詞
万
右

術
門
等
は
連
署
を

以
て
、

シ
レ
マ
ウ
ヵ

の
申
状
を
認
め
、

更
に
上
対
雁
に
は

元
来

ア
イ
ヌ
人
戸
数

三
十
七
軒
人

口
百
四
十
八
人
居
住

し
た
が
、
ウ
ラ

エ
取
上
げ
ら
れ
て
か
ら
十
年
間
に

、

ア
イ
ヌ
人
は
四
方
に

離
散

し
、
イ
サ
リ
フ
ト
に
七
軒

二
十
六
人
、
発
寒
に
三
軒
九
人
、
当
別
に

ニ
軒
八
人
、
上
川
に

二
十
六
軒

百
五
人
が
移
転

し
た

こ
と
を
陳
述

し
て

い
る
。

更
に
米
屋
孫
兵
術
請
負
の

石
狩
場
所
内
、
発
寒
通
詞
平

八
、
下
夕
張
通
詞
定
右

術
門
、
上
対
雁
通
詞
幸
吉
、

松
通
詞
幸
三
郎
、

徳
鏈
通

詞
万
右

術
門
及

ぴ
五
場
所
支
配
人

善
三
郎
等
は
連
署
し
て
、
勇
払
場
所
請
負
人

阿
部
屋
仁
兵
衛
が

上
納
し
て

い
る
、
イ

サ
リ
、
ム
イ
サ
リ
の
ウ
ラ

エ
の

運
上
金
を

、
自
談
の
上
孫
兵
衛
方
で

増
上
納
す

る
か
ら
、
シ
レ
マ
ウ

力
も
老
齢
七
十
オ
を
越
え
、

言
語
も
か
な
わ
ず

啞
同
様
と
な
り
、
生
活
に

困

っ
て
宝
物
な

ど
を
売
却

し
て
難

を
極
め
て
い

る
の
を

憐
れ
み

、
そ
の
生
存
中

に
回
復
し
て

一
家
永
久
子
孫
の
安
堵
を

計
ら
れ
た
い

と
願
出
て
い
る

。

こ
の
よ
ぅ
な
状
況
で
、
石
狩
役
人
手
島
長
左
衛
門
は
そ
の
ー
件
書
類
を
も
っ
て
、
||
払
詰
役
人
に
掛
合
っ
た
が
遂
に
こ
の
時
も
そ
の

解
決
を

見
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。

こ
ぅ
し
てM

に
六
年
を

経
過

し
て
文
政

ニ
年
と
な
り
、
時
の

石
狩
詰
藤
吏
長
谷
川
仲
右
衛
門
、
上
原
熊
次
郎

は
、
親
し
く
上
対
雁



に
至
り
、
つ
ぶ
さ
に
シ
レ
マ
ウ
ヵ
方
の
主
張
を
昍
い
た
が
、
す
で
に

シ
レ
マ
ウ
力
は
不
幸
に
も
死
亡
し
、
そ
の
子

シ
リn

ノ
エ
が
継

い
で
惣
乙
名
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
長
谷
川
、
上
原
の
両
人
は

シ
リ
コ
ノ
エ
及
ぴ
小
使
サH

ラ
フ
ニ
等
、
並
に
通
詞
を
迪
れ
て
勇
払
に

至
り
、
熟
議
の
上
興
払
ア
イ
ヌ
に
ウ
ラ
工
返
還
を
命
じ
た
が
、
勇
払
ア
イ
ヌ
は
こ
れ
を
承
諾
し
な
い
の
で
、
止
む
な
く
そ
の
ウ
ラ
エ

か
ら
得
た
収
獲
物
を
石
狩
、
與
払
両

ア
イ
ヌ
で
折
半
す
る
こ
と
に
取
極
め
た
が
、
し
か
し
シ
リ
コ
ノ
エ
等
も
こ
の
入
会
漁
業
の
解
決

に
甘
ん
ず
る
こ
と
が
出
来
ず
、
遂
に
著
業
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。

し
か
る
に
こ
れ
が
文
政
四
年
に
至
り
、
端
な
く
も
松
前
藩
復
領
の
事
に
な

っ
た
の
で
、
シ
リ
コ
ノ
エ
及
ぴ
サ
エ
ラ
フ
ニ
は
文
政
四

年
八
月
、
こ
と
ご
と
く
従
来
の
経
過
を
記
述
し
て
新
に
石
狩
支
配
人
源
右
術
門
、
通
詞
平
八
等
速
署
の
も
と
に
訴
願
を

提

起

し

た

が
、
勇
払
場
所
で
も
惣
乙
名

ヲ
ク

n

シ
マ
、
脇
乙
名
代

マ
ウ
ケ
サ
ン
、
惣
小
使
ク
ツ
ケ
レ
ノ
並
に
乙
名
イ
ョ
ノ
、
小
使
代
シ
ャ
ハ
シ

リ
等
連
署
の
上
、
勇
払
支
配
人
儀
左
術
門
、
通
詞
勘
助
等
が
副
箸
し
て
、
こ
れ
に
激
烈
な
反
訴
を
し
て
い
る
。
そ
の
申
立
て
は
、

ウ
ラH

訴
訟
に

つ
き
此
上
願
出
る
は
恐
れ
あ
り
、
故
に
ウ
ラ
工
は
断
然
此
際

シ
リ
コ
ノ
エ
に
差
戻
す
べ
し
、
然
れ
ど
も
古
来
石

狩
ア
イ
ヌ
は
秋
味
の
節
決
し
て
ウ
ラH

に
従
事
せ
ざ
る
に
、
今
回
こ
れ
に
従
事
す
る
®
と
な
れ
ば
、
勇
払
ア
イ
ヌ
の
困
雛
は
必

然
な
り
。
石
狩
ア
イ
ヌ
の
主
張
は
理
篛
を
弁
え
ざ
る
も
の
な
り
。
こ
の
上
は
勇
払
ア
イ
ヌ
も
石
狩
川
筋
の
小
川
相
応
の
場
所
に

立
入
り
、
ウ
ラ
エ
三
個
所
取
り
建
て
、
ー
手
の
川
筋
に
て
相
方
入
交
り
、
漁
狐
す
べ
き
に
ょ
り
、
其
旨
許
可
あ
り
た
し
。

と
い
ぅ
の
で
、
琪
態
は
益
々
困
難
と
な

っ
た
。
何
分
各
請
負
人
の
後
授
に
ょ
り
石
狩
、
勇
払
両

ア
イ
ヌ
人
が
、
全
道
第
一
の

場
所

の
漁
業
権
を
中
心
と
し
て
の
争
い
で
あ
る
か
ら

、
感
惜
の
術
突
も
加
わ
り
如
何
な
る
椿
事
が
起
る
か
も
知
れ
な
い

状
態
で
あ

っ
た
。

し
か
し
松
前
藩
は
直
ち
に

こ
れ
を
処
理
し
て
シ
リ
コ
ノH

の
訴
願
を
採
納
し
、
勇
払
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
右
ウ
ラH

場
所
は
自
今
春

夏
秋
中
共
、
永
世
シ
リn

ノ
エ
に
引
渡
す
べ

き
旨
を
破
命
す
る
と
共
に
、
ま
た
與
払

ア
イ
ヌ
の
情
願
も
容
れ
て
其
受
渡
は
双
方
熟
談

の
上
に
な
す
べ
き
こ
と
を
達
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
両
者
興
議
な
く
、
石
狩
内
上
対
雁
惣

こ
名
シ
リ
コ
ノ
エ
、
同
小
使

サ
エ
ラ
フ
ニ
、
»
払
惣
乙
名
ヲ
ク
コ
シ
マ
、
同
脇
乙
名
マ
ウ
ケ
サ
ン
、
同
惣
小
使
ク
ツ
ケ
レ
ノ
、
同
並
小
使
ト
ケ
ヵ
ク
シ
、
シ
ャ
ハ

シ
リ
等
熟_

の
上
、
左
の
受
渡
方
法
を
決
定
し
た
。

第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

ニ
五I



第
三
編

石

狩
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ニ

元
来
右
ウ
ラH

所
持
者
は
シ
レ
マ
ウ
力
、其
妹
モ
レ
カ
ラ
ケ
、
其
妻
及
小
供
の
四
人
に
し
て
、
こ
れ
を
そ
の
飯
料
と
し
て
助
命
し

来
り
た
る
も
の
な
れ
ば
、
シ
リ
コ
ノH

も
親
類
の
こ
と
な
れ
ば
右
老
母
共
生
存
中
は
、右
四
人
の
飯
料
を
取
ら
せ
お
く
事
。
尤
シ

リ
コ
ノ
エ
に
も
老
母
あ
れ
ば
、
シ
リn

ノ
エ
の
枠
ア
イ
ヌ
等
、
イ
シ
カ
リ
に
て
引
網
漁
業
中
は
モ
レ
カ
ラ
ケ
及
び
シ
レ
マ
ウ
カ
子

供
に
て
、
ウ
ラH

を
作
り
て
、
右
双
方
の
老
若
者
を
介
抱
す
べ
き
に
よ
り
、
ウ
ラH

は
従
前
の
通
り
右
四
人
に
頂
け
お
く
亊D

右
老
女
共
死
亡
後
は
シ
リ
コ
ノH

よ
り
相
当
の
男
ア
イ
ヌ
を
差
替
、
ウ
ラH

を
所
持
せ
し
む
る
事
あ
る
べ
く
、
其
節
は
飯
料
は

従
前
の
通
り
双
方
親
類
に
て
分
有
し
、
其
余
分
の
産
物
は
千
歳
、
石
狩
両
運
上
屋
へ
等
分
に
差
出
す
事
。

.

と
い
ぅ
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
受
渡
決
定
書
は
石
狩
詰
立
合
吉
田
右
十
郎
に
差
出
し
、
な
お
石
狩
方
よ
り
シ
リ
コ
ノH

、

サH

ラ
フ
一一連
署
石
狩
支
配
人
代

盛
兵
衛
、
通M

平
八
の
奥
書
を
以
て
、
興
払
詰
笹
井
俊
次
郎
に
宛
て
、
相
方
熟
談
の
事
を
聞
済
あ
ら
ん
こ
と
を
願
出
て
、
勇
払
諸
役

人
に
対
し
引
請
の
請
印
を
差
出
し
た
。
男
払
方
か
ら
は
ヲ
ク

n

シ
マ

、

マ
ウ

ケ

サ
ン
、
ク
ツ
ケ

レ
ノ
、
ト
イ
カ
ク

シ
、
シ
ャ
ハ

シ
リ

連
署
、
支
配
人
通
詞
の
奥
書
を
以
て
、
石
狩
諸
役
人
に
対
し
確
か
に
シ
リ
コ
ノ
ェ
方
に
引
渡
し
た
る
に
相
違
な
き
旨
の
届
書
を
差
出

し
た
。
時
に
文
政
五
年
八
月
二
十
二
日
で
、
同
日
松
前
藩
か
ら
は
、
石
狩
勇
払
両
役

ア
イ
ヌ
に
対
し
、

「

斯
く
請
戻
相
済
た
る
上
は
、
自
今
ウ
ラH
の

に
付
、
願
ケ
間
敷
事
決
し
て
申
出
間
敷
く
、
且
つ
右
の
趣
き
子
孫
迄
も
能
く

能
く
言
伝
可
申
、
」

の
旨
を
厳
逹
し
て
、
寛
政
年
間
以
来
十
有
余
年
に
亘
る
問
題
を
全
く
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
支
配
政
活
の
変
動

に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
民
情
に
通
じ
な
い
幕
吏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
誠
に
不
幸
悲
惨
な
時
代
の
姿
の
一
端
を
物
語
る
も

の
が

あ

る0

第
三

節

復

領

後

の
場

所

経
営

松
前
藩
復
領
後
の
石
狩
場
所
は
前
述
の
如
く
家
臣
の
知
行
地
制
度
を
廃
土
し
た
か
ら
、
前
藩
時
代
家
臣
の
知
行
地
で
あ
っ
た
十
三



場
所
と
も
、
い
ず
れ
も
藩
領
と
し
て
誼
負
人
に
請
負
は

せ
る
こ
と
に
な

つ
た
が
、
諸
負
人
は
従
来
の
通
り
阿
部
屋
が
引
続
き
、
石
狩

全
部
を
文
政

四
年
己
年
よ
り
十
個
年
期
を

以
て
請
負
う
こ
と
に
な

つ
た
。
そ
の
運
上
金
は

イ

シ

カ

リ

ト

ク

ビタ

ハツ

サブ

下

サツ

ホロ

上サツホ

ロ

下

シ

ノ
ロ

上

シ

ノロ

下

ツ

イ

シ
カ

リ

上

ツ
イ

シ
カ

リ

シマ

マツ

フ

下
ュ

ウ

ハ

リ

上

ュ

ウ

ハ

y

下

カ

バ

タ

上

カ

バ

タ

ニ
ニ五

〇
両

外

ニ
ニ
五
両

内

四〇

両

内

三
五
両
永
五〇

文

四
六
両

外

三
八
両

ニ
六
両
二
分

三
七
両

外

五
五
両

外

四
ニ
両

外

四
◦
両

外

四
ニ
両

二
分

三
五
両

一
分

外

M

一両
二
分
上
乗
金

ニ
六
両
三
分
差
荷
料

三
五
両
鱒
場
遇
上
金

四
両
差
荷

料
十
両
上
乘
金

ニ
両
二
分
上
乗
金

四
両

差
荷
料

外

三
両
差
荷

料

三
両
二
分
差
荷
料

ニ
両

一
分
差
荷
料

五
両
差
荷
料

五
両
差
荷
料

七
両
上
乘
金

四
両
二
分
差
荷
料

ニ

五
両
ニ
分
永

ニ
一
五
文

で
あ
っ
た
が
、
ここ

に
あ
る
上
乘
金
と
い
ぅ
の
は
監
視
の
た
め
領
主
か

ら
派
迪
す
る
役
人
に
対
す

る
負
担
金
で
、
差
荷
料
と
い
ぅ
の

第
三
編
石
狩
の
歴
史
時
代

ニ
五
三
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史
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は
請
負
人
が
領
主
に
対
す
る
現
物
の
贈
物
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
は
領
主
は
上
粟
役
人
を
派
遣
し
な
く
て
も
、
|
種
の
別
納
金
と
し

て
取
り
、
ま
た
差
荷
も
現
物
で
は
な
く
現
金
化
し
て
納
め
さ
せ
た
。

時
村
山
家
の
当
主
は
七
代
目
金
八
郎
で
あ
っ
た
が
、
村
山
家
が
石
狩
を
請
負

っ
て
支
配
す
る
と
い
っ
て
も
、S

ら
親
し
く
現
地

に
臨
む
も
の
で
は
な
く
、
現
地
場
所
に
は

支
配
人
一
人
(諝
負
人
の
代
理
で
万
年
こ
の
役
に
て
指
図
し
、
給
金
ー
年
五
十
両
)

通
詞

一
人

(
通
詞
の
役
だ
け
で
外
に
持
分
な
く
、
但
し
罪
科
を
釓
す
、
給
金

一
年
二
十
五
両
)

帳

役
二
人

(請
負
人
の
下
手
代
で
帳
役
を
瓶
ね
る
、
こ
の
役
は
最
も
多
忙
で
産
物
を
調
べ
ア
イ
ヌ
雇
い
を
調
べ
'
そ
の
他
す

ベ
て
精M

勘
定
等
を
行
う
、
給
金

一
年
ニ
十
両
〕

番

人
若
干

C

番
屋
に
一
人
づ
つ
居
り
又
運
上
屋
に
も
居
て
、
ア
イ
ヌ
の
稼
働
を
指
図
し

ア
イ
ヌ
の
頭
と
な
り
、
漁
期
に
は
番

人
は

一
般
の
船
に

一
人
づ
つ
乗
る
、
妻
子
を
伴

っ
て
土
着
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
給
金
は
越
年
す
る
者
は

一
年
十
四
両
、
冬

に
帰
り
春
に
来
る
者
は
十
二
両
〕

売
場

若
干

(番
人
な
み
で
勘
定
方
の
金
か
ら
品
物
に
至
る
ま
で
頂
り
お
り
、
支
配
人
帳
役
か
ら
書
付
を
と
っ
て
行
け
ば
売
場

か
ら
諸
品
を
渡
す
の
で
あ
る
が
そ
の
係
で
あ
る
。
)

役
土
人
乙
名

C

ア
イ
ヌ
の
箇
長
で
後
庄
屋
と
改
め
ら
れ
た
。
)

脇

乙

名

C

アV

ヌ
の
副
寞

と
も
い
う
べ
き
で
着

主
と
改
め
ら
れ
た
。
)

土
産

取

C

大
低
脇
乙
名
と
同
じ
で
後
年
寄
と
改
め
ら
れ
た
。
)

小

遣

C
I

村
に1

1

人
〕

等
が
い
て
実
際
の
迎
営
に
当

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

運
上
金
も
そ
の
後
、
前
述
の
ょ
う
な
疤
瘡
流
行
な
ら
び
に
不
漁
等
の
た
め
、
当
分

一
力
年
十
三
力
場
所
遝
上
金
と
秋
味
運
上
金
を

合
計
し
て
千
両
、
十
三
ヵ

垛
所
莨
場
秋
味
運
上
金
五
百
両
、
計
一
千
五
百
両
、
そ
れ
に
上
乘
金
と
差
荷
料
三
十
九
両
|分
を
納
め
れ



阿

部屋

伝次郎

阿

部屋

利兵

衛

田

中

九

八

ば
よ
く
な
り
、
そ
の
他
に
文
化
十
四
年

(
I

八

一
七
〕
よ
り
文
政
ニ
年

(
一
八
一
九
)
に
至
る
、
三
力
年
の
滞
納
金
は
年
々
百
両
づ

つ
、
秋
味
が
三
千
石
以
上
積
取
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
余
分
'た
け
全
部
そ
の
返
済
金
に
あ
て
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
天

保
ニ
年

C
I八

三〇
)

か
ら
は
運
上
金
が
全
部
で
千
両
に
切
下
げ
ら
れ
、
秋
味
が
五
千
石
以
上
と
れ
た
時
は
百
石
に
つ
き
二
十
両
づ

つ
の
冥
加
金
上
納

C

た
だ
し
船
積
が
間
に
合
は
ず
に
切
囲
に
な
り
翌
年
に
廻

っ
た
節
は
半
減
〕
そ
れ
に
上
乘
金
、
差
荷
料
合
計
三
十

九
両

一
分
と
二
分
金
ニ
十
両
と
な

っ
た
。
そ
の
後
も
引
続
き

天
保
九
戊
年
よ
り
辰
年
ま
で
七
ヶ
年
季

it

負

人

厲

証
人

名

主

と
、
阿
部
屋
が
請
負
い
弘
化
ニ
年
の
更
新
に
お
い
て
も
同
じ
く
阿
部
屋
が
請
負

っ
て
い
る
。

こ
の
頃
の
漁
業
は
春
は
鰊
漁
の
た
め
す
ベ
て
の
ア
ィ
ヌ
は
海
に
出
て
、
入
会
漁
場
で
あ

っ
た
銭
函
附
近
の
海
域
で
働
き
、
秋
は
彼

岸
の
入
り
か
ら
土
用
半
ば
迄

漁
に
従
事
す
る
を

例
と
し
た
が
、
そ
の
給
料
は
、

春

鰊

漁

|

人
玄
米
八
升
入
俵
、
七
俵
か
ら
五
俵

秋

鮭
漁

一
人
玄
米
八
升
入
俵
、
六
俵
か
ら
五
俵

で
あ
る
が
、L

か
し
春
三
月
頃
か
ら
鰊
場
の
準
備
を
し
て

鰊
漁
に
当
り
、
そ
れ
を
済
ま
す
と
今
度
は

漁
の
用
意
を
し
て

漁
に
か

か
り
、
秋
の
土
用
半
と
い
う
か
ら
お
よ
そ
十
月
下
旬
ま
で
の
稼
励
で
、
通
計
七
個
月
間
働
い
て
上
等
が
玄
米
八
升
入
俵
十
三
俵
で
あ

る
か
ら
玄
米

一
石
四
升
の
給
料
で
あ
り
、
下
等
の
方
は
僅
に
八
斗
の
収
入
よ
り
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
と
に
こ
の
頃
に
な
る
と
石
狩
場
所
の
人
口
は
、
文
化
初
年
ニ
千
二
百
八
十
五
人
も
あ
っ
た
も
の
が
、
疱
瘡
疫
病
の
流
行
で
半
減

し
、
文
政
五
年
に
は
千
百
五
十
八
人
と
い
う
有
様
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
蛙
の
年
産
高
を
見
る
と
、

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代
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至自至處至自至自至

S

至

文
化
十
二
年

文
政

四
年

文
政

五
年

同

十
一
年

同

十
二
年

天
保

六
年

同

七

年

同

十
三
年

同

十
四
年

甚
永
ニ

年

同

三
年

安
政

三
年

年
平
均

一
四
、
四o

〇

束

I

五
、
九〇

〇

束

一
五
、〇

〇
〇

束

一
九
、
五〇

◦
束

ニ
ー
、〇
〇
〇

束

ニ
四
、〇

〇
〇

束

四
、
八〇

〇

石

五
、
三〇

〇

石

五
、〇

〇
〇

石

六
、
三〇

〇

石

七
、〇

〇
〇

石

八
、〇

〇
〇

石

と
年
々
増
産
を
示
し
て
い
る
。
勿
論
文
化
初
年
ま
で
は
請
負
人
は
ア
イ
ヌ
人
が
手
製
の
網
で
自
由
漁
獲
し
た
も
の
を
買
取

っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
文
政
復
領
後
は
ア
イ
ヌ
人
は
労
働
者
と
し
て
番
人
に
使
役
さ
れ
る
形
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
、
漁
撈
法
の
進
歩
も
あ
ろ

う
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
苛
酷
な
虐
使
が
伴
い
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
ヌ
人
は
石
狩
場
所
の
定
住
者
ば
か
り
で
は
な
く
、

「
公
事
.
ク

ン
チ
」
ま
た
は

「
お雇
」
と
称
し
て
、
他
の
場
所
か
ら
徴
用
し
て
漁
撈
に
当
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

「
お
雇
」
に
下
る

の
を
忌
み
嫌

っ
て
ブ
シ
の
毒
を
喰

っ
て
死
ん
だ
石
狩
べ
ベ
ッ
の
ア
イ
ヌ
人
ョ
シ
ン
の
如
き
惨
話
は
数
か
ぎ
り
な
く
あ
り
、
ま
た
幾
年

も
公
*
に
徴
用
さ
れ
て
掃
ら
ぬ
夫
を
待
ち
わ
び
る
悲
し
い
物
語
が
、
い
つ
か
民
謡
と
な
っ
て
、
す
な
わ
ち

ヤ
イ
シ
ヤ
マ
ネ
ナ
、
肝
が
焼
け
る
よ

私
の
殿
御
よ
、
ど
こ
に
あ
る
村
か

そ
の
名
を
、
く
そ
石
狩

貧
乏
石
狩
、
だ
と
い
う
の
か

其
処
に
お
屈
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ん
な
思
い
思
わ
れ
る

仲
だ
っ
た
の
に
、
逢
う
ば
か
り
も



出
来
な
く
な
っ
て
、
し
ま
っ
た
の
だ

！

風
に
な
り
た
や
、
鳥
に
な
り
た
や

そ
う
し
た
な
ら
、
く
そ
石
狩
へ

今
日
こ
こ
か
ら
で
も
、
飛
ん
で
行

こ
う

そ
う
す
る
な
ら
ば
、
私
の
殿
御
に

今
日
こ
こ
か
ら
で
も
、
す
ぐ
逢
え
る
が
な
あ

！

私
の
殿
御
よ
、
こ
う
し
て
る
こ
の
今

何
の
仕
事
を
、
し
て
い
な
さ
る
か
？

私
の
恋
し
い
殿
御
、
こ
ん
な
に
思
っ
て
い
る
の
を
ど
の
よ
う
に
本
当
に
、
思

っ
て
い
て
下
さ
る
だ
ろ
う
か
？

風
に
な
り
た
や
、
お
前
の
か
ら
だ
の
上
へ

す
る
り

さ

わ
る
、
は
か
り
も
し
た
い
よ
う

な
の
だ
に
な
あ
！

と
、
い
ま
に
日
高
地
方
の
ア
イ
ヌ
の
子
孫
に
よ
っ
て
、
せ
つ
せ
つ
た
る
哀
調
で
歌
い
継
が
れ
て
そ
の
昔
の
悲
し
い
生
活
を
記
録
し
て

い
る
。第

三
編

石
狩

の
歴
史
時
代

ニ
五
七
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第
四
章

幕
府

再

直
轄

と

石
狩

第

一

節

再

直轄

下

の

行政

嘉
永
六
年

C
一
八
五
一一一)
六
月
米
国
水
師
提
督
ペ
リー

が
、
軍
艦
四
隻
を
率
い
浦
質
に
来
航
、
和
親
通
商
を
求
め
る
国
書
を
提
出

し
て
抜
錨
し
た
が
、
翌
安
政
元
年

(
一
八
五
四
〕
正
月
、
再
び
軍
艦
八
隻
を
も
っ
て
浦

に
来
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
神
奈
川
沖
に
入

舶
、
前
年
提
出
の
通
商
の
解
答
を
要a

し
た
。
そ
こ
で
藤
府
は
儒
者
林
大
学
頭

お
よ
び
町
奉
行
井
戸
対
馬
守
覚
弘
ら
に
命
じ
て
、

神
奈
川
に
お
い
て
応
接
せ
し
め
、
十
二
ヵ
条
か
ら
な
る
和
親
条
約
に
調
印
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
そ
の
条
文
の
中
に
、

第
二
箇
条

~

伊
豆
下
田
、
松
前
地
箱
舘
の
両
港
は
、
日
本
政
府
に
於
て
、
亜
墨
利
加
船
、
薪
水
食
料
石
庾
欠
乏
の
品
を
、
日
本
に
て
調

候
丈
は
給
候
為
め
、
渡
来
の
儀
差
免
し
候
、
尤
下
田
港
は
条
約
書
面
調
印
の
上
、
即
時
に
も
相
開
き
、
箱
舘
は
来
年
三
月
よ

り
相
始
候
事。

と
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
翌
ニ
年
三
月
か
ら
箱
舘
を
開
港
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
条
約
に
基
ず
き
幕
府
は
安
政
元
年
六
月
箱
舘
奉
行
を
お
き
、
竹
内
保
徳
な
ら
び
に
堀
利
熙
を
奉
行
に
任
命
し
た
が
、
こ
れ
よ

り
さ
き
ペ
リー

は
条
約
第
五
筒
条

一
、
合
衆
国
の
漂
民
其
他
の
者
と
も
、
当
分
下
田

■
箱
舘
逗
留
中
、長
崎
に
於
て
唐
和
蘭
人
同
様
、閉
籠
の
窮
屈
の
取
扱
無
之
、

下
田
港
内
の
小
島
周
り
凡
七
里
の
内
は
、
勝
手
に
緋
徊
い
た
し
箱
舘
港
之
儀
は
追
て
取
極
め
候
事

に
よ
り
、
同
年
四
月
軍
艦
五
隻
を
も
っ
て
箱
舘
を
視
察
乙
、
下
田
港
に
至
り
林
大
学
頭
ら
と
議
し
て
約
条
附
録
を
定
め
、
箱
舘
遊
歩

区
域
を
同
所
よ
り
五
里
の
地
帯
に
決
定
さ
れ
た
の
で
、
幕
府
は
松
前
藩
に
命
じ
て
こ
の
地
域
を
上
地
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ

ろ
が
そ
の
前
年

(E-

永
六
年
)
ペ
リー

が
江
戸
に
至

っ
て
、
日
本
と
和
親
条
約
の
締
詰
を
結
ぶ
交
渉
を
開
い
た
と
問
く
と
、



露
国
も
ま
た
東
洋
艦
隊
司
令
官
プ
ー
チ
ャ
ー
チ
ン
を
使
節
と
し
て
長
崎
に
派
遣
し
、
通
商
な
ら
び
に
国
境
®
定
の
交
渉
を
開
始
し
た

が
、
さ
な
が
ら
こ
れ
に
相
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

一
©
の
露
船
が
樺
太
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
に
上
陸
し
て
、
無
暴
に
も
防
塞
を
築
い

て
占
拠
し
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ
は
多
分
に

D

シ
ャ
は
こ
の
方
面
に
お
け

る

日
露
の
国
境
を
宗
谷
海
峡
に
お
く

こ
と
を
、
有
利
に
す
る

た
め
の
行
励
で
あ
つ
た
。
し
か
乙
南
樺
太
は
わ
が
国
が
す
で
に
前
葙
府
直
轄
以
来
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
を
中
心
に
、
ァ
ニ
ヮ
湾
ー
帯
及

び
西
海
岸
は
真
岡
辺
ま
で
漁
場
を
開
き
、
漁
業
を
営
む
と
共
に
東
西
奥
地
の
住
民
と
も
交
易
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
権
利
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
千
島
方
面
の
国
境
が

エ
ト
ロ
フ
水
道
を
も
つ
て
境
と
す
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
か

つ
た
が
、
樺
太
方
面
は
つ
い

に
国
境
を
定
め
ず
従
来
の
ご

と
く

雑
居
し
共
同
管
理
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
よ
.う
な
蝦
臾
地
が
現
実
に
国
際
的
な
関
係
を
も

つ
と
、
ま
ず
何
よ
り
も
国
防
上
の
問
題
が
論
議
の
焦
点
と
な

つ
た
。

こ
と
にD

シ
ャ
の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
占
拠
班
件
は
、箍
府
を
し
て
ふ
た
た
ぴ
北
辺
の
防
備
を
痛

感
せ
し
め
る
に
至
り
'
こ
れ
よ
り
先
、

当
時
幕
府
目
付
堀
利
熙
、
勘
定
吟
味
役
村
垣
範
正
に
命
じ
、
樺
太
お
よ
び
蝦
夷
地
の
実
情
を
調
迹
せ
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ

つ
た
。
そ

の
結
果
、
同
年
九
月
堀

•
村
垣
連
名
を
も
つ
て
、

「
松前
蝦
夷
地
惣
体
見
分
仕
候
見
込
之
趣
大
意
申
上
候
書
付
」
な
る
復
命
書
を
提

出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
大
要
次
の
よ
う
な
意
見
で
あ
る
。

ま
ず
松
前
蝦
夷
地
の
広
大
な
地
域
の
大
要
を
述
べ
、
次
に
福
山
城
下
は
守
備
の
施
設
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

広
大
な
地
帯
の
警
備
は
誠
に
不
完
全
で
あ
る
。

一
方
地
勢
地
味
を
見
る
な
ら
ば
、
北
方
二
三
分
の
地
は
陽
気
が
う
す
く
野
菜
ぐ

ら
い
し
か
出
来
な
い
が
、
そ
の
他
七
八
分
の
地
は
諸
穀

■
諸
菜
の
耕
作
に
適
し
、
山
に
は
良
材
及
び
種
々
の
鉱
物
が
あ
り
'
こ

と
に
周
海
の
漁
業
に
至

つ
て
は
莫
大
な
利
潤
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
松
前
藩
で
は
請
負
人
に
託
し
て
運
上
金
仕
向
金
を
徴
収
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
も
諝
負
人
が
逍
す
と
こ
ろ
の
支
配
人
.
番
人
等
は
無
頼
の
徒
で
、
苛
酷
に
ァ
ィ
ヌ
を
虐
使
し
、
不
法
の

こ
と
が
多
い
の
で
ア
ィ
ヌ
人
は
昔
の
よ
う
に
藉
府
の
直
轄
で
あ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
も
し
も
こ
れ
ら
に
外
国
人
が
恵
み

を
施
し
て
誘
惑
し
た
な
ら
、
ァ
ィ
ヌ
人
は
喜
ん
で
»
服
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
松
前
藩
の
カ
で
は
到
底
蝦
夷
地
の
警
備
撫
恤
等

は
行
届
く
も
の
で
は
な
く
、
さ
り
と
て
こ
れ
を
他
の
諸
部
に
分
割
処
置
さ
せ
た
な
ら
、
ま
た
後
弊
の
生
ず
る
®
も
あ
る
か
ら
、
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史
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当
面
の
処
置
と
し
て
は
往
時
の
如
く
、
再
び
幕
府
が
直
轄
し
て
旗
本
、
御
家
人
並
に
其
二
三
男
厄
介
そ
の
他
陪
臣
浪
人
な
ど
を

移
し
、
屯
田
農
兵
の

制
に
做

っ
て
新
田
開
墾
、
産
物
取
開
に
尽
し
た
な
ら
成
功
は
必
ず
し
も
困
難
で
は
な
い
ば
か
り
か
、
そ

の
経

は
沿
岸
の
漁
利
で
以
て
充
分
で
あ
る
。
尚
ほ
再
考
す
る
な
ら
ば
泰
平
ニ
百
年
士
風
軟
弱
に
流
れ
る
、
こ
れ
を
救
ぅ
に
は

蝦
爽
地
に
お
い
て
風
霜
艱
苦
を
経
験
さ
せ
、
運
船
打
砲
な
ど
を
練
達
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
因

っ
て
北
蝦
夷
地
、
択
捉
、
国
後

を
始
め
嶋
々
、
並
に
東
西
蝦
夷
地

一
円
、
西
は
乙
部
村
、
東
は
知
内
村
ま
で
上
知
す
べ
き
で
あ
る
。

と
対
露
方
策
ば
か
り
で
な
く
、
東
西
蝦
夷
地
の
地
勢
経
済
等
に
百I

る
調
査
を
具
申
し
て
、
再
直
轄
す
べ
き
意
見
を
加
え
て
提
出
し
て

い
る
。

慕
府
は
こ
の
意
見
書
に
も
と
ず
き
、
つ
い
に
安
政
ニ
年

(
一
八
五
五
〕
二
月
二
十
二
日
、
松
前
崇
広
に
対
し
、

r

東
西
蝦
夷
地
西

在
乙
部
村
、
東
在
木
古
内
村
ま
で
、
島

々
共

一
円
上
知」

の
旨
を
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
松
前
藩
の
領
地
は
苽
は
知
内
、
木

古
内
の
境
立
有
川
か
ら
、
西
は
乙
部
村
五
厘
沢
ま
で
僅
か
に
海
岸
三
十
余
里
の
地
と
な

っ
た
が
、
幸
に
こ
こ
に
は
福
山
、
江
差
の
ニ

港
が
あ
り
、
西
蝦
夷
地
の
物
資
の
集
散
地
とL

て
多
額
の
沖
ロ
諸
税
の
収
入
が
得
ら
れ
、
ま
た
同
年
十
二
月
幕
府
は
陸
奥
国
伊
達
郡

梁
川
、
出
羽
国
村
山
郡
東
根
の
地
を
合
せ
て
三
万
石
を
松
前
家
に
給
し
、
別
に
出
羽
国
村
山
郡
尾
花
沢

一
万
三
百
五
十
石
を
預
領
と

し
、
且
つ
毎
年

一
万
八
千
両
の
手
当
を
与
え
て
蝦
臾
地
の
歳
入
に
換
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
松
前
藩
は
従
来
の

一
万
石
格

か
ら
三
万
石
格
と
な
り
、
文
化
年
間
の
懲
罪
的
な
移
封
か
ら
す
れ
ば
、
実
収
は
激
減
し
た
と
い
っ
て
も
誠
に
温
情
あ
る
処
置
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
藩
主
は
引
続
き
松
前
に
あ

っ
て
政
務
を
執
り
、
給
地
に
は
代
官
を
派
迪
し
て
統
治
さ
せ
た
。

前
幕
府
直
轄
に
お
い
て
は
千

方
面
の
問
題
の
処E
の
必
要
か
ら
、
東
蜈
夷
地
に
重
点
を
お
か
れ
て
い
た
が
、
西
蝦
夷
地
は
む
し

ろ
従
属
的
な
形
に
お
か
れ
、
諸
般
の
施
設
も
東
蝦
喪
地
に
比
べ
た
な
ら
西
蝦
夷
地
は
全
く
旧
態
依
然
た
る
も
の
が
あ
-っ
た
。
し
か
る

に
今
度
は
問
題
の
中
心
が
北
蝦
與

c

樺
太
)
に
集
中
さ
れ
た
の
で
、
藉
府
の
力
は
必
然
に
こ
の
西
蝦
夷
地
に
そ
そ
が
ね
ば
な
ら
ず
、

こ
と
に
石
狩
が
そ
の
1£
耍
3£
地
と
乙
て
着
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

煆
夷
地
に
お
け
る
行
政
は
、
前
に
も
述
べ
た
ょ
ぅ
に
前

府
直
轄
時
代
は
、
東
西
蝦
夷
地
を

五
ヵ
所
に
分
け
、
す
な
わ
ち
、



西

蝦夷

地

ウ
ス
べ

ツ
よ
り

イ
ワ

ナ
イ
迄

下
役

二
人

在
住

二
人

同
心

四
人

フ
ル
ウ

よ
り

ア
ツ
タ
迄

下
役

二
人

在
住

三
人

同
心

三
人

ハ
マ

マ
シ
ケ

よ
り

フ
レ

へ
ツ
迄

下
役

二
人

在
住

三
人

同
心
五
人

テ
シ
ホ
よ

り

ソ
ウ

ヤ
迄

下
役

三
人

在
住

四
人

同
心
五
人

モ
ン
へ

ツ
よ
り

シ
ャ
リ
迄

下
役

二
人

在
住

二
人

同
心

五
人

束

蝦

夷

地

ヤ
ム

ク
シ

ナ

イ
よ

り

シ
ラ

オ

イ
迄

下
役

I

人

在
住

二
人

同
心

I

人

ユ
ウ

フ
ツ

よ
り

ホ

ロ
イ
ツ

ミ
迄

下
役

一
人

在
住

二
人

同
心
二
人

ト
カ

チ
よ
り

ネ
ム

ロ
迄

下
役

二
人

在
住

三
人

同
心

二
人

ク
ナ

シ
リ

下
役

一
人

在
住

一
人

同
心
二
人

第
三
編

石

狩
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歴
史

時

代

調
役

一
人

調
役
並

一
人

調
役
並

一
人

調
役
並

一
人

調
役
並

一
人

調
役

一
人

調
役
並

一
人

調
役

一
人

調
役
並I
人

ニ
六

一
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一
一六

ニ

I
奏

禽

释
_
¥
{

:ォ
|

ツ

.V
i.,

ィV'
'

九
力
所
に
分
け
て
、
す
な
わ
ち

東

蝦

爽

地

室

蘭

詰

持

様

似

詰

持

厚
岸

詰

持

後
詰

持

択
捉
詰

持

西

蝦
夷

地

寿

都

詰

持

石

狩

詰

持

エ
ト
ロ
フ

調
役

一
人

下
役

二
人

在
住

一
人

同
心
十
人

と
、
各
所

に
調
役
ま
た
は
調
役
並I

人
に
若
干
の
下
役
、
在
住
、
同
心
等
を
添
え
て

在
®
せ
し
め
、
石
狩
場
所
に
は

積
丹
、
美
国
、
古
平
、
余
市
、
忍

路
、

高

島
、

小

樽
、
厚
田
の
各
場
所
と
共
に
、
石
狩
に
駐
在
し
た
調
役
並
以
下
の
支
配
管
轄
に

あ

つ

た
。
と
こ

ろ
が
こ
れ
が
文
政
四
年
松
前
藩
に
復
領
す
る
と
。
璐
府
の
調
役
乃
至
調
役

並
に
相
当
す
る
藩
の
勤
番
役
人
が
、
策
蝦
爽
地
に
は
八
カ
所
派
逍
さ
れ
て
ぃ
た
に
対

し
、
西
蝦
夷
地
は
石
狩
と
宗
谷

に
派
造
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
石
狩
勤
番
所

は
厚
田
以
南
の
全
域
を
管
轄
支
配
す

る
状
態
で
あ

っ
た
。

し
か
る
に
安
政
ニ
年
菡
府
が
蝦
夷
地
全
地
を
直
轄
し
て
か
ら
は
、
東
西
蝦
與
地
を

場

山
越
内
よ
り
沙
流
ま
で

場

新
冠
よ
る
十
勝
ま
で

場

釧
路
よ
り
根
室
ま
で

場

国
後

場

択
捉

場

久
遠
よ
り
古
岸
ま
で

場

稹
丹
よ
り
増
毛
ま
で



持

場

毛
ょ
り
斜
里
ま
でC

但
し
夏
は
宗
谷
詰
、
冬
は
増
毛
に
引

げ〕

持

場

樺
太

(

但
し
冬
は
苫
前
に
引
揚
げ
)

調
役
並
、
調
役
出
役
等
を
配
し
て
管
轄
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
如
何
に
西
蝦
爽
地
が
重
要
視

出

留

萌

詰

北

蝦

M

地

と
な
つ
て
、
詰
合
と
し
て
調
役

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

石
狩
詰
調
役
は
初
代
水
野

一
郎
右
術
門
で
あ

っ
た
が
程
な
く
去

っ
た
の
で
、
そ
の
後
は
下
役
出
役
飯
田
豊
之
助
、
同

立

田

元
三

郎
、
同
心
広
田
八
十
五
郎
、
足
軽
肝
付
七
之
丞
、
久
保
欣
吾
等
が
詰
合
、
調
役
は
寿
都
語
長
谷
川
儀
三
郎
が
兼
任
し
て
い
た
。
次
い

て
安
政
四
年
七
月
に
な
る
と
、

金

助

六

郎

五

郎

I
'

一

ffp

づ

I
ftK

万
次
郎

八
十

五

郎

弥
十
郎

丑
太
郎

淸

次
郎

人四

郎百
一

文
左
衛
門

調定同同同同足同同学

文

教師

係

武術

教

師

係

改
役
処

漁
場

取
締 役役役心輕

荒城渡村岡広平西外大小大

丼'辺田田
田

田谷村ニ熊山西

第
三

編

石

狩
の

歴
史

時
代

ニ
六
三



笫
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

同御
用

処
帳
場

勤
番
人

同同台処

支配人

御蔵

廻

土

人

通詞

土
人

吞

用

酒
造
係

ハ

ッ

サブ

在住

同同同ホ

シ

ボキ

在住

オ
タ

ル

ナ

ィ
在
住

ハル

ウス

在住

石

狩

シ

ッ
プ
在
住

同

若
生
在
住

ヤウス

場

在住

横

山堯蔵

佐

々

木

勝

蔵

増

川

菊次

郎

外

I

人

五十嵐

儀

平

横

山

初太郎

玉

川

警

吉

大

橋

作

太

夫

屮

岡

精次郎

軽

部

伝

一
郎

高

橋

靱

負

松

井

八
右
衛
門

中

川

金

之

助

外

三

名

大

屋

文
右
術
門

永

嶋

鉉

蔵
葛

山
5

助

天

野

伝
左
衛
門

畠

山万吉

金

子

八十

八



中

村

兼

太
郎

荒
井
蘭
泰
望

来
村
在
住

農
夫

十二

戸

開拓

柔

術鎗

術師

荒

谷

兵三郎

術

師

下国

行

之

助

鉄

砲

打

南部

源治
郎

手下

五名

で
あ
っ
た
。
荒
井
金
助
は
文
久
三
年
九
月
箱
舘
沖
ノ
ロ
係
に
転
ず
る
ま
で
在
勤
、
そ
の
後
ち
維
新
政
府
に
引
継
ぐ
ま
で
の
石
狩
詰
調

役
は
、

梨

本弥

五郎

小
嶋

源
兵
，：
術

樋

野

恵

助

等
が
そ
れ
ぞ
れ
当

っ
て
い
る
。

石
狩
詰
役
所
は
荒
井
金
助
が
赴
任
す
る
と
、
阿
部
屋
の
家
を
買
上
げ
て
こ
れ
に
当

て
た
が
、
そ
の
後
、
若
生
の
元
の
巡
査
駐
在
所
の
所
ょ
り
凡
そ
二
百
米
ば
か
り
離
れ

た
付
近
に
、
役
所

|棟
、
役
宅
ニ
十
戸
、
官

诹
十
楝
を
、
幌
向
ょ
り
木
材
を
伐
採
し

て
建
築
し
、
備
蒂
米
そ
の
他
の
使
用
に
供
し
、
ま
た
別
に
川
の
手
前
に
鮭
な
ど
を
入

れ
る
倉
庫
十
個
所
を
新
築
し
た
が
、
役
所
を
若
生
に
建
て
た
の
は
、
荒
井
は
水
利
に

連
し
石
狩
川
の
水
勢
を
察
し
て
、
川
の
手
前
は
必
ず
水
災
が
あ
る
こ
と

を

予
知
し
て

の
こ
と

で
あ
っ
た
。
果
た
せ
る
か
な

荒
井
が
転
役
の
後
、
後
任
の
調
役
が
川
手
前
に

第
三
編
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史
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代
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第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

ニ
六
六

ニ
棟
を
建
て
た
が
、
水
難
に
会
う
こ
と
二
度
家
屋

ニ
楝
も
流
臾
し
て
い
る
と
伝
え
る
。

し
か
も
安
政
五
年
か
ら
は
石
狩
役
所
が
北
蝦
夷
地

(
樺
太
)
ク
シ

ュ
ン
コ
タ
ン
の
開
発
に

も
当
り
、
調
役
荒
井
金
助
は
調
役
並
城

六
郎
と
図
り
、
石
狩
か
ら

御
用
調
役
並
出
役

城

六

郎

御
用

掛
野

畸

河
内
右
衛
門

同

心

岡

田

万
次
郎

在

住

高
橋
靱

負

改
役
処
漁
場
取
締

大

西

文
左
衛
門

武
術

教
師

係

小

山

一
旦

差

配
人

田

附

淸
左
術
門

路
中
御

払

方

松

田

鎮

助

通

詞
役
坂

井

信

之

助

外

小
者

二
十
名

が
現
地
樺
太
に
赴
き
、
詰
合
磯
村
勝
兵
術
と
合

っ
て
御
用
向
を
相
談
し
、
ク£

/

ュ
ン
ナ
ィ
場
所
、
ナ
ョ
ロ
場
所
に
本
陣
を
建
築
、
そ

れ
ょ
り
ク
シ
ュ
ン
ナ
ィ
川
向
の
0
シ
ャ
舘
諸
設
マ
ル
ガ
ソ
ー
と
境
界
の
こ
と
に
つ
い
て
応
接
三
度
に
及
ぴ
、
双
方
共
熟
談
の
上
に
こ

れ
を
決
定

し
て
、;![

岸
に

「
石
狩
御
直
場
処
」

の
杭
を
た
て
て
帰
つ

て
い
る
が
、
石
狩
は
樺
太
経
営
と
い
う
極
め
て

重
要
な
任
務
も

帯
び
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
荒
井
金
助
の
時
代
に

教
導
舘
と
い
う
学
校
を
建
て
、
教
育
の
道
も
開
い
た
が
教
導
館
の
広
さ
は
凡
そ

二
十
四
坪
で
、
講

堂
は
奉
行
糟
谷
筑
後
守
の
筆
に
な
る

「
教
導
舘
」
と
い
う
掃
額
を
掲
げ
、
教
授
は
里
見
精

一
郎
、
そ
の
他
大
熊
時
雨
太
郎
、
鈴
木
願

輔
な
ど
が
当
っ
た
と
伝
え
、
ま
た
弓
術
場
擊
剣
場
を

つ
く

っ
て
永
嶋
鉉
蔵
が
指
南
し
、
外
に
箱
舘
か

ら
玉
雷
管
を
取
寄
せ
て
、
専
ら



洋
風
の
鉄
砲
を
村
田
小

一
郎
が
教
授
す
る
と
い
ぅ
ょ
ぅ
に
、
文
武
両
道
に
亘

っ
て
意
を
用
い
る
と
こ
ろ
が

あ

っ
た
。

一
方
場
所
取
扱
に
関
し
て
は
苒
直
踏
の
当
初
は
引
綻
き
、
従
来
の
請
負
制
度
に
ょ
っ
て
阿
部
屋
伝
次
郎
の
請
負
の
も
と
に
あ

っ
た

が
、
安
政
五
年
に
至
り
幕
府
は
英
断
的
な
改
革
を
行
い
、
石
狩
場
所
に
限
り
こ
の
請
負
制
度
を
廃
止
し
て
、

一
切
を
葙
府
の
直
捌
と

し
場
所
請
負
に
か
わ
っ
て
出
稼
制
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
す
な
わ
ち

蝦
爽
地
御
開
拓
諸
扱
向
荒
增
申
上
候
掛
付

i
、
西
蝦
夷
地
石
狩
の
偁
は
、
私
領
中
ょ
り
引
続
き
松
前
河
原
町
家
持
伝
次
郎
ぇ
_
負
申
付
け
、
迎
上
金
千
両
、
別
段
上
納
金

武
百
七
拾
窀
両
、
都
合
千
武
百
七
拾
窀
両
の
御
収
納
高
に
有
之
候
処
、
右
伝
次
郎
儀
、
追
々
身
上
向
も
不
手
廻
に
相
成
、
場

所
世
話
方
も
不
行
届
、
土
人
撫
育
筋
等
懈
怠
致
し
、
剰
え
私
曲
の
儀
少
な
か
ら
ざ
る
趣
に
相
間
候
に
付
、
安
政
四
巳
年
中
、

織
部
正
、
淡
路
守
廻
浦
の
序
に
実
地
見
分
致
し
候
処
、
捨
お
き
難
き
品
も
有
之
、
殊
に
同
所
の
儀
は
柬
西
通
路
も
有
之
、
蝦

夷
地
第I

の
地
勢
に
て
、
柳
々
厚
き
見
込
も
有
之
、
旁
衆
評
の
上
改
革
仕
り
、
同
五
午
年
中
、
右
伝
次
郎
は
諳
負
取
放
ち
運

上
金
御
免
、
漁
業
稼
方
の
み
申
付
®
き
、

一
と
場
所
割
渡
し
、
年
々
漁
業
出
高
の

一
割
五
分
以
上
納
め
致
さ
せ
、
惣
て
御
直

捌
の
積
り
に
評
決
仕
り
、
そ
の
余
川
々
に
有
来
る
漁
場
並
に
新
規
取
開
の
場
所
は
、
兼

々
漁
業
の
筋
内
願
罷
在
候
者
の
内
に

て
、
身
元
人
物
共
相
撰
び
、
前
書
伝
次
郎
同
様
出
稼
申
付
候
稂
り
に
取
極
め
、
其
段
同
年
四
月
中
申
上
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
手

配
仕
り
、
漁
業
取
締
改
等
の
儀
は
、
其
筋
に
艰
馴
れ
候
者
の
内
人
物
相
撰
び
、
雇
足
軽
申
渡
し
万
端
取
扱
い
致
さ
せ
候
処
、

追
々
出
稼
人
相
増
し
都
合
二
十
人
余
に
相
成
、
場
所
詰
支
配
向
の
者
厚
く
世
話
仕
候
処
、
改
革
初
年
午
年
の
儀
は
格
外
出
荷

物
有
之
、
凡
武
千
五
百
両
余
の
御
収
納
高
に
有
之
、
前
書
伝
次
郎
請
負
中
の
高
に
見
合
せ
候
得
ば
、I

倍
余
の
御
益
に
相
成

候
に
付
、
右
武
千
五
百
両
を
目
当
离
に
仕
り
漁
業
出
精
仕
ら
せ
候
。
且
同
所
の
儀
は
、
前
文
申
上
候
通
り
、
雛

々
深
い
見
込

も
御
座
候
場
所
に
付
、
御
直
捌
に
仕
り
、
都
而
私
領
中
の
惡
弊

一
洗
致
し
、
漁
業
の
み
に
無
之
、
開
拓
筋
厚
く
世
話
仕
り
、

在
住
の
者
並
に
農
夫
等
引
移
り
、
畑
地
取
開
き
、
市
店
を
も
取
建
さ
せ
諸
商
売
営
ま
せ
候
に
付
、
永
住
人
数
も
相
増
候
儀
に

有
之
、
尤
右
様
諸
事
改
革
、
新
規
御
直
場
所
々
々
仕
法
取
建
候
に
付
て
は
、
当
分
の
処
余
儀
な
く
御
入

の
廉
も
有
之
候
に

第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

ニ
六
七
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編

石

狩
の

歴

史

時
代

ニ
六
八

付
、
右
御
収
納
の
内
直
ち
に
開
拓
入
用
の
方
之
繰
廻
し
取

い
置
き
、
追
々
御
収
納
を
以
て
繰
戻
し
候
積
り
に
有
之
、
且
漁

*

の
義
は
年
々
不
同
に
て
、見
届
け
付
か
ね
、
永
久
御

益
の
程
は
？
と
差
定
め
難
く
候
得
共
、猶
此
後
追
々
漁
場
取
開
き
、

出
荷
物
相
増
し
、
御
収
納
高
相
進
め
候
様
仕
度
、
精
々
手
配
罷
在
候
儀
に
御
座
候

と
あ

っ
て
、
詳
細
な
計
画
を
書
留
め
て
い
る
が
、
つ
い
に
阿
部
屋
伝
次
郎
は
、
こ
の
年
ア
ィ
ヌ
撫
育
の
不
行
届
や
そ
の
他
経
済
上
の

理
由
等
か
ら
、
請
負
人
を
彼
免
さ
れ
、
石
狩
場
所
は
蕋
府
が
直
捌
を
行
ぅ
に
至
っ
た
。
し
た
が

っ
て
在
来
の
十
三
場
所
に
わ
た
る
諸

川
は
も
ち
ろ
ん
、
新
に
開
い
た
場
所
も
各
々
出
願
者
を
求
め
、
人
物
な
ど
を
調
査
し
て
出
稼
制
度
を
と
っ
て
こ
れ
を
許
し
、
漁
業
に

熟
練
し
た
経
験
者
を
雇
足
軽
に
任
命
し
て
取
締
ら
せ
た
の
で
、
次
第
に
出
稼
人
も
増
加
し
て
凡
そ
二
十
余
人
に
逹
し
、
そ
の
出
産
高

も
初
年
の
収
納
が
約
ニ
千
五
百
両
と
あ

っ
て
、
請
負
時
代
か
ら
見
る
と
実
に

一
倍
余
に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
琴
似
、
発
寒
、
豊
平
の

三
川
を
種
河
と
し
て

の
繁
殖
に
つ
と
め
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。

こ
と
に
こ
の
改
革
に
お
い
て
は
、
ひ
と
り
漁
業
の
開
発
ば
か
り
で
は
な
く
、
在
住
と
い
っ
て
す
な
わ
ち
旗
本
御
家
人
並
に
ニ
三
男

や
、
あ
る
い
は
浪
人
、
農
夫
な
ど
を
移
住
さ
せ
、
屯
田
農
兵
の

制
に
ょ
り
国
防
と
開
拓
を
兼
ね
さ
せ
た
も
の
で
、
前
記
教
導
舘
、

撃
剣
場
の
設
備
な
ど
も
す
ベ
て
こ
れ
ら
の
養
成
に
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
在
住
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
前
歴
に
ょ
り
扶
持
引
越
料
等
の
手

当
を
与
え
て
い
る
。

第
二
節

請
負
人
の
変
遷
と
産
業

幕
府
再
直
轄
当
初
は
前
述
の
如
く
阿
部
屋
伝
次
郎
の
請
負
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
内
に
山
田
文
右
街
門
が
若
千
出
稼
を

し
て
い

た
。
当
時
の
漁
場
を
見
る
と

安
政
三
丙
辰
九
月

ィ
シ
カ
リ
見
廻
り
諸
用
の
内

.

秋
味
漁
業
手
続
あ
ら
増
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第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

ニ
七〇

替当

網辰

四年

統結

立

万藤藤

十

良吉

fi

1

二
百

六
七
十

間
迄

/I
二
百

八
九
十

間
迄

£c

印

小

網

春

統

元
夷
人

と
有
之
候
所
は

都
て

石
狩

爽
人
に
付

ワ

ッカ

ヲイ

当

辰年

結

立

二百

六十

間

二百

九十

間

ズI

印

小
網
有
統
有
之

テ

イ

ネ

小

網

一統

当
辰
年

結
立
百
六
十

間

2:

印

網

な

し

モシ

ン

レフ

小

網

一

統

属

人九

人

元
夷
人
船
頭

二
人

タ
カ

シ

マ
男
夷

火

二
十
人

サ
ル

、

ュ
ウ
フ
ッ

男
女

夷
人

三
十
人

幸
五
郎
雇
人

六
人

元
夷
人

船
頭

二
人

サ
ル

ユ
ウ

フ
ツ
男
女

十
九

人

庄
之

助

元
夷
人

船
頭

一
人

サ
ル
、

ユ
ウ
フツ

男
女

与

市

元
夷
人

船
頭

一
人

十
一

人



ホ ヒ
当
辰
年

結
立
百
六
十

間

g
c

印

網

な

し

上

ト

ゥ

ャ
ゥ

シ

小

網

ニ

統

当

辰
年

結

立

百
八
十

間

二
百

間

g£

印
網

一
統
有
之

ハンナ

ク

ル

小

網ニ

統

凡
百

七
十

間

允
}印
小
網

一
統
有
之

ハ

シ

ャフ

ウ
ラ

イ
網

ー
ケ
所

ヒ

HH

ト

ヱ

ビ

リ

小

網三統

ウ
ス
夷
人

男
十
人

鉄

五
郎

雇
人

一
人

元
爽
人
船
頭

二
人

ウ
ス
夷
人
男
十
人

六

右

衛

門

元
夷
人
船
頭

一
人

ウ
ス

爽
人
男

十
人

弥
之
丈

元
夷
人

二
人

ウ
ス
夷
人
男
七
人

ヒ
トH

三
統
元
方

万

五
郎

藤
次
郎

七

之

丈

f
f
i

人

十
人

元
臾
人
男
女

六
人

第
三
編

石

狩
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史

時
代



第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

ニ
七
ニ

替
網

当

辰
年

結

立

サ
ル

"
ユ
ウ

フ
ツ
同

十
六

人

百
六
十
間
よ
り

百
九
十
間
ま

で

ヒ

ト

工
、
ホ
ン

ヒ
ト
ヱ
、
ト

工
ビ

リ
三
ケ
所
の
日
々
漁事
の
魚
は
其
夜
の
内
ヒ
ト
ェ
へ
稹
集
め
、
同
処
に
て
塩
切
致
候
31
、
£:
印

小
網
三
統
有
之
、
魚
集
め
方
前
同
断
塩
切
の
義
は
役
魚
共
先
方
に

て
塩
切
致
し
、
町
家

へ
稅

下
の
節
塩
引
二
分
方
三
役
先
方
人

数
に

て
積
下
げ
、
町
方
に

て
受
取
候

-

ill
、

但L

改
方
の
義
は
日
々
相
改
め
植
下
の
節
、
又
々
立
合
相
改
候
事

ツ
イ

シ
カ

リ
前
浜

タ
ン

ネ

ヤ
ウ
シ

ホ
ン

ト

マ

マ
タ
イ

ト

マ
マn

タ
イ

下

向

上

向

ホ

リ

カ

モ
イ

小

網八

統

当

辰年

結

立

百
七
十
間
よ
り

二
百
二
十
間
位
ま
で

内

一
統
百
十
間

儀淸

0

秀弥オ

右

衛
次

R
J蔵七

PS
.七吉

フ

ル
ヒ
ラ

付
添
番
人

平

吉

雇
人

十
四
人

元
夷
人
男
女
六
人

ヲ

シ

ヨ

ロ
夷
人

男

二
十
三
人

フ
ル

ヒ
ラ
同

男
女

十
六a"

タ
ン
ネ
ヤ
ウ

シ
ょ
り
ホ
リ
カ
モ
ィ
迄
日
々
漁
事
の
魚
、
其
夜
の
内

ツ
ィ
シ
カ
リ
前
浜

(
積
集
め
同
所

に
て
塩
切
致
候
®
)



fie

印
小
網
七
統
有
之
扱
方
の
儀
は
ヒ
トH

同
様
の

爽

人網

一統

ツ
イ
シ
カ
リ
乙
名

ル
ヒ
ヤ
ン
ケ
持

右
爽
網
扱
方

ツ
イ
シ
カ
リ
持
な
り

追
網

大
綱
人
数
持

小
網

一

統
当
辰
年
結
立
百
六
十
間

右
は
浪
高

に
て
大
網
出
し
兼
の
節
大
網
の
人
数
の

内
ょ
り
モ
シ
ン
レ
フ
迈

え
追
網
漁
事
致
候
®
。

と
、
あ
っ
て
当
時
阿
部
屋

の
屋
号
は
©
印
、
山
田
は
«*
〖印
で
あ
っ
た
。
こ
ぅ
し
て
山
田
は
阿
部
屋
の
請
負
場
所
に
出
稼
し
、
入
会
場

所
の
漁
搭
は
、
ホ
リ
カ
モ
イ
及
び
ヮ
ッ
カ
オ
イ
は
@
ニ
回
、
2:
!回
の
割
合
に
て
網
を
曳
き
、
ト
ゥ
ヤ
ゥ
ス
、
ム
シ
リ
、
ハ
ン
ナ
ク

ロ
、

ツ
イ
シ
カ
リ

(三
カ
所
)は

、
赏
、
«:
各
交
代
に
網
を
曳
い
て
漁
獲
し
、
山
田
は
阿
部
屋
に
対
し
、

«:
印
漁
事
の
魚
も
ー
集
め
に
受
候
て
、
翌
日
魚
腹
を
取
候
上
に
て
役
三
分
此
方
へ
引
取
全
七
分
«:
方
へ
相
渡
候
亊
。

と
て
漁
獲

の
三
分
を
納
め
る
方
法
で
あ
っ

た
ら
し
く
、
し
か
し
塩
引
は

二
分
役
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
ま
た
筋
子
は
、

筋
子
の
義
は
元
小
屋
分

岜
分
元
小
屋
筋
子
蔵
に
て

一
集
め
に
溃
け
、
惣
仕
前
の
処
に
て
、
«*
1行
は
百
柬
に
付
三
榑
半
の
割
合
を

以
て
相
渡
候
琪
、
筋
子
塩
は
六
樽
に
付
ー
俵
の
割
合
を
以
て
受
取
候
事
、
博
は
先
方
ょ
り
受
取
候
事
。

と
あ
っ
て
、
筋
子
は
一
処
に

溃
け
置
い
て
©
後
に
百
柬
に
付
三
樽
半
の
割
で
、
«*
1
に
渡
す
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

す
で
に

こ
の
時
代
に

至
る
と
阿
部
屋
は

石
狩
に
支
配
人

以
下
番
人
ま
で
で
五
十
八
人
を
擁
し
、
そ
の
他
和
人
漁
夫
雇
が
百
人
ば
か

り

ア
イ
ヌ
雇
が
二
百
余
人
を
使
用
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
往
彼

は
春
は
風
波
の
た
め
に
番
船
は
遅
れ
る
憂
が
あ
る
の
で

、
ほ
と
ん

ど
雪
中
を
福
山
か
ら
長
万
部
に

か
か
り
雷
電
峠
を
越
え
て
小
樽
ま
で
十
三

日
間
を
要
し
て
歩
き
、
帰
途
は
川
の
氷
ら
ぬ
ぅ
ち
に
石
狩

か
ら
江
別
川
を
遡
り
、
千
歳
、
興
払
を
経
て
、
支
配
人
も
帳
役
も
倚
り
、
石
狩
に
は
番
屋
守
の
番
人
の
み
が
残
り
、

ア
イ
ヌ
人
の
切

揚
げ
の
時
に
狩
物
集
め

と
し
て
、
上
川
へ

一
人
、
中
川
へ

一
人
、
下
川

(
札
幌

■
夕
張
)

へ
一
人
の
番
人
が
彼
等
に
伴
い
、
越
年
中
ア

第
三
編
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狩
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歴

史

時
代
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三



第
三
編

石

狩の

歴史

時代

1

七
四

ィ
ヌ
逹
が
山

撖
し
て
得
た
も
の
を
集
め
、
翌
春
の
堅
雪
の
ぅ
ち
に
鰊
場
の
ア
ィ
ヌ
を
連
れ
て
石
狩
に
»
る
と
い
ぅ
風
習
を
と
っ
て
い

る
。
冬
中
の
軽
物
は
上
川
が
多
く
熊
、
狐
皮
、
想
羽
等
と
し
、
中
川
、
下
川
方
面
は

猢
が
少
な

く
榀
皮
な

ど
を
取
ら
せ
て
下

っ
た
。

ま
た
ア
ィ
ヌ
人
の
漁
場
は
前
記
の

ょ
ぅ

に
、
ヤ
ウ
ン
バ
か
ら
サ
ツ
ポD

フ
ト
ま
で
四
十
八
網
で
、
丸
木
舟
に

乘
り
百
間
内
外
の
榀

皮
の

網
を
用
い
、
四
人
及
至
六
人

(
メ
ノ
コ
も
交
り
)
で
交
代
に

網
を
曳
い
て

漁
獲
す
る
と

い
う
方
法
を
と
っ

て
い
る
。

こ
の
当
時
の

石
狩
場
所
に

お
け
る
ア
イ
ヌ
人
別
並
に
介
抱
の
方
法
、
支
配
人
、
番
人
、
稼
方
人
数
、
仕
込
品
及
び
出
産
物
の

状
況

は
、
諸
負
人
が
石
狩
詰
役
所
に

提
出
し
た

書
面
に

よ
る
と

、

西
蝦
夷

地
イ
シ
カ
リ
御
場
所

七
百
二
十
六
人

内

g
l_
A
+
f
A
A

i

人

給金

三
十両

I
、

蝦

爽

人

I
、

支

配

人

一
、
番

人

三
士

一人

一
、
稼

方

十
六

人

一
、
仕

込

品

米

ニ
千
五
百
俵

酒

煙

草

三
十

箱

麴

塩

五

.
千

俵

味噌

0

油

五十

樽

大

綿

類

古

手

三百

枚

裂

織

総

糸

十五

丸

行
器
具
、
柿
、
湯
桶
、
耳
た
ら
い
、
台
盃
、
時

々
見
斗
い
相
下
し
申
候

右
の

外
荒
物

小
間
物
品

々
相
下
し
申
候

人
に

付
給
十
五
両

ょ
り
七
、
八
両
迄

人
に

付
給
十
五
両
ょ
り
七
、
八
両
迄

四
百
五
十
樽

ニ

百

(
五
斗
入

濁
酒
造
り
用
)

六
十

五

樽

三
百
五
十
反

五
十

枚



一
、
間
切

(
ま
き
り
〕
三
百
八
枚
、
針
千
六
百
七
十
本
、
但
し
男I

人
間
切I

枚
女

一
人
針
五
本

右
は
嘉
永
三
戌
年
七
月
中
被
仰
付
渡
、
翌
亥
年
ょ
り
年

々
蜈
夷
人
共
え
御
手
宛
と
し
て
被
下
®
候
分
、
年

々
秋
中
蝦
夷
人
共

一

同
打
寄
候
節
相
渡
申
候

,
上
川
、
中
川
え

干
鲑
ニ
百
束
、
米
酒
麴
煙
草
並
品
々

右
は
蝦
臾
人
共
飯
®
並
用
窓
品
相
備
®
申
候

I
、

元
小
屋
え

塩
引

二
百
束
'
筋
子

百
五
十
樽
、
外
割
鰊

三
百
束
、
身
欠

五
十
本

右
は
蝦
夾
人
共
飯
糙
相
備
蹬
申
候
、
其
他
米
酒
*
煙
草
品
々
用
意
仕
蹬
候

一
、
御
通
行
®

送
等
の
節
蝦
夷
人
共
え
介
抱
の
外
に

酒
濁
酒
等
夫

々
相
渡a

申
候
得
共
、

一
人
前
に
付
何
程
と
申
僳
聢
と
相

分
兼
申
候

一
、
舂
隣
場
へ
鰊
漁
出
稼
仕
候
節
は

嘏
夷
人

一
日

一
人
に
付
玄
米
五
合
宛
、
外
割
®
等
見
斗
い
添

右
の
通

り
介
抱
仕
候

但
し
元
小
屋
前
居
残
り
蝦
爽
人
共
へ
介
抱
方
前
同
断
に
御
座
候

一
、
秋
中
鮭
漁
業
の
節
は

蝦
臾
人

一
日

一
人
前
に
付
玄
米
七
合
五
勺
宛
焚
出
し
仕
候
て
相
渡
申
候

右
の
通

り
介
抱
仕
候

I

、
自
分
網
持
蝦

爽
人
共
秋
中
娃
漁
業
仕
候
て
元
小
屋
へ
右
の
魚
相
渡

し
に
参
候
度
毎

に

一
人

二
付
飯
ニ
盃
濁
酒

ー
盃
宛

第
三
編
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狩
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史
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代
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第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

ニ
七
六

右
の
通
り
介
抱
仕
候

一
、
山
働
の
節
は

蝦
夷
人I

日

一
人
に
付
玄
米
五
合
魚
類
見
斗
い
添

右
の
通

り
介
抱
仕
侯

但
し
山
働
の
儀
は
漁
具
並
薪
伐
出
し
の
節
に
御
座
候

i
、

年

々
春
隣
場
へ
鰊
漁
出
稼
仕
候
節
蝦
夷
人
給
料

I

人
前
に
付
米
七
俵
よ
り
五
俵
ま
で

右
の
通

り
見
斗
い
差
迆
し
申
候
尤
勘
定
の
節
はft

莨
木
綿
類
蝦
夷
人
望
成
品

々
に
て
相
渡
申
候

但
し
元
小
屋
前
居
残
蝦
夷
人
共
給
料
右
同
様
に
御
座
候

I
、

秋
中

漁
業
の
節
蝦
奥
人
給
料

i

人
に
付
、
米
六
俵
よ
り
三
俵
ま
で

右
の
通
見
斗
い
差
造
し
申
候
尤
勘
定

の
節
は
麴
莨
木
綿
類
蝦
夷
人
共
望
成
品
々
に
て
相
渡
申
候

一
、
御
軽
物
取
獲
候
地
名
の
義
は
蝦
爽
人
共
住
居
最
寄
次
第
の

ヶ
所
に
て
狐
業
仕
候
儀
に
御
座
候
得
ば
地
名
相
定
候
儀
も
無
御

座
候

一
、
年

々
秋
中
オ
ム

シ
ャ
の
節

御
上
様
よ
り
被
下
置
候
品

々

一
ヶ
所

こ
名

I

人
、
小
使

一

人

右
両
人
へ
清
酒
五
升
煙
草

二
十
把
宛

但
十
三

ヶ
所
へ
被
下
置
候

外
嵇
酒
五
升
煙
草
ニ
把

右
は

ト
ク
ヒ
タ
役
臾
人
四
人
の
内
上
川
住
居
乙
名

一
人
小
使

I

人
右
両
人
へ
被
下
置
候



~
、

前
同
断

ヲ
ム

シ
ャ
の
節

元
小
屋

ょ
り
祝
儀

し
候
品

々

乙
名

！
人
に

付
、
米

一
俵
麴

一
俵

酒
五
升
入

一
樽
煙
草

ニ
把
宛

小
使

|

人
に

付
'
米

|

俵
麴

一
俵
酒
五
升
入

|

樽
煙
草

ニ
把
宛

土
産
取
の

者

一
人
に
付
、
米

一
俵
麴

|

俵
酒
三
升
入

|

樽
煙
草

ニ
把
宛

一
、
御
軽
物
出
精
仕
候
蝦
夷
人
漁
業
相
励
候
蝦
夷
人
等
へ

一
人
に
付
、
洒
三
升

入

一
樽
煙
草

ニ
把
宛

右
の

通
祝
儀

し
申
候
尤
右

夷
人

共

一
同
膳
部
に

て
馳
走
い
た

し
台
盃

に
て
洒

ニ
歪

つ
つ
銘

々

へ
相
迆L

申
候

平
蝦
夷
人

メ
ノ
コ

セ
力
チ
共

一
人
に
付

清
酒

五
合

濁
酒

五
合

宛

其
外
蝦
夷
捥
に
て

飯
盛
渡
し
申
候

外
に大

半

御
桶
え

濁
酒

入
れ

元
小
屋

前
え

差
®

き
平
英
人

メ
ノ
コ

セ
力
チ
共
迄I

同
打
寄
相
祝
さ
せ
申
候
、
春
中
鰊
漁

に
付»

埏

へ
出
稼
仕
候
嘏

夷
人
共
其
出
稼

ケ
所
に

応
じ
濁
酒

ニ
斗
入
ニ
樽
又
は

I

樽
夫

々
見
斗
い

相
退
し
申
候

一
、
嘏
夷
人

共
よ
り
買
入
候
品
直
段

tt

塩
引

五
朿
に

付

米

一
俵

干

八
束
に

付

同

一
鴃

一
、
®
夷
人

共
へ

相
渡
候
品
直
段

清
酒

四
升
に

て

米

一
俵

煙
草

四
把
に

て

日

一
俵

木
綿
類
四
尋

に
て

同

1
®
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第
三
編

石

狩

の

歴

史

時
代

ニ
七
八

数
品
に
付
聢
と
相
分
兼
候
得
共
荒
墦
如
此
に
御
座
候

I
、

イ
シ
ヵ
リ
御
場
所
の
儀
は
川
通
に
て
秋
中
脞
漁
業
仕
候
、
尤
近
年
不
漁
続
に
て
漸
く
ニ
千
四
五
百
石
目
漁
業
仕
候

一
、
年
々
春
隣
場
に
鰊
漁
出
稼
仕
候
得
共
、
近
年
不
漁
続
に
て
漸
く
千
四
五
百
石
目
漁
業
仕
候

右
の
通
御
尋
に
付
奉
申
上
候
以
上

寅

ニ

月

阿

部

屋

伝
次

郎

町
御

役
所

と
あ

っ
て
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
はfB'

は
ば
取
締
役
所
に
提
出
す
る
表
向
き
の
上
申
書
で
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
人
は

『
鰊
漁
春
彼
岸
入
よ
り

入
梅
の
頃
迄
隣
場
ヲ
タ
ル
ナ
イ

•
ア
ツ
タ
辺
へ
出
稼
仕
候
』
と
、
春
の
三
月
十
八
日
頃
か
ら
六
月
中
旬
ま
で
鰊
漁
に
当
る
が
、
そ
の

時
の
介
抱
は

一
人
に
対
しI

日
玄
米
五
合
宛
と
外
割
鰊
な
ど
を
与
え
、
給
料
は
米
七
俵
か
ら
五
俵
と
い
っ
て
も
前
に
も
述
べ
た
よ
ぅ

に
そ
の

一
俵
と
は
八
升
入
で
あ
り
。
秋
の
鮭
漁
は

『
秋
の
彼
岸
入
り
よ
り
土
用
中
迄J

、

即
ち
九
月
二
十
日
頃
か
ら
十

一
月
中
句
ま

で
鮭
漁
で
、
毎
日

！
人
七
合
五
勺
の
玄
米
を
焚
出
し
て
与
え
、
そ
の
他
に
濁
酒
お
椀
で

一
杯
当
り
、
給
料
は
同
じ
く
八
升
入
俵
で
六

俵
か
ら
三
俵
ま
で
の
上
下
が
あ

っ
た
か
ら
、
仮
り
に
こ
れ
を
今
日
に
比
べ
、
た
と
え
ば
米

一
升
二
百
円
と
見
て
も
、
鰊
漁
九
十
日
間

で
上
®
でI

万
二
百
円
の
給
料
で
、

I

日
百
十
三
〜
四
円
よ
り
な
ら
ず
、
ま
し
て
や
安
い
方
で
は
僅
か
に

I

日
八
十
八
〜
九
円
で
あ

り
、
跬
漁
も
同
じ
く

一
日
百
六
十
円
か
ら
八
十
円
の
貨
銀
で
あ

っ
た
。
こ
と
に
物
価
は

い
わ
ゆ
る
買
上
げ
値
段
は
安
く
、
売
渡
す
値

段
が
高
価
で
、
当
時
如
何
に
鮭
漁
が
農
か
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
米

一
升
二
百
円
の
現
在
価
格
を
以
て
金
額
に
換
算
す
る
な
ら
ば
、

抵
く
な
か
れ
ア
イ
ヌ
人
の
塩
娃
百
尾
が
千
六
百
円
、
干
蛙
に
す
る
と
百
六
十
尾
が
千
六
百
円
で
、
今
日
の
相
場
に
見
る
と
新
卷

I

尾

に
も
充
た
な
い
値
段
で
あ
る
。
し
か
も
淸
酒

！
升
を
求
め
る
た
め
に
は
干

四
十
尾
で
、
稼
働
質
銀
で
見
る
な
ら
ば
三
日
な
い
し
四

月
間
働
か
ね
ば
得
ら
れ
な
い
、
不
当
の
価
格
で
あ
っ

た
。



ま
た
請
負
人
が
雇
用
し
て
い
る
番
人
の
給
料
も
実
際
は
、
番
屋
守
と
し
て
越
年
し
て
い
る
者
は
十
五
両
で
あ
る
が
、
普
通
番
人
は

五
両
乃
至
六
両
で
、
こ
れ
で
は
妻
子
を
®
う
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
年
の
漁
の
模
様
で
多
少
は
あ

っ
た
が
、
み
ん
な
十
両
か
ら
二
十

両
の
ホ
マ
チ
を
し
た
も
の
だ
と
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
正
は
自
ず
と
ア
ィ
ヌ
人
の
取
引
或
は
使
役
の
偽
瞞
の
中
に
行
は
れ
た
も

の
の
如
く
、

『

西
蝦
爽
地
場
所
詰
よ
り
申
上j

に
よ
れ
ば

r

鰊
漁
後
惣
人
数
出
稼
所
よ
り
引
上
候
て
娃
漁
業
の
支
度
に
取

掛

り
申

候j

と
、
あ
っ
て
鰊
漁
が
す
む
と
石
狩
に
あ

っ
て
鮭
漁
の
準
備
中
で
あ
る
'
す
な
わ
ち
六
月
十
二
日
頃
か
ら
九
月
二
十
日
頃
ま
で
の

約
九
十
数
日
間
の
®
銀
は
、
ど
の
よ5

に
支
払
わ
れ
た
も
の
か
全
く
不
明
で
あ
る
。

府
が
場
所
請
負
人
阿
部
屋
伝
次
郎

を
罷
免

し
、
直
捌
制
度
を
と
っ
て
改
革
し
た
の
も
多
分
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
原
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
阿
部
屋
の
罷
免
は
、
す
な
わ
ち

差
上
申
御
誼
証
之
班

私
儀
避
迄
石
狩
御
場
所
御
請
負
仕
居
候
所
、
御
改
革
に
付
請
負
御
差
免
同
所
出
稼
被
仰
付
、
漁
場
の
儀
は
西
手
漁
中
会
所
最
寄

並
小
休
所
前
瀬
、
大
川
筋
エ
べ
ッ
フ
ト
手
前
に
て
御
割
渡
可
被
下
窗
被
仰
渡
候

但
人
馬
継
立
差
配
方
は
是
迄
通
相
心
得
、
土
人
屈
方
其
外
共
都
而
御
場
所
詰
御
差
図
を
請
申
旨
被
仰
渡
偁

右
被
仰
渡
の
趣
承
知
奉
畏
候
仍
而
御
諧
証
文
差
上
申
置
処
如
件

安
政
五
*
年
四
月
十
三
日

松

前

川原

町

家

持

伝次郎

代

要

吉

御

奉

行所

前
書
之
趣
被
仰
渡
承
知
奉
畏
候
、

之
奥
所
印
形
差
上
申
候

以
上

第
三
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第
三
編

石

狩

の

歴史

時代

二八〇

松

前町

年

寄

富

.永

与

兵衙

と
、
安
政

五
年
四
月
に
罷
免
さ
れ
出
稼
と
し
て
、
会
所
最
寄
と

フ
ン
べ
ム
ィ
小
体
所
前
瀬
、

ヱ
ブ
ツ
フ
ト
手
前
の
漁
場
が
割
渡
さ
れ

た
の
で
あ

っ
た
。

改

後
の
出
稼
人
は
箱
舘
の
与
三
郎

、
福
山
の
山
形
屋
、
梶
滞
屋
、
そ
の
他

小
樽
、
古
平
方
面
か

ら
凡
二
十
余
人
を
数
え
る

と
い

わ
れ
、
そ
の
中
に
は

差
上
申
御
1
証
文
之
事

私
儀
石
狩
川H

べ
ツ
フ
ト
ょ
り
上
川
筋
場
所
見
立
漁
業
出
稼
被
仰
付
候
由
、
漁
番
元
小
屋
等
取
建
て
追

々
は
ル
ル
モ
ッ
ぺ
越
新

道
切
開
方
目
論
見
申
立
候
様
可
仕
旨
被
仰
渡
候

但
人
馬
継
立
差
配
方
並
土
方
雇
方
其
外
と
も
都
て
御
場
所
詰
御
差
図
を
受
可
申
旨
被
仰
渡
候

右
被
仰
渡
之
趣
承
知
奉
畏
候
、
依
之
御
諝
証
文
差
上
申
処
如
件

安
政

五
キ
年
四
月
十
三

日

御

奉行
所

奥
書
印
形
無
之
候

水

戸大

律

浜

勝

右

衛

門

差
上
申
御M

証
文
之
事

松

前

荒

谷

村



家

持

緑

兵

術

同
吉

岡

村吉

五

郎

此
度
石

狩
御
場
所
御
改
革
に
付
伝
次
郎
儀
は
請
負
御
差
免
相
成
、
同
所
出
稼
被
仰
付
、
私
共
稼
方
の
儀
は

迄
の
通
相
心
得
候

搽
被
仰
渡
候
右
緑
兵
衛
、
吉
五
郎
ぇ
被
仰
渡
候
趣
承
知
奉
畏
候
、
私
共
罷
帰
当
人
共
ぇ
申
冏
追
て
本
人
罷
出
し
節
印
形
可
奉
差

上
候
、
依
之
御
請
証
文
差
上
申
処
如
件

安
政
五
年
四
月
十
三
日

松

前

吉

岡

村

吉

五

郎

代

要

吉

同

荒

谷

村

緑

兵

衛

代

嘉

兵

衛

御

奉
行
所

前
書
之
趣
被
仰
渡
承
知
奉
畏
候
依
之
奥

印
形
差
上

申
候
以
上

松

市

町

年
寄

富

永

与
兵

衛

第
三
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第
三
編

石

狩

の

歴

史

時
代

二
八
一
一

差
上
申
御
請
証
文
之
事

松

前

唐

津

内町

山

田

文
右
衛
門

此
度
石
狩
御
場
所
御
改
革
に
付
伝
次
郎
儀
請
負
御
差
免
に
相
成
、
同
所
出
截
被
仰
付
、
私
儀
出
稼
の
儀
は
是
迄
通
り
相
心
得
、

サ
ツ
ホ
ロ
辺
え
見
世
相
開
御
在
住
の

向
日
用
諸
品
仕
込a

御
差
支
無
之
様
相
当
の
値
段
を

以
売
上
可
候
旨
被
仰
渡
候

但
人
馬
継
立
差
配
方
並
土
人
履
方
其
外
都
て
御
場
所
詰
御
差
図
を
請
可
申
旨
被
仰
渡
候

松

前

大

松前

町

家

持

半

兵

衛

私
儀
セ
ニ
ハ
コ
よ
り
ト
エ
ヒ
ラ
え
の
山
道
、
川
手
前
に

わ
休
所
取
建
並
に
サ
ン
タ
ラ
べ
ッ
辺
え
見
世
相
開
御
在
住
の
向
日
用
諸

品
仕
込
置
御

差
支
無
之
様
売
上
可
仕

窗
被
仰
渡
候

但
人
馬
継
立
差
配
方
並
土
人

屜
方
其
外

共
都
て
御
場
所
詰
御
差
図
を

請
可
申
旨
被
仰
渡
候

右
被
仰
渡
の
趣
承
知
奉
畏
候
仍
て
御

辭
証
文
差
上
申
処
如
件

安
政

五
午
年
四
月
十
三
日

松

前

大松

前

町

家
持

半兵

衛

同

唐

津

内町

家
持

山

田

文
右
術
門

御

奉行所



前
書
之
趣
被
仰
渡

承
知
奉

畏
候
依
之

奥
遒
印
形
差
上
申
候
以
上

松

前

町

年
寄

富

永

与
兵

衛

と
、
従
来

の
場
所
請
負
人
に

か
わ

っ
て
、
出
稼
漁
業
を

営
み
な
が

ら
人
馬
継
立
及
び
在
住
に

対
す

る
日
用
諸
品
の
販
売
、
あ
る
い
は

新
道

の
開
設
等
を
被
命
さ
れ
て
い
る
。
な
お

こ
の
外
に
石
狩
に
は

御
直
領

差
配
御
用
達

住

吉
屋

准

兵

衛

岩

田

屋

金
蔵

萬

屋

增

蔵

の
三
名
が
あ
り
、
御
直
差
配
と
は
石
狩
漁
場
に
対
す
る
ー
切
の
*
耍
物
資
を
提
供
し
、
そ
の
代
肢
と
し
て
収
狴
物
の
販
売
に
任
ず
る

も
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
前
節
に

記
し
た
ょ
う
に
雇
足
軽

の
取
締
の
も
と

に
お
か
れ

て
い
る
。

こ
と
に
嵇
府
は

ア
イ
ヌ
人
の
撫
育
介
抱
に
意
を

用
い
、
同
化
政
策
を

以

っ
て
従
来
の
陋
習
を
止
め
て

帰
俗
を
す

X

め
、
出
稼
人
等

が
詰
合
の

許
可
な

く
こ
れ
を
雇
入
れ

る
こ
と
を
禁
ず

る
と
共
に
、
御
手

料
場
あ
る
い
は

御
手

網
場
と
称
し
、
パ
ナ
ウ

シ

パ

に

二
十

統
、
ト

ウ
ャ
ウ

シ
に
十
七
統
、

シ
ビ
シ
ビ
ウ
シ
に

七
統
、
サ

ッ
ポ

ロ
フ
ト
に
五
統
、
計
四
十
七
統
の
直
営
漁
場
を
設
け
、
上
川
ア
イ

ヌ
等
が
榀
皮
で

つ
く

っ
た
網
を
買
上
げ
て

、
そ
れ
を

貸
与
し
て
漁
撈
に

当
ら

せ
る
な
ど
の
方
法
を

と
っ
て
い
る

。
し
か
し
そ
れ
は

全

部
の

ア
イ
ヌ
人
で
は
な
か

っ
た
ら
し
く
、
そ
の
う
ち
に
は

出
稼
等
の

労
務
者

と
な

っ
て
働
く
も
の
も
あ

っ
た
こ
と
は
、
安
政

五
年

『
生

田
目
氏
日
記j
ic

は
、

石
狩
土
人
は

公
辺
御
手
網
の
方
へ
御
取

、
其
余
出
稼
は
®
人
に
御
座
候
処
、
土
人
は

衣
食
を

与
え
候
ま
で
に
て
、
安
あ
が

り

に
候
へ
共
働
き
は
鈍
く
、
雇
人
は
給
金
高
直
に
候
へ
共
'
土
人
ょ
り
は
働
き
候
へ
ば
、
秋
味
ー
方
の
漁
な
ど
は
、
年
中
の

屉
い

第
三
®

石

狩
の

歴
史

時
代

一
一

八
三



S
I

石

狩
の

歴

史

時
代

二
八

四

方
に
無
之
候
間
、
雇
人
の
方
弁
利
の
趣
に
御
座
候

と
あ

っ
て
、
ア
ィ
ヌ
人
は
安
あ
が
り
だ
が
働
き
が
な
い
の
で
、
短
期
間
の
秋
味
漁
な
ど
は
内
地
の
雇
人
を
出
稼
逹
は
使
い
、
い
わ
ゆ

る
長
期
に
わ
た
る
漁
業
等
に
ア
ィ
ヌ
人
を
使
用
し
た
よ
ぅ
で
あ
る
。

漁
獲
高
も
安
政
ニ
年
の
上
申
書
で
は
、
年
間
鮭
ニ
千
四
五
百
石
と
い
っ
て
い
る
が
、
実
質
に
は
、

轉1
j
jjf
-

年
間
平
均

ニ
四
、0

0
0

束

<
、
0
0
0

石

で
あ
り
、
そ
れ
が
請
負
を
廃
し
て
出
稼
と
な

っ
て
、

部g
lHE
H
f

一
年
間
平
均

三
八
、〇
〇
〇

束

一
二
、〇

〇
〇

石

sg
l
ll
s

一
年
間
平
均

五
六
、0
〇
〇

束

一
八
、<

五
五
石

と
、
異
状
な
産
高
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
年
に
よ
っ
て
は
漁
獲
高
に
も
浮
励
が
あ
り
、

一
方
御
直
差
配
の
需
要
物
資
は
何
れ
の
年
も
左
し
た
る
違
は
な
く
、

幸
に
次
年
次
に
相
当
の
漁
獲
が
あ
れ
ば
立
替
分
も
弁
償
し
て
余
り
あ
る
が
、I

朝
再
び
不
漁
と
な
れ
ば
差
引
不
足
分
は

越
と
な
る

の
は
免
れ
ず
、
御
直
差
配
被
命
後
三
年
目
の
万
延
元
年
に
至
り
、
つ
い
に
五
千
七
百
七
十
九
両
余
の
不
足
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
れ

が
弁
済
方
法
と
し
て
協
定
し
た
条
件
は
左
の
如
く
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
と
に
つ
き
、
近
松
文
三
郎
の

r

石
狩
御
用
連
に
つ
きj

の

一

文
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

一
金
五
千
両
余

用
達
共
よ
り
借
用

内
当
年

(
万
延
元
申
年
)
限
り

一
金
千
両

此
節
箱
舘
表
に
て
御
下
り
金

残
り
金
四
千
両



金
五
百
両
北
地

落
物ft

昆
布
鰌
五
百
石

目
見
込

金
参
百
参
拾
参
両
余
石

狩
秋
味
百
五
十
石

目
売
#
代
金

X

金
八
百
参
拾
参
両
程
済

方

(
五
ケ
年
賦
の

ょ
ぅ
で
あ
る
)

一
秋
味
参
千
石
目

内武
千
石

松
前
用
達

三
人
引
き

此
代
金

四
千
四
百
四
拾
両

(
値
立
は
左
の
如
き
も
の
で
あ

っ
た
)

午
年

(
安
政
五
年
)
秋
味
百
石
ニ
百
ニ
十
両

未
年

(
安
政
六
年
)

同

二
百
両

申
年

(
万
延
元
年
)

同

二
百
ニ
十
両

酉
年

(
見
込
文
久

元
年
)

同

ニ
百
六
七
両

ニ
百
五
十
五

柯

内
金
千
両

箱
舘
へ

秋
中
返
納

避
は
例
年
春
月
拝
借
御
仕
入
金
用
達
え

秋
中
返
納

金
千
両

諸
品
代

金
武
千
両

御
収
納

金
箱
舘
上
納

百
五
十
石

目

年

々
渡
し
用
逹
共
へ
済
方

五
百
石

目

御
手
船
ニ
般
中
荷

第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

二
八
五



第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

二
八
六

武
百
五
十
石
目

取
締
役
以
下
番
人
給
代

百
石
目

場
所
粕
底
魚

秋
味

ダ

腓

ヲ
タ

ル
ナ

ィ
出
險

ア
ツ

タ

tt
fe

0
石
狩
夏
荷
物

果

し
て

此
通
り
実
行
せ

ら
れ
た
る
か
、
文
久
元
年
の
仕
入
金
品
総
高
を
ニ
千
五
百
両
と
限
定
せ
る
も

の
の

如
く
、
是
に
対
す
る

金
融
に
対
し
下
げ
金
を
三
用
達
ょ
り
頻
に
懇
願
し
た
る
も
容
易
に
迎
ぱ
ず
、
翌
年
六
月
彼
等
ょ
り
石
狩
御
会
所
宛
に
箜
出
し
た

る
書
面
に
ょ
れ
ぱ
、
五
百
両
は
箱
舘
に
て
正
金
受
取
り
秋
味
売
約
定

ニ
千
百
五
十
石
此
約
定
手
金
百
石
に
付
五
十
両
宛
、
都
合

千
五
十
両
と
合
計
千
五
百
五
十
両
の

み
の
受
取
に

て
、
約
千
両
の

不
足
、
為
に
仕
込
品
の
積
下
し
遅
延
之
に
対
す
る
往
復
書
面

多
数
を

発
見
し
た
、
し
か
も
協
定
後
の
翌
年
即
ち
文
久

元
年
末
の
勘
定
®

を
見
れ
ば
、
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

覚

一
、
武
万
武
千
百
九
十
九x

〇

三
拾
四
文

六
八
立

此
金
参
千
武
百
六
拾
四
両
武
歩
窀
来

と
九
文

但

当
年
分
御
仕
入
品
御
貸
上
惣
グ
高
也

右
は
申
十
二
月
御
取
締
役
以
下
®
番
人
衆
中
、
松
前
の
御
宿

元
取
替
並
に
各
方

ょ
り
差
贈
り
申
上
候
以
来
七
月
御
給
料
御
取

替
当
九
月
迄
御

上
諸

パ
高
右
に
て
不
残

一
、
秋
味
蛙
百
五
十
石
目
御
年

の
廉
え
御
下
げ
被
下
、
尤
値
段
百
石
目
に
付
金
百
武
拾
武
両
武
歩
也
為
都
合
金
#
百
参
拾

参
両
三
歩
此
銭
武
千
武
百
六
拾
九
べ

五
百
文
右
御
仕
入
御
貸
上
の
内
に
入
盛
此
度
御
差
引
に
相
加
り
難
有

鉞
奉
御
受
候



前
記
の
惣
廉

尚
相
迆
無
御
座
候
間
後
而
聊
逾
変
の
儀
申
上
冏

敷
乍
恐
此
段
以
®
附
奉
申
上
候

文
久
辛
酉
十
月

御
用
達

石
狩
御
用
所

今
右
仕
込
金
品
の
償
還
は
如
何
な
る

方
法
に
依
り
し
か
を
穿
盤
す
る
に
、
頗
る
恰
適
の
材
料
た

る
仕
切
書
を
発
見
し
た
、
即
ち

仕
i

合
塩
引

内
白フ

切

並大

並ナン撰撰 哉
百
武
拾
四
束
六
本

C
1

束
と
は
二
十
本
〕

訳

百
四
束
十
五
本

七
十
九
束
十
四
本

二
十
束
七
本

七
束
五
本

士

一束
五
本

合
石
六
拾
九
石〇

五
合
八
勺
ニ
オ

値
段
武
百
武
拾
哉
両
武
分
替

代
金
百
五
拾
参
両
武
分
永
三
十

一
文
九
分

御
仕
入
金
武
千
八
苗
四
拾
七
両
を

武
千
百
五
拾
石
に
割

百
石
に
付
金
百
三
拾
武
両
夸
分
永
百
六
十
八
文
六
分

高
百
五
拾
石

代
金
百
九
拾
八
両
武
分
永
百
武
拾
七
文
九
分

三
四
石
九

一
、
六
六
三

ニI

石
ニ
五
、
三
三
三

四
石
七
四
、
八
三
三

ニ
石
七
七
、
九

一
七

五
石
三
八
、
三
三
0

第
三
編

石

狩
の

歴

史
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第
三
編

石

狩

の

歴

史

時
代

二
八

八

差
引
四
拾
五
両
永
九
拾
文
過

右
の
通
差
引
残
金
相
渡
此
表
相
違
無
之
候

以
上

酉

十

月

御改

役所

M

御改

役所

御用

達

中

輪

宗丸吉

兵

術へ

右
に
ょ
れ
ば
本
年
度
仕
込
金
額
武
千
八
百
四
拾
七
両
を
、契
約
石
数
武
千
百
五
十
石
に
割
当
、今
回
分
に
て
そ
の
内
百
五
十
石
分

だ
け
の
精
算
を
遂
げ
た
る
意
除
で
あ
る
。
毎
回
此
く
の
如
き
計
筇
方
法
を
取
し
が
、
右
二
千
八
百
有
余
両
と
は
既
記
御
用
達
中

ょ
り
同
年
十
月
算
出
せ
し
計
算
書
と
相
違
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
左
の
如
き
文
書
を
発
見
し
て
其
事
由
を
知
る
こ
と
を
得
た
。

覚

一
、
秋
味
跬
塩
引

哉
千
石
目

凡
値
段
百
石
に
付
金
武
百
六
拾
両
見
込

代
金
五
千
武
百
両

I

金
五
百
両

箱
舘
表
御
下
り
金

，
金
五
千
七
百
両

内

一
金
千
九
百
七
拾
六
両
武
分
永
百
十
七
文
八
分

西
七
月
一
日

迄
該
に
込
品
代
金
大
凡
ダ
高



一
金
百
四
拾
両

西
七
月
中
番
人
渡
し
金
高

!

金
百
参
拾
両

注
文
大
古
手
百
枚
錫

二
百
二
十
枚
永
代
帳
三
冊

一
金
六
百
両

塩
三
千
二
百
俵
秋
味
受
取
下
し
分

ダ
武
千
八
百
四
拾
六
両

二
分

此
七
月
迄
の
金
額
が
前
記
の

武
千
八
百
四
十
七
両
と
な
る
も
の
、
御
用
逹
は
年

済
金
及
其
後
の
仕
込
金
を
合
算
せ
る
も
の
な
る

が
為
に
差
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

,

と
あ
っ
て
、
こ
れ
は

日

西
川
家
す
な

わ
ち
直
差
配
用
達
で
あ

っ
た
。
住
吉
屋
准
兵
術
方
か
ら
発
見
さ
れ
た
文
書
に

ょ
っ
て
考
証
を

加
ぇ
て
い
る
の
で
、
な
か
な
か
復
雑
で
理
解
し
雛
い
点
も
あ
る
が
、
葙
府
の
用
達
等
に
対
す
る
仕
込
金
の
融

资
の
不
円
滑
な
ど
が
窺

わ
れ
る
。
し
か
も
請
負
時
代
に
は

年
間
千
五
百
両
の
運
上
金
で
あ

っ
た
も
の
が
、
こ
の
直
捌
制
度
に

ょ
っ
て
結
局
年
間
三
千
石
の
収

獲
を
あ
げ
、
そ
の
内

ニ
千
石
を
仕
込
等
に
消

し
残
り

一
千
石
が
、
百
石
武
百
五
十
両
と
見
て
、
ニ
千
五
百
両
の
収
納
を
得
た

こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

.

さ
て
以
上
に

し
て
漁
獲
し
た
産
物
は
年

々
五
、
六
十
艘
の
弁
財
船
が
截
取

の
た
め
に
下
る
が
、
そ
の
船
は
三
、
四
百
石
樹
か
ら
大
き

い
の
は
七
、
八
百
石
橫

ま
で
あ
り
、
入
津
の
船
に
は
帆
形
役
と
い
ぅ
の
が
あ

っ
て
、
船

一
艘
の
帆
形

一
反
に
付
、
米

ー
升
づ

つ
取
立

て
そ
れ
を

费
用
と
し
て
舟
場
町
及
び
親
舟
町
を
開
い
た
が
、
弁
財
船
の
帆
形
は
凡
そ
ニ
十
五
、
六
反
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
運
質
は

幸
徳
丸
嘉
七
乗
稹
入
送
状
之?|1

一
、

並
塩
引
千
百
十
一
柬
五
本

三
七〇
石
四

一
、
六
六
六

一
、
ヒ
ン
塩
引
四
十
五
束
十
三
本

I
〇

石
六
五
、

二
ハ
六

I
、

フ
ナ
塩
引
三
十

六
束

.

七
石
六〇

、
〇
o
〇

合
束
千
百
九
十

ニ
束
十
八
本

合
石
三
百
九
十
石
六
斗
六
升
八
合
三
勺
ニ
オ

第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

二
八

九



第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

ニ
九〇

内
三
百
ニ
石
六
斗
六
升
八
合
三
勺
ニ
オ

場
所
売
附
値
段
百
石
に
付
金
二
百
二
十
ニ
両
松
前
秋
味
掛
り
物
引
去
り
目
録
表
稼
出
し
利
損
荷
主
船
主
ニ
つ
割
の
事

六
十

石

右
は
値
段
金

武
百
ニ
十
ニ
両
替
元
金
船
主
佐
藤
兵
助

ぇ
相
渡

の

尤
諸
掛
利

損
共
船
主
持

二
十

七

石

右
は
船
頭
船
中
御
手
当
に
て
被
下
置
候
分
本
荷
相
渡
候
上
は
売
付
勝
手
の
事

右
の
通
相
改
積
入
候
処
相
違
無
之
然

上
は
運
賃
利
分
船
頭
船
中
手
当
前
書
の

通
取
究
差
送
候
間
、
着
岸
の
砌
相
改

請
取
約
定

の
外
船
頭
相
弁
可
申
亊
万I

海
上
の

儀
は
御
定

の
通
た
る
べ
く
事
、
依
て
如
送
状
件

石
狩
漁
場
改
会
所

U

御改

役所

万
延
元
年
申
十
月

松
前
石
狩
御
用
達
巾

松

前

石

狩

問

屋

と
、
三
百
九
十
石
余
の
積
荷
に
対
し
、
船
主
六
十
石
船
頭
船
中
手
当

二
十
七
石
、
合
計
八
十
七
石
が
現
物
で
支
払
わ
れ

て
、
松
前
の

問
屋
に
送
ら
れ
、
松
前
で
は

ま
た
御

口
銭
と
称
す
る
沖

ロ
改
所
の
い
わ
ゆ
る
輸
入
荷
税
通
常
ニ
歩
、
さ
ら

に
問
屋
口
銭
ニ
歩
を
と
ら

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

な
お

こ
の
直
差
配
人
の

船
の
外
に
水
戸
の
豪
商
梅
谷
某
を
し
て
、
手
船
稲
荷
丸
そ
の
他
が

入
津
し
、
こ
れ
は
直A

と
い

っ
て
、
米

塩
そ
の
ほ
か

百
貨
を
嵇
入
れ
、
柬
廻
り
と
称
し
て
產

物
を
江
戸
に
直
接
積
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
水
戸
の
勝
右
術
門
に
出
稼
を
許

し
た
と
同
様
、
す
な
わ
ち

奸
商
等
が
結
託
し
て
私
利
を

は
か
る
余
地
を
与
え
な
い

た
め
の
手
段
と
い
わ
れ
る
が
、
水
戸
藩
士
生
目
弥



之
助
が
、
わ
ざ
わ
ざ
勝
右
術
門
を
訪
ね
て
実
情
を
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
何
等
か
の
政
治
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

石
狩
改
革
は
以
上
の
よ
う
に
漁
場
の
制
度
を
改
め
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
請
負
人
等
が
漁
利
の
独
占
の
た
め
に
、
他
人

の
移
住
を
許
さ
な
か

っ
た
制
度
を
破
り
、
移
住
の
自
由
を
許
し
た
の
で
、
よ
う
や
く
和
人
の
定
住
を
見
る
も
の
が
多
く
、
ま
ず
堀
織

部
正
利
熙
の
家
来
で
あ
っ
た
、
畠
山
万
吉
等
三
戸
が
ヮ
ッ
カ
オ
ィ
に
入
地
し
て
、
農
耕
開
墾
の
先
駆
を
な
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
、

天
野
伝
右
術
門
等
ニ
戸
が
シ
ユ
ッ
プ
に
入
り
、
ヤ
ゥ
ス
バ
に
は
金
子
八
十
八
や
中
村
兼
太
郎
等
が
来
り
、
ま
た
た
ち
ま
ち
小
売
商
店

や
茶
屋
、
旅
龍
屋
な
ど
が
軒
を
な
ら
べ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
他
モ
ウ
ラ
ィ
、
ハ
ッ
サ
ブ
、
ホ
シ
ボ
キ
な
ど
の
開
拓
の
祖
は
、
い
ず
れ

も
こ
の
時
代
に
石
狩
詰
役
所
の
手
を
経
て
入
地
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
節

交

通

蝦
夷
地
の
交
通
に
つ
い
て
道
路
開
設
の
急
務
は
、
第
ニ
韋
第
一
節
の
如
く
文
化
年
間
す
で
に
近
藤
逭
蔵
が
建
言
す
る
と
こ
ろ
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
松
前
家
復
領
の
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
て
、
つ
い
に
そ
の
具

现
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
と
に
西
蝦
夷
地
は
嵇
丹

半
島
に
屹
立
す
る
神
威
岬
の
難
所
が
あ
り
、
こ
こ
を
通
る
と
き
は
、

『
帆
手
を
下
げ
、
神
酒
を
捧
げ
、
精
米
を
献
じ
て
是
を
祭
る
、
此
通
行
波
高
き
日
は
、
ヲ
カ
ム
ィ
の
外
を
廻
る
琪
也
。
此
通
行

百
余
間
の
間
、
人
言
を
発
せ
ず
、
船
中
残
ら
ず
平
座
し
て
慎
て
通
り
、
船
北
首
す
る
時
は
じ
め
て
船
中
同
言
に
て
相
黄
し
、
先

祝
い
酒
と
て
呑
む
事
也
。
是
所
神
靈
有
#
不
審
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
天
人
合
し
て
能a

異
を
な
す
こ
と
あ
れ
ば
、
強
ち
強

て
見
破
す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
、
前
人
の
言
に
随
うj

と
、

政
十
年
三
橋
成
方
等

一
行
西
蝦
與
地
視
察
の
際
に
綴
ら
れ
た

『
東
海
参
譚j

に
も
あ
る
よ
う
に
、
む
か
し
か
ら
航
路
険
難
の

場
所
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
し
か
し
男
子
は
こ
う
し
て
そ
の
以
奥
の
地
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
女
子
に
至
っ
て
は
断
じ

て
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
松
前
で
は
多
分
に
そ
の
鎖
国
的
な
政
策
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、
も
し
も
女
人
が
こ
の
奥
地
に
入
る
と
き

第
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は
漁
狐
が
絶
え
る
と
称
し
、
ア
ィ
ヌ
人
も
ま
た
神
威
岬
の
以
北
の
地
が
、
時
化
が
続
い
て
不
漁
の
と
き
な
ど
は
、
或
は
嵬
暇
夷
地
か

ら
千
歳
越
で
日
本
の
婦
人
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
てf

女
狩J

を
催
し
て
こ
れ
を
遂

っ
た
と
伝
え
て
い
る
く
ら
い
で
、
当
時

福
山
.
江
差
地
方
の
婦
人
等
は
、
こ
の
女
人
禁
制
を
跋
格
に
守
り
、
あ
の
追
分
節
の
1̶
忍
路
高
島
お
よ
び
も
な
い
が
、
せ
め
て
歌
棄

磯
谷
ま
で
』

の
歌
詞
も
、
こ
の
難
所
を
越
え
て
深
く
西
蝦
爽
地
に
入
る
、
出
稼
の
男
子
に
対
す
る
せ
つ
な
い
慕
情
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ

の
よ

う

に

神
威
岬
の
女
人
禁
制
は
、
た
だ

一
場
の
蕺
情
哀
史
と
し
て
そ
の
伝
説
に
止
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
実
に
西
蝦
爽
地

に
お
け
る
和
人
の
永
住
を
妨
げ
、
開
発
を
阻
止
す
る
関
門
を
な
し
て
い
た
。
こ
と

に

天
保
年
間
の
奥
羽
地
方
の
大
饑_

に
は
、
松
前

藩
の
厳
し
い
鎖
国
の
禁
網
を
破

っ
て
、
或
は
®
子
を
伴

っ
て
西
蝦
夷
地
の
親
戚
を
た
よ
り
、
或
は
出
稼
人
と
な

っ
て
渡
来
す
る
も
の

多
数
を
加
え
、
こ
の
た
め
に
橫
丹
半
島
以
南
の
地
は
、
各
所
に
部
落
が
出
来
て
髮
結
、
按
摩
、
小
間
物
店
、
売
春
婦
等
ま
で
あ
り
、

岩
内
の
如
き
は
そ
れ
ま
で
僅
か
に
二
十
戸
位
に
過
ぎ
な
か

っ
た
も
の
が
、

一
躍
五
、
六
百
戸
の
市
街
を
出
現
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
で
も
女
人
禁
制
の

を
破

っ
て
神
威
岬
を
越
え
る
こ
と

が

出
来
ず
、
た
だ
季
節
的
な
出

稼
漁
夫
の
往
来
を
な
し
て
い
た
だ
け
で

あ
っ
た
。

蔴
府
は
蝦
夷
地
再
直
轄
に
当
り
、
箱
舘
奉
行
は
こ
の
旧
弊
を
打
開
す
る
た
め
に
、
安
政
三
年
率
行
下
役
宗
谷
詰
元
締
梨
本
弥
五
郎

に
命
じ
、
厲
吏
と
共
に
妻
子
を
伴

っ
て
箱
舘
を
発
し
た
が
、
た
ま
た
ま
船
が
こ
の
岬
に
さ
し
か
か
る
と
船
子
た
ち
は
恐
れ
て
船
を
進

め
よ
う
と
し
な
い
の
を
、
叱
咜
し
て
岬
頭
に
至
る
と
果
し
て
風
波
が
起
り
、
船
頭
等
が
恐
怖
し
て
引
き
帰
さ
ん
こ
と
を

懇
願

し

た

が
、
梨
本
弥
五
郎
は
厳
然
威
容
を
正
し
て
神
威
岬
に
向
い
'

r

今
国
君
辺
土
を
開
か
ん
と
す
る
に
当
り
、
何
の
神
か
あ
え
て
こ
れ
を

阻
止
す
る
者
ぞj

と
、
喝
破
し
て
船
子
を
激
励
し
難
な
く
こ
の
岬
頭
を
通
過
し
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
が
そ
も
そ
も
神
威
岬
の

女
人
禁
制
を
打
破
し
た
始
ま
り
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
翌
四
年
西
蝦
夷
地
は
稀
な
る
大
漁
が
あ
り
、
女
人
と
不
漁
と
の
松
前
古
説
を

豭
し
、
そ
の
後
は
婦
女
子
も
何
等
の
恐
怖
す
る
と
こ
ろ
な
く
、
ひ
と
り
忍
路
、
高
島
に
止
ま
ら
ず
小
樽
、
石
狩
等
ま
で
進
出
し
て
、

よ

う

や

く

西
蝦
夷
地
石
狩
の
天
地
も
永
住
者
を
見
る
要
因
を
つ
く

っ
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
何
れ
も
藤
府
の
新
方
針
に
基
ず
く
も



の
で
、
す
な
わ
ち
人
民
を
移
植
し
国
防
を
厳
に
す
る
政
策
か
ら
で
あ
っ
た
。

f

方
内
陸
交
通
と
し
て
の
道
路
の
問
題
も
、
早
く
も
樺
太
在
住
の
た
め
に

内
縦
断
道
路
に
着
眼
し
、
箱
舘
か
ら
驚
木
、
長
万
部

を
経
て
有
珠
山
、
虻
田
山
の
中
間
を
通
り
、
與
払
よ
り
千
歳
川
、
石
狩
川
の
船
便
を
利
用
し
て
、
天
塩
川
の
水
源
に
至
っ
て
北
海
岸

の
枝
幸
、
網
走
へ
通
ず
る
幹
線
道
路
を
つ
く
り
、
従
来
の
東
西
海
岸
道
路
を
こ
れ
に
連
絡
し
、
駅
逝
の
制
を
設
け
て
交
通
の
便
を
開

く
の
を
本
識
に
、
ま
ず
直
ち
に
長
万
部
よ
り
黒
松
内
を
経
て
寿
都
、
磯
谷
に
新
道
を
開
き
、
磯
谷
か
ら
北
方
、
石
狩
、
壻
毛
に
至
る

ま
で
の
所
々
に
山
道
を
開
整
し
て
、
以
て
宗
谷
、
斜
里
に
通
じ
、
朿
海
岸
道
路
に
結
ん
で
全
島
を
|週
す

る
道
路
を
計
画
乙
た
の
で

あ
っ
た
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
開
設
に
は
猫
府
が
公
金
を
以
て
開
盤
す
る
の
で
は
な
く
、
各
地
の
場
所
諧
負
人
に
論
し
自®

を
も
っ
て
猢
路
し

た
き
旨
の
出
願
を
な
さ
し
め
て
、
成
功
の
上
に
こ
れ
を
実
見
し
て
褒
貫
を
与
え
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
諧
負
人
ら
の

犠
牲
も
多
か

っ
た
が
、
当
時
西
海
岸

一
帯
は
好
漁
に
恵
ま
れ
、
資
力
は
も
ち
ろ
ん
鰊
出
稼
漁
民
の
労
力
も
璺
富
で
あ

っ
た
の
で
、
安

政
ニ
年
よ
り
翌
三
年
九
月
に
は
開
鼈
の
最
も
難
所
と
さ
れ
た
雷
電
越
の
山
道
を
開
い
て
、
石
狩
の
開
発
を
促
し
た
の
を
初
め
と
し
、

次
い
で
岩
内
よ
り
余
市
に
至
る
稲
穂
越
が
完
成
、
安
政
四
年
に
は
小
樽

.
銭
函
間
と
共
に
、
村
垣
淡
路
守
が
石
狩
逗
留
中
に
決
し
ら

れ
、
石
狩
請
負
人
阿
部
屋
伝
次
郎
が
開
盤
し
た
、
石
狩
.
対
雁
間
の
新
道
も
出
来
る
に
至
っ
た
。

更
に
太
平
洋
岸
と
日
本
海
岸
を
結
ぶ
千
歳
越
の
通
路
は
、
前
蒜
府
時
代
に
お
い
て
千
歳

.
勇
払
間
は
、
す
で
に
車
馬
を
通
ず
る
遒

路
を
見
た
が
、
千
歳
以
西
に
お
い
て
は
石
狩
よ
り
川
筋
十
里
に
し
て
対
雁
に
至
り
、
対
雁
か
ら
江
別
太
に
遡
り
南
の
枝

川

に
入

っ

て
、
川
船
十

一
里
に
し
て
漁
太
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
ま
た
五
里
に
し
て
千
歳
に
至
る
と
い
ぅ
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
村
垣
淡
路
守

及
び
堀
織
部
正
の
両
奉
行
は
、
石
狩
.
千
歳
間
の
新
道
を
計
画
し
、
蔣
府
に
対
し
て
何
書
を
提
出
し
て
裁
可
を
得
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、

西
蝦
夷
地
石
狩
場
所
之
儀
は
、
蝦
夷
地
中
央
に
て
遠
山
遙
に
西
辺
を
_
み
、
平
原
沢
野
打
続
き
水
草
の
弁
利
宣
敷
、
在
住
の
向
も

追
々
移
住
致
候
儀
に
て
、
実
に
蝦
夷
地
の
咽
喉
と
も
可
申
上
地
柄
に
御
座
候
、
然
る
処
、
西
地
よ
り
の
通
路
是
迄
千
歳
川
よ
り
石
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狩
川
通
船
の
み
に
し
て
陸
路
往
来
無
之
、
殊
に
年

々
十
月
よ
り
三
月
迄
は
、
積
雪
堅
水
に
て
通
路
難
相
成
、
冬
春
六
ヶ

月
は

通

路
絶
候
間
、
何
れ
に
も
陸
路
切
開
通
行
自
在
に
無
之
候
て
は
、
非
常
の
要
害
は
勿
論
、
都
て
差
支
不
少
候
に
付
、
陛
路
廻
浦
の
砌
、

新
道
切
発
の
儀
場
所
請
負
人

共
へ
申
論
候
処

承
伏
仕
候
、
然
る
処
石
狩

川
添
平
原
に
は
候
へ
共
、
谷
地
多
く
新
道
に
は

入
費
も
不

少
、
殊
更
木
立
無
之
雪
中
往
来
差
支
、
夏
分
は
出
水
も
有
之
候
間
、
セ
ニ
ハ
コ
漁
場
よ
り
サ
ッ
ホ
0
、
ハ
ッ
サ
フ
山
雜
に
添
い
、

千
歳
川
に
新
道
切
開
候
方
可
然
見
受
候
へ
ど
も
、
深
雪
中
に

つ
き
場
所
詰
の
者
共
へ
取
調
申
付E

、

此
度
織
部
正
廻
浦
の
上
、
猶

又
見
分
仕
候
処
、
石
狩
運
上
屋
有
之
場
所
は

全
く
川
口
の
漁
場
に
て
、
風
当
強
く
災
も
有
之
永
住
に
は

不
便
の
場
所
故
、
同
所
よ

り
十
里
程
南
発
作
部
山
雛
は
山
添
に
て
地
味
水
利
の
便
も
宜
し
く
、
海
岸
セ
ニ

ハ
コ
漁
場

よ
り
三
四
里
も
隔
て
、
都
て
弁
利
の
場

所
故
、
在
住
の
者
共
へ
同
所
に
て
、
夫

々
屋
敷
地
割
渡
開
発
等
取
掛
候
儀
に
有
之
、
ヲ
タ
ル
ナ
イ
領
セ
ニ
ハ
コ
よ
り
発
作
部
山

通
り
、
東
地
千
歳
川
迄
凡
二
十
里
程
新
道
切
開
方
に
治
定
仕
、
西
地
イ
シ
ヵ
リ
、
ヲ
タ
ル
ナ
イ
、
東
地
ユ
ゥ
フ
ッ
三
場
所
請
負
人

共
へ
篤
と
申
論
候
処
、
何
れ
も
御
注
意
相
弁

へ
自
分
入
用
を

以
て
新
道
切
開
き
、
休
泊
所
取
建
人
馬
継
立
方
等
無
差
支
様
仕
度
候

旨
願
出
候
に
付
、
承
届
手
操
次
第
早
々
取
掛
り
候
様
申
渡
候
、
追
て
成
功
の

上
は
御
貧
誉
被
成
下
候
様
仕
度
、
依
之
絵
図
面
相
添

此
段
申
上
置
候

と
、
当
時
松
浦
武
四
郎
と
石
狩
詰
下
役
飯
田
豊
之
助
の
踏

定
に
よ
り
、
石
狩
諧
負
人
阿
部
屋
伝
次
郎
、
小
樽
内
諧
負
人
恵
比
須

屋
半
兵
衛
、
勇
払
請
負
人

山
田
文
右
衛
門
の

三
名
の
手
に
よ
っ
て
、
銭
面
か
ら
星
置
ま
で
が
恵
比
須
屋
、
星
®
か
ら
札
幌
、S

平
を

経
て
島
松
に
至
る
間
は
阿
部
屋
、
島
松
か
ら
千
歳
に

至
る
間
は
山
田
が
、
そ
れ
ぞ
れ

分
担
し
て
幅
ニ
間
の
道
路
を

完
成

し

た

も

の

で
、
こ
の
工
事
が
終

っ
て
後
幕
府
よ
り
銀
三
枚
か
ら
七
枚
ま
で
各
そ
の
功
に
応
じ
て

賜
さ
れ
て

い
る
。

以
上
に

し
て
道
路
の

開
設
を

見
る
に
及
び
、
安
政
五
年
石
狩
詰
調
役
荒
井
金
助
が
、
漁
場
取
締

の
厲
足
軽
大
西
文
左
衛
門
に
命
じ

て
、
山
越
内
よ
り
馬
ニ
頭
を
買
求
め
て

石
狩
に
常
置
し
た
が
、
そ
れ
が

そ
も
そ
も
石
狩
に
馬
の
入

っ
た

般
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
翌

六
年
足
軽

谷
丑
太
郎
が
、
長
万
部
、
虻
田
、
有
珠
、
勇
払
、
新
冠
、
静
内
等
を
巡
回
し
て

|

ニ
頭
づ
つ
買
集
め
、
四
十
余
頭
を
求

め
得
た

の
で
伝
馬
と
な
し
、
石
狩

■
銭
函
間
、
銭
函

.
発
寒
間
の
陛
迎
に
当

ら

せ
た
の
で
、
次
第
に
交
通
運
輪
の
便
が
開
か
れ

る
に



至

っ
た
。

第
四
節

百

余

年

前
の

石

狩

安
政
年
間
と
い
え
ば
い
ま
か
ら
凡
そ
百
十
年
ば
か
り
前
に
当
る
が
、
そ
の
頃
の
石
狩
町
の
姿
は
ど
ん
な
形
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
を

往
時
の
記
録
や
旅
日
記
な
ど
に
よ
っ
て
見
る
と
、
安
政
三
年

(
一
八
五
六
)
阿
部
-®
任
のr

暇
夷
行
程
記
卷
之I

j

に
は
、

ォ
タ
ル
ナ
ィ
、
?
|

??
|2
!|

フ
ン
べ
マ
ィ
砂
§
§な
り
、
キ
マ
キ
ヌ
川
を
の
ぽ
る
こ
と
廿
丁
ば
か
り

運
上
屋
笮
軒
川
端
に
有
、
人
家
支
配
内
に
凡
百
七
十
軒
許
人
数
凡
七
百
二
三
十
人
も
あ
る
よ
し
、
漁
小
屋
川
筋
に
十
三
ヶ
所
あ
り

て
凡
八
十
軒
許
あ
り
と
い
ふ
、
産
物
蛙
の
み
な
り
然
れ
ど
も
川
口
に
て
、
鮫
、
い
と
ぅ
、
薇
魚
、
比
目
魚
、
雑
魚
を
と
る
な
り
、船

は
運
上
屋
の
岸
に
葙
く
な
り
、
川
は
ば
凡
半
里
許
吾
版
図
中
第

一
の
大
河
な
り
、
水
源
は
ァ
ヵ

ン
岳
よ
り
出
る
凡
二
百
余
里
と
い
へ
り
、
西
の
父
川
と
い
ふ

と
あ

っ
て
、
戸
数
百
七
十
軒
と
あ
る
も
こ
れ
は
現
在
の
石
狩
町
市
街
の
家
数
で
は
な
く
、
当
時
石
狩

に
は
勤
帮
所
一
軒
、
元
小
屋
一
軒
、
倉

诹
が
四
十
|軒

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

者
中
阿
部
伊
勢
守
正
弘
の
命
に
よ
っ
て
、
安
政
四
年

(
I

八
五
七
)
こ
の
地
を
巡
回
し
た
石
川
和
介

の

『
観
国
録j

が
く
わ
し
く
、
す
な
わ
ち

地
勢
、
石
刈
の
形
勢
北
に
海
を
受
け
稂
古
潭
の
『
ォ
ヵ
ム
ィ

』
岬
間
繁
の
『
ォ
フ
ィ
』
_
、
其
朿
西
を
扼
し
鹏
の
両

题
を
張
る

が
如
く
、
以
て
外
湾
口
を
作
し
、高
島

•
間
繁
の
ニ
岬
其
内
湾
を
な
す
、本
地
其
内
湾
の
極
底
中
央
に
あ
り
て
左
右
相
距
る
こ
と

十
余
里
外
な
る
べ
し
、
其
の
南
方
は
曠
野
瀰
茫

一
気
又
寸
碧
を
見
ず
、
元
小
屋
は
南
西
に
し
て
海
を
背
に
す
、
屋
在
百
余
歩
所

々
い
わ
ゆ
る
石
刈
川
流
注
し
て
海
に
通
せ
り
、
川
の
広
大
な
る
事
中
州
の
刀
根
川
に
過
ぐ
、
水
黯

色
流
勢
甚
疾
し
、
海
舶
の

此
地
に
来
る
者
皆
川
身
に
繫
碇
す
、
其
深
さ
十
四
五
尋
に
至
る
と
云
ふ
、
先
戢
称
し
て
版
図
中
第
|
の
巨
浸
と
な
す
果
し
て
；述

さ
る
な
り
、
冏
く
此
の
濫
般
南
北
ニ
脆
あ
り
、南
脈
は

苋
沛
の
亜
漢
雄
張
辺
傍
に
起
り
、
北
脈
は
沙
班
道
江
差
門
別
の
際
に
亘
れ
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第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

一一
九六

り
、
北
脈I

百
里
所
々
漁
番
屋
あ
り
、そ
れ
よ
り
水
源
迄
は
猶
五
十
里
許
り
も
あ
り
と
い
ぅ
、然
れ
と
も
此
等
の
言
皆
伝

聞

或

は
憶
度
に
出
る
も
の
な
れ
ば
、
未
だ
確
拠
と
な
す
に
足
ら
ず

(
其詳
審
に
至
り
て
は
帰
途
の
考
索
に
待
つ
)
往
年
近
藤a

蔵
此

地
に

一
府
鎮
を
置
き
、
四
方
を
控
制
し
外
患
不
處
の
救
応
に
備
ん
こ
と
を
建
議
す
。
其
訓
剴
切
に
し
て
能
く
其
肯
緊
に
的
当
せ

り
、
後
の
論
者
皆
其
範
囲
を
出
る
こ
と
能
は
ず
、実
に
天
下
ニ
つ
な
き
の
書
な
り
、就
て
而
し
て
之
を
察
せ
は
其
要
を
得
べ
し
、

吾
脩
区
々
の
克
く
啄
を
容
る
所
に
非
す
、
故
に
総
て
欠
略
し
て
論
せ
ず
、
之
を
要
す
る
に
此
地
西
浦
の
中
央
に
拠
在
し
地
勢
八

達
に
し
て
実
に
蝦
中
の
要
喉
と
称
す
へ
し
、
唯
海
浜
は
砂
路
縄
直
に
し
て
絶
て
小
曲
な
し
故
に
盤
泊
に
は
甚
不
便
な
り
。
早
に

元
小
屋
を
出
て
石
刈
川
を
航
済
す
。
両
岸
に
は
根
抜
の
巨
材
堆
積
し
て
陵
を
な
す
、
之
れ
以
て
其
源
の
大
な
る
を
知
る
へ
し
此

よ
り
北
行
し
て
疎
林
を
過
ぎ
ニ
丁
許
に
し
て
右
折
し
、
海
に
並
ひ
曠
原
上
を
行
く

一
里
に
し
て

『

シ
ユ
ッ
プ
』
川
、
之
を
石
刈

安
都
多
の
分
界
と
な
す
、
己
に
し
て
行
き
中
浜

『
シ
リ
ア
ツ
カ

リ」
川
を
過
ぎ
海
に
降
る
、
此
辺
よ
り
岡
山
漸
く
倡
近
し
岸
勢

次
第
に
西
面
に
変
じ
小
岬
あ
り

『
ム
ィj

と
云
ふ
、

よ
り
赤
土
の
絶
崖
に
循
ふ
て
行
く
小
湾
あ
りr

フ
ラ
泊j

と
云
ふ
、夫
よ

り
ニ
十
丁
に
し
て

『
モ
ー
ラ
ィ
』
地
勢
頗
る
平
曠
な
り
、I

川
を

へ
又
二
十
丁
に
し
て

『
ラ
子
ト
マ
リj

此
辺
よ
り
以
往
岸

容
曲

多
く
、
海
畔
礁
石
多
く
海
水
漸
く
深
し
、
十
丁
に
てr

ウ
ェ
ン

ス
リ』

其
左

一
岬
あ
り
、
又

一
丁
に
て

『

コ
タ
ン
べ

ツ』

川
あ
り
、
是
よ
り
沙
觜
を
堯
り
五
丁
に
し
て

『
ヲ
シ

ョ
口
コ
ツ』

に
達
す
、
即
ち
安
都
多
税
舘
の
在
る
所
也
。

境
界
、
石
刈
は
西
浦
中
央
の
首
場
所
に
し
て
調
役
並
詰
合
に
てr

シ
ャ
コ
タ
ンj

よ
りr

マ
シ
ケ』

に
至
る
の
地
を
統
轄
す
、

其
運
上
屋
を
元
小
屋
と
称
す
る
所
以
て
又
其
故
な
る
べ
し
、
然
れ
ど
も
余
の
首
場
所
は
此
称
あ
る
こ
と
能
は
ず
、
こ
れ
本
地
の

蝦
中
に
要
枢
た
る
を
以
て
な
る
へ
し
、
今
日
経
過
の

『
シ
リ
ア
ツ
カ
リj

『
7

子
ト
マ
リj

皆
番
屋
あ
り
憩
所
と
な
す
べ
し
。

戸
ロ
、
石
刈
元
小
屋
許
に
爽
屋
七
八
軒
其
製
他
所
よ
り
稍
大
に
し
て
潔
し
、其
余
は
皆
川
節
に
聚
落
を
な
す
由
、
人
ロ
文
化
公
領

の
'時
は
ニ
千
七
百
も
あ
り
し
由
な
れ
ど
も
、
今
八
百
余
ロ
に
過
ぎ
す
之
れ
か
為
め
に
浩
歎
を
な
す

べ
し
、
『
シ
ユ
ッ
プ
|!_
は

『

尤
仏j

の
出
稼
漁
場
な
り
、
川
向
に
も
又
漁
場
あ
り
是
れ
は

r
ア
ツ
タj

よ
り
出
す
者

r

シ
リ

ア

ツ
カ

リj
r

フ
ラ
ト
マ

リj

『
モ
ウ
ラ
井j

r

オ
子
ト
マ
リ』

『
ウ
ェ
ン
ス
リj

『

コ
タ
ン
へ

ツ」

皆
漁
場
な
り
、
其
内

『
モ
ウ
ラ
井」

よ
り
以
西
は



皆
秋

場
ゆ
え
、
当
時
は
空
屋
に
し
て
寂
粲
極
れ
り
、
其
漁
時
は
石
刈
川
筋
及
び
此
辺
出
稼
夥U

く
甚
だ
繁
盛
な
る
由
、
此
辺

並
石
刈
川
筋
の
出
稼
人
当
時
は
皆
他
場
所
に
て
稼
き
す
、
『
ヲ
子
ト
マ
リ
」
ょ
り
は
皆
腓
場
に
て
漁
舎
『
ア
ツ
タ
』
ま
て
連
続

し
甚
だ
盛
な
り
。

物
産
、
願
野
大
低
葭
、

、
木
賊
、

公
英
、
倭
柏
多
し
、

土
質
、
石
刈
前
後
の
地
瀕
海
の
処
は
砂
地
軟
璲
に
し
て
瘠
歯
甚
し
、
稍
海
に
遠
さ
か
れ
ば
皆
沃
肥
と
な
る
！"
ヲ
子
ト
マ
リ
』
ょ

り
の
海
浜
は
、
磧
礫
碟
岩
多
し
、
石
刈
水
性
は
甚
だ
汚
濁
し
て
悪
し
き
由
な
り
、
然
れ
ど
も
掛
目
は
矢
張
風
袋
共
百
七
十

一
目

気
候
、
朝
五
十
度
夜
六
十

一
度

と
、
地
勢
、
境
界
、
戸
0
、
物
産
、
土
質
、
気
候
等
に
わ
た
り
、
ま
こ
と
に
詳
細
を
極
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
四
月
ニ
十
八
日
(
旧

暦
)
の
紀
行
で
、
当
時
鯡
漁
期
で
石
狩
か
ら
望
来
ま
で
の
間
は
鮭
場
の
た
め
ほ
と
ん
ど
人
は
居
ら
ず
、
皆
空
き
家
で
あ

っ
た
が
、

『

ヲ
ネ
ド

マ
リ」

か
ら
以
北
は
鰊
漁
で
賑
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
石
狩
川
口
に
位
す
る
現
在
の
市
街
地
に
は

ア
イ
ヌ
の

人
家
は
稍
大
き
い
と
は
言
え
、
僅
か
に
七
軒
か
八
軒
散
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

I

方
花
畔
及
び
茨
戸
方
面
は
ど
ん
な
状
態
に
あ

っ
た
か
と
い
ぅ
と
、
同
書
に
ょ
れ
ば

地
勢
、前
略
、今
朝
はr

イ
シ
カ
リj
川
を
遡
りr

ユ
ゥ
プ
ツj

を
指
し
発
船
す
、

r

イ
シ
力y

j

の
地
勢
は
往
日
来
時
の
前
記

に
あ
る
如
く
に
し
て
、
海
浜
は
戌
亥
に
面
し
今
日
の
舟
路
は
左
右
屈
曲
は
免
れ
ざ
れ
ど
も
、
詰
り
東
南
に
赴
く
な
り
、
船
は
所

謂
蝦
夷
船
同
製
に
て
円
木
艇
な
り
、
船
材
は

『
タ
モj

と
云
木
な
り

c

奥
地
北M

の
製
は
皆
柳
を
船
材
と
す
る
に
此
辺
は

『

タ

モj

を
多
く
用
ゆ
る
由
な
り
)
、
但
し
蝦
夷
船
円
木
艇
と
い
へ
ど
も
両
舷
は
各

一
枚
の
板
を
添
て
船
底
を
深
く
す
る
者
多
し
、

今
日
所
乘
の
者
は

一
個
の
円
木
の
®
に
て
船
底
甚
浅
し
、
然
れ
ど
も
船
身
は
稍
長
し
大
低
横
幅
三
尺
弱
に
し
て
長
さ
殆
ん
と
七

間
も
あ
る
べ
き
也
。

(
大
小
一
様
な
ら
ず
し
て
其
稍
大
な
る
者
に
て
今
日
所
乗
の
者
此
の
如
し
〕
運
上
屋

(
イ
シ
カ
リ
に
て
は

元
小
屋
と
称
す
〕
ょ
り
東
北
ニ
町
許
に
し
て
、
川
端
に
出
既
に
発
行
し
遡
るr

ヮ
ッ
カ
ゥ
イj

r

テ
ン
子
ン
』
な
ど
云
ふ
地
名

の
処
、
畢
竟
い
ま
た
運
上
屋
元
の
地
な
り
、
偖
遡
行
す
る
に
川
幅
は
海
に
注
す
る
川
口
に
比
す
れ
ぱ
狹
け
れ
ど
も
、
其
広
濶
な
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第
三
編

石

狩

の
歴
史

時
代

二
九
八

る
こ
と
ニ
町
以
上
な
り
、
方
向
は
最
初
西
南
面
し
て
行
く
、
前
面
及
び
右
手
は
四
五
里
十
里
外
に
遠
山
周
巡
し
、
左
を
見
れ
ば

渺
茫
平
原
天
に
接
し

一
物
の
目
に
触
る
者
な
し
。
川
中
に
住
々
蘆
、
葦
、

、
荻
生
茂
た
る
処
あ
り
、
®
は
務
め
水
瀬
の
稀
少

な
る
辺
を
撰
て
播
行
け
ば
度
々
蒲
荻
間
を
穿
過
る
な
り
、
既
に
行
く
®
十
余
町
に
し
て
右
岸
に
夷
小
屋
五
六
戸
漁
場
あ
り
地
名

r
ヤ
ウ
シJ

と
い
ふ
。
前
に
言
ふ
如
く
前
面
よ
り
し
て
右
手
は
遠
山
あ
り
て
甚
近
き
者
は

f

オ
タ

ル
ナ
イj

及

『
ゼ
ン
パn

j
等
の
背
後
の
山
な
り
、
舟
西
面
す
れ
ば
山
前
に
当
り
南
面
す
れ
ば
山
右
に
当
る
者
多
き
形
勢
な
り
、
既
に
し
て
漸
々
と
両
岸
萆

樹
長
大
に
し
て
平
林
の
如
く
遠
山
見
得
へ
か
ら
ざ
る
な
り
、
既
に
し
て
川
の
旁
湿
せ
る
処
に
て
蒲
荻
及
楊
柳
酹

銮
せ
る
其
間
渠

流
の
幅
僅
か
に
ニ
間
許
、
如
此
の
処
を
経
過
す
る
こ
と
亦
十
町
以
上
な
り
、
此
辺
を

r

マ
ク
べ
ツj

と
い
ふ
、
既
に
し
て
又
本

川
の
渺
茫
中
に
出
つ
既
に
し
て
左
岸
夷I

戸
漁
場
あ
る
此
を

r

シ
ビ

シ
ビ
ウ
シj

と
云
、
此
辺
に
て

r

オ
タ

ル
ナ
イ
』
山
を

又

前
面
に
歴
々
と
対
望
し
行
な
り
、
下

r

ト
ウ
ヤ
ウ
シj

と
云
処
に
至
る
、
左
岸
夷
小
屋
二
三
戸
右
岸
に

ニ
尸
何
れ

も

漁
場

な

り
、
又
五
六
町
に
し
て

r
上
ト
ウ
ヤ
ウ
シ
』
の
漁
場
に
至
る
與
家
ニ
戸
あ
り
、
此
辺
よ
り
し
て
漸
々
両
岸
僅
か
に
欹
立
す
、
但

し
左
岸
は
未
だ
然
ら
ず
右
岸
は
高
さ

一
間
或
は

一
丈
に
及
ぶ
な
り
、
而
し
て
両
岸
共
に
段
々
と
樹
木
繁
植
巨
大
に
し
て
平
原
と

云
べ
か
ら
ず
平
林
と
云
ふ
へ
き
模
様
な
り
、
既
に
し
て

r

ハ
ン
ナ

グP
J

と
云
に
至
る
、
右
岸
漁
場
夷
小
屋
三
四
に
し
て
人
烟

は
無
き
な
り
、
此
際
よ
り
し
て
両
岸
地
愈
々
敬
立
し
其
処
に
於
て
興
同
あ
れ
ど
も
耍
す
る
に

一
間
以
上
の
高
岸
な
り
、
而
岸
上

の
平
原
林
木
餺
茂
す
れ
ば
船
中
左
右
顧a
何
を
看
得
べ
き
様
も
な
き
也
。
只
樹
木
の
疎
な
る
処
川
身
屈
曲
な
く
直
流
！

sk

き
辺
に

て
前
或
は
右
に
遠
山
を
見
る
の
み
、
さ
て
又

『
ワ
ラ
トj

と
云
処
に
至
る
右
岸
に

一
小
支
川
の
来
て
本
川
に
入
る
を
見
る
、
其

川
幅I

ニ
間
と
見
ゆ
れ
ど
も
そ
れ
に
称
れ
ば
三
四
間
以
上
な
る
由
、
此
支
川
に
称
れ
は

r

ハ
サ
ブj

へ
五
里
と
云
ふ
、

r

ワ
ラ

トj

も
旧
は
夷
の
住
居
あ
り
し
処
な
れ
ど
も
今
は
廃
宅
存
す
る
の
み
に
て
人
烟
無
し
。

後
略

塊
界
、

r

イ
シ
カ
リj

所
領
海
岸
は

r

オ
タ

ル
ナ
イj

境

r
オ
タ

ル
ナ
イj

川

『
ア
ツ
タ』

境

'?
.ゾ
■'
ッ
プ」

川
の
冏
砬
に
四

里
許
に
し
て
、
漁
場
三
所
あ
る
の
み

(
ユ
ウ
ブ
ツ
の
出
稼
場
を
併
四
所
な
り
)

r

イ
シ
カ
リ
』
川
筋
の
漁
場
を
所
狴
の
大
な
る

者
と
す
、
凡
そ
十

一
所
あ
る
由(或

は
説
に
十
三
所
と
云
今
番
人
の
話
に
従
っ
て
記
す
}
何
れ
も

鳜
漁

谇
1
に
し
て
他
漁
を
事
と



せ
ざ
る
由
故
に
春
更
鰊
鱒
漁
時
に
は
『
オ
タ
ル
ナ
イ
』
『
ア
ツ
タ
』
等
に
往
き
出
稼
す
る
雄
あ
り
て
己
れ
の
所
領
は
獅
時
節
に

非
る
日
は
始
終
寂
然
た
り
と
云
、
偖
十

一
所
の
漁
場
は
今
日
経
過
す
る
処
に
て
は

『
サ
ツ
ホ
ロ
フ
トj

r

ヒ
ト
イj

r

ホ
ン

ヒ

ト
イj

r

ツ
イ
シ
カ

リj

の
類
な
り
、

r

シ
ビ
シ
ビ
ウ
シ

j

『
ト
ウ

ヤ
ウ

シ』

『
バ
ン

ナグ

ロ』

の
類
此
等
は
爽
人
の
漁
場
に

し
て
税
舗
ょ
り
手
を
出
さ
ず
、
さ
れ
ど
も
夷
人
所
獲
の
魚
は
皆
税
舗
に
差
出
し
税
舖
ょ
り
其
価
に
当
る
者
を
与
ふ
也
、
漁
番
屋

あ
る
処
は
平
日
人
烟
無
き
若
と
て
も
漁
時
に
至
り
夷
人
を
®
速
て
番
人
来
漁
す
る
場
所
な
り
。
後
略

戸
口
、

r
イ
シ
カ
リ
』
運
上
屋
元
に
永
住
の
爽
と
云
は
無
き
由
、
始
終
三
四
十
人
許

(
漁
時
は
別
に
多
く
来
り
居
る
な
り
)
以

上
必
来
住
し
居
れ
ど
も
、
是
は
皆

f

イ
シ
カ
リj

川
筋
の
爽
代
る
が
わ
る
来
り
越
年
も
致
居
る
者
に
し
て
妻
子I

同
来
居
る
者

或
は
老
幼
を
宅
に
造
置
て
来
居
る
者
等
植
々
興
同
あ
る
由
な
り

物
産
、

『

イ
シ
カ
リj
漁
利
はM

魚
の
み
と
称
す
雑
魚
は
数
ふ
へ
き
程
に
至
ら
ざ
る
か
、
今
日
船
中
目
擊
す
る
草
木
川
中
は
蘆

蒲
瞄
荻
雑
草
に
し
て
両
岸
は
初
め
は

柏
描
、

r

ハ
ンj

、
r

タ
モj

雑
木
に
し
て
三
四
里
以
後
の
上
流
は
柳
の
み
他
樹
も
あ
れ

ど
も
柳
の
十
分
の

一

な
り
。
後
略

土
質
、

r

イ
シ
カ
リ」
辺
は
沙
地
な
り
菜
蔬
穀
果
も
土
宜
と
称
す
へ
か
ら
ず
、
ー
里
以
後
上
流
に
至
れ
は
其
後
は
始
終
蓰
黒
粘

土
多
し
、
而
沙
交
り
の
処
亦
比
々
と
あ
る
也
、
平
坦
地
面
網
引
場
と
為
し
あ
る
処
は
大
低
沙
地
多
し
、
只

『

イ
シ
カ
リj

の
如

く
沙
深
か
ら
さ
る
の
み
な
り

気
候
、
朝
六
十
四
度
、
夕
七
十
五
度

と
、
こ
れ
は
七
月
十
二
日
に
此
地
を
通
過
し
た
時
の
記
録
で
あ
る
が
、

時
ヤ
ウ
シ
は
ヤ
ウ
シ
パ
と
思
わ
れ
る
が
こ
こ
に
五
六
戸
の

戸
数
が
あ
り
、

マ
ク
ン
べ

ツ
に
は
何
も
な
く
シ
ビ
シ
ビ
ウ
シ
にI

戸
、
下
ト
ウ
ヤ
ウ
シ
に
ニ
三
戸
、
上
ト
ウ
ヤ
ウ
シ
に
ニ
戸
、
パ
ン

ナ
グ
ロ
に
は
三
四
戸
の
家
が
あ

っ
た
が
誰
も
居
住
し
て
居
ら
ず
、
バ
ラ
ト
も
ま
た
人
烟
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い

と

い
っ

た
有
様

で
、
ま
こ
と
に
漁
業
期
で
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
寂
し
い
風

贵
の
中
に
た
だ
沿
岸
爾
造
た
る
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。第

三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

ニ
九
九
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第
三
編

石

狩

の
歴
史

時
代

ま
た
同
四
年
五
月
老
中
久
世
大
和
守
広
周
が
派
迪
し
た
成
石
修
の
筆

に
な
る

r

東
徽
私
筆j

に
よ
る
と
九
日

(
五
月
)
險
、
ヲ
タ
ル
ナ
ィ

よ
り
ニ
里
余
、
山
道
ゼ
ニ
バ
コ
と
い
ぅ
所
に
て
昼
飯
を
給
ひ
、
そ
れ

よ
り
左
に
海
浜
右
は
原
野
な
り
、
ヲ
タ
ル
ナ
ィ
川
船
渡
し
石
狩
に
至

る
。
今
日
の
路
程
は
八
里
な
り
、
石
狩
に
長
谷
川

儀
三
郎

君
居

と

る
、
ぬ
し
は
ス
ッ
ツ
に
在
住
し
た
ま
ふ
て
、
こ
の
辺
り
ま
て
を
司
り

た
ま
ふ
な
り
、
調
し
申
せ
乙
に
く
さ
ぐ
さ
の
咄
も
即
せ
給
ひ
、
懇
な

る
言
葉
も
給
ひ
ぬ
、
此
地
は
西
北
海
浜
に
し
て
東
南
平
原
祖
。
石
狩

川
大
河
也
、
秋
あ
ぢ
の
運
上
金
千
両
な
り
と
い
ふ

(
秋あ
ぢ
は
蛙
の

方
言
〕
南
の
方
平
地
五
六
里
許
に
ハ
、ゾ
ャ
プ
て
ふ
処
に
在
住
屋
敷
地

経
営
し
た
ま
ふ
よ
し
な
り
、
此
辺
よ
り
東
部

ユ
ゥ
ブ
ツ
迄
平
地
也
と

い
ふ
、
然
れ
と
も
湿
地
に
し
て
泥
濘
膝
を
没
す
る
程
也
、
大rJ

J

の
九

河
を
疏
せ
し
如
く
に
し
て
数
歳
を
経
ば
平
土
と
も
な
る
べ
し
。
十
日

石
狩
を
出
立
当
亊
十
歩
石
狩
川
船
渡
し
メ
ノ
コ
七
八
人
に
て
櫓
を
お

せ
り
、

一
里
許
も
行
て
又
海
浜
に
出
る
ヲ
シ
ョn

ク
ッ

ま
で
三
里
一二

十
丁
、

と
あ

っ
て
、
そ
の
頃
石
狩
川
の
渡
船
は
七
八
人
の
メ
ノ
コ
等
が
櫓
を
押
し

て
通
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

然
る
に
こ
れ
よ
り
僅
か
ニ
年
を
後
の
安
政
六
年

(
一
八
五
九
)
に
な
る

と
、
い
わ
ゆ
る
出
稼
並
に
在
住
そ
の
他
永
住
の
自
由
を
許
し
た
改
革
の
結

果
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、
す
な
わ
ち
松
湳
武
四
郎
の

『
西
蝦
夷
日
誌j
を

見
れ
ば
、



石

■
狩

領

弘
化
度
通
り
し
時
銭
箱

よ
り
東
は

一
軒
の
家
も
無
か
り
し
が
今
は
此
処

イ
ま

で
人
家
つ

づ
き
に

し
て
、
い
と
賑
か
な

り
、

を
越
え
て||

浜
ま
て
1}-
+#
廿
セ
|
行
て
'
フ
ン
べ
ム
イ
4
娜
所
名
蕺

酿
が
よ
る
湾
の
儀
、
へ
ン
サ
ー
イ
タ
イ
ウ
シ

师
ニ
イ

キ
リ

是
よ
り
愈
々
出
行
近
年
迄
は
漁
小
屋
も
無
か
り
し
が
今
は
追
々
立
た
り1

四
浜
ま
て
行
て
川
ロ

§
べ
ツ
フ
ト

と
ぃ
ふ
其
儀
川
ロ
の
訳
か

マ
チ
ャ
狀
||
齡
か
に
着
*
£1

上

イ
シ
カ
リ
元
小
屋

(
八
間
半
廿
七
間
、勤
番
所
、備
物
く
ら
、
武
器
く
ら
、
な
や
く
ら
十
二
、
板
く
ら
二
十
、
漁
や
三
、
雇
小
や

五
棟
、

ユ
ウ
フ
ツ
出
稼

一
、
な
や
く
ら
三
、板
く
ら
七
、
屈
小
や

一
棟
)
、
他
場
所
に
て
は
運
上
屋
と
云
、
此
処
に
て
元
小
や
と

云
は
、
石
狩
十
三
ケ
所
の
元
小
や
と
云
よ
り
起
り
し

な
り
、先
年
は
少
し
上
の
処
に
在
り
し
が
、
未
年1

制

の
洪
水
に
岸
崩
れ

て
此
処
え
移
せ
し
な
り
、
此
辺
蔵
多
し
、
又
此
度
直
捌
に
成
て
よ
り
、
移
住
の
者
も
多
く
値
か

一
年
の
間
に
、

一
す
じ
の
町
家

と
な
り
し
も
偏
に
休
明
の
御
世
な
る
か
な
、

こ
の
[1
の
道
と
て
別
て
な
け
れ
ど
も
、
い
や
ひ
ら
け
ゆ
く
奥
の
御
世
か
な

イ
シ
カ
リ
訳
し
て
行
詰
り
て
先
の
不
見
形
を
云
、其
儀
何
故
に
號
初
め
し
や
、水
源
に
イ
シ
カ
リ
岳
あ
り
其
よ
り
来
る
川
な
る
故

な
り
、
又

一
説
に
イ
と
は
イ
シ
ヤ
に
て
無
と
云
儀
、
シ
カ
リ
と
は

る
と
申
こ
とr

て
此
川
筋
屈
曲
し
て
塞
り
見
へ
ざ
る
故
号
る

哉g

明
、
地
形
西
北
向
に
し
て
惣
て
平
地
に
成
。
浜
よ
り
七
八
町
上
よ
り
真
土
に
成
、湿
地
多
く
草
生
宜
し
く
追
々
陸
に
な
る
程

樹
木
蕃
茂
し
た
り
、
昔
し
は
当
川
筋
十
三
ケ
処
に
分
れ
た
り

ト

ク

ヒ
タ

、
シ
マ
マ
ツ

フ
、
上
下
ツ

イ

シ
カ

リ

、
ハ
ツ
シ
ャ
フ
、
千

百
七
十
人
、
上
力

ハ

タ

三
百
七
十
二
人
、
下
ユ
ウ
ハ
リ

四
百
九
十
二
人
、
上

ユ
ウ
ハ

リ

三
百
七
十
二
人
、
下
サ
ツ
ホ
ロ
百
九
十
四
人
、
下
力

.ハ

タ

百
二
人
、
ナ

イ

ホ
廿
九
人
、
上
サ

ツ
ホn

百
九
十
四
人
、
シ
ノD

百
卅
八
人
、¥

三
千
六
十
七
人
、
文
化
六
年
改
、

其
頃
は
如=

.

此
人
別
も
有
し
を
、
此
余
上
川
に
は
六
百
人
斗
も
別
に
な
り
し
が
、
今
は
追
々
人
員
減
じ
ぬ
実
に
追
憾
な
ら
ず
や

(文
政
壬
午
改
千
百
五
十
八
人
.
安
政
乙
卯
改
六
百
七
十
人
)
、
是
皆
誚
負
人
よ
り
非
道
の
逍
方
厳
し
く
夫
婦
た
り
と
も
、
其
夫

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

三〇

一



第
三
榻

石

狩
の

歴

史

時
代

三〇

ニ

は
遠
き
場
所
に
遣
し
、婦
は
巳
か
妾
と
し
て
別
場
所
に
置
、孕
妊
時
は
水
®
樹
に
蕃
#
を
加
て
是
をM

て
呑
し
脱
胎
さ
せ
候
間
、

人
員
日
々
に
減
損
す
。

川
口
千
石
位
迄
荷
役
に
て
出
入
其
余
は
荷
足
に
て
出
入
、
北
は
ヲ
フ
ィ
岬
南
は
高
島
岬
其
間

一
大
湾
を
な
す
。
土
産
鮭
の
多
き

事
は
世
に
知
る
処
、
鱒
、

、桃
花
魚
、
チ
ラ
イ
多
く
、

®
沙
魚
は
神
所
迄
上
り
比
目
魚
は
ヲ
サ
ツ
湖
ま
で
上
り
、
川
口
に
は
藻

魚
、
チ
カ
、

多
く
、
ま
た
此
地
に
七
不
思_

と
云
有
、
川
上
に
は
如
何
斗
り
水
盥
増
し
て
も
、
元
小
屋
の
地
に
水
の
上
ら
ざ

る
取
、
川
の
傍
に
て
水
が
不
自
由
、
海
が
近
く
て
魚
類
が
不
自
由
と
云
へ
り
。

川
端
に
弁
天
社

(妙

法
鮫
大
明
神
〕
あ
り
、
社
殿
美
々

立
た
り
。

于
時
文
化
三
歳
丙
寅
二
月

正
神
主
白
鳥
遠
江
守
敬
白

所
祭
素
戔
鳴
尊
之
御
子

吐

普

加

身

却

奉
勧
請
石
狩
辨
財
天
齩
島
大
明
神
御
事
也
鎮座

俵

美

多

女

元
禄
七
甲
戌
年
于
此
所
勧
請



天
下
泰
平
国
土
安
穏
嘏
夷
地
静
謐
漁
狐
!

a

満
松
前
浩
狭
守
従
五
位
下
源
章
広
朝

臣
御
武
運
長
久

吐
普
加
身

天
下
泰
平
海
上
無
難

奉
杞
厳
島
大
明
神

依
美
多
女

国
家
安
全
風
雨
順
時

石
狩
境
内
漁
業

満

文
化
五
年
歳
次
戊
辰

春
三
月

祭
主

願
主
石
狩
場
所
中
秋
味
船
中

吐
普
加
身

蛭
子
明
神
漁
事
万
足

挛

勤
諦
天
照
皇
太
神
八
百
万
神

依
美
多
女
厳
島
明
神
海
上
無
難

文
化
十
二
こ
亥
年

春
二
月

藤

枝淡路

敬

白

松

前

神明

社

正

神主

&

鳥

伊

豫

謹

言

当
社
は
元
禄
七
年
石
狩
川
秋
味
上
乘
役
松
前
家
臣
山
下
伴
左
衛
門
願
に
付
、
私
先
祖
白
烏
若
宮
太
夫
始
て
弁
天
社
の
神
体
神
号

等
勧
請
、
其
後
近
藤
小
左
術
門
再
興
、
其
翌
年
藤
倉
五
郎
次
郎
奉
幣
、
文
化
十
ニ
乙
亥
年
松
前
神
明
神
主
白
鳥
伊
豫
迁
宮
致
乙

候
由
な
り
、
此
処
を
ホ
リ
カ
ム
ィ
と
ぃ
ふ
。
勇
払
出
稼
小
屋
ぁ
り
、
船
渡
乙
往
昔
は
運
上
屋
に
て
名
前
相
改
無
賃
銭
に
て
渡
し

た
る
を
、
安
政
戊
午
の
春
、
直
場
所
に
成
て

一
人
前
五
十
文
充
を
と
る
也
。

第
三
編

石

狩

の

歴
史

時
代

三
0
三



第
三
編

石
狩

の
歴
史

時
代

三〇

四

水
棹
御
し
て
行
か
と
み
れ
ば
帰
り
来
ぬ
、
い
と
ま
な
け
な
る

ぞ
が
し
わ
ざ
や

東
岸
ワ
ワ
ウ
シ1

と
云
、
此
処

へ
詰
役
所
を
己
未
年
調
役
荒
井
金
助
の
議
に
て
移
す
、
依
て
今
は
川
の
柬
西
共
に
繁
昌
の
地
と

成
尤
り
、
此
辺
五
六
尺
位
づ
っ
の
柳
ま
た
桑
多
し
、
岸
に
は
木
賊
多
く
、
又
赤
剪
天
麻
(を

に
の
ゃ
が
ら
)を

座
す
、
陸
に
は

一
線
紅
、
肉
#
■蓉
、
な
ん
ば
ん
き
せ
ろ
(
ナ
ン
バ
ン
キ
セ
ル)

等
を
時

々
見
る
、
按
ず
る
に
惣
て
是
等
は
湿
地
に
産
す
る
物
に
し

て
、
ー
種
変
生
の
物
か
と
思
は
る
£
++
*辭
シ
ュ

】酿
龄

以

義

屋
あ
り
、
此
処
を

以
て
境
と
す
。

と
、
さ
す
が
に
有
名
な
探
検
家
.た
け
に
そ
の
調
査
観
察
も
き
び
し
く
、
さ
な
が
ら
百
余
年
前
の
石
狩
を
目
の
前
に
見
る
よ
ぅ
な
気
が

す
る
。
改
苹
以
後
は
元
小
屋
も
本
陣
と
称
し
た
が
、
そ
れ
も
八
間
半
に
二
十
七
間

と

い
ぅ
堂
々
た
る
大
家
屋
で
、
そ
の
外
勤
番
役
所

や
備
物
蔵
、
武
器
蔵
、
勇
払
出
稼
家I

戸
、
雇
漁
夫
小
屋
が
六
楝
、
納
屋
蔵
、
板
蔵
、
漁
屋
を
合
せ
て
四
十
五
楝
も
あ
り
、
安
政
四

年
に
は
渡
船
で
あ
っ
た
ヲ
タ
ル
ナ
ィ
川
に
は
橋
も
架
設
さ
れ
、
早
く
も
石
狩
は

一
す
ぢ
の
家
並
を
つ
く

っ
て
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
と
に
こ
の
記
録
に
よ
る
と
石
狩
弁
天
社
の
創
建
は
古
く
、
実
に
い
ま
か
ら
二
百
七
十
九
年
前
の
元
禄
七
年

(
一
六
九
四
)

の
こ
と
で
、
社
地
も
ホ
リ
カ
ム
イ
で
現
在
の
八
幡
神
社
の
附
近
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

さ
ら
に
®
延
元
年

(
一
八六

〇
)

松
浦
千
代
兵
術
のr

蝦
夷
地
道
中
日
記j

に

見
れ
ば安

政
七
年
萬
延
元
年
と
改
申
閏
三
月
出
立

四
月
十
五
日

,

セ
ニ

ハn

通
行
家
に
てa

飯
申
候

此
所
追
分

g
束
地£

11

ヲ
タ
ル
ナ
イ
運
上
家
ょ
り
五
里



字
ホ
ン
ナ
イ
尾
樽
内
川

雲

g
lj

ゾ
ロ
れ

領

驢
井S

I
S

フ
ン
へ

ム
イ

従
是
石
狩
境
ヲ
タ
ル
ナ
イ
川
迄I

里
十
三
丁
三
十
間

一
、
石

狩

ヲ
タ

ル
ナ
イ
よ
り

九
里
余

運
上

家

®

松
前
城
下

阿部

谷

伝次郎

支
配
人

甚

六

公
領
と
罷
成
り
て
は
当
時
御
本
陣
と
相
唱
候
由

家
数
五
六
拾
軒

運
上
家
©H
I

哉
軒
有

東
南
よ
り
流
れ
大
川
に
し
て
船
は
川
内
川
口
へ
懸
り
居

大
漁
の
場
所
な
り

但
ヲ
タ
ル
ナ
イ
掠
辺
に
て
浜
辺
四
ヶ
所
程
、
鮭
漁
場
の
小
屋
有
之
候
、
此
と
こ
ろ
新
場
所
と
申
候
由
、
石
狩
は
春
夏
何
の
漁

も
無
之
鮭

！
立
の
処
也
。

.た
わ
む
れ
に

夏
疲
せ
の
石
狩
川
に
水
増
し
て
、
手
の
琪
か
へ
す
秋
味
の
漁

と
、

一
首
を
賦
し
て
い
る
が
、
す
で
に
こ
の
頃
に
し
て
五
六
十
戸
の
市
街
地
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

石
狩
の
社
寺
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
ぅ
に
古
く
か
ら
弁
天
社
が
あ

っ
た
が
、
石
狩
詰
荒
井
金
助
の
時
代
に
こ
れ
を
八
幡
社
と
し
て

杞
る
に
至
っ
た
。
ま
た
法
性
寺
も
荒
井
家
が
浄
土
宗
で
あ
っ
た
た
め
、
有
珠
善
光
寺
の
末
寺
と
し
て
金
助
が
建
立
し
た
も

の
と
伝

え
、
金
竜
寺
も
昔
は
金
窀
庵
と
い
っ
て
、
金
助
の
苐
栄
太
郎
な
る
者
、
井
上
氏
を
継
ぎ
幕
府
に
仕
え
た
が
早
世
し
て
断
絶

し

た

の
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で
、
そ
の
菩
提
を
弔
は
ん
た
め
同
家
宗
旨
法
華
宗
た
る
よ
り
建
立
し
た
も
の
と
い
う
、
な
お
金
窀
寺
の
起
り
は
そ
の
頃
何
国
の
僧
で

あ

っ
た
か
、
字
達
麿
と
い
う
も
の
来
り
龍
の
夢
を
語

っ
た
と
こ
ろ
よ
り
、
荒
井
金
助
の
金
の
字
を
合
せ
て
金
竜
寺
と
称
す
る
よ
う
に

な

つ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。



第
五

章

明

治

維

新

の

石

狩

第

一
節

維
新
の

転
換

と

石

狩

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
〕
十
月
十
五
日
、
三
百
年
の
政
権
を
把
握
し
て
来
た
江
戸
藤
府
も
、
新
し
い
時
代
の
世
論
と
思
潮
の
流
れ

に
、
つ
い
に
十
五
代
将
軍
徳
川
座
喜
は
大
政
を
奉
還
し
、
天
皇
の
名
に
ょ
る
政
治
ぇ
と
移
行
し
た
。
し
た
が

っ
て
蝦
夷
地

1
円

の
行

政
も

蕲
府
の
手
を
は
な
れ
、
あ
げ
て
維
新
政
府
に
掃
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
北
辺
の
情
勢
は
ロ
シ
ャ
の
南
下
政
策
が
再
び
活
潑
を
極

め
、
次
第
に
北
蝦
爽
と
い
わ
れ
た
樺
太
に
延
び
て
、
そ
の
官
憲
は
着
々
と
し
て
地
域
の
扶
植
に
つ
と
め
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。
新

政
府
と
し
て
は
樹
立
早
々
の
こ
と
で
は
あ
り
、
未
だ
内
政
も
整
わ
な
い
有
様
で
あ
っ
た
が
、
世
論
の
焦
点
は
早
く
も
外
患
の
憂
に
備

ぅ
ぺ
し
と
の
声
が
高
く
、
翌
明
治
元
年
(
一
八
六
八
)ニ

月
ニ
十
七
日
に
は
、
こ
れ
が
淸
水
谷
公
考
や
高
野
保
健
な
ど
の
左
の
建
_

と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。

蝦
夷
島
周
回
ニ
千
里
中
徳
川
家
小
吏
之I
鎭
所
而
已
無
事
之
時
も
懸
念
御
座
候
処
、
今
般
賊
徒
御
征
討
被
仰
出
候
に
付
而
は
、

東
山
道
往
来
相
絶
し
徳
川
荘
内
等
の
者
共
彼
地
に
安
居
仕
事
は
難
相
成
、
島
内
民
夷
に
制
度
無
之
人
心
如
何
当
惑
仕
候
儀
に
有

之
へ
く
や
、
不
軌
之
蕺
御
座
候
へ
ば
竊
に
賊
徒
ぇ
声
援
を
な
し
可
申
難
計
、
魯
戒
元
来
蚕
食
の
念
盛
に
候
へ
ば
此
虚
に
乘
し
島

中
に
横
行
し
、
嫌
て
垂
涎
い
た
し
候
此
地
久
春
古
丹
等
に
割
拠
し
如
何
様
の
挙
動
可
有
と
も
難
計
候
へ
ば
、

一
日
も
早
く
以
御

人
撰
鎮
撫
使
等
御
羞
下
に
て
御
多
務
中
も
閑
暇
被
為
在
候
勢
を
示
御
外
問
に
も
相
成
候
様
仕
度
、
且
漁
魚
の
利
も
夥
敷
場
所
に

て
御
軍

のI

助
に
も
可
相
成
候
間
、
乍
不
肖
臣
等
に
於
て
も
抛
身
命
勉
励
仕
度
皇
政
復
古
の
折
柄
右
等
の
辺
も
必
定
被
仰
出

候
儀
と
は
奉
存
候
へ
共
、
寒
暖
の
違
も
有
之
内
地
に
て
二
三
月
の
延
引
は
彼
地
に
て
五
六
月
又
は

一
年
の
手
後
と
相
成
今
年
内

に
策
略
難
相
立
候
間
、
何
分
早

々
御
採
用
相
成
候
仕
度
此
段
去
月
以
来
議
論
仕
居
候
儀
に
有
之
、
海
水
流
斯
の
時
節
に
相
至
候
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へ
ば
魯
人
軍
艦
毎
年
久
春
内
へ
罷
出
候
間
、
当
月
中
に
も
御
差
下
に
相
成
候
様
被
遊
度
積
り
螯
術
人
数
は
有
志
之
者
共
兼
相
約

候
分
箱
舘
諸
所
散
在
の
者
を
除
き
現
在
二
百
人
計
軍
艦
共
有
之
、
金
穀
の
類
は
紀
州
江
州
等
に
於
て
彼
地
に
引
合
御
座
候
町
人

共
尽
力
仕
度
内
願
に
及
候
者
多
く
御
座
候
て
内
々
支
店
は
粗
調
居
候
間
、
何
卒
公
論
を
以
て
即
日
御
評
決
被
仰
附
今
般
行
幸
被

為
在
候
以
前
に
勅
許
に
相
成
候
様
仕
度
、
猶
巨
細
の
儀
有
志
の
者
共
別
紙
差
出
候
間
宣
敷
御
参
考
の
程
奉
懇
願
候
誠
恐
誠
惶
言

二
月
廿
七
日

保

建

公

考

と
い
ぅ
、
す
な
わ
ち
鎮
撫
使
派
追
の
急
を
要
す
る
は
、
第
一
に
徳
川
と
の
呼
応
す
る
も
の
あ
る
に
備
ぅ
る
こ
と
、
及
び
魯
人
の
わ
が

国
の
不
備
に
乘
じ
侵
略
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
、
加
え
る
に
今
日
の
場
合
漁
利
を
得
て
軍
備
の
補
助
に
せ
ん
と
の
意
向
の
献
策

で
あ
っ
た
。
尚
再
申
#
に
は
石
狩
辺
は
全
島
要
害
の
地
な
る
を
以
て
、
此
の
地
を
根
拠
と
す
る
こ
と
請
負
人
を
廃
す
る
こ
と
等
を
述

ベ
て

い
る
。

こ
の
献
言
に
よ
り
、
明
治
天
皇
は
越
え
て
三
月
九
日
新
制
の
太
政
官
三
職
を
召
し
、
蝦
夷
地
開
拓
の
得
失
を
諮
詢
す
る
と
こ
ろ

と

な

っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
異
議
あ
る
べ
き
は
ず
も
な
く
、

「
御
一
新
の
場
合
尺
地
も
王
化
を
蒙
ら
ざ
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と

か

「
爽

族
賊
徒
散
兵
彼
の
島
に
渡
り
如
何
様
の
挙
励
を
な
し
魯
戒
蚕
食
の
恐
あ
れ
ば
早
く
鎮
所
を
要
す
」
等
々
の
旨
を
言
上
し
た
の
で
、
急

速
に
進
展
し
て
四
月
十
二
日
に
は
、
い
よ
い
よ
箱
舘
裁
判
所
設
置
が
確
定
さ
れ
た
。
し
か
し
裁
判
所
の
呼
称
は
今
日
の
司
法
上
の
意

味
で
は
な

く

、

I

般
行
政
官
庁
と
し
て

人
民
を
鎮
撫
す
る
こ
と

か
ら

名
ず
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。

こ5

し
て
軍
防
®
務
総
督
と
し
て
後
に
小
松
宮
と
改
め
ら
れ
た
仁
和
寺
宮
嘉
彰
親
王
、
副
総
督
に
は
淸
水
谷
公
考
お
よ
び
越
前
大

野
藩
主
土
井
利
恒
を
任
じ
、
そ
の
他
井
上
石
見
、
岡
本
督
輔
、
山
東

一
郎
'
小
野
凉
輔
な
ど
に
箱
舘
裁
判
所
勤
務
を
命
じ
て
、
こ
こ



に
は
じ
め
て
維
新
政
府
に
よ
る
蝦
爽
地
統
治
の
端
緒
が
開
か
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
当
初
の
蝦
夷
地
開
拓
の
方
針
は
、

一
、
箱
舘
裁
判
所
総
督

へ
蝦
夷
地
開
拓
の
御
用
を
も
御
委
任
有
之
候
亦

1
、
追
て
嘏
臾
地
の
名
目
相
改
め
南
北
ニ
道
に
御
立
に
被
成
早

测々
盘
家
を
差
逍
山
川
の
形
勢
に
随
ひ
新
に
国
を
分
け
名
目
を

御
定
有
之
候

一
、
列
藩
よ
り
土
地
開
拓
の

事
業
相
心
得
候
者
は
於
朝
廷
御
借
上
げ
被
成
尽
く
総
督
の
管
轄
に

相
成
現
地
の

形
勢
情
実
得
と
御

詮
議
の
上
次
第
被
為
立
候
て
御
手
下
し
可
有
之
候
琪

従
来
蝦
夷
地
探
索
其
形
勢
倚
実
相
弁
候
者
御
召
出
の
儀
は
勿
論
に

候
猥
り
に
浮
浪
の
徒
を
迆
ひ
候
儀
は
不
宣
候
亊

一
、
従
来
蝦
夷
地
よ
り
出
候
諸
税

蝦
夷
地
開
拓
の
入
我
に
相
用
ひ
屹
度
開
墾
の
目
的
相
立
候
迄
は
他
に
入
用
に
不
致
候
事

i
、

開
墾
を
相
望
候
諸
藩
有
之
候
は
ば
御

餓
の
上
土
地
御
渡
し
被
仰
付
開

の
目
的
相
立
候
上
に
て
検
察
い
た

し
相
応

の
貢

税
朝
廷
へ

相
納
候
様
被
仰
付
候
祺

速
に
利
を
求
め
真

に
廃
物
を
興
し
候
御
主

怠
に
て
開
墾
の
目
途
を
相
立
可

牢
事

1
、
ソ
ゥ
ャ
唐
太
へ
近
く
相
望
候
場
所
に
て
ー
府
を
被
立
0
度
候
事

蝦
夷
地
開
拓
の

規
換
大
略
相
立
候
上
に
て
北
蝦
夷
開
拓
の
手
段
を
被
為
尽
度
候
事

以
上
の
方
針
が
、
し
か
も
建
識
を
見
て
か

ら
わ
ず
か
に

五
十
日
間
で
樹
て
ら
れ
、
早
く
も
明
治
元
年
閏
四
月
十
四

日
に
は
嘉
彰
親
王

が
辞
し
て
起
た
な
か

っ
た
の
で
、
淸
水
谷
公
考
を
総
督
と
し
て
以
下
ー
行
百
余

人
が
京
都
を
出

资
、
敦
寶
潘
か
ら
航
行
し
江
差
に
上

陸
。
そ
れ
か

ら
箱
舘

に
至
り
五
稜
郭
に
入

っ
た
の
が
同
月
ニ
十
六
日
で
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
総
督

一
行
の
最
も
苦
心
を
要
し
た
の
は

そ
の
経

の
調
達
で

あ
る
、
岡
本
監
輔
自
伝
に
よ
れ
ば
、

一
日
も
早
く
箱
舘

に
渡
航
せ
ん
と
す
る
も
、
金
銭
の
余
裕
な
き
た
め
山
東

ー
郎
を
し
て
江
州
の

赍
商
珠
玖
淸
左
衛
門
に
三
万
円
を
出
さ
せ
、
~
切
諸
務
を
弁
ぜ
ん
と
し
た
が
政
府
困
難
の
際
と
て
一
万
円
を
別

に
し
、
ニ
万
円
を
下
渡
さ
れ
た
と
記
さ
れ
、
ま
た
淸
水
谷
家
の
書
類
に
は
珠
玖
淸
左
衛
門
に
金
千
両
の
御
用
金
を
命
じ
、
さ
ら
に
五
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万
両
を
出
さ
せ
、
三
万
両
を
箱
舘
に
ニ
万
両
は
北
地
の
経
®
に
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
と
あ
り
、
両
者
の
記
録
に
若
干
の
相
違
は
あ

る
が
、
建
議
書
に
陳
べ
て
い
る
よ
ぅ
に

「
彼
地
に
引
合
御
座
候
町
人
共
」
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
も
の
の
如
く
、
御
用
日
記
に
よ
る

と

「漸
く
箱
舘
着
、
仙
台
、
佐
竹
、
南
部
、
津
軽
、
松
前
五
藩
の
輩
悉
く
来
迎
、
箱
舘
市
中
の
人
物
雲
®
の
如
し
」
な
ど
と

あ

る

が
、
新
政
府
の
財
政
も
誠
に
寂
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。
か
く
し
て
五
月

一
日
を
以
て
総
督
と
旧
蕋
府
杉
浦
奉
行
と
の
間
に
、
引
継
事

務
も
き
わ
め
て
平
穏
裡
に
終
了
し
、
旧
幕
府
の
吏
員
も
人
材
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
こ
に
名
実
と
も

に
蝦
夷
地
全
島
が
維
新
政
府
の
統
治
下
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
石
狩
場
所
に
つ
い
て
は

廋
応
四
年
蝦
夷
地
引
渡
演
説
書

一
、
西
地
石
狩
場
所
の
儀
は
去
る
午
年
よ
り
手
捌
に
致
し
、
出
稼
操
入
役
魚
に
て
取
立
候
に
付
、
収
納
高
年
々
増
減
有
之
候
、

金
穀
並
諸
仕
入
品
は
其
場
所
に
於
て
取
調
御
引
渡
可
申
候

但
出
産
秋
味
積
取
船
直
走
相
願
候
得
ぱ
承
届
出
役
銭
収
納
仕
候

一
、
同
所
川
上
並
山
手
え
田
畑
開
塑
致
居
候
に
付
反
別
帳
其
外
農
夫
別
共
場
所
に
て
御
引
渡
可
申
候

但
手
作
場
の
分
是
迄
大
友
亀
太
郎
が
為
取
扱
置
申
候

と
あ

っ
て
、
軍
務
官
井
上
弥
吉
及
び
外
附
屈
三
人
が
七
月
赴
任
、
石
狩
詰
調
役
樋
野
恵
助
よ
り
引
渡
を
受
け
て
い
る
。
な
お
樋
野
は
こ

の
引
渡
を
済
ま
す
と
江
戸
に
去

っ
た
が
、
そ
の
他
は
み
な
新
政
府
に
任
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
箱
舘
裁
判
所
か
ら
出
さ
れ
た
布
告
は

此
度
徳
川
氏
政
事
を
か
へ
し
奉
り
、
津
々
浦
々
の
は
て
迄
も
、
こ
と
ご
と
く
天
子
様
の
御
直
支
配
に
遊
ば
さ
れ
、
当
地
に
も
裁

判
所
御
取
建
に
相
成
り
、
其
の
総
督
様
と
申
奉
る
は
皆
々
存
じ
の
通
り
、
天
子
様
の
御

に
あ
ら
せ
ら
れ
、
申
ま
で
も
な
き
尊

き
御
方
に
候
へ
ど
も
、
是
ま
で
と
は
違
ひ
、
民
百
姓
は
子
の
如
く
憐
み
し
た
し
く
成
さ
れ
、
御
威
光
が
ま
し
き
こ
と
は
成
さ
れ

ず
、
町
人
百
姓
滞
人
ま
で
安
楽
に
渡
世
致
さ
せ
、
此
土
地
繁
昌
し
て
都
の
如
く
、
成
行
く
様
な
さ
れ
た
き
思
召
に
候
故
、
下
々

迷
惑
の
こ
と
は
、
何
淇
に
寄
ら
ず
申
し
上
候
人
あ
ら
ば
之
を
の
ぞ
き
、
辛
き
め
に
逢
ひ
候
も
の
は
御
救
ひ
下
さ
れ
候
故
、
御
法

度
を
堅
く
守
り
、
願
ひ
雄
す
る
に
も
、
役
人
共
へ
聊
か
に
て
も
進
上
物
な
ど
い
た
す
間
敷
く
、

れ
賄
賂
と
い
ひ
て
、
上
を
か



ろ
し
め
候
亊
に
相
当
り
、
別
て
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
天
子
様
よ
り
も
御
禁
制
の
亊
に
て
、
是
等
の
趣
、
総
督
様
深
き
思
召
を
以

て
、
仰
出
さ
れ
候
間
厚
く
相
心
得
候
様
申
渡
候
也

と
い
ぅ
、
き
わ
め
て
庶
民
的
な
文
体
で
布
告
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
箱
舘
裁
判
所
は
周
年
七
月
十
七
日
の
告
示
を
以
て
、
箱
舘
府
と
改
め
淸
水
谷
総
督
が
府
知
事
と
な

っ
た
。
な
お
箱
舘

が
面
舘
に
改
め
ら
れ
た
の
は
翌
ニ
年
七
月
で
あ
る
。

第
二
節

小
樽
内
騒
動
と
箱
舘
戦
争

維
新
政
府
の

锻
夷
地
経
論
は
前
節
の
よ
ぅ
に
、
国
防
と
開
拓
と
撫
育
と
を
兼
ね
て
急
速
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ

れ
も
決
し
て
担
々
た
る
道
を
進
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
こ
ぅ
し
た
時
代
的
な
大
転
換
期
に
は
、
自
ら
人
心
の
不
安
動
揺
が
あ
り
、
不

逞
の
徒
の
跳
梁
す
る
機
会
な
ど
が
生
じ
た
。
こ
れ
を
石
狩
に
見
る
と
き
、
そ
の

一
は
小
榑
内
騒
動
の
勃
発
と
、
そ
の
ニ
は
箱
舘
戦
争

の
余
波
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
小
樽
内
騷
励
と
は
、
明
治
元
年
閏
四
月
四
日
、
石
狩
篠
路
村
居
住
の
浪
人
下
国
来
蔵
及
び
荒
谷
兵
三
郎
を
加
え
た
、
博

徒
無
頼
の
徒
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
暴
励
で
あ
る
。
そ
の

末
に
つ
い
て
は
、
直
接
こ
れ
が
鎮
撫
に
当
っ
た
、
石
狩
詰
役
人
樋
野
恵
助

の

「
穂
足
内
村
騷
立
！
件
書
類
」
に
く
わ
し
く
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

以
書
状
致
啓
上
候
、
然
ば
穂
足
内
村
百
姓
並
に
博
徒
無
頼
も
の
騷
立
去
る
四
日
夜
御
用
所
へ
狎
寄
候
云
々
、
即
刻
同
所
詰
定
役

よ
り
刻
限
附
を
以
て
、
元V

迄
書
状
差
出
石
狩
表
へ
も
申
越
候
に
付
、
即
刻
出
張
致
し
、
同
七
日
鎮
静
相
成
候
に
付
申
上
書
差

候
間
、
落
手
可
然
御
取
斗
可
被
成
候

右
之
段
可
得
御
葸
如
此
御
座
候
以
上

閏
四
月
八
日

樋

野

恵

助

古

槁
次

郎

様
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穂
足
内
騷
立
先
鎮
静
仕
候
儀
申
上
候
書
付

樋

野

恵

助

去
る
四
日
夜
五
つ
時
頃
、
俄
に
浜
方
の
者
騷
立
数
百
人
に
て
御
用
所
へ
押
寄
候
趣
相
聞
候
に
付
、
詰
合I

同
駔
付
夫

々
手
配
仕

候
処
、
矢
庭
に
五
百
人
程
押
来
、

刀
の
も
の
七
八
人
真
先
に
進
み
其
余
の
も
の
何
れ
も
諸
場
所
の
無
頼
博
党
等
、
凡
拾
人
程

に
て
村
中
漁
場
の
雇
其
余
村
役
人
迄
、
来
ら
ざ
る
者
は
打
殺
様
と
威
し
懸
け
無
体
に
引
速
れ
来
候
に
付
、
定
役
平
田
弥
十
郎
矢

来
門
越
に
応
接
に
及
び
、
頼
の
筋
に
候
は
ば
承
届
べ
く
間
、
静
に
申
聞
候
処
、
更
に
聞
入
れ
ず
表
門
打
破
り
候
処
、
少
勢
の
儀

故
余
儀
な
く
発
砲
致
候
得
共
、
多
人
数
掛
に
夜
中
の
事
故
、
双
方
面
体
も
相
知
れ
ず
候
得
共
、
右
帯
刀
の
者

一
扉

打

砕
候
に

付
、
同
心
小
島
忠
之
助
矢
来
越
に
突
伏
候
処
、
何
れ
へ
か
荷
ひ
去
り

(
其後
相
果
候
ょ
し
)
其
余
両
三
人
も
痴
受
候
者
有
之
、

玉
込
等
の
隙
の
内
に
最
早
御
用
所
へ
立
入
防
ぐ
べ
き
様
も
無
之
、
尽
カ
相
防
候
得
共
、
床
間
に
差
挺
候
小
出
し
御
金
箱
内
凡
百

四
五
拾
両
入
並
に
ヶ
へ
ル
御
筒
武
挺
奪
取
、

一
且
迅
去
候
間
入
替
り
取
締
方
夫
炬
防

手
段

|
方

に
致
し
、

一
同
必
至
相
極
龍

在
候
内
追

手々
代
番
人
土
人
等
鉅
付
、
聊
か
カ
を
得
、
弥
相々
守
居
候
処
、
三
丁
程
相
隔
候

齋
と
申
処
に
屯
集
槌
在
、
動
か

ば
押
来
る
べ
く
勢
に
候
得
共
、
其
夜
再
来
申
さ
ず
、
此
趣
急
状
を
以
て
翌
五
日
昼
四
ッ
時
過
ぎ
、
石
狩
へ
相
達
候
に
付
、
定
役

中
村
兼
太
郎
同
心
小
田
亥
之
助
召
迪
不
快
中
に
は
候
得
共
、
即
刻
出
張
仕
候
処
気
分
宣
か
ら
ず
候
に
付
、
跪
足
内
村
石
狩
漁
場

へ
一
宿
仕
り
、
兼
太
郎
亥
之
助
御
用
所
へ
罷
越
'
同
所
詰
申
合
村
役
共
呼
出
し
夫
々
頼
み
の
筋
等
を
承
り
、
徹
夜
相
越
居
翌
六

日
私
出
張
の
上
追
相々

轧
候
処
、
素
ょ
り
永
住
共
の
意
に
無
之
、
浮
浪
博
徒
共
の
所
業
に
て
、
小
前
共
願
と
号
し
種
々
の
儀
、

村
役
人
共
を
以
て
申
聞
候
得
共
、
取
留
候
儀
に
も
無
之
、
町
家
へ
押
入
飲
食
等
©
に
致
し
、
終
に
御
布
告
書
懸
呉
候
は
ば
引
取

ベ
く
杯
申
て
許
候
て
も
、
其
儘
に
有
之
、
憎
む
べ
き
儀
に
付
打
取
べ
く
程
に
候
へ
共
、
何
分
少
勢
に
て
防
術
に
も
差

支

土
人
共



も
後
難
を
恐
引
取
度
旨
申
出
候
間
差
戻
し
、
無
勢
に
付
彼
の
隙
を
窺
候
外
手
段
無
之
、
殊
に
鉄
砲
等
も
所
持
に
付
手
易
く
召
捕

難
く
、
終
に
七
日
朝
に
至
り
其
期
を
得
、
徒
党
二
三
拾
人
程

|屯
商
家
に
罷
在
候
趣
に
付
、
私
始
一
同
為
召
捕
出
張
無
宿
の
博

徒
二
人
打
捨
二
人
召
捕
其
余
逃
去
、
四
日
夜
彼
奪
候
鉄
砲
武
挺
取
戻
し
捨
置
候
炮
刀
取
上
、
右
に
て
先
鎮
静
相
成
村
役
始
め
安

心
の
趣
に
て
有
難
段
申
問
候
、
願
て
は
当
地
詰
伊
沢
兵
九
郎
儀
詰
合
筆
頭
罷
在
候
処
、
右
様
の
儀
出
来
不
都
合
に
も
有
之
、
且

病
気
の
趣
を
以
て
出
函
相
願
候
に
付
、
直
に
承
知
其
段
申
渡
候
、
其
余
役
々
の
儀
は
追
々
御
引
替
可
相
成
哉
'
御
人
少
の
場
処

に
付
定
役

一
人

一
時
出
役
に
御
座
候
共
、
早
々
御
差
迪
し
御
座
候
様
仕
度
候
、
扨
右
騷
立
に
付
て
は
山
野
へ
迅
去
或
は
建
具
等

も

し
時
節
柄
難
渋
の
者
少
な
か
ら
ず
膜
に
付
、
為
御
救
助
米
四
斗
入
五
拾
®
被
下
方
取
斗
申
、
召
捕
者
は
荒
々
相

近
日
差

出
し
候
稂
、
已
後
の
所
も
難
斗
迅
去
候
者
も
多
分
に
て
、
後
々
一
同
御
用
所
へ
詰
切
に
付
定
役
以
下
家
族
共
儀
は
石
狩
へ
差

遗

し
置
申
、
依
之
此
段
御
届
申
上
候
以
上

辰
壬
四
月

と
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
の
騷
動
の
動
機
と
い
う
の
は
前
月
、
す
な
わ
ち
四
月
二
十
四
日
に
小
樽
内
の
博
徒
永
住
の

勝

三
郎
、

菊

松
、
権
平
、
専
蔵
、
出
稼
の
国
蔵
、
久
五
郎
、
®
作
、
無
宿
の
忠
吉
、
金
作
、
芳
五
郎
等
都
合
十
人
が
申
合
せ
て
、
新
地
奥
の
川
端

に
蒗
り

「
今
度
銘
々
へ
新
役
と
し
て
役
金
を
差
出
べ
く
様
に
も
相
成
べ
き
趣
、
左
候
て
は

一
同
難
渋
に
つ
き
、
幸
い
此
度
御
布
告
#

も
到
来
致
し
候
折
柄
に
つ
き
、
右
御
布
告
書
制
札
早
々
取
建
候
へ
ば
諸
役
等
も
取
立
免
除
に
相
成
べ
く
候
間
、
此
段
名
主
方
へ
罷
出

で
相
願
べ
く
評
識
仕
りJ

I

同
連
判
の
上
笹
約
し
た
。
そ
こ
で
そ
の
た
め
に
は
浜
中
に
も
相
談
し
て
差
加
へ
、
ま
た
当
時
石
狩
篠
路

村
居
住
の
浪
人
下
国
来
藏
、
荒
谷
兵
三
郎
も
仲
間
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
越
ぇ
て
閏
四
月
三
日
先
の
速
判
者
|同

、
再
ぴ
前

記
の
場
所
に
会
合
、
こ
こ
で
金
作
が
伴

っ
て
来
た
下
国
、
荒
谷
の
浪
人
も
列
席
し
、
話
は
い
つ
か
御
布
告
書
願
主
に
®
じ
御
用
所
を

襲
い
、
御
用
金
を
奪

っ
て
難
渋
の
者
に
配
当
し
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
い
ょ
い
ょ
翌
日
事
を
挙
げ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

そ
こ
で
西
日
柽
頃
権
平
、
忠
吉
、
久
五
郎
等
ニ
十
人
は
、
銭
函
は
場
所
の
端
で
浜
方
の
者
を
呼
び
集
め
る
の
に
好
郁
合
だ
と
い
う
の

で
、
銭
函
に
赴
き
同
所
頭
取
友
三
郎
方
に
至
り
、
此
度
小
前
の
者
逹
御
用
所
へ
願
の
筋
が
あ

っ
て

一
同
罷
出
る
か
ら
、
当
村
か
ら
も
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四

人
数
を
差
出
す
様
に
申
込
れ
た
。
頭
取
は
大
勢
集

っ
て
は
徒
党
と
な
る
か
ら
人
数
は
差
出
し
難
い
と
い
い
聞
か
せ
た
が
、
彼
等
は
聴

か
ず
同
所
の
小
走
役
を
し
て
軒
別

一
人
を
出
さ
せ
て
八
十
人
を
得
た
、
こ
う
し
て

一
党
が
熊
確
に
到
着
す
る
と
、
下
国
来
藏
、
荒
谷

兵
三
郎
が
待

っ
て
い
て
、
首
魁
等
は
白
鉢
巻
に
白
榨
と
い
う
い
で
立
ち
で
、
共
に
小
樽
内
に
入

っ
た
の
は
夜
の
四
ッ
時c

午
后
十
時
)

頃
で
、
総
勢
五
、
六
百
人
に
達
し
て
い
た
。

そ
こ
で
ま
ず
延
嘉

に
至
り
、
名
主
兵
藏
宅
の
戸
を
破

っ
て
乱
入
し
、
兵
藏
を
強
い
て

同
伴
し
て
御
用
所
に
向

っ
た
が
、
御
用
所
で

は
早
く
も
こ

の

こ
と
を
知
り
、
定
役
伊
沢
兵
九
郎
、
平
田
弥
十
郎
を
は
じ
め
、
足
軽
、
手
代
、
番
人
等
は
門
を
閉
ぢ
、
提
灯
を
か
か

げ
て

赞
戒
し
た
が
、
舔
徒
等
は
門
を
破
っ
て
乱
入
、
吏
員
は
銃
を
発
し
て
権
平
の
足
を
打
抜
き
、
同
心
小
鳥
忠
三
郎
は
槍
を
以
て
来

藏
の
腰
を

贯
く
な
ど
の
防
戦
に
つ
と
め
た
が
、
衆
芻
敵
せ
ず
御
用
所
を
撤
退
す
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
菇
徒
等
は
御
用
所
に
乱

入
し
て
金
百
四
、
五
十
両
入
の
金
箱
及
び
銃
ニ
挺
を
奪
取
し
た
が
、
権
平
、
来
蔵
の
負
傷
に
憩
気
沮
喪
し
、
退
い
て
兵
藏
及
び
浜
谷

蒸
七
方
に
分
屯
し
、
諸
方
に

焚
出
し
を
申
し
付
け
酒
肴
な
ど
を
思
い
の
ま
ま

に
喰

っ
て
気
勢
を
あ
げ
た
。
し
か
し
雷
同
の
浜
方
の
人

々
は
何
れ
も
逃
去

っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
首
魁
等
の
み
が
浜
谷
方
に
集
合
し
て
五
日
六
日
は
対
峠
の
形
勢
で
過
ぎ
た
。

暴
徒
が

诞
来
す
る
と
御
用
所
で
は
早
速
ア
ィ
ヌ
に
害
状
を
持
た
せ
て
石
狩
役
所
に
急
報
し
た
が
、
前
記
報
告
»
の
通
り
調
役
樋
野

恵
助
は
、
五
日
直
ち
に
定
役
中
村
兼
太
郎
、
同
心
小
田
亥
術
助
等
と
共
に
出
張
途
中
樋
野
は

ア
サ
リ
村
石
狩
出
張
所
に

宿

っ
て

内

探
、
六
日
同
心
岡
田
金
次
郎
等
数
名
を

従
え
て

小
樽
内
に
至
り
、
徹
宵
協
議
の
上
村
役
等
を
呼
出
し
て

そ
れ
ぞ
れ

の
願
意
を
虬
す
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
が
、
巨
魁
等
は
再
挙
の
困
難
な

の
を
知
り
、
逃
走
す

る
こ
と
に
決
し
、
旅

金
千
両
及
び
汽
船

I

隻
調
達
方
を
兵
藏

に
強
要
し
つ
つ
あ

っ
た
と
い
う
。
御
用
所
で
は
準
備
を
整
え
、
七
日
払
暁
樋
野
恵
助
を
陣
頭
に

二
十
七
人
が

一
隊
と
な

っ
て
、
浜
谷

方
を
製

っ
た
時
に
は

同
家
に
潜
伏
し
て
い
た
暴
徒
は
兵
三
郎
初
め
十
七
人
に
過
ぎ
ず
、
何
れ
も
狼
狽
し
て
裏

口
か
ら
山
に
逃
れ
、
首

魁
権
平
は
負
傲
の
た
め
同
家
で
捕
え
ら
れ
、
金
作
は
同
心
岡
田
金
次
郎
に
殺
さ
れ
、
鉄
三
郎
は
抵
抗
し
て
斬
殺
、
万
作
外
一
名
は
サ

ッ
ポ

口
山
で
捕
わ
れ
、
兵
三
郎
、
久
五
郎
、
芳
五
郎
、
勝
三
郎

、
菊
松
、
忠
吉
、
国
蔵
等
は
逃
走
し
た
が
、
翌
年
九
月
勝
三
郎
は
岩

内
、
菊
松
は
小
樽
内
で
捕
え
ら
れ
た
。
ま
た
暴
徒
中
権
平
、
万
作
、
小
太
郎
、
吉
五
郎
の
四
人
は
首
魁
及
び
先
頭
に
立

っ
て
乱
暴
し



た
故
を
以
て
箱
舘
に
送
ら
れ
、
箱
舘
其
外
引
廻
し
の
上
斬
首
と
な
り
、
小
樽
勝
納
川
畔
に
■接
首
さ
れ
た
。

こ
の
騒
励
で
小
樽
住
民
は
数
日
間
休
業
の
止
む
な
き
に
至

つ
た
の
で
、
差
向
き
困
難
の
若
に
御
用
所
で
は
米
五
十
俵
を
贈
与
し
、

ま
た
騷
動
鎮
靜
の
努
め
た
小
樽
内
及
び
石
狩
詰
役
人
並
に
町
方
の
者
に
ま
で
若
干
の
手
当
を
贈
り
、
小
樽
内
定
役
主
席
伊
沢
兵
九
郎

は
転
勤
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
他
に
異
動
な
く
伊
沢
の
後
任
に
は
定
役
中
沢
佐
兵
術
が
来
任
し
た
。
な
お
加
担
者
に
は
つ
と
め
て
寛
大

な
処
置
を
と
り
、
強
迫
さ
れ
て
追
随
し
た
者
は
不
問
に
附
し
た
の
で
民
心
は
程
な
く
鎮
ま
つ
た
。

以
上
の
よ
う
な
結
末
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
明
治
転
換
期
に
お
け
る
人
心
の
不
安
動
揺
を
物
語
る
時
代
の
姿
で
あ
つ
た
。

箱
舘
戦
争
の
起
き
た
の
は
、
や
は
り
明
治7C

年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
た
め
に
蝦
夷
地
経
営
は

一
頓
座
を
見
て
い
る
。

す
な
わ
ち
®
本
武

、
大
®
圭
介
、
山
岡
鉄
太
郎
な
ど
の
旧
藤
吏
の
叛
乱
に
よ
つ
て
五
稜
郭
は
占
領
さ
れ
、
新
政
府
の
清
水
谷
知
車

の
一
同
は
止
む
な
く

一
時
靑
森
に
退
い
た
が
、
靑
森
に
総
督
と
し
て
全
権
を
執
り
、
藩
兵
を
集
合
し
て
軍
容
を
整
え
、
越
え
て
翌
ニ

年
三
月
甲
鉄
艦
の
来
援
を
ま
つ
て
、
ま
ず
岩
手
県
宮
古
湾
の
海
戦
か
ら
い
よ
い
よ
叛
乱
軍
征
討
の
火

が
切

つ
て
落
さ
れ
、
つ
い
に

五
月
十
八
日
®
本
ら
の
降
伏
に
よ
つ
て
よ
う
や
く
平
定
を
見
た
の
で
あ
つ
た
。

当
時
石
狩
は
ど
ん
な
状
態
で
あ

つ
た
か
と
い
う
と
、
前
述
の
如
く
石
狩
役
所
主
宰
に
命
じ
ら
れ
た
井
上
弥
吉

(
別
に
熊
野
九
郎
と

も
い
う
)は
、
麵
野
恵
助
よ
り
所
轄
内
の
祺
務
引
継
を
受
け
、
次
い
で
小
撙
、
余
市
、
古
平
其
他
の
各
浦

を々
巡
廻
し
て
各
部
署
の

吏
員
を
配
置
し
、
且
つ
至
る
処
村
長
蝦
夷
酋
長
等
を
集
め
て
、
大
政
維
新
の
朝
旨
を
説
きI

と
わ
た
り
新
旧
改
置
を
終
り
、
さ
ら
に

留
萌
、
苫
前
、
天
塩
、
宗
谷
に
至
つ
て
八
月
下
旬
石
狩
に
帰
り
、
よ
う
や
く
平
常
の
行
政
事
務
に
従
事
し
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し

そ
の
後
の
日
本
内
地
の
情
勢
は
、
熊
野
九
郎
の
記
し
た

「
北
海
道
の
®
難
」
に
よ
つ
て
見
る
と
、

「
日
本
内
地
の
形
勢
は
如
何
と
間
け
ば
、会
津
は
九
月
下
甸
落
城
乙
て
徳
川
の
脱
兵
等
は
、品
川
湾
に
繫
留
せ
る
徳
川
軍
艦
(十

余
般
〕
と
謀
り
通
じ
品
海
を
脱
出
し
て
函
舘
に
襲
来
せ
ん
と
の
巷
説
が
紛
々
で
あ
つ
た
。
後
に
は
果
し
てW

実
と
な

つ
た
の
で

あ

つ
た
。
つ
ら

つ
ら
考
ふ
れ
ば
自
分
は
塔
純
な
る

一
已
の
民
政
官
吏
で
あ

つ
て
遠
く
北
海
道
の
果
に
在
勤
す
。
今
日
は
軍
人
で

な
け
れ
ば
素
よ
り
兵
器
を
身
に
携
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
、
ま
し
て
配
下
の
吏
員
は
悉
く
旧
猫
吏
が
、
|
旦
掃
順
し
て
更
に
採
用
さ
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れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
徳
川
の
脱
艦
今
や
®
来
す
と
聞
く
や
、
徳
川
蕋
府
再
興
の
好
機
到
来
せ
り
と
、
彼
等
は
誤
認
し
て
心
ひ
そ

か
に
喜
び
待
つ
と
い
う
有
様
を
、
私
に
対
し
て
は
職
務
上
、
陽
に
命
を
聞
く
も
陰
に
襲
来
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。
斯
る
風
説

の
遠
く
此
地
に
伝
は
る
に
末
だ
総
督
府
ょ
り
は
何
等
の
命
令
も
な
い
の
で
、
私
は
ほ
と
ん
ど
寝
食
を
要
せ
ず
心
配
致
し
た
。
前

に
も
申
す
如
き
牧
民
官
で
あ
れ
ば
民
勇
を
慕
り
、
獬
銃
を
集
め
昨
日
の
長
州
男
児
を
気
取
り
、

一
戦
を
試
み
る
と
い
う
如
き
の

念
は

憾
な
が
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
民
心
の
動
揺
せ
ぬ
様
に
敵
に
逆
は
ぬ
様
に
鎮
撫
す
る
外
は
な
か

っ
た
。
又

配
下
の
吏
員
と
て
も
假
令
内
心
に
は
い
か
が
あ
る
も
、
表
面
職
は
従
事
す
る
限
り
心
中
を
あ
ば
く
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
突
当
る

其
日
迄
は
共
に
や

っ
て
行
く
積
り
で
あ
っ
た
。
又
敵
に
対
し
て
は
王
政

一

新
の
大
義
を
弁
明
し
、
予
は
暇
爽
地
開
拓
の
為
在
勤

さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
本
職

を
以
て
飽
く
ま
で
も
平
和
に
処
理
す
べ
く
、
万

I

も
敵
は
暴
力
を
以
て
来
れ
ば
衆
.®
不
敵
を
私

は
夫
れ
迄
の
運
命
だ
と
決
心
し
た
の
で
あ
っ
たD

」

と
書
綴

っ
て
い
る
が
、■
ま
さ
に
悲
壮
な
決
意
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
井
上
弥
吉
は
ひ
と
り
石
狩
役
所
で
、
日
夜
不
安
の
中
に
箱
舘
総
督
府
か
ら
の
命
令
を
待
ち
わ
び
て
い
る
う
ち
に
、
す
で

に
十
月
も
下
旬
と
な
り
連
日
の
降
雪
は
丈
余
の
®
雪
と
な
っ
て
、
内
地
か
ら
の
蛙
の
稂
取
船
は
皆
帰
帆
し
、
海
上
は
激
浪
怒a

の
さ

か
ま
く
季
節
風
の
天
候
が
つ
づ
き
、
交
通
は
ほ
と
ん
ど
杜
絶
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
然
る
に
十
一
月
の
四
、
五
日
頃
に
な

っ
て
箱
舘

か
ら
伝
わ

っ
て
く
る
話
で
は
、
去
る
十
月
二
十
六
日
に
徳
川
の
脱
艦
十
余
般
が
植
本
武
揚
指
揮
の
下
に
箱
舘
を
®
擊
し
、陸
兵
は
®
木

村
か
ら
上
陸
前
進
し
て
峠
の
下
附
近
で
激
戦
中
で
あ
る
と
か
、
ま
た
引
続
い
て
の
風
話
で
は
五
稜
郭
は
陥
落
し
て
清
水
谷
総
督
等
は

英
艦
に
乗
じ
靑
森
港
に
逃
れ
た
と
か
、
或
は
掇
本
等
は
す
で
に
五
稜
郭
に
抛
り
陸
海
軍
を
統
督
し
て
号
令
を
四
方
に
下
し
武
威
を
全

島
に
振
い
、
新
に
改
元
し
て
紀
元

一
年
と
唱

へ
さ
せ
た
と
か
、
い
う
ょ
う
な
流
言
に
ま
じ
っ
て
、
最
早
や
賊
軍
の
一
部
隊
は
石
狩

•

小
樽
を
目
的
に
、
山
越
内
、
長
万
部
、
黒
松
内
を
経
て
進
軍
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
風
説
は
、
つ
い
に
現
実
と
な

っ
て
現
れ
た
が
、
待

ち
わ
び
た
総
督
府
か
ら
の
命
令
は
全
く
空
望
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

古
今
未
曽
有
の
変
®
で
も
あ
り
、
各
地
の
漁
民
ど
も
の
恐
怖
も
甚
だ
し
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
恐
る
べ
き
は
石
狩



詰
配
下
吏
員
の
動
静
で
、
彼
等
は
も
と
も
と
蒜
吏
で
あ
っ
た
関
係
で
、
早
く
も
賊
軍
に
款
を
通
じ
石
狩
来
襲
を
促
し
た
琪
実
が
後
に

発
覚
し
た
程
で
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
役
所
な
ど
は
廃
止
同
様
で
事
務
な
ど
は
手
に
つ
か
ず
、
吏
員
の
う
ち
に
は
ま
た
、

「
掃
順
吏
の

中
に
は
元
来
会
津
敗
残
の
脱
兵
な
れ
ば
如
何
な
る
横
毅
を
働
か
ぬ
と
も
限
ら
ね
ば
斐
子
ど
も
の
憂
日
に
か
か
ら
ん
®
も
計
り
難
く
」

と
て
、
今
や
賊
の
®
来
に
先
ん
じ
役
所
附
属
の
ア
ィ
ヌ
人
を
利
用
し
、
来
年
の
融
雪
期
ま
で
米
塩
を
携
へ
て
、
石
狩
川
上
流
に
遡

っ

て
潜
伏
逃
難
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の
も
あ

っ
た
。
そ
の
頃
の
思
い
出
を
井
上
は
、

「
私
も
心
密
か
に
万

一
に
処
す
る
の
考
の
中
に
は
、
こ
の

一
策
も
抱
い
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ
と
な
く
点
頭
し
て
置
い
た
。

実
に
絶
海
の
孤&

•

と
し
て
殊
に
深
雪
と
し
て
、
海
陸
共
に
杜
絶
て
あ
れ
ぱ
或
は
自
ら
進
ん
で
面
舘
に
出
ん
か
、
い
た
ず
ら
に
賊

の
捕
と
な
る
、
或
は
泰
然
と
し
て
石
狩
に
止
ら
ん
か
、
配
下
の
吏
に
捕
れ
て
彼
か
功
名
の
料
と
な
ら
ん
、
彼
を
思
い

萣
を
思
へ

ば
私
の
碧
窮
は
其
程
に
達
し
た
の
で
、
同
情
を
表
し
て
呉
る
る
と
い
う
人
は
当
時

一
人
も
な
か

っ
た
。
此
の
有
様
を
賊
の
方
よ

り
評
を
下
し
た
な
ら
ば
、
あ
た
か
も
前
中
の
鳥
を
其
ま
-'獄S

の
俘

と
着
做
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
」

と
い
っ
て
い
る
が
、
誠
に
そ
れ
は
偽
ら
な
い
告
白
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
十
一
月
六
日
の
真
夜
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
き
り
に
井
上
の
官
宅
の
門
を
た
た
く
も
の
が
あ
る
、
時
節
柄
何
者
な
ら

ん
と
恐
れ
な
が
ら
も
接
見
す
れ
ば
、
当
時
岩
内
に
も
役
所
が
あ

っ
て
、
石
原
荒
吉
と
い
う
人
が
主
宰
と
し
て
在
勤
し
た
が
、
此
の
人

は
山
ロ
県
の
士
で
長
藩
軍
艦
の
士
官
か
ら
箱
舘
府
に
転
じ
、
井
上
弥
吉
と
同
時
に
赴
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
岩
内
は
石
狩

と
は
違
い
箱
舘
に
も
近
く
、
賊
軍
の
形
勢
は
さ
な
が
ら
手
に
と
る
よ
う
に
、
薩
長
両
藩
の
者
な
ら
ば
骨
肉
も
喰
は
ね
ば
止
ま
な
い
と

い
う
こ
と
も
聞
え
、
そ
こ
で
同
人
は
暗
夜
に
乘
じ
秘
か
に
脱
出
し
て
、
岩
内
の
山
奥
深
く
潜
伏
乙
た
。
そ
し
て
従
者
を
密
使
と
し
て

石
狩
に
逍
は
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
昍
け
ば
早
く
脱
出
せ
ざ
れ
ば
如
何
よ
う
の
危
険
に
陥
る
も
計
り
雛
い
と
の
愦
報
な
の
で
、
と
に

か
く
早
速
に
旅
装
を
整
え
、
右
の
密
使
と
従
者
と
更
に
服
心
の
も
のI

人
と
、
四
人
で
そ
の
夜
脱
走
を
企
て
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
彼
の
記
録
に
よ
る
と
、

道
程
六
里
深
雪
を
犯
し
辛
う
じ
て
夜
の
明
け
ぬ
内
内
に
、
小
樽
村
の
内
字
銭
函
と
い
う
所
の
漁
業
者
の
西
谷
嘉
吉
の
家
に
着
い
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た
。
此
主
人
は

至
て
義
侠
心
に
富
ん
で

其
上
私
の
赴
任

以
来
便
利
を
与
へ
、
常
に
親
切
を

尽
し
て
吳

れ
た
の
で

、
斯
様

の
因
縁

よ
り
し
て
今
回
の

手
引
を

し
た
の
で

、
本
家
の

奥
ま
り
た
る

一
室
に
招
じ
、
数
多

召
使
の

漁
業
労
働
者

共
に
は

極
め
て

秘
密
に

致
し
、
家
内

両
三
名
に

て
厚
く
待
遇
し
て
呉
れ
た

に
は
親
子

の
中
も
た
だ
な
ら

ず
非
常
の

感
に
打
た
れ
た

。
然
る
に
如
何
な
る

他
人
の

目
に
觸
れ
ぬ

と
い
う
事
も
は
か
り
難
く
と
あ
っ
て

、
私
は
頭
髪
を
始
め
衣
服
迄
も
す

っ
か
り
漁
人
の
形
に
化
け
て

し
ま

っ
た
。
然
し
て
石
原
の
従
者
は

此
趣
を
伝
へ

て
主
人
の

潜
伏
所
へ
返
し
、
私
の
従
者
は

此
家
に
居
る
事
と
し
た
。
尤

は
私
が

傾
徨
奥
州
に
渡
る
時
跡
に
残
さ
れ
た
と
い
う
事
に
申
含
め
て

あ
る
。
扨

一
室
内
に
七
八
日
ば
か

り
閉
笳

っ
て
い
る
う
ち
に
、
果

し
て
賊
兵
が
百
五
十
名
ば
か

り
進
入
し
来
て
、
十

一
月
十
七

日
今
の

小
樽
港
に
着
、
市
中
を

宿
所
と
し
、
本
陣
に
は

武
田
司
と

い
う
者
が
隊
長
で

戦
勝
の
余
勢
中

々
#
威
を
張

っ
て
い
る
と

の«

で
あ
る
。
私
が
脱
走
の

後
は
各
配
下
の

吏
員
共
は
、
直
に
款

を
賊
軍
に

通
じ
位
地

I
変
し
て
又
其
賊

の
吏
と
な

っ
た
の
で
、
彼
等
の

反
覆
常
な
き
の
行
為
は

実
に
容
す
べ
か

ら

ず
で

あ
る

が
、
徳
川
の

旧
臣
た

る
関
係
よ
り
見
れ
ば

情
に
お
い
て

又
憐
む
べ
き
で
あ

っ
た
。
そ
れ
か

ら
私
の
行
衛
を
取

し

た
そ

う

だ

が
、
奥
州
に
渡
海
致
し
た
に
相
迪
あ
る
ま
い

と
い
う
事
に
な

っ
て
、
肉
を
喰
う
と
い
っ
た
事
は
今
更
失
望
で

あ
る

か
と
思
へ
ば

抱
腹
に
堪
え
な
い

。

然
る
処
が
海
岸

一
条
の
往
還
附
近
に

潜
居
し
て

は
、
万

一
の
恐
れ
が

あ
る
と

て
主
人
が

注
意

に
よ
っ
て
、
此
本
家

よ
り
凡
そ

山

中
二
里
の
奥
山
の

溪
間
の
杣
小
屋
に

潜
居
す

る
こ
と
に
致
し
て
、
炊
亊
男

一
人
を
附
け
夜
中
に

又
々
転
居
し
た
。
北
海
道
は
雪

国
な
れ
ば
採
薪
と
い
う
®
は
雪
中
の
業
で
あ

っ
て
、
冬
の
内
な
ら
で
は
草
木
林
に

て
通
行
の

出
来
ぬ

の
で
、
所

々
杣
小
屋
を

設

け
て
«
中
採
薪
の
用
に
充
て
て
あ
る
。
潜
居
も
其
の
ー
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
屋
の
描
造
は
丸
木
柱
の
堀
立
て
約
三
坪
ば
か
り

の
土
間
で
、
屋
根
は

板
葺
で
四
壁
は
笹
竹

に
て
囲
み
土
間
の
中
央

に
大
な
る

囲
炉
裡
を

設
け
、
周
囲
は

土
間
の

上
に
抱
椴
な
ど

の
枝
を
靑
葉

の
ま
ま
折
り
重
ね
て

、
上
に
®

の
三
枚
も
敷
重
ね
坐
し
て
昼
夜
生
木
を

焚
続
け
て

畑
の
中
に
暖
を
取

る

の
で

あ

る
。
四
壁
や
周
四
や
里
根
は
雪
に

埋
れ

て
あ
る
。
毎
朝

雪
を
払

っ
て
窓
よ
り
明
り
を
入
れ
或
は
出
入
口
の
外
を
除
®
す
る
の
で

あ
る
。
昼
間
は
左
程
に

も
感
じ
な
い

が
、
夜
中
寝
て
顔
の
上
に
棟
木
の

板
間
よ
り
雪
の
降
り
か
か
る
に
は
随
分
阳

ロ

で
あ

っ



て
、
或
は
秋
の
夜
の
月
影
が
寝
や
に
洩
れ
く
る
な
ど
い
え
ば
'
如
何
に
も
風
流
め
き
て
歌
の

I

首
も
詠
む
べ
き
な
れ
ど
、
顔
上

の
雪
は
真
平
御
免
で
あ

っ
た
。

何
|つ
の
書
籍
の
用
意
も
な
け
れ
ば
無
聊
に
は
誠
に
苦
し
ん
だ
。
し
か
し
運
励
を
専
一
と
し
て
毎
0
晴
と
雪
と
に
拘
ら
ず
成
る

ベ
く
斧
を
携

へ
日
々
焚
用
の
採
薪
を
致
し
た
。
山
中
を
逍
遙
す
る
時
は
伐
木
の
声
も
聞
え
た
な
れ
ど
も
、
楽
天
的
の
境
遇
な
ら

ね
ば

「
丁
々
と
し
て
山
更
に
幽
な
り
」
な
ど
の
悠
々
然
た
る
風
趣
は
更
に
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

天
に
は
山
上
に
登
り
て
賊

兵
共
の
宿
泊
す
る
小
樽
を
遠
望
な
ど
致
す
時
は
非
常
の
感
に
打
れ
た
。
飯
米
、
塩
噌
、
魚
類
等
は
凡
五
日
毎
に
海
岸
の
本
家
よ

り
運
び
、
主
人
も
折

々
に
は
葉
子
其
他
珍
ら
し
き
物
を
携

へ
て
見
舞
い
、
賊
兵
日
常
の
消
息
や
又
は
官
軍
靑
森
滞
在
の
事
な
ど

怨
説
をII

か
せ
て
斑
幽
の
心
を
慰
め
て
呉
れ
た
。
漸
く
其
年
も
幽
悲
慘
恤
の
内
に
®
れ
果
て
明
治
ニ
年
の
春
を
迎
え
た
。
処
が

そ
の
元
朝
渓
間
よ
り
人
語
が
す
る
、
賊
兵
の
捕
手
に
や
あ
ら
ん
と
密
か
に
窓
よ
り
望
め
ば
、
本
家
の
主
人
外

一
人
が
未
明
に
出

立
し
て
此
山
中
へ
年

赀
と
し
て
来
た
の
で
、
斯
る
窺
憶
に
あ
っ
て
年
を
迎
え
た
を
主
人
も
造
憾
千
万
と
思
い
、
落
涙
し
て
年
賀

の
言
葉
も
出
な
か

っ
た
と
い
う
有
様
、
特
に
喜
ば
し
き
は
鶴
と
白
鳥
と
の
生
肉
及
び
酒
を
も
携
へ
た
の
で
、
直
に

と
し
て
®

杯

(
茶
椀
〕
を
傾
け
た
。
是
は
望
外
の
快
事
で
あ

っ
た
。
其
同
行
者
と
い
う
は
私
が
石
狩
赴
任
以
来
役
所
の
附
属
に
任
へ
た
横

山
甚
蔵
と
申
す
人
で
、
是
も
同
じ
く
篛
俠
心
に
®
み
た
の
で
主
人
も
心
安
く
同
行
し
た
の
で
あ
る
。
同
人
も
先
ず
私
の
姿
の
さ

ま
を
見
て
、
何
ん
と
ま
あ
殿
様
に
は
と
い
っ
た
迄
に
て
、
同
じ
く
胸
塞
ぎ
落
涙
で
あ
っ
た
。
彼
等
両
人
は
満
腔
の
赤
誠
を
以
て

朝
廷
の
官
吏
と
し
て
、
私
を
終
始
保

し
且
つ
慰
撫
し
て
呉
る
る
も
偏
に
君
思
で
あ
る
と
思
へ
ば
感
涙
の
外
な
か

っ
た
。

人
の
親
切
は
窮
境
に
入
て
初
て
見
ゆ
る
の
で
人
情
と
い
う
も
の
は
実
に
妙
で
あ
る
。
昔
し
九
郎
判
官
義
経
は
白
昼
公
然
と
姿
を

変
じ
、
所
々
の
関
門
を
偽
り
通
り
ぬ
け
た
る
は
如
何
に
も
苦
心
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
ま
た
僧
俊

宽
は
遠
く
岛
に
流
さ
れ
て

苦
心
で
あ

っ
た
が
、
此
人
は
罪
が
定
ま
っ
て
公
然
そ
の
島
に
光
陰
を
送
る
の
で
潜
伏
で
は
な
い
か
ら
、
此
上
に
自
身
が
罪
を
犯

さ
ぬ
限
り
は
命
を
絶
る
る
と
い
う
事
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
私
は

一
®

と
違

っ
た
潜
伏
人
で
あ
れ
ば
、
能
く
潜
伏
を
遂
げ

得
ば
幸
な
る
も
、
中
途
に
し
て
賊
に
捕
え
ら
れ
た
時
は
例
の
声
言
通
り
、
肉
食
さ
れ
る
の
で
俊

の
苦
心
と
は
太
に
趣
を
異
に
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
年
も
四
月
に
な
れ
ば
雪
も
消
え
官
軍
も
函
館
に
打
入
る
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
待
つ
の
が
一
日
千

秋
の
日
が
立
ち
兼
ね
た
。
潜
伏
以
来
人
浴
は
全
廃
な
れ
ば
身
体
は
垢
も
よ
く
付
て
肌
衣
の
洗
濯
も
な
く
、
い
や
も
う
身
体
は
半

風
先
生
が
取
囲
ん
で
呉
れ
た
の
だ
、
彼
か
為
に
は
さ
ぞ
か
し
豊
年
で
あ
り
つ
ら
ん
。

C

熊
野
九
郎

.
北
海
道
の
遭
難
)

と
、
悲
痛
綿
々
と
し
て
書
つ
ら
ね
、
悲
劇
の
中
に
も
虱
の
こ
と
ま
で
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
ユ
！
モ
ア
な
ど
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
幽
愁
の
中
に
共
に
生
き
る
已
が
分
身
と
し
て
、
虱
も
ま
た
い
と
お
し
い
も
の
に
思
わ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。
そ
の
心
倚
が
紙
背
に
弱
々
と
流
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
正
月
も
過
ぎ
二
月
下
旬
彼
岸
と
い
う
頃
に
な
れ
ば
、
さ
す
が
の
北
海
道
の
山
々
も
急
に
春
め
き
立

っ
た
或

る
日

の
こ

と
、
宿
の
主
人
が
息
せ
き
切

っ
て
来
て
報
告
す
る
に
は
、

r

青
森
官
軍
の
参
謀
山
田
市
之
允
様
が
、
長
州
人
平
原
平
左
衛
門
の
所
有

船
に
湿
米
、

壏
、
酒
等
を
積
入
れ
、
初
陳
買
入
を
名
と
し
て
、
そ
の
実
は
貴
方
様
方
の
安
否
を
尋
ね
る
た
め
、
此
の
北
海
の
荒
浪
に

も
拘
ら
ず
初
航
と
し
て
差
向
け
ら
れ
、
風
波
の
た
め
に
目
下
歌
捨
浦
ま
で
下
り
滞
船
中
に
て
、

一
日
も
早
く
通
知
の
た
め
に
船
手
の

者I

人
上
陸
さ
れ
、
賊
地
を
忍
び
昨
夜
到
着
し
ま
し
た
。
天
候
定
ま
り
次
第
小
樽
港
ま
で
来
る
べ
し
。』

と
い
う
快
報
を
も
た
ら
し

た
。
さ
て
こ
う
な
る
と
井
上
弥
吉
も
い
ま
ま
で
は
四
月
に
官
軍
の
打
入
こ
と
待
ち
わ
び
て
い
た
に
も
似
ず
、
最
早
や
其
の
迎
い
船
の

i

日
も
早
く
到
着
す
る
こ
と
を
希
ひ
、
話
は
賊
軍
の
動
静
に
う
つ
り
、
す
で
に
捜
索
の
様
子
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
ま
た

ひ
そ
か
に
山
中
を
出
で
て
銭
函
の
海
浜
に
至
り
、
西
谷
喜
吉
の
近
く
の
漁
納
屋
に
入

っ
た
。
思
え
ば
昨
冬
十
一
月
よ
り
.凡
そ
百
日
ば

か
り
入
浴
も
し
な
い
で
初
め
て
風
呂
に
入
り
、
主
人
の
心
づ
か
い
は
万
事
行
届
い
て
久
々
ぶ
り
に
海
岸
の
景
色
を
眺
れ
ぱ
、
雪
も
解

け
て
觫
漁
も
ぽ
つ
ぽ
つ
初
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。

し
か
も
三
月
二
日
に
船
が
小
樽
に
着
し
た
と
い
う
、
山
田
参
謀
か
ら
の
内
旨
も
秘
か
に
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
船
の

賊
吏

の
検

査
を
受
け
て
荷
物
の
陸
上
げ
を
済
ま
し
、
租
荷
の
上
出
帆
の
検
査
を
受
け
、
よ
う
や
く
西
谷
喜
吉
に
見
送
ら
れ
、
秘
密
裡
に
従
者

一

同
と
共
に
乗
船
抜
錨
し
た
の
は
三
月
十

一
日
夜
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
間
に
岩
内
に
潜
居
す
る
石
原
荒
吉
へ
も
内
報
さ
れ
て
同

船
、
海
上
無
亊
靑
森
に
到
趙
し
た
の
は
三
月
十
八
日
で
あ
る
。
か
く
て
旅
装
の
ま
ま
石
原
と
共
に
本
営
に
出
頭
、
総
#
及
び
#
謀
へ



敵
状
と
潜
伏
の
経
過
を
陳
述
し
た
が
、
総
督
始
め
葙
僚
は
両
人
の
風
体
を
見
て
非
常
に
感
じ
ら
れ
、
大
い
に
そ
の
労
苦
を
撫
慰
し
若

千
の
恩
賜
金
の
下
附
も
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
前
記
の
よ
う
に
官
軍
の
進
躞
と
な
り
、
五
月
平
定
を
見
て
面
館
開
庁
と
共
に
'
石
狩
に

は
小
山
房

I

郎
が
任
じ
ら
れ
た
が
、
同
年
六
月
石
狩
国

一
円
が
兵
部
省
支
配
と
な
る
に
及
び
、
井
上
弥
吉
は
兵
部
大
録
に
任
ぜ
ら
れ

再
び
石
狩
役
所
に
赴
任
し
た
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
夜
明
け
前
の
石
狩
平
原
の
実
情
で
あ
っ
た
。

第
三

節

兵

部

省

と

開
拓

使

石
狩
は
開
拓
使
設
置
以
前
は
兵
部
省
の
管
轄
す
る
と
こ
ろ
に
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か
と
い
う
と
、
す
な

わ
ち
、
明
治
元
年
奥
羽
越
連
盟
と
共
に
戦

っ
た
会
津
藩
が
、
つ
い
に
同
月
九
月
二
十
二
日
に
降
伏
す
る
に
至
り
、
翌
日
家
臣

一
同
は

猪
苗
代
に
退
去
し
た
が
、
や
が
て
江
戸
に
集
結
さ
れ
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
た
。
彼
等
は
市
中
寺
院
な
ど
に
収
容
さ
れ
官
の
給
与
を
受
け

て
い
た
が
、
そ
の
数
は
家
族
を
併
せ
て
ニ
万
人
に
近
く
、
軍
務
官
も
そ
の
処
置
に
窮
し
、
そ
こ
で
監
軍
大
村
益
次
郎
は
こ
れ
を
蝦
夷

地
に
移
す
こ
と
を
考
え
、
函
館
府
産
物
取
締
御
用
掛
堀
真
五
郎
に
そ
の
適
地
を
問
う
た
。
堀
は
内
国
事
務
局
権
判
取
と
し
て
淸
水
谷

公
考
に
従
い
函
館
裁
判
所
詰
と
し
て
活
励
し
て
い
た
の
で
、
直
ち
に
石
狩
、
発
寒
、
小
樽
内
の
地
を
選
ん
で
上
申
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
軍
務
官
は
政
府
の
承
認
を
得
て
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
に
決
し
、
明
治
ニ
年
二
月
二
十
日
箱
舘
府
か
ら

石
狩
、

発

寒
、
小
博
内
の
三
ヶ
所
の
引
渡
を
受
け
、
堀
真
五
郎
に
そ
の
支
配
を
命
じ
た
。
堀
は
箱
舘
府
の
厲
長
谷
部
卓
爾
を
権
判
事
に
、
井
上

弥
吉
を
開
拓
御
用
掛
に
推
薦
し
て
そ
の
準
備
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

今
般
会
律
降
伏
、蝦
爽
地
の
内
発
寒
部
、
石
狩
、
小
撙
内
三
箇
所
為

̶
開
拓
一
被i

移
、
右
取
扱
の
儀
は
軍
務
官
へ

被II

仰

付

I

候
条
、
彼
の
三
箇
所
同
官
へ
引
渡
旨
得n

沙

I

候
事
。

但
三
箇
所
租
税
運
上
等
は
是
迄
通
其
府
の
取
扱
た
る
べ
き
都
。

昭
和
二
年
二
月
一
一十
日

こ
う
し
て
箱
舘
戦
争
が
落
着
す
る
と
、
軍
務
官
は
更
に
桜
井
文
ニ
郎
な
る
者
を
開
拓
御
用
掛
と
し
、
具
体
的
な
準
備
に
か
か
っ
た

第
三
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が
、
六
月
堀
真
五
郎
は
任
を
辞
し
、
間
も
な
く
軍
務
官
は
廃
さ
れ
て
、
七
月
八
日
兵
部
雀
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
石
狩
及
び
発
寒
、

小
樽
内
は
兵
部
*
の
管
轄
と
な
り
、
そ
の
手
で
会
津
降
伏
士
族
を
移
住
さ
せ
開
拓
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
て
八
月
二
十
日
石

狩
、
小
樽
、
高
島
三
郡
は
兵
部
省
の
支
配
下
に
入
り
、
石
狩
詰
参
事
席
、
箱
舘
府

二
等
弁
務
井
上
弥
吉
は
兵
部
大
録
と
な
り
、
石
狩

を
本
拠
と
し
て
そ
の
経
営
に
当

っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
雄
業
は
未
だ
軍
務
官
所
轄
の
時
ょ
り
、
大
友
色
太
郎
に
命
じ
て
石
狩
ょ
り
上

川
に
至
る
数
十
里
の
測
置
と
、
移
民
家
屋
の
材
料
の
伐
木
を
な
さ
せ
、
ま
た
降
伏
人
の
若
干
を
当
別
山
附
近
や
苗
穂
村
に
入
れ
て
開

懇
に
従
事
し
、
さ
ら
に
兵
部
省
と
な

っ
て
同
月
九
月
、
百
戸
四
百
余
人
を
移
し
て
余
市
、
古
平
、
小
樽
、
銭
函
等
に
仮
住
さ
せ
る
な

ど
、
着

々
そ
の
進
渉
を
図

っ
て
い
た
。

然
る
に
政
府
は
七
月
八
日
こ
の
兵
部
省
を
設
け
る
と
共
に
、

一
方
同
日
こ
れ
ま
で
の
箱
舘
府
を
改
め
て
開
拓
使
と
な
し
、
機
構
を

整
備
乙
て
佐
賀
藩
主
従
ニ
位
鍋
島
直
正
を
長
官
に
任
命
、
淸
水
谷
公
考
を
次
官
に
、

岛
義
勇
、
津
田
正
臣
、
岩
村
通
俊
、
松
浦
武
四

郎
を
判
官
と
し
、
岡
本
監
輔
、
得
能
通
顕
な
ど
を
拖
判
官
に
任
じ
て
、
本
格
的
な
蝦
夷
地
経
営
に
乗
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
明
治
二
年
八
月
十
五
日
蝦
夷
地
を
改
め
て
北
海
道
と
称
し
、
十
一
国
八
十
六
郡
に
分
け
た
が
、
翌
十
六
日
鍋
島
長
官
が
大
納
言
に

還

っ
た
の
で
、
東
久
世
通

が
長
官
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
同
八
月
開
拓
使
は
長
官
赴
任
に
先
立

っ
て
、
全
道
の
中
枢

四
方
控
制
の
便
あ
る
。
即
ち

「
石
狩
に
北
海
道
本
府
を
建
つ
べ
き
経
営
を
為
す
祺
。
1_.
の
禀
議
、
栽
許
を
得
て
、
九
月
ニ
十
五
日
長

官I

行
は
英
船
テ
ー
ル
ス
号
に
塔
じ
て
西
館
に
箝
す
る
と
、
島
義
勇
は
直
ち
に
石
狩
に
向

っ
た
が
、
当
時
石
狩
は
小
樽
、
高

の
両

郡
と
共
に
兵
部
省
の
管
轄
に
あ

っ
た
の
で
、
止
む
な
く
十
月
十
二
日
銭
面
に
至
り
、
同
地
の
白
浜
園
松
宅
を
仮
役
所
と
し
て
本
府
経

営
に
着
手
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
石
狩
本
府
経
営
に
つ
い
て
最
も

遗
憾
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
す
な
わ
ち
開
拓
使
と
兵
部
省
の
藩
閥
抗
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め

わ
が
石
狩
町
の
発
展
を
大
き
く
阻
害
す
る
要
因
を
招
来
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
わ
け
か
と
い
う
と
、
開
拓
使
の
設
蹬
に
あ
た

り
政
府
は
長
官
の
地
位
を
各
省
の
卿
と
同
等
に
お
き
、
本
道
の
政
務

一
切
を
統
轄
す
る
権
限
を
与
え
た
。
し
た
が

っ
て
逍
内
に
支
配

地
を
も
っ
た
各
藩
は
い
ず
れ
も
そ
の
指
揮
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
兵
部
省
は
そ
れ
と
同
等
の
地
位
に
あ
り
、
当
時
維
新
の



改
革
で
藩
籍
は
奉
還
し
た
と
い
っ
て
も
、
未
だ
封
建
的
な
藩
閥
感
惜
が
厳
然
と
し
て
残

っ
て
い
た
。
こ
と
に
開
拓
使
は
佐
質
藩
主
で

あ

っ
た
鍋
島
直
正
ら
が
創
立
に
当
り
自
ら
長
官
に
任
じ
た
関
係
上
そ
の
下
僚
も

判
官
を
は
じ
め
と
し
て
佐
貧
藩
士
が
多
か

っ
た
、

一
方
兵
部
省
は
長
州
藩
士
大
村
益
次
郎
が
兵
部
大
輔
で
、
そ
の
開
拓
は
同
藩
の
堀
寓
五
郎
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
、
同
じ
く
井
上
弥
吉

が
そ
の
局
に
当
っ
て
い
た
か
ら
当
然
対
立
す
べ
き
遝
命
に
あ
っ
た
。

し
か
も
兵
部
®
が
す
で
に
石
狩
に
会
津
降
伏
士
族
を
入
れ
て
経
営
し
て
い
る
同

I

地

に、
*

前
の
会
讖
も
な
く
、
開
拓
使
に
も

本
府
経
営
の
禀
栽
を
与
え
且
つ
会
律
降
伏
人
の
取
扱
を
許
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
政
府
の
失
策
で
、
こ
れ
が
た
め
に
兵
部
省
は
す
で

に
移
し
た
会
津
降
伏
人
の
処
分
に
困
り
、

一
時
そ
の
全
部
を
小
搏
に
滞
在
さ
せ
、
更
に
別
に
札
幌
に
代
る
当
別
の
地
を
選
定
し
て
、

伐
木
に
着
手
し
新
に
此
処
に
収
容
す
る
計
画
を
立
て
る
等
、
す
こ
ぶ
る
大
き
な
齟
齬
を
来
し
、
石
狩
、
小
樽
等
に
駐
在
す
る
兵
部
卷

吏
員
等
の
内
心
は
誠
に
穏
か
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
で
、
開
拓
使
と
兵
部
省
は
ア
イ
ヌ
人
撫
育
の
上
で
ま
ず
暗
岡
が
生
じ
た
。
島
判
官
が
札
幌
に
来
た
頃
は
、
札
幌
に

は
®
長
イ
コ
レ
キ
ナ
'
シ
ャ
ク
ン

n
ト
ニ
(
今
の北
七
条
西
七
丁
目
附
近
〕
に
は
奪
似
又
市
、
発
寒
に
はn

マ
ン
タ
等
が
酋
長
と
し
て

小
部
落
を
形
成
し
、
上
川
郡
に
は
グ
ゥ
チ
ン
クD

と
い
う
も
の
が
総
酋
畏
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
ア
イ
ヌ
達
は
毎
年
七
月

か
ら
十
月
ま
で
石
狩
役
所
に
出
稼
し
て
、
そ
の
労
働
貨
の
精
露
を
受
け
て
越
年
中
の
食
料
を
求
め
て
各
®
の
住
所
に
帰
り
、
十
二
月

か
ら
翌
年
の
春
ま
で
狩
狐
に
従
事
し
、
熊
の
皮
、
熊
胆
、
狐
皮
、
湖
皮
等
を
獲

っ
て
、
こ
れ
を
石
狩
役
所
に
持

っ
て
来
る
の
で
あ

っ

た
。
し
た
が
っ
て
上
川
ア
イ
ヌ
達
は
石
狩
川
が
結
氷
す
る
と
食
料
そ
の
他
の
運
擗
に
支
障
を
来
し
、
部
落
全
体
の
生
活
に
も
及
ぼ
す

の
で
、
例
年
結
氷
以
前
に
勘
定
を
済
ま
せ
て
帰
る
よ
う
に
し
て
い
た
、
と
こ
ろ
が
明
治
ニ
年
兵
部
遒
の
役
人
は
、
帰
村
の
中
渡
の
期

を
誤
り
く
結
氷
後
辛
う
じ
て
身
を
以
て
掃
村
さ
せ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
年
の
十
二
月
中
旬
早
く
も
番
人
を
各
部
落
に
派

し
て
、

今
般
開
拓
使
な
る
者
礼
幌
に
来
り
、
諸
方
卵
墾
を
為
す
と
、
就
い
て
は
開
拓
使
よ
り
軽
物
取

题
め
の
為
め
出
張
す
る
者
あ
る
も

計
り
難
し
、
左
れ
ど
軽
物
は
従
前
の
通
り
石
狩
役
所
に
納
む
べ
し
、
又
明
春
よ
り
其
村
落
を
引
払
い
各
自
全
戸
を
携
へ
当
別
を

以
て
;1
[下
へ
転
居
す
べ
し
、
此
命
を
用
い
ざ
る
者
に
は
、
撫
育
は
勿
論
石
狩
川
に
於
て
蛙
漁
を
停
止
す
べ
し
。
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と
い
う
厳
達
を
な
し
て
、
い
わ
ゆ
る
開
拓
使
の
支
配
で
あ
る
対
雁
よ
り
上
川
に
至
る
間
の
ア
イ
ヌ
を
、
兵
部

管
轄
地
に
移
し
て
開

拓
使
の
施
設
の
妨
害
を
試
み
た

の
で
あ

っ
た
。

兵
部
省
の
こ
の
妨
害
は
ひ
と
り
開
拓
使
の
管
轄
を
®:
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
従
来

の
ア
イ
ヌ
民
族
の
風
習
も
侵
す
結
果
と
な
っ

た
の
で
、
上
川
総
®
長
グ
ゥ
チ
ン
ク
ロ
等
は
憤
然
と
し
て
、

f

古
来
管
轄
の
変
更
は
あ

っ
た
が
、
こ
ん
な
命
令
を
受
け
た

こ
と
は
な

い
。
番
人
な
ど
の
話
は
信
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い

か
ら
、
直
接
兵
部
省
に
行

っ
て
聞
き
正
し
、
若
し
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
ば
大
い
に

考
え
ね
ば

な
ら
ぬ
。J

と
い
っ
て
、
役
土
人
三
人
を
連
れ
て
雪
を
冒
し
て
石
狩
に
来
り
詰
問
し
た
が
、
兵
部
®
も
答
に
窮
し

『
何
分

の
誼
諮
あ
る
ま
で
従
前
の
通
り
心
得
べ
し1

と
い
う
こ
と
に
し
て
帰
し
て
い
る
。

し
か
し
石
狩
に
出
稼
中
の
発
寒
、
元
村
、
琴
似
の

ア
イ
ヌ
達
は
、
こ
の
兵
部
省
の
厳
達
の
た
め
に
十
二
月
に
な

っ
て
も
帰
ら
ず
、

そ
こ
で
島
判
官
は
史
生
志
村
広
利
を
発
寒
に
駐
在
さ
せ
、
ア
イ
ヌ
た
ち
の
帰
村
を
待

っ
て
開
拓
使
の
密
旨
を
伝
え
よ
う
と
し
た
が
、

何
日
部
落
を
廻

っ
て
も
ア
イ
ヌ
の
姿
さ
え
見
え
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
志
村
が
酋
長
琴
似
又
市
の
家
に
行

っ
た
と

こ
ろ
、
又
市
は
留
守
だ
っ
た
が
そ
の

蒌
と
長
万
部
か
ら
来
た
と
い
う
ア
イ
ヌ
が
ニ
人
い
た
の
で
家
に
入
る
と
、
又
市
の
妻
は
直
ち
に

戸
外
に
出
て
帰
ら
ず
、
又
二
人
の
ア
イ
ヌ

もH

本
語
を
知
ら
ぬ
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
が
、
長
万
部
の

ア
イ
ヌ
が
日
本
語
を
知
ら

ぬ
箬
が
な
い
と
思
い
、
そ
う
し
て
い
う
に
は
、

r

自
分
は
又
市
に
会

っ
て
篤
と
申
しP4J

か
せ
た
い

こ
と
が
あ

っ
て
、
こ
う
乙
て
数
十
回
も
訪
ね
る
の
だ
が
、
い
つ
で
も
戸
を
閉

ぢ
て
会
う
機
会
が
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
初
め
て

お
前
た
ち

に
会
う
こ
と
が
出
来
た
が
、
自
分
は
札
幌
の
関
拓
使
の
命

を
受
け
て
、
発
寒
、
元
村
に
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
度
開
拓
使
が
此
地
に
来
た
の
は
、
土
地
を
開
き
人
民
を
撫
育
蕃
植
し
、
悪

を
懲
し
善
を
賞
し
、
人
民
を
開
化
に
導
く
に
あ

っ
て
、
こ
と
に
ア
イ
ヌ
人
に
対
し
て
は
厚
い
賑
恤
の
法
を
立
て
る

つ
も
り
で
あ

る
。
発
寒
村
は
札
幌
の
管
内
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
の
ア
イ
ヌ
等
の
爝
る
の
を
待
っ
て
オ
ム
シ
ャ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
手
当
を
与

え
て
厚
く
世
話
す
る
つ
も
り
で
い
る
。
又
市
は
若
い
頃
荒
井
金
助
に
従

っ
て
い
た
の
だ
か
ら
言
葉
な
ど
も
日
本
人
と
変
る
と
こ

ろ
が
な
い
害
な
の
に
、
昍
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

汩
狩
役
所
の
達
し
を
受
け
て
、
石
狩
附
近
に
転
居
す
る
と
い
う
噂
も
あ
る
が
、



お
前
達
は
ま
ち
ま
ち
の
浮
説
を
信
じ
て
侮
を
あ
と
に
残
す
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
札
幌
に
居
る
判
官
は
旧

箱
舘
奉
行
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
位
は
な
おffi

く
、
石
狩
、
小
樽
、
高
島
を
除
く
外
、
寿
都
か
ら
浜
益
に
至
る
間
は
む
ろ
ん

上
川
、
空
知
ま
で
皆
札
幌
の
管
轄
で
あ
る
。
開
拓
使
の
官
吏
も
兵
部
省
の
官
吏
も
同
じ
よ
う
に
朝
廷
の
官
吏
で
は

あ
る
が
、
開

拓
使
は
此

を
統
轄
す

る
役
所
の
名
義
で
、
こ
れ
を
捨
て
て
彼
に
転
居
す
る
こ
と
は
な
い
。
札
幌
に
は
通
詞
は
い
な
い
が
、
こ

の
趣
き
を
皆
の

ア
イ
ヌ
に
伝
え
て
後
に
侮
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
者
は
、
又
市
よ
り
外
に
な
い

と
思
う
。
そ
れ
で
又
市
に
会

っ
て
親
し
く
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
の
だ
が
、
今
日
は
す
で
に
日
も
基
れ
た
か
ら
明
朝
{3
!ね
て
訪
ね
る
が
、
お
前
達
が
私
の
い

う
こ
と
が
わ
か

っ
た
な
ら
、
又
市
に
伝
え
て
く
れ
。J

と
い
っ
て
戸
外
に
出
る
と
、

一
緒
に
行

っ
た
杣
夫
が
、
あ
れ
は
長
万
部
の

ア
イ
ヌ
で
日
本
語
を
よ
く
知

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
間

か
せ
て
く
れ
た
の
で
、
再
び
戸
内
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
初
め
て
笑
を
浮
べ
又
市
は
今
夜
必
ず
®
る
答
だ
か
ら
、
よ
く
そ
の
旨
を
伝
え

ま

す

と

い
う
の
で
、
明
朝
発
寒
派
出
所
に
出
頭
す
る
よ

う

た
の
ん
で
帰

っ
た
の
で
あ
る
。

又
市
が
掃

っ
た
の
は
部
落
を
引
払
い

I

同
石
狩
附
近
に
転
居
す

る
準
備
の
た
め
で
、
ま
さ
に
危
機

一
髮
の
時
だ

っ
た
が
、
翌
朝
派

出
所
に
来
た
の
で

志
村
広
利
は
重
ね
て
前
記
の
趣
旨
を
述
べ
、
礼
幌
に
と
も
な

っ
て
島
判
官
に
会
い
、
判
官
は
大
い
に
蒔
ん
で
自
ら

酒
肴
を
と
ら
せ
た
の
で
、
又
市
も
趣
旨
を
諒
解
し
石
狩
附
近
に
至

っ
て
、
発
寒
村
酋
長
のn

マ
ン
ダ
等

一
同
に
話
し
て

帰
村

さ

せ

た
。
そ
こ
で
島
判
官
は
発
寒
村
で
約
束
の
よ
う
に
オ
ム
シ
ャ
を
行
い
、
酒
そ
の
他
の
贈
物
を
例
年
の
三
倍
に
至

っ
た
の
で
、
ア
イ
ヌ

た
ち
も
皆
こ
と
の
意
外
に
攒
き
、
喜
び
と
共
に
開
拓
使
に
帰
伏
し
た
が
、
上
川
総
酋
長
の
グ
ゥ
チ
ン
ク
ロ
も
翌
日
コ
マ
ン
ダ
宅
で
前

日
の
余
酒
を
我
せ
ら
れ
、
ま
た
札
幌
の
情
況
を
実
見
し
大
い
に
安
堵
し
て
、
つ
い
に
こ
れ
よ
り
後
は
開
拓
使
の
撫
育
を
受
け
る
に
至

っ
て
い
る
。

1
方
、
島
判
官
の
こ
う
し
て
冬
期
に
向
っ
て
本
府
設
営
を
開
始
し
た
た
め
、
官
吏
を
は
じ
め
多
く
の
人
夫
の
食
糙
の
欠
乏
を
告

げ
、
ほ
と
ん
ど
飢
餓
に
頻
す
る
状
態
に
陥

っ
た
が
、
す
で
に
兵
部
省
と
開
拓
使
の
藩
閥
感
犄
は
激
化
乙
、
兵
部
省
側
は
こ
れ
を
冷
視

す
る
の
み
か
、
支
配
地
内
に
布

し
て

一
切
の
物
資
を
開
拓
使
に
売
却
す

る
を
禁
止
す
る
有
様
で
、
ま
こ
と
に
惨
胆
た
る
も
の
が
あ
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っ
た
。

そ
こ
で
島
判
官
に
こ
の
応
急
策
と
し
て
、
か
つ
て
萵
政
時
代
石
狩
調
役
で
あ
っ
た
荒
井
金
助
の
嗣
子

凼
太
郎
を
開
拓
使
史
生
に
任

じ
、
石
狩
篠
路
方
面
ょ
り
の
買
物
掛
と
し
て
、
荒
井
由
太
郎
の
名a

を
以
て
住
民
に
呼
掛
け
、
さ
ら
にI

月
中
官
内
の
漁
場
請
負
人

を
廃
止
し
、
そ
の
請
負
人
及
び
支
配
人
手
代
等
を
挙
げ
て
こ
と
ご
く
開
拓
使
権
少
主
典
、
使
掌
、
使
部
付
厲
等
の
官
吏
に
任
用
、
或

は
漁
業
取
締
、
収
税
吏
等
を
命
じ
、
若
し
そ
の
任
命
を
辞
退
す
る
も
の
は
御
用
達
、
年
寄
等
に
し
て
収
税
高
の
年I

割
五
分
を
下
賜

す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
所
蔵
の
米
、
塩
、
味
噌
、
縄
、
遄
な
ど
を
買
上
げ
、
以
て
|
時
の
飢
餓
を
凌
い
だ
が
、
し
か
し
こ
れ
と
て
ま

た
自
ら
限
度
が
あ
っ
た
。
そ
の
困
苦
欠
乏
の
状
況
は

そ
の
内
に
金
-毀
庫
の
在
米
を
悉
く
皆
食
い
尽
し
た
れ
ば
、
今
は
人
夫
共
に
渡
す
べ
き
も
の
あ
ら
ず
、
当
局
吏
員
の
心
配

一
方
な

ら
ず
、
何
と
か
し
て
餓
死
さ
せ
ぬ
工
夫
な
き
か
と
、
野
村
少
主
典
は
金
殻
掛
で
あ
る
か
ら

判
官
と
相
談
の
上
、
札
幌
村
、
篠
路

村
の
農
家
に
貯
え
あ
る
五
升
芋
、
小

等
は
勿
論
何
で
も
食
料
に
な
る
品
は
、

一
切

上
げ
る
こ
と
に
し
た
が
何
分
®
民
と
て

も
、彼
様
に
な
る
と
容
易
に
手
放
さ
な
い
、
金
敕
庫
に
在
米
が
な
い
と
な
れ
ば
饑
餓
の
眼
前
で
あ
る
。
人
気
も
常
の
様
に
#
か
で

な
い
、
何
と
な
く
物
騷
し
く
な
る
の
で
自
分
の
貯
蔵
の
食
®
を
売
れ
ば
、
自
分
も
遂
に
は
饑
餓
に
迫
り
は
し
な
い
か
と
心
配
す

る
は
人
情
な
れ
ば
、
種

手々
を
替
え
品
を
替
え
て
説
論
に
及
ん
で
ょ
う
や
く
幾
分
か
づ
つ
を

贾
上
げ
る
、
彼
所
で
|

偯
此
所
で

一
儀
と
集
め
る
の
で
容
易
の
梁
で
な
い
、I
方
に
は
幾
百
と
い
う
人
夫
を
抱
え
て
い
る
、
実
に
其
惨
状
は
ロ
に
も
画
に
も
書
れ

な
い
、
彼
様
に
し
て
集
む
る
*
な
れ
ば
充
分
渡
すW
が
出
来
ず
、
毎
日
五
升
芋
な
ど
は

一
人
に
五
合
位
し
か
渡
ら
な
い
、
人
足

の
中
に
は
隨
分
不
平
を
唱
う
る
者
も
あ
る
、
こ
れ
も

一
一
説
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
混
雑
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
五
升
芋
で
生
活
し
た
の
は
、
独
り
人
夫
共
ば
か
り
で
な
く
島
判
宮
以
下I

人
と
し
て
食
せ
ぬ
者
は
な
い
。

と
、
札
幌
資
料
に
あ
る
が
、
篠
路
及
元
村
等
の
農
家
に
つ
き
、
そ
の
所
蔵
の
馬
鈴
薯
を
徴
発
し
、

一
人
に
つ
き

一
日
五
合
宛
を
附
与

し
て
、
僅
か
に
飢
を
凌
い
だ
が
、
当
時
馬
鈴
題
の
価
格
が
騰
貴
し
て
、
ニ
斗
搏
入
ニ
樽
を
以
てI

俵
と
な
し
、
金
武
円
を
出
す
に
至

り
、
慕
集
人
夫
等
の
意

も
阻
喪
し
て
ょ
う
や
く
逃
亡
す
る
者
も
多
く
な

っ
た
。



こ
こ
に
於
て
開
拓
使
の
官
吏
に
任
じ
ら
れ
た
請
負
人
等
も
、
最
早
や
坐

す
る
わ
け
に
ゆ
か
ず
、
余
市
の
林
長
左
術
門
等
が
卒
先

し
て
、
自
己
所
蔵
の
大
倉
庫
ニ
楝
中
の
解
放
米
及
び
蝦
爽
乱
準
備
米

I

棟
を
解
放
し
て
送
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
模
様
は
、

林
長
左
術
門
が
自
分
の
米
を
開
拓
使
に
渡
す
痱
に
取
極
め
、
自
分
の
人
夫
で
札
幌
ま
で
運
ば
せ
た
が
、
何
分
沢
山
の
米
な
れ
ば

容
易
の
琪
で
な
い
、
開
拓
使
で
も
米
を
出
さ
せ
た
上
運
搬
ま
で
長
左
術
門
に
さ
せ
る
の
は
氣
の
银
だ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
後

に
は
余
市
よ
り
銭
函
ま
で
船
迥
と
な
し
、
銭
面
よ
り
札
幌
ま
で
開
拓
使
の
人
夫
に
背
負
は
せ
る
®
と
し
た
が
、
当
時
人
夫
を
雇

う
に
も
人
が
な
い
、
大
エ
、
家
根
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
琪
が
あ
っ
て
米
の
運
搬
に
は
使
わ
れ
な
い
、
其
処
で
諸

垛
所
か
ら
伝
馬
を

付
け
ら
れ
て
、
余

っ
た
人
夫
に
背
負
わ
せ
る3rv

に
な
っ
て
、
®
日
二
三
百
人
が
札
幌
か
ら
銭
函
に
至

っ
た
が
、
此
伝
馬
を
付
け

ら
れ
た
の
は
、
漁
場
の
出
稼
人
へ

役
を
申
付
け
て
、
三
十
日
五
十
日
は
必
ず
来
て
®
か
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に

な

っ
て

い
た
の

で
、
«
日
当
は
ー
0
米
一
升
味
噌
三
十
匁
銀
一
分
と
極
っ
て
い
た
の
で
、
斯
く
し
て
敍
函
か
ら
札
幌
迄
米
ニ
斗
宛
を
背
負
っ
て

来
る
、
何
分
明
治
三
年
の
春
な
れ
ば
雪
尚
深
く
'
吹
雪
の
時
は
そ
の
困
難
は

一
通
り
で
な
い
、
最
初
に
雪
踏
み
を
な
し
、
八
升

入
の
踏
油
樽

一
個
を
背
食
い
、
ヵ
ン
ジ
キ
を
は
き
た
る
五
六
人
が
先
頭
す
る
、
そ
の
後
か
ら
ニ
斗
米
を
背
負
う
た
百
、
二
百
人

の
者
が
進
む
、
天
気
の
よ
い
日
は
一
日
に
札
幌
銭
函
間
を
往
復
す
る
が
、
吹
雪
の
時
は
途
中
で
三
四
日
も
泊
る
®
が
あ
る
、
此

時
は
背
負
う
た
米
を
食
う
か
ら
札
幌
に
着
い
た
時
は
、
大
分
米
が
減
じ
て
い
る
、
此
時
の
苦
労
は
実
に
容
易
な

事
で

な
か

っ

た
、
又
此
時
困

っ
た
の
は
鳥
で
こ
の
鳥
が
漁
期
中
は
浜
方
へ
出
て
食
事
を
搜
し
て
い
る
が
、
雷
中
は
食
物
が
な
く
餓
え
て
い
る

所
に
、
二
百
三
百
と
い
う
人
が
米
を

負
う
て
通
る
か
ら
、
其
米
使
の
上
に
ニ
羽
も
三
羽
も
来
て
嘴
む
、
跡
か
ら
行
く
も
の
が

こ
れ
を
追
う
が
平
気
で
突
い
て
い
る
。
こ
れ

は
人
夫
共
も
閉
口
し
た
も
の
だ
。

c

札
幌
資
料
〕

こ
の
よ
う
な
苗
心
に
苦
心
を

ね
稂
雪
を
侵
し
て
、
人
の
背
と
馬
に
よ
っ
て
漸
く
札
幌
に
運
搬
し
て
、
僅
か
に
本
府
経
営
者
の
飢
死

を
防
い
た
の
で
あ

っ
た
。

以
上
の
実
情
か
ら

判
官
も

京
の
岩
村
、
松
浦
両
判
官
宛
に
、
兵
部
省
石
狩
役
所
の
井
上
弥
吉
の
心
得
通
い
を
訴
え
、
三
條

-

岩
倉
両
公
を
初
め
大
久
保
.
福
島
の
両
参
讖
に
も
談
じ
て
、
小
樽
.
高

岛
ニ
郡
を
開
拓
使
に
附
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
申
し
送
っ
て
い
る
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が
、
十
二
月
つ
い
に
次
の
藤
請
を
行

っ
て
聴
き
入
れ
ら
れ
た
。

兵
部
省
支
配
罷
免
外

一
件
の
禀
請

北
海
道
の

内
九
郡
兵
部
遒
支
配
被
仰
付
候
得
共
、
諸
手

々
に
相
成
候
て
は
双
方
開
拓
の
手
紛
と
可
相
成
に
付
、
兵
部
番
支
配
被

罷
免
、
開
拓
使

へ
被
相
属
候
事。

一
、
九
郡
の
内
三
郡
別
紙
の
通
松
平
鹿
三
郎
へ
簡
轄
被
仰
付
度
薪
、
但
、
降
伏
人
共
慶
三
郎

へ
御
引
渡
被
仰
付
度
事
。

一
、
兵
部
省
よ
り
北
海
道
出
張
の

官
員
開
拓
使
へ
転
職
其
儘
在
職
被
仰
付
候
事
。

か
く
し
て
明
治
三
年

一
月
八
日
石
狩
、
小
樽
'
高
島
三
郡
の
兵
部
省
交
配
を
罷
免
し
て
開
拓
使
の
管
轄
に

厲
さ
せ
た
が
、
し
か
し

島
判
官
の
本
府
経
営
は
極
め
て
専
断
で
放
慢
な
行
励
は
、
や
が
て
束
久
世
長
官
の
感
情
を
害
し
、

つ
い
に
二
月
十I

日
大
学
少
監

に

任
じ
ら
れ
て
転
ず

る
に
至

っ
た
。

開
拓
使
と
兵
部

の
引
継
は

同
年
四
月
に
行
な
わ
れ
た

が
、
そ
の
内
容
は
開
拓
使

「
部
類
抄
録
」

附
集
に

く
わ
し
く
、
そ
れ
に

よ

つ
て
見
る
と
、

引継

目

録

一
金

一
万
ニ
千
三
十
両

右
役
所
入

と
し
て

大
蔵
省

よ
り
借
用
運
上
取
立
金
を
以
て
追

々
返
済
可
及
也

一
金
九
千
百
三
十
九
両
ニ
朱

右
質
金
上
納
に
付
拝
借
金
下
渡
証

内
金
四
千
五
百
八
十
両

二
分
ニ
朱

小

樽

"
金
四
千
五
百
五
十
八
両
二
分

石

狩

1
©

金
九
千
百
三
十
九
両

ニ
朱

右
両
所
取
調
上
納
金



内
右
同
断

一
金
ニ
千
両

本陣

平

原

幸

市

右
貸
下
証
書

一
金
三
千

五
百
両

降
人

落

合

経三

郎

阿

喪

太

部

右
新
潟
え
注
文

釘
代
品

代
帰
着

の
上
精
筧

の
事

一
金

二
百
四
両

I

分

ニ
朱

右
延

鉄

五
十

五
個
平
原
幸
市

預
り

I

金
三
百
三
十

七
両

一
分

ニ
朱

右
札
幌

家
作

十
軒
材
木

三
百
石
征

三
十
丸
内
金
渡
別
帳
添

一
金
千
五
百
六
十
九
両
永

二
十

一
文

三
分

右
同
切
開
入
®
仕
訳
帳

添

一
金
千
両

松
前
塩
田
作
左
術
門
西
川
準
兵
術

右
牧
野

淸
四
郎
帰

の
上
証
文

差
出
べ

く
I

金
八
千
九
百
八
十
両

秋
田
家
作

二
百
軒

内
渡
金
、
同
所
岸
野
新
太
郎

へ

一
金
二
百
両

杉
板
五
千
坪
買
入
手

金

ト
シ
テ
渡

右
牧
野

淸
四
郎

帰

の
上
精
算

の
祺

一
金
五
百
両

大
橋
権
少
丞

左
已
十
ー

月
月

給
路

中
勘

ト
シ
テ
拝
借
帰
樽

の
上
精
算

の
祺
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三
三〇

一
医
器
械

並
薬
品

残

病
院

一
ヶ
所

右
別
帳
添

一
諸
品
仕
入
拂

残
品

帳

品
会
所

I

ヶ
所

並
に
会
所

道
具

帳

付
不
納
帳

品
貸
帳

i

玄
米

四
百

五
十
七
石
八
斗
八
升
六
合

五
勺

一
才

扶
助

米
残
石
、
此
俵
千
百
七
十

四
俵
と

ニ
升
六
合

五
勺

一
才

一
白
米
十
四

石
と
六
升

此
俵
三

十
七

俵

:

玄
米

十
石
五
斗
七
升
六
合

四
勺

石

狩

役所

白
米
十
六

石

一
斗
三
升
九
合

返
済

分

一
降
人
四
百

三
十

I

人

内
四
百

七
人
小
樽
住
、

二
十
四
人
石
狩
住

鈴
木
為
輔

四
月

二
十
九

日
來
京
へ

出
立

収
納

役
所

金
三
千

百
八
十
九
両
永
百

三
十

一
文

五
分
収
納

内
金

ニ
千
六
百
両

平原

証文



内
金

四
十

九
両

I

分
永
六
十
文

二
分

村

方

証文

内
金
十
三

両

小

使

頭

平
八

内
金
三
両

二
分

材木

代金

ダ
金

ニ
千
六
百
六
十

五
両
三

分
永

六
十
文

二
分

差
引残

金
五
百

二
十

三
両

一
分
永
七
十

文
七
分

I

金
五
百
七
十

三
両

一
分
永

二
百
十
三

文
八
分

一
玄
米

二
百
五
十

四
石

一
升

一
合

内

二
百
五
十

三
石I
斗
七
升
九
合

/
/

九
斗
三
升

ニ
合

I

残
品
調
書

一
編

一
諸
調
目
録

ニ
編

I

高
島
引
継

書
類

ニ

右
之
通
御
引
渡
申
候
也

明
治

三
庚
午
歳

四
月
十
七

日

岩
村
開
拓

判
官

殿

有

金

渡

役

々
手
代

小
便
品
代
貸
付
帳

臨
時

米

村

方

証文

有

米

渡

井
上

兵
部
大
録

桜
井
兵
部
大
録

第

三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

三
一
一 印 印



第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

残
金
引
渡

目
録

記

i
金
七
千
両

右
之
通
御
引
渡
申
候
已
上

明
治
三
庚
午
歳

岩
村
開
拓
判
官
殿

三
一一

井
上
兵
部
大
録

桜
#-
兵
部
大
録

石
狩
庁
引
継
目
録
之
内
金
殼
之
分
抜
®

石
狩
役
所
金
御
引
渡
目
録

合
金
四
千
百
二
十
六
両
三
分
永
五
十
四
文
六
分

内
訳

金
五
百
八
両
三
分
永

二
百
十
八
文
八
分

高
金
千
三
百
両

一
分
永
二
百
四
十
！
文
四
分

金
六
百
両

一
分
永

二
百
四
十

一
文
四
分

内
金

三
百
両

賃
金

外

二

金
七
百
両

石
狩
役
所
操
替

金
三
千
十
七
両I

分
永
九
十

四
文
四
分

役所

金

有

高

船

々
直
®
役
金
有
高

■々

貸
#
追

々
上
納
可
相
成
分

印 印



井
上
兵
部
大
録

桜
井
兵
部
大
録

御

備
米
調

一
高
米
四
百
九
十
五
俵

石

狩

此
石
百
七
十
九
石
八
升

一
玄
米
百
十
二
石

高

島

右
之
通
御
座
候

午
四
月

材

木

引

渡

目

録

覚

一
材
木

ニ
万
三
千
三
百
八
十
八
石
ニ
斗
八
升

内

第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

金
二
十
五
両

杣
福
藏
註
文
材
木
の
内

渡
追
而
取
立

可
相
成
分

右
之
通
御
引
渡
申
候
也

明
治

三
午
年

四
月

岩
村
開
拓
判
官
殿

印 印



第
三

編

石

狩
の

歴

史

時
代

一
万
九
千
九
百
五
十

五
石
五
斗I

升

大

代
金

六
千

五
百
八
十

五
両

一

分
永
六
十

八
文
三
分

三
千

四
百

三
十

ニ
石
七
斗
八
升

小

代
金

千
五
百
四
十

四
両
三

分
永

一

文

一
板
三
百

四
十

三
坪

~

合

一
勺
六
ォ

代
金

百
七
十

一
両
二
分
永
五
十
八

文

五
分

一
小
家
骨
五
十

七
軒

代
金

二
十
八
両

二
分

山
子
共
引
継

之
分

一
材
木

八
千
八
百
石

代
金

ニ
千
九
百
四
両

内
金
千
八
百
五
両
永

二
百

三
十
九
文
六
分

山
子
引
継

一
金
千
百
七
十

一
両
三

分
永

二
百
三
十
文
九
分

大
工
引
継

一
家
作

二
十
七
軒

代
金

ニ
千
七
百

両

一
板
藏
一

楝

代
金

西
五
十
両

材材是迄

渡

金高

与
助
安
之
助
へ

渡
越
金



外
に

.

金
五
両
ニ
分
ニ
朱

人
足
十
五
人
木
材
取
扱
入

ニ
口

パ
代
金
ニ
千
八
百
五
十
五
両
二
分
ニ
朱

.
内

金
千
六
百
二
十
六
両

一
分
ニ
朱
永
百
六
十
六
文
六
分

迄

渡

金
高

石
狩
役
所

一
材
木
四
千
石

右
之
通
正

二
御
引
渡

申
候

以
上

井
上

兵
部
大
録
印

桜
井
兵
部
大
録

印

岩
村
開
拓
判
官
殿

と
、
誠
に
当
時
と
し
て
は
尨
大
な
引
継
を
終
っ
て
い
る
が
、
若
し
も
こ
ぅ
し
た
藩
闕
の
軋
櫟
が
な
く
、
か
つ
て
松
浦
武
四
郎
が
描
想

し
た
如
く
、
札
幌
を
京
都
と
し
石
狩
を
淀
川
に
見
立
て
た
本
府
建
設
を
順
調
に
押
し
進
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
石
狩
町
の
現
在

も
今
日
と
は
は
る
か
に
違

っ
た
発
展
を
見
た
で
あ
ろ
ぅ
。
思
え
ば
大
き
な
犠
牲
で
あ

っ
た
。

第

四
節

「
政
府
の

石
狩
場

所

取

扱

北
海
道
に
お
け
る
場
所
制
度
に
づ
い
て
、.
維
新
政
府
は
明
治
ニ
年
九
月
、
従
来
の
場
所
請
負
制
度
の
幣
害
に
か
ん
が
み
、
到
底
新

政
と
両
立
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
の
故
を
も
っ
て
、
.施
政
の
第

I

歩
に
当
り
、
断
然ft

負
人
を
廃
止
す
る
こ
と
に
決
し
、
す
な
わ
ち

-

当
今
、
版
籍
返
上
相
成
候
御
時
節
柄
、
.従
来
商
人
©
身
と
し
て
諸
場
所
土
地
人
民
を
始
め
請
負
支
配
し
居
候
哉
、
名
分
に
於
て

第
三
編
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代
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第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

三
三
六

宜
し
か
ら
ず
今
般
廃
さ
れ
候
。
然
し
な
が
ら
撫
育
米
を
始
め
漁
狐
の
諸
品
等
、
に
わ
か
に
引
揚
げ
候
て
は
差
支
ぇ
候
傾
も
有
之

候
に
付
、
現
業
の
処
は
年

々
漸
々
に
変
苹
致
し
候
様
仰
付
わ
さ
れ
候
条
、
心
得
違
い
な
ど
致
さ
ざ
る
様
下
々
の
者
共
へ
も
わ
ざ

わ
ざ
申
達
す
べ
く
候
事
。

(
ニ年
九
月
二
十
八
日
布
達
〕

と
い
う
令
達
を
し
て
、
場
所
を
返
上
さ
せ
そ
の
独
占
を
打
破
し
、
全
道
沿
岸
の
漁
場
を
開
放
し
、

一
般
人
民
の
企
業
に
便
宜
を
与
ぇ

る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
石
狩
は
す
で
に
安
政
以
来
幕
府
が
請
負
制
度
を
改
革
し
て
、
出
稼
制
度
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
改
め
て
請
負
人
を
廃
止
す

る
な
ど
の
必
要
は
な
か

っ
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
ニ
年
六
月
兵
部
省
石
狩
役
所
詰
役
人
小
山
房

一
郎
は
、
原
文
十
八
条
に
亘
る

諸
取
扱
の
伺
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

r

阿
部
屋
伝
次
郎
請
負
免
ぜ
ら
れ
た
き
事j

の
一
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る

事
情
か
と
い
う
と
、
明
治
元
年
十
月
葸
府
の
判
乱
軍
®
本
武
搦
等
のI

軍
が
松
前
城
を
製

し
て
来
た
。
松
前
家
で
は
む
ろ
ん
そ
の

鋭
鋒
に

る
こ
と
が
出
来
ず
し
て

一
時
江
差
に
遁
走
し
、
十
一
月
に
は
同
城
も
陥
落
し
た
の
で
、
村
山
家
七
代
金
八
郎
は
病
中
の
主

君
松
前
徳
広
の
跡
を
追

っ
て
江
差
に
向

っ
た
が
、
す
で
に
松
前
家
で
は
海
を
渡

っ
て
青
森
に
去

っ
た
後
な
の
で
止
む
な
く
福
山
に
掃

っ
た
。
然
る
に
こ
の
月
反
乱
軍
は
戦
捷
に
乘
じ
福
山
裁
判
所
な
る
も
の
を
設
け
、
村
山
伝
次
郎
を
召
喚
し
て
石
狩
の
請
負
を
命
じ
、

運
上
金
と
し
て
金
ニ
千
五
百
両
を
即
納
す
べ
き
旨
を
突
然
に
申
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
村
山
家
に
と
っ
て
は
実
に
青
天
の
辟
遍
で
急
遽

の
こ
と
で
も
あ
り
、
進
退
ほ
と
ん
ど
き
わ
ま
っ
て
強
い
て
辞
退
を
し
た
が
昍
届
け
ら
.れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
こ
と
に
当
時
の
人
心

は
極
め
て
粗
暴
で
殺
気
に
充
ち
て
い
た
折
抦
だ
け
に
、I
歩
誤
れ
ば
ど
ん
な
事
に
遭
遇
す
る
か
も
は
か
り
知
れ
な
い
危
険
な
状
態
だ

っ
た
の
で
、
伝
次
郎
は
是
非
に
及
ば
ず
困
窮
の
間
に
ょ
う
や
く
苦
策
を
め
ぐ
ら
し
て
、
六
百
両
の
金
を
借
入
れ
て
即
納
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
恐
ら
く
阿
部
屋
が
賊
軍
に
気
脈
を
通
じ
た
と
い
う
忌
弾
に
ふ
れ
、
前
記
罷
免
の
伺
書
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
も
の

と
思
は
れ
る
が
、
翌
ニ
年
官
軍
が
下
向
し
て
松
前
城
を
回
復
す
る
と
'
同
九
月
金
八
郎
は
元
席
中
之
間
仰
付
け
ら
れ
た

が
伝
次

郎

は
、
六
百
両
即
納
の
廉
で
不
審
を
受
け
、
函
館
表
に
召
出
さ
れ
て
釓
問
を
受
け
る
ば
か
り
か
、
こ
の
乱
問
中
に
石
狩
本
陣
は
出
稼
人



山
田
文
右
術
門
へ
取
扱
を
仰
付
け
、
附
屈
物
品
共
こ
と
ご
と
く
同
人
へ

与
し
、
倉

及
び
小
搏
、
高
島
、
厚
田
の
各
出
稼
.練
漁
場

を
も
封
印
さ
れ
て
乙
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
後

轧
問
が
終
了
し
て
封
印
は
解
除
さ
れ
た
と
は
言
ぇ
、
石
狩
、
高
島
、
厚
田

の
漁
場
は
引
上
げ
ら
れ
、
®
か
に
小
博
踔
漁
場
出
稼
の
営
業
だ
け
と
い
ぅ
有
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
石
狩
は
ど
ん
な
生
活
を
し
、
ど
ん
な
産
業
状
態
で
あ
っ
た
か
、
明
治
三
年
八
月
石
狩
の
町
役
人
か
ら
開
拓
使
に
提
出
さ

れ
た
、

r
庚
午
年

.
石
狩
郡
諸
調
」
に
ょ
る
と
、

石狩演

舌

書

一
、
石
狩
場
所
の
義
は
鯡
漁
は
こ
れ
な
く
秋
味
鮭
の
み
の
場
所
に
て
、
去
る
午
年

(
安
政
五
年
)
以
来
手
場
所
に
相
成
り
、
出

稼
人
へ
そ
れ
ぞ
れ
漁
場
割
渡

屘
き
、
年
々
取
揚
高
に
随
い
歩
合
役
取
立
申
候
、
尤
手
網
も
相
仕
立
漁
«
仕
来
り
、
右
魚
は
年

々
廻
船
へ
売
払
い
、
尤
兼
て
約
定
取
組
置
き
、
米
塩
其
外
漁
事
に
相
用
い
候
品
又
は
土
人
撫
育
品
等
注
文
申
付
、
#
度
樹
下

り
、
石
目
に
寄
り
正
金
を
も
相
納
め
さ
せ
申
候
、
且
つ
秋
下
り
の
節
も
注
文
品
積
下
り
候
は
ば
、
蛙
荷
物
約
定
高
相
渡
し
決

算
致
し
、
翌
年
の
約
定
を
兼
て
差
金
百
石
目
に
付
、
金
拾
八
両
づ
つ
相
納
さ
せ
申
候
。

~
秋
漁
業
は
詰
合
役
に
川
筋
通
り
番
所
々
々
に
相
詰
め
、
日
々
漁
業
人
共
水
拗
見
届
け
記

诹
致
し
瞪
き
テ
ッ
キ
(此
義
は
生

魚
取
扱
所
申
す
旧
称
に
御
座
候
)
番
所
へ
差
出
し
、
同
所
に
て
惣
体
の
役
魚
改
方
は
勿
論
船
々
渡
方
等
に
至
る
ま
で
総
轄
致

来
候
。

S
、

土
人
共

は
年
々
持
場
定
め
居
り
そ
れ
ぞ
れ
漁
事
致
し
日
々
テ
ッ
キ
番
所
へ
差
出
申
候
、
尤
定
直
段
こ
れ
あ

り

買

入
申

候
、
右
定
価
又
は
漁
事
に
付
取
ら
さ
せ
る
品
等
は
委
細
土
人
撫
育
調
に
記
し
置
候
。

ー
、
土
人
共
撫
育
筋
の
義
は
先
前
松
前
家
引
継
の
元
諕
負
伝
次
郎
取
扱
向
に
蕋
き
、
猶
|
際
憐
愛
を
加
ぇ
買
入
品
定
価
も
格
別

潤
益
相
成
候
様
仕
法
替
致
し
つ
か
わ
し
候
、
取
ら
さ
せ
る
品
も
同
様
格
段
加
増
致
し
つ
か
わ
し
申
候
。

一
、
漁
業
に
付
取
締
役
、
帳
場
役
以
下
番
人
共
、
手
揚
品
初
年
抱
入
取
扱
さ
せ
申
候
委
細
別
帳
に
て
演
舌
仕
候
。

I
、

当
地
は
緋
漁
こ
れ
な
き
土
地
に
付
、
小
樽
領
の
内

I

ヶ
所
高
島
領
の
内

一
ヶ
所
出
張
漁
場
取
立
て
置
き
、
年

々
番
人
並
に
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第
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石

狩
の

歴

史

時
代

三
三
八

稼
方
土
人
差
避
し
漁
業
致
さ
せ
、
取
揚
荷
物
は
時
相
場
を
以
て
、
出
役
立
会
の
上
船
々
へ
相
払
申
候
、
且
つ
土
人
共
相
用
い

申
候
飯
料
の
緋
等
は
石
狩
へ
運
送
致
さ
せ
膣
き
、
申
出
で
次
第
貸
渡
申
候
.
°

但
本
文
高
島
領
の
内
漁
場

一
ヶ
所
の
義
は
当
年
新
手
場
所
の
義
に
御
座
候
。

一
、
土
人
共
取
逍
し
候
節
は
定
め
の
給
料
相
与
え
日
々

抱
と
唱
え
、
.米
並
に
濁
酒
等
与
え
、
年
中
出
産
波
類
其
外
相
納
め
候

え
ど
も
、
定
価
を
以
て
買
入
れ
年
分
の
総
勘
定
は
、
秋
漁
し
ま
い
の
上
会
所
に
お
い
て
役
々
立
会
の
上
、
納
品
又
は
貸
付
つ

か
わ
し
品
共
逐
一
調
べ
致
さ
せ
、
勘
定
相
決
し
先
方
好
み
の
品
、
米
、
酒
、
反
物
、
雜
具
等
取
ら
せ
申
候
、
尤
其
年
に
よ
り

差
引
勘
定
相
立
た
ず
候
て
も
、
明
年
の
生
活
方
は
差
支
え
な
き
様
物
品
貸
つ
か
わ
し
候
義
に
御
座
候
。

但
し
皮
類
定
価
を
以
て
質
入
方
其
外
共
土
人
撫
育
帳
え
記
し
置
き
候
。

一
、
直
場
所
雄
物
を
始
め
役
々
住
居
、
番
人
小
屋
、
漁
所
修
復
又
は
新
規
取
立
等
の
節
相
用
い
候
諸
材
は
、
石
狩
領
山
々
よ
り

伐
出
申
候
、
右
伐
出
候
義
は
杣
共
え
申
付
け
百
石
に
付
代
金
何
程
と
取
極
め
、
手
間
質
渡
方
仕
候
、
此

用
の
薪
炭
は
そ
れ

ぞ
れ
稼
人
よ
り
買
入
尤
先
方
願
に
寄
り
仕
入
を
し
取
交
相
渡
申
候
。

一
、
土
人
共
義
秋
漁
事
相
済
し
銘
々
居
場
所
へ
立
戻
り
候
節
は
、
番
人
共
の
内I

人
を
差
添
え
米
、
塩
、
噌
其
外
土
人
共
必
要

の
諸
品
獱
入
れ
、
川
通
り
相
登
ら
せ
そ
れ
ぞ
れ
居
場
所
へ
安
住
、
冬
中
熊
獬
其
外
烏
獣
を
狩
立
て
、
翌
年
中
春

の
頃

よ

り

追
々
下
山
致
し
、
旎
胆
皮
並
に
狐
瀬
等
の
小
皮
、
真
羽
等
相
納
め
候
に
付
、
そ
れ
ぞ
れ
定
価
を
以
て
買
入
こ
と
ご
と
く
取
集

め
、
追
々
秋
漁
仕
舞
勘
定
致
し
つ
か
わ
し
候
、
委
細
土
人
撫
育
調
帳
え
記
し
厫
候
。

一、土
人
ヲ
ム
シ
ャ
と
唱
え
年
々
初
秋
の
頃
役
土
人
共

|
同
呼
出
し
、
個
条
書
を
以
て
法
度
筋
申
渡
し
、
酒
茧
等
取
ら
せ
仕
来

り
に
こ
れ
ぁ
り
、
右
品
定
員
数
委
細
の
遜
は
、
±
人
撫
育
の
廉
え
挙
載
致
し
置
候
。

1
、
漁
場
手
当
の
貌
は
是
ま
で
其
年
の
手
漁
«
並
に
土
人
網
の
分
、
其
総
高
の

赍
割
方
払
代
積
に
致
し
、
役
々
並
に
取
締
役
以

下
番
人
末
々
ま
で
手
当
蓬
迪
候
義
、
旧
藉
以
来
の
定
例
に
こ
れ
ぁ
り
、
且
鯡
漁
場
の
義
も
同
様
に
有
之
候
。

右
の
通
及
御
演
苦
候

以
上



と
、
当
時
の
産
物
取
集
め
の
方
法
や
ア
イ
ヌ
人
の
取
扱
方
な
ど
を
く
わ
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
詳
細
調
を
あ
げ
る
と
、

.石

狩領

里数

調

シ

二

.
ツ

フ

石

狩

フンべ

ムイ

小

樽

内

川

銭

函

ホン

ホ

キ

ハ

ツ

サフ

右

之

通

午

八

月

一
里

厚
田

■
石
狩
植

ニ
里
三
町
三
十
間

ー
里
十
六
町

三
十
間

一
里

石
狩

.
小
博
境

一
里
八
丁

三
里

ニ
里
二
十

一
町

ト

m

ヒ

ラ

ァ

シベ

ッ

シ

ュ

マ

ッ

フ

ヒ

ト

H

ツ

イ

シカ

リ

シ

ュ

マ

ツ

フ

ニ
里

ニ
里
半石

狩

.
雄
物
挺

四
里

卅
四
丁
但

州
筋
通

四
里
卅
三

丁

前
同
様

五
里

役

土

人

名
前

調
®

石

狩

惣
乙
名

ガ

サ
ヒ
テ
ア

エ
ノ

ク
ウ

チ
ン

コ
レ

シ
ン

ア
エ
ノ

シ
リ

コ
フ

ツ
ネ

イ
ナ
ヲ
サ
ン

石

狩
惣

こ

名

上

川

小

使

A

ガ

サ
ケ

エ
タ
ラ

シ
リ
カ
ン

チ

ュ

イ
カ

シ
ト
シ

カ
ン

ナ

ノ
ミ

レ
ヌ

ン

ハ

第
三

編
.
石

狩

の

歴

史

時
代

三
三
九



第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

上

川

小

使

イ
ソ

チ

ュ
ウ

A

シ
ト
レ
ン
テ

"

ケ
セ

ア
マ

"

イ
チ
シ
テ

中

川
K
3

名

セ

ツ
力
ウ
シ

右
之
通
御
座

候

以
上

午

八

月

石
狩
秋
味
鮭
引
揚
ケ
処

並
歩
役
取
立
方
調
書

三
割
役

一
、
字
シ

ュ
ッ
プ

中

川

乙

名

中

川

小

使

同

一
、
字

浜

中

I
、

字

同処

割
五
分

1
、

字
ホ
リ
カ
ム
イ

松
前
出
稼

山

田

文

右

衛

門

古
平

出
稼

得
次
郎

御
手

網

山

田

文

右

術

門

三
四0

ト
ミ

ハ
セ

イ
ソ

ラ
ン

イ
ナ
ヲ
カ
ン

ト
リ

セ
ン

ラ
マ

二
十
九
人

但
是
は

三
割
役
取
立
べ
き
処
本
陣
通
行
取
扱
所
在
に
付
右
入
©
為
に
半
役
免
税
相
成
居
候



三
割
役

一
、
字

ワ
ツ
カ
オ
ィ

一
、
字
テ
ィ
子
ィ

i
、

字

フ
ル
ウ

一
、
字
ヤ
ウ
シ

ハ

但
土
人
取
狸
の
魚
は
定
直
段
有
之
買
入
申
候

委
細
は

土
人
撫
育
の
廉
え
記
し
置
候

山

田

文

右

術

門

御手

網

土人

網

同

断

三
割
役

同同司

字

マ
ク
ン
ぺ
ツ

字

マ
ク
ン
べ

ツ
向

字

モ
シ
ン
レ
ツ
フ

字
中
モ
シ
ン
レ
ッ
フ

同

一
、
字
下
モ
シ
ン
レ
ッ
フ

一
、
字

シ
ビ
シ
ピ
ウ
シ

第
三
編

石

狩の

歴史

時代

石
狩
永
住

石
狩
永
住

石
狩
永
住

利

右

衛

門

兵

衛

卯兵

衛

幸

吉

山

田

文

右

術

門

佐

藤

広

右

衡

門

小
樽

取
扱

平

原

幸

市

土人

網

三
四



第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

三
割
役

I
、

字
上
シ
ビ
シ
ビ
ゥ
シ

同
I
、

字
ヒ
ラ
カ
ヤ
ウ
シ

一
、
字
下
ト
ゥ
ャ
ゥ

シ

三
割
役

一
、
字
ゥ
ツ

ナ
ィ

同

一
、
字
下
ゥ
ツ

ナ
ィ

同I
、

字
上

ハ
ン
ナ

ク
ル

同

一
、
字
中

ハ
ン
ナ

ク
ル

同

一
、.
字

同
処

司I
、

字
下

ハ
ン
ナ

ク
ル

同

一
、
字
上
ト
ウ
ヤ
ウ

シ

石
狩
永
住

周

吉

箱
舘
出
稼

f
f
i

兵

術

土
人

網

箱
舘
出

稼
佐

藤

広

右

衛

門

石
狩
永
住

萬

六

山

田

文

右

術

門

小
樽
出
稼

石

五

郎

石
狩
永
住

新

蔵

小
樽
出
稼

源

次

箱
舘
出
稼

金
兵
衛



I
、

字
下
ト
ウ
ヤ
ウ

シ

同

一
、
字
上
サ

ツ
ポa

一
、
字
下
サ
ツ
ポ

ロ
フ
ト

i
、

字
オ
タ

ヒ
リ

三
割
役

一
、
字
下
オ
タ

ヒ
リ

同

一
、
字

へ
ケ
ン

ト
シ
カ

二
割
役

一、

字

ヒ

ト

工

同I
、

字

ホ
ン

ヒ

ト

エ

同

一
、
字

同
処

同

I
、

字
ト
ェ
ヒ
リ

同第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

山

田

文

右

術

門

小
樽
出
稼

三
太

郎

土

人

網

同

断

石
狩
永
住

藤

吉

小
樽
出
稼

三太郎

山

田

文

右

術

門

石
狩
永
住

常

太

5
?

石
狩
永
住

常太郎

山

田

文

右

術

門

石
狩
永
住

卯
兵

衛

石
狩
永
住



第
一一

同同同同同同同

編

石

狩

の
歴

史

時
代

、
字
ト
ウ

へ
ツ
フ
ト

、
字
タ
ン

ネ

ヤ
ウ
シ

向

、

字

タ
ン

ネ

ヤ
ウ
シ

、
字
ト

マ
マ
タ
イ

、
字
下
向
下

、
字
下
向

、
字

ツ
イ
シ
カ
リ
前
浜

三
四
四

字
上
向

右
之
通
り
尤
年
々
入
狂
も
御
座
候

以
上

午

八

月

石
狩
永
住

荘
丘

(

術

作
次
郎

山

田

文

右

衛

門

前前前前前

同

人

同

人

同

人

同

人

同

人



御
手

網

調

浜

、
錐

網

同

一
、
同

古

網

同

一
、
同

袋

網

同

1
、

蛙

古

袋

網

字

テ
ィ
子
ィ

一
、

網

同

一
、
同

袋

網

浅
利
出
張
所

一
、
鯡

網

同

一
、
同

袋

網

シ
ク

ス
シ
出
張
所

r

鯡

網

同

一
、
同

袋

網

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

五
百

二
十
間

i

牧

九
百
九
十

間

二
十

ニ
枚

百
五
十

間

ニ
枚

一一一百
六
十

間

五
枚

千
八
百
九
十

ニ
間

八
枚

三
百

六
十

ニ
間

六
枚

二
百
九
十

間

ニ
枚

ニ
千

二
百

六
十

八
間

七
枚

百
四
十

五
間

一
枚

千
九
百
四
十

四
間

六
枚

三
四
五



第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

船
員

数

調

一
、
番

船

、

船

、

船

、
三

半

船

、
保

津

知船

、
磯

船

、
丸木

船

右
之
通
御
座

候

以
上

午

八

月

三
四
六

I

般

ー三
艘

三

艘

九

®

八

艘

十
二

艘

漁
場
並
永
住

出
稼
船
持
調
書

総
船
数

合
百
三
四
艘

内
三
半
、
保
津
知
取
合

五
十

艘

丸
木
船

四
十
九
艘

礎

A

三
十

五
艘

右
は

漁
場
網
持
並
永
住

出
稼
船
数
調
奉
書
上
候

以
上

午

八

月

百
姓

代

宇

兵

衛

印



年

寄

新
兵

術

印

石

狩

御

役
所

以
上
の
如
く
当
時
石
狩
漁
場
の

ア
ィ
ヌ
人
は
、
そ
の
役
土
人
の
所
在
か

ら
見
て
、
上
川
管
内
中
川
地
方
ま
で
含
ま
れ
、
ま
た
漁
場

は
御
手
網
ニ
統
、
十
一
人
網
六
統
、
石
狩
永
住
人
網
が
十
三
統
、
出
稼
人
網
が

二
十
三
統
、
合
計
四
十
四
統
建
て
ら
れ
、
御
手
網
及

び
土
人
網
の
漁
獲
は
総
べ
て
定
め
ら
れ
た
値
段
で

役
所
が
引
取
り
、
出
稼
及
び
永
住
の

産
物
は

ニ
割
及
至
三
割
を
場
所
に
ょ
っ
て
租

税
と
し
て
納
入
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
年
産
高
は

石
狩
産
物
石
高
凡
見
込
調

千
五
百
石

手

網

千
五
百
石

土
人

武

千
石

役

魚

一
、

凡
五
千
石
目

御
手
網
並
土
人
網
と
も

一
、
鱒

凡
百
石
目

是
は
御
手
網
並
土
人
網
の
外
出
稼
人
無
御
座
候

右
之
通
り
御
座
候

以
上

午

八

月

第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

三
四
七



把 把 把 把 把 把 把 俵 把 冠

■ • ■ • - - Lfld] ■ ■ » ■ I ■ _ ̶

枚 枚 枚 枚 枚 枚 枚 枚 尾 尾枚 枚 枚 枚

代 代 代 代 代 代 代 代 代 代 代 代 代 代
玄 す
米 米

八 茛 茛 莨 茛 莨 茛 莨 莨 茛 茛 升 莨 货

5 入

m
八

一
把

半
把

小
半

把
四
俵

三
俵

一
俵

雲

匁
に

付

軽
物
其

外

直

段
調
書

御

軽
物

鼠
直
段

書

一®

粕

尾袋

共

I
飼

贈

尾

’

一

上

獺

皮

一

中

瀬

皮

ー下

皮

一

狐

皮

~

狃

皮

一

鹿

皮

一

中

皮

一

下

皮

穴

熊

皮胆
共

一

上

胆

一

中

胆

一

下

胆

一

上大
皮

一中

皮

一

下

皮

一

上
野

熊

皮

第
三

編

石

狩
の

歴

史

時
代

と
あ

っ
て
、

五
千
石
、
鱒
百
石
位
の
產

高
を
あ
げ
て
い
る
。

ア
ィ
ヌ
人
の
生
産
す
る
産
物
の
価
格
は
、



中

皮

下

皮

上野

熊胆

中

胆

下

胆

飼

熊

皮

産物

買

入

直

段

©

■
秋

昧

荒

巻

0

外割

鮮

厚

子

並

キナ

綾

キナ

ア
フ

ミ

ケ

ァ

シ

.ナ

リ

ヮ
ツ
ヵ
キ
フ

榀

皮

桃

皮

榀

袋網

i

枚

/
/

一枚

/
/

奴

付

代

7

代代

一枚

代
玄米

ニ
束
十
本
に

付

代
玄
米

六
束
に

付

代

五
束

に
付

代

四
束

に
付

代

一
反

代

■

一
枚

代

枚
巾

三
尺

ニ
間
も

の

代

玄

I
枚

代

一
枚

代

一
枚

代

二
十
貫
目

に
付

.
代
玄
米

二
十
貫0

に
付

代

三
寸

六
十

目
、
長

ニ
尋
半

一
把

莨

M

米八
升
入

八
升
入

莨米莨八
升
入

ニ
俵

ー半
把

小
半
把

五
合

ー
傣

一
俵

I

俵

-

俵
一
俵

一
俵

ニ
把

ニ
俵

半
把

半
把

半
把

一
嵌

I

俵

代
造
米

I

俵

一良

ニ
把

第
三
編

石

狩
の

歴
史
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代

三
四
九



第
三
編

石

狩

の

歴

史

時
代

三
五〇

脇脇荒上中下

手

網網網船船船

三
寸

ニ
分
六
十
目
、
長
三
尋
半

一
把

五
寸
六
十
目
、
長
三
尋
半

~

尺
六
十
目
、
長
ニ
尋
半

I

庚

巾
三
尺
よ
り
四
尺
ま
で

_
f

長
七
尋
よ
り
八
尋
ま
で

I

艘

一

把把

代
造
米

一
俵

代

莨

三
把

代

"

ニ
把

代
造
米
十
二
俵

代

"

十
俵

代

〃

八
俵

と
い
う
価
格
で

ほ
と
ん
ど
品
物
に

よ
っ
て

換

さ
れ
て
い
る
。
ま
た

こ
うL

た
生
産
に
当
る
外
永
住

人
や
出
稼
人
の
漁
場
に

入
れ

ら
れ
て
労
働
す

る
者
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
給
料
は

雇

土人

給

八

升

入

造

米

料

四十

俵

三十

俵

二
十
五
俵

二
十

俵

二
十
五
俵

二
十

俵

十
九

俵

役
土
人
年
中
給
料

上
男
土
人
前
同
断

中
男
土
人

同

下
男
土
人
同

上
女
土
人
同

中
女
土
人
同

下
女
土
人
同

之

通

午

八

月

と
あ

っ
て
、
は
る
か
に
前
藉
府
時
代
か

ら
見
る
と
優
遇

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

こ
れ
ら
ア
イ
ヌ

人
の
取
扱
に

つ
い
て
は

官
設

の
取
締

役
其
他
が
置
か
れ
て
厳
1
11な
監
督
を
な
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
こ
の
役
人
は
、

右



取
締
役
並
以
下

番
人
春
年
給

料
調

1

金

七

十
両

取
締
役

並

一
金

四

十
両

物

書

役

一
金
三
十

三
両

同

一
金

四

十
両

出
人
世
話
役

I

金

三

十
両

同

I

金

ニ

十
両

勤

務

人
頭

一
金

ニ

十
両

勤
番

人

!

金

十
九

両

同

一
金

十
九

両

同

一
金

十
九

両

同

!

金

十
七

両

同

I

金

十
七

両

同

I

金

十
七

両

平

番

人

I

金

十
七

両

同

一
金

十

六

両

同

一
金

十
七

両

同

一
金

十
四

両

同

一
金

二
十

ニ
両

番

人

大
工

!

金

ニ
十
三

両

同

佐

々
木

勝

蔵

川

菊
次
郎

横

山

初太郎

玉

川

啓吉

赤

田

徳四郎

田
付

淸
左
街
門

平
四
郎

良

吉

久
兵
術

与

助

治
兵
衛

脂

五
郎

文

七

弓

吉

吉
三
郎

孫

作

善
太
郎

泰
作

f
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代



第
三

編

石

狩
の

歴

史

時
代

三
五
ニ

一
金

十
両

定

雇

龜
吉

一
金

十
五

両

同

吉
太
郎

一
金

十
六

両

同

乎

吉

一
金

十
五

両

同

男

吉

I

金

十
五

両

同

市
之
助

一
金

十
五

両

同

倫

吉

一
金九両

同

礼吉

一
金

十
五

两

同

重

太

I

金

十
二

両

同

伊
三
郎

一
金

十両

同

平

蔵

I

金
四
両

二
分

同

国
太
郎

同

定
五
郎

但
此
者
儀
は
今
般
抱
入
申
候
に
付
給
料
定
め
致
さ
ず
追
而
働

方
見
届
候
上
相
定
候
積
の
亊

右
之
通
に

御
座

候

以
上

午

八

月

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

給
料
で

三
十

一
人
の
者
が
当

っ
て
い
る
が
、
そ
の

ア
ィ
ヌ
人
撫
育
の
方
法
も
従
来
の

習
を
守

っ
て
行
な
わ
れ
、

こ
れ
が
ま
た
こ
の
時
代
金
銭
を
以
て
支
払
い
と
い
ぅ
こ
と
の
な
か
っ
た
当
時
に
於
け
る
、
年
中
行
事
と
し
て
労
働
放
金
以
外
に
支

铪

さ
れ
た
賞
与
の
ょ
ぅ
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、



年
中
上
人
へ

差
逍
品
調
®

一
、
清

酒

五合

濁酒

五合

雑

煮

餅

一
、
清

酒

五合

一
、
淸
酒

ニ
合
五
勺

濁

酒

五

合

餅

五

切

一
、
淸

酒

五合

濁

酒

一升

I
、

淸
酒

ニ
合
五
勺

濁
酒

五
合

づ

つ

i
、

淸

酒

五合

濁
酒

五
合

づ

つ

I
、

淸
酒

ニ
合
五
勺

濁
酒

五
合
づ

つ

一
、
清
酒

ニ
合
五
勺

獨
酒

五
合
づ

X

1
、

淸酒

五合

濁
酒

五
合

づ

X

正
月
元
日
居
合
役
土

人

へ
差
迆
す
但
役
所
入
用

居
合
役
土
人
へ

元
日
御
礼

の
節
差
追
す

但
役
所
入
用

正
月
居
合
土
人

セ
力
チ
迄
差

す
但

役
所

入
用

正
月
十
五

日
居
合
役
土
人
迄

差
迆
す
但
役
所
入

前
同
断
居
合
平
土
人
に

差
逍
す
但

同
断

五
月
節
句
の

節
居
合
役
土
人
へ

差
逍
す
但

同
断

前
同
断
居
合
平
土
人
へ

差
迆
す
但

同
断

上
川
、
中
川
土
人
共
登
り
下
り
両
度
差
逍
す
但

同
断

七
月
十
五

日
居
合
役
土
人
へ

差
逍
す

但
同
断
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代



第
三
編

石

狩

の

歴

史

時代

三
五
四

淸
酒

濁酒清酒濁

酒

清酒濁

酒

濁

酒

淸酒淸酒濁

酒

清酒清

酒

淸

酒

清

酒

ニ
合
五
勺

五合

づk

一

樽

ニ

樽

ニ

升

ニ

升

ニ

升
-

升

一

樽

一

樽

五

升

四

升

三

升

五合

、
清

酒

五合

染

木綿

一

反

、
清酒

五合

濁

酒

四

升

地

廻

茛

I

把

前
同
断
居
合
平
土
人
へ
差
迆
す
但

同
断

川

普
請
任
舞
の
節
に
差
遣
す

但
同
断

人
数
十
五
人
普
請
仕
舞

の
節
に
差
遣
す

但
同
断

秋
味
漁
業
中
三
度
カ
ム
ィ
ノ
、
、
、
一
流
に
付
右
の
酒
差
迆
す
、
但
同
断

網
結
始
の
節
出
来
相
成
候
節

一
流
づX

へ
差
遣
す

但
同
断

秋
味
十
束
引
立
者
へ
祝
と
し
て
差
迆
す

但

断

山
道
普
請
の
節
に
出
来
に
相
成
候
節
差
迪
す
但

同
断

一
番

初
蛙
と
し
て

差
出
し
節
差
迪
す
但

同
断

二
番
同
断
、
但
同
断

三
番

同
断
、
但
同
断

秋
味
漁
業
仕
舞

の
節
網

一
流
に
付
、
役
て
ひ
ら
に
差
迪
し
外
に
ケ
リ
二
足
納
入
の

節
差
迆
す

但
同
断

土
人
出
生
の
節
に
差
迫
す

但
同
断

土
人
死
亡
に
差
逍
す
但

同
断



玄米

一升

白

木

綿

五

尺

紺

木
綿

五

尺

一
、
濁

酒

一升

一
、
淸酒

五合

濁酒

五合

地

廻

莨

ニ

把
I
、

清

酒

五合

濁

酒

一升

I
、

淸
酒
ニ

合
五
勺

濁酒

五合

一
、
古手

一枚

玄

米

五

升

一
、
古
手

I

枚

玄
米

ニ
斗
五
升

i
、

綿
入
古
手

I

枚

i
、

玄

米

八

升

一
、
玄米

八

升
，

一
、
玄米

五合

濁
酒

ニ
合
五
勺

第
三
編

石

狩

の

歴
史

時
代

土
人
勘
定
仕
舞
に

惣
土
人
に

差

す
但

同
断

居
合
役
土
人
弁
務
交
代
に

差
迆
す
但

同
断

役
土
人
触
場
引
払
の
節
差
遣
す

但
同
断

場
引
払
の
節
平
土
人
に

差
迫
す

但
同
断

八
十
歳
以
上
の

者
へ
年

々
勘
定
の

節
に

差

す
但

同
断

腦
菡
孤
独
の

者

へ
前
同
様
差
逍
す
但
同
断

七
歳
未
満
の
者
に
年

々
勘
定
の

節
に
差it

す
但

同
断

土
人

一
人
に
付
小
皮
類
十
枚
以
上
差
出
し
者
へ
勘
定

の
節
代
料
の
外
右
手

当
差
迆

す
但

同
断

熊
胆
十
匁
以
上

目
形
有
之
節
代
料
外
手
当
と
し
て
差
迆
す
但

同
断

屜
相
勤
候
者
給
料
の

外

一
人
に
付
介
抱
の

為
め

日
々
差
遣
す

但
同
断

三
五
五



第
三
編

石

狩

の

歴

史

時
代

三
五
六

!

、
玄
米

ニ
合
五
勺

秋
味
漁
業
中
代
料
の

外
日
々
差
追
す

但
同
料

濁
酒

ニ
合
五
勺

右

の

通

午

八

月

と
あ

っ
て
、
正
月
や
節
句
、
或
は

川
普
請
や
漁
業
の
初
め

終
り
、
ま
た
は
出
生
、
死
亡
、
そ
の
他

八
十
歳
以
上
の

者
や
七
歳
未
満
の

幼
児
に

そ
れ
ぞ
れ

酒
や
米
や
古
手

(
古
着
類
)
な
ど
を

与
え
て

い
る
。
さ
ら
に

一
、
清

酒

五合

御
廻
浦
の
節
に
居
会
役
土
人

一
人
前
に

付
右
の

通
所
下
相
成
候

地

廻
茛

I
把

一
、
淸酒五

合

当
所
®
役
と
し
て
御
詰
の
節
は
御
着
並
御
帰
も
同
断
下
さ
れ

地

廻

莨

一
把

と
、
高
官
の

巡
視
の

節
や
詰
合
役
員
の

赴
任

や
転
任

の
際
に
も
、
こ
ぅ
し
た
給
与
が

あ
り
、

こ
と
に
ォ
ム

シ
ャ
と
称
し
毎
年
場
所
内

の
総

ア
ィ
ヌ
人
を
集
め
、

書
な
ど
を
読
聞
か
せ

、
後
に

酒
そ
の
他
を

取
ら
せ
る
お
祭
の

ょ
ぅ
な
行
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

、

ヲ
ム
シ
ャ
の
節
差
迆

す
品

一
、
清
酒
五
升
入

一
樽

ト
ク
ヒ
タ
、
上

ッ
、
上
力
ハ
タ
、
下
力
ハ
タ
、
シ

ュ
マX

フ

右
五
ケ
所
に

五
升
ニ
把
つ
つ

地

廻

莨

ニ

把

差
造
す

一
、
淸
酒
五

升
入
！
樽

造
米
八
升
入

一
俵

役
土
人

二
十
四
人
へ
差
迆
す

粧
四
升

入

一
俵



土
產

取
十
二
人
へ
差
迆
す

漁
業
出
精
の
者
へ
差

す

地
廻
莨

ニ
把

清
酒
四
升
入

一
樽

造
米
八
升
入

一
俊

糚

四
升

入I

俵

地
廻
莨

ニ
把

淸
酒
三
升
入

一
樽

地
廻
莨

ニ
把

清
酒

一
石
六
斗
ニ
升
五
合

平
土
人
男
女
共I

人
に
付
五
合
づ

つ
、
其
人
数
三
百
二
十
五
人
差
逍
す
。

濁
酒

一
石
六
斗

ニ
升
五
合

淸
酒

ニ
斗
九
升

役
土
人
並
漁
業
出
精
の

者
に
合
盃
を
以
て
右
含
候

濁

酒

八

升

ア
サ
リ
外

一

ヶ
所

漁
場
相
廻
候
者
に
右
含
候

白
米
四
斗
入
三
俵

飯
に
致
し
役
土
人
並
漁
業
出
精
の
者
に
膳
分
、
平
土
人
は

お
椀
に

て

一
盃
づ
つ
差

す

濁

酒

三

石

玄
関
前
に
お
い
て
役
土
人
よ
り
土
人
ま
で
羞
逍
す

な
ど
の
歓
待
を
す
る
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
総
称

し
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
ア
ィ
ヌ
人
の
撫
育
介
抱
で

あ
る
。

当
時
に

至

っ
て
も
も
ち
ろ
ん
商
店
な

ど
は
な
く
、
蕋
府
時
代
場
所
箭
負
人
や
或
は
出
稼
人
が
行

っ
た
ょ
ぅ
に
、
日
用
必
需
物
資
雑

貨
等

は
出
稼
人
山
田
文
右
術
門
が
仕
込
を

し
て
い

る
が
、
そ
の
品
目
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
網
羅
し
、
そ
の

一
年
間
の
需
要

消

高

文
、

第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

三
五
七



無 紺 判 闰 色 紺 縁 手 S5 栖 揚 合 染 白 古 玉 切 わ 生

尻 手 ら
足 切 小 切 拭 木 木 羽 木 木 素 素

会 着 び

羽 袋 綿 糸 伝 糸 布 地 綿 綿 布 钳 綿 綿 物 麵 麵 花 麩

三
五
八

五
十

斤

三
十

斤
三
璉

二
十
箱

五
百
枚

二
百
反

五
百
反

二
百
反

H

百
反

五
十
反

五
十
反

五
十

反

五
十

反

五
十
把

十
五

玉
十
玉

十
箇

五
百
足

百
枚

第
三
捐

石

狩
の

歴

史

時
代

I

ケ
年
御

入
用

品
注
文
惣
調
高

1
、

玄

白

米

三
千

五
百
儀

一
、
餅

米

百
五
十

俵

一
、
塩

~

万
俵

>

味

噌

一
一
'

s'
®

i
、

踏

油

二
百
搏

一
、
酒

五
百
樽

一
、
酢

五
搏

一
、
大

豆

十
五

俵

一
、
小

©

三十

®

一
、
柿

渋

三十

樽

1
、

白

¥

油

三
樽

I
、

種

油

一
傅

一
、

玉

砂

糖

三
1
、

白

砂

糖

五
搏

一
、
#

茶

五
百
斤

,

上

茶

五
十

斤

I
、

阿
波

莨

.
十
五

箱

一
、
地

廻
茛

+
E
I
I

1
、

葛

三
十
/
r



丼 頮 摺 茶 飯 並 土 皮 家 鍋 刃 長 草 草 附 灯 蠟 市 市 金

呑 獨
戸 茶 取 割 山 引

茶 取

盃 鉢 捥 椀 皿 瓶 針 釘 合 鉄 鉄 ® 鞋 木 心 合 苧 皮 苧

十
五X

目

五
百X

目

十
五V

目

三
十
踏

ニ
貫
目

百
丸

五
十
個

五
百
足

五
十
筒

十
五

バ
目

百
枚

千
把

十
疋

百
二
百
枚

百
人
#-

ニ
百

三
十
枚

五
十

三
十

三
五
九

I
、

股

引

二
十

I
、

縞

_

木

綿

三
十

反

~
、

上

半

紙

十
二

V
一
、
並

半
紙

二
十

X

i
、

上半

切

紙

三
千

枚

I
、

蠟

半
切

紙

五
千
枚

一
、
薄

ロ

紙

三
百
丁

一
、
奉

書

紙

三
十
丁

一
、
西

之

内

紙

百
丁

一
、
美

濃

紙

？
T

一
、
筆

百
五
十
対

一
、
蟲

七
十
お

一
、
朱

0

一
一 i

I
、

帳
面

取

合

百
冊

一
、
青

糸

二
百
目

一
、
蓮

取
合

七
百
束

一
、
溥

縁

百
枚

一
、
小

松

表

四
百

枚

一、

畳

五
十
®

一
、
縄

取

合

三
百

丸
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編
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第
三
編

S

狩
の

歴

史

時
代

三
六〇

一
、
砂

鉢

三
十

枚

I
、
■

提

灯

十

一
、
米

通

五
ッ

1

、
水

戸

煙
草

十
箱

I
、

刷

毛

十
五
枚

一
、
大阪酒

十五

搏

~
砥

石

？

丁

一
、
高

張

十

一
、
柄

均

百
五
十
本

一
、
三

ッ

椀

二
百
人
前

一
、
髮

付

油

五
百
本

一
、
が

ん

陶

五
ナ
ホ

一
、
元

結

三
十
束

一
、
真

綿

一i

匁

一
、
傘

1

一一ナ
本

I
、

網

取
合

ニ
千
五
百
二
十
間

i
、

弓

張

提

灯

■三十

一
、
練

網

取合

四百

間

一
、
笊

取合

百
枚

一
、
網

宇

取合

十

一
個
三
玉

一
、
蝦與

椀

五
百

一
、
薪

千
敷

一
、
煙

管

1
~
、

魚

油

七
ナ
㈣

r

塩

通

三
十

炭

千
五
百
俵

「
網

羽

縄

五
ナA

一

、

材

木

凡
三
千
石

一
、
帶

百
本

一
、

百
五
十
丸

一
、
麻

裏

草

履

百
足

右
之
通
御
座
候

以
上

午

八

月

‘

と
、
米
塩
か
ら
酒
、
擗
油
、
木
綿
糸

、
筆
墨
、
半
紙
、
髮
付
油
の
果
て
ま
で
揃
へ

て
仕
入
れ
た

も
の
で
、
こ
れ
ら
の
品

目

を

見

る

と
、
往
時
の

石
狩
の
人

々
の
生
活
が

彷
彿
さ
れ
る
ば
か

り
か
、
さ
な
が
ら
百
貨
店
を
思
わ
せ

る
も
の
が
あ
る
。



出
稼
及
び
永
住
の
漁
桀
者
に
は
浮
小
物
成
と
か
伐
木
小
役
な
ど

X

い
う
雑
税
が
あ
り
、
前
記

歩
役
の
外
に
雑
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
る
こ
と

に
な

つ
て
い

る
そ
の

金
額
は

石
狩
郡
浮
小
物
成

一
、
合

船

役

銭五

百文

同

貫
八
百
文

同

害
貫
二
百
文

同

六

百

文

同

三

百

文

巾
八
尺
よ
り
八
尺
九
寸
迄

中
避
船

巾
六
尺
よ
り
七
尺
九
寸
迄

■

図

合

船

巾
五
尺
よ
り
六
尺
四
寸
迄

三

半

船

巾
三
尺
よ
り
四
尺
九
寸
迄

保

津

知船

巾
ニ
尺
九
寸
以

下

磯

船

I

い
ぅ
よ
ぅ

に
そ
の
船
の
大
小
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
伐
木
小
役
は

伐
木
其
外
小
役
取
立

一
、
材
木
、

挽
、
榀
皮
、
®
皮
、
薪

右

©

割

一
、
菅
、
葭

右

無

役

是
は
売
木
並
に
他
郡
の
者
相
越
伐
木
致
し
候
節
書
面
の

役
取
立
て
追
て
苗
木
植
付
入
用
に
宛
る
積

留

木

一
、
槐
、
桑
、
オ
ン

コ
木
、
椴
、
若
木
、

シ
コ

口
木
但
右
之

木
品
は
伐
木
差
留
候
亊

ー
、
炭
焼
渡
世
の
も
の
は
炭
寵
一
ケ
所
に
付
炭
十
貫
目
入
五
俵
銭
ニ
貫
文
づ
っ
年

相々
納
候

一
、
髙
島
、
小
博
村
に

て
漁
業
用
但
つ
薪
其
外
等
石
狩
領

字
小
榑
内
川
最
寄
山
に
お
い
て
伐
出
候
者
、
当
役
所
へ

願
出
候
に
は

第
三
編

石

狩

の

歴
史

時
代
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六I



第
三
編

石

狩
の

歴

史

時
代

三
六
ニ

免
判
下
渡
さ
る
、
尤
右
場
所
に

お
い
て
改
の
節
者
役
に
出
張
相
改
候

と

い
ぅ

も
の
で
あ

っ
た
。

こ
と
に
維
新
後
の
石
狩
は
対
樺
太
経
営
な

ど
も
あ

っ
て
、
官
吏
の

往
来
も
加
わ
り
、
従
来
の
駅
遄
を
本
陣

と

称
し
て
山
田
文
右
衛

門
が
取
扱

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
経
©
を
見
る
に
山
田
の
代
人
が
提
出
し
た
書
類
に
ょ
る
と

、

本
陣
諸
入
用
取
調
書

覚

一
金
千
四
百
十
五
両

一
分
三
厘

I

金
七
十
五
両

I

金
三
十
七
両

二
分

一
金
三
百
両

!

金
三
百
五
十
両

一
金
四
百
五
十
両

一
金
五
十
五
両

I

金
百
二
十
七
両

i

金
九
百
五
十
両

X

金
三
千
七
百
六
十
両
也

入
金
凡
四
百
両
也

御
賄
料
人
馬
賃
銭
共

一
ヶ
年
分

入
金
五
百
四
十

一
両

一
分
ニ
厘
と
銭
三
百
二
十
九
文

昨
已
年
秋
味
鮭
漁
歩
役

一
割
御
用
捨
分
、
直
段
凡
百
石
目
に
付
金

七
百
両
見
込

米
三
百
五
十
俵
と
銭
ニ
十
五
文

中
四
斗
入

味
噌

ニ
斗
入
三
十
博
直
段f

樽
に
付
金
ニ
両
二
分

盤
油
ニ
斗
入
二
十
五
撙
直
段

一
樽
に
付
金

一
両
二
分

薪
木
三
百
敷
直
段I

敷
に
付
金

一
両

炭
七
百
本
直
段I

本
に
付
金
ニ
分

御
本
陣
間
代I

人
外
座
敷
廻
り
取
扱
帳
場
迄
御
見
立
掛
り
其
外
料
理
方
飯
焚
馬
追
共
、

数
合
二
十
二
人
上
中
下
給
料
の
高

魚
油
四

斗
入
十

樽
直
段

一
樽
に
付

金
五
両
二
分

竹
原
塩
ニ
百
廣
分
と
銭
四
百
文

一
切
諸
継
料
の
高



¥

金
九
百
四
十

~

両

一
分
ニ
厘
と
銭
三
百
二
十
九
文

右
之
通
当

本
陣
諸

入
用
調
擔
ー

ケ
年
分
乍
恐
以
書

而
御
届
奉
申
上
候
以
上

明
治
三
年

石
狩

御
本
陣
持

八

月

山

田

代

石

狩御

役
所

ま
た
、
人
馬
継
立
の

一
年
間
の
状
況

は
、

人
馬

調

書

上

覚

一
、
人
足
二
百
人

小
樽
、
厚
田
、
銭
箱
、
札
幌
、
千
歳
、
川
右
数
ケ
所
継
立

増
人
足
四
百
人

ダ
人
数

六
百
人

~

馬
四
百
五
十
疋

増
馬

四
百
疋

前
同
様
継
立

¥

八
百
五
十
疋

右
之
通
当
本
陣
馬
継
立

一.ケ
年
奉
®
上
候

以
上

■
午

八

月

御
本
陣
扱

山

田

代
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三
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第
三
編

石

狩
の

歴
史

時
代

三
六
四

石

狩

御

役所

と
あ

っ
て
、
そ
の
人
馬
住
来
の
頻
繁
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。
尚
こ
の
頃
本
陣
に
は
馬
四
十
八
頭
が
備
え
ら
れ
外
に
牛
五
頭
が
置
か
れ

て
い
る
*

■
ま
た
石
狩
に
は
町
役
人
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

ケ
年

同同

金金金

拾八五

両両両

石
狩
永
住

同同

名
主

年
寄

百
姓
代

甚新宇

兵兵兵

術衛術

が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
を
支
給
さ
れ
て
こ
れ
に
当
り
、
官
設
建
物
と
し
て
は
、

役
所

政

会
所

西

会
所

鍛
治

細
工

武
術

古
場

角

場

板

蔵

茅

蔵

菅
棟

音
棟楝楝棟

I
I

十
五
楝十

棟

役番娃同神

人

居
番番

宅宅家所社

伐
木

所

扱

所

(
小
樽
内
川
)

小

休

所

C

浜
中
)

と
、
す
で
に
六
十
八
棟
も
あ
り
、
さ
ら
に
警
備
用
と
し
て
御
備
武
類
が
、

一
、i

エ
丨

ル
炮

十
九

挺

一

「

ケ
ゥ

エ
ー

ル
炮

土

挺

一

一
、
和

流
炮

十i
一

一
、
明

乱

三
十
六

一

帯三万

ヴ

留又力形

十
二

楝
七
楝

三
棟

三
楝

避
楝

音
楝

六
本

ニ
挺

EI

挺
五
膳



、'
玉

、
竹

'
c
-
fT
T

質
、
弾

一
、
手

ャ火

n

入鍋抜縄管薬
0

十
七

ニ
ッ

一
枚

三
挺

十
把

九
十
粒

ニ
千
三
百
二
十
発

一
筋

、
三

ッ

屋具

、
御

紋

付慕

、
段

藉

、
雜

串

、
御
紋

付

高

張

、
同

弓

張

、
鈕
術

道
具

、
餡

術

道

具

一
組

ニ
張

三
張

百
本

ニ
張

一
張

九
通

三
通

が
緊
急
の
場
合
に
備
付
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
明
治
三
年
頃
の
石
狩
町
の
現
実
の
姿
で
あ

っ
た
。
ま
た
こ
の
年
八
月
此
地
を
訪
れ

た
米
沢
藩
±
宮
島
幹
の
手
記
「
北
行
日
記
」
に
よ
る
と
、

八
月
十
五
日
小
雨

辰
の
刻
頃
馬
に
て
小
樽
内
を
出
立
し

「
カ
ツ
チ
ナ
ィ
橋
」
あ
り
、
坂
を
越
え
て
ク
マ
ウ
シ

小
川
あ
り
、
此
処
よ
り
海
岸
と
山

路
の
両
道
あ
り
、
海
岸
は
巨
岩
あ
り
て
馬
に
て
通
行
危
し
と
て
、
余
等
は
人
路
に
懸
る
余
程
難
所
な
り
。
海
岸
は
山
水
の
絶
景

な
る
よ
し
、
坂
を
上
り
下
る
こ
と
ニ
里
ば
か
り
にL

て
、
海
岸
レ
フ
ン

ッ
カ
、
ウ
タ

ス
ツ
と
の
間
に
出
つ
、
こ
の
辺
よ
り
銭
函

迄
人
家
続
き
な
り
、

行
く
十
町
ば
か
り
に
し
て
橋
あ
り
、
此
処
ウ
タ

ス
ツ
と
銭
函
の
境
な
り
。

又
行
く
三
、
四

丁
に
し
て
銭
函

通
行
屋
あ
り
此
処
に
て
昼
餉
す
。
当
所
迄
小
博
内
支
配
の
由
ウ
タ

ス
ツ
.
銭
面
を
合
せ
て
人
家
七
十
軒
土
人
は

一
人
も
住
居
せ

ざ
る
由
、
当
所
は
練
ば
か
り
の
猶
の
由
、
当
年
は
八
年
以
来
の
抓
の
由
に
て
三
千
石
程
の
抓
あ
り
し
と
。
当
所
通
行
里
に
て
卵

拓
権
幹
#
供
廻
り
両
人
、
外
に
妾
一
人
召
連
れ
来
る
に
出
合
マ
シ
ケ
へ
行
く
と
云
ぅ
、
此
処
迄
は
小
搏
内
よ
り
三
里
半
。
昼
«

否
や
出
立

一
丁
ば
か
り
に
し
て
右
の
方
に
札
幌
街
道
あ
り
、
行
く
ニ
里
半
に
し
て
小
樽
内
川
橋
あ
り
巾
十
間
余
、
人
家
三
四
軒

当
時
橋
の
掛
替
に
て
通
行
な
ら
ず
、
川
に
傍
い
て
下
る
三
丁
ば
か
り
汐
の
中
を
漕
ぐ
事
一
丁
ば
か
り
'
汐
打
ち
来
れ
ぱ
馬
驚
き

第
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史
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狩
の
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史

時
代

三
六
六

横
に
走
る
汐
馬
腹
に
及
ぶ
、
又
行
く
ニ
里
ば
か
り
に
し
て
夕
方
漸
く
石
狩
駅
本
陣
へ
至
り
し
に
、
権
幹
事
止
宿
の
た
め
御
宿
六

ヶ
敷
と
て
、
弁
天
町
越
中
屋
へ
止
宿
、
銭
面
よ
り
五
里
半
此
日
の
行
程
凡
九
里
余
。

今
日
弁
天
の
祭
と
て
灯
籠
を
所
々
へ
か
け
、
町
中
至

っ
て
賑
は
し
、
当
所
は

ば
か
り
の
猢
に
て
外
に
は
抓
の
な
き
故
、
春

は

場

へ
出
稼
に
来
り
秋
ば
か
り
繁
華
の
由
、
最
早
や
秋
鮭
の
節
に
相
成
り
追
々
賑
や
か
に
な
り
し
と
云
ぅ
。

銭
面
よ
り
当
所
山
際
迄
六
七
里
の
間
®
々
た
る
原
野
に
て
、
奥

へ
開
け
山
.一
切
見
え
ず
し
て
深
林
な
り
、
此
辺
よ
り
東
海
岸

ユ
ゥ
フ
ッ
迄
大
き
な
る
山
も
三
十
里
余
、
如
天
深
林
あ
り
、
又
開
け
た
る
と
こ
ろ
処
々
に
あ
る
由
、
土
地
極
め
て
肥
沃
に
し
て

畑
作
物
至
っ
て
宜
し
き
由
な
り
、
当
所
は
開
拓
使
持
の
由
、
外
務
省
局
等
も
有
之
至
て
繁
華
な
り
。
今
日
は
十
五
日
な
り
雨
に

打
た
れ
し
ま
ま
酒
を
命
じ
大
酔
。
当
所
へ
参
り
候
処
い
づ
れ
の
間
違
い
か
小
樽
内
よ
り
先
觸
状
達
せ
ず
、
甚
だ
不
都
合
な
れ
ど

も
本
陣
の
案
内
に
て
止
宿
す
。

石
狩
川
手
前
に
人
家
百
二
十
軒
、
酒
楼
妓
楼
十
三
四
軒
有
之
、
夜
々
絃
歌
の
声
に
て
賑
々
し
。

八
月
十
八
日
快
晴

辰
之
半
刻
石
狩
を
出
立
し
舟
に
て
石
狩
川
を
渡
る
、
出
節
出
水
に
て
草
木
を
流
す
こ
と
お
び
た
だ
し
、
川
向
人
家
十
五
、
六

軒
開
拓
使
出
張
所
あ
り
、
薮
内
少
主
典
出
張
の
由
な
り
汨
|30
'
最
よ
り
馬
に
て
行
く
|里
余
に
し
て
シ
ュ
ッ
プ
に
至
る
、
人

家
六
七
岈
又
行
十
町
ば
か
り
し
て
川
橋
あ
り
十
間
余
人
家
ニ
、
三
軒
此
川
を
境
し
て
西
は
石
狩
国
石
狩
郡
北
は
石
狩
国
厚
田
郡

開
拓
使
管
轄
と
記
せ
り
。

と
あ

っ
て
、
こ
の
頃
石
狩
弁
天
社
の
お
祭
は
八
月
十
五
日
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
本
町
側
は
百
二
十
軒
、
八
幡
町

に
は
民
家
十
五
六

軒
と
開
拓
使
の
役
所
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
す
で
に
料
理
店
や
妓
楼
な
ど
も
十
数
軒
あ

っ
て
、
紘
歌
の
響
き
に
賑
わ

っ
て

い
た
。
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町

誌
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説

年

表





飛 鳥 時 代

安 東 氏 時 代 以 前
1 E~
海
道

時

代

11 8 9 西 曆

文治 5 斉 明 6 斉 明 5 斉 明 4 年 号

石

狩

町

誌

概

説

年
表

北
癌
道

当
時
の

首
長

町

源軽管安
頼に領束
朝鉞 と堯
、まな秀
藤 るり蝦
原 D律夷

A おしを 爽 阿
所い り後を 部
莅 てべ 方 討臣
不 烯 し羊 ち再
明る W 蹄 郡 び
V °に 領蝦

つ い 八 阿
。て十郃
蝦 艘 臣
夷 を船
をひ師
討 き百

国

i
閲
係
史

証 こて阿
はの 肅 部
な大 馍 臣
い河を が
"が 討陸

U 石 っ奥
狩た の
川 と蝦
へい 貞
或 うを
は °船
黑 に
窀 乗
江 せ
ソ て
の 大
知 河
ら の
れ 侧
た に
始 到
ま り
り '
と 渡
い 島
わ の
れ 蝦
る 夷
° を
へ 助
確 け

町

関

係

史
三
七
一



安土 •桃山時代 室 町 時 代 平 安 時 代

松 前 時 代 安 束 氏 時 代 安 東 氏 時 代 以 前

1590 1456 1454 1189

天 正 18 康正 2 享徳 3 文 治 5

5 代 蛸畤慶広 安 東 忠 孝

三
七
ニ

す東 待 夷秀 東 顿
る氏遇 島吉氏崎
°よさ 主にに 慶
りれ を謁無広
独 、以し 断 、
立 安て 蝦 で 安

人 余蝦
殺 市夷
さな蜂
れ ど起
るの し
°和 ～

夷 よ安
島 り東
に逃 政
入 れ 季
る '南
°蝦 部

い住人 党 等 岛 下 衡 羽 泰
わ し の と にに とのを 衡
れた 本い 上 逃共 一 平 を
る初 道い 陸 れ に族 定 討
。め に 、。 福蝦 、、 ち
と移 筘 渡 山夷部 泰 奥



江 戸 時 代 安 土 •桃 山 時 代

松 前 時 代

1661 1641 1 635 1596
～ 1 614 1606 1599

寬文元 宽永18 寛 永 1 2 慶長年間 痠長H 鹿 長 4

9代高広 S代莰広 7 代 公 広 松 前 慶 広

岸 図を 左 よ松 り 和 改 な きに 阪賴
のをめ 衛 り 前 漁 人 め り蝦 謁 で崎
み 作 ぐ門村菰 業 宗 る松 夷し 徳蹬
巡 成 り ' 上の を 谷 °前島 、川 広
行ズ '本 掃 命 営 に 姓主 引家 、
w 海 地 道 部に む 入 に と統康大

る こ松 わ 七 1 石
1°れ前 る月 い狩

を藩 し川 藩
日 かが は

新證
御 1 松

り広
石

歴 S
I s
uffi
し 、 *

ぃ 1

前 え世 狩
左 そに
術 多知 m
門 く ら 田
広 あれ -
m りた

し の
m
毛■VRj

石 とは な
狩 あ 、 ど

る上 の

s _
に I
7 くら

シ 〇記 各
ノ の 場
ツ 報 所
並 吿 を
び の 区

't 4
n地

に 結 画
m 柴 設
栖 と 定
場 思 し

1 作

S f
を
藩

わ
れ

た

主 る

空 1 上
り
賜

〇



三
七
四

江 戸 時 代

松 前 時 代

16 69 16ぞ 1666 1665

宽 文 9 E 文 1 宽文 6 寛〕

10 代 矩 広

̶ ■

乱 シ 齒 シ
p ャ長 プ
イ ' チ
ン シ ヤ
の ャ リ
反 ク の

あ
る
と
い
5〇

七
日
の
行

で

、

海
路
船
で

渉
行
八

九
日

石
狩
ま
で
陸
路

と

松

か
h

夷
記

に

る

野
沢
m
庵

m

1

ぅ。

場
所
を
選
定
し

&
忍

両

伝
右
術
門

髙

近
江
の
人
西
川

冬、

飢
m

め 箭
るし
°仏
像
を
納

来
t?
所
み
に
参

こ
の
頃
僧
円
空

の
反
対
に

•?

石
狩
に
掃

松
前
藩
と
交
戦
せ
ず

V - /

盟
主
で
あ
つ
た

〇

部
下
を
引
t
つ
れ
尻
深

§
内

ま
で
行
つ

た
が
佘
市
の
间
族

ハ

ク
力
セ
は
日
本
m
岸
太
f t
か
b
宗
谷
ま
で
勢
力
を
屯
ち
沿
岸
ニ
十
五
の
酋
長
の

大
平
洋
岸
は
白
m
ま
で
の
ア
イ
ヌ
呼

応
す
る

〇

当
時

石
狩
了

ヌ
の

t
齒
長

シ
ブ
チ
ヤ
y
の
酋
長
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
イ
ン
松
前
藩
に
叛

日
本
海
岸
は

増
毛

件
の
改
善
に
備
乏
た
が
松
前
辘
こ
れ
を
攻
め
ず

き 、

河
P
に
小

造

手
勢
約
千

名 、

武
器
屯
整
い

松
前
蒲
の
交
易
条

狩
'M
p
七
里
の
地
点
に
砦
を
楷
大

河
p
に
は

3
ヴ
タ
イ
ン
と
い
ラ
酋
長
を
お

石
狩
ア

ヌ
の
大

長

ク
力
セ

雨
窀
川
□
地
点
に
根
拠
地

部
下
を
集
め
石



江 戸 時 代

松 前 氏 時 代

1683 1680 1 6 7 0 1669

天№3 延 宝 8 宽 文 10 % 文 9

J0 代 矩 広

衛

8
登
国
安

初
代
村
山
伝
丘

城 入 じ越
作 るめ後

〇 〇 て の

松燎
前 網
には

夷 余三 松
を 市百 前
餌に 人 左
め至を 術
る り率 門
°蝦 い 兵

洛サ
規 ッ
わ ;
る ロ

〇 1
■ の

〇

m
取
書
に
- 1

め
忍
路
に
来
る

状
況
を
探
る
た

か
に
蝦
夷
地
の

只
右
衛
門
ひ
そ

律
軽
雒
隠
密
牧

軽

統
誌

い 千
る鲑

D を
あ
げ
て

係
品
と
し
て

物 松
産 前
中 、
さ蝦
け夷
関地

て

従
来
の
上

に
交
易
す
る

t
を
約
し

ハ

ウ
力
セ
こ
れ
に
応
じ
た

松
前
藩
ハ

ク
力
セ
の
勢
力
を
恐
れ
通
詞
を
各
酋
長
に
逍
わ
し

偾

を
入
れ
さ
せ

の

当
別
太
附
近

ま
で
の
ぼ
り

ア
イ
ヌ
と
の
交
易
を
し
て
し、

た

T
イ
ヌ
人
約

千
人1_
と
あ
る

〇

こ
の
頃
松

の
商
船
は

ち

ま
か
ラ
た
へ

川
玉
に
入
る
と
十

專
〇
所

あ
る

〇

川
岸
の
高
さ
八

A
尺

竹
や
木
繁
茂

牧
只
右
衛
門
〇
聞
取
書
に
X

ば
—i
石
狩
川

p
広
さ

間
程

深
さ
七
尋

三
七
五



■ 江 戸 時 代

松 前 氏 時 代

1692 1689 1 6 8 8 1685

元 禄 5 元 禄 2 元 緑 元 貞 享 2

10 代 矩 広

磯戸 宗 れ部
町 切 谷 る屋
W 地 場 〇村
にハ 所 w に

新現 開 生
田上 設 ま

松 七 六 の五登 元 藩 ヌのし 十蝦柱 風 徳
巌前 月月 ア月 城 禄 主 と深 '■ 余 夷 の丸 W
島家 八 十 イニ °五 の と谷 八 日 ' 高長光
神臣 日八 ヌ十 年 命 も萩 月 '' 船 ササ 国
社 山 石 日御 九 五 に に右 六 塩 を三 四は
w 下 狩 石 目 日 月 上 生術 ？引観十八 蒲
の伴 御 か 見 石 九 活門七 一 るニ . の
設左 運 りに狩 日 、 し石 日万に メ六 快
立衛 上宿 松 し す 松 て狩 頃本 来 1 メ風
を 門 舟 舟 前 ゆ つ 前 い川 掃 、る ト 丨 丸
願 、 目次 登 く つ 主 るを 帆 そ者 ル トを
出石 附右 城 ば ' 水 こ三 しの 、、 ル松
、 狩 柴衛 °か お 広 と 日た 他三 帆 前ヽ
白川 田門 犬 た 蒔 を 間 。千 日木 巾に
鳥秋 善 、 、 す

t?
知 さ十鮭 間綿 十派

若 昧 十 又 あ つ るか ニ ヽ に五六 泄
宮 ト - 郎 兵 つ 、 上 °の 月生 男百 ■し
太乘 仰 衛 た 石 系 ぼニ き女端 ニ六
去役 付 出 酋 狩 松 り十た 九 ' メ月
始 と ら舟 長 の 前 探 七 丹 百船 1 ニ
め し るし し ア 家 検 日頂 四頭 ト十
てて 。 すこ も イ 五 し那 鶴 ；崎 ルー
弁石 〇 た ヌ 代 、珂三 五 山 、日
天狩 セ、 御 若 湊羽十 市栴 石
社に 犬 目 石 干 に 、人 内の 狩
の来 継 見 狩 の 滞 熊 。W 数に
神 h 目 の に 和 る皮留 四到

外 た 船 人 。等 る 十 着
' T V 四 め を が一 を こ 丁 。

祌 天 力 松 出 ァ行稂 と 'ハ
号社 所 前 す ィ 中聩 四 帆快

三
七
六



江 戸 時 代

松 前 氏 時 代

1 7 0 6 J 1 7 0 2 1 7 0 0 j 1 6 9 4

宝 永 3 | 元 録 1 5 | 元 禄 1 3 |元 緑 7

10 代 矩 広

場留村
所 萌 山
を '伝
諸 宗 兵
負谷衛
うの 、
0

諳 ひ り兵 初
負 の尻術 代
うき別松 飛
。 伐 山前 P
採 え に M
を ぞ 渡 久

来 山伝 こを及 禄全
るハ 兵の 蒜び 御 道
°松 衛年府 郷 国地
前 蝦 頃に 帖絵园
夷 村 提ニ 図へ

に福 山 出冊 1 元〇

るを を
°藩 試
主作
に 、
献新
ず 米

石村人 松 村
狩 山を 前山
場 伝 お蒲伝
所 兵 き '兵
を衛 石 石 衛
手 '狩 狩 初
配 石場 'め
元狩所 厚て
締 地で 田石
と方鲑 '狩
し場 漁増 で
て所 業毛曳
'をを ハ 網
支諳 経浜を
配 負営 益用
の 、～ い
根 後 古て
拠 請 平 鲑
地 負 、 を
と場 美 と
し所 国る
た数 、 。
°力 積
所 丹
に 場
及 所
ん を
だ 開
の ぎ
で 請
、 負

鲑 名右 まい別 ころ一1
漁 と® た る 、の 、松
場な 門 、。 夕年 し前
は りの オへ 張の や島
天 '知 タ石 、一！つ郷
明の 行 ル狩 島松 ぼ帖
年 ち所 ナ十松 前ろ 1-
頃に で イ三 、家 、に
まは あへ 場 漁 臣な蝦
で小 つ後所 、支 ど夷
あ撙た 志 の札配の 地
■〇 市 、 始 幌場 場 '
た街ハ石 め 、所所い
がを の狩 か樺 持名し
'称ち の ？戸 名が か
の す -ニ W な前 あ り
ちる オ郡 どし る '
廃 よタ境

W に 。 お
止 うル 、 に よ た
しに ナ今 九 る る
たな イの 家 と な
。つは新 臣石 い
W た 小川 の狩 、
Q 搏 附 支 河 は
オ全近 配 ロ つ
タ郡 ' 所 よ し
ルのは を り や
ナ場 、 設與 ふ
イ所氏 萣 地 、
川の 家 しへ し
の 総唯 て江 の

石 等
狩 勧
場 請
所 0

知
行
主

髙
橋
浅
右
衛
H

三
七
七



江 戸 時 代

松 前 氏 時 代

1719 17 17 1715 1713 1712 1710

享保 4 享保 2 正德 5 正徳 3 正徳 2 宝 永 7

10 代 矩 広

山蝦 飛 る ハ あ 娃 の て け 蝦
に夷鄹 。蝦げ の 鮎 、加 夷
ひ檜 i リ 夷 て 披 、千 エ 産
ら 山久 記い 塩筋 蛙 品物
く を 兵 に る 引子 '' と 中
。臼術 よ °を ' 鮭 し さ

猫 鈴 両 六
i fl府 木 を 月

の 源 賜五
命 兵 わ 日
に 衛 る 、 -t
X 重 。和 図

石
久 田

案
絵

狩 石 に
川 狩 衛 ̶ 1
の 勤 門 石
蝶 番 重 刈
鮫 を 治 大

m
仰
付 0

川
右

と け 田 鲑
じ j b 家 多
鮫 る 五 出

代 1_ _
を
献 月 と
上 狩 あ

四 _h る
日 乗

〇

石 を
狩 蒙
で 1?
病

%

死 小
判
拾



江 戸 時 代
1

松 前 氏 時 代

1752 9 1751 1 7 3 9 1737 1727 1724 1722

宝暦 2 宽永 年間
寬永 3
宝磨元

元 文 4 元 文 2 享保12 享保9 享保 7

11 代 邦 広 10代矩 広

大七 伐 兵ニ 壊船八五福
嘹 月 木衛代 °八月軒山
火 、
。橄

を 尻飛 十大を問
行別腐i 織 許屋

前 な山屋 隻あ可株
山 うの久 破 り ° 十

場虻 こ ノ ー！ 慈 村 松 多坂 樽 石 石石
• 田の 状 宽 眼 山 前 く食 前 狩 狩狩
弁方年 窀永 九 伝 命 し源 山 河 の川
砬 而 ヒi ノの 等兵 人て 次の P ァ鮭
天に 飛 如 時 り衛 も墦郎 火 1 イ凶
な通 弹 シ八 行減 の 山 *> ヌ漁
ど行屋 満月 屋 所の 一 !灰 奥 招 、
記 °久 船ニ 号 な時 北 石 地 か大6 ̶ 1兵 ノ十 を りな海 狩 の れ 飢
れ 石 衛 人 四 阿 し し随の 娃 初 牌 :
て 狩 ' 咸 日 部 と 、筆 一 場 めを
い 山石 ク ̶ m あ此 "一部 所 て生
る伐狩 観 船 と るのに に 知 福 じ
°木か ル ア 称 H _1降 行 山ァ
地 ら す のイる 主 に イ
図豊 し 、 源 シ ° 九 行 ヌi_ 平

の川
と石—1狩 §

知 力
る リ

名 く餓
〇死

石 沿 北 ニ 船 者 川 者
狩い 海至 な ロ 約
河に 道 ラ 彦 し広 前
ロ定 志 ノ 之 ' さ 家 百
に山 し ト 丸 川 十 B 人
、溪 に ス 端町 K
山中 あ 、 彦 にば 及
方 山 る雲 重 蝦 か ぷ
運 峠 〇中 丸 夷 り
上を 光 住 0

屋 こ ア 常 居常
• 免 '； 久 しに
木 て 其 丸 て水



江 戸 時 代

松 前 氏 時 代

1 7 5 9 1 7 5 8 1 7 5 7 1 7 5 5 1 7 5 3

宝 暦 9 宝 暦 8 宝 暦 7 宝 暦 5 宝 暦 3

1 2 代 资 広

の入 問衛 三 す 七代 四
̶ れ 屋 / " N 代 °十村 月
人 福株 ニ 村 五山 十
と山を 十 山 オ伝八
な問 手ニ 伝 で吳 日
る屋にオ 兵

〇 死衛 初

鬼 舟 こ ニ 路請 五飛 ま石 場で 飛 三
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めに 人面 沿路 りぽ寒 谀
f 入が をい か ' り川 戸
°つ札 回に らさ手を に

tH.
極

七
月

酉
の
刻
石
狩
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。
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田
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検
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台
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。
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。
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あ
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。
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狩
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狩
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。
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訪 藩 の 廃 知 °# 止 松 筇 蝦 七
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。 の蝦 q の街 の
制 寅 道 H 頃
を 地 路 1 山
た に を 千 田
て 駅 開 歲 文

植 こ五 余 運 七 松 十 石
。 の 文 、上 代 前 ニ 狩
年 。差 金 金 骼 月 詰
頃 ' 荷 ハ 八 こ松 縣
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に 三 三 垛 場 は 役
至 場 分 所 所 西 人
る 所 永 は を 海 u
間 分 百 村 村 岸
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弁め 日 大 は場 負 番 天越 十 日 五 方
天会 、 飢 村 所 契 所 社 摅 八 ' 百 ァ
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十



江 戸 時 代

松 前 氏 復 領 時 代 _

1849 m s 1 8 4 5 1 8 4 4 1839

荔永2 弘 .化 3 弘 化 2 弘 化 元 天 保 1 0

1 6 代 昌 _ 広 1 5 代
良 広

樺松松頼
太浦前三
を武に樹

に 以めニ松九 虻た ニ
六後て 十浦百 田め 月
度十 渡 八武 頭 の ， '

探四来三 渡三 道 オ四余 放 有大
検郎る郎〇 、 〇 、

茱 年 ' で郎 涑 牧 珠 g
d 間ハ始 、 死 馬 、の

〇

石 り五 石 次主 一！始 じ石 ニ 網十 弁
し1ニ 天

道天 石下
狩 〇月 狩郎 '弘 めた 狩 月 '保 狩谷
地 及 場 '阿化 °者 川大 の 月社 樺年 場三
方 び 所 番部ニ 十 汜雪 使 、に 太 間所 味

八 請 人屋年 名濫 ° 用 西稲 のの 請線
ア 月 負中秫 八 をし が蝦 荷 総請負 堀
イ 改 太 月 雇 堤 許夷 像 額 負契 '
ヌ 浦 正 ハ郎水 い防 可地 寄 二人 約小

武 、 現 、府 、 破 さ諝進 万 の改川
百 武 引存梶港 安 壊 れ焱さ 七 届正 幸
四 四 きW 浦 大 政 '' た 人 る 千 ® さ右
戸 郎 つ 五 内 四石 〇 一 0

四 にれ 術
九 石 づ 三 石 年 狩 同 /-¥

が願
百 よ ■' 門

百 狩 き 郎 化 ま場 石 る こ 、
に 阿 、 ■- で 所 出主 W との弁
来 部 湖作 十 諸 頋 因 i年 天

五 る 屋 河 の 余 負 し藤 淳 ょ社

1 * 1
胃年を

人 - 1 村 長 礼 年 人 た多
再 山 左 拝 間村 大 0
航 伝 術 器 修山 網郎
蝦 次 門弁 築 伝
夷 郎 1天 し次 石 阿寄
百 前 森 社 た郎 る現 狩部 進
誌 M 山に 。 越

う 弁 寄 後 nt 九屋 °
千 広 ハ

の ° 蔵 進 石 か
起

z次 現
' さ 狩 ら 3 郎存

行 秋 る 川 治 し 百 請
田 ° 治水 網 石 負

文 屋 水に へ う
- あ 和 願 の長 翅 全 。



三
九
六

江 戸 時 代

松 m 氏 領 間 代P

1 8 5 i 185

安 政 元 荔 身c 6

17 崇 広

成 十
月
松
前
城
落

を
設
%

轄
乙
箱
館
奉
行

箱
館
地
方
を
直

六
月

府

mお
<
t
をm

田
農
丘
©
制
を

行

蝦m
地
屯

堀

村
垣
両
奉

M
同
港
に
入
る〇

定

赤

艦
五

箱
館m
港
を
決

条
約
にX
つ

て

三
月

祌
奈
川

ナ
イ
に
拠
る〇

ぞ
地
ク
シ
ン

U
シ
ヤ
丘

北

有
珠
岳
噴
火

三
月
十
五
日、

平筋 大小 支
地 に川屋配
にて あ百人
し鮭 り六 末
て漁 °十吉
誠夥 川六 御
に•吸 のケ休
宜有 広所 '
敷 な さあ 間
処 りニ りロ
な '百 '十
り此 間シ 八
°所 余 ャ間
し の も モ 、
と海 有 住 奧
あ遠 之 家行
る浅 候 一八
°に '所 間
し川有 半
て奥 、 、
砂 m 此 土 .
浜 数所蔵
な凡に 物
り百 イ蹬

、 = シ八
見苞 カケ
渡 あ リ所
せ り川 、
ぬ ”と蝦
程 此 申夷
の川す 人

安
政
元
年

浦
武
四
郎
暇
夷
日
記
し

に
1
イ
シ
力
リ 、

M
上
垦
阿
部
伝
次
郎

次
郎
軒

漁
船
百

子

I

船
掛
場

ケ
所

A
人
松
前
河
原
町

阿

部
屋
伝

物

m
m
運
上
金

1
1
両

勤

所

軒

元
小
屋

軒

m
四
十

十
五
里

海
百
ニ
十

1

境X
り
境
ま
で
四
里
半

人
別
七
百

王

A

産

西
蝦
夷
地
明
細
書
し

に

るt
こ
の
年
の
石
狩
は

-J
箱
館
3
y
陸
百

石

税
金
千

琴
九
両

1
ifk
人
松
前

部
屋
伝
四
郎

と
あ
る

楝
へ

W

T
W
七
合
五
勺

番M
船
百

1
蛙m
五
千
八
百
十

人

ニ
百

十
五
人

女

W
四
十
五
人

勤
赉
所

§
四
坪

運
上
家

西
掌
記

1
小
録
し

に
X
る
と

- 1
イ
シ
力

百
六
十
五
戸

9
七
十

石
狩
に
来
り>

宗
谷
に
向
5
D

m
学
者
武
田
斐
三
郎
及
び
平
山
謙

の
ち
箱
館
奉
行
の
支
配
組
頭

勇
払
上

続 を
お
ぎ
札
幌
は
石
狩
調
役
下
役
の
支
配
下
に
な
る

へ
明
治
兀
年
四

月
ま
で

継

石
狩
に
調
役
所
を
設
け

そ
の
下
に
古
¥

小
樽
内
あ

り。

狩
に
調
役
下
役

十

A
シ
力

家
数
百

¥
七
軒

七
百
五
十

A
g
二-
百
五
十

A
女

警%

年

A
同
ク
タ
ス
ツ
越
人

人

同
秋
帰
四
人

イ
シ
力1)
勤
番
人
数
へ
物
頭

人

徒
士

人

医
師

人

足
軽
イ
シ
力

越



時戸江

行奉館箱

政安

二
月
、

府
、

松
前
藩
ょ
り
木

古
内
、
乙
部
以

北
の
地
を
上
知

さ
せ
、
東
、
西

蝦
夷
地
全
域
を

直
轄
す
る
。

菇
府
旗
本
五
百

石
以
下
で
、
蝦

夷
地
移
住
を
望

む
も
の
に
在
住

許
可
。

南
部
、
仙
台
、

松
前
、
津
軽
、

秋
田
の
五
蒲
に

蝦
夷
地
の
簦
備

を
命
じ
た
。C

各
雜
の
勤
蒂
所

を
_
屋
と
ぃ
ぅ
)

八
月
、
駒
ヶ
岳

犬
®
火
。

小
樽
、
銭
凾
間

I

開
削
。

菇
府
は
西
え
ぞ

地
、
神
威
岬
以

石
狩
莅
勤
足
軽
他
谷
五
太
郎
の
僕
、
吉
田
茂
八
、
札

に
入
り
避
平
川
の
西
側
に

住
み

歡
を
槳
と
し
た
。

三
月
、
石
狩
詰
持
場
は
稂
丹
よ
り
均
毛f

で
と
な
り
、
初
代
調
役
は
水
野

一
郎
右

衛
門
、
下
役
出
役
飯
田

之
助
、
同
立
田
元
三
郞
、
同
心
広
田
八
十
五
郎
、
足
軽

肝
付
七
之
丞
、
同
久
保
欣
吾
。

石
狩
川
口
に
近
い
、
ホ
リ
カ
ム
イ
等
西
力
所

0

&
山
家
漁
場
の
う
ち
)を
/1

山
田

右
衛
門
が
借
用
し
営
業
を
は
じ
め
た
、
こ
れ
を

「
ユ
ウ
フ
ツ
出
稼
所
」
と
よ
ん
•た
。

法
性
寺
創
設C

明
治
十
三
年
九
月
寺
号
公
称
。
)

松
浦
武
四
郎
石
狩
に
来
る
。

「
竹
四
郎
回
浦
日
記
」
に
よ
る
と
、

「
五
月
六
日
石

狩
に
到

、
八
日
出
立
、
石
狩
場
所
人
家
支
配
内
酉
七
十
軒
、
漁
小
屋
川
筋
に
十

三
ケ
所
凡
そ
八
十
軒
」
と
あ
る
。

ワ
ツ
カ

オ
イ
、
フ
ル
、
ヤ
ウ
シ
バ
、
シ
ビ
シ
ビ
ウ
シ
外
三
力

所
蝦
夷
の
網
引
場
と

三
九
七
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九
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代時戸江

行奉館箱

政安政安

k徳
悌

忠
本
野
橋

水

，
，発
明
信
義
田
谷
織
糟

-

,
,醍万充

木
田
栗
勝

，
.誠
正
勝
範
浦
垣
釤
村

，
，涼
熙
方
利
藤

堀
新

徳

i:

保
秀
内
出

竹
小

行奉

北
に
婦
女
子
の

®

行
を
許
すC

元
録
四
年
禁
止

以
采
百
六
十
五

年
ぶ
り
。
〕

白
糠
炭
坑
開
く

荒
井
金
助
の
従

者
志
村
鉄
市
札

幌
魁
平
河
畔
に

移
住
し
、
渡
守

と
な
る
。

幕
府
、
箱
館
通

宝
を
発
行
。

江
戸
か
ら
、
羊

十
頭
を
箱
館
に

な
る
。

C

地
元
ア
イ
ヌ
二
百
三
十
二
人
、
網
数
四
十
八
統
)
こ
の
た
め
訢
食
人
場
所
は
人

手
不
足
と
な
り
、
余
市
、
高
島
、
沙
流
、
払
、
忍
路
、
有
珠
、
古
平
か
ら
ア
イ

ヌ
を
集
め
労
働
さ
せ
る
。C

出
稼
ぎ
ア
イ
ヌ
百
八
十
五
人
〕

こ
の
年
、
井
上
文
昌
写
の
絵
額
ニ
枚
、
弁
天
社
に
寄
進
さ
れ
る
。

(現
存
)

七
月
、
者
中
阿
部
正
弘
の
家
臣
石
川
和
助
ら
石
狩
に
来
る
。

「
七
月
十
二
日
晴
。

イ
シ
カ
リ
発
船
、
ツ
イ
シ
カ
リ
寄
宿

.

.

.J

と

「
観
国
録
」
に
記
す
。

五
月
現
在
、
調
役
在
勤
地
は
石
狩
、
受
け
持
ち
場
所
古
平
、
余
市
'
小
樽
内
、
石

狩
に
調
役
下
役
を
在

さ
す
。

石
狩
場
所
詰
合
は
、
水
野

一
郎
右
衛
門
、
武
藤
元
貞
、
広
田
八
十
五
郎
、
吉
沢
佐

一
郎
、
場
所
支
配
人
村
山
林
太
郎
。

七
月
七
日
、
佐
倉
蒱
主
堀
田
正
篤
の
家
臣
窪
田
子
蔵
ら
三
人
、
蝦
夷
地
調
査
に
来

り
、
千
歳
を
経
て
石
狩
に
葑
く
。
こ
の
日
記

「
協
和
私
役J

に

「
夷
家
三
百
許
、

夷
人
五~

六
百
、
運
上
屋
ー
ツ
、
さ
け
見
込
高
八
千
石
目
、
運
上
金
千
両
、
蝦
夷

地
第

一
娃
魚
多
き
所
云
々
」
と
記
す
。
ま
た

「
七
夕
の
星
祭
」
の
盛
ん
な
こ
と
も

記
し
て
い
る
。
八
日
ア
ツ
タ
に
向
け
出
立
。

五
月
十
日
、
松
浦
武
四
郎
石
狩
に
来
る
。

「
五
月
十
二
日
石
狩
出
発
、
石
狩
川
を

溯
り
、
石
狩
川
の
水
源
を
探
り
石
狩
岳
に
登
り
、
_
五
月
ニ
十
ニ
日
石
狩
に
埽

窓
」
と

「
石
狩
日
誌
」
に
あ
る
。C

石
狩
役
人
長
谷
川
儀
三
郎
)。

七
月
、
石
狩
調
役
並
荒
井
金
助
赴
任
し
、C

御
譜
諸
方
役
で
あ
っ
た
が
、
六
年
八

月
調
役
と
な
る
)
場
所
経
営
の
不
正
乱
脈
を
正
し
改

のE

任
に
当
る
。

士

一月
二
十
六
日
、
発
摩
開
村
功
労
者
、
永
田
休
蔵
、
大
竹
鋇
十
郎
'
イ
シ
カ
リ

ょ
り
ハ
ッ
サ
ム
に
！

g

る
途
中
、
小
樽
内
川
辺
で
大
吹
雪
の
た
め
波
に
さ
ら
わ
れ
て

死
す
。

回
浦
奉
行
、
堀
織
部
正
、
石
狩
を
巡
視
、
随
行
の
玉
虫
佐
太
夫

「
節
炎
人
の
土
人



江 戸 時 代

第 次 m 府 直 轄 時 代

箱 館 奉 行

8 5 8 1 8 5 7

安 政 5 安 政 4

泰 行
竹
小

内 保 绝
上秀実

. glM l 1充 '木 谷
織■ 水

を
幕

し
弟
m

に

民
十
み
戸

た
厚
田
村
罕
來

村
と
い
ラ

ま
M
井

さ
せ
て

村
を

十
数
戸
を
入
地

路
疴
畔
に
M
夫

荒
井

助

m

年
竣

£
〇

道
を
m
削
へ

五

人

は
濃m
山

門

田
m
h

浜
屋
与

1
衛

五
年
竣
エ

〇

山
道
を
開
削
/- N

詁
負

6
雄
冬

|
益

毛

伊
逹
林
右m
門

痘
を
実

朿
西
各
地
に
種

移
入

啓

辞
役
V-/

佐
A

木
勝
蔵

增
川
菊
次
郎

帖
役

林
儀
乎

m
廻

帖

主
な
役
員

橫
山
喜m
r- ¥

漁
場
取
締
役

大
西
文
左
術n

場
取
締
役

玉
川

IE
に
し
た
〇

當员
を
お

く。

各

1
に
は
派
出
所

I
け

漁
f
%M
|
嵌
し

§
督

破

蘇
府

場
7 C

S
I
陣
と
し

§
場
改
%
f
を
設
け
て
漁
f
取

1
の
他

M
0

g
に
勤
番

S

石
狩
十

|
§
n

る〇 幌
に
府
を
m
ぎ
な
ぱ
否
狩
は
不
日
に
し
て
大
阪
の
繁
昌
を
得
ベ

<

し

と

松
沛
武
四
郎

煆
灾
地
を
探

n
十
四
日
石
狩
に
到
裔

そ
の
日
記
に

石
狩
に
来
る
〇

ハ

I
記

i

五 泰 こ
月リ の
三和 年
日人 こ
畏 、 ろ
岡 土 天
菰 人 然
士 を痙
森 と流
- わ 行
馬ず ¥
'種 箱
髙 痘 館
井を 奉
佐施行
藤す は
太 °独
蒲 M
命 医
を 師
お を
び 展
随 い
员 へ

ニ 西
名 蝦
と 夷
と 地
も 深
に 瀬
渡 洋

る石
狩
に
出
稼
ぎ
の
上
川
ア4
ヌ
m
期
お
<
b
河
川
浓
結
し
て
大
し、

に

困

難
す

ラ
〇
さ
か
の
ほ ‘
(；
大
雪
山
塊
を
踏
破
へ

石
狩
川
の
水
源
を
発

馬

標
木
を
m
て
た
と
い

三
月

石
狩
役
所
在
勤
足
軽

松
田
市
太
郎
箱
館
奉
行
の
命
を
ラ
け

石
狩
川
を

り、

銭
函

札
幌

千
ik
間
の
札
幌

道
路
開
か
れ
る〇

村
山
伝

が郞

ホ
シ
ボ
ッ

ヶ
r -¥is

1
間
の

I
1

にi

開
削
さ
せ
た

踏
查
を
命
じ
た〇

ま
た
阿
部
m
伝
次
郎
に
命
じ
て
石
狩X
り
対
雁
ま
で
の
新
道
を

の
薪
道
開
削
を
計
画

石
狩
勤

の
定
役
出
役
飯
田

之
助
と

松
浦
武
四
郎
に

箱
m
奉
行

垣
淡
路
守
範
正

石
狩
に
来
て
石
狩
適
岸
と
千
念
叫

石
狩
厚
田
間

取
扱
い
宜
し
か
ら
ず

m
IS
御
沙
'法
に
及
び
け
る
し

と
記
す

三
九
九



江 戸 時 代

第 ニ 次 霖 府 直 轄 時 代

箱 館 奉 行

1 8 5 8

安 政 5

新 & 村 & 勝崖菜万 水霧

四0
0

台
に
こ
れ
を
管

理
さ
せ
た
。

琴
似
の
早
山
清

太
郎
、
石
狩
役

所
か
ら

籾
を

も
ら
い
、
琴
似

十
二
軒
川
ふ
ち

の
水
田
三
十
ア

1

ル
に
試
作
、

玄
米
百
六9

ッ

ト
ル

(
一
説
に

は
二
百
十
六y

ッ
ト
ル
)
を
得

るC

石
狩
地
方

の
稲
作
成
功
の

始
め
)
。

銭
凾
、
千
オ
問

逍
路
開
通

(
発

寒
、
札
幌
経
由

場
)
田
忖
淸
左
衛
門

(
勤
番
人
頭
)

四
月
、
猫
府
は
石
狩
場
所
村
山
伝
次
郎
の
■
負
を
廃
し
、
箱
館
奉
行
の

直
捌
制

C

直
接
交
易
)
と
し
、
村
山
伝
次
郎
に
は
出
稼
と
し
て

一
部
の
場
所
を

割
当
。

C

会
所
最
寄
'
フ
ン
べ
ム
ィ
小
休
所
前
頮
、
エ
ペ
ッ
フ
ト
手
前
の
漁
場
)
同
業
者

の
出
稼
ぎ
二
十
余
人
の
漁
描
を
許
可
し
た
。

(
箱舘

(
与
三
郎
)
、
福
山

(
山
形

屋
、
梶
浦M

)
、

松
前

(
山
田
文
右
®
門
、
半
兵
衛
、
録
兵
衛
、
吉
五
郎
)
、
水

戸
大
雄
浜

(勝
右
衛
門
)
、

(
そ
の
他小
搏
、
古
平
〕

辎
府
は
、
石
狩
の
御
直
領
差
配
御
用
連
に
、
住
吉
屋
准
兵
衛
、
岩
田
屋
金
蔵
、
鸿

厘
地
蔵
の
三
名
を
あ
て
た
。

石
狩
の
発
展

る
乙
く
数
十
戸
来
住
し
、
ま
も
な
く
百
余
戸
と
な
り
花
街
も
で
き

た
。

こ
の
年
©
出
稼
ぎ
収
納
ニ
千
五
百

、

漁
輕
高
四
十
八
万
尾
。

こ
の
年
か
ら
翌
年
こ
ろ
、
水
戸
の
豪
商
梅
谷
の
手
船
稲
荷
丸
そ
の
他
石
狩

に
来

り
、
米
塩
そ
の
他
百
貨
をS'!

入
れ
江
戸
に
直
接
租
出
し
た
。

水
戸
雑
士
生
田
目
弥
之
助
、
石
狩
に
来
り
、
勝
右
衛
門
か
ら
突
惜
を
調

し
た
。

石
狩
誥
調
役
並
荒
井
金
助
は
、
漁
場
取
締
役
大
西
文
左n

に
命
じ
、
山
越
内
ょ
り

馬
ニ
頭
を
擗
入
し
、
石
狩
に
常
置
し
た
。

荒
井
金
助
、
石
狩
に
学
館
及
び

、
弓
、
銃
砲
の
道
場
を
た
て
る
。
ま
た
石
狩
来

住
者
に
木
材
を

与
し
、
家
屋
を
翅
て
永
住
を
は
か
ら
せ
た
。

荒
并
金
助
、
厚
田
望
来
の
海
浜
に
石
油
の
湧
出
を
み
、
部
下
を
調

に
当
ら
せ
、

山
中
に
油
田
発
見
。

こ
の
年
頃
、
堀
織
部
正
©
家
来
、

(房
州
の
人
)
畑
山
万
吉
等
三
戸
、
石
狩
ヮ
ッ

ヵ
オ
ィ
を
開
墾
す
る
。

ャ
ゥ
ス
バ
に
は
金
子
八
十
八
、
中
村
兼
太
郎
、
シ
ユ
ッ
プ
に
は
天
野
伝
右
術
門
等

ニ
戸
そ
れ
ぞ
れ
入
地
開M

に
あ
た
る
。

石
狩
八
幡
神
社
設
立

(
菊
地
大
蔵
神
体
を
奉
持
し
、
現
在
の
八
幡
町
に
齡
祭
、
神



江 戸 時 代

第 ニ 次 潞 府 直:轄 時 代

函 箱 奉 行

1 8 5 9 1 8 5 8

安 政 6 安 政 5

SSII

六
月
、
日
米
修

好
通
商
条
約
に

ょ
るH

晶
の
た

め
箱
館i

。

西
跋
夷
地
は
支

配
頭
、
河
雜
三

郎
太
郎
の
支
配

と
な

つ
た
。

九
月
、

府
は

夷
地
を
分
割

し
て
奥
州
各
藩

の
領
地
と
し
た

が
、
西
蝦
夷
地

で
も
石
狩
、
厚

田
な
ど
の
主
要
，

地
は
や
は
り
蘇

府
のE

轄
地
と

し
、

備
•た
け

を
庄
内
雜
に
ま

主
を
お
く
。
〕

石
狩
地

常
5
1立
。

こ
の
年
、
石
狩
土
人
百
四
十
四
戸
、
五
百
四
十
三
人

(内
帰
俗
土
人
二
十
人
)
。

(
後
藤蔵
吉

「
蝦
夷
日
記
」
に
よ
る
〕

オ
タ
ル
ナ
イ
川
に
木
橋

(
屁
さ
三
十
間
、
巾
三
間
)
を
架
設

(

用
百
ニ
十
両
ニ

分
)
の
ち
洪
水
で
流

。C

文
久
元
年
苒
び
架
橋
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
流
先
)

九
月
、
金
帘
寺
翅
立
(許
可
明
治
十
ー
年
十
ニ
月
ニ
十
八
日
、
寺
号
公
称
明
治
三

十
二
年
十
二
月
十
八
日
)
。

調
役
荒
井
金
助
の
諺
に
よ
っ
て
、
石
狩
役
所
を
東
岸
ワ
カ
オ
ィ

(渡

場
)

に
移

し
、
役
所
！
揀
、
役
宅
二
十
戸
、
官
庫
十
棟
、
倉
庳
十
力
所
新
築
。

石
狩
場
所
は
村
山
伝
次
郎

一
括
迎
上
金

一
千
両
、
別
段
上
納
二
百
七
十

一
両
の
訪

と
な
る
。

(明
治
維
新
に
よ
っ
て
解
消
〕

河m

裕
邦
、
剪
払
か
ら
石
狩
に
入
り
、
そ
の
発
展
を
期
待
し
、

一
首
を
よ
む
。

石
狩
役
所
足
軽

谷
丑
太
郎
、
胆
振
'
日
高
方
面
か
ら
馬
四
十
頭
以
上
を
石
狩
に

も
ち
来
り
、
発
寒
を
中
心
に
放
牧
し
、
石
狩
、
銭
囷
、
菇
寒
間
の
陸

連
に

当
て

る0箱
館
奉
行
は
石
狩
在
勤
に
北
蝦
臾
樺
太
ク
シ
ン
ナ
ィ
の
開
拓
を
担
当
さ
せ
、
こ
の

年
三
月
荒
沖
金
助
は
箱
館
奉
行
支
配
調
役
並
出
役
城
六
郎
以
下
二
十
六
名
を
同
地

に
出
張
さ
せ
漁
場
を
開
き
ロ
シ
ヤ
人
の
経
営
に
対
抗
さ
せ
、

「
石
狩
御
直
場
所
」

の
杭
を
川
岸
に
村
つ
。

荒
并
金
助
はr

石
狩
の
地
、
他
日
必
ず

一
都
府
と
な
り
天
皇
の
臨
幸
を

仰

ぐ

ベ

し

一
と
言
う
。

四〇



江 戸 時 代

第 ニ 次 m 府 直 轄 時 代

箱 館 奉 行

1 8 6 4 1 8 6 3 1 8 6 2 1 8 6 0

元 治 元 文 久 3 文 久 2 万 延 元

锻行織 S 11翫村& 勝黯、 糟& 水屬柰&

四〇
一

一

か
せ
た
"

鮭
の
種
川
を
、

琴
似
、
発
寒
、

魁
平
の
各
川
に

設
け
る
。

六
月
、
ェ
萌
八

年
に
し
て
五
稜

郭
竣
工
。

芽
沼
炭
®
開
坑

幕
府
は
奧
州
六
骼
に
蝦
夷
領
地
の
先
印
状
を
交
付
。

荘
内
雜
領
地
引
継
首
役
高
櫛
潘
助
以
下
は
四
月
七
日
箱
舘
を
出
発
、
十
九
日
石
狩

。
船
で
海
上
七
里
十
八
町
を
ニ
時
間
で
航
し
て
浜
益
毛
の
通
行
屋

に
着

い
た

(
「
浜益
村
小
史
」
〕

四
月
、
|
源
寺
述
立
(許
可
明
治
十
三
年
十
月
、
寺
号
公
称
明
治
ニ
十
九
年
十
ー

月

-0
〕

越
後
地
方
か
ら
木
綿
、
小
間
物
の
行
商
人
采
り
、
明
治
五
〜
六
年
頃
に
及
ん
だ
。

八
月
八
日
、
津
波
あ
り
。

九
月
、
荒
井
金
助
箱
舘
に
転
励
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
(沖
の
ロ
係
〕

後
任
の
石
狩
詰
調
役
製
本
弥
五
郎

(
こ
の
あ
と
明
治
に
な
る
ま
で
小
船
源
兵
術
、

樋
野
恵
助
〕

荒
弁
金
助
、
東
蝦
夷
地
室
蘭
詰
と
な
る
。

石
狩
詰
調
役
は
樋
野
忠
助
と
な
る
。



江 戸 時 代

第 ニ 次 猫 府 直 轄 時 代

箱 館 奉 行

1 8 6 6 1 8 tJ 5
慶 応 2 慶 応 元

奉一
1竹内保嗽

d、出秀実，
堀
新
利
m
傾，村垣
施 ，杉
M
浦S k 賜

田
粟木 is,織

水野忠薇
本赞ね

めて
た慘
。状
を
ぎ
わ

村亊
落起
に り
延 、
焼附
し近

小三 し殖
搏:月た 法
内ニ 。を
に十 な
山日 ら
火 ' わ

の
投
石

布m

山
田
文
右
術
門

負三で
人月'
に 、
令場
し所
て請

条
1
北

%
ま

礼
幌
市

大
友
m
堀
削

見 手
宮
洞
窟
を
発

石
X

兵
瑕

足村
内並
とと
称 し
す 、
。穂

場
所
を
鹿
し

耳

内

〇太

周
に
成
功

村
伝
九
郎
b
樺

岡
本
監
輔

西

本
晋
之

助'

石
狩
本
陣
店
阿
部
屋
佐

1

石
狩
八
幡
宮
祌
主
代
山
p
左
仲

石
狩
役
所
調
役

樋
野
M
助

同
心
岡
m
金
次
郎

同
心
吉
村
現

郎

同
心
山

手
作
場

官
宮
開
m
場
Nw *

を
札
幌
元
村
に
m
定
し
た

石
狩
場
所
農
夫
繰
込
取
扱
方
を
中
渡
さ

た
大
友
m
太
郎

四
月
石
狩
に
着
ぎ
御

十

月
ニ
十

日

荒
井
金
助
五
稜

の

中
に
落
ち
死
す

四〇

三



明 治 .時 代 江 戸 時 代

箱 館 裁 判 所 及 箱 館 府 時 代
第二次蔣府直轄時代

箱 館 奉 行

1 8 6 8 . 1 8 6 7

明 治 元 | 慶 応 3

1 公 考

に伏 S 転 庁 十 制城 ら走 十政 郭 箱 四
滞に 府 へ を 月圧 、五 饵 月 を に 館 月
る よ 脱 ニ W- 、 す ！KS 稜 S 、 し 開 府
。 り 走年 森 箱 る 夾郭 本葙 い き を
し1箱眾 S に 館 。地 に 武 府 た 、五
館降 月移府 を 入 描脱 °新稜

古朝 十返徳十
を 廷 ニ 還川 月
宣 は 月 。慶 十
言王 九 喜 四
°政 日 大 日
復 、 政 、

箱
館
か
ら
石
狩
へ
、
ロ
シ
ヤ
産
の
麦
、
そ
ば
、
え
ん
豆
、
麻
の
®
物
を
送
る
。

石
狩

漁
獲
高
百
十
三
万
五
千
尾
。

石
狩
の
住
人
小
樽
市
ま
本
頋
寺

贽
徳
寺
の
末
寺
能
赀
寺
の
极
徒
木
村
芳
太
郎
、
空

知
郡
幌
内
炭
鉱
を
発
見

(
小搏
本
願
寺
速
築
材
料
を
伐
る
た
め
幾
泰
別
川
に
沿

っ

て
入

っ
た
際
。
)

こ
の
頃
の
土
着
の
ア
イ
ヌC

生
振
村
字
ヤ
ウ
ス
パ
二
十
ニ
戸
、
シ
ビ
シ
ビ
ウ
ス
四

戸
こ

間
四
月
四
日
、
聰
足
内
騷

起
り
、
四
月
七
日
石
狩
詰
役
人
樋
野
恵
助
ら
こ
れ
を

鉞
め
る。

七
月
、
新
政
府
石
狩
役
所
主
宰
井
上
弥
吉

C

後
、
熊
野
九
郎
と
改
名
)
外
三
名
、

石
狩
役
所
に
赴
任
、
幕
府
石
狩
調
役
樋
野
恧
助
ょ
り
3
1
1
務
引
_
ぎ
を
受
け
る
が
、

十
一
月
幕
府
脱
走
軍
隊
長
武
田
司
の
占
拠
す
る
と
こ
て
と
な
る
。

十
ニ
月
十
五
日
、
桓
本
武
換
は
蝦
爽
島
総
裁
と
な
り
、
五
稜
郭
に
仮
政
庁
を
昍

く
。
石
狩
、
小
樽
内
、
歌
粢
等
に
も
守
兵
を
配
殿
し
た
。
(
「道
©
察
史
」
〕

十
ニ
月
、
蕋
府
脱
走
¥
は
村
山
伝
次
郎
に
改
め
て
石
狩
十
三
垛
所
の
請
負
を
命
じ

運
上
金
ニ
千
五
百
両
の
即
納
を
命
ず
る
。
村
山
家
辞
退
す
る
も
聞
届
け
ら
れ
ず
六

百
両
を
即
納
。

四〇

四



明 治 時 代

開 拓 使 時 代
兵 部 省 時 代

I 8 6 9

明 治 2

(初代） 開拓使長官 鍋& 直正 1
四
月
、
場
所
述

上
金
の
請
負
上

納
を
廃
し
て
居

民
の
直
納
と
定

め
た
。

七
月
八
日
、
箱

館
府
を
廃
し
、

開
拓
使
を
設
蹬

0

七
月
、
諸
蒲
の

士
族
等
で
蝦
喪

地
開
拓
を
出
顔

す
る
者
に
土
地

を
割
波
す
る
と

の
布
告
が
出
さ

れ
る
。

八
月
十
五
日
、

蝦
夷
を
改
め
北

海
道
と
称
し
十

一
国
八
十
六
郡

と
し
、
開
拓
使

及
び

一
省

ー
府

、
ニ
土

ハ
雜
、

八
士
族
、
ニ
寺

院
に
分
割
支
配

さ
せ
る
。

二
月
二
日
、
政
府
は
会
律
蕪
の
降
伏
人
を
蝦
爽
地
に
移
住
さ
す
た

め
石
狩
、
発

寒
、
小
搏
内
を
罪
務
官
に
引
渡
す
べ
き
こ
と
を
箱
館
府
に
命
ず
る
。

蒜
府
脱
走
取
平
定
箱
館
府
肫
庁
と
と
も
に
、
小
山
房I

郎

(
福
山
蒱
の
人
)
石
狩

詰
役
人
に
任
命
さ
れ
る
。
石
狩
本
陣
は
村
山
佞
次
郎
免
ぜ
ら
れ
出
稼
人
山
®
文
右

衛
門
取
扱
い
仰
付
け
と
な
り
、
附
厲
物
品
も
同
人
に
貸
与
と
な
る
。

七
月
、
3
1上
屋

(
本
陣
)制
度
を
廃
止
し
、
開
拓
使
次
官
に
命
じ
石
狩
に
交
番
さ

せ
た
。

(
九
月
石
狩
交

を
や
め
る
)

八
月
十
五
日
、
旧
石
狩
場
所
を
分
け
、
石
狩
、
札
幌
、
樺
戸
、
空
知
、
夕
張
、
雨

、
上
川
の
七
郡
を
膣
く
。C

石
狩
国
は
上
記
七
郡
の
ほ
か
厚
田
、
浜
益
の

ニ

郡
こ

八
月
十
七
日
、
石
狩
、
高
&
、
小
樽
の
三
郡
を
吳
部
翁
の
支
配
迪
と
す
る
。
石
狩

詰
参
斟
席
箱
館
府
二
等
弁
務
井
上
弥
吉
は
兵
部
大
録
に
任
ぜ
ら
れ
、
石
狩
役
所
に

来
る
。

こ
の
頃
か
ら
佐
渡
、
奧
羽
等
ょ
り
移
住
す
る
も
の
数
多
く
、
本
町
は
す
で
に
市
街

の
体
裁
を
な
し
た
。

八
月
、
東
久
世
0
0拓
使
長
官
の
赴
任
に
先
立
ち

「
石
狩
に
北
海
遊
本
府
をE

つ
べ

き
経
営
を
為
す
啡
」
の
麫
議
裁
許
を
得
九
月
ニ
十
五
日
菡
館
に
到
着

九
月
、
£
狩
本
陣
に
'
開
拓
使
の
石
山
大
主
典
等
来
り
開
拓
使
の
設
脛
を
申
し
渡

し
た
。

九
月
、
兵
部
省
、
石
狩
に
病
院
を
設
け
る
。

(
医
師
吉
村
交

)

(
三年
四
月
開

拓
使
に
屈
し
石
狩
病
院
と
称
す
。
)

九
月

-
十
六
日
、
布
達
に
ょ
り
、
場
所
請
負
制
を
廃
止
。
旧
場
所
請
負
人
で
引
統

き
漁
業
を
す
る
盎
は
当
分
の
間
、
漁
場
持
と
称
さ
せ
た
。

C

石
狩
は
安
政
年
間
以
来
猫
府
が
請
負
制
を
改
め
、
出
稼
制
度
を
と
っ
て
い
た

が
、
こ
の
布
逹
に
よ
り
石
狩
、
浜
益
ニ
郡

(
西
海
岸場
所
中
〕
は
と
く
に
官
に
お

い
て_

ら

漁
業
を
営
む
こ
と
に
な
つ
た
。
翌
三
年
こ
れ
を
廃
し
た
。
)

四o

五



明 治 時 代

開 拓 使 時 代

兵 部 省 時 代

1 8 7 0 1 8 6 9

明 治 3 明 治 2

2 代 開 拓使長 官 東 久 世 通 搭

四o

六

と隆五 く近 四拓ニ °を一
な '月 °に 月使月 国月
る聞 、 三 、を 、 旅 、
° 拓黒 村札設樺 に 日
次田 を幌砬太 制の
官淸 開附 定丸

。 こ と °を八
の改箱樺 月
年 称館 太 '
大 °を と北
如 函 改蝦
作 館 称夷

四 田 四術 三三 に 轄 一一
月 '月 聞 月 月 引と 月月
ニ 浜 、業 、、 継 し八 、
十 益 銭 °開石 ぐ 来
九 函 ハ 拓 狩 °四 '' 住
日 及 仮 石 使 、 月兵野
' び 役 狩 の 浜 十 部五
伊 後 所 病 命益 七 省 郎
達 志を 院 を ニ 日の治
邦 国 小の 受郡 、 石ハ
直 十 樽始 けの 井狩 盛
は 郡に ま 、漁 上 、忠
開 を 移 り小場 兵 高
拓 管 し 黑を 部 岛 石
權 す 、札 は出 大 、 狩
小 る六 幌 函 願 録 小に
主 °月病 館者 '樽 於
典 石院 よに 桜 三て
田 狩に り貸 井 郡 兵
中 国 M 赴付 兵の 部
m 四し 任け 部 支 畨
信 郡 、 、 し 大配出
と = 石 若 た 録を仕
と 兄 ;狩 生 。 よ廃を

に ， 院 官 岩 、ぜ
石 $ と 舍 村 開ら
S ご 称 に 開 招れ
? 气 す 於 拓 使 た
を 。 て 判 の 。
出 厘 医 官管

はに 十石州 省 十 る札 り十に 十営村
一布 ニ 狩 ア 赞 ニ 。幌 仮月 向月桀 山
時 達月に イ轄 月 本役 1 5 ニの 伝
窮 し 、出 ヌ地 、 府所 島 。十み 次
状 て兵稼 総の 兵 迪を狻 三許郎
に一 部 ぎ乙 石部 設 お 舆 日さ 、
陥切 省の 名狩 省 のきは 、 れ 石
るの 石上 ク郡 石 物 、石 元る 狩
°物狩 川 ウ 狩 资 札狩 兵 ° '
资 役 アチ 当役 輸幌に 部 高
を所 イン 別所 送本 向 m 島
開は ヌ ク よは は府 っ 大 、
拓 、 降 ロ り 江 石の た 楣 厚
使 開雪 は川 別 狩経が 慎 田
に拓 の役下 対 川 営 、 三 の
売使た 所 へ 眠 、 に石 、 場
波 のめに ' か 伏 着狩 西 所
す札 埽至 にら 古手は 館 を
こ峴 郷 り転上 川 11 兵 茹 引
と本の こ居 川 ' 部 ' 上
を府途れ す 間 大 省 降 げ
禁建 中を るに 友 管 伏 ら
it設困拒 こ至 堀 轄 人 れ
、に難む とる を の 取 、
こ際 す 。をア 利 た 篩 小
のしる 命 イ 用 め り 樽
た '。 じ ヌ し 、 の 錬
め支 た 人 鈐 錢 た 場
卯配 がを = 面 め 出
拓地 、 兵 送 に 石 稼
使 内 上 部 す 至 狩 ぎ



明 治 畤 代

拓 使 時 代

1 8 7 1 1 1 8 7 0

明 洽 4 1 明 治 3

2 代 開拓使長官 東 久 世 通 稽-

町役人 （名主岩田甚兵術， 年寄新兵衛， 百姓代土田宇兵術）

禁
ず
る
〇

ぎ
す
る

k
を

た
漁
m
に
出
稼

m
に
転
じ

ま

が
み
だ
り
に
商

に
移
つ

た
農
民

札
幌
郡

め
る
〇

五
人
組
制
を
含

十

耳

農
家

〇
則
!_

を
設
け
る

移
民
抉
助
規

十

月

政
府

S
t
京
開
招
使
庁

Bi
十
月
%
日

手
札
m
間
開
削
に

%
有
珠

九
月

東
本
願

氏
名
を
許
可

九
月

平
思
に

に
移
る
〇

り

に
至
る
約

十

キ
ロ
メ

卜
ル
の
道
路
を
m
移
転
を
計
画
ハ

五
年
四
月
当
別

結
仮
居
ハ

四
十
%

百
七
十
人

開
m
小
屋
四
十
五
軒

八
月
召
狩
上

当
別

郷
m
を
出
発

寧m
千
歲

札
幌

石
狩
を
経
て
四
月
五
0
厚
田
村
聚
富
に
集

I
伊
逵
§
直

§
城

岩
出
山

主
徒
第

次
移
民
ハ

男
女
百
八
十

名

可
す
る
石
狩

札
幌

空

和
の
諸
郡
の
原
野
は
出
願
の
上

随
意
の
開
m
を
許

は

石
狩
の
僧
呂
を
招
ぎ
葬
式
を
當
み

查
の
傍
に
埋
葬
し
た

%
年
ま
で
札
幌
に
僧
B
お
ら
ず

定
のm
地

な
い
の
で
死
者
あ

る
と

ぎ

失 狩
陸
m
附
近
に
移
転
し
営
業
を
は
じ
め
た

%
春
劈

明
治
十

十
月
焼

十

月

石
狩
の
遊
女
屋

m
中
屋
中
川
良
助

元
村

の
札
幌
市
石

開
拓

札
幌

石
狩
m
の
卵
削
道
路
完
成

i
路
経
由

0

検
分

出
立

札
m
に
向

ぅ。

八
月

平
八a
M
久
世

官

石
狩
役
所
を
巡
視

九
月

日
石
狩

JJ I
取
締
所

府
の
人
な

し

と
記
す

九
月
八
日
m
路

び
石
狩
に
来
り
越
中
垦
に
泊
る〇

家
十
五

開
拓
使
出
張
所
k>
り

数
内
小
主
典
出
張
の
由
な

り。

旧
蘇

人
家
百

酒
妓
楼
十
三

四
軒
之
有
弦
歌
の
声
に
て
賑
A
し
し

*"1

川
南
人

り

弁
天
町
越
中
屋
に
止
宿

十
八
日
W
田
に
む
け
出

云
狩
川
の
手
前
に

八
月
十
五
日

米
ik
藩
士
官
岛
#
b
藩
命
に
上
る
本
道
調
査
の
途
中

石
狩
に
来

在
狩
移
住
者
の
中
に
天
然
痘
発
生

花
畔
に
仮
小
屋
を
つ
<

忠
者
を
収

開
拓
使
石
狩

関
m
開
設

た

配
地
を
調
査

河
P
上
り
遗
<

不
便
の
た
め
代
替
地
を
出
願

〇

発

舟
で
石
狩
川
を
の
ぼ
り
五
月
九
日

空
知
に
至

m
拓
使
か
ら
ぎ
め
ら
れ

四
0
七



明 治 時 代

m 拓 使 峙 代

1 8 7 1

明 治 4

2 代 開 拓使長 官 東 久 世 通 椹

町役人 （名主岩田甚兵衛，年寄新兵衛， 百姓代土田宇兵衛）

四
〇
八

四
月
、

「
何
郡

詰
」
の
名
称
を

や
め

「
何
郡
出

張
所
」
と
改
め

る
。
石
狩
国
は

石
狩
、
厘
田
、

浜
益
、
小
得
、

忍
路
、

市
の

大
出
張
所
。

五
月
、
開
拓
使

庁
を
札
幌
に
移

す
。

五
月
、
札
幌
御

用

。

五
月
、
札
幌
市

街
の
逍
路
を
區

制
、
卵
削
に
赶

手
。

七
月
、
廃
蒲E

県
。

七
月
十
三
日
、

開
拓
顧
問
と
し

て
米
国
よ
り
ケ

プ
ロ
ン
一
行
来

春
、
石
狩
川
洪
水
、
家
屋
流
臾
、
川
岸
崩
徵
の
た
め
、
本
町

に
人
家

移
転
す

る0一-月
十
九
日
、
岩
手
県
移
民
八
十
戸
宮
古
よ
り
出
発
、
二
十
三
日
小
搏

。

願
乗

寺
に

一
泊
し
石
狩
に
来
る
。
パ
ン
ナ
グ°

に
二
十
戸
移
住

(
そ
の他
シ
ノ
ロ
、
円

山
、
月
寒
に
移
住
)
、

(
十
月
十
二
日
現
在
、
花
畔
村
、
名
主
小
川
恂
ニ
、
年
哿

組
頭
沢
田

乎
、
苗
姓
代
山
本
弥
三
郎
)

四
月
二
十
八
日
、
本
日
よ
り
開
拓
使
上
川
使
掌
石
狩
川
泗
位
。

四
月
、
宮
城
赐
遠
田
郡
の
移
民
三
戸
生
振
に
入
地
、
ニ
十
ニ
尸
七
十
六
人
は
江
別

対
雁
に
入
地
。

五
月

一
日
、
束
久
世
長
官
、
騎
馬
に
て
石
狩
に
来
り
当
地
を
見
分
し
岩
村
判
官
と

会
ぅ
、
翌
日
両
人
で
小
搏
に
出
凳
。

五
月
七
日
、
開
拓
使
は
札
幌
近
隣
の
村
落
を
三
ッ
に
分
け
て
受
け

も

た
せ
、
#

業
、
教
化
、
禁
令
の
ゆ
き
と
どく
よ
ぅ
配
®
し
た
。

五
月
二
十
五
日
、
岩
村
判
官
、
バ
ン
ナ
グ
ロ
を
花
畔
村
、
オ
ヤ
フ
ル
を
生
振
村
と

命
名
。

五
月
二
十
七
日
、
石
狩
移
住
民
に
痘
病
あ
り
、
石
狩
の
ア
ィ
ヌ
を
空
知
太
ま
で
立

の
か
せ
、
六
月
病
人
六
人
を
花
畔
村
仮
小
屋
へ
収
容
。

五
月
、
花
畔
村
開
村

(
陸中
国
盛
岡
国
岩
手
郡

民
三
十
九
戸
百
二
十

九

人
移

住
、
団
体
引
率

、
佐
藤
傾
太
郎
)

五
月
'
生
振
村

村

(宮
城
県
宮
城
郡
、
木
、
松
島
、
磯
崎
及
び
山
形
米
沢

地
方
よ
り

-
十
九
戸
百
二
十
四
人
移
往
、
生
振
村
移
住
引$

、
来
沢
藩
士
族
玉

木
琢
蔵
。
)

(
当時
、
生
振
に
お
い
て

焼
を
業
と
し
'
こ
れ
を
石
狩
に
売
る
港
ニ
戸
あ
り
、

こ
れ
を
合
せ
て
移
思
の
中
に
加
え
た
。
)

五
月
、
石
狩
遒
の
開
削
に
蒞
手
。
(
札
§
兀
村
～
筱
路
〕
。
六
年
十
一
月
(筱
路

〜
花
畔)

篠
路
村
の
早
山
淸
太
郎
が
請
負
い
、
花
畔
村
内
は
村
民
が
总
担
し
て
、



明 治 時 代

m 招 使 時 代

1 8 7 1

明 治 4

2 代 開 拓 使 丧官 東 久 世 通 m

町役人 （名主岩田甚兵街，年寄新兵術，百姓代土田宇兵術）

四
〇
九

内
地
移
民
、
厚

田
村
に
移
住
。

八
月
、
樺
太
関

拓
使
を
北
海
道

開
拓
使
に
合
併

。
北
海
道
分
治

を
や
め
て
開
拓

使

一
本
と
す
る

〇

札
幌
神
社
造
営

、
九
月
竣
工
。

九
月
、
陸
軍
少

将
桐
野
利
秋
、

北
海
道
を
巡
視

し
て
掃
京
、
屯

田
兵
設

を
®

言
す
。

そ
のK

用
は
官
民
が
こ
れ
を
折
半
し
た
。
八
年
六
月

(茨
戸
川
の
南
か
ら
道
復
し

て
花
畔
ま
で
。
)
十
三
年
八
月C

花
畔
〜
石
狩
に
至
る
。
)

六
月
二
十
六日
、
柳
少
佐
、
石
狩
川
測
3:
。

七
月
十I

日
、
副
島
参la

、

岩
村
判
官
を
随
行
し
石
狩
に
来
る
。

七
月
、
石
狩
諸
漁
場
共
有
と
な
る
。

九
月
十
八
日
、
戸
賭
改
め
の
た
め
町
名
及
び
#
地
を
付
け
る
必
要
が
生
じ
、
田
中

箱
信
開
拓
権
小
主
典
は
昍
拓
使
に
石
狩
町
と
称
し
て
よ
い
か
を
伺
い
立
て
る
。

c

こ
れ
ま
で
は
た
だ
石
狩
と
よ
ん
で
い
た
。
)

九
月
十
八
日
、
石
狩
市
街
地
を
十
力
町
に
区
分
す
る
こ
と
が
認
可
に
な
っ
た
。

名
付
親
は
名
主
、
岩
田
®
兵
術
等
。

(
親
船
町
、
船
場
町
、
弁
天
町
、
横
町
、
本

町
、
仲
町
、
新
町
'
浜
町
、
避
生
町
、
八
幡
町
)

伊
逮
邦
直
家
臣
、
吾
5
?嫌
ら
石
狩
の
開
拓
使
官
署
移
転
エ
茁
を
請
負
い
約
|
千
円

を
得
る
。

九
月
、
若
生
町
に
開
拓
使
出
張
所
を
お
く

(
八年
こ
れ
を
鹿
す
。
)

十
月
六
日
、
宮
城
県
白
石
よ
り
移
住
民

一
行
約
四
百
人
小
樽
よ
り
陸
路
石
狩
に
到

茜
、
家
屋
が
で
き
な
い
た
め
白H

村
へ
の
移
住
で
き
ず
、
石
狩
に
滞
留C

六
十
余

名
は
先
発
し
て
同
村
に
入
地
す
。
)

十
月
十
八
日
、
ゥ
ッ
ナ
ィ
が
花
畔
村
に
合
併

(

ゥ
ッ
ナ
ィ
百
姓
代
"

一
方
井
茂

内
。
農
夫
取
締
、
山
下
吉
之
助)

十
月
十
九
日
、
石
狩
御
手
抓
今
年
限
り
相
止
め
と
な
る
。

四
年
頃
、
開
拓
使
の
大
エ
棟
梁
中
川
左
術
門
誚
負
翅
築
戸
数
、
花
畔
村
三
十

三
戸
、
生
振S

II

十
三
戸
。

H
‘
ジ
•
ヮ
ル
フ
ヒ
ー
ル
ド
船
で
石
狩
に
茱
り
、
川
巾
半
英
里
と
報
ず
る
。

ハ
ン
ナ
グD

C

花
畔
村
)
、
マ
ク
ン
べ
ッ
は
、
植
少
主
典
川
辺

徳
使
雜
荒
井
直

逄
、
竹
内
仁
造
の
受
け
持
ち
と
な
る
。

C

傾
路
村
、
都
石
狩
も
受
け
持
つ
〕
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